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はじめにはじめにはじめにはじめに

『Net8管理者ガイド』は、Net8製品とそれに関連するアプリケーションの理解と使用に必要
な情報を提供します。

内容は次のとおりです。

� 対象読者

� このガイドの編成

� Oracle8iの新機能

� 関連マニュアル

� 表記規則

注意注意注意注意 : このガイドでは、Oracle8iおよび Oracle8i Enterprise Edition製品
に搭載されている機能および特徴について説明します。Oracle8iと
Oracle8i Enterprise Editionは、同じ基本機能を備えています。 ただし、い
くつかの高度な Net8機能は、Oracle8i Enterprise Editionでのみ利用でき
ます。たとえば、Oracle Connection Managerを使用するには、Oracle8i 
Enterprise Editionが必要です。
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対象読者対象読者対象読者対象読者
このガイドの情報は、Oracle8iデータベースなどのサービスへの接続やネットワーク構成を
行う、ネットワークまたはデータベース管理者（DBA）を対象としています。さらに、Net8
の機能を理解したい人も対象としています。

このガイドの編成このガイドの編成このガイドの編成このガイドの編成
このガイドは、以下の部、章および付録に分かれています

第第第第 I部部部部 : Net8の概要と概念の概要と概念の概要と概念の概要と概念

第 1章「Net8の概要」 Net8の概要を示します。

第 2章「Net8の概念」 マルチスレッド・サーバー接続モデル、専用サーバー接続モデル、クライアント
接続機能、リスナー機能、ネーミング・メソッドおよび LDAP準拠ディレクト
リ・サービスの Net8サポートについて説明します。

第 3章「Net8アーキテクチャ」 Net8のアーキテクチャを説明します。

第 4章「Net8製品およびツー
ル」

Net8製品および Net8管理ツールを説明します。

第 5章「ネットワークのプラン
ニング」

Net8を使用してネットワークを計画する際の考慮事項について説明します。さら
に、Net8製品の関係と、将来のネットワーク管理をよりよく行うためのオプショ
ンについて説明します。

第第第第 II部部部部 : 構成構成構成構成

第 6章「ネーミング・メソッド
の構成」

Net8の多様な方法を使用してネットワークを構成する方法を説明します。

第 7章「リスナーの構成」 リスナーの構成方法を説明します。

第 8章「Net8の拡張機能」 高度な Net8接続機能およびオプションの Net8接続機能を構成する方法を説明し
ます。これらの機能は、Oracle Connection Manager、接続プーリング、クライア
ント・ロード・バランス、接続時フェイルオーバー、異種サービス、外部プロ
シージャおよび Oracle Rdbデータベースなどです。

第 9章「マルチスレッド・サー
バーの構成」

マルチスレッド・サーバー・アーキテクチャのコンポーネントをチューニングす
る方法を説明します。

第 10章「プログラマのための
Net8拡張機能」

プログラマのための Net8の拡張機能について説明します。この中には、Net8 
Open、UNIX、シグナル処理および bequeathアダプタの復習が含まれています。

第第第第 III部部部部 : Net8テストおよびトラブルシューティングテストおよびトラブルシューティングテストおよびトラブルシューティングテストおよびトラブルシューティング

第 11章「接続の確立とネット
ワークのテスト」

Net8コンポーネントの起動方法、接続の確立方法、および接続のテスト方法を説
明します。
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Oracle8iの新機能の新機能の新機能の新機能
この項では、Oracle8iの新機能の一覧を簡単に示し、関連情報記載箇所へのポインタを提供
します。 新機能を次に示します。

� ディレクトリ・ネーミング

� リスナーの新機能

� クライアント接続の新機能

� 新製品

� Net8に影響のある Oracle8iデータベース機能

ディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミング
ネットワーク情報は、Oracle Internet Directory、Microsoftの Active Directoryおよび
Novell Directory Servicesなどの LDAP準拠ディレクトリ・サービスに一括して格納できる
ようになりました。 

リスナーの新機能リスナーの新機能リスナーの新機能リスナーの新機能

第 12章「トラブルシューティン
グ」

Net8をトラブルシューティングする手順について説明します。この中には、ト
レースとロギングに関する情報が含まれています。

第第第第 IV部部部部 : リファレンスリファレンスリファレンスリファレンス

付録 A「制御ユーティリティ」 リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）、Oracle Names制御ユーティリティ
（NAMESCTL）、Oracle Connection Manager制御ユーティリティ（CMCTL）な
ど、Net8制御ユーティリティのすべてのコマンドについて説明します。

付録 B「プロトコル・アドレス」 プロトコル・アドレスの構成方法を説明します。

付録 C「構成パラメータ」 ネットワーク構成ファイルの構成パラメータを表示して説明します。

付録 D「Net8の LDAPスキー
マ」

LDAP準拠ディレクトリ・サービス・スキーマに格納されている Net8オブジェク
ト・クラスおよび属性について説明します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-33ページの「Net8および LDAP準拠ディレクトリ・サー
バー」を参照。

機能機能機能機能 関連項目関連項目関連項目関連項目

サービス・ネーミング—Oracle8iデータベース・
サービスは、Oracleシステム識別子（SID）ではな
く、サービス名で識別されます。 これは、接続記述
子の定義方法に影響を与えます。

2-27ページの「SIDではなくサービス名
によるデータベースの識別」
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クライアント接続の新機能クライアント接続の新機能クライアント接続の新機能クライアント接続の新機能

Oracle Connection Managerの新機能の新機能の新機能の新機能

ダイレクト・ハンドオフ—リスナーには、クライア
ントにリダイレクト・メッセージを戻すことなく、
要求を直接MTSディスパッチャに渡す機能がありま
す。

2-19ページの「リスナーに対するサービ
ス登録」

サービス登録—Oracle8iデータベース・インスタン
スは、データベースの起動時にリスナーによって情
報を登録します。 これにより、サービス情報を使用
して listener.oraファイルを構成する必要がなく
なります。

2-6ページの「マルチスレッド・サー
バー・モデル」

接続時ロード・バランス化—リスナーは、同じサー
ビスに対する様々なインスタンスとMTSディスパッ
チャ間のアクティブな接続の数を均衡化できます。 

2-23ページの「接続時ロード・バランス
化」

機能機能機能機能 詳細詳細詳細詳細

クライアント・ロード・バランス—複数のリスナー
が 1つのサービスをサポートしている場合、クライ
アントは様々なリスナーへの要求をランダム化でき
ます。

2-18ページの「複数のリスナーに対する
クライアント・ロード・バランス」

接続時フェイルオーバー—複数のリスナーが 1つの
サービスをサポートしている場合、最初のリスナー
が失敗すると、異なるリスナーへのクライアント要
求をフェイルオーバーするようにクライアントを構
成できます。

2-18ページの「複数のリスナーに対する
接続時フェイルオーバー」

機能機能機能機能 詳細詳細詳細詳細

Oracle Connection Manager制御ユーティリティ
（CMCTL）では、いくつかの新機能が拡張され、こ
れにより制御能力が向上しました。

A-77ページの「Oracle Connection 
Manager制御ユーティリティ
（CMCTL）」

機能機能機能機能 関連項目関連項目関連項目関連項目
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新製品新製品新製品新製品

Net8に影響のあるに影響のあるに影響のあるに影響のある Oracle8iデータベース機能データベース機能データベース機能データベース機能

関連マニュアル関連マニュアル関連マニュアル関連マニュアル
� 『Oracle8i概要』

� 『Oracle8iリファレンス・マニュアル』

� 『Oracle8i 分散システム』

� 『Oracle8iパフォーマンスのための設計およびチューニング』

� 『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド』

� 『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』

機能機能機能機能 詳細詳細詳細詳細

Net8 Configuration Assistant—インストール後に基
本的な構成作業を実行するためのツールです。イン
ストールの終了後に、このツールによって自動的に
デフォルトの構成ファイルが設定されます。

4-23ページの「Net8 Configuration 
Assistant」およびオペレーティング・シ
ステムのインストレーション・ガイド

Secure Sockets Layer（SSL）プロトコル付き
TCP/IP—TCP/IPおよび Secure Sockets Layer
（SSL）を使用して、ネットワーク上でクライアント
/サーバー認証を行うためのプロトコルです。

4-2ページの「SSL付き TCP/IP」

機能機能機能機能 詳細詳細詳細詳細

データベース・サービスは、システム識別子（SID）
ではなく、サービス名で識別されます。

2-27ページの「SIDではなくサービス名
によるデータベースの識別」
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表記規則表記規則表記規則表記規則
このガイドでは次の表記規則を使用しています。

表記規則表記規則表記規則表記規則 意味意味意味意味

大文字 SQLコマンド、キーワードおよび初期化パラメータを示します。

太字太字太字太字 太字は、用語集で定義されている用語を示します。

固定幅フォント
の小文字

ファイル名、ディレクトリおよびコマンドを示します。

固定幅文字 この字体は、ユーザー入力およびコード例で使用されます。

イタリック体 イタリック体の用語は、変数を示します。 

UNIXでは $ORACLE_
HOME、Windowsで
は ORACLE_HOME

この Optimal Flexible Architecture（OFA）互換のリリースでは、すべ
てのサブディレクトリを最高位の ORACLE_HOMEディレクトリ以下に配
置する必要はありません。複数の Oracleホーム・ディレクトリを含め
た、ORACLE_BASEディレクトリを設定できます。

< > 山カッコで囲む対象は、ユーザーが指定する名前です。

[ ] 大カッコで囲む対象は、ユーザーの選択元となる 1つまたは複数のオプ
ション項目の選択肢です。

{ } 中カッコで囲む対象は、必須項目です。

... コード・サンプルにある水平方向の省略記号は、サンプルの一部を省略
していることを意味します。
xviii



第第第第 I部部部部

 Net8の概要と概念の概要と概念の概要と概念の概要と概念

第 I部では、Net8の概念、製品およびツールの概要を示します。 次の章があります。

� 第 1章「Net8の概要」

� 第 2章「Net8の概念」

� 第 3章「Net8アーキテクチャ」

� 第 4章「Net8製品およびツール」

� 第 5章「ネットワークのプランニング」





Net8の
1

Net8の概要の概要の概要の概要

この章では、Net8について紹介し、その主なアプリケーション、機能および機能性の概要
を示します。内容は次のとおりです。 

� Net8の概要

� Oracleの接続性の概要

� 構成の概要
概要 1-1



Net8の概要
Net8の概要の概要の概要の概要
Net8を使用すると、サービスおよびそのアプリケーションを様々なコンピュータに置いて、
ピア・アプリケーションとして通信することが可能になります。Net8の主要な機能は、
ネットワーク・セッションを確立し、クライアント・マシンとサーバー間、または 2つの
サーバー間でデータを転送することです。Net8はネットワークの各マシンに配置されます。
ネットワーク・セッションが確立されると、Net8はクライアントやサーバーへのデータの
案内役として動作します。 

図 1-1は、クライアント /サーバー接続の様子を示しています。

図図図図 1-1  基本的なクライアント基本的なクライアント基本的なクライアント基本的なクライアント /サーバー接続サーバー接続サーバー接続サーバー接続

ネットワーク・セッションは、 リスナー（リスナー（リスナー（リスナー（listener））））の支援を受けて確立されます。 リスナー
は、サーバー上に存在する別のプロセスです。 リスナーは、クライアントの着信要求を受信
して、それをサーバーに渡します。 

リスナーは、クライアント要求を受け取って、それをサーバーに渡します。クライアントま
たはクライアントとして動作するサーバーがサーバーとのネットワーク・セッションを要求
するたびに、リスナーが実際の要求を受信します。 

図 1-2は、接続要求時のリスナーの様子を示しています。

クライアント�

クライアント�

クライアント�

Net8
ネットワーク�

サーバー�
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Net8の概要
図図図図 1-2  接続要求時のリスナー接続要求時のリスナー接続要求時のリスナー接続要求時のリスナー

同じサービスに多数の接続が必要な環境の場合、Net8では、Oracle Connection Manager
と呼ばれるルーティング・プロセスが提供されます。このプロセスは、通常、クライアント
およびサーバー以外のマシンに存在します。 

Net8では、次のような環境で接続ルーティングを行います。

� 多数のユーザーが単一プロトコルを通して単一のサーバーにアクセスする必要がある環
境

� クライアントとサーバーに異なるプロトコルがインストールされ、一般的な接続が失敗
する環境

標準的な Net8接続では、クライアントとサーバーに同じプロトコルがインストールさ
れている必要があります。

� TCP/IP環境で、指定したサーバーへのクライアント・アクセスの制御が必要な環境

図 1-3は、クライアント接続が、ネットワーク中の別のマシンに存在する Oracle Connection 
Managerにルーティングされる様子を示したものです。

リスナー�

クライアント�

2

1

2

サーバー�
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Oracleの接続性の概要
図図図図 1-3  Oracle Connection Managerを通した、クライアントとサーバーの接続を通した、クライアントとサーバーの接続を通した、クライアントとサーバーの接続を通した、クライアントとサーバーの接続

Oracleの接続性の概要の接続性の概要の接続性の概要の接続性の概要
Net8では、Oracleデータベースや Oracle以外のデータベースなどの様々なサービスに接続
できます。 Oracleデータベースは、Oracle環境で最も一般的なサービスなので、この項では
データベース・サービスを中心に説明します。

ユーザーがネットワークを介してデータベース・サービスに接続する場合、宛先サービスに
関するネットワーク情報が記述されている接続記述子（接続記述子（接続記述子（接続記述子（connect descriptor））））がリスナーに
渡されます。

接続記述子の種類は、次のとおりです。

� プロトコル・アドレス（プロトコル・アドレス（プロトコル・アドレス（プロトコル・アドレス（protocol address））））によるリスナーの位置情報など、サービス
へのネットワーク・ルート。

� 通常はグローバル・データベース名（グローバル・データベース名（グローバル・データベース名（グローバル・データベース名（global database name））））であるサービス名。デー
タベース名およびデータベース・ドメインから構成され、データベース・サービスの識
別に使用します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 製品情報は、4-4ページの「Oracle Connection Manager」を
参照してください。

クライアント�

クライアント�

クライアント�

Net8
ネットワーク�

サーバー�Oracle
Connection Manager

マシン�

Oracle 
Connection 
Manager
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構成の概要
完全な接続記述子を使用して接続すると、次の sales.us.acme.comという名前のデータ
ベース・サービスへの接続例に示すように、冗長な接続文字列（接続文字列（接続文字列（接続文字列（connect string））））が作成さ
れます。

CONNECT 
scott/tiger@(description=(address=(protocol=tcp)(host=sales-server)(port=1521))
(connect_data=(service_name=sales.us.acme.com)))

冗長な接続文字列を回避するために、接続記述子を接続識別子（接続識別子（接続識別子（接続識別子（connect identifier））））にマッ
プすることができます。 接続識別子は、ネット・サービス名（ネット・サービス名（ネット・サービス名（ネット・サービス名（net service name））））または実
際のサービス名のどちらでも構いません。 次にこの情報は、少なくとも 1つのネーミング・ネーミング・ネーミング・ネーミング・
メソッド（メソッド（メソッド（メソッド（naming method））））に格納されます。 クライアントに必要なことは、接続文字列に
接続識別子を使用することのみです。 たとえば、salesという名前のネット・サービス名が
前述の例に使用されている接続記述子にマップされている場合、クライアントは次の接続文
字列を使用できます。

CONNECT scott/tiger@sales

接続要求時に、クライアントはネーミング・メソッドに接続して、salesを接続記述子に解
決します。 クライアントは、次に、接続記述子で指定したリスナー・アドレスに接続要求を
転送します。

リスナーは、プロトコルを通してクライアントの接続を受け付けます。 リスナーは、クライ
アントの情報を、データベースから受信した情報および構成ファイル listener.oraに格
納した情報と比較します。この情報が一致すると、接続が許可されます。 

構成の概要構成の概要構成の概要構成の概要
接続のためのネットワーク構成は、次の項で説明する主な 2つの作業から構成されていま
す。

� ネーミング・メソッドの構成

� サーバー上でのリスナーの構成

ネーミング・メソッドの構成ネーミング・メソッドの構成ネーミング・メソッドの構成ネーミング・メソッドの構成
ネーミング・メソッドは、接続識別子を接続記述子にマップするために、必ず構成する必要
があります。

Net8は、次に示す複数のカテゴリのネーミング・メソッドをサポートしています。

� ローカル・ネーミング

ネット・サービス名は、ネットワーク上の各クライアントにあるローカル構成ファイル
tnsnames.oraに格納できます。tnsnames.oraファイルは各クライアントで構成で
きるので、特定のクライアントの必要性に応じてチューニングできます。 
Net8の概要 1-5



構成の概要
� ディレクトリ・ネーミング

サービス・アドレスおよびネット・サービス名は、Lightweight Directory Access 
Protocol（LDAP）準拠のディレクトリ・サーバーに格納できます。 

� Oracle Names

サービス・アドレスおよびネット・サービス名は、Oracle Namesサーバーのシステム
に格納できます。 Oracle Namesは、Oracle固有のネーム・サービスで、サービス・ア
ドレスの一元的な格納をメンテナンスするサービスです。 

� ホスト・ネーミング

サービス名は、既存の IPアドレス解決メカニズムへ格納できます。

� 外部ネーミング

使用中の環境でサードパーティ製のネーミング・サービスがすでに構成されている場
合、Net8では、追加構成を回避するために、その環境へのサービス・アドレス情報の
格納がサポートされます。

ネーミング・メソッドが構成されると、クライアントがそのネーミング・メソッドにアクセ
スできるようにする必要があります。 

図 1-4は、tnsnames.oraファイル、ディレクトリ・サーバーおよび Oracle Namesサー
バーを介して接続識別子を解決するクライアントを示しています。

1. クライアントは、接続識別子を接続記述子に解決するために、ネーミング・メソッドに
接続します。

2. 接続識別子は、ネーミング・メソッドによって接続記述子に解決されます。

3. クライアントは、この接続記述子を使用して、要求をリスナーのアドレスに転送しま
す。
1-6 Oracle8i Net8管理者ガイド



構成の概要
図図図図 1-4  ネーミング・メソッドを使用して接続識別子を解決するクライアントネーミング・メソッドを使用して接続識別子を解決するクライアントネーミング・メソッドを使用して接続識別子を解決するクライアントネーミング・メソッドを使用して接続識別子を解決するクライアント

サーバー上でのリスナーの構成サーバー上でのリスナーの構成サーバー上でのリスナーの構成サーバー上でのリスナーの構成
リスナーは、1つまたは複数のリスニング・プロトコル・アドレスおよび宛先サービスに関
する情報を使用して構成されます。

プロトコル・アドレスは、リスナー構成ファイル listener.oraで構成されます。サービ
ス情報は、listener.oraファイルで構成される場合とそうでない場合があります。

� Oracle8iデータベースでは、リスナーによって特定の情報が自動的に登録されます。た
とえば、サービス名、インスタンス名、サービス・ハンドラおよびロード情報などで
す。 サービス登録と呼ばれるこの機能では、listener.oraファイルでの構成は不要で
す。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 構成の詳細は、第 6章を参照してください。

リスナー�

サーバー�

クライアント�

3

1

2

名前解決メソッド�

name = address = 
       connect_data =

name address =
connect_data =

tnsnames.ora Oracle Namesディレクトリ・�
サーバー�
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構成の概要
� この他のサービス、たとえば Oracle7データベースや Oracle8リリース 8.0データベー
ス、Oracle Enterprise Manager管理ツールなどでは、listener.oraファイルでの
サービス構成が必要です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 構成の詳細は、第 7章を参照してください。
1-8 Oracle8i Net8管理者ガイド



Net8の
2

Net8の概念の概念の概念の概念

この章では、サーバーへの接続時に、クライアントが Net8を使用する方法の概要を説明し
ます。 この章の内容は次のとおりです。

� ネットワーク環境

� 接続操作

� 例外操作

� Net8接続モデル

� クライアント接続オプション

� リスナーに対するサービス登録

� 接続時ロード・バランス化

� SIDではなくサービス名によるデータベースの識別

� ネーミング・メソッドによるサービスの解決

� Net8および LDAP準拠ディレクトリ・サーバー
概念 2-1



ネットワーク環境
ネットワーク環境ネットワーク環境ネットワーク環境ネットワーク環境
Oracleネットワーク環境は、次の 2つの概念に基づいています。

� 分散処理

� 分散データベース

分散処理分散処理分散処理分散処理
Oracleデータベースとクライアント・アプリケーションは、分散処理環境として知られてい
る環境で動作します。分散処理または協同処理は、1回のデータ・トランザクションを完了
するために、複数のコンピュータが関与します。Oracle Toolなどのアプリケーションは、
特定の操作を行うためのデータを必要とするクライアントの役割を果たします。データベー
ス・サーバーは、データの格納や提供を行います。

代表的なネットワーク構成では、クライアントとサーバーが別の物理マシン上の論理エン
ティティとして存在する場合があります。この構成では、負荷の分割が可能で、クライアン
ト・ワークステーションとサーバー・マシンとの間で、リソースが効果的に割り当てられま
す。通常、クライアントはユーザーが使用するアプリケーションの実行に適したメモリーを
搭載したデスクトップ・コンピュータ上に存在するのに対し、サーバーにはデータベースを
実行、管理するための、多くのメモリー、ディスク・ストレージおよび処理能力を備えてい
ます。

分散データベース分散データベース分散データベース分散データベース
このタイプのクライアント /サーバー・アーキテクチャでは、ネットワーク間にデータベー
スを分散できます。分散データベースは、ユーザーに対しては 1つの論理データベースとし
て表示される、複数のコンピュータ上に格納されたデータベースのネットワークです。分散
データベース・サーバーは、データベース・リンク、またはあるデータベースから別のデー
タベースへのパスで接続されます。1つのサーバーがデータベース・リンクを使用して、第
2サーバーにある情報を必要に応じて問合せや変更を行うことで、第 2サーバーに対するク
ライアントの役割を果たします。

接続操作接続操作接続操作接続操作
Net8は、2種類の接続操作をサポートします。

� サーバーへの接続

� サーバーからの切断
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サーバーへの接続サーバーへの接続サーバーへの接続サーバーへの接続
ユーザーは、接続するサービスの識別子とともにユーザー名およびパスワードを渡すことに
よって接続要求を開始します。 接続識別子（接続識別子（接続識別子（接続識別子（connect identifier））））と呼ばれる識別子によって
識別される対象は、次のとおりです。 

� 宛先サービス

� 宛先サービスにアクセスするためのパスまたはネットワーク・ルート

接続識別子は、複数の方法で指定されます。 最も一般的な方法の 1つは、このサービスの別
名であるネット・サービス名（ネット・サービス名（ネット・サービス名（ネット・サービス名（net service name））））を使用する方法です。この方法では、接接接接
続記述子（続記述子（続記述子（続記述子（connect descriptor））））へのマッピングが行われます。 接続記述子には、宛先サービ
スおよびネットワーク・ルートの情報が含まれています。 宛先サービスは、Oracle8iデータ
ベースの場合はそのサービス名（サービス名（サービス名（サービス名（service name））））、Oracle8リリース 8.0または Oracle7の場
合はその Oracleシステム識別子（システム識別子（システム識別子（システム識別子（Oracle System Identifier: SID））））を使用して表示します。 
ネットワーク・ルートは、少くとも、ネットワーク・アドレスによってリスナーの位置を提
供します。 

次に示すネット・サービスは、salesと呼ばれ、接続記述子にマップされます。 

sales= 
(description= 
  (address=(protocol=tcp)(host=sales-server)(port=1521))
  (connect_data=
    (service_name=sales.us.acme.com))

sales-server上のリスナーは、ポート1521のTCP/IPを使用して、sales.us.acme.comと呼ばれる
データベース・サービスの接続要求をリスニングします。 

クライアントは、接続文字列に完全な接続記述子または接続識別子を使用できます。 次の例
では、完全な接続記述子を使用する接続文字列と、salesというネット・サービス名を使用
する別の接続文字列を示しています。

CONNECT 
scott/tiger@(description=(address=(protocol=tcp)(host=sales-server1)(port=1521))
(connect_data=(service_name=sales.us.acme.com))

CONNECT scott/tiger@sales

ネット・サービス名を使用すると、salesから接続記述子への最初のマッピングによって、
接続処理が実行されます。 接続記述子は、リスナーの検索に使用され、その後、データベー
スを検索するためにリスナーに渡されます。 クライアントの要求に対して最適なサービスを
提供できるサービス・ハンドラ（サービス・ハンドラ（サービス・ハンドラ（サービス・ハンドラ（service handler））））の種類を判別することは、リスナーの
ジョブになります。 サービス・ハンドラは、マルチスレッド・サーバー・ディスパッチャディスパッチャディスパッチャディスパッチャ
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（（（（dispatcher））））、専用サーバー（専用サーバー（専用サーバー（専用サーバー（dedicated server））））または事前生成済専用サーバー事前生成済専用サーバー事前生成済専用サーバー事前生成済専用サーバー
（（（（prespawned dedicated server））））のいずれでも構いません。

図 2-1は、代表的な Net8接続におけるリスナーの役割を示したものです。

図図図図 2-1  代表的な代表的な代表的な代表的な Net8接続におけるリスナー接続におけるリスナー接続におけるリスナー接続におけるリスナー

 リスナーは、構成内容に基づいて、次のいずれかの処理を実行します。

� 要求を直接ディスパッチャに渡します。

� ディスパッチャまたは専用サーバー・プロセスの位置情報が記録されたリダイレクト・
メッセージをクライアントに戻します。 続いてクライアントが、ディスパッチャまたは
専用サーバー・プロセスに接続します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� サービス名および SIDの概要は、2-27ページの「SIDではなくサービ
ス名によるデータベースの識別」を参照してください。

� サービス・ハンドラは、2-6ページの「Net8接続モデル」を参照して
ください。
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� 専用サーバー・プロセスを生成して、クライアント接続を専用サーバー・プロセスに渡
します。

サーバーからの切断サーバーからの切断サーバーからの切断サーバーからの切断
サーバーからの切断要求は、次の項で説明する方法で開始できます。

� ユーザーによる切断

� 追加接続要求

� 接続の異常終了

� タイマーによる切断またはデッド接続検出

ユーザーによる切断ユーザーによる切断ユーザーによる切断ユーザーによる切断
ユーザーは、クライアント /サーバーのトランザクションが終了したときに、サーバーから
の接続の切断を要求できます。サーバーはすべてのサーバー /サーバー間データ転送が終了
し、リンクを保持する必要がない場合に、2番目のサーバーから切断できます。

追加接続要求追加接続要求追加接続要求追加接続要求
クライアント・アプリケーションがサーバーに接続されているときに、同じサーバーまたは
他のサーバー上の別のユーザー・アカウントにアクセスを要求すると、大半の Oracle Tools
は、現在接続されているサーバーからアプリケーションを切断します。接続の切断が終了す
ると、対応するサーバー上の新規ユーザー・アカウントに対する接続要求が開始されます。

接続の異常終了接続の異常終了接続の異常終了接続の異常終了
その他のコンポーネントでは、Net8に通知せずに通信を切断または異常終了する場合があ
ります。この場合、Net8は次のデータ処理中に障害を認識し、クライアントとサーバーの
各処理をクリーン・アップして、現行の処理を効率よく切断します。 

タイマーによる切断またはデッド接続検出タイマーによる切断またはデッド接続検出タイマーによる切断またはデッド接続検出タイマーによる切断またはデッド接続検出
タイマーによる切断またはデッド接続検出を利用すると、Net8は、クライアントの異常終
了によって中断したままになっている接続を識別できます。この機能は、無効になった接続
によるリソースの無駄を最小限に抑えます。また、ブレークされた接続のユーザーが保持し
ているコミットされていないトランザクションおよびロックが自動的にロールバックされま
す。

デッド接続検出を有効にした接続では、ユーザーが定義した間隔（通常は数分）で、サー
バーからクライアントに小さなプローブ・パケットが送られます。 接続が無効な場合は、送
信操作によってエラーが発生し、サーバー・プロセスによって接続が終了します。
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例外操作例外操作例外操作例外操作
Net8では、3種類の例外操作をサポートします。

� 接続を通じてブレークを発行します

� ブレーク後の同期化のために接続をリセットします

� 着信ブレークのために接続状態をテストします

ユーザーは、これら 3つの操作のうち 1つのみ、すなわち、ブレークの発行を制御します。
ユーザーが割込みキー（マシンによっては [Ctrl]を押しながら [C]）を押すと、アプリケー
ションはこの操作を呼び出します。また、SQL*Loaderを使用して無効なデータ行のロード
を試みた場合など、異常な操作が行われると、データベースはクライアントに対してブレー
クを発行します。

Net8接続モデル接続モデル接続モデル接続モデル
クライアント /サーバー間の接続は、次に示す異なる 2つのモデルを使用して確立します。

� マルチスレッド・サーバー・モデル—リスナーは、接続をディスパッチャに渡すか、
またはクライアントをリダイレクトしてディスパッチャを通じて接続します。

� 専用サーバー・モデル—リスナーは、専用サーバーを起動して接続を専用サーバーに
渡すか、またはクライアントを専用サーバーにリダイレクトします。

マルチスレッド・サーバー・モデルマルチスレッド・サーバー・モデルマルチスレッド・サーバー・モデルマルチスレッド・サーバー・モデル

マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（multi-threaded server: MTS））））構成では、クライアント・ユー
ザー・プロセスがディスパッチャに接続します。 ディスパッチャ（ディスパッチャ（ディスパッチャ（ディスパッチャ（dispatcher））））は、複数の
クライアント接続を同時にサポートできます。 各クライアント接続は、仮想サーキット仮想サーキット仮想サーキット仮想サーキット
（（（（virtual circuit））））にバインドされます。 仮想サーキットは、ディスパッチャが使用する共有
メモリーの 1つで、クライアント・データベースの接続要求および応答を目的としていま
す。 ディスパッチャは、要求が到着すると、仮想サーキットを共通キューに置きます。 アイ
ドル状態の共有サーバーは、共通キューから仮想サーキットを取り出して要求を処理し、そ
の仮想サーキットが共通キューから別の仮想サーキットを取り出そうとする前に、取り出し
た仮想サーキットを放棄します。 この方法によって、サーバー・プロセスの小規模プールが
大量のクライアントを処理できるようになります。 専用サーバー・モデルに比したMTSモデ
ルのきわめて有利な点は、システム・リソースの使用が削減されることです。これにより、
サポート可能なユーザー数を増加できます。

図 2-2は、1つのディスパッチャに送られているクライアント接続要求を示しています。
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図図図図 2-2  MTS接続モデル接続モデル接続モデル接続モデル

データベースがMTSで構成されていると、ネットワーク・セッションが専用サーバーを特
に要求している場合、またはディスパッチャが使用できない場合を除き、着信ネットワーク
接続要求は必ずディスパッチャに送られます。 ディスパッチャで発生するイベントの順序は、
次のとおりです。 

1. リスナーを起動すると、リスナーは、デフォルトのアドレスか、またはリスナーの構成
ファイル listener.oraで指定したアドレスでリスニングを行います。

2. データベースインスタンス（インスタンス（インスタンス（インスタンス（instance））））が起動します。 ディスパッチャは、初期化パラ初期化パラ初期化パラ初期化パラ
メータ・ファイル（メータ・ファイル（メータ・ファイル（メータ・ファイル（initialization parameter file））））内の構成パラメータに従って起動し
ます。 各ディスパッチャは、それぞれに割り当てられたアドレスでリスニングを行いま
す。

3. 各ディスパッチャのアドレスがサービス登録（サービス登録（サービス登録（サービス登録（service registration））））によってリスナー
に登録されます。 これには、ディスパッチャがリスナーに登録される前に最大 1分ほど
かかります。 

リスナーがデフォルトのアドレスでリスニングしない場合は、リスナーのネットワーク
名を初期化パラメータ・ファイル内で指定できます。 複数のリスナーを使用している場
合、名前は、このような複数のアドレスに解決できます。 

ステップ 2をステップ 1の前に実行した場合は、サーバーがリスナーに接続しようとす
るとディレイが発生することがあります。 

クライアント n

クライアント 2

クライアント1

データベース・サーバー・マシン�

ディスパッチャ�
共有�
サーバー・�
プロセス�

共有�
サーバー・�
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これで、リスナーとディスパッチャは、着信ネットワーク・セッションを受信できる状
態になりました。

4. クライアントは、接続記述子のリスナー・アドレスを使用して、リスナーに接続しま
す。

ディスパッチャ登録のない時間枠に接続要求が到着すると、これらの要求は
（listener.oraファイルで構成された）専用サーバーによって処理されます。 あるク
ライアントに対して必ずディスパッチャを使用させる必要がある場合は、次の接続記述
子の例に示すように、接続記述子の接続データ部分に（SERVER=SHARED）を指定す
ることによってこのクライアントを構成することができます。 この構成を使用すると、
使用できる共有サーバーが存在しない場合、クライアント接続要求は失敗します。

sales= 
(description= 
  (address=(protocol=tcp)(host=sales1-server)(port=1521))
  (connect_data=
    (service_name=sales.us.acme.com)
    (server=shared)))

5. リスナーは接続要求を受け取り、次に、クライアントの要求を処理できるかどうかを判
別します。 リスナーは、ネットワーク接続要求を処理できない場合、この要求を拒否し
た後、ステップ 8から再開します。 

6. クライアントの要求が有効な場合、リスナーは次のいずれかを実行します。

� リスナーが接続要求を直接ディスパッチャに渡す。

� リスナーがクライアントに、ディスパッチャのネットワーク・アドレスを含むリダ
イレクト・メッセージを発行する。 次に、クライアントは、リスナーに要求した
ネットワーク・セッションを取り消し、リダイレクト・メッセージで提供された
ネットワーク・アドレスを使用して、ディスパッチャとのネットワーク・セッショ
ンを確立する。

ディスパッチャへの Direct Hand-Offがサポートされるのは、ディスパッチャがリス
ナーに対してローカルで次のプロトコルの場合です。

� IPCプロトコル

� TCP/IPプロトコル

注意注意注意注意 : リスナー制御ユーティリティから SERVICESコマンドを発行する
と、リスナーに登録されたディスパッチャ・アドレスをチェックできま
す。詳細は、A-9ページの「SERVICES」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : クライアントでのMTSの構成については、9-9ページの「ク
ライアントでのMTSの使用」を参照してください。
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ディスパッチャがリモートの場合は、リダイレクト接続を使用します。

7. ディスパッチャは、重要なロード情報によってリスナーを更新します。これにより、リ
スナーは、ディスパッチャ間の着信ネットワーク接続要求のバランスをとることができ
ます。 

8. リスナーは、着信ネットワーク・セッションのリスニングを再開します。 

図 2-3は、リスナーが接続要求を直接ディスパッチャに渡すことを示しています。

1. リスナーがクライアント接続要求を受け取ります。

2. リスナーは、接続要求を直接ディスパッチャに渡します。

3. クライアントがディスパッチャに接続します。

図図図図 2-3  ディスパッチャへのディスパッチャへのディスパッチャへのディスパッチャへの Direct Hand-Off

図 2-4は、リダイレクト接続におけるディスパッチャの役割を示しています。

1. リスナーがクライアント接続要求を受け取ります。

2. リスナーは、ディスパッチャの位置をリダイレクト・メッセージでクライアントに通知
します。

3. クライアントがディスパッチャに直接接続します。

クライアント�

リスナー� ディスパッチャ�
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図図図図 2-4  ディスパッチャにリダイレクトされた接続ディスパッチャにリダイレクトされた接続ディスパッチャにリダイレクトされた接続ディスパッチャにリダイレクトされた接続

構成構成構成構成
MTSを使用可能にするには、MTS_DISPATCHERSパラメータを初期パラメータ・ファイル
に設定する必要があります。 

接続プーリング接続プーリング接続プーリング接続プーリング
接続プーリングは、MTSのリソース利用機能およびユーザー・スケーラビリティ機能で、こ
れを利用すると、ディスパッチャに対する接続の数が制限された状態でも、ネットワーク・
セッションの数を最大にすることができます。 これは接続を共有またはプーリングすること
によって行われます。 

図 2-5は、接続数を 255に設定した場合の接続プーリングの動作を示しています。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : MTS_DISPATCHERSパラメータの構成については、第 9章
を参照してください。
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図図図図 2-5  接続プーリング接続プーリング接続プーリング接続プーリング

タイムアウト・メカニズムを使用して、指定された期間アイドル状態であったネットワーク
接続を一時的に解放することによって、接続プーリングは、アイドル状態のネットワーク接
続とのネットワーク・セッションを維持しながら、これらのネットワーク接続を着信クライ
アントに使用できるようにします。アイドル状態のクライアントに実行対象の作業が残って
いる場合、ネットワーク接続は、ディスパッチャによって再確立されます。

専用サーバー・モデル専用サーバー・モデル専用サーバー・モデル専用サーバー・モデル
Net8は、MTSのかわりに、クライアント接続要求を専用サーバー（専用サーバー（専用サーバー（専用サーバー（dedicated server））））宛て
に送ることができます。 このモデルでは、クライアントごとに 1つのサーバー・プロセスが
存在します。 クライアントを専用サーバーに接続するためには、リスナーおよびインスタンインスタンインスタンインスタン
ス（ス（ス（ス（instance））））は、必ず同じマシン上で稼動している必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 構成に関する情報は、9-8ページの「接続プーリングの使用」
を参照してください。

注意注意注意注意 : 専用サーバー・プロセスでは、MTSよりも大量のメモリーが必要
になります。

クライアント�

クライアント�
(アイドル状態)

クライアント�

サーバー�

クライアント・アプリケーション�
が指定時間を超えてアイドル状態�
のため、受信クライアントが接続�
を要求�

最大接続数は�
255に構成�
されている�

このクライアント接続は�
サーバーへの256番目の接続。�
ここでは、接続のプーリングが�
onに設定されているため、�
この接続が受け入れられる�
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Net8接続モデル
図 2-6は、専用サーバーに送られているクライアント要求を示しています。

図図図図 2-6  専用サーバー・モデル専用サーバー・モデル専用サーバー・モデル専用サーバー・モデル

次の例に示すように、接続記述子の接続データ部分にある（SERVER=DEDICATED）を設
定すれば、MTSの構成をオーバーライドするようにクライアントを構成できます。

sales= 
(description= 
  (address=(protocol=tcp)(host=sales1-server)(port=1521))
  (connect_data=
    (service_name=sales.us.acme.com)
    (server=dedicated)))

関連項目関連項目関連項目関連項目 : クライアントでのMTS構成のオーバーライドは、9-9ページ
の「クライアントでのMTSの変更」を参照してください。

クライアント 3

クライアント 2

クライアント 1

クライアント n

専用�
サーバー・�
プロセス�

データベース・サーバー・マシン�

専用�
サーバー・�
プロセス�

専用�
サーバー・�
プロセス�

専用�
サーバー・�
プロセス�
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専用サーバーとの間に確立される接続の順序は、次のとおりです。 

1. リスナーを起動すると、リスナーは、デフォルトのアドレスか、またはリスナーの構成
ファイル listener.oraで指定したアドレスでリスニングを行います。

2. データベース・インスタンスが起動します。

3. リスナーは、このインスタンスの情報で更新されます。

これで、リスナーは、着信ネットワーク接続を受け取る準備ができました。

4. クライアントは、接続記述子のリスナー・プロトコル・アドレスを使用して、リスナー
に接続します。

5. リスナーは接続要求を受け取り、次に接続のハンドシェイクを実行して、クライアント
の要求を処理できるかどうかを判別します。 リスナーは、ネットワーク接続要求を処理
できない場合、その要求を拒否した後、ステップ 7から再開します。

6. リスナーは専用サーバーを生成して、次のいずれかの処理を実行します。

� リスナーが、生成した専用サーバーにクライアント接続を渡す。

� 専用サーバーが、リスニング対象となっているアドレスのリスナーに通知する。 リ
スナーが、クライアントに戻すリダイレクト・メッセージを発行して、接続を取り
消す。 クライアントが、リダイレクト・メッセージに記述されたアドレスを使用し
て、専用サーバーに直接接続する。

どちらが選択されるかは、オペレーティング・システムおよび使用中のプロトコルに
よって決まります。

7. リスナーは、着信ネットワーク・セッションのリスニングを再開します。 

注意注意注意注意 : リスナー制御ユーティリティから SERVICESコマンドを発行する
と、リスナーに登録された専用サーバー・アドレスをチェックできます。
詳細は、A-9ページの「SERVICES」を参照してください。 
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図 2-7は、リダイレクト接続における専用サーバーの役割を示しています。

1. リスナーがクライアント接続要求を受け取ります。

2. リスナーが専用サーバーを生成します。

3. リスナーが専用サーバーの位置をリダイレクト・メッセージでクライアントに通知しま
す。

4. クライアントが専用サーバーに直接接続します。

図図図図 2-7  専用サーバー・プロセスへのリダイレクト接続専用サーバー・プロセスへのリダイレクト接続専用サーバー・プロセスへのリダイレクト接続専用サーバー・プロセスへのリダイレクト接続

事前生成済専用サーバー事前生成済専用サーバー事前生成済専用サーバー事前生成済専用サーバー
Net8には、接続要求を受け取る前に、専用サーバー・プロセスを自動的に作成するオプ
ションがあります。これらのプロセスはリスナーが稼動している間存在しており、それ以降
の接続要求で再使用できます。

図 2-8は、事前生成済専用サーバーに送られているクライアント要求を示しています。

注意注意注意注意 : 事前生成済専用サーバーには、SQL*Netバージョン 2.1以降、お
よび Oracle Serverリリース 7.1以降が必要です。
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図図図図 2-8  事前生成済専用サーバーへの接続事前生成済専用サーバーへの接続事前生成済専用サーバーへの接続事前生成済専用サーバーへの接続

事前生成済専用サーバー・プロセスを使用してクライアント接続要求を処理するときに発生
するイベントの順序は、次のとおりです。

1. リスナーを起動すると、リスナーは、その構成ファイル listener.oraで指定された
アドレスでリスニングを行います。

2. リスナーは、その構成ファイルで定義されているプール・サイズに達するまで、一連の
専用サーバーを生成します。 

3. 生成された各サーバーは、部分アドレスのリスニングを実行して、リスニング対象の部
分アドレスをリスナーに通知します。部分アドレスのリスニングでは、サーバー・プロ
セスはリスニングを行いますが、その基礎となるプロトコル・スタックに対して、リス
ニング対象の特定のアドレスについて優先のないことを通知します。このため、多くの
プロトコル・スタックは空いているリスニング・アドレスを選択し、要求側のサー
バー・プロセスにそのアドレスを自動的に割り当てます。リスナーはこの時点で、事前
生成済サーバーすべてをアイドルとしてマークします。

4. クライアントが接続要求をリスナーに送ります。

5. リスナーは、ネットワーク接続要求を受け取って、クライアントの要求を処理できるか
どうかを判別します。 リスナーは、ネットワーク接続を処理できない場合、その接続を
拒否した後、ステップ 9から再開します。 

6. リスナーは、事前生成済サーバーのいずれかの完全なネットワーク・アドレスを含むリ
ダイレクト・メッセージをクライアントに発行します。 リスナーは、そのサーバー・プ
ロセスをアクティブとして記録します。

クライアント 3

クライアント 2

クライアント 1
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プロセス�

事前生成済�
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Net8接続モデル
7. クライアントは、リスナーに要求したネットワーク接続を取り消し、リダイレクト・
メッセージで提供されたアドレスを使用して、事前生成済専用サーバーとのネットワー
ク接続を確立します。

8. リスナーは、別のサーバー・プロセスを生成して、アクティブ状態の事前生成済専用
サーバーと置き換えます。ただし、listener.oraファイルにある PRESPAWN_MAX
の値が（アクティブ状態またはアイドル状態の）既存の事前生成済専用サーバー・プロ
セス数の合計よりも大きく、かつ POOL_SIZE（アイドル状態の事前生成済プロセスの
数）が達していないことを前提とします。

9. リスナーは、着信ネットワーク・セッションのリスニングを続行します。 

前述の一連のイベントは、事前に生成された制限の最大値に到達するまで続行されます。 リ
スナーは、この時点で新規の専用サーバー・プロセスの事前生成を停止します。 

クライアントが接続を切断すると、そのクライアントに関連付けられている事前生成済専用
サーバー・プロセスは、アイドル・プールに戻って、別のクライアントに割り当てられるの
を指定された時間待機します。事前生成済サーバーにクライアントが渡されずにタイムアウ
トが満了すると、事前生成済サーバーが停止します。 

図 2-9は、接続要求の前に、事前生成済専用サーバーを生成し、接続をクライアントにリダ
イレクトして戻しているリスナーを示しています。

1. リスナーが、事前生成済専用サーバーを生成します。

2. リスナーがクライアント接続要求を受け取ります。

3. リスナーは、事前生成済専用サーバーの位置をリダイレクト・メッセージでクライアン
トに通知します。

4. クライアントは、事前生成済専用サーバーに直接接続します。

5. リスナーは、別の事前生成済専用サーバーを生成します。
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図図図図 2-9  事前生成済専用サーバー・プロセスへのリダイレクト接続事前生成済専用サーバー・プロセスへのリダイレクト接続事前生成済専用サーバー・プロセスへのリダイレクト接続事前生成済専用サーバー・プロセスへのリダイレクト接続

構成構成構成構成
事前生成済専用サーバーを使用するには、リスナー構成ファイル内のパラメータで指定する
必要があります。

専用サーバーへ直接伝送されたネットワーク・セッション専用サーバーへ直接伝送されたネットワーク・セッション専用サーバーへ直接伝送されたネットワーク・セッション専用サーバーへ直接伝送されたネットワーク・セッション
クライアントとサーバーが同じマシン上に存在する場合、クライアント接続は、リスナーを
経由せずに直接専用サーバー・プロセスに伝送する（渡す）ことができます。 セッションを
開始するアプリケーションは、Bequeathプロトコルを使用して、接続要求に対する専用
サーバー・プロセスを生成します。

データベースを同じマシン上で起動するのにアプリケーションを使用する場合、この処理は
次に示すようなコマンドで自動的に実行されます。

sqlplus

SQL> connect internal/password 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 構成に関する情報は、7-13ページの「事前生成済専用サー
バーの構成」を参照してください。
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クライアント接続オプション
クライアント接続オプションクライアント接続オプションクライアント接続オプションクライアント接続オプション
クライアント接続は、次の項で説明しているオプションを使用してカスタマイズできます。

� 複数のリスナーに対するクライアント・ロード・バランス

� 複数のリスナーに対する接続時フェイルオーバー

� 可用性を高めるための透過的アプリケーション・フェイルオーバー

複数のリスナーに対するクライアント・ロード・バランス複数のリスナーに対するクライアント・ロード・バランス複数のリスナーに対するクライアント・ロード・バランス複数のリスナーに対するクライアント・ロード・バランス
複数のリスナーが 1つのサービスをサポートしている場合、クライアントは様々なリスナー
への要求をランダム化できます。 この機能はクライアント・ロード・バランス（クライアント・ロード・バランス（クライアント・ロード・バランス（クライアント・ロード・バランス（client load 
balancing））））と呼ばれ、1つのリスナーにロードが集中しないようにロードを分散します。 

構成構成構成構成
対象のクライアントがリスナーからの選択をランダムに実行できるようにするには、次に示
すように、接続記述子を複数のリスニング・アドレスで構成して、LOAD_BALANCEパラ
メータをオンに設定します。

sales= 
 (description= 
  (load_balance=on)
  (address=(protocol=tcp)(host=sales1-server)(port=1521))
  (address=(protocol=tcp)(host=sales2-server)(port=1521))
  (connect_data=
   (service_name=sales.acme.com)))

クライアント・ロード・バランスは、接続時フェイルオーバーと同時に使用できます。

複数のリスナーに対する接続時フェイルオーバー複数のリスナーに対する接続時フェイルオーバー複数のリスナーに対する接続時フェイルオーバー複数のリスナーに対する接続時フェイルオーバー
複数のリスナーが 1つのサービスをサポートしている場合、最初のリスナーが失敗すると、
異なるリスナーへのクライアント要求をフェイルオーバーするようにクライアントを構成で
きます。 再接続の試行は、クライアントが正常にリスナーに接続するまで継続されます。

構成構成構成構成
これらの接続試行をクライアントが実行する方法を制御するには、次に示すように、接続記
述子を複数のリスニング・アドレスで構成して、FAILOVERパラメータをオンに設定しま
す。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 構成に関する情報は、8-3ページの「アドレス・リスト・パラ
メータの構成」を参照してください。
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リスナーに対するサービス登録
sales= 
 (description= 
  (failover=on)
  (address=(protocol=tcp)(host=sales1-server)(port=1521))
  (address=(protocol=tcp)(host=sales2-server)(port=1521))
  (connect_data=
   (service_name=sales.acme.com)))

接続時フェイルオーバーは、クライアント・ロード・バランスと同時に使用できます。

可用性を高めるための透過的アプリケーション・フェイルオーバー可用性を高めるための透過的アプリケーション・フェイルオーバー可用性を高めるための透過的アプリケーション・フェイルオーバー可用性を高めるための透過的アプリケーション・フェイルオーバー
透過的アプリケーション・フェイルオーバー（透過的アプリケーション・フェイルオーバー（透過的アプリケーション・フェイルオーバー（透過的アプリケーション・フェイルオーバー（Transparent Application Failover:TAF））））は、
Oracle Parallel Serverや Oracle Fail Safeなど、可用性の高い環境を目的としたランタイム・
フェイルオーバーです。これは、アプリケーションとサービス間接続のフェイルオーバーお
よび再確立を指しています。 これを利用すると、クライアント・アプリケーションは、接続
が失敗した場合データベースに自動的に再接続できます。また、オプションで進行中の
SELECT文を再開できます。 この再接続は、Oracle Call Interface（OCI）ライブラリの内部
から自動的に実行されます。

構成構成構成構成
TAFを使用可能にするには、接続記述子の接続データ部分にある接続記述子を FAILOVER_
MODEパラメータで設定します。 

リスナーに対するサービス登録リスナーに対するサービス登録リスナーに対するサービス登録リスナーに対するサービス登録
PMONプロセス（プロセス（プロセス（プロセス（PMON process））））は、インスタンスのバックグラウンド・プロセスであ
り、インスタンスの情報、インスタンスの現在の状態およびロード、MTSディスパッチャを
リスナーに登録します。 この登録プロセスは、サービス登録（サービス登録（サービス登録（サービス登録（service registration））））と呼ば
れます。 この登録情報によって、リスナーはクライアント接続要求を適切なサービス・ハン
ドラに転送できます。

図 2-10は、情報をリスナーに登録しているインスタンスを示しています。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 構成の詳細は、8-3ページの「アドレス・リスト・パラメータ
の構成」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle8i概要』

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 構成の詳細は、8-11ページの「透過的アプリケーション・
フェイルオーバーの構成」
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図図図図 2-10  サービス登録サービス登録サービス登録サービス登録

サービス登録によってリスナーに登録される情報は、次のとおりです。

� データベースにおける稼動中の各インスタンスのサービス名

� データベースのインスタンス名

� 各インスタンスで使用可能なサービス・ハンドラ（ディスパッチャおよび専用サー
バー）

これにより、リスナーは、クライアントの要求を適切に送ることができます。

� ディスパッチャ、インスタンスおよびノードのロード情報

このロード情報により、リスナーは、クライアント接続の要求を最適に処理できるディ
スパッチャを判別できます。 すべてのディスパッチャがブロックされている場合、リス
ナーは、この接続に対する専用サーバーを生成できます。

インスタンスが起動すると、初期化パラメータ・ファイルから初期化パラメータが読み取ら
れます。 デフォルトでは、PMONは、予約済アドレスで、ローカル・マシン上にあるリス
ナーに情報を登録します。

インスタンスの起動時にリスナーが起動していない場合は、PMONは情報を登録できませ
ん。 ただし、PMONは、リスナーに定期的に接続を試みます。 リスナーが着信要求を受け取
るのが、対応するインスタンスが登録されるより前の場合は、リスナーは要求を拒否しま
す。
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利点利点利点利点
サービス登録には、次の利点があります。

デフォルトのローカル・リスナーへの登録デフォルトのローカル・リスナーへの登録デフォルトのローカル・リスナーへの登録デフォルトのローカル・リスナーへの登録
デフォルトでは、PMONは、TCP/IPのデフォルトのローカル・アドレスであるポート
1521にあるサーバーにローカル・リスナーを登録します。

デフォルト以外のリスナーへの登録デフォルト以外のリスナーへの登録デフォルト以外のリスナーへの登録デフォルト以外のリスナーへの登録
TCP/IPまたはポート 1521を使用しないサーバーのローカル・リスナーへ PMONによって
登録する必要がある場合は、初期化ファイルの LOCAL_LISTENERパラメータを構成して、
ローカル・リスナーを指定します。LOCAL_LISTENERパラメータは、次のように構成しま
す。

local_listener=listener_alias

利点利点利点利点 説明説明説明説明

構成 listener.oraの必要性が削減されます。 

注意注意注意注意 :  リスナーによって処理されるデータベースの管理に Oracle 
Enterprise Managerを使用している場合は、データベースについて
の情報を指定する SID_LIST_listener_nameパラメータが依然として
必要になります。

MTSに対する接続時
フェイルオーバー

サービス登録を利用すると、リスナーは、インスタンスの起動の有
無を常に認識できます。このため、あるインスタンスがダウンした
場合、クライアント接続要求に対して、別のインスタンスへの自動
フェイルオーバーを行うことが容易になります。

静的構成モデルでは、リスナーは、クライアント要求を受け取った
ときに専用サーバーを起動します。 専用サーバーは、インスタンス
がまだ起動していないために、"Oracle not available"という
エラー・メッセージが発生していることを後で認識する場合があり
ます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-18ページの「複数のリスナーに対する接続時フェイル
オーバー」

接続時ロード・バランス化 サービス登録を利用すると、リスナーは、クライアント接続要求を
ロード量の最も少ないディスパッチャに転送できます。 これにより、
リスナーは、サービス・ハンドラ間およびノード間で負荷の均衡化
を図ることができます。

Oracle Parallel Server環境では、サービス登録によってロード量の
最も少ないインスタンスを検出できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-23ページ「接続時ロード・バランス化」
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リスナーに対するサービス登録
listener_aliasは、次に、サーバー上にある tnsnames.oraファイルなどのネーミング・メ
ソッドによって解決されます。

たとえば、LOCAL_LISTENERパラメータは、次のように設定できます。

local_listener=listener1

listener1は、ローカルの tnsnames.oraファイルによって、次のように解決できます。

listener1= 
(description= 
  (address=(protocol=tcp)(host=sales-server)(port= 1421)))

リモート・リスナーへの登録リモート・リスナーへの登録リモート・リスナーへの登録リモート・リスナーへの登録
リモート・リスナーへの登録は、たとえば Oracle Parallel Serverの場合、MTS_
DISPATCHERSパラメータの LISTENER属性を使用すれば、MTS環境用に構成できます。 
LISTENER属性は、次のように設定します。

mts_dispatchers="(protocol=tcp)(listener=listener_alias)"

listener_aliasは、tnsnames.oraファイルなどのネーミング・メソッドによって解決
されます。

たとえば、MTS_DISPATCHERSパラメータは、初期パラメータ・ファイルに次のように設
定できます。

mts_dispatchers="(protocol=tcp)(listener=listeners_sales)"

listeners_salesは、次に、ローカルの tnsnames.oraファイルによって、次のように
解決できます。

listeners_sales= 
 (description= 
  (address_list=
   (address=(protocol=tcp)(host=sales1-server)(port= 1521))
   (address=(protocol= tcp)(host=sales2-server)(port=1521))))

構成構成構成構成
サービス登録を使用可能にするには、初期パラメータ・ファイルに必ず次のパラメータが含
まれている必要があります。 

� データベース・サービス名の SERVICE_NAMES

� インスタンス名の INSTANCE_NAME

関連項目関連項目関連項目関連項目 : LOCAL_LISTENERの設定については、7-8ページの
「LOCAL_LISTENERパラメータの構成」を参照してください。
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接続時ロード・バランス化
たとえば、次のように指定します。

service_names=sales.us.acme.com
instance_name=sales

接続時ロード・バランス化接続時ロード・バランス化接続時ロード・バランス化接続時ロード・バランス化
接続時ロード・バランス化接続時ロード・バランス化接続時ロード・バランス化接続時ロード・バランス化を利用すると、複数のディスパッチャ間のアクティブな接続数を
均衡化することによって、接続時のパフォーマンスが向上します。 Oracle Parallel Server環
境では、接続時ロード・バランス化は、複数のインスタンス間のアクティブな接続数を均衡
化する機能も備えています。

PMONはリモート・リスナーを登録できるので、リスナーは、すべてのインスタンスおよ
びディスパッチャを、その場所にかかわらず常に認識することができます。 リスナーは、着
信クライアント要求の送信先となるインスタンスおよびディスパッチャを、ロード情報に応
じて判別します。 したがって、リスナーは着信要求を受け取ると、次の順序でディスパッ
チャを選択します。 a）ロード量が最小のノード、b）ロード量が最小のインスタンス、c）そ
のインスタンスについて、ロード量が最小のディスパッチャ。 

データベース・サービスが複数のノード上に複数のインスタンスである場合、リスナーは
ロード量が最小のノード上にあるロード量が最小のインスタンスを選択します。 次に、選択
されたインスタンスに基づいて、ロード量が最小のディスパッチャが選択されます。

構成構成構成構成
接続時ロード・バランス化を使用可能にするには、初期パラメータ・ファイルに必ず次のパ
ラメータを指定しておく必要があります。 

� データベース・サービス名の SERVICE_NAMES

� インスタンス名の INSTANCE_NAME

� MTSを使用可能にして、インスタンスが使用するディスパッチャを指定するための
MTS_DISPATCHERS

たとえば、次のように指定します。

service_names=sales.us.acme.com
instance_name=sales
mts_dispatchers="(protocol=tcp)(dispatchers=2)(listener=listeners_sales)"

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� SERVICE_NAMESパラメータおよび INSTANCE_NAMEパラメータ
の詳細は、『Oracle8iリファレンス・マニュアル』を参照してくださ
い。

� LOCAL_LISTENERパラメータの詳細は、7-8ページの「デフォルト
以外のアドレスを使用するリスナーの構成」を参照してください。
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接続時ロード・バランス化
Oracle Parallel Server環境では、各インスタンスのディスパッチャは、他のノード上にある
他のリスナーによって相互に登録する必要があります。 これを行うには、MTS_
DISPATCHERSパラメータの LISTENER属性を使用します。 

例例例例  図 2-11は、同じサービスである sales.us.acme.comの 2つのインスタンス sales1
および sales2を持つ Oracle Parallel Serverデータベースを示しています。これらのインス
タンス sales1および sales2は、それぞれ sales1-serverおよび sales2-serverと
いうマシン上に存在します。sales1にはディスパッチャが 1つあり、sales2にはディス
パッチャが 2つあります。 LISTENERという名前のリスナーは、それぞれノード 1および 2
上で稼動しています。 MTS_DISPATCHERパラメータの LISTENER属性が構成され、2つの
リスナーに対して情報のサービス登録が可能になっています。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 相互登録の詳細は、2-22ページの「リモート・リスナーへの登録」を
参照してください。

�  SERVICE_NAMESパラメータおよび INSTANCE_NAMEパラメータ
の詳細は、『Oracle8iリファレンス・マニュアル』を参照してくださ
い。

� LISTENER属性の詳細は、第 9章を参照してください。

注意注意注意注意 : 接続時ロード・バランス化で最適な結果を得るためには、同じ
データベース・サービスに属するインスタンスは、等価なハードウェアお
よびソフトウェア構成上に存在するようにしてください。
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接続時ロード・バランス化
図図図図 2-11  ロード・バランス化環境ロード・バランス化環境ロード・バランス化環境ロード・バランス化環境

(listener=listeners_sales)の listeners_salesの値は、次に、両方のサーバー上
に存在するローカルの tnsnames.oraファイルによって、次のように解決できます。

listeners_sales= 
 (description= 
  (address_list=
   (address=(protocol=tcp)(host=sales1-server)(port= 1521))
   (address=(protocol= tcp)(host=sales2-server)(port=1521))))

環境に応じて、次のような処理が実行されます。 次の各処理に付いている番号は 2-27ページ
の、図 2-12に示す矢印の番号に対応しています。 

ディスパッチャ2 ディスパッチャ3

instance_name = sales2

ディスパッチャ1

instance_name = sales1

リスナー� リスナー�

sales1-サーバー� sales2-サーバー�

service_names = sales.us.acme.com
instance_name = sales1
mts_dispatchers = (protocol = tcp) 
  (dispatchers = 1) (listener = listeners_sales)

service_names = sales.us.acme.com
instance_name = sales2
mts_dispatchers = (protocol = tcp) 
  (dispatchers = 2) (listener = listeners_sales)
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接続時ロード・バランス化
1. PMONは、インスタンス sales1および sales2を、両方のリスナーに登録します。 リ
スナーは、インスタンスおよびディスパッチャのロードについて動的に更新され、次の
ロード情報が登録されます。

sales1の接続数（200）は、その唯一のディスパッチャである dispatcher1の接続
数と同じです。 しかし、sales2の接続数（300）は、その 2つのディスパッチャである
dispatcher2 の接続数（100）と dispatcher3の接続数（200）の合計になります。 
したがって、sales2には sales1より多くの接続が存在します。 ただし、
sales2-serverのロード量平均（400）は、sales1-serverのロード量平均（600）
より少なくなります。 これは、sales1-serverに必要な処理が多い場合に発生する可
能性があります。 

2. クライアントが接続要求を送信します。 

接続記述子が構成されリスナー・アドレスが 1つ成功するまで、各リスナー・アドレス
がランダムに試行されます。

sales.us.acme.com= 
 (description= 
  (load_balance=on)
  (failover=on)
  (address=(protocol=tcp)(host=sales1-server)(port=1521))
  (address=(protocol=tcp)(host=sales2-server)(port=1521))
  (connect_data=(service_name=sales.acme.com)))

sales1-server上のリスナーがランダムに選択されて、クライアント接続要求を受信
します。 

sales1-server上のリスナーは、インスタンス sales1および sales2のロード量を
比較します。 この比較では、ノード sales1-serverおよび sales2-server上のロー
ド量がそれぞれ考慮されます。  sales2-serverのロード量は sales1-serverのロー

dispatcher1 dispatcher2 dispatcher 3

接続数 200 100 200

sales1 sales2

接続数 200 300

sales1-server sales2-server

1分当りのロード
量平均

600 400
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SIDではなくサービス名によるデータベースの識別
ド量より少ないため、リスナーは、sales1-serverより sales2-serverを選択しま
す。 

3. リスナーは、ディスパッチャ dispatcher2 のロード量と dispatcher3のロード量
を比較します。 dispatcher2のロード量は dispatcher3のロード量より少ないため、
リスナーはクライアント接続要求を dispatcher2にリダイレクトします。

4. クライアントは、dispatcher2に直接接続します。

図図図図 2-12  ロード・バランス化の例ロード・バランス化の例ロード・バランス化の例ロード・バランス化の例

SIDではなくサービス名によるデータベースの識別ではなくサービス名によるデータベースの識別ではなくサービス名によるデータベースの識別ではなくサービス名によるデータベースの識別
Oracleデータベースの対象範囲は、複数のコンピュータ上の複数のインスタンスに及ぶた
め、データベース・サービスは分散サービスになります。

Oracle8iより前では、Oracleデータベース・サービスは、Oracleシステム識別子（システム識別子（システム識別子（システム識別子（Oracle 
System Identifier: SID））））、つまりあるデータベースの固有インスタンスを識別する名前で識
別されていました。 クライアントをデータベース・インスタンスに接続するときは、接続記
述子に SIDを指定していました。 この命名方法では、インスタンスとサービスを区別してい
ませんでした。

Oracle8iでは、新しい方法がインプリメントされました。 Oracleデータベースの対象範囲は、
複数のコンピュータに及ぶため、サービス全体とその各インスタンスの両方が指定されま
す。

クライアント�

ディスパッチャ1

sales1

ディスパッチャ2 ディスパッチャ3

sales2

リスナー�

sales.us.acme.com

2

4
1

connect scott/tiger@
sales.us.acme.com リスナー�

3
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SIDではなくサービス名によるデータベースの識別
データベース・サービスは、初期化パラメータ・ファイルの SERVICE_NAMESパラメータ
を指定することによって、サービス名（サービス名（サービス名（サービス名（service name））））で識別されるようになりました。 
SERVICE_NAMESパラメータでは、対象範囲の複数のインスタンスおよびノードに及ぶこ
とが可能な Oracleデータベース・サービスについて最高レベルの表示名が指定されます。 
SERVICE_NAMESのデフォルト値はグローバル・データベース名（グローバル・データベース名（グローバル・データベース名（グローバル・データベース名（global database name））））
です。これは、データベース名（DB_NAME）およびドメイン名（DB_DOMAIN）から構
成される名前です。

データベース・インスタンスは、初期化パラメータ・ファイルの INSTANCE_NAMEパラ
メータを指定することによって、インスタンス名で識別されます。 INSTANCE_NAMEは、
インスタンスの SIDに対応しています。

この項の内容は次のとおりです。

� SERVICE_NAMEおよび INSTANCE_NAMEの使用による接続記述子

� 同じサービスに属している複数のインスタンス

� 複数のサービスに属している単一のインスタンス

SERVICE_NAMEおよびおよびおよびおよび INSTANCE_NAMEの使用による接続記述子の使用による接続記述子の使用による接続記述子の使用による接続記述子
クライアントが使用する接続記述子は、SERVICE_NAMEパラメータ（Sは付けません）で
構成して、Oracle8i データベースに接続します。 たとえば、次の接続記述子には、
sales.us.acme.comと呼ばれるデータベース・サービスの接続要求をリスニングしてい
る sales1-server上にあるリスナーのアドレスが格納されています。

sales= 
 (description= 
  (address=(protocol=tcp)(host=sales1-server)(port=1521))      
  (connect_data=
   (service_name=sales.us.acme.com)))

接続記述子は、オプションとして、（SERVICE_NAMEパラメータに加えて）INSTANCE_
NAMEパラメータで構成して、データベースの特定のインスタンスに接続できます。 これ
は、複数のインスタンスを持つ Oracle Parallel Serverを保有している場合に役立ちます。

たとえば、次の接続記述子には、sales.us.acme.comデータベースに関連付けられてい
る sales1と呼ばれるインスタンスに対する接続要求をリスニングしている
sales1-server上にあるリスナーのアドレスが格納されています。

sales= 
 (description= 
  (address=(protocol=tcp)(host=sales1-server)(port=1521))      
  (connect_data=
   (instance_name=sales1)
   (service_name=sales.us.acme.com)))
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SIDではなくサービス名によるデータベースの識別
同じサービスに属している複数のインスタンス同じサービスに属している複数のインスタンス同じサービスに属している複数のインスタンス同じサービスに属している複数のインスタンス
複数のデータベース・インスタンスは、Oracle Parallel Server環境の場合のように、異なる
マシン上で動作でき、同じデータにアクセスできますが、これらのインスタンスは同じサー
ビスに属しています。

複数のインスタンスの場合、リスナーは、接続ロード・バランス化を実行して、ロード量が
最小のインスタンスおよびロード量が最小のディスパッチャを検索します。 接続記述子の
SERVICE_NAMEパラメータを指定するクライアントは、この最小のロード量のインスタン
スおよびディスパッチャに送られます。

特定のインスタンスの使用が必要な場合、クライアントは、接続記述子にある特定のインス
タンスで INSTANCE_NAMEを指定できます。 クライアントは、インスタンスが指定された
サービスに属している限りは、このようにしてそのインスタンスに接続されます。

複数のサービスに属している単一のインスタンス複数のサービスに属している単一のインスタンス複数のサービスに属している単一のインスタンス複数のサービスに属している単一のインスタンス
データベース・サービスは、初期化パラメータ・ファイルにある SERVICE_NAMESパラ
メータの複数のサービス・エントリで表現できます。 この機能によって可能なことは、次の
とおりです。

� 単一のインスタンスを、様々な方法で様々なクライアントによって識別できます。

� データベース管理者は、これらのサービスの 1つを要求しているクライアントにサービ
スを提供するために割り当てたり予約したりするリソースを制限できます。

たとえば、初期化パラメータ・ファイルは次のように構成できます。

service_names=sales1.us.acme.com, sales2.us.acme.com

この構成を使用すると、MTSディスパッチャのプールを、sales1.us.acme.comを要求
しているクライアントのみに割り当てることができます。sales2.us.acme.comを要求し
ているその他のクライアントが、要求を処理するためには別のディスパッチャの使用を強制
することができます。 このようにすると、ミッション・クリティカルな要求に対してより多
くのリソースを割り当てたり、優先順位を高くしたりすることができます。 

移行移行移行移行
古い命名方法から新しい命名方法への移行は、できるだけ早急に実行して、現行の機能の利
点を十分活用するようにお薦めします。 将来の新機能では、クライアント接続記述子で SID
を使用できなくなります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : リソース割当ての例は、9-9ページの「リソースの割当て」を
参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle8i移行ガイド』を参照してください。
Net8の概念 2-29



ネーミング・メソッドによるサービスの解決
ネーミング・メソッドによるサービスの解決ネーミング・メソッドによるサービスの解決ネーミング・メソッドによるサービスの解決ネーミング・メソッドによるサービスの解決
接続記述子は、1つまたは複数のネーミング・メソッド（ネーミング・メソッド（ネーミング・メソッド（ネーミング・メソッド（naming method））））で解決されま
す。ネーミング・メソッド とは、Net8が使用する解決方法のことで、名前をネットワーク
記述子に解決します。Net8には、次のネーミング・メソッドが用意されています。

� ローカル・ネーミング

� ディレクトリ・ネーミング

� Oracle Names

� ホスト・ネーミング

� 外部ネーミング

ローカル・ネーミングローカル・ネーミングローカル・ネーミングローカル・ネーミング
ローカル・ネーミングローカル・ネーミングローカル・ネーミングローカル・ネーミングでは、tnsnames.oraと呼ばれるローカル・ネーミング構成ファイ
ルで構成された情報を使用して、ネット・サービス名をネットワーク・アドレスに解決しま
す。

ローカル・ネーミングを使用した接続の確立ローカル・ネーミングを使用した接続の確立ローカル・ネーミングを使用した接続の確立ローカル・ネーミングを使用した接続の確立
ローカル・ネーミングを使用してクライアント・セッションを確立するためのプロセスは、
次のとおりです。

1. クライアントは、ネット・サービス名を指定して接続要求を開始します。

2. ネット・サービス名は、tnsnames.oraファイルで構成された接続記述子に解決され
ます。

3. クライアントは、接続記述子内に存在するアドレスに対して、接続要求を実行します。

4. リスナーは要求を受け取り、それを該当するサーバーに送ります。

5. サーバーによって、接続が受け入れられます。

ディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミング
ディレクトリ・ネーミング（ディレクトリ・ネーミング（ディレクトリ・ネーミング（ディレクトリ・ネーミング（directory naming））））を使用すると、クライアントは、集中化さ
れた LDAP準拠ディレクトリ・サーバーに格納されたネットワーク情報を使用して、データ
ベース・サービスにアクセスできます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 構成の詳細は、6-4ページの「ローカル・ネーミング・メソッ
ドの構成」を参照してください。
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ディレクトリ・ネーミングを使用した接続の確立ディレクトリ・ネーミングを使用した接続の確立ディレクトリ・ネーミングを使用した接続の確立ディレクトリ・ネーミングを使用した接続の確立
ディレクトリ・ネーミングを使用してクライアント・セッションを確立するためのプロセス
は、次のとおりです。

1. クライアントは、接続識別子を指定して接続要求を開始します。

2. 接続識別子は、ディレクトリ・サーバーによって接続記述子に解決されます。 この情報
は、クライアントに戻ります。

3. クライアントは、接続記述子内に存在するアドレスに対して、接続要求を実行します。 

4. リスナーは要求を受け取り、それを該当するサーバーに送ります。

5. サーバーによって、接続が受け入れられます。

Oracle Names
Oracle Namesは、Oracleの専用ソフトウェアを使用して、ネットワーク上のすべてのデー
タベース・サービスの名前およびアドレスを格納します。 サーバーに接続するクライアント
は、Oracle Namesサーバーに対して自分たちの接続要求を送ります。 Oracle Namesサー
バーは、この名前をネットワーク・アドレスに解決し、その情報をクライアントに戻しま
す。

Oracle Namesを使用した接続の確立を使用した接続の確立を使用した接続の確立を使用した接続の確立
Oracle Namesオプションを使用してクライアント・セッションを確立するためのプロセス
は、次のとおりです。

1. クライアントは、接続識別子を指定して接続要求を開始します。

2. 接続識別子は、Oracle Namesサーバーによって接続記述子に解決されます。 この情報
は、クライアントに戻ります。

3. クライアントは、接続記述子内に存在するアドレスに対して、接続要求を実行します。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 概念的な情報は、2-33ページの「Net8および LDAP準拠ディレクト
リ・サーバー」を参照してください。

� 構成に関する情報は、6-13ページの「ディレクトリ・ネーミング・メ
ソッドの構成」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 製品情報は、4-8ページの「Oracle Names」を参照してください。

� 構成の詳細は、6-43ページの「Oracle Namesメソッドの構成」を参
照してください。
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4. リスナーは要求を受け取り、それを該当するサーバーに送ります。

5. サーバーによって、接続が受け入れられます。

ホスト・ネーミングホスト・ネーミングホスト・ネーミングホスト・ネーミング
ホスト・ネーミングホスト・ネーミングホスト・ネーミングホスト・ネーミングでは、ユーザーはホスト名エイリアスを使用して Oracle Serverに接続
できます。 ホスト名は、ドメイン名システム（DNS）、ネットワーク・インフォメーション・
サービス（NIS）、または集中管理された /etc/hostsファイルのセットなどの既存の名前
解決サービスに存在する、サーバーのグローバル・データベース名にマップされます。

接続は、リスナーのデフォルトの TCP/IPポートである 1521を使用して確立されます。
ノードごとの複数のデータベースおよびデータベース位置の透過性は、グローバル・データ
ベース名とホスト名の別名を一致させることによってサポートされます。

ホスト・ネーミングでは、データベースとの単純な接続を必要とする環境で使用される
tnsnames.oraファイルが不要になります。 このことは、Oracle Connection Managerを使
用する環境、TCP/IPを使用しない環境または透過的アプリケーション・ファイルオーバー
を必要とする環境には該当しません。

ホスト・ネーミングを使用した接続の確立ホスト・ネーミングを使用した接続の確立ホスト・ネーミングを使用した接続の確立ホスト・ネーミングを使用した接続の確立
ホスト・ネーミング・オプションを使用してクライアント・セッションを確立するためのプ
ロセスは、次のとおりです。

1. クライアントは、TCP/IPホスト名別名を指定して接続要求を開始します。 

2. ホスト・ネーミングでは、TCP/IPホスト名とサービス名を兼ねるネット・サービス名
使用してネットワーク・アドレスを生成することによって、このホスト名または別名が
解決されます。TCP/IPポートは 1521にデフォルト設定されています。

3. Net8は、作成されたアドレスに対して接続要求を送信します。 

4. リスナーは、登録された TCP/IPポート 1521でリスニングし、クライアントの要求を
受け取って、該当するサーバーへの接続を確立します。 

5. 該当するサーバーによって、接続が受け入れられます。

外部ネーミング外部ネーミング外部ネーミング外部ネーミング
外部ネーミングとは、サポートされている Oracle以外のネーミング・サービスを使用して、
ネットワーク・アドレスにネット・サービス名を解決する方法です。外部ネーミングでは、
顧客サイトの Oracle以外の外部ネーミング・サービスに格納されているネット・サービス
名が解決されます。 外部ネーミングの対象は、次のとおりです。 

� ネットワーク情報サービス（NIS）外部ネーミング

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 構成の詳細は、6-68ページの「ホスト・ネーミング・メソッ
ドの構成」を参照してください。
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� Novell Directory Services（NDS）外部ネーミング

� 分散コンピューティング環境（DCE）セル・ディレクトリ・サービス（CDS)

外部ネーミングを使用した接続の確立外部ネーミングを使用した接続の確立外部ネーミングを使用した接続の確立外部ネーミングを使用した接続の確立
外部ネーミングを使用してクライアント・セッションを確立するためのプロセスは、次のと
おりです。

1. クライアントは、ネット・サービス名を指定して接続要求を開始します。

2. 外部ネーミング・メソッドによって外部ネーミング・システムに要求が送られ、そこで
ネット・サービス名がネットワーク・アドレスに解決されます。アドレスがクライアン
トに戻ります。

3. Net8は、指定されたアドレスに接続要求を送信します。 

4. リスナーは要求を受け取り、それを該当するデータベースに送ります。

5. サーバーによって、接続が受け入れられます。

Net8およびおよびおよびおよび LDAP準拠ディレクトリ・サーバー準拠ディレクトリ・サーバー準拠ディレクトリ・サーバー準拠ディレクトリ・サーバー
この項の内容は、次のとおりです。

� 概要

� ディレクトリ・ネーミングの概要

� ディレクトリ・エントリ

� ディレクトリでのエントリの追加または変更

� ディレクトリ・ネーミングを使用したクライアントの接続

� 絶対名の指定

� Net8のネーミングおよびディレクトリ設計

概要概要概要概要
今日では、ネットワーク情報は複数のシステムに複数のディレクトリ形式で格納されていま
す。 インターネット・コンピューティングや新しい e-businessテクノロジの新しい要求に
よって、すべてのデータおよびリソースの管理および構成の基盤として機能する共通のリポ
ジトリ・インフラストラクチャの必要性が増加しています。 このような共通の基盤によって、
異機種間ネットワークでのリソースの管理および構成のコストが削減されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 構成の詳細は、6-71ページの「外部ネーミング・メソッドの
構成」を参照してください。
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LDAP準拠ディレクトリ・サーバーのサポートによって、分散 Oracleネットワークの管理
および構成に関する集中化された媒体が提供されます。 このディレクトリは、データベー
ス・ネットワーク・コンポーネント、ユーザー・ポリシー、企業ポリシー、ユーザー認証お
よびユーザー・セキュリティに関するすべてのデータの中央リポジトリとして機能できるの
で、クライアント側およびサーバー側に局在化している tnsnames.oraファイルに置き換
わります。

Net8では、集中化されたディレクトリ・サーバーが接続識別子（接続識別子（接続識別子（接続識別子（connect identifier））））を格
納する主な方法の 1つとして使用されます。クライアントは、このディレクトリにアクセス
するよう構成されていて、その接続文字列に接続識別子を使用します。 このディレクトリは、
この接続識別子をクライアントに戻される接続記述子に解決します。 

図 2-13は、ディレクトリによって接続識別子を解決しているクライアントを示しています。

1. クライアントは、接続識別子を接続記述子に解決するために、ディレクトリに接続しま
す。

2. ディレクトリは、この接続識別子を解決して、クライアントから接続記述子を取り出し
ます。

3. クライアントは、この接続記述子を使用して接続要求を送信します。 

図図図図 2-13  ディレクトリを使用して接続識別子を解決するクライアントディレクトリを使用して接続識別子を解決するクライアントディレクトリを使用して接続識別子を解決するクライアントディレクトリを使用して接続識別子を解決するクライアント

リスナー�

サーバー�

クライアント�

3

1

2

ディレクトリ・�
サーバー�
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Net8では、次のディレクトリがサポートされます。

� Oracle Internet Directory

� Microsoftの Active Directory

� Novell Directory Services

ディレクトリ・ネーミングの概要ディレクトリ・ネーミングの概要ディレクトリ・ネーミングの概要ディレクトリ・ネーミングの概要
Net8によるディレクトリの使用形態を理解するには、図 2-14を考察します。

図図図図 2-14  ディレクトリでのデータベース・サービスディレクトリでのデータベース・サービスディレクトリでのデータベース・サービスディレクトリでのデータベース・サービス

このツリーの各ノードは、エントリ（エントリ（エントリ（エントリ（entry））））を表しています。 右側の分岐は、salesと呼
ばれるデータベース・サービスのエントリを表しており、dc=uk、dc=acme、dc=comとい
う階層的なドメイン構造の下に存在します。 

このエントリの階層は、ディレクトリ情報ツリー（ディレクトリ情報ツリー（ディレクトリ情報ツリー（ディレクトリ情報ツリー（Directory Information Tree: DIT））））と呼
ばれます。 各エントリは、識別名（識別名（識別名（識別名（Distinguished Name: DN））））によって一意に識別されま
す。 DNは、ディレクトリ階層内に対象のエントリが存在する場所を正確に示します。 
salesの DNは、(dn:cn=sales,cn=OracleContext,dc=uk,dc=acme,dc=com)で
す。 DNの形式では、DITの最下位コンポーネントを左側に置いてから、DITを上方向に
徐々に移動することに注意してください。 各 DNは、Relative Distinguished Names
（（（（RDN））））の列で構成されています。これは、ディレクトリ・パスにディレクトリの列が格納
されているのと似ています。 salesのエントリでは、RDNは cn=salesです。 RDNは、属属属属
性（性（性（性（attribute））））の集合から構成されています。たとえば、cn=salesでは、cnは、このエ
ントリの属性の 1つです。 属性は、その値を伴って、エントリを一意に識別します。

dc=us

cn=OracleContext

cn=sales

dc=uk

dc=com

dc=acme

(description=
(address=(protocol=tcp)(host=sales-pc)
(port=1521))(connect_data=
(service_name=sales.uk.acme.com)))

cn=sales
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この章で参照される共通の属性は、次のとおりです。

salesが cn=OracleContextの下に存在することに注意してください。
cn=OracleContextは、Oracle コンテキストコンテキストコンテキストコンテキストと呼ばれるディレクトリに存在する特殊なエ
ントリで、ここには、ディレクトリのネーミングやエンタープライズ・ユーザーエンタープライズ・ユーザーエンタープライズ・ユーザーエンタープライズ・ユーザー
（（（（enterprise user））））のセキュリティをサポートするために、様々な Oracleエントリが格納さ
れています。

この例では、Oracleコンテキストに salesデータベース・サービスのエントリが格納され
ています。

インストール時またはインストール後に Net8 Configuration Assistantが実行されディレク
トリ・アクセスの構成時に、管理コンテキスト（管理コンテキスト（管理コンテキスト（管理コンテキスト（administrative context））））が選択されます。 
管理コンテキストとは、Oracleコンテキスト（cn=OracleContext）が格納されている
ディレクトリ・エントリのことです。 クライアントは、この管理コンテキストをデフォルト
の場所として使用して、このディレクトリ内で接続識別子を検索します。

管理コンテキストの処理対象は、接続文字列です。 たとえば、クライアントが salesエント
リに頻繁にアクセスする必要がある場合、管理コンテキストは、dc=uk,dc=acme,dc=com
などが妥当と思われます。 cn=OracleContextは必要ないことに注意してください。 これ
により、クライアントは次の接続文字列を使用できます。

CONNECT scott/tiger@sales

salesは、Oracleコンテキストに相対しています。

クライアントの管理コンテキストが、サービスの存在する管理コンテキストと一致しない場
合、2-39ページの「ディレクトリ・ネーミングを使用したクライアントの接続」で説明する
ように、接続文字列には、必ずエントリの絶対名を指定する必要があります。

ディレクトリ・エントリディレクトリ・エントリディレクトリ・エントリディレクトリ・エントリ
DITは、次の基準を使用して、多種類の構造化が可能です。

属性属性属性属性 説明説明説明説明

commonName、cn エントリの共通名

country、c 国の名前

domain component、dc ドメイン・コンポーネント

organization、o 組織の名前

organizationalUnitName、ou 組織内の単位の名前

関連項目関連項目関連項目関連項目 : エンタープライズ・ユーザーのセキュリティの詳細は、
『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照してください。
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� 既存のドメイン名前空間（DNS）

� インターネット命名規則

� 地理的境界および組織的境界

図 2-15は、DNSドメイン・コンポーネントに従って構築された DITを示します。

図図図図 2-15  ドメイン・コンポーネントドメイン・コンポーネントドメイン・コンポーネントドメイン・コンポーネント DIT

図 2-16は、国、組織および組織単位に従って構築された DITを示します。 この構造は、一般
に X.500 DITと呼ばれています。

図図図図 2-16  X.500 形式形式形式形式 DIT

dc=us

cn=OracleContext

cn=myproddb

dc=uk

dc=com

dc=acme

ou=sales

cn=OracleContext

cn=myproddb

ou=mtkg

c=us

o=acme
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ディレクトリでのエントリの追加または変更ディレクトリでのエントリの追加または変更ディレクトリでのエントリの追加または変更ディレクトリでのエントリの追加または変更
データベース・サービスのエントリは、インストール時に、Oracle Database Configuration 
Assistant を使用して作成されます。ネット・サービス名のエントリは、Oracle Net8 
Assistantを使用して作成できます。 Oracle Net8 Assistantを使用すると、データベース・
サービスやネット・サービスのエントリについて Net8属性を変更することもできます。図
2-17は、Oracle Database Configuration Assistantおよび Oracle Net8 Assistantがディレク
トリと連携する様子を示しています。

図図図図 2-17  アプリケーションを使用したディレクトリのエントリの作成アプリケーションを使用したディレクトリのエントリの作成アプリケーションを使用したディレクトリのエントリの作成アプリケーションを使用したディレクトリのエントリの作成

ディレクトリ・アクセスのために構成されたクライアントは、2-39ページの「ディレクト
リ・ネーミングを使用したクライアントの接続」で説明するように、これらのアプリケー
ションによって作成されたエントリを使用して、データベースに接続できます。

これらのアプリケーションを使用してエントリを追加するには、必ず Oracleコンテキスト
（cn=OracleContext）を作成する必要があります。 Oracleコンテキストは、サーバー上で
のディレクトリ・アクセス構成時に Net8 Configuration Assistantによって作成されます。

Oracle Database
Configuration Assistant
(サーバー)

クライアント�

ディレクトリ・�
サーバー�

Net8
Assistant
(クライアント)
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Oracle Database Configuration Assistantを使用する管理者は、データベース・サービスのエ
ントリを作成するために、必ず OracleDBCreatorsグループ
（cn=OracleDBCreators,cn=Oraclecontext）のメンバーになる必要があります。 同様
に、Oracle Net8 Assistantを使用して、ネット・サービス名、データベース・サービスの
Net8属性またはサービス名のエントリを追加する管理者は、必ず OracleNetAdminsグルー
プ（cn=OracleNetAdmins,cn=OracleContext）のメンバーになる必要があります。 
Oracleコンテキストを作成したディレクトリ・ユーザーは、これらの両方のグループに自動
的に追加されます。これにより、このユーザーは Oracleコンテキストの管理者になります。 
この他のユーザーは、ディレクトリ管理者によってこのグループに追加できます。

ディレクトリ・ネーミングを使用したクライアントの接続ディレクトリ・ネーミングを使用したクライアントの接続ディレクトリ・ネーミングを使用したクライアントの接続ディレクトリ・ネーミングを使用したクライアントの接続
大半のクライアントが必要とするのは、ディレクトリ内での名前参照のみです。 参照を実行
するには、クライアントは、次に示す最低条件を満たす必要があります。

� 対象のディレクトリでの無名認証が可能なこと。

� Oracleコンテキストに存在するNet8エントリへの読込みアクセスが可能なこと。

� ディレクトリ・サービスへのアクセスを対象として構成されていること。

Net8 Configuration Assistantは、通常、クライアントのインストール時に必要なディレク
トリ・アクセス構成を実行して、次の情報を読取り専用の ldap.oraファイルに格納しま
す。

� ディレクトリのタイプ

� ディレクトリの位置

� 接続識別子の参照、作成および変更の元となる管理コンテキスト

 クライアントは、このファイルを読み込んで、アクセス対象のディレクトリおよび Net8エ
ントリを検索します。

他のネーミング・メソッドを使用する場合と同様に、クライアントは、ディレクトリに格納
できる接続識別子の２種類の 1つを使用して、データベースに接続できます。 データベー
ス・サービスおよびネット・サービス・エントリは、それぞれの共通名で参照できます。ま
たは、接続文字列内に追加のディレクトリ位置情報が必要な場合があります。 接続文字列内
での接続識別子の指定方法は、クライアントの管理コンテキストの構成形態によって異なり
ます。 

ディレクトリ・ネーミングを使用した場合、エントリを識別する方法は 2つあります。

� エントリの相対名の使用

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ディレクトリ・アクセスの構成は、6-14ページの「作業 1: 
サーバーおよびクライアントでのディレクトリ・アクセスの構成」を参照
してください。
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� エントリの絶対名の使用

エントリの相対名の使用エントリの相対名の使用エントリの相対名の使用エントリの相対名の使用
次の例は、エントリの相対名の使用例を示しています。これによって、サービスはその共通
名で参照されます。 相対名が使用できるのは、クライアントの構成に使用する管理コンテキ
ストが、ディレクトリ内のエントリの管理コンテキストに一致する場合です。

図 2-18に示すように、salesというデータベースのエントリが格納されているディレクト
リと、DN（dn:cn=sales,cn=OracleContext,o=acme,c=us）について考えます。 クラ
イアントが o=acme,c=usという管理コンテキストで構成されている場合、 salesが使用さ
れている接続文字列が使用できます。

図図図図 2-18  相対的ネーミング相対的ネーミング相対的ネーミング相対的ネーミング

エントリの絶対名の使用エントリの絶対名の使用エントリの絶対名の使用エントリの絶対名の使用
2-40ページの図 2-18と同じディレクトリ構造について考えます。ただし、クライアントは、
dc=uk,dc=acme,dc=comという管理コンテキストで構成されています。

クライアントは、ディレクトリ内の salesの位置とは一致しない管理コンテキストで構成
されているので、salesを使用する接続文字列は機能しません。 そのかわりに、クライアン
トは必ず salesの位置を特定する必要があります。salesは、次の 2つの方法で特定でき
ます。

� エントリの完全な DNを接続文字列に使用します。例を次に示します。

CONNECT scott/tiger@cn=sales,cn=OracleContext,o=acme,c=us

� エントリをその絶対名で参照します。絶対名は、オブジェクトの名前とそのディレクト
リ内の位置が含まれる名前で、絶対パスを指定する場合と同様です。例を次に示しま
す。

CONNECT scott/tiger@sales.acme.us

オラクル社では、エントリの DNではなく、絶対名の使用をお薦めします。 

o=acme

cn=OracleContext

cn=sales

connect scott/tiger@sales
接続文字列=

c=us
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絶対名の指定絶対名の指定絶対名の指定絶対名の指定
この項では、次の名前空間の絶対名の構成方法について説明します。

� X.500名前空間の絶対名

� ドメイン・コンポーネント名前空間の絶対名

X.500名前空間の絶対名名前空間の絶対名名前空間の絶対名名前空間の絶対名
X.500名前空間の場合、管理コンテキストは、必ず次のいずれかの形式にする必要がありま
す。

[ou],o

[ou],o,c

[ou]は、オプションの組織単位名を表しています。

クライアントが接続識別子として使用する絶対名は、必ず次のいずれかの形式である必要が
あります。

cn[.ou].o

cn[.ou].o.c

[cn]は、Net8エントリを表しています。

たとえば、ou=acctg,o=acme,c=usという管理コンテキストで構成したクライアントにつ
いて考えます。

salesというデータベースのエントリが格納されているディレクトリと、DN
（dn:cn=sales,cn=OracleContext,ou=mktg,o=acme,c=uk）について考えます。 この
例では、クライアントに sales.mktg.acme.uk（cn.ou.o.c）の接続識別子が必要です。
図 2-19にこの例を示します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 絶対名の詳細は、「絶対名の指定」を参照してください。
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図図図図 2-19  X.500名前空間の絶対名名前空間の絶対名名前空間の絶対名名前空間の絶対名

ドメイン・コンポーネント名前空間の絶対名ドメイン・コンポーネント名前空間の絶対名ドメイン・コンポーネント名前空間の絶対名ドメイン・コンポーネント名前空間の絶対名
ドメイン・コンポーネント名前空間の場合、クライアントに定義された管理コンテキスト
は、必ず次のいずれかの形式にする必要があります。

dc[,dc]*

ou,dc[,dc]*

[dc]は、オプションのドメイン・コンポーネントを表しており、*は、追加のドメイン・
コンポーネントを表します。

クライアントが接続識別子として使用する必要がある絶対名は、必ず次のいずれかの形式で
ある必要があります。

cn.dc[.dc]*

cn[.ou]@dc[.dc]*

[cn]は、Net8エントリを表しています。

例例例例 1  dc=us,dc=acme,dc=comという管理コンテキストで構成したクライアントについて
考えます。

salesというデータベースのエントリが格納されているディレクトリと、DN
（dn:cn=sales,cn=OracleContext,dc=uk,dc=acme,dc=com）について考えます。 こ
の例では、クライアントに sales.uk.acme.com（cn.dc.dc.dc）の接続識別子が必要で
す。2-43ページの図 2-20にこの例を示します。

例例例例 2  例 1と同じ管理コンテキストについて考えます。ディレクトリには、salesという
データベースのエントリと、DN
（dn:cn=sales,cn=OracleContext,ou=mktg,dc=uk,dc=acme,dc=com）が格納され

o=acme

ou=mktg

cn=OracleContext

connect scott/tiger@sales.mktg.acme.uk
接続文字列=

c=uk

cn=sales
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ています。 ou=mktgに注意してください。 ドメイン・コンポーネントは必ず組織単位から分
離する必要があるので、クライアントに sales.mktg@uk.acme.com（cn.ou@dc.dc.dc）
の接続識別子が必要です。2-43ページの図 2-20にこの例を示します。

図図図図 2-20  ドメイン・コンポーネント名前空間の絶対名ドメイン・コンポーネント名前空間の絶対名ドメイン・コンポーネント名前空間の絶対名ドメイン・コンポーネント名前空間の絶対名

Net8のネーミングおよびディレクトリ設計のネーミングおよびディレクトリ設計のネーミングおよびディレクトリ設計のネーミングおよびディレクトリ設計
Net8のディレクトリの設計を担当している場合は、次の問題について検討してください。

� パフォーマンス

� セキュリティ

� スキーマ

パフォーマンスパフォーマンスパフォーマンスパフォーマンス
接続識別子は、アクセス対象のすべてのクライアントに対して、1つのディレクトリに格納
されます。 Net8では、要求された名前についてディレクトリ参照を実行するため、その結果
としてディレクトリが大量に使用されます。 

参照時には、名前は特定の Oracleコンテキストのもとで検索されます。 参照の有効範囲を考
慮すると、ユーザーが比較的迅速なパフォーマンスで検索できる必要があると考えられま
す。 パフォーマンスが迅速でない場合は、データベースの接続時間に影響が生じます。 参照
時間が 1秒以上になると、ユーザーは接続時間が長く感じるようになります。

cn=OracleContext

cn=sales

connect scott/tiger@sales.uk.acme.com
接続文字列=

dc=uk, dc=acme, dc=com

ou=mktg

cn=OracleContext

cn=sales

connect scott/tiger@sales.mktg@uk.acme.com
接続文字列=

dc=uk, dc=acme, dc=com
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パフォーマンスの問題は、次の方法で解決できます。

� トポロジーの変更

� レプリケーション

セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ
管理クライアントはディレクトリのエントリを作成したり変更できるため、セキュリティは
必要不可欠です。 ここでは、次の 2つの項でのセキュリティ関連項目について説明します。

� 認証方式

� アクセス制御リスト

認証方式認証方式認証方式認証方式  ディレクトリ内の情報について通常の参照を実行するクライアントは、通常、無
名認証を使用します。 

あるディレクトリでエントリの追加または変更を行うクライアントは、Oracle Database 
Configuration Assistantまたは Oracle Net8 Assistantを使用する場合、必ずそのディレクト
リで認証する必要があります。 適正な権限を持つ認証ユーザーのみがエントリを変更できま
す。 次の認証方式のいずれかが使用できます。

アクセス制御リストアクセス制御リストアクセス制御リストアクセス制御リスト  クライアントがディレクトリ内の情報に対して変更または追加を行う
かどうかを判断するときは、認証とアクセス制御リスト（アクセス制御リスト（アクセス制御リスト（アクセス制御リスト（ACL））））を併用します。 ACLは、
サーバー上でのディレクトリ・アクセス構成時に、OracleコンテキストおよびNet8 
Configuration Assistantを使用して作成します。 

ACLの指定内容は、次のとおりです。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : パフォーマンス問題の解決の詳細は、ディレクトリのドキュ
メントを参照してください。

認証方式認証方式認証方式認証方式 説明説明説明説明

システム固有認証 このディレクトリでは、オペレーティング・システムのユーザー資
格証明が使用されます。 

単純認証 クライアントは、DNおよびパスワードを平文で使用して、クライ
アント自体をディレクトリ・サーバーに認証要求します。 サーバー
は、クライアントが送信した DNおよびパスワードが、ディレクト
リに格納されている DNおよびパスワードと一致していることを確
認します。 

強固な認証 ディレクトリでは、Secure Sockets Layer（SSL）で公開鍵暗号を使
用することによって、強固な認証が得られます。 公開鍵暗号では、
メッセージの送信者は受信者の公開鍵を使用してメッセージを暗号
化します。 メッセージが送付されると、受信者は受信者の秘密鍵を
使用して、このメッセージを復号化します。
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� ユーザーがアクセス可能なエントリ

� エントリをアクセスする認証方式

� アクセス権、またはユーザーがオブジェクトに対して可能な処理（読込み /書込み）

ACLは、ユーザーのグループに対して作成されます。 Oracleコンテキストの作成時には、次
のグループが作成されます。

� OracleDBCreators

� OracleNetAdmins

� OracleSecurityAdmins

これらのグループは、図 2-21に示すように、Oracleコンテキストの下に直接作成されます。

図図図図 2-21  ディレクトリ・ユーザー・グループディレクトリ・ユーザー・グループディレクトリ・ユーザー・グループディレクトリ・ユーザー・グループ

Net8 Configuration Assistantを使用して Oracleコンテキストを作成するユーザーは、これ
らのグループの先頭に自動的に追加されます。

次の表では、これらのグループおよび無名ユーザーに対する ACL要件について、ディレク
トリ内の Net8エントリに対する関連内容に応じて説明しています。

グループグループグループグループ ACL要件要件要件要件

OracleNetAdminsグルー
プ・ユーザー

OracleNetAdmins
（cn=OracleOracleNetAdmins,cn=OracleContext）のメン
バーは、Net8のオブジェクトおよび属性に対する作成、変更およ
び読込みアクセスが可能です。 Net8 Configuration Assistantは、
Oracleコンテキストの作成時に、このグループに対するこれらのア
クセス権を作成します。

Oracleコンテキストの作成者以外に、ディレクトリ管理者によって
この他のユーザーもこのグループに追加できます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  OracleNetAdminsグループへユーザーを追加するには
6-27ページの、「OracleNetAdminsグループへのユーザーの追加と
削除」を参照してください。

cn=OracleNetAdmins cn=OracleSecurityAdmins

cn=OracleContext

cn=OracleDBCreators
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スキーマスキーマスキーマスキーマ
ディレクトリは、Net8クライアントがサービスのネットワーク情報を参照するために、
Oracleスキーマの正しいバージョンによって作成される必要があります。 Oracleスキーマ
は、ディレクトリおよびその属性に格納できるオブジェクトのタイプを定義します。このタ
イプは、オブジェクト・クラスオブジェクト・クラスオブジェクト・クラスオブジェクト・クラスと呼ばれます。 Oracleスキーマは、次に示す Net8参照のオ
ブジェクト・クラスをサポートします。 

無名ユーザー 無名ユーザーはすべての Net8属性およびディレクトリ内のすべて
のオブジェクトに、対する読込みアクセスが可能です。 無名ユー
ザーのこれらのオブジェクトに対する読込みアクセスは、Oracleコ
ンテキストにも適用されます。 これにより無名ユーザーは、
cn=OracleContextという RDNで格納されたエントリをブラウ
ズできます。 これには、エンタープライズ・ユーザー・セキュリ
ティを対象とするオブジェクトは含まれていません。

Net8 Configuration Assistantは、クライアントのインストール時に
このアクセス権をセットアップします。

OracleDBCreatorsグルー
プ・ユーザー

OracleDBCreators
（cn=OracleDBCreators,cn=OracleContext）のメンバーは、
データベース・サービスのオブジェクトおよび属性に対する作成お
よび読込みアクセスが可能です。Net8 Configuration Assistantは、
Oracleコンテキストの作成時に、このグループに対するこれらのア
クセス権を作成します。

Oracleコンテキストの作成者以外に、この他のユーザーも、ディレ
クトリ管理者が Oracle Enterprise Security Managerを使用してこの
グループに追加できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  OracleDBCreatorsグループの詳細は、『Oracle8i 
Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照してください。

OracleSecurityAdminsグ
ループ・ユーザー

OracleSecurityAdmins
（cn=OracleOracleSecurityAdmins,cn=OracleContext）の
メンバーは、エンタープライズ・ユーザー・セキュリティに対する
作成、変更および読込みアクセスが可能です。 Net8 Configuration 
Assistantは、Oracleコンテキストの作成時にこれらのアクセス権
をセットアップします。

Oracleコンテキストの作成者以外に、この他のユーザーも、ディレ
クトリ管理者が Oracle Enterprise Security Managerを使用してこの
グループに追加できます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  OracleSecurityAdminsグループの詳細は、『Oracle8i 
Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照してください。

グループグループグループグループ ACL要件要件要件要件
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orclDbServerおよび orclNetServiceは、次のオブジェクト・クラスを使用します。

オブジェクト・クラスオブジェクト・クラスオブジェクト・クラスオブジェクト・クラス 説明説明説明説明

orclDbServer データベース・サービス・エントリの属性を定義しま
す。

orclNetService ネット・サービス名エントリの属性を定義します。

オブジェクト・クラスオブジェクト・クラスオブジェクト・クラスオブジェクト・クラス 説明説明説明説明

orclNetAddress リスナー・プロトコル・アドレスを定義します。

orclNetAddressListorclNet
AddressList

アドレスのリストを定義します。

orclNetDescription データベースのリスナー・アドレスおよびサービスに対する接続情
報が記述されている接続記述子を指定します。 

orclNetDescriptionList 接続記述子のリストを定義します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : これらのオブジェクト・クラスの詳細は、付録 Dを参照して
ください。
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Net8アーキテク
3

Net8アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ

この章では、Net8のアーキテクチャについて説明します。この章の内容は次のとおりです。 

� Transparent Network Substrate（TNS）

� スタック通信の概要

� 代表的な Net8クライアント /サーバー環境でのスタック通信

� ディレクトリ・サーバーに接続しているクライアントのスタック通信

� JDBCクライアントのスタック通信

� Oracle8i JServerクライアントのスタック通信
チャ 3-1



Transparent Network Substrate（TNS）
Transparent Network Substrate（（（（TNS））））
Transparent Network Substrate（（（（TNS））））は、すべての業界標準プロトコルに対して 1つの
共通インタフェースを提供するために、Net8に構築されている基礎技術です。

TNSを利用すると、peer-to-peer接続が可能になります。peer-to-peerアーキテクチャでは、
複数のコンピュータ（ネットワーク化された環境で使用される場合はノード（ノード（ノード（ノード（node））））と呼ば
れます）が相互に直接交信でき、中間のデバイスは必要ありません。peer-to-peerシステム
では、ノードはクライアントとサーバーの両方になり得ます。

スタック通信の概要スタック通信の概要スタック通信の概要スタック通信の概要
分散処理の概念は、設計と物理的な位置の両方で区別されているコンピュータ相互の通信と
対話を行うための能力に依存しています。これは、スタック通信と呼ばれるプロセスで行わ
れます。

スタック通信は、Open Systems Interconnection（（（（OSI））））モデルを参照することで説明でき
ます。OSIモデルでは、いくつかのコードのレイヤーを通じてあるノードから別のノードに
情報が渡されるスタックのような形式で、コンピュータ間の通信が行われます。3-3ページ
の図 3-1は、一般的な OSIプロトコル通信スタックを示したものです。
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スタック通信の概要
図図図図 3-1  OSI通信スタック通信スタック通信スタック通信スタック

情報はクライアント側のレイヤーを通って降りて行き、トランスポート用にパッケージさ
れ、ネットワーク・メディアを通じて運ばれ、その情報がサーバー側の対応するレイヤーで
変換、解釈されます。

代表的な OSIプロトコル通信スタックには、こうしたレイヤーが 7つあります。

クライアント・アプリケーションクライアント・アプリケーションクライアント・アプリケーションクライアント・アプリケーション  ユーザーに最も近い OSIレイヤーであるため、ユーザー
が要求した機能により異なります。たとえば、データベース環境では、フォーム・アプリ
ケーションがサーバーからのデータにアクセスするために通信を開始しようとする場合があ
ります。

プレゼンテーションプレゼンテーションプレゼンテーションプレゼンテーション  データの表現が、アプリケーション・レイヤーとセッション・レイ
ヤーが処理できる形式になっていることを保証します。このレイヤーでは、クライアントと
サーバー間で転送されたデータの構文と意味を追跡します。必要であれば、プレゼンテー
ション・レイヤーが共通のデータ形式を使用して、複数のデータ表現形式間で変換を行いま
す。

セッションセッションセッションセッション  クライアントとサーバー間でネットワーク・セッションを確立、管理および終
了します。これは、データの要求と応答を伝送する仮想パイプです。セッション・レイヤー
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代表的な Net8クライアント /サーバー環境でのスタック通信
は、データ通信を同時に両方向に送るか（非同期伝送）、一度に 1つの方向のみに送るか
（同期伝送）を制御します。

トランスポートトランスポートトランスポートトランスポート  データが確実に転送されるようにするデータ・トランスポートをインプリ
メントします。

ネットワークネットワークネットワークネットワーク  一連の相互接続サブネットワークによって、最適なパスでデータ・トランス
ポートが送られることを保証します。

リンクリンクリンクリンク  物理リンクを通じて、信頼性の高いデータ転送を行います。

物理物理物理物理  クライアントとサーバーの間の物理リンクをアクティブにし、メンテナンスし、非ア
クティブにするための、電気的、機械的、手順的な仕様を定義します。

代表的な代表的な代表的な代表的な Net8クライアントクライアントクライアントクライアント /サーバー環境でのスタック通信サーバー環境でのスタック通信サーバー環境でのスタック通信サーバー環境でのスタック通信
スタック通信により、Oracleのクライアントとサーバーは、それらの間でデータを共有、変
更、処理できます。代表的な Oracle通信スタック内のレイヤーは、標準 OSI通信スタック
のレイヤーに類似しています。この項の内容は、次のとおりです。

� Net8クライアント側の対話

� サーバー側の対話

Net8クライアント側の対話クライアント側の対話クライアント側の対話クライアント側の対話
Oracleクライアント /サーバーのトランザクションでは、情報が次のレイヤーを通過しま
す。

� クライアント・アプリケーション

� Oracleコール・インタフェース（OCI）

� Two-Task Common（TTC）

� Net8

� ネットワーク固有のプロトコル

図 3-2は、Oracleネットワーク環境でのクライアント /サーバー通信スタックを示したもの
です。
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代表的な Net8クライアント /サーバー環境でのスタック通信
図図図図 3-2  Oracle環境での標準的な通信スタック環境での標準的な通信スタック環境での標準的な通信スタック環境での標準的な通信スタック

クライアント・アプリケーションクライアント・アプリケーションクライアント・アプリケーションクライアント・アプリケーション
Oracle Client Applicationsは、文字またはグラフィック表示、スクリーン制御、データ・プ
レゼンテーション、アプリケーション・フローなど、すべてのユーザー指向アクティビティ
を提供します。アプリケーションは、サーバーに送るデータベース操作を識別し、Oracle
コール・インタフェース（OCI）を通じてその操作を渡します。

Oracleコール・インタフェース（コール・インタフェース（コール・インタフェース（コール・インタフェース（OCI））））
Oracleコール・インタフェース（コール・インタフェース（コール・インタフェース（コール・インタフェース（Oracle Call Interface : OCI））））コードには、クライアント
とサーバーの間で SQLダイアログを開始するために必要な情報がすべて含まれています。
OCIコードは、次のことをサーバーに対して行うコールを定義します。

� SQL文を構文解析する

� SQL文用にカーソルをオープンする

� クライアント・アプリケーション変数をサーバー共有メモリーにバインドする

� サーバーのデータ・ディクショナリ内の値に基づいて、戻されるフィールドの内容を詳
解する
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代表的な Net8クライアント /サーバー環境でのスタック通信
� カーソル・メモリー領域内で SQL文を実行する

� 1行以上のデータをクライアント・アプリケーションにフェッチする

� カーソルをクローズする

クライアント・アプリケーションは、これらのコールの組合せを使用して、サーバー内のア
クティビティを要求します。クライアント・アプリケーションの性質に応じて、OCIコール
はサーバーに対する 1つのメッセージに組み合せたり、複数のメッセージで一度に 1つずつ
処理することができます。Oracleの製品は、多数の OCIコールを 1つのメッセージに組み
合せて、サーバーに送信されるメッセージ数を最小限に抑えようとします。コールが実行さ
れると、制御が Net8に渡され、接続を確立して要求をサーバーに送信します。

Two-Task Common（（（（TTC））））
Two-Task Common（（（（TTC））））とは、プレゼンテーション・レイヤーの Oracleによる実装で
す。TTCは、クライアントとサーバー間のキャラクタ・セットの相違または形式の相違に対
して、キャラクタ・セットとデータ型の変換を行います。このレイヤーは、接続ごとに要求
されたときのみ変更を行うように最適化されています。

初期の接続時に、TTCは内部データとキャラクタ・セットの表現の違いを評価したり、2つ
のコンピュータが通信するために変換が必要かどうかを判断します。

Net8
Net8は、Oracle通信スタックにおけるセッション・レイヤーおよびトランスポート・レイ
ヤーの機能をすべて備えています。 Net8は、クライアント・アプリケーションとサーバー間
における接続の確立および維持、両者間のメッセージ交換の役割を担っています。 Net8に
は、セッション機能を業界標準プロトコルにマッピングする役割もあります。 

Net8には、セッション・レイヤーとトランスポート・レイヤーの機能を促進する、次の 3
つのコンポーネント・レイヤーがあります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle8iコール・インタフェース・プログラマーズ・ガイ
ド』

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 説明説明説明説明

ネットワーク・インタネットワーク・インタネットワーク・インタネットワーク・インタ
フェース（フェース（フェース（フェース（Network 
Interface: NI））））

このレイヤーには、Oracleのクライアントまたはサーバー、外部プ
ロセスが Net8の機能にアクセスするための汎用インタフェースが
あります。 NIレイヤーは、接続のブレーク要求およびリセット要求
を処理します。

NIは、ネットワーク・ネーミング（NN）を使用して、名前を接続
記述子に解決します。
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代表的な Net8クライアント /サーバー環境でのスタック通信
ネットワーク固有のプロトコルネットワーク固有のプロトコルネットワーク固有のプロトコルネットワーク固有のプロトコル

すべての Oracleソフトウェアは、クライアント /サーバー接続処理の際、2台のマシンのト
ランスポート・レイヤー間でマシン・レベルの接続を確立するために、既存のネットワー
ク・プロトコル・スタックを必要とします。ネットワーク・プロトコルは、クライアント・
マシンからサーバー・マシンまで、データを送ることにのみ責任があります。その時点で、
データがサーバー側の Oracleプロトコルに渡されます。

サーバー側の対話サーバー側の対話サーバー側の対話サーバー側の対話

ネットワーク・プロトコルを通じてクライアント・アプリケーションから渡された情報は、
サーバー側にある同様の通信スタックで受信されます。 サーバー側でのプロセス・スタック
は、クライアント側でのプロセス・スタックの逆になり、情報は通信レイヤーを通ってさか
のぼります。サーバー側に固有な操作の 1つは、ネットワーク・リスナーを通じて初期の接
続を受信することです。 

ネットワーク・セッション・レイヤーの上位にある次のコンポーネントは、クライアント側
のコンポーネントとは異なります。

ネットワーク・セッショネットワーク・セッショネットワーク・セッショネットワーク・セッショ
ン（ン（ン（ン（Network Session: 
NS）））） 

このレイヤーは NIから要求を受け取り、サーバーまたは接続先の
位置（オープン、、、、クローズの各機能）、接続に 1つ以上のプロトコ
ルを必要とするかどうか（オープン、、、、クローズの各機能）、クライ
アントとサーバー間の割込みをそれぞれの機能に基づいて処理する
方法（送信、受信の各機能）など、マシン・レベルの一般的な接続
に関する問題をすべて解決します。

NSは、ネットワーク・ルート（NR）を使用してネットワーク・
セッションを接続先に転送し、ネットワーク認証（NA）を使用し
て接続先との認証要求のネゴシエーションを行います。

Oracleプロトコルプロトコルプロトコルプロトコル
（（（（Oracle Protocol）））） 

Oracleプロトコルとは、Oracleによるトランスポート・レイヤーの
実装です。Oracleプロトコルは、クライアント /サーバー接続で使
用する業界標準プロトコルに NSの機能をマッピングする役割を
担っています。各プロトコルは、NSと特定のプロトコルとの間で
等価な機能をマップします。Oracleプロトコルには次のプロトコル
が含まれます。

� TCP/IP

� SSL付き TCP/IP

� SPX

� Named Pipes

� LU6.2

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 説明説明説明説明
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ディレクトリ・サーバーに接続しているクライアントのスタック通信
� Oracleプログラム・インタフェース（OPI）

� Oracleサーバー

Oracleプログラム・インタフェース（プログラム・インタフェース（プログラム・インタフェース（プログラム・インタフェース（OPI））））
Oracleプログラム・インタフェース（プログラム・インタフェース（プログラム・インタフェース（プログラム・インタフェース（Oracle Program Interface: OPI））））は、OCIの機能に対
して補完的な機能を実行します。OPIは、OCIが送った各メッセージに応答します。たとえ
ば、OCIが 25行のデータのフェッチを要求すると、OPIはフェッチした 25行のデータを
OCIに戻します。

Oracleサーバーサーバーサーバーサーバー
接続の Oracleサーバー側は、クライアント OCIからの要求を受信したり、クライアント・
アプリケーションのかわりに SQL文を解析します。要求を受信すると、処理されたデータ
が応答をフォーマットしてクライアント・アプリケーションに戻すため OPIに渡されます。

サーバーサーバーサーバーサーバー /サーバー間の対話サーバー間の対話サーバー間の対話サーバー間の対話
分散トランザクションを実行するために 2つのサーバーが通信する場合、サーバーはクライ
アント・アプリケーションとして機能します。 サーバーには、ネットワーク・プログラム・ネットワーク・プログラム・ネットワーク・プログラム・ネットワーク・プログラム・
インタフェース（インタフェース（インタフェース（インタフェース（Network Program Interface: NPI））））と呼ばれるサーバー専用の OCIバー
ジョンがあります。NPIインタフェースは、OCIがクライアントに対して実行する機能をす
べて実行でき、調整サーバーが追加サーバーに対する SQL要求を構築できるようにします。

ディレクトリ・サーバーに接続しているクライアントのスタッディレクトリ・サーバーに接続しているクライアントのスタッディレクトリ・サーバーに接続しているクライアントのスタッディレクトリ・サーバーに接続しているクライアントのスタッ
ク通信ク通信ク通信ク通信

LDAP準拠のディレクトリ・サーバーにアクセスするクライアントは、図 3-3に示すよう
に、新たに追加される LDAPレイヤーを通じてディレクトリに到達します。 ディレクトリ・
サーバーは、従来のクライアント・スタックを通じて情報を戻します。
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JDBCクライアントのスタック通信
図図図図 3-3  通常のクライアントと通常のクライアントと通常のクライアントと通常のクライアントと Net8 LDAPクライアントの通信スタック比較クライアントの通信スタック比較クライアントの通信スタック比較クライアントの通信スタック比較

JDBCクライアントのスタック通信クライアントのスタック通信クライアントのスタック通信クライアントのスタック通信
Oracleの Java Database Connectivity（JDBC）ドライバを利用すると、Javaプログラムは
Oracleデータベースにアクセスできます。 Oracleには、2つの JDBCドライバが用意されて
います。
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JDBCクライアントのスタック通信
� JDBC/OCIは、Oracleの Level 2 JDBCドライバです。 これは、クライアント /サーバー
型 Javaアプリケーションのプログラマと、Javaベースの中間層の開発者を対象として
います。JDBC/OCIドライバは、JDBCの呼び出しをOracle Call Interface（OCI）の呼
び出しに変換します。変換された呼び出しは、Net8を通して Oracleデータベース・
サーバーに送信されます。

� Thin JDBCドライバは、Oracleの Level 4ドライバです。 これは、Javaアプレットおよび
Javaアプリケーションの開発者を対象に設計されています。JDBCドライバは、Javaソ
ケットを通して Oracleデータベース・サーバーに直接接続を確立します。データベー
スへのアクセスは、Two-Task Common（TTC）と Net8の軽量実装に支援されます。

JDBCクライアント通信スタック内のレイヤーは、図 3-4に示すように、標準の Oracle通信
スタックのレイヤーに類似しています。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle8i JDBC開発者ガイドおよびリファレンス』
3-10 Oracle8i Net8管理者ガイド



JDBCクライアントのスタック通信
図図図図 3-4  通常のクライアントと通常のクライアントと通常のクライアントと通常のクライアントと JDBCクライアントの通信スタッククライアントの通信スタッククライアントの通信スタッククライアントの通信スタック

JDBC/OCIクライアント・スタックは、標準的な Net8クライアント・スタックに類似して
います。Thin JDBCクライアント・スタックには、別にインプリメントされた類似コンポー
ネントがあります。Javaクライアント・アプレット /サーバーのトランザクションでは、情
報が次のレイヤーを通過します。

� DBAccess Interface

� JavaTTC

� JavaNet

注意注意注意注意 : サーバー側のスタックは、3-5ページの図 3-2と同じです。
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JDBCクライアントのスタック通信
� TCP/IPプロトコル

DBAccess Interface
Java DBAccess Interfaceレイヤーを利用すると、クライアントは、標準的なクライアント通
信スタックにおける Oracleコール・インタフェース（OCI）の場合と同様に SQLセッショ
ンを開始できます。

JavaTTC
JavaTTCは Javaクライアントとデータベース間で情報を交換する際に必要な、Two-Task 
Common（TTC）の実装のサブセットを提供します。JavaTTCは次の動作を行います。 

� プロトコルのバージョンとデータ型を折衝する

� Javaクライアントとサーバー間でキャラクタ・セットの変換が必要がどうかを判断する

� SQL文を実行する

JavaNet
JavaNetは JDBCクライアントが Oracleデータベースに接続できるよう通信基盤を提供しま
す。 Net8における NI、NR/NN/NAおよび TNSに相当します。

� 通信インタフェース － JavaTTCと他のネットワーク・レイヤー間のインタフェースを
提供します。標準クライアント通信スタックにおける NIと同様に働きます。

� アドレッシング － Net8の接続先アドレスを処理します。標準クライアント通信スタッ
クにおける NNと同様に働きます。 

� Java NS － TCP/IPに対する共通のインタフェースを提供し、サーバーまたは接続先の
位置（オープン、、、、クローズの各機能）、接続時に 1つ以上のプロトコルを必要とするか
どうか（オープン、、、、クローズの各機能）、クライアントとサーバー間の割込みをそれぞ
れの機能に基づいて処理する方法（送信、受信の各機能）など、マシン・レベルの一般
的な接続に関する問題をすべて解決します。 

� Java Sockets － Java NSと TCP/IP間の接続を提供します。

TCP/IPプロトコルプロトコルプロトコルプロトコル
TCP/IPプロトコル － Java NSは TCP/IPを使用するため、TCP/IP上でしか動作しません。

図 3-5は、Javaクライアント・アプレットと Oracleデータベース間の通信スタックを示し
たものです。
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Oracle8i JServerクライアントのスタック通信
図図図図 3-5  JDBC環境における環境における環境における環境における Java クライアントとサーバーの通信スタッククライアントとサーバーの通信スタッククライアントとサーバーの通信スタッククライアントとサーバーの通信スタック

Oracle8i JServerクライアントのスタック通信クライアントのスタック通信クライアントのスタック通信クライアントのスタック通信
Oracle8iでは、Oracle8i JServerによって Javaをサポートしています。 Oracle8i JServerのサ
ポート対象には、Javaストアド・プロシージャ、JDBC、SQLJ、Common Object Request 
Broker Architecture（CORBA）および Enterprise JavaBeans（EJB）があります。

注意注意注意注意 : JDBCクライアントは、『Oracle8i JDBC開発者ガイドおよびリ
ファレンス』で説明するように、ディレクトリ・ネーミング（directory 
naming）を使用するよう構成できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle8i JServerの概要については、『Oracle8i Java開発者ガ
イド』を参照してください。
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Oracle8i JServerクライアントのスタック通信
Oracle8i JServerでは、Java Virtual Machine（VM）要求に対して General Inter-Orb 
Protocol（GIOP）プレゼンテーションをサポートしています。 GIOPは、Java VM中の
Enterprise JavaBeansおよび CORBA Serversにアクセスしているクライアントが使用しま
す。

図 3-6に示すように、EJBクライアントおよび CORBAクライアントは、標準の Net8クライ
アント・スタックとは異なる通信スタックを使用します。 差異は次のとおりです。

� プレゼンテーション・レイヤーとしての GIOP

� セッション・レイヤーを使用しない

図図図図 3-6  通常の通常の通常の通常の Net8 クライアントとクライアントとクライアントとクライアントと Oracle8i JServerクライアントの通信スタック比較クライアントの通信スタック比較クライアントの通信スタック比較クライアントの通信スタック比較

サーバー側では、通常の Net8接続で必要とされる多くの Net8通信レイヤーを必要としませ
ん。かわりにサーバー側では、TCP/IPのネットワーク・プロトコルと TCP/IPまたは SSL
付き TCP/IPの Oracleプロトコルを必要とします。 Net8が必要とするコンポーネントは、
ネットワーク・セッション（Network Session: NS）のみです。図 3-7は、クライアントと
Oracleデータベース内の Oracle8i JServerオプション間の通信スタックを示したものです。
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Oracle8i JServerクライアントのスタック通信
図図図図 3-7  Oracle8i JServer環境でのクライアント環境でのクライアント環境でのクライアント環境でのクライアント /サーバー通信スタックサーバー通信スタックサーバー通信スタックサーバー通信スタック

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� EJBアプリケーションおよび CORBAアプリケーションに対するクラ
イアント接続の構成については、『Oracle8i Enterprise JavaBeansと
CORBA開発者ガイド』を参照してください。

� Javaストアド・プロシージャに対するクライアント接続の構成につい
ては、『Oracle8i Javaストアド・プロシージャ開発者ガイド』を参照
してください。
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Oracle8i JServerクライアントのスタック通信
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Net8製品およびツ
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Net8製品およびツール製品およびツール製品およびツール製品およびツール

この章では、Net8について紹介し、その主なアプリケーション、機能および機能性の概要
を示します。内容は次のとおりです。 

� Net8 Client

� Net8 Server

� Oracleプロトコル

� Oracle Connection Manager

� Oracle Names

� 外部ネーミング・サービス

� 認証方式（authentication method）

� Oracle Advanced Security

� 管理ツール

注意注意注意注意 : 製品が使用できるかどうかは、インストールの種類やオペレー
ティング・システムによって異なります。 詳細は、使用しているオペレー
ティング・システムに固有のドキュメントを参照してください。
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Net8 Client
Net8 Client
Net8 Clientを使用すると、データベースへのクライアント接続がネットワークを介してでき
るようになります。クライアント側アプリケーションから Net8に送られた接続要求は、
ネットワークを経由してサーバーに渡されます。 

Net8 Server
Net8 Serverを使用すると、リスナーは、ネットワーク上のクライアント側アプリケーショ
ンの接続を、プロトコルを介して受け入れることができます。 

Oracleプロトコルプロトコルプロトコルプロトコル
Oracleでは、次のプロトコルがサポートされています。

� TCP/IP

� SSL付き TCP/IP

� SPX

� Named Pipes

� LU6.2

� Bequeath

TCP/IP
Transmission Control Protocol/Internet Protocol（TCP/IP）は、ネットワークを介したクラ
イアント /サーバー対話に使用される、事実上標準のイーサネット・プロトコルです。 
TCP/IPにより、クライアント上の Oracleアプリケーションは、TCP/IPを介してリモート
の Oracleデータベースと通信できるようになります（TCP/IPを使用したネットワーク通信
をサポートするホスト・システム上で Oracleデータベースが動作している場合）。

SSL付き付き付き付き TCP/IP
Secure Sockets Layer（（（（SSL））））プロトコル付き TCP/IPにより、クライアント上の Oracleア
プリケーションは、SSL付き TCP/IPを介してリモートの Oracleデータベースと通信できる
ようになります（TCP/IPおよび SSLを使用したネットワーク通信をサポートするホスト・
システム上で Oracleデータベースが動作している場合）。 SSL付き TCP/IPを使用するため
には、Oracle Advanced Securityが必須となります。

SSLは、証明書や秘密鍵などの認証データを Oracle Walletに格納します。 クライアントが
サーバーと Net8接続を開始すると、SSLは（証明書を使用して）両者間のハンドシェイク
を実行します。ハンドシェイクの実行中、次の処理が行われます。
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Oracleプロトコル
� クライアントとサーバーは、交換するメッセージに適用するための認証、暗号化方法お
よびデータ整合性タイプのセットである Cipher Suiteについてネゴシエーションを行い
ます。

� 使用する構成によっては、サーバーはクライアントの公開鍵で暗号化したメッセージに
サーバー自身の証明書を入れてクライアントに送信します。サーバーは、この同じメッ
セージを使用して、クライアントの証明書を送るように要求する場合もあります。クラ
イアントは、それ自身の秘密鍵を使用してこのメッセージの暗号化を解除し、サーバー
の証明書に認証局のシグネチャがあることを確認します。 

� 必要に応じてクライアントは、このユーザーの証明書を Oracleサーバーに送信します。
証明書によって、ユーザーの情報が正しいことと、公開鍵が実際にそのユーザーのもの
であることが保証されます。 サーバーはこのユーザーの証明書を調べて、認証局のシグ
ネチャがあることを確認します。

SPX
Sequenced Packet Exchange（SPX）プロトコルでは、SPX/IPXを使用するネットワーク上
でクライアント /サーバー対話が可能です。クライアント上の Oracleアプリケーションは
SPX/IPXを介してリモートの Oracleデータベースと通信できるようになります（Oracle
データベースが、SPX/IPXを使用したネットワーク通信をサポートするホスト・システム上
で実行されている場合）。このプロトコルは、Novellの NetWareで広く使用されています。 

Named Pipes
Named Pipesプロトコルプロトコルプロトコルプロトコルは、クライアント /サーバー（分散アプリケーション）間でプロ
セス間通信を提供する高水準のインタフェースです。一方のプロセス（サーバー側アプリ
ケーション）でパイプを作成し、他方のプロセス（クライアント側）が名前を使用してオー
プンします。これによって互いに、一方が書き込む情報を他方が読み取ることができます。
Named Pipesは、特に PC LAN環境で使用することを念頭に設計されています。 

Named Pipesでは、Named Pipesを使用するネットワーク上でクライアント /サーバー対
話が可能です。クライアント上の Oracleアプリケーションは Named Pipesを介してリモー
トの Oracleデータベースと通信できるようになります（Oracleデータベースが、Named 
Pipesを使用したネットワーク通信をサポートするホスト・システム上で実行されている場
合）。

LU6.2
Logical Unit Type 6.2（LU6.2）プロトコルは、IBM Advanced Program-to-Program 
Communication（APPC）アーキテクチャの一部を構成しています。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』
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Oracle Connection Manager
APPCは、IBMの peer-to-peer（プログラム間）プロトコルで、System Network 
Architecture（SNA）ネットワークで使用します。SNAは、国際標準化機構（ISO）が策定
した Open Systems Interconnect（OSI）モデルに類似した IBMの参照モデルです。

APPCアーキテクチャでは、（端末 /ホスト間プロトコルのように）クライアントで端末エ
ミュレーションを実行することなく、SNAネットワークを介してクライアントとホストが
通信できます。APPCアーキテクチャでは peer-to-peer通信が可能なため、サーバーとの通
信をクライアント側から開始できます。

LU6.2プロトコルと Physical Unit Type 2.1（PU2.1）プロトコルを使用する SNAネットワー
クでは、APPCが提供されます。LU6.2プロトコルは 2つのアプリケーション・プログラム
間のセッションを定義します。LU6.2は、製品に依存しないタイプの LUです。

LU6.2を使用すると、PC上の Oracleアプリケーションは Oracleデータベースと通信できる
ようになります。この通信は、SNAネットワークを介して、APPCをサポートするホスト・
システム上で動作する Oracleデータベースとの間で発生します。

Bequeath
Bequeathプロトコルプロトコルプロトコルプロトコルを使用すると、サーバーと同じマシン上に存在するクライアントは、
リスナーを使用せずにデータベースから情報を取り出すことができます。 Bequeathプロトコ
ルでは、専用サーバー・プロセスがクライアント・アプリケーションごとに内部で生成され
ます。ある意味で bequeathプロトコルは、リモートのネットワーク・リスナーが接続を処
理するのと同じ方法でローカルの接続を処理します。 

Bequeathプロトコルは、ローカル接続で使用します。この接続では、SQL*Plusなどの
Oracleクライアント・アプリケーションが、同じマシン上で動作している Oracleサーバー
と通信します。

Oracle Connection Manager

Oracle Connection Managerは、クライアント接続要求をその次のホップに送るか、または
直接データベース・サーバーに送る際の経路となるルーターの役割を果たします。
Connection Managerを介して接続要求を送信するクライアントは、送信後、その
Connection Managerで構成された接続集中化、Net8アクセス制御、複数プロトコル・サ
ポートの各機能を利用できます。

注意注意注意注意 : Oracle Connection Managerは、Oracle8i Enterprise Editionをイ
ンストールすると使用できるようになります。
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Oracle Connection Manager
Oracle Connection Managerプロセスプロセスプロセスプロセス
Oracle Connection Managerは、クライアントからの着信要求のリスニングを行って、 宛先
サービスへの接続要求を開始します。 Oracle Connection Managerは、次の 2つのプロセス
との連携により、これらのタスクを実行します。

プロセスプロセスプロセスプロセス 説明説明説明説明

CMGW（Oracle 
Connection Managerゲー
トウェイ・プロセス）

Oracle Connection Managerのハブとして機能するゲートウェイ・
プロセスです。このプロセスは、次の役割を担います。

� CMADMINプロセスへの登録。

� 着信接続要求のリスニング。デフォルトでは、TCP/IP、ポー
ト 1630でリスニングします。

� クライアントのリスナーに対する接続要求の開始。

� クライアントとサーバー間のデータ中継。

� Oracle Connection Manager制御ユーティリティ（CMCTL）に
よって開始された要求への応答。

CMADMIN（Oracle 
Connection Manager管理
プロセス）

CMADMINは、Oracle Connection Managerの管理上の問題点すべ
てに対して責任を果たすマルチスレッド・プロセスです。このプロ
セスは、次の役割を担います。

� CMGW登録の処理。

� 1つ以上のデータベース・インスタンスをサービスする全リス
ナーの識別。

� CMGWとリスナーに関するソース・ルート・アドレス情報の
登録。

� Oracle Names サーバーに登録されたリスナーの監視。および、
ソース・ルート・アドレス。

� Oracle Names サーバーの検索。

� SQL*Net 2.xクライアントおよびNet8.xクライアントについて、
Oracle Names サーバーでのアドレス情報のメンテナンス。

� Oracle Names サーバーへ要求を定期的に送信して、Oracle 
Names サーバーの、使用可能なサービスについてのキャッ
シュを更新。

� CMCTLによって開始された要求への応答。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  CMCTLの使用については、A-77ページの「Oracle 
Connection Manager制御ユーティリティ（CMCTL）」を参照してくださ
い。
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Oracle Connection Manager
接続集中化接続集中化接続集中化接続集中化
Oracle Connection Managerを使用すると、マルチスレッド・サーバー接続先に対する単一
トランスポート・プロトコル接続を介して、複数のクライアント・ネットワーク・セッショ
ンを多重化または集中化できます。 

集中化では、サーバーが着信要求に使用する接続終点の数を少なくすることにより、2つの
プロセス間で複数の接続を維持するために必要なリソースを削減します。このため、サー
バーが処理できるネットワーク・セッションの総数を増加できます。複数の Connection 
Managerを使用して、数千のユーザーを同時にサーバーに接続できます。

図 4-1は、接続集中化の様子を示しています。

図図図図 4-1  Oracle Connection Managerによる接続集中化による接続集中化による接続集中化による接続集中化 

Net8アクセス制御アクセス制御アクセス制御アクセス制御
Oracle Connection Managerには、TCP/IP環境で指定されたサーバーへのクライアント・
アクセスを制御するときに使用できる機能も含まれています。次の基準に基づいて、サー
バーへの特定のクライアント・アクセスを可能にするか、または制限するフィルタリング・
ルールを設定できます。

� クライアントのソース・ホスト名または IPアドレス

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 構成に関する情報は、8-25ページの「接続集中化機能の使用」
を参照してください。
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Oracle Connection Manager
� サーバーの接続先ホスト名または IPアドレス

� 接続先データベース・サービス名

Net8 Firewall Proxy
Net8 Firewall Proxyを提供しているファイアウォール・ベンダーもあります。これは、アプ
リケーションのプロキシを必要とするファイアウォールにインストールされます。 Net8 
Firewall Proxyには、Oracle Connection Managerと同じアクセス制御機能があります。

複数プロトコル・サポート複数プロトコル・サポート複数プロトコル・サポート複数プロトコル・サポート
Oracle Connection Managerでは、複数プロトコルもサポートされています。これにより、
クライアントとサーバーは、異なるネットワーク・プロトコルで相互に通信できます。この
機能は、SQL*Netバージョン 2 Oracle MultiProtocol Interchangeですでに実現している機能
を置換したものです。

Net8は、インストールおよびサポートが可能な限り多くのネットワーク・プロトコル・ス
タックを横断できます。実際に、サポートされるネットワーク・プロトコル数の制限は、特
定のノードのハードウェア、メモリーおよびオペレーティング・システムにある制限のみで
す。

図 4-2は、SPXネットワーク内のクライアントが、Oracle Connection Managerを介して
TCP/IPトランスポート上のサーバーにそのクライアントのネットワーク・セッションを送
る様子を示しています。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  構成に関する情報は、8-31ページの「Net8アクセス制御の使
用」を参照してください。

注意注意注意注意 : Net8 Firewall Proxyがサポートされているかどうかは、ファイア
ウォールのベンダーに問い合せてください。
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Oracle Names
図図図図 4-2  Oracle Connection Managerによる複数プロトコル・サポートによる複数プロトコル・サポートによる複数プロトコル・サポートによる複数プロトコル・サポート 

Oracle Names
Oracle Namesは、グローバルなクライアント /サーバー・コンピューティング・ネット
ワークを簡単に設定、管理できるように開発された Oracle環境用分散ネーミング・サービ
スです。

この項の内容は、次のとおりです。

� 概要

� 管理リージョン

� ドメイン

� データ・リポジトリとしての Oracle Names

� Oracle Names サーバーに格納されるデータ

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  構成に関する情報は、8-28ページの「複数プロトコル・サ
ポートの使用」を参照してください。
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Oracle Names
� ネットワーク・コンポーネントの編成およびネーミング

� 管理責任を分散する複数のリージョンの使用

� Oracle Namesのバージョン間の相違

� 検出の理解

概要概要概要概要
Oracle Namesは、ディレクトリ・サービスのように連携して動作する Oracle Namesサーサーサーサー
バーバーバーバーの統合システムを作成およびメンテナンスします。 このシステムは、ネットワーク上の
すべてのサービスのアドレスを格納し、接続が必要なクライアントに対してそのアドレスを
使用できるようにします。 

電話をかける人が電話番号を調べるために電話番号案内を利用するように、Oracle Names
を使用するよう構成されたクライアントは、その接続要求を Oracle Names サーバーに照会
します。 Oracle Names サーバーは、クライアントから示されたサービス名をネットワーク・
アドレスに解決しようとします。 Oracle Names サーバーは、ネットワーク・アドレスを検出
すると、その情報をクライアントに戻します。こうしてクライアントはサービスに接続する
ためにそのアドレスを使用できます。

図 4-3は、クライアントとサーバー間の接続の確立を支援する Oracle Namesの動作を示し
ています。 

1. データベースは、そのサービスを Oracle Names サーバーに登録します。

2. クライアントは、サービスをネットワーク上に見つけるため Oracle Names サーバーに
接続してネットワーク・アドレスを取り出します。

3. クライアントは、その後、対象のサービスに自動的に接続されます。
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図図図図 4-3  Oracle Names

管理リージョン管理リージョン管理リージョン管理リージョン
大半のネットワークには、1つの管理中心点、すなわち、1つの管理リージョン管理リージョン管理リージョン管理リージョン
（（（（administrative region））））があります。管理リージョンは、ネットワークのサービスを管理
する Oracle Names サーバーの集まりです。接続情報はすべて、単一のデータ・リポジトリ
に格納されます。データ・リポジトリには、サービス名を解釈する権限があります。管理
リージョン内のすべての Oracle Names サーバーは、このデータ・リポジトリから情報を問
い合せます。管理リージョンが格納のためにデータベースを使用する場合、1つの管理リー
ジョンに対して 1つのデータベースが存在します。Oracle Names サーバーの数に制限はあ
りません。Oracle Namesは、1つ以上の管理リージョンをサポートします。

複数のデータ・センターと多数の Oracleインスタンスが存在する大規模な企業環境では、
複数管理リージョンの利用が選択されています。これにより、各データ・センターは、その
センター専用の環境でサービスを独自に定義、管理できます。同時に、すべてのサービス・

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  構成に関する情報は、6-43ページの「Oracle Namesメソッ
ドの構成」を参照してください。

クライアント�

データベース�
Oracle

Names Server

23
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Oracle
Names 
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アドレスは、環境全体のすべてのクライアントに対して継続的に使用可能となります。
Oracle Names サーバーは、外部の管理リージョンにあるクライアントから適切な Oracle 
Names サーバーに対して、名前解決要求を透過的に送ります。 

ドメインドメインドメインドメイン
ドメイン（ドメイン（ドメイン（ドメイン（domain）））） は、マシンおよびネットワーク・サービスの論理グループです。 各ドメ
インの中では、すべての名前が一意である必要があります。ただし、異なるドメイン間では
名前が重複してもかまいません。

管理リージョンには 1つ以上のドメインがあり、これにより管理責任が分割されます。 

ネットワーク・ドメインは、階層的なものであるという点で、多くのオペレーティング・シ
ステムで使用されているファイル・ディレクトリに似ています。ただし、ファイル・システ
ムと違い、ネットワーク・ドメインはデータベースまたはネットワーク内の他のオブジェク
トの物理的配置に対応している場合としていない場合があります。ネットワーク・ドメイン
は、名前空間の矛盾を防ぐために開発された名前空間にすぎません。

データ・リポジトリとしてのデータ・リポジトリとしてのデータ・リポジトリとしてのデータ・リポジトリとしての Oracle Names
Oracle Names サーバーのデータは、リージョン内の全 Oracle Names サーバー間にある継続
レプリケーションを通じて、または共通の Oracleデータベースで書込み /読込みを行うこ
とによって更新されます。

全サービスが動的に登録されている比較的小規模なワークグループ環境では、管理者は個々
の Oracle Names サーバーすべてに対しデータを継続的にレプリケートする Oracle Names 
サーバーを構成できます。 リスナーが新しいサービスを登録すると、そのサービスに関する
情報が管理リージョン内のその他の Oracle Names サーバーに即座に渡されます。

一方、大規模な環境の管理者は、通常、リージョン・データベース（リージョン・データベース（リージョン・データベース（リージョン・データベース（region database））））と呼
ばれる単一の Oracleデータベース内に登録データを格納します。リージョン・データベー
スは、Oracle Names情報を格納するテーブルで構成されます。 Oracleデータベースをリポ
ジトリとして使用するように Oracle Names サーバーが構成されている場合、すべてのサー
ビス登録内容がそのデータベースに書き込まれます。 所定の管理リージョンにある各 Oracle 
Names サーバーは、リージョン・データベースについて更新された登録内容の有無を定期
的にポーリングします。この方法によって、所定の管理リージョン内にある全 Oracle 
Names サーバーに、新しい登録が適切な時期に伝達されます。 同時に、Oracle Names サー
バー同士が直接交信する必要がなくなり、高い信頼性が確保されます。

注意注意注意注意 : 似ているように見えますが、Oracleのネットワークのドメインと
Domain Name System（DNS）の名前空間とは完全に独立しています。便
宜的に、Oracleネットワーク内に DNSディレクトリ構造を反映するよう
に選択できます。
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Oracle Names サーバーに格納されるデータサーバーに格納されるデータサーバーに格納されるデータサーバーに格納されるデータ
Oracle Names サーバーに格納されるデータの型を次に示します。

データデータデータデータ 説明説明説明説明

グローバル・データベース名
およびアドレス

Oracle Names サーバーは、グローバル・データベース名（デー
タベース名およびドメイン）およびアドレスなどのデータベース
に関する情報をリスナーから取り出します。 アドレスは、
listener.oraファイルに構成されます。また、グローバル・
データベース名はデータベースの起動時に登録されるか、
listener.oraファイルに静的に構成されます。 この情報を登録
する必要はありません。

その他の Oracle Names サー
バーの名前およびアドレス

Oracle Names サーバーには、同じ管理リージョン内にあるすべ
ての Oracle Names サーバーの名前およびアドレスが格納されま
す。ネットワーク内に複数の管理リージョンが存在する場合、
Oracle Names サーバーには、ルート管理リージョンとその直属
の各サブリージョンに存在する 1つ以上の Oracle Names サー
バーの名前およびアドレスが格納されます。この情報を登録する
必要はありません。

ネット・サービス名 NAMESCTL制御ユーティリティや Oracle Net8 Assistantを使用
してネット・サービス名を登録すると、Oracle Names サーバー
にこれらの名前が格納されます。Oracle Names サーバーには、
非 Oracleデータベースおよび Oracle Rdbデータベースへのゲー
トウェイも格納されます。
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グローバル・データベース・
リンク

データベース・リンクデータベース・リンクデータベース・リンクデータベース・リンクを使用すると、データベース間の通信が可
能になります。データベース・リンクの名前は、リンクが指す
データベースのグローバル・データベース名と同じです。通常、
1つのデータベースにはデータベース・リンクは 1つしか存在し
ません。

次のタイプのデータベース・リンクが作成できます。

� データベースの特定のスキーマにあるプライベート・デープライベート・デープライベート・デープライベート・デー
タベース・リンク（タベース・リンク（タベース・リンク（タベース・リンク（private database link））））。プライベー
ト・データベース・リンクの所有者のみが使用できます。

� データベースのパブリック・データベース・リンクパブリック・データベース・リンクパブリック・データベース・リンクパブリック・データベース・リンク
（（（（public database link）））） 。そのデータベースのすべてのユー
ザーが使用できます。

� Oracle Names サーバー内のグローバル・データベース・グローバル・データベース・グローバル・データベース・グローバル・データベース・
リンク（リンク（リンク（リンク（global database link））））。ネットワーク内のすべて
のユーザーが使用できます。

Oracle Namesはリスナーからグローバル・データベース名を取
り出すため、グローバル・データベース名であるグローバル・
データベース・リンクは Oracle Names サーバーに自動的に登録
されます。したがって、この情報を登録する必要はありません。

グローバル・データベース・リンクに対するユーザー名とパス
ワードからなる資格証明は、Oracle Net8 Assistatntを使用して
Oracle Names サーバーに登録できます。 これらのグローバル・
データベース・リンクには、Net8 Assistantを使用して定義され
たリンク修飾子を追加できます。 

グローバル・データベース・リンクは、個々のユーザーが作成し
たプライベート・データベース・リンクやパブリック・データ
ベース・リンクによって置き換えられることがあります。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle8i分散システム』

別名 Oracle Names サーバーには、定義済のネット・サービス名、
データベース・サービスまたはグローバル・データベース・リン
クに対する別名または代替サービス名が格納されます。別名は、
NAMESCTL制御ユーティリティまたは Oracle Net8 Assistantを
使用して Oracle Names サーバーに登録されます。

Oracle Connection Manager Oracle Names サーバーには、ネットワーク上に存在するすべて
の Oracle Connection Managerの名前およびリスニング・アドレ
スが格納されます。この情報を登録する必要はありません。

データデータデータデータ 説明説明説明説明
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ネットワーク・コンポーネントの編成およびネーミングネットワーク・コンポーネントの編成およびネーミングネットワーク・コンポーネントの編成およびネーミングネットワーク・コンポーネントの編成およびネーミング
Oracle Namesを使用する場合、ネットワーク化された環境にあるデータベースなどのオブ
ジェクトには、ネットワーク内で名前が重複しないような方法でネーミングする必要があり
ます。ネットワーク内のオブジェクトをネーミングする基本モデルは 2つあります。

� シングル・ドメイン・モデル

� 階層ネーミング・モデル

シングル・ドメイン・モデルシングル・ドメイン・モデルシングル・ドメイン・モデルシングル・ドメイン・モデル
ネットワークが小規模で名前の重複がない場合は、シングル・ドメイン・ネーミング・モデ
ルを使用するのが有効です。図 4-4は、シングル・ドメイン名 .WORLDを使用した、一般
的なフラット・ネーミング構造を示しています。

図図図図 4-4  シングル・ドメイン・ネーミング・モデルシングル・ドメイン・ネーミング・モデルシングル・ドメイン・ネーミング・モデルシングル・ドメイン・ネーミング・モデル

この環境では、データベース・サービス名に拡張子 .WORLDが自動的に付けられます（た
とえば、PROD.WORLD、FLIGHTS.WORLDなど）。

階層ネーミング・モデル階層ネーミング・モデル階層ネーミング・モデル階層ネーミング・モデル
階層ネーミング・モデルは、名前を階層構造に分割して、ネットワークの規模拡張に備えた
り、名前の独立性を高めることができます。 このタイプのネーミング・モデルでは、異なる
ドメインに同じ単純名を持つ複数のデータベースを実現できます。 

図 4-5は、（ROOT）ドメイン、ACMEドメイン、US.ACMEドメイン、EUROPE.ACMEド
メインおよび ROW.ACME（Rest of World）ドメインで構成されるドメインの階層構造を示
しています。

FLIGHTS

PROD
FOOD

ART
TAXES

WEATHER

..worldドメイン
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図図図図 4-5  階層ネーミング・モデル階層ネーミング・モデル階層ネーミング・モデル階層ネーミング・モデル

図 4-5で、WEATHERと HISTORYはどちらも 2つありますが、名前は一意です（すなわ
ち、HISTORY.ROW.ACMEとHISTORY.EUROPE.ACME）。

デフォルト・ドメインデフォルト・ドメインデフォルト・ドメインデフォルト・ドメイン  デフォルト・ドメインは、クライアントの名前要求の大半を処理す
るドメインです。通常、これはクライアントが存在するドメインですが、クライアントが最
も頻繁にサービスを要求する別のドメインを指定することもできます。クライアントがデ
フォルト・ドメイン内のネットワーク・サービスを要求するときは、サービスの単純な未修
飾名を使用して、つまりドメイン名を指定しないでサービスを要求できます。文字 "."を含
まない名前をユーザーが要求すると、要求したデータベース・サービス名またはデータベー
ス・リンク名に、デフォルト・ドメイン名が自動的に追加されます。

たとえば、クライアントはデフォルト・ドメインの EUROPE.ACME.COMで構成されます。
クライアントがサービス名 "WINE"を図 4-5で要求すると、要求した名前にデフォルト・ド
メイン名 EUROPE.ACME.COMが付加されるので、名前はWINE.EUROPE.ACME.COMと
なります。

複数のドメイン複数のドメイン複数のドメイン複数のドメイン  複数のドメインは、一連の親子関係で、ルート・ドメイン（階層内の最高
レベルのドメイン）に階層的に関連付けられています。たとえば、ルートの下にはいくつか
のドメインがあり、その 1つを COMと呼びます。COMドメインの下にはいくつかのドメ
インがあり、その 1つを ACMEと呼びます。ACMEドメインの下には、いくつかのドメイ
ン（USや EUROPEなど）があります。

CURRENCY

WINE

FOOD

ART

HISTORY

ACME

EUROPE

DEATH

LAW

LIFE

TAXES

WEATHER

US

HISTORY

WEATHER

PASSPORTS

MODELS

FLIGHTS

ROW

ルート・ドメイン�

ドメイン�

ドメイン内の�
名前�
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管理責任を分散する複数のリージョンの使用管理責任を分散する複数のリージョンの使用管理責任を分散する複数のリージョンの使用管理責任を分散する複数のリージョンの使用
Oracle Namesを使用していて、かつネットワークが大規模であるか、または地理的に広く
分散している場合は、管理リージョンを複数にすることを選択できます。たとえば、ネット
ワークにアメリカとヨーロッパの両方が含まれている場合、そのネットワークについて管理
上の判断をローカルに下すことが必要な場合があります。リージョンを再分割するには、親
から子またはサブリージョンに、リージョンとドメインを委任する必要があります。

管理リージョンを委任するには、それぞれの管理リージョンが 1つ以上の異なるドメインを
制御するように階層ネーミング・モデルの適用が必要です。

複数の管理リージョンを持つネットワークは、1つのルート管理リージョン（ルート管理リージョン（ルート管理リージョン（ルート管理リージョン（root 
administrative region））））と 1つ以上の委任管理リージョン（委任管理リージョン（委任管理リージョン（委任管理リージョン（delegated administrative 
region））））で構成されます。

ルート管理リージョンルート管理リージョンルート管理リージョンルート管理リージョン
ルート管理リージョンには、 ルート・ドメイン（ルート・ドメイン（ルート・ドメイン（ルート・ドメイン（root domain））））が含まれます。ルート管理
リージョンには次の情報が含まれています。

� ルート・リージョン内の Oracle Names サーバー。

� このリージョンで管理されるドメイン。ルート・ドメインが必ず含まれ、他のドメイン
が含まれる場合もあります。

� 委任管理リージョンの Oracle Names サーバー。 ルートの直属の子リージョンの役割を
果たす代替リージョンにあるドメインおよび Oracle Names サーバーのアドレス。

� ルート・リージョンのデータ定義。 ルート管理リージョンに関連するすべてのデータ
ベース・サービス名、データベース・リンクおよび別名。

委任管理リージョン委任管理リージョン委任管理リージョン委任管理リージョン
管理リージョンは、ネーミング・モデルの階層の最高位から、その他の下位ドメインに至る
まで委任できます。たとえば、ドメイン数が 10のネットワークでは、1～ 10の管理リー
ジョンで構成できます。

ルート以外の管理リージョンはすべて、階層構造内でルートと直接または間接的に連結して
いる委任リージョンです。 

注意注意注意注意 : SQL*Netと Oracle Namesの旧リリースでは、ドメインが 1つの
みのネットワークは、デフォルトで .worldと呼ばれていました。これは
Net8と Oracle Namesバージョン 8の要件ではありませんが、旧リリース
からのデータベースをすべて改名することを避け、下位互換性を維持する
ために同じ規約を保つことができます。
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図 4-6は、5つのドメインおよび 3つの管理リージョンを持つネットワークを示しています。
3つの管理リージョンは、ルートである ACMEと、2つの委任リージョン（ROW、ASIA）
です。

図図図図 4-6  委任管理リージョン委任管理リージョン委任管理リージョン委任管理リージョン

ACME

EUROPE

US

ROW

ルート・ドメイン�

ルート管理リージョン�

委任管理リージョン�

ASIA
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ルートの下の委任管理リージョンルートの下の委任管理リージョンルートの下の委任管理リージョンルートの下の委任管理リージョン
ルートの下の管理リージョンはすべて委任管理リージョンです。 委任管理リージョンは、
ルート管理リージョンなどの他のリージョンから、ドメインの管理責任を受け取ります。委
任管理リージョンには次の情報が含まれています。

� リージョン内のすべての Oracle Names サーバーとドメイン。

� この管理リージョンの子リージョン内のドメインと Oracle Names サーバーのアドレス。

� ルート・リージョン内の Oracle Names サーバーのアドレス。このデータによって、委
任リージョン内の Oracle Names サーバーが（ルート・リージョンを介して）他のリー
ジョンと交信することができます。

� データ定義。 このローカル（委任）管理リージョン内のすべてのドメインに対するすべ
てのデータベース・サービス名、データベース・リンクおよび別名。

Oracle Namesのバージョン間の相違のバージョン間の相違のバージョン間の相違のバージョン間の相違
現在の Oracle Namesは、以前のバージョンと大きく異なります。

� Oracle Namesバージョン 1

� Oracle Namesバージョン 2

� Oracle Namesバージョン 8（このリリース）

Oracle Namesバージョンバージョンバージョンバージョン 1
Oracle Namesバージョン 1では、管理者は Oracle Network Managerを使用して Oracle 
Namesを構成し、すべてのトポロジー・データをデータベースに格納していました。リー
ジョン内の Oracle Names サーバーはすべて同じデータベースにアクセスするため、サー
バー間で同じ情報が共有されます。 

クライアントには、sqlnet.oraファイルで指定された優先優先優先優先 Oracle Namesサーバーサーバーサーバーサーバー
（（（（Preferred Oracle Names Server））））のリストがあります。 このリストはユーザーによって作
成され、接続する Oracle Namesの優先順位を表します。リストの先頭にある Oracle Names 
サーバーが、最初にクライアントから接続されます。 

Preferred Oracle Names サーバーは、現在でも構成する場合があります。

Oracle Namesバージョンバージョンバージョンバージョン 2
Oracle Namesバージョン 2では、管理者は Oracle Names サーバーの構成をバージョン 1か
ら引き継ぐか、または動的検出オプションを使用するかを選択できました。動的検出オプ
ションは、単一リージョンおよび単一 DNSドメインのネットワークの場合にのみ選択する
ことをお薦めしていました。 動的検出オプションでは、予約済予約済予約済予約済 Oracle Namesサーバーサーバーサーバーサーバー

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  構成に関する情報は、8-23ページの「優先 Oracle Names
サーバーの構成」を参照してください。
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Oracle Names
（（（（well-known Oracle Namesサーバー）サーバー）サーバー）サーバー）を使用します。これは、DNSにハードコードされた
正確な名前か、または Oracle Names サーバーとそのクライアントの両方に存在する hosts
ファイルにハードコードされた正確な名前です。

Oracle Names サーバーは、これらの予約済アドレスで使用できるようになるので、優先
Oracle Names サーバーのリストによって Oracle Names サーバーの検索先をクライアントに
指示する必要はありません。

動的検出オプションが選択された場合、各 Oracle Names サーバーは、管理リージョンにあ
る他のすべての予約済 Oracle Names サーバーにデータを自動的にレプリケートしていまし
た。リスナーは予約済 Oracle Names サーバーに登録するように構成されていました。 

Oracle Namesバージョンバージョンバージョンバージョン 8（このリリース）（このリリース）（このリリース）（このリリース）
Oracle Namesバージョン 8では、管理者は Oracle Names サーバーの構成をバージョン 1ま
たはバージョン 2から引き継ぐか、または新しい機能を使用するか選択できます。Oracle 
Namesバージョン 8には、バージョン 2の動的検出オプション機能が組み込まれ、さらに
単一リージョンおよびシングル・ドメインの制約がなくなっています。Oracle Namesバー
ジョン 8の主要な機能は次のとおりです。

� サービスは、検索した Oracle Names サーバーに自身を登録し、名前とアドレスをリー
ジョン内のすべての Oracle Names サーバーで利用可能にします。同様に、管理者が
サービスを Oracle Names サーバーに手動で登録する場合も、サービス情報がすべての
Oracle Names サーバーで利用可能になります。アドレス情報は、次のいずれかの方法
で共有されます。 

- リージョン・データベース。 Oracleデータベースが登録リポジトリとして使用され
る場合、登録情報はその Oracleデータベースに格納され、すべての Oracle Names 
サーバーがそのデータベースにアクセスできます。 

- サービス・レプリケーション。 サービス・レプリケーションでは、サービス情報は
Oracle Names サーバーのキャッシュに格納され、さらにそれ以外のすべての
Oracle Names サーバーのキャッシュに即座にレプリケートされます。 

TCP接続用の予約済ホスト名接続用の予約済ホスト名接続用の予約済ホスト名接続用の予約済ホスト名
Named Pipes接続用の予約接続用の予約接続用の予約接続用の予約
済コンピュータ名済コンピュータ名済コンピュータ名済コンピュータ名1

1  Named Pipes用の予約済 Names Server名は、すべて大文字にする必要があります。

SPX接続用の予約済サー接続用の予約済サー接続用の予約済サー接続用の予約済サー
ビス名ビス名ビス名ビス名

oranamesrvr0
oranamesrvr1
oranamesrvr2
oranamesrvr3
oranamesrvr4

ORANAMESRVR0
ORANAMESRVR1
ORANAMESRVR2
ORANAMESRVR3
ORANAMESRVR4

oranamesrvr

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 構成については、『Oracle Names 管理者ガイド』を参照して
ください。
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外部ネーミング・サービス
� 接続対象の Oracle Names サーバーのリストは、4-20ページの「検出の理解」で説明す
るように、手動による構成ではなく、検出プロセスによってクライアントに作成されま
す。

� クライアント側のプロセスが、Oracle Names サーバーに格納されたデータのクライア
ント・キャッシュ・バージョンを作成するために実行されます。ここには、データベー
ス・アドレス、Oracle Names サーバーのアドレス、その他のサービス情報が含まれま
す。結果として、クライアントは Oracle Names サーバーに接続してアドレス情報を取
得する必要がなく、アドレスの検索時間を短縮できます。 

� Oracle Namesバージョン 8では、トポロジー情報を維持するためにデータベースを必要
としません。ただし、管理者の設定で使用することもでき、こちらをお薦めします。 

検出の理解検出の理解検出の理解検出の理解
Oracle Names サーバーのリストを作成すると、ある Oracle Names サーバーに対して、クラ
イアントや他の Oracle Names サーバーが接続できるようになります。このリストを作成す
るプロセスを検出と呼びます。

クライアントが NAMESCTLユーティリティまたは Oracle Net8 Assistantを使用して
Oracle Names サーバーを検出しようとすると、最初に Oracle Names サーバーが 1つ検出さ
れます。クライアントは Oracle Names サーバーを 1つ検出すると、リージョン内の他の
Oracle Names サーバーに pingします。 これにより、Oracle Names サーバーのリストがクラ
イアントに作成され、プラットフォームが UNIXの場合は .sdns.ora、Windowsの場合は
sdns.oraに保存されます。このリストは、応答時間の順に格納されます。

では、次の順で最初の Oracle Names サーバーが検出されます。

1. sqlnet.oraファイルの優先 Oracle Namesサーバー（Preferred Oracle Names Server）

2. 予約済 Oracle Namesサーバー（well-known Oracle Namesサーバー）

3. ポート 1575に TCP/IPで構成されたローカル Oracle Names サーバー

クライアントが上の方法で最初の Oracle Namesを検出できなかった場合は、次の処理が行
われます。

� Oracle Net8 Assistantを使用している場合は、Oracle Names サーバーのアドレスを指定
するよう求められます。

� NAMESCTL制御ユーティリティが失敗します。指定したアドレスでコマンドを再実行
する必要があります。

外部ネーミング・サービス外部ネーミング・サービス外部ネーミング・サービス外部ネーミング・サービス
Net8には、次の外部ネーミング・メソッドが用意されています。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 構成に関する情報は、6-43ページの「Oracle Namesメソッド
の構成」を参照してください。
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認証方式（authentication method）
� Novell ディレクトリ・サービス（ディレクトリ・サービス（ディレクトリ・サービス（ディレクトリ・サービス（Novell Directory Services: NDS））））外部ネーミング

NDS外部ネーミングでは、外部の NDSネーミング表記法を使用して、Novell NDS対
応のネットワーク上で Oracleデータベースに接続できます。 

� Network Information Service（（（（NIS））））外部ネーミング

システム基盤の一部としてすでに NISを使用している組織や会社には、NIS外部ネーミ
ングを使用して NIS内に Oracleサービスの別名およびアドレスを格納するオプション
があります。

� セル・ディレクトリ・サービス（セル・ディレクトリ・サービス（セル・ディレクトリ・サービス（セル・ディレクトリ・サービス（Cell Directory Services: CDS））））外部ネーミング

CDS外部ネーミングを使用すると、ユーザーは各種の Oracleツールおよびアプリケー
ションから分散コンピューティング環境（DCE）での Oracle8iデータベースに透過的に
アクセスできます。 

認証方式（認証方式（認証方式（認証方式（authentication method））））
Net8には、次の認証方式（authentication method）が用意されています。

� Windows NTのシステム固有な認証（のシステム固有な認証（のシステム固有な認証（のシステム固有な認証（Windows NT native authentication））））

Windows NTサーバーおよび Oracleデータベースに対してクライアントのシングル・
ログインが可能になります。

� NDS認証認証認証認証

単一の Novell Directory Services（NDS）ディレクトリ・ツリーの下にある複数サー
バーおよび複数データベース・ネットワークに対して、クライアントのシングル・ログ
インが可能になります。 

その他の認証方式は、4-22ページの「シングル・サインオン」で説明するように、
Oracle Advanced Securityによって使用できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : NDSおよび NISの構成情報は、6-71ページの「外部ネーミン
グ・メソッドの構成」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� Windows NTのシステムに固有な認証についての構成情報は、
『Oracle8i for Windows NT管理者ガイド』を参照してください。

� NDS認証の構成情報は、Oracle Novellドキュメントを参照してくだ
さい。
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Oracle Advanced Security
Oracle Advanced Security
Oracle Advanced Securityは、個別にライセンスの許諾が必要なオプションで、次のコン
ポーネントから構成されています。

� ネットワーク・セキュリティ

� シングル・サインオン

� Distributed Computing Environmentインテグレーション

ネットワーク・セキュリティネットワーク・セキュリティネットワーク・セキュリティネットワーク・セキュリティ
Oracleのネットワーク・データの暗号化とチェックサム・サービスによって、ネットワーク
上での安全なデータ送信が保証されます。ネットワーク・セキュリティでは、RSA Data 
Security社が提供する暗号化およびチェックサムのエンジンを使用します。

次のアルゴリズムをサポートします。

暗号化

� DES_40（米国内版および輸出版）

� RC4_40（米国内版および輸出版）

� RC4_56（米国内版および輸出版）

� RC4_128（米国内版）

チェックサム

� MD5 

シングル・サインオンシングル・サインオンシングル・サインオンシングル・サインオン
シングル・サインオンを使用すると、ユーザーは、1つのパスワードのみで複数のアカウン
トおよびアプリケーションにアクセスできます。この機能によって、ユーザーは複数のパス
ワードを維持する必要がなくなり、システム管理者のユーザー・アカウントとパスワードの
管理作業を簡素化します。

集中化された、安全な認証サービスによって、分散環境でのユーザー、クライアントおよび
サーバーの識別情報に高度な信頼性が与えられます。また、ネットワーク認証サービスに
よって、シングル・サインオンという便宜がユーザーに与えられます。 

次の認証方式をサポートします。

� CyberSAFE

� Identix（Biometric）

関連項目関連項目関連項目関連項目 : これらの機能の詳細は、『Oracle8i Advanced Secutiry管理者
ガイド』を参照してください。
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管理ツール
� Kerberos

� RADIUS

� SecurID

� SSL

Distributed Computing Environmentインテグレーションインテグレーションインテグレーションインテグレーション
Distributed Computing Environment（DCE）インテグレーションによって、ユーザーは透
過的に各種の Oracleツールとアプリケーションを使用できるようになり、アプリケーショ
ンは DCE環境において Oracle8iデータベースにアクセスできるようになります。Oracle 
DCEインテグレーション製品は、2つの主要なコンポーネントから構成されます。 

� DCE 通信 /セキュリティmethod

� DCE CDS（Cell Directory Service）ネーミング method

管理ツール管理ツール管理ツール管理ツール
この項では、Net8で使用できる管理ツールについて説明しています。 これらのツールは次の
とおりです。

� Net8 Configuration Assistant

� Oracle Net8 Assistant

� 制御ユーティリティ

Net8 Configuration Assistant
Net8 Configuration Assistantを使用すると、基本的なネットワーク・コンポーネントを構
成できます。 

Net8 Configuration Assistantは、Oracleインストレーション・ガイドで説明するように、
インストール後、自動的に実行されます。 クライアントとサーバーのどちらでも使用できま
す。

このツールは、スタンドアロン・モードで実行して、ネーミング・メソッド、リスナー、
tnsnames.oraファイル内のネット・サービス名およびディレクトリ・サーバー・アクセ
スを構成できます。

Net8 Configuration Assistantを起動するには、次の手順に従います。

� UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから netcaを実行します。

� Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Configuration Assistant」の順に選択
します。
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管理ツール
Oracle Net8 Assistant
Oracle Net8 Assistantは、構成機能にコンポーネント制御機能を組み合せることによって、
Net8の構成および管理のための統合環境を提供するグラフィカル・ユーザー・インタ
フェース・ツールです。 クライアントとサーバーのどちらでも使用できます。

Oracle Net8 Assistantを使用すると、次のネットワーク・コンポーネントを構成できます。

� ネーミング － 単純名、接続識別子を定義して接続記述子にマップし、ネットワーク位
置およびサービスを識別します。 Oracle Net8 Assistantでは、ローカルの
tnsnames.oraファイル、集中化された LDAP準拠ディレクトリ・サービスまたは
Oracle Names サーバーでの接続記述子の構成がサポートされます。

� ネーミング・メソッド － 接続識別子を接続記述子に解決する様々な方法を構成します。

� リスナー － リスナーの作成および構成を行って、クライアント接続を受け取ります。 

Oracle Names サーバーを構成した場合、その起動、停止、チューニングまたは統計情報収
集は、Oracle Net8 Assistantを使用して行います。

Oracle Net8 Assistantを起動するには、次の手順に従います。

� UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから netasstを実行します。

� Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」の順に選択します。

制御ユーティリティ制御ユーティリティ制御ユーティリティ制御ユーティリティ
Net8には、リスナー、Oracle Names サーバーおよび Oracle Connection Managerを制御す
る制御ユーティリティが用意されています。 これらのユーティリティの内容は次のとおりで
す。

� LSNRCTL制御ユーティリティ

� CMCTL制御ユーティリティ

� NAMESCTL制御ユーティリティ

LSNRCTL制御ユーティリティ制御ユーティリティ制御ユーティリティ制御ユーティリティ
リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）はリスナーを管理します。 LSNRCTLの一般的な
構文は、次のとおりです。 

LSNRCTL command [listener_name]

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Net8 Configuration Assistantオンライン・ヘルプ

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Net8 Assistantオンライン・ヘルプを参照してくださ
い。
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管理ツール
listener_nameは、listener.oraファイルで定義したリスナーの名前です。 LISTENERとい
う名前のデフォルトのリスナーを使用している場合は、リスナーを指定する必要はありませ
ん。

LSNRCTLには、次に示すタイプのコマンドが含まれています。

� 操作コマンド（START、STOPなど）

� 実行中のリストのための修飾コマンド SET

� 情報コマンド（STATUS、SHOW コマンドなど）

� コマンド・ユーティリティ操作コマンド（EXIT、QUIT、HELPなど）

CMCTL制御ユーティリティ制御ユーティリティ制御ユーティリティ制御ユーティリティ
Oracle Connection Manager制御ユーティリティ（CMCTL）は、Oracle Connection 
Managerを起動し、制御するためにオペレーティング・システム・プロンプトから実行する
ツールです。 CMCTLの一般的な構文は、次のとおりです。 

CMCTL command [process_type] 

process_typeは、コマンドの実行対象となるプロセスの名前です。これらを次に示します。

� cman（CMGWゲートウェイおよび CMADMIN管理プロセスの両方）

� adm（CMADMINプロセスのみ）

� cm（CMGWプロセスのみ）

CMCTLユーティリティには、次のいくつかのタイプのコマンドがあります。

� 操作コマンド（START、STOP、SHUTDOWNなど）

� 実行中の Oracle Connection Managerのための修飾子コマンド SET

� 情報コマンド（STATUS、STATS、SHOW コマンドなど）

� コマンド・ユーティリティ操作コマンド（EXIT、QUIT、HELPなど）

NAMESCTL制御ユーティリティ制御ユーティリティ制御ユーティリティ制御ユーティリティ
Oracle Names制御ユーティリティ（NAMESCTL）は、Oracle Names サーバーを操作、制
御するためにオペレーティング・システム・プロンプトから実行するツールです。 
NAMESCTLの一般的な構文は、次のとおりです。 

NAMESCTL command 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : A-2ページの「リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : A-77ページの「Oracle Connection Manager制御ユーティリ
ティ（CMCTL）」を参照してください。
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管理ツール
NAMESCTLには、次のいくつかのタイプのコマンドがあります。

� 操作コマンド（START、STOP、RESTARTなど）

� 実行中の Namesサーバーのための修飾子コマンド SET

� 情報コマンド（STATUS、SHOWコマンド、PINGなど）

� コマンド・ユーティリティ操作コマンド（EXIT、QUIT、HELPなど）

関連項目関連項目関連項目関連項目 : A-25ページの「Oracle Names制御ユーティリティ
（NAMESCTL）」を参照してください。
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ネットワークのプランニ
5

ネットワークのプランニングネットワークのプランニングネットワークのプランニングネットワークのプランニング

Net8には、柔軟性のある使用しやすいネットワークの設計と管理を支援する各種オプショ
ンがあります。Net8では拡張性と管理容易性が向上したので、様々な環境をサポートする
ためのネットワークを構築できます。これらの環境が単純なワークグループであるか、大規
模でミッション・クリティカルな企業であるかどうかは関係ありません。

この章では、Net8を使用してネットワークを計画するときに考慮する必要がある点につい
て説明します。また、ネットワーク製品の関係と、今後ネットワークを拡張してさらに効率
的に管理するためのオプションについて説明します。内容は次のとおりです。

� 計画の概要

� ネットワーク・レイアウトの決定

� 接続記述子への名前の解決

� 大規模ネットワーク・パフォーマンスの向上

� 計画のサマリー
ング 5-1



計画の概要
計画の概要計画の概要計画の概要計画の概要
ネットワークを構成する前に、ネットワークの検討と計画のための時間を取ってください。
Oracleネットワークを計画するときは、将来のニーズと現在の要件を念頭に置いてくださ
い。ネットワークに関して行う必要がある重要な決定は、次のとおりです。

� ネットワーク・レイアウトの決定

� 接続記述子への名前の解決

� 大規模ネットワーク・パフォーマンスの向上

ネットワーク・レイアウトの決定ネットワーク・レイアウトの決定ネットワーク・レイアウトの決定ネットワーク・レイアウトの決定
次のチェックリストは、ネットワークの主なコンポーネントの概要を示すためのものです。

1. ネットワークで行うことは何かを定義します。

2. クライアント・アプリケーションで必要な機能を調べ、これらの要件を満たすためのリ
ソースを評価します。

3. どのマシンまたはノードが、クライアントまたはサーバーのアプリケーションに最適で
あるかを判断します。

4. 既存または将来のネットワーキング要件に最適なネットワーク・プロトコルを選択しま
す。多数のプラットフォーム上でほとんどの主要プロトコルが利用可能です。ネット
ワーク内のすべてのコンポーネントでうまく機能する 1つのトランスポート・レベルの
プロトコルを選択できます。使用しているネットワークが、複数のプロトコルを通じて
動作するクライアントまたはサーバーに関与している場合があります。

5. ネットワークで複数のプロトコルを使用することに決定した場合は、どのノードが
Oracle Connection Managerをインストールするのに最適であるかを判断します。どの
ノードを選択するかについては、選択したネットワーク・プロトコルと、予想される通
信量を処理するマシンの能力によって決定します。

ネットワーク・コンポーネント間の物理的関係とともに論理的関係を示す図を描くと役立つ
ことがあります。

接続記述子への名前の解決接続記述子への名前の解決接続記述子への名前の解決接続記述子への名前の解決
ネットワーク・レイアウトを定義した後は、ネットワークの実装を効率的に構成、管理する
方法を決定する必要があります。ネーミング・メソッドを選択することが、最も重要で、最
初に行う必要のある決定です。

次の表は、各ネーミング・メソッドの相対的な利点および不利な点をまとめ、ネットワーク
内でそれらのネーミング・メソッドを使用するためのヒントを示したものです。
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接続記述子への名前の解決
ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッド メリットメリットメリットメリット /デメリットデメリットデメリットデメリット 推奨環境推奨環境推奨環境推奨環境

ローカル・ネーミング メリットメリットメリットメリット :

� ネット・サービス名アドレスを解決する比
較的簡単な方法です。

� 異なるプロトコルを実行しているネット
ワーク間でネット・サービス名を解決しま
す。

デメリットデメリットデメリットデメリット :すべてのネット・サービス名とア
ドレス変更をローカル側で構成する必要があり
ます。

ほとんど変更がなく、サービス数の少ない
単純な分散ネットワーク

ディレクトリ・ネーミ
ング

メリットメリットメリットメリット :

� ネットワーク名とアドレスを 1箇所に集中
させるので、名前の変更および更新を管理
しやすくなります。このため、管理者は数
百、数千のクライアントに対して変更を行
う必要がありません。

� ディレクトリは、この他のサービスの名前
も格納します。

� ツールを使用して簡単に構成ができます。

デメリットデメリットデメリットデメリット : ディレクトリ・サーバーにアクセ
スする必要があります。

頻繁に変更する大規模で複雑なネットワー
ク（20以上のデータベースを持つ）

Oracle Names メリットメリットメリットメリット :ネットワーク名とアドレスを 1箇所
に集中させるので、名前の変更および更新を管
理しやすくなります。たとえば、既存のサー
バーに対して変更を付加する場合、または新し
いサーバーをネットワークに追加する場合、変
更は 1つの Oracle Names サーバー上で 1回の
み行われます。このため、管理者は数百、数千
のクライアントに対して変更を行う必要があり
ません。

デメリットデメリットデメリットデメリット :

� Oracle Namesは、Oracleサービス用の
ネットワーク名とネットワーク・アドレス
のみを格納します。

� Oracle Names サーバーの設定と管理が必
要。

頻繁に変更する大規模で複雑なネットワー
ク（20以上のデータベースを持つ）
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大規模ネットワーク・パフォーマンスの向上
大規模ネットワーク・パフォーマンスの向上大規模ネットワーク・パフォーマンスの向上大規模ネットワーク・パフォーマンスの向上大規模ネットワーク・パフォーマンスの向上
次のいずれかを実施すると、大規模なネットワークのパフォーマンスを向上できます。

� 共有サーバーまたは事前生成済専用サーバーの使用

� リスナー・キューサイズの増加

� 接続プーリングの使用

� 接続集中化機能の使用

� クライアント・ロード・バランスの使用

� データ転送の最適化を目的としたセッション・データ・ユニット（SDU）サイズの調整

� TCP/IPの持続的バッファ・フラッシング

共有サーバーまたは事前生成済専用サーバーの使用共有サーバーまたは事前生成済専用サーバーの使用共有サーバーまたは事前生成済専用サーバーの使用共有サーバーまたは事前生成済専用サーバーの使用
ネットワークに大量の接続通信量が発生すると予想される場合は、リスナーを使用して接続
要求をマルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（multi-threaded server: MTS））））共有サーバーまたは事前
生成済専用サーバーにリダイレクトするように管理できます。

次の表は、各プロセスの相対的な利点をまとめ、ネットワーク内でそれらのプロセスを使用
するためのヒントを示したものです。

ホスト・ネーミング メリットメリットメリットメリット :

� 最小のユーザー構成で済みます。ユーザー
は、接続を確立するためにホスト名のみを
指定します。

� ローカル名構成ファイル
（tnsnames.ora）の作成とメンテナンス
の必要がありません。

デメリットデメリットデメリットデメリット : 推奨環境推奨環境推奨環境推奨環境の欄に示すように、使用
できる環境に制限があります。

次に示す条件に合致する単純な TCP/IP
ネットワーク

� クライアントおよびサーバーは、
TCP/IPを使用して接続しているこ
と。

� ホスト名は、ドメイン・ネーム・
サービス（DNS）、NIS、中央でメン
テナンスされる TCP/IP hostsファ
イルなどの IPアドレス解決メカニズ
ムによって解決されること。

� Oracle Connection Managerの機能は
不要。

外部ネーミング メリットメリットメリットメリット :管理者は、使用方法を熟知している
ツールおよびユーティリティを使用して、
Oracleネット・サービス名をサイト固有のネー
ム・サービスにロードできます。

デメリットデメリットデメリットデメリット : Net8製品では管理できない第 3
のネーミング・サービスが必要です。

既存のネーム・サービスを持つネットワー
ク

ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッド メリットメリットメリットメリット /デメリットデメリットデメリットデメリット 推奨環境推奨環境推奨環境推奨環境
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大規模ネットワーク・パフォーマンスの向上
リスナー・キューサイズの増加リスナー・キューサイズの増加リスナー・キューサイズの増加リスナー・キューサイズの増加
TCP/IPを介してリスニング・プロセス（リスナー、Oracle Connection Manager、Oracle 
Namesなど）に対する多数の接続要求を受信することが予想される場合は、Net8を使用し
てシステム・デフォルトより高い値になるようにリスニング・キューを設定できます。 

接続プーリングの使用接続プーリングの使用接続プーリングの使用接続プーリングの使用
接続プーリングは、マルチスレッド・サーバーに対する物理ネットワーク接続数を最大にす
ることのできるリソース利用機能です。これは、複数のクライアント・プロセス間でディス
パッチャの接続の集合を共有またはプールすることにより行います。

タイムアウト・メカニズムを使用して、指定された期間アイドル状態であったトランスポー
ト接続を一時的に解放することによって、接続プーリングは、以前のアイドル接続との論理
セッションを維持しながら、これらの物理接続を着信クライアントに使用できるようにしま

タイプタイプタイプタイプ 利点利点利点利点 推奨環境推奨環境推奨環境推奨環境

MTS共有サーバー � 専用サーバーより効率よくネットワーク・リソースを利用す
るので、セッションのスループットとパフォーマンスが向上
します。

� データベースに対するセッション数が増加しても、サーバー
側で必要なメモリー・リソースと処理リソースを最小限に抑
えることができます。

MTSがサポートされてい
るネットワーク、または新
しいサーバー・プロセスの
作成に時間のかかるリソー
スに厳しい環境

事前起動済または事
前生成済の専用サー
バー・プロセス

� 新しい接続要求ごとに専用サーバーを作成する必要がないの
で、接続時間を短縮できます。

� サーバした・プロセスを停止して再作成しなくても、他の接
続で使用したサーバーを再利用できるので、割当て済のメモ
リーやシステム・リソースを有効に利用できます。

MTSがサポートされてい
ないネットワーク、または
新しいサーバー・プロセス
の作成に時間のかかるリ
ソースに厳しい環境

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� MTSの概念については、2-6ページの「マルチスレッド・サーバー・
モデル」を参照してください。

� 第 9章「マルチスレッド・サーバーの構成」を参照してください。

� 概念的な情報は、2-14ページの「事前生成済専用サーバー」を参照し
てください。

� 構成に関する情報は、7-13ページの「事前生成済専用サーバーの構
成」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 既存のキューサイズの構成については、7-10ページの「多数
の接続要求の処理」を参照してください。
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大規模ネットワーク・パフォーマンスの向上
す。アイドル・クライアントにさらに多くの作業がある場合、物理接続はディスパッチャで
再確立されます。

この機能は、マルチスレッド・サーバーが構成されている場合にのみ動作します。

接続集中化機能の使用接続集中化機能の使用接続集中化機能の使用接続集中化機能の使用
接続集中化は、Oracle Connection Managerを使用することにより利用できる機能です。 こ
の機能によって、Oracle Connection Managerの利点を活用し、複数のクライアント・セッ
ションを、1つのトランスポートを介してマルチスレッド・サーバーに多重送信または集中
送信できます。接続プーリングと同様に、接続集中化によってネットワーク・リソースが最
適化され、一定数の物理サーバー・ポート間で可能なクライアント /サーバー・セッション
数が増加します。 接続プーリングとは異なり、接続集中化ではトランスポート接続が維持さ
れます。

接続プーリングと接続集中化の使用接続プーリングと接続集中化の使用接続プーリングと接続集中化の使用接続プーリングと接続集中化の使用
次の表は、接続プーリングと接続集中化を使用するときの相対的な利点をまとめ、ネット
ワーク内でそれらを使用するためのヒントを示したものです。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 概念的な情報は、2-10ページの「接続プーリング」を参照してくださ
い。

� 構成の詳細は、9-9ページの「クライアントでのMTSの使用」を参照
してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 概念的な情報は、4-4ページの「Oracle Connection Manager」を参照
してください。

�  構成に関する情報は、8-25ページの「接続集中化機能の使用」を参照
してください。

機能機能機能機能 利点利点利点利点 推奨環境推奨環境推奨環境推奨環境

接続プーリング � 1つのプロセスに対して使用さ
れるネットワーク・リソース数
を制限します。

� 一定数に制限された物理接続数
に対するクライアント /サー
バー・セッション数を最大化し
ます。

� リソースの利用を最適化しま
す。

メッセージ送信、OLAPなど、
対話形式の評価 /検索の時間頻
度が高いアプリケーションを多
数のクライアントで実行するよ
うなネットワーク
5-6 Oracle8i Net8管理者ガイド



大規模ネットワーク・パフォーマンスの向上
クライアント・ロード・バランスの使用クライアント・ロード・バランスの使用クライアント・ロード・バランスの使用クライアント・ロード・バランスの使用
複数のリスナーが 1つのサービスをサポートしている場合、クライアントを構成して様々な
リスナーへの要求をランダム化できます。 ランダム化の機能は、1つのリスナーにロードが
集中しないようにロードを分散することです。ロードのバランスをとることにより、接続パ
フォーマンスが向上します。 

データ転送の最適化を目的としたセッション・データ・ユニット（データ転送の最適化を目的としたセッション・データ・ユニット（データ転送の最適化を目的としたセッション・データ・ユニット（データ転送の最適化を目的としたセッション・データ・ユニット（SDU））））
サイズの調整サイズの調整サイズの調整サイズの調整

ネットワーク間の往復回数を減らすようにアプリケーションをチューニングすることは、
ネットワーク・パフォーマンスを向上させる最高の方法です。これ行った後、セッション・
データ・ユニット（SDU）のサイズを調整してデータ転送を最適化することもできます。 

SDUは、Net8がネットワーク間でデータを転送する前にデータを配置するバッファです。
Net8がバッファ内のデータを送信するのは、データ送信が要求されたとき、またはバッ
ファがデータでいっぱいになったときです。

次の表は、SDUのサイズ変更が適切な時期と適切でない時期を示したものです。

接続集中化 � 多数のクライアントがサポート
されます。

� 実ユーザーの識別および監視が
可能になります。

� 中間層のアプリケーションに
よって追加サービスをサポート
できるようになります。

� 複数のアプリケーションを持つ
クライアントに対して、必要な
トランスポートが 1つのみで済
みます。

� データベース・リンクに対し
て、必要なネットワーク接続が
1つのみで済みます。

持続的接続が必要な
ネットワーク

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 構成の詳細は、8-3ページの「アドレス・リスト・パラメータ
の構成」を参照してください。

機能機能機能機能 利点利点利点利点 推奨環境推奨環境推奨環境推奨環境
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計画のサマリー
TCP/IPの持続的バッファ・フラッシングの持続的バッファ・フラッシングの持続的バッファ・フラッシングの持続的バッファ・フラッシング
TCP/IPを使用するいくつかのアプリケーションのある状況では、Net8のパケットがネット
ワークにすぐに送出されません。ほとんどの場合、この動作は大量のデータが一方から他方
に送られるときに発生します。TCP/IPの実装自体がフラッシュの欠如の原因で、許容範囲
を超える遅延を引き起こすおそれがあります。この問題を修正するためには、バッファ・フ
ラッシング・プロセスで遅延なしを指定できます。 

計画のサマリー計画のサマリー計画のサマリー計画のサマリー
次の表は、ネットワークを計画したときに選択した可能性のある多数のオプションをまとめ
たものです。

SDUサイズの変更が適切な時期サイズの変更が適切な時期サイズの変更が適切な時期サイズの変更が適切な時期 SDUサイズの変更が適切でない時期サイズの変更が適切でない時期サイズの変更が適切でない時期サイズの変更が適切でない時期

� サーバーから戻されるデータが個別のパ
ケットに別れる場合

� 遅延の起こる広域ネットワーク（WAN）
上にいる場合

� パケット・サイズが一定している場合

� 戻されるデータ量が多い場合

� 遅延に対処できるようにアプリケーショ
ンをチューニングできる場合

� データ伝送の影響がほとんどない高速
ネットワークを使用している場合

� 要求によってサーバーから戻されるデー
タ量が少ない場合

注意注意注意注意 : SDUサイズは、通常の伝送フレーム・サイズの倍数に設定する必
要があります。 イーサネットの通常のフレーム・サイズは 1500のため、
イーサネット・プロトコルでの最も効率的な SDUサイズは 1500の倍数で
す。

接続プーリングまたは接続集中化を使用しているときは、これらの機能に
対して、1つのトランスポートについてさらに 16バイトが必要になること
に注意してください。 プロトコル・フレーム・サイズの詳細は、使用して
いるオペレーティング・システムのドキュメントを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 構成の詳細は、8-8ページの「拡張接続データ・パラメータの
構成」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : このパラメータについては、C-74ページの
「TCP.NODELAY」を参照してください。

科目科目科目科目 オプションオプションオプションオプション

ネットワーク・レイアウト � 単一または複数のプロトコル
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計画のサマリー
ネット・サービス名の変換 � ローカル・ネーミング

� ディレクトリ・ネーミング

� Oracle Names

� ホスト・ネーミング

� 外部ネーミング

接続要求の管理 � 共有サーバー

� 事前生成済専用サーバー

ネットワーク・パフォーマンス � リスナー・キューサイズの増加

� クライアント・ロード・バランスの使用

� 接続プーリングの使用

� 接続集中化の使用

� SDUサイズの調整

� 持続的バッファ・フラッシング

科目科目科目科目 オプションオプションオプションオプション
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計画のサマリー
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第第第第 II部部部部

構成構成構成構成

第 II部では、Net8のセットアップおよび構成方法について記述します。 第 II部には、次の
章があります。

� 第 6章「ネーミング・メソッドの構成」

� 第 7章「リスナーの構成」

� 第 8章「Net8の拡張機能」

� 第 9章「マルチスレッド・サーバーの構成」

� 第 10章「プログラマのための Net8拡張機能」





ネーミング・メソッドの
6

ネーミング・メソッドの構成ネーミング・メソッドの構成ネーミング・メソッドの構成ネーミング・メソッドの構成

この章では、ネーミング・メソッドの構成方法について説明します。 内容は次のとおりです。 

� 構成の概要

� 接続記述子の理解

� 構成モデル

� ローカル・ネーミング・メソッドの構成

� ディレクトリ・ネーミング・メソッドの構成

� Oracle Namesメソッドの構成

� ホスト・ネーミング・メソッドの構成

� 外部ネーミング・メソッドの構成
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構成の概要
構成の概要構成の概要構成の概要構成の概要
サービスへ接続する際、クライアントでは、サービスへ接続する接続文字列において接続記接続記接続記接続記
述子（述子（述子（述子（connect descriptor））））ではなく、接続識別子（接続識別子（接続識別子（接続識別子（connect identifier）））） と呼ばれる単純な名
前を使用します。 接続記述子には次のものが含まれます。

� プロトコル・アドレスによるリスナーの位置情報など、サービスへのネットワーク・
ルート。

� Oracle リリース 8.1 データベースのサービス名または Oracle 8.0 またはバージョン 7 
データベースの Oracleシステム識別子（システム識別子（システム識別子（システム識別子（Oracle System Identifier: SID））））。

接続識別子には、ネット・サービス名（ネット・サービス名（ネット・サービス名（ネット・サービス名（net service name））））（サービスの単純名）または実際
のサービス名を使用できます。 接続識別子は、クライアントに対して指定されたネーミンネーミンネーミンネーミン
グ・メソッド（グ・メソッド（グ・メソッド（グ・メソッド（naming method））））により、接続記述子に解決されます。 

いったん接続識別子が解決されると、クライアントにより、接続依頼がリスナーに転送され
ます。 リスナーでは、クライアントの情報が、データベース・サービスから受信した情報お
よび構成ファイル listener.oraに格納された情報と比較されます。情報が一致した場合
は接続が許可されます。 

ネーミング・メソッドの構成は、サービスに対する接続記述子の作成およびネーミング・メ
ソッドへアクセスするクライアントの構成からなります。

接続記述子の理解接続記述子の理解接続記述子の理解接続記述子の理解
接続記述子は、1つまたは複数のリスナーのプロトコル・アドレスおよび宛先サービスに対
する接続データ情報により構成されます。 次の例では、代表的な接続記述子を示します。

sales=
 (description= 
  (address= (protocol=tcp)(host=sales-server)(port=1521))
  (connect_data= 
     (service_name=sales.us.acme.com)))

ADDRESS部分には、リスナー・プロトコル・アドレスが含まれ、CONNECT_DATA部分
には、宛先サービス情報が含まれます。 この例では、宛先サービスは、
sales.us.acme.comという名前のデータベース・サービスです。

Oracleリリース 8.1データベース・サービスの接続記述子を作成する際、SERVICE_NAME
パラメータを使用して、そのサービス名を必ず指定する必要があります。 オプションで、
INSTANCE_NAMEパラメータでインスタンスを次のように特定できます。

sales=
 (description= 
  (address= (protocol=tcp)(host=sales-server)(port=1521)) 
  (connect_data= 
     (service_name=sales.us.acme.com)
     (instance_name=sales)))
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構成モデル
これらのパラメータの値は、初期化パラメータ・ファイル（初期化パラメータ・ファイル（初期化パラメータ・ファイル（初期化パラメータ・ファイル（initialization parameter file））））
の SERVICE_NAMES（S付き）および INSTANCE_NAMEから取得されます。 一般的に初
期化パラメータ・ファイルの SERVICE_NAMESパラメータは、インストールまたはデータ
ベース作成時に入力されたデータベース名とドメイン名から構成されるグローバル・データグローバル・データグローバル・データグローバル・データ
ベース名（ベース名（ベース名（ベース名（global database name））））です。 たとえば、sales.us.acme.comには、sales の
データベース名と us.acme.comのドメインがあります。  初期化パラメータ・ファイルの
INSTANCE_NAMEパラメータは、インストールまたはデータベース作成中に入力された
SIDに、デフォルト設定されます。

Oracleリリース 8.0またはバージョン 7データベースの接続記述子を作成する際、SIDパラ
メータを使用して、そのサービスを必ず識別する必要があります。  次の例では、 salesとい
う SIDの Oracleリリース 8.0データベースへの接続記述子を示します。

sales=
 (description= 
  (address= (protocol=tcp)(host=sales-server)(port=1521)
  (connect_data= 
     (sid=sales)))

構成モデル構成モデル構成モデル構成モデル
Net8の構成は、2つのモデルのいずれかを基盤としています。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-27ページの「SIDではなくサービス名によるデータベース
の識別」

ネットワークの構成モデルネットワークの構成モデルネットワークの構成モデルネットワークの構成モデル 適したネットワーク適したネットワーク適したネットワーク適したネットワーク ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッド

ローカル管理 ネットワーク・アドレスは、各マシ
ン上のファイル tnsnames.oraにマッ
プされます。

ローカル・ネーミング

ホスト・ネーミング

集中管理 Oracle Names サーバーまたはディレ
クトリによってネットワーク・アド
レスの解決が実行されるネットワー
ク

ディレクトリ・ネーミング

Oracle Names

外部ネーミング
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ローカル・ネーミング・メソッドの構成
ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッド
Net8では、次のネーミング・メソッドがサポートされます。

ローカル・ネーミング・メソッドの構成ローカル・ネーミング・メソッドの構成ローカル・ネーミング・メソッドの構成ローカル・ネーミング・メソッドの構成
ローカル・ネーミング・メソッドを使用すると、ネット・サービス名が tnsnames.ora
ファイルに追加されます。  各ネット・サービス名は、接続記述子にマップされます。 接続記
述子にマップされたネット・サービス名に対する tnsnames.oraファイルの基本的な構文
例を、次に示します。

sales=
(description= 
  (address=(protocol=tcp)(host=sales-server)(port=1521))
  (connect_data= 
     (service_name=sales.us.acme.com)))

ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッド 説明説明説明説明

ローカル・ネーミング ネット・サービス名をクライアント上に格納される tnsnames.oraファイルに格納しま
す。

ローカル・ネーミングは、あまり変更されない少数のサービスのある単純な分散ネット
ワークに最も適しています。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  6-4ページの「ローカル・ネーミング・メソッドの構成」

ディレクトリ・ネーミン
グ

集中化された LDAP準拠のディレクトリ・サービス内にサービスおよびネット・サービ
ス名が格納されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  6-13ページの「ディレクトリ・ネーミング・メソッドの構成」

Oracle Names サービスおよびネット・サービス名が、Oracle Names サーバーに格納されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  6-43ページの「Oracle Namesメソッドの構成」

ホスト・ネーミング ユーザーがホスト名の別名を使用して Oracle Serverへ接続できます。 別名は、ドメイン
名システム（DNS）、NISまたは集中管理された /etc/hostsファイルのセットなどの、既
存の名前解決サービス内によって接続記述子にマップされます。

この機能を利用するために、クライアントを構成する必要はありません。この方法は、単
純な TCP/IP環境にお薦めします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  6-68ページの「ホスト・ネーミング・メソッドの構成」

外部ネーミング サービス情報がサードパーティ・ネーミング・サービスに格納されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  6-71ページの「外部ネーミング・メソッドの構成」

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  2-30ページの「ネーミング・メソッドによるサービスの解
決」
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ローカル・ネーミング・メソッドの構成
この例では、salesは、DESCRIPTIONに含まれる接続記述子にマップされるネット・サー
ビス名です。 DESCRIPTIONには、リスナー・アドレスおよび宛先データベース・サービス
が含まれます。

ローカル・ネーミング構成は、次の項で説明するように、インストール中およびインストー
ル後に構成できます。

� インストール中の tnsnames.oraファイル構成

� インストール後の tnsnames.ora ファイル構成

インストール中のインストール中のインストール中のインストール中の tnsnames.oraファイル構成ファイル構成ファイル構成ファイル構成
Net8 Configuration Assistant を使用すると、クライアントに対するネット・サービス名の
構成が可能となります。 これは、ソフトウェアのインストール後、Oracleユニバーサル・イ
ンストーラによって、起動されます。 構成は、インストール・モードによって異なります。 

� TypicalまたはMinimalインストール

� Customインストール

Typicalまたはまたはまたはまたは Minimalインストールインストールインストールインストール
Net8 Configuration Assistantでは、Oracleデータベース・サービスへ接続するための、
tnsnames.oraファイル中のネット・サービス名を構成するよう求められます。

Customインストールインストールインストールインストール
Net8 Configuration Assistantでは、使用するネーミング・メソッドを選択するよう求められ
ます。 ローカル・ネーミングを選択した場合、Net8 Configuration Assistantでは、Oracle
データベース・サービスへ接続するための、tnsnames.oraファイル中のネット・サービ
ス名を構成するよう求められます。

インストール後のインストール後のインストール後のインストール後の tnsnames.ora ファイル構成ファイル構成ファイル構成ファイル構成
ネット・サービス名は、いつでも tnsnames.oraファイルに追加できます。 ローカル・
ネーミング・メソッドを構成するには、次の作業を実行します。

作業 1: ネット・サービス名の構成

作業 2:第 1番目のネーミング・メソッドとしての TNSNAMESの構成

作業 3: 構成情報の配布

作業 4: リスナーの構成

作業 5: データベースへの接続
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ローカル・ネーミング・メソッドの構成
作業作業作業作業 1:  ネット・サービス名の構成ネット・サービス名の構成ネット・サービス名の構成ネット・サービス名の構成

ローカル・ネーミング・メソッドを使用して構成するには、次のツールのいずれか 1 つを使
用します。

� Net8 Assistant

� Net8 configuration Assistant

Net8 Assistant Oracle Net8 Assistantを使用して tnsnames.oraファイルのネット・
サービス名を構成するには、次のようにします。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

� UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから netasstを実行します。

� Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ナビゲータで、「Local」->「Service Naming」を展開します。

3. ツールバーで「+」をクリックするか、「編集」メニューから「作成」を選択します。

Net Service Name Wizardが起動します。

4. 「Net Service Name」フィールドに名前を入力し、「Next」をクリックします。

ネット・サービス名は、クライアントのドメインで修飾できます。 sqlnet.oraファイ
ルに NAMES.DEFAULT_DOMAINパラメータを指定すると、ネット・サービス名は自
動的にドメインによって修飾されます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 8-15ページの「クライアントのデフォルト・ドメインの構成」
を参照してください。
6-6 Oracle8i Net8管理者ガイド



ローカル・ネーミング・メソッドの構成
5. リスナーがリスニングするように構成されているプロトコルを選択します。 このプロト
コルも、クライアント上にインストールする必要があります。 「Next」をクリックしま
す。

6. 提供されたフィールドで選択したプロトコルに対して適切なプロトコル・パラメータを
入力し、「Next」をクリックします。

7. リリースを選択後、宛先サービスを入力し、「Next」をクリックします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : プロトコル・パラメータの設定については、付録 Bを参照して
ください。
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ローカル・ネーミング・メソッドの構成
宛先サービスが Oracleリリース 8.1である場合、「Oracle8i」をクリックし、「Service 
Name」フィールドにサービス名を入力します。 宛先サービスが Oracleリリース 8.0ま
たはバージョン 7データベースの場合、「Oracle8 or Previous」をクリックして、
「Database SID」フィールドのインスタンスに対して Oracleシステム識別子を入力しま
す。 

オプションで、このネット・サービス名の Oracle8i接続タイプ・リストからデータベー
ス接続タイプを選択できます。 オラクル社では、Database Defaultのデフォルト設定の
使用をお薦めします。 マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（multi-threaded server: MTS））））が、
初期化パラメータ・ファイルで構成される場合、専用サーバーを選択して、リスナーに
MTS構成を使用せずに専用サーバーを起動させることができます。 MTSが初期化パラ
メータ・ファイルで構成され、接続時に常にMTSが使用されるようにする場合は、共
有サーバーを選択します。

8. ネット・サービス名の動作を検証するには「Test」をクリックし、「Next」をクリック
します。 

このテストでは、データベースとリスナーが実行されている必要があります。 実行され
ていない場合は、11-2ページの「Net8制御ユーティリティの使用」の手順に従ってコ
ンポーネントを起動するか、または「Next」をクリックしてテストを省略し、手順 10
に進んでください。

テストが成功すると、次のメッセージが表示されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 使用するサービス名文字列の詳細は、6-2ページの「接続記述
子の理解」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : MTS構成の詳細は、第 9章を参照してください。
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ローカル・ネーミング・メソッドの構成
テストが正常終了しなかった場合は、次の処置を行ってください。

� データベースとリスナーが実行されていることを確認し、「Test」をクリックしま
す。

� 「Change Login」をクリックして接続に使用するユーザー名とパスワードを変更し、
「Test」をクリックします。

9. 「Close」をクリックして「Connect Test」ダイアログ・ボックスを閉じます。

10.「Finish」をクリックして構成を保存し、Net Service Name Wizardを終了します。

Net8 configuration Assistant Net8 Configuration Assistantを使用して tnsnames.ora
ファイルのネット・サービス名を構成するには、次のようにします。

1. Net8 Configuration Assistantを起動します。

� UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから netcaを実行します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 

� 複数のプロトコル・アドレスの構成方法については、8-2ページの
「リスナー・プロトコル・アドレスのリスト作成」を参照してくださ
い。

� 追加の接続データ・オプションの構成方法については、8-8ページの
「拡張接続データ・パラメータの構成」 を参照してください。
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ローカル・ネーミング・メソッドの構成
� Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Configuration Assistant」を選択
します。

次のような「Welcome」ページが表示されます。

2. 「Local Net Service Name Configuration」を選択し、「Next」をクリックします。

「Net Service Name Configuration」ページが表示されます。

3. 「Add」をクリックした後、「Next」をクリックします。
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ローカル・ネーミング・メソッドの構成
「Net Service Name Configuration, Database Version」ページが表示されます。

4. リリースを選択して、「Next」をクリックします。

宛先サービスが Oracle8リリース 8.1データベースにある場合は、「Oracle8i database or 
service」を選択します。 宛先サービスが Oracle8リリース 8.0またはバージョン 7デー
タベースにある場合は、「Oracle8 release 8.0 or Oracle7 database or service」を選択しま
す。 

5. ウィザードのプロンプトとオンライン・ヘルプに従って、ネット・サービス名を作成し
ます。

作業作業作業作業 2:第第第第 1番目のネーミング・メソッドとしての番目のネーミング・メソッドとしての番目のネーミング・メソッドとしての番目のネーミング・メソッドとしての TNSNAMESの構成の構成の構成の構成
sqlnet.oraファイルの NAMES.DIRECTORY_PATHパラメータに指定する第 1番目の
ネーミング・メソッドとしてローカル・ネーミングを構成します。 このパラメータによって、
Net8が接続記述子の名前解決に使用するネーミング・メソッドの順序が指定されます。

ローカル・ネーミングを第 1番目のネーミング・メソッドに指定するには、次の手順に従い
ます。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

� UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから netasstを実行します。

� Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ナビゲータで、「Local」->「Profile」を展開します。

3. 右ペインのリストから、「Naming」を選択します。
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ローカル・ネーミング・メソッドの構成
4. 「Methods」タブをクリックします。

5. 「Available Methods」リストから「TNSNAMES」を選択し、「>」ボタンをクリックし
ます。

6. 「Selected Methods」リストで「TNSNAMES」を選択し、「Promote」ボタンを使用して
選択した項目をリストの最上位に移動します。

7. 「File」－ >「Save Network Configuration」を選択します。

sqlnet.oraファイルで、TNSNAMESがリストの最初にくるように
NAMES.DIRECTORY_PATHパラメータが更新されます。

names.directory_path=(tnsnames, onames, hostname)

作業作業作業作業 3:  構成情報の配布構成情報の配布構成情報の配布構成情報の配布
クライアントを 1台構成すると、単に tnsnames.oraと sqlnet.oraの構成ファイルをク
ライアントの同じ場所にコピーする方法が最も確実です。 これによって、ファイルの一貫性
が保たれます。このようにしないと、Net8 AssistantかNet8 Configuration Assistantをすべ
てのクライアントで使用することが必要になり、エラーの原因になります。
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作業作業作業作業 4:  リスナーの構成リスナーの構成リスナーの構成リスナーの構成
サーバー上のリスナーは、ネット・サービス名用に構成したものと同じプロトコル・アドレ
スを使用してリスニングするように構成する必要があります。 デフォルトでリスナーは、
ポート 1521の TCP/IPプロトコルを使用するようにすでに構成されています。

作業作業作業作業 5:  データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続
クライアントは、次の構文を使用してデータベースへ接続できます。

CONNECT username/password@net_service_name

ディレクトリ・ネーミング・メソッドの構成ディレクトリ・ネーミング・メソッドの構成ディレクトリ・ネーミング・メソッドの構成ディレクトリ・ネーミング・メソッドの構成
ディレクトリ・ネーミング・メソッドでは、接続識別子は、Oracleインターネット・ディレ
クトリ、Microsoftアクティブ・ディレクトリまたは Novellディレクトリ・サービスを含む
LDAP準拠ディレクトリ・サーバーに含まれる接続記述子にマップされます。 ディレクトリ
では、データベース・サービスおよびネット・サービス名の集中管理が提供され、サービス
の追加または再配置が容易になります。 

データベース・サービス・エントリは、Oracle Database Configuration Assistant により、
インストール中に作成され、ネット・サービス名エントリは、Oracle Net8 Assistantにより
作成されます。 Net8 Assistantは、データベース・サービス・エントリおよびネット・サー
ビス名エントリの Net8属性変更の際にも使用されます。

ディレクトリにアクセスするよう構成されたクライアントでは、データベースへの接続の際
に、これらのエントリを使用できます。 

この項の内容は、次のとおりです。

� ディレクトリ・ネーミング構成ステップ

� データベース・サービス・エントリに対する接続情報の変更

� OracleNetAdminsグループへのユーザーの追加と削除

� tnsnames.oraファイルからのネット・サービス名のエクスポート

� Oracle Names サーバーからのネットワーク・オブジェクトのエクスポート

ディレクトリ・ネーミング構成ステップディレクトリ・ネーミング構成ステップディレクトリ・ネーミング構成ステップディレクトリ・ネーミング構成ステップ
ディレクトリ・ネーミング・メソッドを構成するには、次の作業を実行します。

作業 1: サーバーおよびクライアントでのディレクトリ・アクセスの構成

作業 2: ネット・サービス名の作成（オプション）

関連項目関連項目関連項目関連項目 : リスナー構成の詳細は、第 7章を参照してください。
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作業 3: 第 1番目のネーミング・メソッドとしての LDAPの構成

作業 4:リスナーの構成

作業作業作業作業 1:  サーバーおよびクライアントでのディレクトリ・アクセスの構成サーバーおよびクライアントでのディレクトリ・アクセスの構成サーバーおよびクライアントでのディレクトリ・アクセスの構成サーバーおよびクライアントでのディレクトリ・アクセスの構成
データベース・サービスまたはネット・サービス名をディレクトリに追加する前に、ディレ
クトリ・アクセス構成が完了している必要があります。 ディレクトリ・アクセスは、次の項
で説明するように、インストール中およびインストール後に構成できます。

� インストール中のディレクトリ・アクセス構成

� インストール後のディレクトリ・アクセス構成

インストール中のディレクトリ・アクセス構成インストール中のディレクトリ・アクセス構成インストール中のディレクトリ・アクセス構成インストール中のディレクトリ・アクセス構成
Net8 Configuration Assistantは、ソフトウェアのインストール後、Oracleユニバーサル・
インストーラによって起動されます。 これは、ディレクトリへのアクセスを構成可能にしま
す。 ディレクトリ・アクセスの構成は、次の項で説明するように、インストール・モードに
よって異なります。 

� サーバーでの Customインストール

� クライアント・インストレーション

サーバーでのサーバーでのサーバーでのサーバーでの Customインストールインストールインストールインストール サーバーでの Customインストール後、Net8 
Configuration Assistantにより、ディレクトリへのアクセスを構成するよう求められます。 
ディレクトリ・アクセス構成により、次のことが可能となります。

� Net8 Configuration Assistantの後に実行される Oracle Database Configurationによる
ディレクトリでのデータベース・サービス・エントリの作成

� Net8 Assistantによる、データベース・サービス・エントリおよびネット・サービス名
エントリの Net8属性の変更およびディレクトリでのネット・サービス名の作成

� サーバーによる、ディレクトリでのデータベース・サービスおよびネット・サービス名
エントリの検索

ディレクトリ・アクセスの構成中、Net8 Configuration Assistantにより、次のディレクト
リ・アクセス設定を構成するよう求められます。

� ディレクトリのタイプ

� ディレクトリの場所

� このサーバーが接続識別子を検索、作成および変更する管理コンテキスト管理コンテキスト管理コンテキスト管理コンテキスト

注意注意注意注意 : ディレクトリ・アクセス構成は、サーバーでの Typicalまたは
Minimalインストール中は使用不能です。
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管理コンテキストは、Oracle コンテキストコンテキストコンテキストコンテキスト（cn=OracleContext）を含むディレクト
リ・エントリです。 Oracleコンテキストは、すべての Oracleソフトウェア間連情報が保
管されるディレクトリ・サブツリーのルートです。

この情報は、クライアントが、アクセスするディレクトリおよび Oracleエントリを検索す
る際に読み込む、読取り専用 ldap.oraファイルに格納されます。

Oracleコンテキストがディレクトリにない場合、Net8 Configuration Assistantにより、そ
れを作成するよう求められます。 Oracleコンテキストが正常に作成された場合、認証ユー
ザーがディレクトリの次のグループに追加されます。

� OracleDBCreators（cn=OracleDBCreators,cn=OracleContext）

� OracleNetAdmins（cn=OracleNetAdmins,cn=OracleContext）

� OracleSecurityAdmins（cn=OracleSecurityAdmins,cn=OracleContext） 

OracleDBCreatorsおよび OracleNetAdminsグループのメンバーであるので、このユーザー
は、Oracle Database Configuration Assistantを使用してデータベース・サービスを作成で
き、Net8 Assistantを使用してネット・サービス名の作成およびデータベース・サービスま
たはネット・サービス名の Net8属性変更をできるようになります。 ディレクトリ管理者は、
これらのグループに他のユーザーを追加できます。

また、Net8 Configuration Assistantでは、Oracleスキーマスキーマスキーマスキーマが作成されたかどうか検証され
ます。 Oracleスキーマでは、Oracleエントリおよびその属性が定義されます。 スキーマがな
い、あるいはバージョンが古い場合、スキーマの作成が求められます。

Net8 Configuration Assistantによる構成が完了した後、Oracle Database Configuration 
Assistantでは、データベースが作成されます。 データベースのサービス名は、Oracleコンテ
キストの下で自動的に作成されます。

クライアント・インストレーションクライアント・インストレーションクライアント・インストレーションクライアント・インストレーション ディレクトリ・ネーミング・メソッドの構成を選択す
ると、Net8 Configuration Assistantでは、ディレクトリへのアクセスの構成が求められま
す。 ディレクトリ・アクセスの構成により、クライアントによるディレクトリ内接続識別子
エントリの検索が可能となります。 ディレクトリ・アクセスが構成されていない場合、クラ
イアントでは、ディレクトリ・ネーミングを使用できません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� NetAdminsグループへのユーザーの追加については、6-27ページの
「OracleNetAdminsグループへのユーザーの追加と削除」を参照して
ください。

� ユーザーの OracleDBCreatorsグループへの追加については、
『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracleのインストレーション・ガイドを参照してください。
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Net8 Configuration Assistantでは、通常、必要なディレクトリ・アクセス構成がクライアン
ト・インストール中に実行され、次のものが、読取り専用 ldap.oraファイルに格納されま
す。

ディレクトリ・アクセスの構成中、Net8 Configuration Assistantにより、次のディレクト
リ・アクセス設定を構成するよう求められます。

� ディレクトリのタイプ

� ディレクトリの場所

� このクライアントが接続識別子を検索する管理コンテキスト

この情報は、クライアントが、アクセスするディレクトリおよび Oracleエントリを検索す
る際に読み込む読取り専用 ldap.oraファイルに格納されます。

また、Net8 Configuration Assistantでは、Oracleスキーマがインストールされたかどうか
検証されます。 Oracleコンテキストまたは Oracleスキーマがサーバーにより構成されなかっ
た場合は、クライアントでディレクトリ・アクセス構成を完了できません。

インストール後のディレクトリ・アクセス構成インストール後のディレクトリ・アクセス構成インストール後のディレクトリ・アクセス構成インストール後のディレクトリ・アクセス構成
ディレクトリ・ネーミング・メソッドの使用を計画している場合、ディレクトリ・アクセス
を構成する必要があります。 ディレクトリ・アクセスは、Net8 Configuration Assistantを使
用して、いつでも構成できます。 

ディレクトリ・アクセスを構成するには、次の作業を実行します。

1. Net8 Configuration Assistantを起動します。

� UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binの下にある netcaを実行します。

� Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Configuration Assistant」を選択
します。

次のような「Welcome」ページが表示されます。
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2. 「Directory Service Access Configuration」を選択し、「Next」をクリックします。

「Directory Service Access」ページが表示されます。
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オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

Perform directory access 
configuration for a client

クライアントでディレクトリ・アクセスを構成する際にクリックします。 このオプ
ションにより、クライアントからディレクトリ・エントリの検索が可能となりま
す。 このオプションの使用により、クライアントでのディレクトリ内エントリの追
加および変更が可能とはなりません。 クライアントのディレクトリ・アクセス構成
によって、次の情報を構成するよう求められます。

� ディレクトリのタイプ

� ディレクトリの場所

� このクライアントが接続識別子を検索する管理コンテキスト

注意注意注意注意 :  Oracleコンテキストまたは Oracleスキーマがない場合には、ディレクト
リ・アクセスのクライアントを構成できません。
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3. 適切なオプションを選択した後、ウィザードのプロンプトおよびオンライン・ヘルプに
従って、ディレクトリ・アクセス構成を完了します。

Perform directory access 
configuration for a server

サーバーでディレクトリ・アクセスを構成する際にクリックします。 このオプショ
ンにより、サーバーからディレクトリ・エントリの追加、変更および検索が可能
となります。 サーバーのディレクトリ・アクセス構成によって、次の情報を構成す
るよう求められます。

� ディレクトリのタイプ

� ディレクトリの場所を指定します。

� このサーバーが Oracleエントリにアクセスして作成する元となる管理コンテ
キスト

Oracleコンテキストがディレクトリにない場合、それを作成するよう求めら
れます。

Net8 Configuration Assistantでも、Oracleスキーマがディレクトリで作成されて
いるかどうか検証します。 スキーマがない、あるいはバージョンが古い場合、ス
キーマの作成が求められます。

Oracleコンテキストが正常に作成された場合、認証ユーザーがディレクトリの次
のグループに追加されます。

� OracleDBCreators（cn=OracleDBCreators,cn=OracleContext）

� OracleNetAdmins（cn=OracleNetAdmins,cn=OracleContext）

� OracleSecurityAdmins
（cn=OracleSecurityAdmins,cn=OracleContext） 

OracleDBCreatorsおよび OracleNetAdminsグループのメンバーであるので、こ
のユーザーは、Oracle Database Configuration Assistantを使用して、データベー
ス・サービスを作成でき、Net8 Assistantを使用してネット・サービス名の作成お
よびデータベース・サービスまたはネット・サービス名の Net8属性変更をできる
ようになります。 ディレクトリ管理者は、これらのグループに他のユーザーを追加
できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  

� OracleNetAdminsグループへのユーザーの追加については、6-27ページの
「OracleNetAdminsグループへのユーザーの追加と削除」を参照してくださ
い。

� ユーザーの OracleDBCreatorsグループへの追加については、『Oracle8i 
Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照してください。

Create or Update Oracle Schema ディレクトリで Oracleスキーマを作成または更新する際にクリックします。

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明
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作業作業作業作業 2: ネット・サービス名の作成（オプション）ネット・サービス名の作成（オプション）ネット・サービス名の作成（オプション）ネット・サービス名の作成（オプション）
Oracle Database Configuration Assistantにより作成されたデータベース・サービス・エント
リではなく、ネット・サービス名を使用するように、クライアントを構成できます。 ネッ
ト・サービス名は、Oracleコンテキスト（cn=OracleContext）の下で作成されます。

ディレクトリ・サーバーにネット・サービス名を作成するには、次の作業を実行してくださ
い。

1. サーバーのディレクトリ・アクセスが構成されたマシンで、Net8 Assistantを起動しま
す。

� UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから netasstを実行します。

� Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ナビゲータで、「Directory」->「Service Naming」を展開します。

3. ツールバーで「+」をクリックするか、「Edit」メニューから「Create」を選択します。

Net Service Name Wizardが起動します。

4. 「Net Service Name」フィールドに名前を入力し、「Next」をクリックします。

注意注意注意注意 : OracleNetAdminsグループのメンバーであるユーザーのみが、ディ
レクトリのネット・サービス・エントリを作成できます。 サーバーのディ
レクトリ・アクセス中に Oracleコンテキストを作成した認証ユーザーは、
自動的にこのグループのメンバーとなります。 このグループからユーザー
を追加または削除するには、6-27ページの「OracleNetAdminsグループ
へのユーザーの追加と削除」を参照してください。

注意注意注意注意 : tnsnames.oraファイルまたは Oracle Names サーバーに格納さ
れるネット・サービス名は、6-28ページの「tnsnames.oraファイルからの
ネット・サービス名のエクスポート」および 6-31ページの「Oracle 
Names サーバーからのネットワーク・オブジェクトのエクスポート」に
説明されているように、ディレクトリ・サーバーにエクスポートできま
す。
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5. リスナーがリスニングするように構成されているプロトコルを選択します。 このプロト
コルも、クライアント上にインストールする必要があります。 「Next」をクリックしま
す。

6. 提供されたフィールドで選択したプロトコルに対して適切なプロトコル・パラメータを
入力し、「Next」をクリックします。
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7. リリースを選択後、宛先サービスを入力し、「Next」をクリックします。 

宛先サービスが Oracleリリース 8.1データベースである場合、「Oracle8i」をクリック
し、「Service Name」フィールドにサービス名を入力します。 宛先サービスが Oracleリ
リース 8.0またはバージョン 7の場合、「Oracle8 or Previous」をクリックして、
「Database SID」フィールドに Oracleシステム識別子（SID）を入力します。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : プロトコル・パラメータの設定については、付録 Bを参照して
ください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 使用するサービス名文字列の詳細は、6-2ページの「接続記述
子の理解」を参照してください。
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オプションで、このネット・サービス名の Oracle8i接続タイプ・リストからデータベー
ス接続タイプを選択できます。 オラクル社では、Database Defaultのデフォルト設定の
使用をお薦めします。 マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（multi-threaded server: MTS））））が、
初期化パラメータ・ファイルで構成される場合、専用サーバーを選択して、MTS構成を
使用せずにリスナーに専用サーバーを起動させることができます。 MTSが初期化パラ
メータ・ファイルで構成され、接続時に常にMTSが使用されるようにする場合は、共
有サーバーを選択します。

8. ネット・サービス名の動作を検証するには「Test」をクリックし、「Next」をクリック
します。 

このテストでは、データベースとリスナーが実行されている必要があります。実行され
ていない場合は、11-2ページの「Net8制御ユーティリティの使用」の手順に従ってコ
ンポーネントを起動するか、または「Next」をクリックしてテストを省略し、手順 10
に進んでください。

テストが正常終了すると、「Connect Test」ダイアログ・ボックスに「The connect 
test was successful.」というメッセージが表示されます。

テストが正常終了しなかった場合は、次の処置を行ってください。

� データベースとリスナーが実行されていることを確認し、「Test」をクリックしま
す。

� 「Change Login」をクリックして接続に使用するユーザー名とパスワードを変更し、
「Test」をクリックします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : MTS構成の詳細は、第 9章を参照してください。
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9. 「Close」をクリックして「Connect Test」ダイアログ・ボックスを閉じます。

10.「Finish」をクリックして構成を保存し、Net Service Name Wizardを終了します。

作業作業作業作業 3:  第第第第 1番目のネーミング・メソッドとしての番目のネーミング・メソッドとしての番目のネーミング・メソッドとしての番目のネーミング・メソッドとしての LDAPの構成の構成の構成の構成
データベース・サービスまたはネット・サービス名をディレクトリにエントリとして構成し
た後、ディレクトリ・ネーミングを sqlnet.oraファイルの NAMES.DIRECTORY_PATH
パラメータに指定する第 1番目のメソッドとして設定します。 このパラメータによって、
Net8が接続記述子の名前解決に使用するネーミング・メソッドの順序が指定されます。

ディレクトリ・ネーミングを第 1番目のネーミング・メソッドに指定するには、次の手順に
従います。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

� UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから netasstを実行します。

� Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ナビゲータで、「Local」->「Profile」を展開します。

3. 右ペインのリストから、「Naming」を選択します。

4. 「Methods」タブをクリックします。

5. 「Available Methods」リストから「LDAP」を選択して、「>」ボタンをクリックします。

6. 「Selected Methods」リストで「LDAP」を選択し、「Promote」ボタンを使用して選択し
た項目をリストの最上位に移動します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 複数のプロトコル・アドレスの構成方法については、8-2ページの
「リスナー・プロトコル・アドレスのリスト作成」を参照してくださ
い。

� 追加の接続データオプションの構成方法については、8-8ページの
「拡張接続データ・パラメータの構成」を参照してください。
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7. 「File」->「Save Network Configuration」を選択します。

sqlnet.oraファイルは、先頭に LDAPがリストされる NAMES.DIRECTORY_PATH
パラメータにより更新されます。

names.directory_path=(ldap, tnsnames, onames, hostname)

作業作業作業作業 4:リスナーの構成リスナーの構成リスナーの構成リスナーの構成
サーバー上のリスナーは、ネット・サービス名用に構成したものと同じプロトコル・アドレ
スを使用してリスニングするように構成する必要があります。 デフォルトでリスナーは、
ポート 1521の TCP/IPプロトコルを使用するようにすでに構成されています。

作業作業作業作業 5: データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続
クライアントが検索中のエントリの管理コンテキストと一致する管理コンテキストが構成さ
れているクライアントでは、次の構文を使用してデータベースに接続できます。

CONNECT username/password@connect_identifier

関連項目関連項目関連項目関連項目 : リスナー構成の詳細は，第 7章を参照してください。
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エントリの管理コンテキストと一致しない管理コンテキストで構成されているクライアント
では、接続文字列中の接続識別子を使用できません。 かわりに、これらの接続では、エント
リの識別名またはその絶対名が必要です。

データベース・サービス・エントリに対する接続情報の変更データベース・サービス・エントリに対する接続情報の変更データベース・サービス・エントリに対する接続情報の変更データベース・サービス・エントリに対する接続情報の変更

データベース・サービス・エントリは、ディレクトリ・アクセスがサーバーで構成された後
データベース作成中に Oracle Database Configuration Assistantにより作成されます。 エント
リは、Oracleコンテキスト（cn=OracleContext）の下に含まれます。

ディレクトリに格納されるデータベース・サービス・エントリには、ネットワーク・ルート
情報は含まれません。 接続記述子には、プロトコル・アドレス経由のリスナーの場所を含む
ネットワーク・ルートが含まれる必要があります。 これらが含まれていない場合、クライア
ントはリスナーの場所を検索できません。

データベース・サービスのネットワーク・ルート情報を作成または変更するには、次の作業
を実行してください。

1. サーバーのディレクトリ・アクセスが構成されたマシンで、Net8 Assistantを起動しま
す。

� UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから netasstを実行します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 

� 絶対名の使用方法は、2-39ページの「ディレクトリ・ネーミングを使
用したクライアントの接続」を参照してください。

� 接続識別子の構文規則は、11-7ページの「接続識別子の構文特性」を
参照してください。

注意注意注意注意 : OracleNetAdminsグループのメンバーであるユーザーのみが、デー
タベース・サービス・エントリの Net8属性を変更できます。 サーバーの
ディレクトリ・アクセス中に Oracleコンテキストを作成した認証ユー
ザーは、自動的にこのグループのメンバーとなります。 このグループから
ユーザーを追加または削除するには、6-27ページの「OracleNetAdmins
グループへのユーザーの追加と削除」を参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle Namesサーバーや tnsnames.oraに格納されるデータベー
ス・サービスは、6-28ページの「tnsnames.oraファイルからのネット・
サービス名のエクスポート」および 6-31ページの「Oracle Names サー
バーからのネットワーク・オブジェクトのエクスポート」で説明するよう
にディレクトリにエクスポートされます。
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� Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ナビゲータで、「Directory」->「Service Naming」を展開します。

3. データベース・サービスを選択します。 右ペインには、現行の宛先サービス名が表示さ
れます。

4. 「Address Configuration」ボックスの「+」ボタンをクリックします。新規のアドレス・
タブが表示されます。

5. プロトコルを選択して、そのプロトコルの適切なプロトコル・パラメータ情報を入力し
ます。

6. 右ペインで「Apply」をクリックします。

OracleNetAdminsグループへのユーザーの追加と削除グループへのユーザーの追加と削除グループへのユーザーの追加と削除グループへのユーザーの追加と削除
Oracleコンテキストを作成したユーザーは、OracleNetAdmins
（cn=OracleNetAdmins,cn=OracleContext）グループのメンバーです。 ldapmodifyな
どのディレクトリ・ツールを使用して、Oracleコンテキストを作成したユーザーまたはディ
レクトリ管理者は、このグループにユーザーを追加できます。 

ldapmodifyツールを使用して OracleNetAdminsグループへユーザーを追加するには、次の
作業を実行してください。

1. OracleNetAdminsグループへ追加するユーザーを指定する LDAP Data Interchange 
Format（（（（LDIF））））ファイルを作成します。 次のサンプル LDIFファイルで識別名識別名識別名識別名
（（（（Distinguished Name: DN））））cn=OracleNetAdminsに独自の設定を行い、ユーザーを
指定して使用できます。

dn: cn=OracleNetAdmins,cn=OracleContext,...
changetype: modify
add: uniquemember
uniquemember: <DN of user being added to group>

2. ユーザーを追加するには、次の ldapmodify構文を使用します。

ldapmodify -h host -p port -D binddn 
-w password -file ldif_file

関連項目関連項目関連項目関連項目 : プロトコル・パラメータの設定については、付録 Bを参照して
ください。

引数引数引数引数 説明説明説明説明

-h host ディレクトリ・サーバー・ホストを指定します。
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ldapmodifyツールを使用して OracleNetAdminsグループからユーザーを削除するには、次
の作業を実行してください。

1. OracleNetAdminsグループへ追加するユーザーを指定する LDIFファイルを作成しま
す。 次のサンプル LDIFファイルで識別名（DN）cn=OracleNetAdminsに独自の設定
を行い、ユーザーを指定して使用できます。

dn: cn=OracleNetAdmins,cn=OracleContext,...
changetype: modify
delete: uniquemember
uniquemember: <DN of user being delete from group>

2. ユーザーを追加するには、次の ldapmodify構文を使用します。

ldapmodify -h host -p port -D binddn 
-w password -file ldif_file

tnsnames.oraファイルからのネット・サービス名のエクスポートファイルからのネット・サービス名のエクスポートファイルからのネット・サービス名のエクスポートファイルからのネット・サービス名のエクスポート
tnsnames.oraファイルがすでに存在する場合、そのネット・サービス名は、ディレクト
リ・サーバーへエクスポートできます。 エクスポートは、一度に 1つのドメインで実行され
ます。

tnsnames.oraファイルのエクスポートにより、新しいネット・サービス・エントリが現
在選択された Oracle コンテキストコンテキストコンテキストコンテキスト （cn=OracleContext）に作成されます。 Oracleコンテ
キストを変更する必要がある場合には、Net8 Assistantで「Command」->「Directory 
Server」->「Change Oracle Context」を選択します。

データのエクスポートを実行するコンピュータでは、サーバー・ディレクトリ・アクセスが
構成されている必要があります。 

-p port ディレクトリ・サーバーのリスニング TCP/IPポートを指定し
ます。 このオプションを指定しない場合、デフォルト・ポート
（389）が使用されます。

-D binddn ディレクトリ管理者またはユーザー DNを指定します。

-w password ディレクトリ管理者またはユーザー DNのパスワードを指定し
ます。

-f ldif_file 入力ファイル名を指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 6-14ページの「作業 1: サーバーおよびクライアントでのディレ
クトリ・アクセスの構成」を参照してください。

引数引数引数引数 説明説明説明説明
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tnsnames.oraファイルに含まれるネット・サービス名をエクスポートするには、次のよ
うにします。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

� UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから netasstを実行します。

� Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. 「Command」->「Directory」-> 「Import Net Service Names」を選択してください。 
「Directory Server Migration Wizard」が起動します。

3. 「Next」をクリックします。 

複数のドメインが検索された場合、「Select Domain」ページが表示されます。
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ネット・サービス名がドメインで修飾されていない場合、ステップ 4で示されるように
「Select Net Service Names」ページが表示されます。

4. リストから、エクスポートするネット・サービス名のネットワーク・ドメインを選択し
ます。

「Select Net Service Names」ページが表示されます。

5. エクスポートするリストからネット・サービス名を選択して、「Next」をクリックしま
す。

「Select Destination Context」ページが表示されます。

6. ディレクトリ・ネーミング・リストから Oracleコンテキストを含むディレクトリ・ディレクトリ・ディレクトリ・ディレクトリ・
ネーミング・コンテキスト（ネーミング・コンテキスト（ネーミング・コンテキスト（ネーミング・コンテキスト（directory naming context））））を選択します。 ディレクトリ・
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ネーミング・コンテキストは、1つまたは複数の Oracleコンテキストを含むディレクト
リ・サブツリーの一部です。

7. 選択したネット・サービス名をエクスポートする先の Oracleコンテキストを Oracleコ
ンテキスト・リストから選択します。

8. 「Next」をクリックします。

ウィザードで、ネット・サービス名がエクスポートされます。

9. Directory Server Migration Wizardを終了するには、「Finish」をクリックします。

Oracle Names サーバーからのネットワーク・オブジェクトのエクスポートサーバーからのネットワーク・オブジェクトのエクスポートサーバーからのネットワーク・オブジェクトのエクスポートサーバーからのネットワーク・オブジェクトのエクスポート
Oracle Namesサーバーに格納されたデータベース・サービスおよびネット・サービス名は、
ディレクトリまたは LDAP Data Interchange Format（（（（LDIF））））ファイルにエクスポートでき
ます。 データは指定されたドメインからエクスポートされます。 ドメインにサブドメインへ
の定義権限がある場合には、そのデータもエクスポートできます。

データのエクスポート実行に関するステップおよび例は、次の項で説明されます。

� 作業 1: ディレクトリでの構造の作成

� 作業 2: エクスポートするオブジェクト・リストの取得

� 作業 3: ディレクトリ・サーバーへのオブジェクトのエクスポート

前提条件前提条件前提条件前提条件 : データのエクスポートを実行するコンピュータでは、6-14ペー
ジの「作業 1: サーバーおよびクライアントでのディレクトリ・アクセスの
構成」に説明されているように、サーバー・ディレクトリ・アクセスが構
成されている必要があります。
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� 類似 DITへのドメインのエクスポート

� 非類似 DITへのドメインのエクスポート

作業作業作業作業 1:  ディレクトリでの構造の作成ディレクトリでの構造の作成ディレクトリでの構造の作成ディレクトリでの構造の作成
Oracle Namesオブジェクトのディレクトリ情報ツリー（ディレクトリ情報ツリー（ディレクトリ情報ツリー（ディレクトリ情報ツリー（Directory Information Tree: DIT）））） 
を使用してディレクトリを構成すると Oracle Namesで現在使用しているドメイン構造をレ
プリケートできます。または、まったく別の構造を作成することもできます。

オラクル社では、Net8オブジェクトを格納する際に、Oracleコンテキスト
（cn=OracleContext）を作成することをお薦めします。

作業作業作業作業 2:  エクスポートするオブジェクト・リストの取得エクスポートするオブジェクト・リストの取得エクスポートするオブジェクト・リストの取得エクスポートするオブジェクト・リストの取得
Oracle Namesドメイン構造およびその構造内のオブジェクトを判断します。 NAMESCTLで
は、この作業の使用に役立つコマンドが 3つ提供されます。

作業作業作業作業 3:  ディレクトリ・サーバーへのオブジェクトのエクスポートディレクトリ・サーバーへのオブジェクトのエクスポートディレクトリ・サーバーへのオブジェクトのエクスポートディレクトリ・サーバーへのオブジェクトのエクスポート
NAMESCTLユーティリティでは、ネットワーク・オブジェクトが DUMP_LDAPコマンド
によりディレクトリへエクスポートされます。 このコマンドにより、ネットワーク・オブ
ジェクトの LDIFファイルまたは直接ディレクトリへのエクスポートが可能となります。 

LDIFファイルへデータをエクスポートする構文は次のとおりです。

NAMESCTL
NAMESCTL> dump_ldap [source] [destination] [options] {-f filename}

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracleコンテキストの詳細は、第 2章を参照してください。

コマンドコマンドコマンドコマンド 説明説明説明説明

LIST_DOMAINS すべての管理ドメインをリストします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  A-37ページの LIST_DOMAINS

LIST_DELEGATED すべての委任されたドメインをリストします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  A-36ページの LIST_DELEGATED

LIST_OBJECTS すべての許可されたネットワーク・オブジェクトをリストします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  A-38ページの LIST_OBJECTS

注意注意注意注意 : 生成された LDIFファイルは、ldap_modifyコマンドにより、後
でディレクトリへロードされます。 構文の使用方法は、ディレクトリのマ
ニュアルを参照してください。
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ディレクトリへデータを直接エクスポートする構文は次のとおりです。

NAMESCTL
NAMESCTL> dump_ldap [source] [destination] [options] {-h host} {-p port} {-D 
user_dn} {-w password} 

類似類似類似類似 DITへのドメインのエクスポートへのドメインのエクスポートへのドメインのエクスポートへのドメインのエクスポート
ディレクトリの DIT構造が、現在の Oracle Names構造に合致するドメイン・コンポーネン
ト（dc）で設計されている場合、データのエクスポート方法については次の例を参照してく
ださい。

� 例 1: シングル・ドメインから同じ DITノードへのデータのエクスポート

� 例 2: ドメイン・ツリーから同じ DITへのデータのエクスポート

例例例例 1: シングル・ドメインから同じシングル・ドメインから同じシングル・ドメインから同じシングル・ドメインから同じ DITノードへのデータのエクスポートノードへのデータのエクスポートノードへのデータのエクスポートノードへのデータのエクスポート
図 6-1では、acme.comの Oracle Namesドメイン構造が示されます。これには、dbと呼ば
れるデータベース・サービスが含まれます。 ディレクトリ DIT は、Oracle Names構造に合
致するドメイン構造により設計されています。 この DIT構造が使用される場合、dbは、
cn=OracleContext,dc=acme,dc=comにエクスポートされます。

図図図図 6-1  シングル・ドメインのエクスポートシングル・ドメインのエクスポートシングル・ドメインのエクスポートシングル・ドメインのエクスポート

Oracle Namesから、構成された DIT構造へデータをエクスポートする際は、次の構文のい
ずれかを使用できます。

NAMESCTL> dump_ldap acme.com (dn:cn=OracleContext,dc=acme,dc=com) -f sample.ldif
NAMESCTL> dump_ldap acme.com -x -f sample.ldif

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 引数の説明は、A-29ページの DUMP_LDAPを参照してくださ
い。

dc=acme

cn=OracleContext

cn=db

dc=com

acme

com

DIT
構造�

Oracle Names
構造�

db
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構文の一行目では、宛先 DNが明示的に指定されます。 宛先 DNは Oracle Namesで使用さ
れるドメイン・モデルに合致するため、構文の 2行目のように、宛先 DNは指定する必要が
ありません。 -xオプションは、cn=OracleContextを宛先 DNの左側に前方追加する際に
使用されます。 つまり、DNで cn=OracleContextを指定するかわりに -xを使用できま
す。 このようにして、ディレクトリの cn=OracleContext RDN の下で、全オブジェクト
を作成できます。

データベース・サービス dbは、cn=OracleContext,dc=acme,dc=comにエクスポート
され、DNは (dn:cn=db,cn=OracleContext,dc=acme,dc=com)に位置します。

例例例例 2: ドメイン・ツリーから同じドメイン・ツリーから同じドメイン・ツリーから同じドメイン・ツリーから同じ DITへのデータのエクスポートへのデータのエクスポートへのデータのエクスポートへのデータのエクスポート
データは、Oracle Namesのルート・ドメインおよびそのサブドメインから、類似 DITが使
用されるディレクトリへエクスポートできます。

図 6-2では、acme.comのルート・ドメイン、sales.acme.comおよび dev.acme.comの
サブドメインを含む Oracle Names構造が示されています。  db、ordersおよび widgets
のデータベース・サービスは、それぞれ acme.com、sales.acme.comおよび
dev.acme.comに位置します。 ディレクトリ DITは、Oracle Names構造と類似していま
す。

図図図図 6-2  類似類似類似類似 DITへのルートおよびサブドメインのエクスポートへのルートおよびサブドメインのエクスポートへのルートおよびサブドメインのエクスポートへのルートおよびサブドメインのエクスポート
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db
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ou=sales ou=dev

cn=OracleContext cn=OracleContext
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次の構文は、データを acme.comのルート・ドメインおよびそのサブドメインから、構成さ
れた DIT構造へエクスポートする際に使用します。

dump_ldap acme.com -R -x -f sample.ldif 

次のテーブルでは、acme.com、sales.acme.comおよび dev.acme.comのデータベー
ス・オブジェクトが、ディレクトリで DNへどのようにマップされているか示します。 -xが
使用されるため、全オブジェクトは、ディレクトリの cn=OracleContext RDNの下に作
成されます。

非類似非類似非類似非類似 DITへのドメインのエクスポートへのドメインのエクスポートへのドメインのエクスポートへのドメインのエクスポート
ディレクトリの DIT構造が、現在の Oracle Namesドメイン構造とは異なる DITにより設計
されている場合、データのエクスポート方法については次の例を参照してください。

� 例 1: シングル・ドメインから非 DCノードへのデータのエクスポート

� 例 2: ドメイン・ツリーから非 DC DITへのデータのエクスポート

� 例 3: 複数ドメインから 1つの DITノードへのデータのエクスポート

� 例 4: エクスポート中のツリー構造の再編成

Oracle Namesのデータベーのデータベーのデータベーのデータベー
ス・オブジェクトス・オブジェクトス・オブジェクトス・オブジェクト

ディレクトリの新規ディレクトリの新規ディレクトリの新規ディレクトリの新規 DN

db.acme.com dn:cn=db,cn=OracleContext,dc=acme,dc=com

orders.sales.acme.com dn:cn=orders,cn=OracleContext,dc=sales,
dc=acme,dc=com

widgets.dev.acme.com dn:cn=widgets,cn=OracleContext,dc=dev,
dc=acme,dc=com
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例例例例 1: シングル・ドメインから非シングル・ドメインから非シングル・ドメインから非シングル・ドメインから非 DCノードへのデータのエクスポートノードへのデータのエクスポートノードへのデータのエクスポートノードへのデータのエクスポート
図 6-3では、acme.comの Oracle Namesドメイン構造が示されます。  これには、dbと呼ば
れるデータベース・サービスが含まれます。 ディレクトリは、
cn=OracleContext,o=acme,c=usの DITによって設計されます。

図図図図 6-3  1つのつのつのつの DIT ノードへのシングル・ドメインのエクスポートノードへのシングル・ドメインのエクスポートノードへのシングル・ドメインのエクスポートノードへのシングル・ドメインのエクスポート

次の構文は、データを acme.comドメインから、構成済 DIT構造へエクスポートする際に
使用します。

dump_ldap acme.com (dn:c=us,o=acme) -x -f sample.ldif

DITは Oracle Names構造と異なるため、宛先 DNは明示的に指定される必要があります。 
-xオプションは、cn=OracleContextを宛先 DNの左側に前方追加する際に使用されま
す。 つまり、DNで cn=OracleContextを指定するかわりに -xを使用できます。 このよう
にして、ディレクトリの cn=OracleContext RDNの下で、オブジェクトを作成できま
す。

例例例例 2: ドメイン・ツリーから非ドメイン・ツリーから非ドメイン・ツリーから非ドメイン・ツリーから非 DC DITへのデータのエクスポートへのデータのエクスポートへのデータのエクスポートへのデータのエクスポート
データは、Oracle Namesのルート・ドメインおよびそのサブドメインから、異なる DITが
使用されるディレクトリへエクスポートできます。 宛先 DNの RDNのサブドメインはワイ
ルドカードである（つまり、値が指定されない）必要があります。

図 6-4では、acme.comのルート・ドメイン、sales.acme.comおよび dev.acme.comの
サブドメインを含む Oracle Names構造が示されます。  db、ordersおよび widgetsの
データベース・サービスは、それぞれ acme.com、sales.acme.comおよび
dev.acme.comに存在します。 ディレクトリ DITには、Oracle Namesの acme.comに対応
する o=acme,c=usの最高位構造があります。 サブツリー、ou=salesおよび ou=devは、
Oracle Namesのサブドメイン sales.acme.comおよび dev.acme.comに対応します。

o=acme

cn=OracleContext

cn=db

c=us

acme

com

DIT
構造�

Oracle Names
構造�

db
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図図図図 6-4  異なる異なる異なる異なる DITへのルートおよびサブドメインのエクスポートへのルートおよびサブドメインのエクスポートへのルートおよびサブドメインのエクスポートへのルートおよびサブドメインのエクスポート

次の構文は、データを acme.comのルート・ドメインおよびそのサブドメインから、構成さ
れた DIT構造へエクスポートする際に使用します。

dump_ldap acme.com (dn:ou,o=acme,c=us) -R -x -f sample.ldif 

organizationalUnitName（ou）は置換え可能である（つまり値がまったく含まれていない）
ため、ソース・リージョンにある acme.comの salesおよび devサブドメインは、ouに
マップできます。

次のテーブルでは、acme.com、sales.acme.comおよび dev.acme.comのデータベー
ス・オブジェクトが、ディレクトリで DNへどのようにマップされているか示します。 -xが
使用されるため、全オブジェクトは、ディレクトリの cn=OracleContext RDNの下に作
成されます。

sales dev
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db

orders widgets

ou=sales ou=dev

cn=OracleContext cn=OracleContext
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acme.comに mktg.dept.acme.comのサブドメインが含まれている場合、このサブドメイ
ンのネットワーク・オブジェクトはエクスポートされません。 これは、宛先 DN
（dn:ou,o=acme,c=us）では、1レベルのサブドメインのみが許可されるためです。 
mktg.dept.acme.comからオブジェクトをエクスポートするには、次の構文が必要です。

dump_ldap acme.com (dn:ou,ou,o=acme,c=us) -x -f sample.ldif

これによって、サブドメインを最大 2レベルまでエクスポートできます。 追加ワイルド・
カードを追加することにより、任意の深さを指定できます。

例例例例 3: 複数ドメインから複数ドメインから複数ドメインから複数ドメインから 1つのつのつのつの DITノードへのデータのエクスポートノードへのデータのエクスポートノードへのデータのエクスポートノードへのデータのエクスポート
データは、複数のドメインから宛先 DITの 1つのノードへエクスポートできます。

図 6-5では、acme.comのルート・ドメイン、sales.acme.comおよび dev.acme.comの
サブドメインを含む Oracle Names構造が示されます。  db、ordersおよび widgetsの
データベース・サービスは、それぞれ acme.com、sales.acme.comおよび
dev.acme.comに存在します。 ディレクトリ DITには、Oracle Namesサブドメインに対応
するサブツリーを含まない o=IS,c=ukの構造が含まれます。

Oracle Namesのデータベーのデータベーのデータベーのデータベー
ス・オブジェクトス・オブジェクトス・オブジェクトス・オブジェクト

ディレクトリの新規ディレクトリの新規ディレクトリの新規ディレクトリの新規 DN

db.acme.com dn:cn=db,cn=OracleContext,o=acme,c=us

orders.sales.acme.com dn:cn=orders,cn=OracleContext,ou=sales,
o=acme,c=us

widgets.dev.acme.com dn:cn=widgets,cn=OracleContext,ou=dev,
o=acme,c=us
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図図図図 6-5  1つのつのつのつの DIT ノードへのルートおよびサブドメインのエクスポートノードへのルートおよびサブドメインのエクスポートノードへのルートおよびサブドメインのエクスポートノードへのルートおよびサブドメインのエクスポート

すべてのデータは、ルート・ドメインおよびサブドメインから DIT内の
cn=OracleContext,o=IS,c=ukへ次の構文を使用してエクスポートできます。

dump_ldap acme.com (dn:o=IS,c=uk) -R -x -f sample.ldif

次のテーブルでは、acme.com、sales.acme.comおよび dev.acme.comのデータベー
ス・オブジェクトが、ディレクトリで DNへどのようにマップされているか示します。 -xが
使用されるため、全オブジェクトは、ディレクトリの cn=OracleContext RDNの下に作
成されます。

Oracle Namesのデータベーのデータベーのデータベーのデータベー
ス・オブジェクトス・オブジェクトス・オブジェクトス・オブジェクト

ディレクトリの新規ディレクトリの新規ディレクトリの新規ディレクトリの新規 DN

db.acme.com dn:cn=db,cn=OracleContext,o=IS,c=uk

orders.sales.acme.com dn:cn=orders,cn=OracleContext,o=IS,c=uk

widgets.dev.acme.com dn:cn=widgets,cn=OracleContext,o=IS,c=uk
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サブドメインの 1つに dbという名前のデータベース・オブジェクトが含まれる場合、その
名前が db.acme.comからエクスポートされる dbオブジェクトと衝突するため、それはエ
クスポートされません。

例例例例 4: エクスポート中のツリー構造の再編成エクスポート中のツリー構造の再編成エクスポート中のツリー構造の再編成エクスポート中のツリー構造の再編成
前述の例では、非 DC DITへのデータのエクスポートおよび複数ドメインから DIT内の 1つ
のノードへのデータのエクスポートについて紹介しました。 この例では、これら 2つのエク
スポート・タイプを組み合せて、まったく異なる構造を持つ DITへのデータのエクスポート
方法を説明します。

6-41ページの図 6-6では、acme.comのルート・ドメインおよび 4つのサブドメイン（それ
ぞれ少なくとも 1つのデータベース・サービス・オブジェクトを含む）を含む Oracle 
Names構造が示されます。 ディレクトリ DITには、Oracle Namesの acme.comに対応する
最高位構造 dc=acme,dc=comがあります。 2つのサブツリー dc=intranetおよび
dc=storefrontは、Oracle Namesのサブドメインとは無関係です。 
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図図図図 6-6  2つのサブツリーへの複数ドメインのエクスポートつのサブツリーへの複数ドメインのエクスポートつのサブツリーへの複数ドメインのエクスポートつのサブツリーへの複数ドメインのエクスポート
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データを Oracle Names構造から DITへエクスポートするには、各ドメインを個別にエクス
ポートする必要があります。

dump_ldap IS.acme.com (dn:dc=intranet,dc=com,dc=acme) -x -f sample.ldif
dump_ldap hr.acme.com (dn:dc=intranet,dc=com,dc=acme) -x -f sample.ldif
dump_ldap warehouse.acme.com (dn:dc=storefront,dc=com,dc=acme) -x -f sample.ldif
dump_ldap sales.acme.com (dn:dc=storefront,dc=com,dc=acme) -R -x -f sample.ldif

データベース・オブジェクトは、最初の 2つの dump_ldapコマンドにより、
cn=Oraclecontext,dc=intranet,dc=acme,dc=comにエクスポートされ、最後の 2つ
の dump_ldapコマンドにより、
cn=Oraclecontext,dc=storefront,dc=acme,dc=comへエクスポートされます。 
dump_ldap sales.acme.comコマンドの -Rによって、データベース・サービス・オブ
ジェクトを sales.acme.com、europe.sales.acme.comおよび
pacific.sales.acme.comからエクスポートできます。

次のテーブルでは、Oracle Namesドメインのデータベース・オブジェクトが、ディレクト
リの DNにどのようにマップされているかを示します。 -xが使用されるため、全オブジェク
トは、ディレクトリの cn=OracleContext RDNの下に作成されます。

Oracle Namesのデータベース・オブのデータベース・オブのデータベース・オブのデータベース・オブ
ジェクトジェクトジェクトジェクト

ディレクトリの新規ディレクトリの新規ディレクトリの新規ディレクトリの新規 DN

revenue.IS.acme.com dn:cn=revenue,cn=OracleContext,dc=intra,dc=acme,
dc=com

expense.IS.acme.com dn:cn=expense,cn=OracleContext,dc=intra,dc=acme,
dc=com

emp.hr.acme.com dn:cn=emp,cn=OracleContext,dc=intra,dc=acme,dc=com

inventory.warehouse.com dn:cn=inventory,cn=OracleContext,dc=storefront,
dc=acme,dc=com

customer.sales.acme.com dn:cn=customer,cn=OracleContext,dc=storefront,
dc=acme,dc=com

clients.europe.sales.acme.com dn:cn=clients,cn=OracleContext,dc=storefront,
dc=acme,dc=com

orders.pacific.sales.acme.com dn:cn=orders,cn=OracleContext,dc=storefront,
dc=acme,dc=com
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Oracle Namesメソッドの構成メソッドの構成メソッドの構成メソッドの構成

Oracle Namesを使用すると、クライアント /サーバーによるグローバルなコンピュータ・
ネットワークの設定と管理が容易になります。Oracle Namesによって、ネットワーク・ア
ドレスとデータベース・リンクの情報がネットワーク全体のすべてのノードから利用できる
ようになります。各データベース・サーバーのネットワーク・アドレスは、単純なサービス
名によって識別されます。これによりクライアント・アプリケーションは、長いアドレスを
使用せずに、この単純な名前を使用してデータベース接続を要求できます。Oracle Names
では、ネットワーク・インフラストラクチャが変更されても、ユーザーとアプリケーション
はその影響を受けずに済みます。Oracle Namesは、ネットワーク・サービス名の集中的な
管理を提供します。 

Oracle Namesの構成に必要な作業は、次のとおりです。

作業 1: Oracle Namesオプションの検討

作業 2: 必要なコンポーネントのインストール

作業 3: Oracle Names サーバーの作成

作業 4: Oracle Names サーバーを使用するためのクライアントとデータベース・サー
バーの構成

作業 5: リスナーの構成

作業 6: Oracle Names サーバーへのデータベースの登録

作業 7:（オプション）委任管理リージョンへのドメインの委任

作業 8: データベースへの接続

作業作業作業作業 1: Oracle Namesオプションの検討オプションの検討オプションの検討オプションの検討
Oracle Names サーバーを作成する前に、次の項目について決定する必要があります。

� Oracle Names サーバー間でサービス登録データを継続的にレプリケートするか、また
は同一リージョン内のすべての Oracle Names サーバーがそれぞれの登録データを
Oracleデータベースに格納する必要があるかどうか。

� 1つ以上の管理リージョン（管理リージョン（管理リージョン（管理リージョン（administrative region））））に対するサポートが必要かどうか。 
管理リージョンは、1つ以上のドメイン（ドメイン（ドメイン（ドメイン（domain））））に存在する Oracle Names サーバー
の集合であり、データベースなどのネットワーク・オブジェクトをグループ化したもの

注意注意注意注意 : この項では、リリース 8.1を対象に構成方法について説明していま
す。 既存のリリース 8.0またはリリース 7.xの構成がある場合は、
『Oracle8i移行ガイド』を参照してください。
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です。 複数の管理リージョンのあるネットワークには、1つのルート管理リージョンルート管理リージョンルート管理リージョンルート管理リージョン
（（（（root administrative region））））および 1つ以上の委任管理リージョン（委任管理リージョン（委任管理リージョン（委任管理リージョン（delegated 
administrative region））））が必要です。  委任管理リージョンには、ルートの直属の子リー
ジョンの役割を果たす代替リージョン内の Oracle Names サーバーのアドレスとドメイ
ンが格納されます。

作業作業作業作業 2:  必要なコンポーネントのインストール必要なコンポーネントのインストール必要なコンポーネントのインストール必要なコンポーネントのインストール
次のコンポーネントがインストールされていることを確認します。

� Oracle Names サーバーとして指定するマシン上の Oracle Names

� クライアント上の Net8 Clientまたは SQL*Net Client

� サーバー上の Net8 Serverまたは SQL*Net Server

作業作業作業作業 3: Oracle Names サーバーの作成サーバーの作成サーバーの作成サーバーの作成
Oracle Names サーバーを作成する方法は、リージョン・データの格納方法によって異なり
ます。 データは次のようにして格納できます。

� Oracle Names サーバーにアクセス可能な Oracleデータベース内の、リージョン・デー
タベースと呼ばれる表に格納します。

Oracle Names サーバーに追加した情報は、データベースに格納される他、Oracle 
Names サーバーのキャッシュ・ファイルにも格納されます。データベースが利用でき
ない場合は、キャッシュ・ファイル内の情報が使用されます。

� Oracle Names サーバー間でデータをレプリケートして、ディスクへのチェックポイン
トを実行します。

チェックポイント・ファイルは、UNIXプラットフォームでは $ORACLE_
HOME/network/namesに、Windows NTでは ORACLE_HOME¥network¥namesに格納さ
れます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 4-8ページの「Oracle Names」を参照してください。

重要重要重要重要 : UNIXプラットフォームでは、Oracle Universal Installerによって
$ORACLE_HOME/network/namesディレクトリは作成されません。この
ディレクトリは、正しく構成作業を実行するために必要です。このディレ
クトリが存在しない場合は、作成してください。

該当するファイル該当するファイル該当するファイル該当するファイル 説明説明説明説明

ckcfg.ora リージョン・データベースの ONRS_CONFIGテーブルに
格納された構成パラメータのバックアップ・コピー。
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次の項では、両方のモードおよび構成が不要なデフォルト Oracle Names サーバーを説明し
ます。

� デフォルト Oracle Names サーバー

� データベースでのテーブルの作成

� チェックポイント実行済ファイルのレプリケート

どちらの方法を選択するにしても、オラクル社では Oracle Names サーバーがダウンした場
合に備えて複数の Oracle Names サーバーを作成するようにお薦めしています。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト Oracle Names サーバーサーバーサーバーサーバー
Oracle Names サーバーは構成せずに実行できます。 名前が names.oraファイルで構成され
ている場合、名前はデフォルトで ONAMES_hostと構成されます。  リスニング・アドレス
は、ローカル・ホスト・ポート 1575上の TCP/IPまたは他のプロトコルの予約済アドレス
にデフォルトで設定されます。

NAMES.DOMAINSパラメータが、names.ora ファイルに構成されていない場合、Oracle 
Namesサーバーでは、ルート・ドメインの認可レベルが仮定されます。

この Oracle Names サーバーを使用する場合は、6-53ページの 「作業 2: Oracle Names サー
バーの検出」に進んでください。

ckpcch.ora リモート・リージョンから取り出された後、キャッシュさ
れ、まだ期限切れになっていない現行の無保証データを含
む。

ckpreg.ora リージョンに対するすべての正当データを含む。 Oracle 
Names サーバーでリージョン・データベースが使用されて
いる場合、このチェックポイント・ファイルは、最終再
ロード時点でのテーブルのリージョン・データのコピーで
す。 このデータは、データベースがアクセス不能の場合、
Oracle Names Serverの起動時に使用されます。

サーバーでデータベースが使用されていない場合、この
ファイルのみが持続ストレージであり、起動時に Oracle 
Names サーバーによりロードされます。 Oracle Names サー
バーでは、そのリージョンに他の Oracle Names サーバー
がない場合、リージョン・チェックポイント・ファイルの
データをカレントと見なします。 この場合、ファイルは、
リージョンの最終更新時のものでカレントとされます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : デフォルト・アドレス情報に関する Oracleオペレーティング・
システムのマニュアルを参照してください。

該当するファイル該当するファイル該当するファイル該当するファイル 説明説明説明説明
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データベースでのテーブルの作成データベースでのテーブルの作成データベースでのテーブルの作成データベースでのテーブルの作成
Oracleデータベースにサービス・データを格納するには、次の作業を実行します。

� 作業 1:データベース・サーバーの構成

� 作業 2: Oracle Names サーバーの作成

� 作業 3: Oracle Names サーバーの起動

作業作業作業作業 1:データベース・サーバーの構成データベース・サーバーの構成データベース・サーバーの構成データベース・サーバーの構成  データベース・サーバーを構成するには、次の手順
に従います。

1. まだデータベースが実行されていない場合は、データベースを起動します。 データベー
スがすでに起動されている場合は、手順 2に進みます。

a. INTERNALとしてデータベースに接続します。

SQL> CONNECT internal/password

INTERNALユーザー・アカウントの passwordは、デフォルトで ORACLEです。 

b. データベースを起動します。

SQL> STARTUP;

2. SYSTEMユーザーとしてデータベースに接続します。

SQL> CONNECT system/password

SYSTEMユーザー・アカウントの passwordは、デフォルトでMANAGERです。 

3. ユーザー・アカウントとパスワードを作成します。

SQL> CREATE user user
  identified by password
  default tablespace users
  temporary tablespace temp;

4. namesini.sqlスクリプトを実行します。このファイルは、UNIXでは $ORACLE_
HOME/network/adminに、Windows NTプラットフォームでは ORACLE_
HOME¥network¥admin¥namesにあります。このスクリプトによって、Oracle Names
が情報を格納するために必要な表が作成されます。 オプションで namesupg.sql を実
行し、古い表をアップグレードします。

SQL> CONNECT user/password
SQL> @oracle_home/network/admin/namesini.sql;

作業作業作業作業 2: Oracle Names サーバーの作成サーバーの作成サーバーの作成サーバーの作成  Oracle Namesがインストールされている各コンピュー
タに Oracle Names サーバーが必要な場合、Oracle Net8 Assistantを使用して Oracle Names 
サーバーを作成します。
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1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

� UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから netasstを実行します。

� Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ナビゲータで、Oracle Names サーバーを展開します。

3. 「Edit」->「Create」を選択するか、または「+」ボタンをクリックして、新規の Oracle 
Names サーバーを作成します。 

Names Wizardが起動します。

このウィザードでは、Oracle Names サーバーを作成し、指示に従って構成作業を進め
ていく過程で、次の項目の入力を求めるプロンプトが表示されます。

� Oracle Names サーバーの一意な名前

� Oracle Names サーバーのプロトコル・アドレス

TCP/IPを選択する場合、オラクル社では正規に登録されたデフォルトのポート番
号である 1575を Oracle Names サーバーに使用することをお薦めしています。

� データベースに情報を格納するか、または Oracle Names サーバー間で情報をレプ
リケートするかの選択

（「Use a region database.」をクリックします）

� データベースのリスナーのプロトコル・アドレス

TCP/IPを選択する場合、オラクル社では正規に登録されたデフォルトのポート番
号である 1521をリスナーに使用することをお薦めしています。

� データベース・ユーザー ID、パスワード、およびサービス名または SID

� この Oracle Names サーバーがルート管理リージョンにあるかどうかの識別

この Oracle Names サーバーがルート管理リージョンにあると指定した場合、構成作業
は完了です。 

この Oracle Names サーバーがルート管理リージョンにないと指定した場合は、委任管
理リージョンにあるものと見なされます。その場合ウィザードは、ローカル管理リー
ジョンのドメイン名と、ルート管理リージョンにある Oracle Names サーバーのアドレ
スを求めるプロンプトを表示してから完了します。

Wizardが完了すると、次のメッセージが表示されます。

「A Names Server, onames_server, has been created with default 
settings.Use the Configure Server section to modify the 
default configuration.」

4. 「File」->「Save Network Configuration」を選択します。
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5. Oracle Names サーバーをさらに追加する場合は、手順 2～ 4を繰り返してリージョン
に Oracle Names サーバーを作成します。 Oracle Net8 Assistantでは、1台のコンピュー
タ上に複数の Oracle Names サーバーを作成することをサポートしていません。 

Oracle Net8 Assistantでは、少なくとも次の項目を設定して names.oraファイルを作成し
ます。

� Oracle Names サーバーの名前（NAMES.SERVER_NAME）

� Oracle Names サーバーのリスニング用プロトコル・アドレス（NAMES.ADDRESSES）

� データベース情報（NAMES.ADMIN_REGION）

次に、names.oraファイルを内容に関する注釈付きで示します。

# Oracle Names サーバーの名前。名前には、このOracle Names サーバーのあるドメイン名が
# 含まれている必要があります。
names.server_name=namesvr2.com

# Oracle Names サーバーのリスニング用プロトコル・アドレス。
names.addresses=
  (address=(protocol=tcp)(host=namesrv2-pc)(port=1575)) 
  [(address=...))]

# データベース・リポジトリ情報。
names.admin_region=
  (region=
    (description=
      (address=(protocol=tcp)(host=sales-server)(port-1521)) 
      (connect_data=
        (service_name=sales.us.acme.com))
    (userid=system)
    (password=password)
    (name=local_region)
    (refresh=86400)
    (retry=60)
    (expire=600))
# Oracle Names サーバーが委任管理リージョンにある場合、ルート管理リージョンにおける
# Oracle Names サーバーのアドレスを識別します。
names.domain_hints=
  (address=(protocol=tcp)(host=namesrv1-pc)(port=1575)) 

# このリージョンにより制御されるドメインおよびTTLを指定します。これがルート管理リージョン
# である場合、ルート・ドメインを適切に識別するには、NAME= (NULL) が必要です。
names.domains=
  (domain=
    (name=)
    (min_ttl=86400))
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複数のドメインの管理複数のドメインの管理複数のドメインの管理複数のドメインの管理
リージョンに複数のドメインを管理させる場合は、Oracle Net8 Assistantを使用して
NAMES.DOMAINSパラメータに追加のドメインを指定します。

1. ナビゲータで、Oracle Names サーバーを展開します。

2. Oracle Names サーバーを選択します。

3. 右ペインのリストから、「Configure Server」を選択します。

4. 「Domains」タブをクリックします。

5. 「Domain Name」フィールドにドメイン名および time-to-live情報を入力し、「Add」を
クリックします。

6. 追加ドメインごとに、手順 5を繰り返します。

7. 「File」->「Save Network Configuration」を選択します。

次の例では、NAMES.DOMAINSにルート、com、oracle.comおよび hq.oracle.com
ドメインのリストが含まれています。 hq.oracle.comを定義するには、hq.oracle.com
より前に位置するすべてのドメインを定義しておく必要があります。

names.domains=
 (domain_list=
  (domain=
    (name=)
    (min_ttl=86400))
  (domain=
    (name=com)
    (min_ttl=86400))
  (domain=
    (name=oracle.com)
    (min_ttl=86400))
  (domain=
    (name=hq.oracle.com)
    (min_ttl=86400)))

作業作業作業作業 3: Oracle Names サーバーの起動サーバーの起動サーバーの起動サーバーの起動  Oracle Net8 Assistantまたは NAMESCTL制御ユーティ
リティを使用して、Oracle Names サーバーを起動します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : アドレス情報に必要なプロトコル構文については、付録 Bを参
照してください。
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チェックポイント実行済ファイルのレプリケートチェックポイント実行済ファイルのレプリケートチェックポイント実行済ファイルのレプリケートチェックポイント実行済ファイルのレプリケート
Oracle Names サーバーのデータをチェックポイント実行済ファイルによりレプリケートす
るには、次の作業を実行します。

� 作業 1: Oracle Names サーバーの作成

� 作業 2: Oracle Names サーバーの検出

作業作業作業作業 1: Oracle Names サーバーの作成サーバーの作成サーバーの作成サーバーの作成  Oracle Namesがインストールされている各コンピュー
タに Oracle Names サーバーが必要な場合、Oracle Net8 Assistantを使用して Oracle Names 
サーバーを作成します。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

� UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから netasstを実行します。

� Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ナビゲータで、Oracle Names サーバーを展開します。

3. 「Edit」->「Create」を選択するか、または「+」ボタンをクリックして、新規の Oracle 
Names サーバーを作成します。 

Names Wizardが起動します。

Oracle Net8 Assistantによる操作による操作による操作による操作 NAMESCTL制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作

1. ナビゲータで、Oracle Names サーバーを展
開します。

2. Oracle Names サーバーを選択します。

3. 右ペインのリストから、「Manage Server」
を選択します。

4. 「Control」タブをクリックします。

5. 「Start」をクリックします。

6. 「Apply」をクリックします。

次のメッセージが表示されます。

Server started successfully.

Windows NTでは、OracleORACLE_
HOMENamesonames_serverと呼ばれるサー
ビスが作成されます。

コマンドラインから、次のように入力します。

NAMESCTL

次のエラー・メッセージが表示されても、無視
します。

NNL-00024: 警告： SQLNET.ORAに優先ネーム・サー
バーがありません。
NNL-00018: 警告： デフォルトのネーム・サーバーに
コンタクトできません。

NAMESCTL> start

NAMESCTLの STARTコマンドにより Oracle 
Names サーバーがメモリーにロードされ、実
行開始の指示が出されます。 Oracle Names 
サーバーは、起動時に構成とデータをロードし
ます。

Windows NTでは、OracleORACLE_
HOMENamesonames_serverと呼ばれるサービ
スが作成されます。
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このウィザードでは、Oracle Names サーバーを作成し、指示に従って構成作業を進め
ていく過程で、次の項目の入力を求めるプロンプトが表示されます。

� Oracle Names サーバーの一意な名前

� Oracle Names サーバーのリスニング用プロトコル・アドレス

TCP/IPを選択する場合、オラクル社では正規に登録されたデフォルトのポート番
号である 1575を Oracle Names サーバーに使用することをお薦めしています。

� データベースに情報を格納するか、または Oracle Names サーバー間で情報をレプ
リケートするかの選択

（「Don't use a region database.」をクリックします）

� この Oracle Names サーバーが、リージョンで最初のネーム・サーバーであるかど
うかの識別

これがリージョンで最初の Oracle Names サーバーでなければ、別の Oracle Names 
サーバーを検出するか、またはリージョンに存在する別の Oracle Names サーバー
のアドレスを指定するように求めるプロンプトが表示されます。

� この Oracle Names サーバーがルート管理リージョンにあるかどうかの識別

この Oracle Names サーバーがルート管理リージョンにあると指定した場合、構成作業
は完了です。 

この Oracle Names サーバーがルート管理リージョンにないと指定した場合は、委任管
理リージョンにあるものと見なされます。その場合ウィザードは、ローカル管理リー
ジョンのドメイン名と、ルート管理リージョンにある Oracle Names サーバーのアドレ
スを求めるプロンプトを表示してから完了します。

ウィザードが完了すると、次のメッセージが表示されます。

「A Names Server, onames_server, has been created with default 
settings.Use the Configure Server section to modify the default 
configuration.」

4. 「ファイル」メニューから「Save Network Configuration」を選択します。

5. Oracle Names サーバーをさらに追加する場合は、手順 2～ 4を繰り返してリージョン
に Oracle Names サーバーを作成します。 Oracle Net8 Assistantでは、1台のコンピュー
タ上に複数の Oracle Names サーバーを作成することをサポートしていません。 

Oracle Net8 Assistantでは、少なくとも次の項目を設定して names.oraファイルを作成し
ます。

� Oracle Names サーバーの名前（NAMES.SERVER_NAME）

� Oracle Namesのリスニング用プロトコル・アドレス（NAMES.ADDRESSES）
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次に、names.oraファイルを内容に関する注釈付きで示します。

# Oracle Names サーバーの名前。名前には、このOracle Names サーバーのあるドメイン名が
# 含まれている必要があります。
names.server_name=namesvr2.com

# Oracle Names サーバーのリスニング用プロトコル・アドレス。
names.addresses=
  (address=(protocol=tcp)(host=namesrv2-pc)(port=1575)) 
  [(address=...))]

# Oracle Names サーバーが委任管理リージョンにある場合、ルート管理リージョンにおける
# Oracle Names サーバーのアドレスを識別します。
names.domain_hints=
  (address=(protocol=tcp)(host=namesrv1-pc)(port=1575)) 

# このリージョンに制御されるドメインおよびTTLを指定します。これがルート管理リージョンで
# ある場合、ルート・ドメインを適切に識別するには、NAME= (NULL) が必要です。
names.domains=
  (domain=
    (name=)
    (min_ttl=86400))

複数のドメインの管理複数のドメインの管理複数のドメインの管理複数のドメインの管理
リージョンに複数のドメインを管理させる場合は、Oracle Net8 Assistantを使用して
NAMES.DOMAINSパラメータに追加のドメインを指定します。

1. ナビゲータで、Oracle Names サーバーを展開します。

2. Oracle Names サーバーを選択します。

3. 右ペインのリストから、「Configure Server」を選択します。

4. 「Domains」タブをクリックします。

5. 「Domain Name」フィールドにドメイン名および time-to-live情報を入力し、「Add」を
クリックします。

6. 追加ドメインごとに、手順 5を繰り返します。

7. 「File」->「Save Network Configuration」を選択します。

次の例では、NAMES.DOMAINSにルート、com、oracle.comおよび hq.oracle.com
ドメインのリストが含まれています。hq.oracle.comを定義するには、hq.oracle.com
より前に位置するすべてのドメインを定義しておく必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : アドレス情報に必要なプロトコル構文については、付録 Bを参
照してください。
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names.domains=
 (domain_list=
  (domain=
    (name=)
    (min_ttl=86400))
  (domain=
    (name=com)
    (min_ttl=86400))
  (domain=
    (name=oracle.com)
    (min_ttl=86400))
  (domain=
    (name=hq.oracle.com)
    (min_ttl=86400)))

作業作業作業作業 2: Oracle Names サーバーの検出サーバーの検出サーバーの検出サーバーの検出  すべての Oracle Names サーバーの作成が終わると、同
じリージョン内で最初の Oracle Names サーバーを除いて、各 Oracle Namesがリージョン
内にある他のすべての Oracle Names サーバーを検出するようにします。
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Oracle Net8 Assistantによる操作による操作による操作による操作 NAMESCTL制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作

1. 最初の Oracle Names サーバーをリージョンで起動し
ます。

a. ナビゲータで、Oracle Names サーバーを展開しま
す。

b. Oracle Names サーバーを選択します。

c. 右ペインのリストから、「Manage Server」を選択
します。

d. 「Control」タブをクリックします。

e. 「Server Operations」をクリックした後、「Start」
をクリックします。

f. 「Apply」をクリックして、Oracle Names サー
バーを起動します。次のメッセージが表示されます。

「Server started successfully.」

2. 2番目の Oracle Names サーバーから、最初の Oracle 
Names サーバーを検出します。

a. 「Tool」->「Discover Oracle Names サーバー」を
選択します。次のメッセージが表示されます。

Discovered Oracle Names Server in the region. 
Please exit the tool and start again.

Discoverコマンドによって、UNIXでは $ORACLE_
HOME/network/namesに .sdns.oraファイルが、
Windowsプラットフォームでは ORACLE_
HOME¥network¥namesに sdns.oraファイルが作
成されます。このファイルには、Oracle Names サー
バーの名前とアドレスが記述されています。Oracle 
Names サーバーのアドレスを検索するときに、この
ファイルが読み取られます。

Oracle Names サーバーから応答がない場合、別の
Oracle Names サーバーアドレスの入力を求めるダイ
アログが表示されます。 特定の Oracle Names サー
バーのネットワーク・アドレスを知っている場合は、
それを入力します。

3. 手順 1に従って、2番目の Oracle Names サーバーを
起動します。

4. リージョンに追加された各 Oracle Names サーバーに
ついては、手順 2～ 3を繰り返します。

1. 最初の Oracle Names サーバーをリージョンで起動
します。

NAMESCTL
NAMESCTL> start

2. 2番目の Oracle Names サーバーから、最初の
Oracle Names サーバーを検出します。

NAMESCTL
NAMESCTL> reorder_ns

REORDER_NSコマンドによって、UNIXでは
$ORACLE_HOME/network/namesに .sdns.ora
ファイルが、Windowsプラットフォームでは
ORACLE_HOME¥network¥namesに sdns.ora
ファイルが作成されます。 このファイルには、最初
の Oracle Names サーバーの名前とアドレスが記述
されています。 

Oracle Names サーバーが見つからず、特定の
Oracle Names サーバーのネットワーク・アドレス
を知っている場合は、プロンプトに対してそのアド
レスを入力します。たとえば、次のように指定しま
す。

NAMESCTL> reorder_ns  
(address=(protocol=tcp)(host=mail-pc)(port=15
75))

3. 2番目の Oracle Names サーバーをリージョンで起
動します。

NAMESCTL> start

4. リージョンにおいて最初の Oracle Names サーバー
に接続した後、2番目の Oracle Names サーバーに
問い合せてそれ自体が登録されているか確認しま
す。

NAMESCTL> query onames_server

5. リージョンに追加された各 Oracle Names サーバー
については、手順 2～ 4を繰り返します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 4-20ページの「検出の理解」を参照してください。
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作業作業作業作業 4: Oracle Names サーバーを使用するためのクライアントとデータベーサーバーを使用するためのクライアントとデータベーサーバーを使用するためのクライアントとデータベーサーバーを使用するためのクライアントとデータベー
ス・サーバーの構成ス・サーバーの構成ス・サーバーの構成ス・サーバーの構成

クライアントとデータベース・サーバー・マシンを構成して、Oracle Names サーバーを使
用するには、次の作業を実行します。

1. 次のメソッドの 1つを使用して、接続する Oracle Names サーバー sのリストを作成し
ます。

� 8-23ページの「優先 Oracle Namesサーバーの構成」の説明に従って、
sqlnet.oraファイルに、優先 Oracle Names サーバーの静的リストを作成しま
す。 

� UNIXでは $ORACLE_HOME\network\namesに . .sdns.oraファイルを、
Windowsプラットフォームでは ORACLE_HOME¥network¥namesに sdns.ora
ファイルを動的に作成して Oracle Names サーバーを検出します。このファイルに
は、Oracle Names サーバーの名前とアドレスが問合せ順に記述されています。ク
ライアント・マシンは、このファイルを読み取って問合せ先の Oracle Names サー
バーのアドレスを検索します。 次の作業は、Oracle Net8 Assistantまたは
NAMESCTLユーティリティを使用して実行します。

優先 Oracle Names サーバーは、.sdns.oraまたは sdns.oraファイルで構成される
Oracle Names サーバーより優先されます。

.sdns.oraファイルまたは sdns.oraファイルを作成するには次の作業を実行しま
す。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 検出の説明は、4-20ページの「検出の理解」を参照してくださ
い。
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2. Oracle Namesをネット・サービス名を解決するための第 1番目の方法とする場合は、
次の手順に従って sqlnet.oraファイルに NAMES.DIRECTORY_PATHパラメータを
設定します。

a. ナビゲータで、「Local」->「Profile」を展開します。

b. 右ペインのリストから、「Naming」を選択します。

c. 「Methods」タブをクリックします。

Oracle Net8 Assistantによる操作による操作による操作による操作 NAMESCTL制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

- UNIXの場合、$ORACLE_HOME/bin
から netasstを実行します。

- Windows NTの場合、「スタート」ボ
タン ->「プログラム」->「Oracle - 
HOME_NAME」->「Network 
Administration」->「Net8 Assistant」
を選択します。

2. 「Tool」->「Discover Oracle Names 
Server」を選択します。 

次のメッセージが表示されます。

Discovered Oracle Names Server in 
the region. Please exit the tool 
and start again.

Discoverコマンドによって、UNIXで
は $ORACLE_HOME/network/names
に .sdns.oraファイルが、Windows
プラットフォームでは ORACLE_
HOME¥network¥namesに sdns.ora
ファイルが作成されます。このファイ
ルには、Oracle Names サーバーの名前
とアドレスが記述されています。
Oracle Names サーバーのアドレスを検
索するときに、このファイルが読み取
られます。

Oracle Names サーバーから応答がない
場合、別の Oracle Names サーバーア
ドレスの入力を求めるダイアログが表
示されます。 特定の Oracle Names サー
バーのネットワーク・アドレスを知っ
ている場合は、それを入力します。

他のすべての Oracle Names サーバーを検出
します。

NAMESCTL
NAMESCTL> reorder_ns

REORDER_NSコマンドによって、UNIXで
は $ORACLE_HOME/network/namesに
.sdns.oraファイルが、Windowsプラット
フォームでは ORACLE_
HOME¥network¥namesに sdns.oraファイ
ルが作成されます。このファイルには、
Oracle Names サーバーの名前とアドレスが
記述されています。Oracle Names サーバー
のアドレスを検索するときに、このファイル
が読み取られます。

Oracle Names サーバーが見つからず、特定
の Oracle Names サーバーのネットワーク・
アドレスを知っている場合は、プロンプトに
対してそのアドレスを入力します。たとえ
ば、次のように指定します。

NAMESCTL> reorder_ns 
(address=(protocol=tcp)(host=mail-pc)(port
=1575))
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d. 「Available Methods」リストから「ONAMES」を選択して、「>」ボタンをクリッ
クします。

e. 「Selected Methods」リストで「ONAMES」を選択し、「Promote」ボタンを使用し
て選択した項目をリストの最上位に移動します。

f. 「File」->「Save Network Configuration」を選択します。

これにより sqlnet.oraファイルに、NAMES.DIRECTORY_PATHパラメータの先頭
に ONAMESを含むエントリが入ります。

names.directory_path=(onames, tnsnames, hostname)

3. Oracle Namesが使用されるクライアントに対して追加機能を構成できます。 これらの機
能を、次の表にリストし、説明します。
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これらの機能を追加または構成するには、次の手順に従います。

a. ナビゲータで、「Local」->「Profile」を展開します。

b. 右ペインのリストから、「Naming」を選択します。

c. 「Oracle Names」タブをクリックします。

d. 前の表に示されているオプションに必要なデータを入力します。

e. 「File」->「Save Network Configuration」を選択します。

「「「「Net8 Assistant」」」」
フィールドフィールドフィールドフィールド

sqlnet.oraパラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

「Default Domain」 NAMES.DEFAULT_DOMAIN クライアントから Oracle Names サーバーへの
要求が最も多く発生するドメイン名スペースを
指定します。 デフォルト・ドメインが設定され
ると、Oracle Names要求ですべての未修飾の
名前に対してこの名前が自動的に追加されま
す。Net8では、デフォルト・ドメインがデ
フォルトで NULLに設定されています。

「Maximum Wait Each 
Attempt」

NAMES.INITIAL_RETRY_
TIMEOUT

Oracle Names サーバーからの応答を待機する
時間を指定します。この時間が経過すると、別
の Oracle Names サーバーに要求を再送信しま
す。 デフォルトで、Net8は 15秒間待機します。

「Attempts Per Names 
Server」

NAMES.REQUEST_RETRIES Oracle Names サーバーのリスト全体を試行す
る回数を指定します。この回数試行しても応答
がないと操作は失敗します。 デフォルトで Net8
は、操作が失敗になる前に Oracle Names サー
バーのリストを 1回反復します。

「Maximum Open 
Connections」

NAMES.MAX_OPEN_
CONNECTIONS

Oracle Namesクライアントが一度にオープン
できる接続数を指定します。 デフォルト設定
で、Net8では、クライアントを一度に 10接続
までオープンできます。このデフォルト値は、
ほとんどの状況で十分な数です。

「Initial Preallocated 
Requests」

NAMES.MESSAGE_POOL_
START_SIZE

これによってクライアントのメッセージ・プー
ル内に初期メッセージ数を事前割当てできま
す。これらのメッセージは、Oracle Names 
サーバーに対して将来要求するときに使用でき
ます。デフォルトの設定で、Net8はプールに
10メッセージを割り当てます。このデフォル
ト値は、ほとんどの状況で十分な数です。
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作業作業作業作業 5: リスナーの構成リスナーの構成リスナーの構成リスナーの構成
オペレーティング・システムの主プロトコルを使用しない場合などは、データベースのプロ
トコル・リスニング・アドレスをリスナーに構成します。 

さらに、listener.oraファイルに USE_PLUG_AND_PLAY_listener_name=ONを設定し
ます。 これによりリスナーは、サービス名、SID、グローバル・データベース名などのデー
タベース情報を Oracle Names サーバーに登録できるようになります。 

USE_PLUG_AND_PLAYパラメータを設定するには、次の作業を実行します。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

� UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから netasstを実行します。

� Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ナビゲータで、「Local」->「Listeners」を展開します。

3. リスナーを選択します。

=4. 右ペインのリストから、「General Parameters」を選択します。

5. 「General」タブをクリックします。

6. 「Register Service with Oracle Names」をクリックします。

7. 「File」->「Select Save Network Configuration」を選択します。

作業作業作業作業 6: Oracle Names サーバーへのデータベースの登録サーバーへのデータベースの登録サーバーへのデータベースの登録サーバーへのデータベースの登録
6-43ページの「Oracle Namesメソッドの構成」の表に説明されているように、Oracle 
Names サーバーにはデータベースの場所、Oracle Names サーバーの場所、ネット・サービ
ス名、別名、グローバル・データベース・リンクおよび Oracle Connection Managerを含む
多くの種類の情報が格納されます。データベースはリスナーに情報を登録するため、これら
の情報の一部は Oracle Names サーバーに自動的に登録されます。 ただし、次に示す情報を
格納するには、Oracle Net8 Assistantまたは NAMESCTL制御ユーティリティを使用して登
録する必要があります。

� ネット・サービス名

� グローバル・データベース・リンクの資格証明とデータベース修飾子

� 別名

登録は、1つの管理リージョンにつき 1台の Oracle Names サーバーでのみ行われる必要が
あります。 データがリージョン・データベースに格納されている場合は、この Oracle Names 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : リスナー構成の詳細は、第 7章を参照してください。
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サーバー以外の Oracle Names サーバーによってこの情報が参照され、リージョン・データ
ベースを使用しない場合は、他の Oracle Namesに対してこの情報が伝えられます。 

これらの情報の登録後、11-11ページの「Oracle Net8 AssistantまたはNAMESCTLユー
ティリティによるネットワーク・オブジェクトのテスト」の説明に従って問い合せる必要が
あります。

ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名
オラクル社では、各サービスについてネット・サービス名を作成するようにお薦めしていま
す。 ネット・サービス名を作成しない場合、接続を試みるユーザーはグローバル・データ
ベース名を渡す必要があります。エンド・ユーザーにこの情報を提供するかわりに、サービ
スに対してネット・サービス名を作成するようにしてください。 

次の作業は、Oracle Net8 Assistantまたは NAMESCTL制御ユーティリティを使用して実行
します。
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Oracle Net8 Assistantによる操作による操作による操作による操作 NAMESCTL制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

- UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから netasst
を実行します。

- Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログ
ラム」->「Oracle - HOME_NAME」->「Network 
Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ナビゲータで、Oracle Names サーバーを展開します。

3. Oracle Names サーバーを選択します。 

4. 右ペインのリストから、「Manage Data」を選択しま
す。

5. 「Net Service Names」タブをクリックします。

6. 「Add」をクリックします。

7. 「Service Name」フィールドに名前を入力します。 ネッ
ト・サービス名は、ドメインで修飾できます。 ドメイ
ンが指定されている場合、ネット・サービス名は自動
的にドメインによって修飾されます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  8-15ページの「クライアントのデフォル
ト・ドメインの構成」

8. リスナーがリスニングするように構成されているプロ
トコルを選択します。

9. 提供されたフィールドで選択したプロトコルに対して
適切なプロトコル・パラメータを入力します。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  アドレス情報に必要なプロトコル構文につ
いては、付録 Bを参照してください。

注意注意注意注意 :  追加のアドレスは、「Address」タブの一番下の
「+」をクリックすることによって作成できます。 

10. 宛先サービスを入力します。 宛先サービスが Oracleリ
リース 8.1データベースである場合、「Service Name」
フィールドにサービス名を入力します。 宛先データ
ベースのリリースが 8.1より前のものである場合、
「Oracle8i Release 8.0 Compatible Identification」をク
リックし、その SIDを「SID」フィールド入力します。

注意注意注意注意 :  宛先サービスに加えてアドバンス CONNECT_
DATAオプションを構成する場合は、「Advanced」を
クリックします。

11. 「Execute」をクリックします。

12. 「File」->「Save Network Configuration」を選択しま
す。

ネット・サービス名を作成し、Oracle Names サーバー
に登録します。

NAMESCTL
NAMESCTL> register net_service_name -d 
(description=[(address_list=](address= ...)(connect_
data=(service_name|sid=)))[)] 

たとえば、デフォルトの TCP/IPリスニング・アドレス
を使用して salesというネット・サービス名を登録す
るには、次のように入力します。

register sales -d 
(description=(address=(protocol-tcp)(host=sales-serv
er)(port=1521))(connect_data=(service_
name=sales.us.acme.com)))

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  アドレス情報に必要なプロトコル構文につい
ては、「付録 B」を、CONNECT_DATAパラメータにつ
いては、C-40ページの「CONNECT_DATAセクショ
ン」を参照してください。
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これまで構成方法としてローカル・ネーミングを使用していて、Oracle Names構成に移行
する場合は、tnsnames.oraファイルで使用されているネット・サービス名を Oracle 
Names サーバーにアップロードすることができます。 ローカル名構成ファイルの情報を
Oracle Names サーバーにロードするには、Oracle Net8 Assistantまたは NAMESCTL制御
ユーティリティを使用します。

グローバル・データベース・リンクの資格証明とデータベース修飾子グローバル・データベース・リンクの資格証明とデータベース修飾子グローバル・データベース・リンクの資格証明とデータベース修飾子グローバル・データベース・リンクの資格証明とデータベース修飾子
オラクル社では、データベースごとにグローバル・データベース・リンク（グローバル・データベース・リンク（グローバル・データベース・リンク（グローバル・データベース・リンク（global database 
link））））を 1つ用意することをお薦めします。 グローバル・データベース名（グローバル・データベース名（グローバル・データベース名（グローバル・データベース名（global database 
name））））と同じであるグローバル・データベース・リンクは、Oracle Names サーバーに自動
的に登録されます。

たとえば、グローバル・データベース名が sales.us.acme.comである場合、同じ名前の
グローバル・リンクが Oracle Names サーバーに登録されます。 表に対して SELECT文を実
行することにより、グローバル・データベース・リンクが正常に機能しているか検証できま
す。

SQL> SELECT * from emp@sales.us.acme.com

Oracle Net8 Assistantによる操作による操作による操作による操作 NAMESCTL制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

- UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから
netasstを実行します。

- Windows NTの場合、「スタート」ボタン
->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->
「Net8 Assistant」を選択します。

2. ナビゲータで、Oracle Names サーバーを展
開します。

3. Oracle Names サーバーを選択します。 

4. 右ペインのリストから、「Manage Data」を
選択します。

5. 「Net Service Names」タブをクリックしま
す。

6. 「Load」をクリックします。

7. 「File」フィールドに、現行のマスター・
ローカル名構成ファイルへのパスを入力し
ます。

8. 「Execute」をクリックします。

9. 「File」->「Save Network Configuration」
を選択します。

コマンドラインから、次のように入力しま
す。

NAMESCTL
NAMESCTL> load_tnsnames tnsnames.ora
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グローバル・データベース・リンクにユーザー名やパスワードからなる資格証明を指定しな
い場合には、グローバル・データベース・リンクの使用に必要な追加構成はありません。 

グローバル・データベース・リンクのユーザー名およびパスワードを登録するには、Net8 
Assistantまたは NAMESCTL制御ユーティリティを使用します。 NAMESCTLユーティリ
ティはグローバル・データベース・リンク登録機能に制限があるため、オラクル社では
Net8 Assistantの使用をお薦めしています。

Oracle Net8 Assistantによる操作による操作による操作による操作 NAMESCTL制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

- UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから
netasstを実行します。

- Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プ
ログラム」->「Oracle - HOME_NAME」->
「Network Administration」->「Net8 Assistant」を
選択します。

2. ナビゲータで、Oracle Names サーバーを展開しま
す。

3. Oracle Names サーバーを選択します。 

4. 右ペインのリストから、「Manage Data」を選択し
ます。

5. 「Links」タブをクリックします。

6. 「Add」を選択します。

7. 「DB Link Name」フィールドにグローバル・データ
ベース・リンクを入力します。

注意注意注意注意 :  初期化パラメータ・ファイルで GLOBAL_
NAMESパラメータが TRUEに設定されている場
合、グローバル・データベース名を入力する必要が
あります。

8. 「User and Password」フィールドに、このデータ
ベースの有効なユーザー名とパスワードからなる資
格証明を入力します。

9. 「Execute」をクリックします。

10. リンク修飾子を使用する場合は、6-64ページの「リ
ンク修飾子の追加」を参照してください。

11. 「File」->「Save Network Configuration」を選択し
ます。

グローバル・データベース・リンクを作成し、Oracle 
Names サーバーに登録します。

NAMESCTL
NAMESCTL> register dblink -d 
(description=(address= ...))

たとえば、デフォルトの TCP/IPリスニング・アドレス
を使用して sales.us.acme.com というグローバル・
データベース・リンクを登録するには、次のように入力
します。

register sales.us.acme.com -d 
(description=(address=(protocol-tcp)(host=sales-p
c)(port=1521)))

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  アドレス情報に必要なプロトコル構文につい
ては、付録 Bを参照してください。

NAMESCTLユーティリティでは、ユーザー名とパス
ワードの資格証明を設定できません。
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作成するグローバル・データベース・リンクの数はデータベースごとに 1個をお薦めします
が、追加できるリンク修飾子（リンク修飾子（リンク修飾子（リンク修飾子（link qualifier））））の数に制限はありません。リンク修飾子はグ
ローバル・データベース・リンクに付加され、データベースのユーザー名とパスワードから
なる資格証明の代替設定を提供します。 たとえば、EMPというリンク修飾子を
sales.us.acme.comに付加できます。グローバル・データベース・リンクを使用してリ
モート・データベースに接続するには、次のように入力します。

SQL> CONNECT @sales.us.acme.com@emp

リンク修飾子の追加リンク修飾子の追加リンク修飾子の追加リンク修飾子の追加
リンク修飾子は、別のスキーマに接続する際に、複数のデータベース・リンクが使用されて
いる主に古い Oracleデータベース環境で使用されます。複数のデータベース・リンクを使
用しなくても、1個のデータベース・リンクに対して複数のリンク修飾子を作成できます。 
複数のリンク修飾子を使用することにより、グローバル・データ・リンクを初期化パラメー
タ・ファイルの GLOBAL_NAMES=TRUE設定に適合させることができます（このパラメー
タによって、グローバル・データベース・リンクを、グローバル・データベース名に設定で
きます）。

グローバル・データベース・リンクに対してグローバル・リンク修飾子を登録するには、
Net8 Assistantを使用します。NAMESCTLユーティリティでは、リンク修飾子を作成でき
ません。

1. 前述の手順 1～ 8を実行します。

2. 「DB Qualifiers」をクリックします。

3. 「Create Qualifier」をクリックします。

「Database Qualifier」ダイアログ・ボックスが表示されます。

4. リンク修飾子の名前と、有効なユーザー名とパスワードからなる資格証明を入力し、
「OK」をクリックします。

リンク修飾子が「DB Qualifiers」リスト・ボックスに追加されます。
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5. 追加するリンク修飾子ごとに手順 3～ 4を繰り返します。

6. 「Execute」をクリックします。

7. 「File」->「Save Network Configuration」を選択します。

グローバル・データベース・リンクが正常に機能しているか検証するには、ユーザーが許可
されている表に対して次のような SELECT文を実行します。

sql> SELECT * from  table@db_link;
sql> SELECT * from  table@db_link@link_qualifier;

たとえば、次のように指定します。

sql> SELECT * from EMP@sales.us.acme.com;
sql> SELECT * from EMP@sales.us.acme.com@emp;

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle8i分散システム』
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別名別名別名別名
別名は、Oracle Names サーバー、ネット・サービス名、グローバル・データベース・リン
クなど、Oracle Names サーバーに格納されている任意の項目タイプに対して使用されます。

別名を作成するには、Net8 Assistantを使用して次の作業を実行します。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

� UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから netasstを実行します。

� Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ナビゲータで、Oracle Names サーバーを展開します。

3. Oracle Names サーバーを選択します。 

4. 右ペインのリストから、「Manage Data」を選択します。

5. 「Aliases」タブをクリックします。

6. 「Add」を選択します。

7. 「Alias」フィールドに別名を、「Canonical Name」フィールドに実際のオブジェクト名
を入力します。

8. 「Execute」をクリックします。

9. 「File」->「Save Network Configuration」を選択します。

作業作業作業作業 7:（オプション）委任管理リージョンへのドメインの委任（オプション）委任管理リージョンへのドメインの委任（オプション）委任管理リージョンへのドメインの委任（オプション）委任管理リージョンへのドメインの委任
委任管理リージョンが構成されている場合、上位レベルの管理リージョンはサブドメインを
委任管理リージョンに委任する必要があります。 委任しない場合、上位レベルの管理リー
ジョンにある Oracle Names サーバーがすべてのサブドメインに対する権限を持ちます。 

いったんドメインが委任されると、カレント・リージョンにある Oracle Names サーバーは、
それ以降のすべての処理を、別の Oracle Names サーバーによって管理されるドメインのあ
るサブリージョンに渡します。

ドメインを委任するには、Oracle Net8 Assistantまたは NAMESCTL制御ユーティリティを
使用します。 
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作業作業作業作業 8: データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続
クライアントは、次の構文を使用してデータベースへ接続できます。

CONNECT username/password@net_service_name
CONNECT username/password@database_service

Oracle Net8 Assistantによる操作による操作による操作による操作 NAMESCTL制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

- UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから
netasstを実行します。

- Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プ
ログラム」->「Oracle - HOME_NAME」->
「Network Administration」->「Net8 Assistant」を
選択します。

2. ナビゲータで、Oracle Names サーバーを展開しま
す。

3. 上位レベル・リージョンにある Oracle Names サー
バーを選択します。 

4. 右ペインのリストから、「Manage Data」を選択し
ます。

5. 「Topology」タブをクリックします。

6. 「Delegate Domain」をクリックします。

7. 「Domain Name」フィールドにサブドメインの名前
を入力します。

8. 「Names Server Name」フィールドに対してドメイ
ンにサービスを提供する Oracle Names サーバーと、
そのプロトコル・アドレスを入力します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  アドレス情報に必要なプロトコル構文に
ついては、付録 Bを参照してください。

9. 「Execute」をクリックします。

10. 「File」->「Save Network Configuration」を選択し
ます。

別名を作成し、Oracle Names サーバーに登録します。

NAMESCTL
NAMESCTL> delegate_domain domain_name onames_server 
[(description=(address_list=] (address= ...)[))]

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  アドレス情報に必要なプロトコル構文につい
ては、付録 Bを参照してください。

たとえば、namesrv3.us.acme.comからサービスの提供
を受けるドメイン us.acme.comを委任するには、次の
ように入力します。

delegate_domain us.acme.com namesrv3.us.acme.com 
(address=(protocol-tcp)(host=namesrv3-pc)(port=15
75)))
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ホスト・ネーミング・メソッドの構成ホスト・ネーミング・メソッドの構成ホスト・ネーミング・メソッドの構成ホスト・ネーミング・メソッドの構成
簡単な接続方法が求められる環境では、ホスト・ネーミングを使用することにより
tnsnames.oraファイルでサービス名を検索する必要がなくなります。ただしホスト・
ネーミングは、接続プーリング、外部プロシージャ、異種サービスなど、追加の接続情報が
必要な、高度の機能が要求される大規模で複雑な環境には不向きです。このような場合は、
別のネーミング・メソッドの使用をお薦めします。

ホスト・ネーミング・メソッドは、TCP/IPネットワーク環境でのみ利用可能です。 インス
タンスがリスナーに登録されると、データベース名とドメイン名から構成されるサーバーの
グローバル・データベース名が登録されます。 グローバル・データベース名は、既存の名前
解決サービスのホスト名または別名と同じです。 クライアントでは、データベースへの接続
の際に、接続文字列の中でこの別名が使用されます。

次の場合にクライアントは、別名を使用してサーバーに接続できます。 

� インストール済の Net8 ServerとNet8 Clientソフトウェアを使用して、Oracle8iデータ
ベース・サービスに接続する場合 

� クライアントとサーバーが、TCP/IPプロトコルを介して接続する場合

� すべての名前が、ドメイン名システム（ドメイン名システム（ドメイン名システム（ドメイン名システム（Domain Name System: DNS））））や集中的に管理
される TCP/IP hostsファイルのような IPアドレス解決メカニズムを通して解決され
る場合

� Oracle Connection Managerやセキュリティのような高度な機能が不要な場合

ホスト・ネーミング・メソッドを構成するには、次の作業を実行します。

作業 1:グローバル・データベース名を使用したリスナーの構成

作業 2:第 1番目のネーミング・メソッドとしてのHOSTNAMEの構成

作業 3:ホスト名解決の環境の設定

作業 4: データベースへの接続

作業作業作業作業 1:グローバル・データベース名を使用したリスナーの構成グローバル・データベース名を使用したリスナーの構成グローバル・データベース名を使用したリスナーの構成グローバル・データベース名を使用したリスナーの構成
グローバル・データベース名は、リスナーに登録する必要があります。登録がどのように行
われるかは、データベースのリリースによって異なります。

Oracle8iリリースリリースリリースリリース 8.1
データベースがリスナーを検出できる場合は、グローバル・データベース名を含むデータ
ベースに関する情報は自動的にリスナーに登録されます。リスナーは、次の場合に検出され
ます。

� リスナーが、ポート 1521の TCP/IP上で実行されている場合

� LOCAL_LISTENERパラメータが初期化ファイルに設定されている場合
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データベースがリスナーを検出できない場合、次の「Oracle8iリリース 8.0またはそれより
前のリリース」で説明するように GLOBAL_DBNAMEパラメータを使用して
listener.oraファイルを構成する必要があります。

Oracle8iリリースリリースリリースリリース 8.0またはそれより前のリリースまたはそれより前のリリースまたはそれより前のリリースまたはそれより前のリリース
Oracle8iリリース 8.0データベースまたは Oracle7データベースの場合、データベース情報
は listener.oraファイルを介してリスナーに登録されます。これらのデータベースでは、
次に示すように SID_LIST_listener_nameセクションを静的に構成し、そこに GLOBAL_
DBNAMEパラメータを含めます。

sid_list_listener=(sid_list=
(sid_desc=
 (global_dbname=sales.us.acme.com)
 (sid_name=db1)
 (oracle_home=/u01/app/oracle/8.0.5))

作業作業作業作業 2:第第第第 1番目のネーミング・メソッドとしての番目のネーミング・メソッドとしての番目のネーミング・メソッドとしての番目のネーミング・メソッドとしての HOSTNAMEの構成の構成の構成の構成
sqlnet.oraファイルの NAMES.DIRECTORY_PATHパラメータに指定する第 1番目の
ネーミング・メソッドとしてホスト・ネーミングを構成します。このパラメータによって、
Net8が接続記述子の名前解決に使用するネーミング・メソッドの順序が指定されます。

ホスト・ネーミングを第 1番目のネーミング・メソッドに指定するには、次の手順に従いま
す。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

� UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから netasstを実行します。

� Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ナビゲータで、「Local」->「Profile」を展開します。

3. 右ペインのリストから、「Naming」を選択します。

4. 「Methods」タブをクリックします。

5. 「Available Methods」リストから「HOSTNAME」を選択して、「>」ボタンをクリック
します。

6. 「Selected Methods」リストで「HOSTNAME」を選択し、「Promote」ボタンを使用し
て選択した項目をリストの最上位に移動します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 7-10ページの「静的サービス情報の構成」
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7. 「File」->「Save Network Configuration」を選択します。

sqlnet.oraファイルは、先頭に HOSTNAMEがリストされる NAMES.DIRECTORY_
PATHパラメータにより更新されます。

names.directory_path=(hostname, tnsnames)

作業作業作業作業 3:ホスト名解決の環境の設定ホスト名解決の環境の設定ホスト名解決の環境の設定ホスト名解決の環境の設定
グローバル・データベース名は、DNS、NISまたは集中管理される TCP/IPホスト・ファイ
ルである /etc/hostsのような IPアドレス解決メカニズムを通して解決する必要がありま
す。 

たとえば、あるデータベースの sales.us.acme.comというグローバル・データベース名
が sales-serverという名前のマシン上に存在する場合、/etc/hostsファイルのエント
リは次のようになります。

#IP address of server     host name       alias
144.25.219.146            sales-server    sales.us.acme.com

グローバル・データベース名のドメイン部分は、ネットワーク・ドメインと一致する必要が
あることに注意してください。
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作業作業作業作業 4: データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続
クライアントは、別名を使用してデータベースへ接続できます。 「作業 3:ホスト名解決の環
境の設定」の例を使用して、クライアントでは、次のように接続文字列で
sales.us.acme.comを使用できます。

CONNECT username/password@sales.us.acme.com

クライアントとサーバーが同じ us.acme.comドメインに所属していれば、クライアントは
接続文字列に salesを入力するだけでかまいません。

外部ネーミング・メソッドの構成外部ネーミング・メソッドの構成外部ネーミング・メソッドの構成外部ネーミング・メソッドの構成
外部ネーミングとは、Oracle以外のネーミング・サービスに格納されるネット・サービス名
をネットワーク・アドレスに解決する方法です。 外部ネーミング・サービスには次のものが
含まれます。 

� Network Information Service（（（（NIS））））

� Novell ディレクトリ・サービス（ディレクトリ・サービス（ディレクトリ・サービス（ディレクトリ・サービス（Novell Directory Services: NDS））））

� セル・ディレクトリ・サービス（セル・ディレクトリ・サービス（セル・ディレクトリ・サービス（セル・ディレクトリ・サービス（Cell Directory Services: CDS））））

NISの構成の構成の構成の構成
システム・インフラの一部としてすでにネットワーク情報サービス（NIS）を使用している
組織や会社のために、NIS外部ネーミングを使用してNIS内に Oracleネット・サービス名
とアドレスを格納するオプションが用意されています。 

ユーザーが次のようなコマンドを指定した場合、

sqlplus scott/tiger@payroll

（payrollは Oracleサービス名）クライアント・プログラム（またはクライアント・プログラ
ムとしての役割を果たすサーバー）を実行するノード上の NIS外部ネーミングは、ネット
ワーク内にある NISサーバーに接続し、ネット・サービス名を NISサーバーに渡します。
NISサーバーはネット・サービス名をNet8アドレスに変換し、このアドレスをクライアン
ト・プログラム（またはクライアント・プログラムとしての役割を果たすサーバー）に返し
ます。次に、クライアント・プログラムはこのアドレスを使用して Oracleデータベースに
接続します。 

NISサーバーとして動作するマシンは、名前要求を処理する ypservと呼ばれるプログラム
を実行します。ypservでは、マップ（マップ（マップ（マップ（map））））と呼ばれる特殊なファイルに異なるタイプの
データが格納されます。  たとえば、パスワードは passwd.bynameと呼ばれるマップに格納

関連項目関連項目関連項目関連項目 : CDSの構成については、『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガ
イド』を参照してください。
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されます。  Oracleデータベース・サービス名は、tnsnamesと呼ばれるマップに格納されま
す。

前の項で紹介したようなコマンドをユーザーが発行すると、NIS外部ネーミングは RPC
コールを使用して ypservに接続し、Oracleネット・サービス名の payrollとマップの名前
である tnsnamesを渡します。  ypservプログラムは、名前 payrollとそれに対応する値
（ネット・サービス名のアドレス）を tnsnamesマップ内で検索します。このアドレスはク
ライアントに返され、クライアント・プログラム（またはクライアント・プログラムとして
の役割を果たすサーバー）は、このアドレスを使用してデータベース・サーバーに接続しま
す。 

システム要件システム要件システム要件システム要件
NIS外部ネーミングには、SQL*Net 2.2以上が必要です。

作業作業作業作業 1: NISサーバーを構成してのサーバーを構成してのサーバーを構成してのサーバーを構成しての NIS外部ネーミングのサポート外部ネーミングのサポート外部ネーミングのサポート外部ネーミングのサポート
NIS外部ネーミングをサポートするようにサーバーを構成する前に、Oracleデータベース・
ネット・サービス名を変換する必要がある NISサーバー上で NISが構築され、動作してい
ることを確認してください。具体的には、NISのマニュアルを参照してください。 

NISマップの既存セットへのマップの既存セットへのマップの既存セットへのマップの既存セットへの tnsnamesマップの追加マップの追加マップの追加マップの追加  NISマップの既存セットに tnsnames
マップを追加する手順は、次のとおりです。 

1. 6-4ページの「ローカル・ネーミング・メソッドの構成」の説明に従って、 
tnsnames.oraファイルを作成します。 

2. tns2nisプログラムを使用して、tnsnames.oraファイルの内容を tnsnamesに変換
します。

たとえば、引数を 1つ付けてコマンドラインで tns2nisを実行します。 

tns2nis tnsnames.ora

tns2nisは、カレント・ディレクトリから tnsnames.oraファイルを読み込みます 
（tnsnames.oraファイルがカレント・ディレクトリにない場合は、フル・パス名を使

注意注意注意注意 : tnsnames.oraファイルのコピーは、なるべく $ORACLE_
HOME/network/adminディレクトリに保管してください。このファイル
を後でもう一度使用して、ネット・サービス名を NISマップにロードする
必要があります。

注意注意注意注意 : tns2nisプログラムは、Oracle Universal Installerのメディア上の
NIS外部ネーミングによって提供されます。
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用してその位置を指定します。例： /etc/native.oraまたは $ORACLE_
HOME/network/admin/tnsnames.ora）。 

これにより tnsnamesマップが、カレント作業ディレクトリに書き込まれます。 

3. tnsnamesが NISサーバーにない場合は、tnsnamesを NISサーバーにコピーします。 

4. NISプログラムの makedbmを使用して tnsnamesマップをインストールします。詳細
は、NISのマニュアルを参照してください。 

makedbmは、tnsnamesマップをNISサーバーが読取り可能な 2つのファイルにマッ
プします。これらのファイルの位置は、プラットフォームによって異なります。詳細
は、ご使用のプラットフォームに対応するマニュアルを参照してください。 

たとえば、Sun Solaris上で tnsnamesマップを生成し、インストールするには、root
としてコマンドラインから次のように入力します。

# makedbm tnsnames /var/yp/'domainname'/tnsnames 

tnsnamesマップが適切にインストールされたことの確認マップが適切にインストールされたことの確認マップが適切にインストールされたことの確認マップが適切にインストールされたことの確認  次の形式でコマンドを入力するこ
とにより、NISサーバーをテストしてマップが適切にインストールされていることを確認で
きます。 

ypmatch net_service_name tnsnames 

たとえば、次のように入力できます。 

ypmatch payroll.com tnsnames 

例として、次のようにアドレスの長さ（文字数）のついたアドレスが戻されます。 

99 (description=(address=(protocol=tcp)
 (host=garlic)(port=1999)))
 (connect_data=(service_name=dirprod)))

作業作業作業作業 2:クライアントの構成クライアントの構成クライアントの構成クライアントの構成
クライアントを構成するには、sqlnet.oraファイルの NAMES.DIRECTORY_PATHパラ
メータに指定する第 1番目のネーミング・メソッドとして NISを構成します。  このパラメー
タによって、Net8が接続記述子の名前解決に使用するネーミング・メソッドの順序が指定
されます。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

� UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから netasstを実行します。

注意注意注意注意 : この手順は、NISの管理担当者が行ってください。
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� Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ナビゲータで、「Local」->「Profile」を展開します。

3. 右ペインのリストから、「Naming」を選択します。

4. 「Methods」タブをクリックします。

5. 「Available Methods」リストから「NIS」を選択して、「>」ボタンをクリックします。

6. 「Selected Methods」リストで「NIS」を選択し、「Promote」ボタンを使用して選択した
項目をリストの最上位に移動します。

7. 「File」->「Save Network Configuration」を選択します。

sqlnet.oraファイルは、先頭に NISがリストされる NAMES.DIRECTORY_PATHパ
ラメータにより更新されます。

names.directory_path=(nis, hostname, tnsnames)
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NDSの構成の構成の構成の構成
NDS外部ネーミングは、NDS固有のネーミング表記法を使用して、Novell NDSを利用で
きるネットワーク上で Oracleデータベースに接続できるようにします。 NDS外部ネーミン
グをクライアントとサーバー上にインストールすると、次のように入力できます。 

username/password@.OracleInstance.Context

NDS外部ネーミングを使用するネットワーク・ユーザーには、次の利点があります。 

� クライアントがデータベースに接続するときに簡単な NDS名（部分名または完全名）
を使用できます。 

� ネットワーク・アドレスのメンテナンスを簡素化します。すなわち、1つの変更が NDS
外部ネーミングを使用するすべてのクライアントに作用します。 

� リスナーが通知する必要がないので、ネットワーク通信量が軽減されます。 

クライアントでの動作クライアントでの動作クライアントでの動作クライアントでの動作
NDS外部ネーミングはクライアント・ワークステーション上に存在し、NDSオブジェクト
名をネットワーク・アドレスに変換します。 クライアント・コードは、名前が Oracleデータ
ベースと一致する NDSオブジェクトについて NDSツリーから属性を取得します。この名前
は、完全名または部分名のいずれでもかまいません。 その名前が部分名であれば、その部分
名はカレント・ネーミング・コンテキストに基づいて修飾されます。

NetWareサーバーでの動作サーバーでの動作サーバーでの動作サーバーでの動作
NDS外部ネーミングのサーバー側には、次の 3つの局面があります。 

� スキーマの拡張

� SAP（Service Advertising Protocol）の無効化

� データベース・サービスと NDSへのアドレスの格納

スキーマの拡張スキーマの拡張スキーマの拡張スキーマの拡張   NetWare 4および 5サーバーでの Oracleインストレーションの最中に、
ORACLE:DBInstanceと呼ばれるオブジェクト・クラスを含むように NDSスキーマが拡張
されます。 NDS外部ネーミングを機能させるには、このクラスに ORACLE:TNSAddressと
呼ばれる属性が必要です。 クラスが存在しない場合は、そのクラスが作成され、
TNSAddress属性が挿入されます。 クラスは存在するが、TNSAddress属性が存在しない場
合は、そのクラスが変更されます。 インストール中に、これを実行する NetWareローダブ
ル・モジュール（NLM）を ORASCHEM.NLMといいます。

SAP（（（（Service Advertising Protocol）の無効化）の無効化）の無効化）の無効化  NetWareの SPXプロトコルでは、config.ora
ファイル内で ORACLE_SAPと呼ばれる値が検索されます。このパラメータの値は ONまた
は OFFです。このパラメータを指定しない場合、デフォルトの設定はONです。これは、
SPXネットワークに関するパフォーマンスに密接な関係があります。ORACLE_SAPが ON
であれば、リスナーは SAP（サービス・アドバタイジング・プロトコル）を使用して、その
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アドレスを通知します。ORACLE_SAPを OFFに設定すると、リスナーは NDSを使用して
情報をそのクライアントに送ります。 

ネットワークが NDS使用可能クライアント（すなわち、NetWare 4以上を使用するクライ
アント）のみで構成されている場合は、config.oraファイルを編集して ORACLE_SAPを
OFFに設定すると、ネットワークのパフォーマンスが向上します。

データベース・サービスとデータベース・サービスとデータベース・サービスとデータベース・サービスと NDSへのアドレスの格納へのアドレスの格納へのアドレスの格納へのアドレスの格納  リスナーが起動されると、リスナーに
より、データベース・アドレスが OracleInstanceオブジェクトの下の NDSへ格納されます。

その時点で、クライアントは NDSデータベースからアドレスをアクセスできます。

システム要件システム要件システム要件システム要件
NDS外部ネーミングには、SQL*Net 2.2以上と Oracle 7.2以上が必要です。 このアダプタは、
Novellライブラリを実行するクライアントと一緒に使用できます。ただし、サーバーでは
NetWare 4.1以上が必要です。 

クライアントの構成クライアントの構成クライアントの構成クライアントの構成
クライアントは、NDS外部ネーミング・メソッドと NDSネーミング・コンテキストによっ
て構成される必要があります。

クライアントを構成するには、次の手順に従います。

1. sqlnet.oraファイルの NAMES.DIRECTORY_PATHパラメータに指定する第 1番目
のネーミング・メソッドとして NDSを構成します。  このパラメータによって、Net8が
名前解決に使用するネーミング・メソッドの順序を指定します。

a. Oracle Net8 Assistantを起動します。

- UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから netasstを実行します。

- Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

b. ナビゲータで、「Local」->「Profile」を展開します。

c. 右ペインのリストから、「Naming」を選択します。

d. 「Methods」タブをクリックします。

e. 「Available Methods」リストから「Novell」を選択し、「>」ボタンをクリックしま
す。

注意注意注意注意 : Oracleデータベースの NDSオブジェクトをあらかじめ作成してお
く必要があります。
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f. 「Selected Methods」リストで「Novell」を選択し、「Promote」ボタンを使用して
選択した項目をリストの最上位に移動します。

2. sqlnet.oraファイルの NAMES.NDS.NAME_CONTEXTパラメータを使用して、タ
イプなし名またはタイプ付き名を構成します。このパラメータでは、データベース・オ
ブジェクトが存在する NDSツリー内のネーミング・コンテキストが指定されます。 
ネーミング・コンテキストを指定するには、次の作業を実行します。

a. 「External」タブをクリックします。

b. 「Name Context」フィールドにネーミング・コンテキストを入力します。 

データベース・オブジェクトの名前が "Payroll.Finance.Oracle"であり、ネーミン
グ・コンテキストが Finance.Oracleの場合、接続文字列では "Payroll"のみを指
定する必要があります。 "Payroll"が ".Payroll.Finance.Oracle"に修飾されます。こ
れはタイプなし名の例です。

注意注意注意注意 : 先行するドットは、この名前が完全な NDSの名前であることを示
します。 名前のコンテキスト設定を上書きする場合は、先行するドットを
使用して接続文字列内に完全な NDS名を指定できます。 
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ネーミング・コンテキストが ou=Finance.o=Oracleである場合、接続文字列に
は、cn=Payroll.ou=Finance.o=Oracleが含まれる必要があります。 これはタ
イプ付き名の例です。

sqlnet.oraファイルの名前コンテキストによって、client32net.cfgファイ
ルの "name context"エントリを上書きできます。いずれのファイルでも名前コンテ
キストを指定しないと、その名前は [root]にデフォルト設定されます。 
client32net.cfgファイル・パラメータの詳細は、Novellクライアントのマ
ニュアルを参照してください。 

3. 「File」->「Save Network Configuration」を選択します。

sqlnet.oraファイルでは、次のエントリが更新されます。

names.directory_path=(novell, tnsnames, hostname)
names.nds.name_context=Finance.Oracle

サーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成
NetWareサーバーを構成するには、Novellマニュアルの説明に従って Net8 Easy Configア
プリケーションを使用します。

制約制約制約制約
次に、NDS外部ネーミングを使用する場合のいくつかの制約を示します。 

� NDSデータベースに格納されているデータベース・アドレスの長さは、2048文字を超
えることはできません。 

� 1つのデータベース・インスタンスに複数のリスナーを使用することはできません。 使
用すると、最後に起動するリスナーによってデータベース・オブジェクトに格納されて
いるその他の TNSアドレスが上書きされます。 

� SIDサポートがサーバー上で使用可能な場合は、データベース・インスタンスに NULL 
SIDを使用できません。 インスタンスのうち 1つでも NULL SIDを使用すると、
SQL*Netバージョン 2または Net8を使用して接続することができません。

� SIDサポートが使用可能でない場合は、リスナーの SID_LISTで指定した最後の SIDが、
使用する SIDとなります。この場合、SIDはユーザーとデータベースに対して透過的で
す。ユーザーには SIDが見えず、データベースは SIDを無視します。 

注意注意注意注意 : 名前コンテキストには、先行するドットは含まれません。 これが含
まれるていると、NDSエラー・コード -309（ERR_EXPECTED_
IDENTIFIER）が発生する場合があります。
The parameter being parsed is not typed.
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注意注意注意注意 : SIDサポートは、config.oraファイル内の次のパラメータによっ
て制御されます。
nw_enable_sid_support=[true|false] 
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リスナーの
7

 リスナーの構成リスナーの構成リスナーの構成リスナーの構成

この章では、リスナーの構成方法について説明します。内容は次のとおりです。

� 構成の概要

� listener.oraファイル変更後のリスナーの再起動

� リスナー・プロトコル・アドレスの構成

� デフォルト以外のアドレスを使用するリスナーの構成

� 多数の接続要求の処理

� 静的サービス情報の構成

� 事前生成済専用サーバーの構成
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構成の概要構成の概要構成の概要構成の概要
リスナーは、サーバーに常駐する個別のプロセスです。 これは、クライアントの着信接続要
求を受け取り、これらの要求のサーバーへの着信を管理します。 

リスナーは、1つまたは複数のリスニング・プロトコル・アドレスおよび宛先サービスに関
するサービス情報で構成されます。

プロトコル・アドレスは、リスナー構成ファイル listener.oraで構成されます。  サービ
ス情報は、listener.oraファイルで構成する必要がある場合とない場合があります。

� Oracleリリース 8.1インスタンスでは、サービス名、インスタンス名、サービス・ハン
ドラおよびロード情報などがリスナーに自動的に登録されます。 サービス登録（サービス登録（サービス登録（サービス登録（service 
registration））））と呼ばれるこの機能では、listener.oraファイルでの構成が必要あり
ません。

� Oracle7またはOracle8リリース 8.0データベースおよびOracle Enterprise Manager管理
ツールを含む他のサービスでは、listener.oraファイルでのサービス構成が必要で
す。

いったんリスナーを構成すると、リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）を使用してリ
スナーを管理できます。

この項では、次の追加構成のトピックについて説明します。

� デフォルト・リスニング・プロトコル・アドレス

� インストール中の構成作業

� Oracle Net8 Assistantによる構成

デフォルト・リスニング・プロトコル・アドレスデフォルト・リスニング・プロトコル・アドレスデフォルト・リスニング・プロトコル・アドレスデフォルト・リスニング・プロトコル・アドレス
リスナーには、LISTENERというデフォルト名があり、次のデフォルト・プロトコル・アド
レスをリスニングするよう構成されています。

注意注意注意注意 : Oracle8i データベースを管理する際に Oracle Enterprise Managerを
使用する場合、listener.oraファイルでのサービス構成が必要です。
Oracle Enterprise Managerでは、データベースの検出およびリモート管理
の実行の際に、listener.oraファイルのサービス情報が使用されます。

注意注意注意注意 : Oracle8iリリース 8.1.6データベースでは、リリース 8.1.6リスナー
が必要です。 Oracle8iリリース 8.1.6データベースでは、前のバージョンの
リスナーはサポートされていません。 ただし、Oracle8iデータベースの前
のバージョンでリリース 8.1.6リスナーを使用することはできます。
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� TCP/IPプロトコルのポート 1521

(address=(protocol=tcp)(host=host_name)(port=1521))

� IPCプロトコル

(address=(protocol=ipc)(key=PNPKEY))

これらのアドレスで構成されたクライアントは、リスナーに接続できます。 

インストール中の構成作業インストール中の構成作業インストール中の構成作業インストール中の構成作業
Net8 Configuration Assistantは、ソフトウェアのインストール後、Oracleユニバーサル・
インストーラによって、起動されます。 これを使用すると、データベースのプロトコル・ア
ドレスおよびサービス情報を構成できます。 

サーバーの「Typical」または「Minimal」インストレーション後、Net8 Configuration 
Assistantにより、TCP/IPプロトコルを使用するリスナーが LISTENERという名前で自動
的に構成されます。 「Custom」インストレーションでは、Net8 Configuration Assistantに
より、リスナー名およびプロトコル・アドレスを構成するよう求められます。

また、IPCプロトコルを使用する外部プロシージャ（外部プロシージャ（外部プロシージャ（外部プロシージャ（external procedures））））（PL/SQLコー
ドにより呼び出されるファンクション）のリスニング・アドレスは、インストレーション・
タイプにかかわらず構成されます。

 Net8 Configuration Assistantでは、Oracle8iデータベースおよび外部プロシージャのサー
ビス情報も listener.oraファイルに構成されます。

次に示すのは listener.ora ファイルのサンプルです。 LISTENERエントリでは、
LISTENERという名前のリスナーに対するリスニング・プロトコル・アドレスが定義され、
SID_LIST_LISTENERエントリでは、グローバル・データベース名、データベースの Oracle
ホームの場所、インスタンスの Oracleシステム識別子を含むデータベース・サービスに関
する情報が提供されます。

listener=
    (description=
      (address_list=
       (address=(protocol=tcp)(host=sale-server)(port=1521))
       (address=(protocol=ipc)(key=extproc))
sid_list_listener=
  (sid_list=

注意注意注意注意 : サービス情報は Oracleリリース 8.1の listener.oraファイルで
不要ですが、Net8 Configuration Assistantでは、データベースを監視する
際に Oracle Enterprise Managerを使用することを仮定します。 Oracle 
Enterprise Managerでは、データベース検出の際にこの情報が必要です。
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    (sid_desc=
      (global_dbname=sales.us.acme.com)
      (oracle_home=/oracle81)
      (sid_name=sales)))
    (sid_desc=
      (sid_name=plsextproc)
      (oracle_home=/oracle81)
      (program=extproc)))

Oracle Net8 Assistantによる構成による構成による構成による構成
デフォルトまたはインストールされた構成で十分ではない、またはネットワークにリスナー
もしくはデータベースの旧バージョンがある場合、Net8 Configuration Assistantを使用し
て listener.ora構成を拡張できます。

この項では、次のリスナー構成ファイル項目を取り上げます。

� listener.oraファイル変更後のリスナーの再起動

� リスナー・プロトコル・アドレスの構成

� 多数の接続要求の処理

� 静的サービス情報の構成

listener.oraファイル変更後のリスナーの再起動ファイル変更後のリスナーの再起動ファイル変更後のリスナーの再起動ファイル変更後のリスナーの再起動
listener.oraが変更された場合は、常に LSNRCTLユーティリティを使用してリスナー
を一度停止し、再起動する必要があります。

リスナーを起動または停止するには、次のように実行します。

LSNRCTL
LSNRCTL> start|stop [listener_name]

listener_nameは、listener.oraファイルに定義されたリスナーの名前です。  LISTENER
という名前のデフォルトのリスナーを使用している場合は、リスナーを指定する必要はあり
ません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 外部プロシージャの構成に関する詳細は、8-39ページの「外部プロ
シージャを使用する場合の Net8の構成」を参照してください。

� Javaオプションと IIOPクライアントの構成に関する詳細は、8-39
ページの「非 Oracleデータベース・サービスへの接続の構成」を参
照してください。
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リスナー・プロトコル・アドレスの構成リスナー・プロトコル・アドレスの構成リスナー・プロトコル・アドレスの構成リスナー・プロトコル・アドレスの構成
デフォルト以外のプロトコル・リスナー・アドレスを構成するには、次の手順に従います。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

� UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから netasstを実行します。

� Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ナビゲータで、「Local」->「Listeners」を展開します。

3. リスナーを選択します。

リスナーを一度も作成していない場合には、次の作業を実行します。

a. ツールバーで「+」をクリックするか、「編集」メニューから「作成」を選択しま
す。

b. 「Choose Listener Name」ダイアログ・ボックスに一意のリスナー名を入力します。

4. 右ペインのリストから「Listening Locations」を選択します。

5. 「Add Address」をクリックします。新規のアドレス・タブが表示されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� リスナーの起動については、11-2ページの「Net8制御ユーティリティ
の使用」を参照してください。

� 全 LSNRCTLコマンドの完全なリストについては、A-2ページの「リ
スナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）」を参照してください。

注意注意注意注意 : listener.oraファイルは構成済であるが、LSNRCTL制御ユー
ティリティを使用してリスナーを一度も起動したことがない場合、リス
ナーは「Listeners」フォルダで表示されません。 その場合は Oracle Net8 
Assistantを終了し、11-2ページの「Net8制御ユーティリティの使用」の
説明に従ってリスナーを起動した後、再度 Oracle Net8 Assistantを起動し
てください。
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リスナー・プロトコル・アドレスの構成
6. プロトコルを選択して、そのプロトコルの適切なプロトコル・パラメータ情報を入力し
ます。

TCP/IP上でリスニングするためにリスナーを構成する場合は、デフォルトのポート
1521を選択する必要があります。このポートを選択しない場合は、 初期化パラメータ・初期化パラメータ・初期化パラメータ・初期化パラメータ・
ファイル（ファイル（ファイル（ファイル（initialization parameter file））））に LOCAL_LISTENERパラメータを構成し、
なんらかのネーミング・メソッドによってリスナー名を解決する必要があります。 

使用しているマシンに複数の IPアドレスがあり、リスナーに使用可能なすべてのＩＰ
アドレスをリスニングさせる場合、TCP/IPまたは SSL付き TCP/IPを構成し、「Host」
フィールドにマシンのホスト名を入力します。

7. 別のプロトコルを構成するには、ステップ 5と 6を繰り返します。

8. 「File」->「Save Network Configuration」を選択します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : プロトコル・アドレスおよびパラメータについては、付録 Bを
参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 7-8ページの「デフォルト以外のアドレスを使用するリスナー
の構成」を参照してください。
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リスナー・プロトコル・アドレスの構成
listener.oraファイルは、次のように、TCP/IPおよび SPXアドレスで静的に構成され
ます。

listener=
  (address=(protocol= tcp)(host= sales-server)(port= 1521))
  (address=(protocol= spx)(service=orasrvc1))

Oracle8i JServerのためのリスニング・アドレスの構成のためのリスニング・アドレスの構成のためのリスニング・アドレスの構成のためのリスニング・アドレスの構成
データベースの Oracle8i JServerの接続では、TCP/IPまたは SSL付き TCP/IPプロトコ
ル・アドレスが必要です。

Oracle8i JServerのリスニング・アドレスを構成するには、次の作業が必要です。 

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

� UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから netasstを実行します。

� Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ナビゲータで、「Local」->「Listeners」を展開します。

3. リスナーを選択します。

4. 右ペインのリストから「Listening Locations」を選択します。

5. 「Add Address」をクリックします。新規のアドレス・タブが表示されます。
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デフォルト以外のアドレスを使用するリスナーの構成
6. 「Protocol」リストから「TCP/IP」または「TCP/IP with SSL」を選択します。

7. 「Host」フィールドにデータベースのホスト名を入力します。

8. プロトコルに TCP/IPを選択した場合、「Port」フィールドに 2481と入力します。SSL
付き TCP/IPを選択した場合、「Port」フィールドに 2482と入力します。

9. 「Dedicate this endpoint to IIOP connections」をクリックします。

10.「File」->「Save Network Configuration」を選択します。

sqlnet.oraファイルでは、次のエントリが更新されます。

listener=
 (description_list=
  (descriptioin=
   (address=(protocol=tcp)(host=sales1-server)(port=2481))
   (protocol_stack=
     (presentation=giop)
     (session=raw))))

デフォルト以外のアドレスを使用するリスナーの構成デフォルト以外のアドレスを使用するリスナーの構成デフォルト以外のアドレスを使用するリスナーの構成デフォルト以外のアドレスを使用するリスナーの構成
デフォルトでは、PMONプロセス（プロセス（プロセス（プロセス（PMON process））））により、ポート 1521の TCP/IPデ
フォルト・ローカル・アドレス上のローカル・リスナーに登録されます。別のリスナーに
PMONによって情報を登録する場合、初期化パラメータ・ファイルに LOCAL_LISTENER
パラメータを構成する必要があります。 その後、LOCAL_LISTENERの値は、
tnsnames.oraファイルまたは Oracle Names サーバーのネット・サービス名エントリで解
決されます。

� LOCAL_LISTENERパラメータの構成

� ネーミング・メソッドの構成

LOCAL_LISTENERパラメータの構成パラメータの構成パラメータの構成パラメータの構成
 LOCAL_LISTENERパラメータは、次のように初期化パラメータ・ファイルで構成します。

local_listener=listener_name_alias

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� EJBおよび CORBAアプリケーションへのクライアント接続の構成に
ついては、『Oracle8i Enterprise JavaBeansと CORBA開発者ガイド』
を参照してください。

� Javaストアド・プロシージャへのクライアント接続の構成について
は、『Oracle8i Javaストアド・プロシージャ開発者ガイド』を参照し
てください。
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デフォルト以外のアドレスを使用するリスナーの構成
ネーミング・メソッドの構成ネーミング・メソッドの構成ネーミング・メソッドの構成ネーミング・メソッドの構成
LOCAL_LISTENERパラメータに指定されたリスナー名の別名は、次のネーミング・メソッ
ドの 1つを介して解決される必要があります。

� tnsnames.oraファイル

� Oracle Names サーバー

tnsnames.oraファイルファイルファイルファイル
ネット・サービス名のエントリは、リスナー・アドレスに対して接続記述子の CONNECT_
DATAなしで作成される必要があります。 Oracle Net8 Assistantでは、CONNECT_DATA
情報を使用しない場合は tnsnames.oraファイルを構成できません。 そのため、オラクル
社では、tnsnames.oraファイルを手動で変更することをお薦めします。

たとえば、LOCAL_LISTENERが LISTENER1に設定され、LISTENER1で TCP/IPが使用
される場合、tnsnames.oraファイルのエントリは次のように表示されます。

listener1= 
  (address=(protocol= tcp)(host= sales-server)(port= 1421))

Oracle Names サーバーサーバーサーバーサーバー
リスナーの別名に対するエントリを作成するには、Oracle Net8 Assistantを介して Oracle 
Names サーバーを使用します。

1. Net8 Assistantを起動します。

� UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから netasstを実行します。

� Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ナビゲータで、Oracle Names サーバーを展開します。

3. Oracle Names サーバーを選択します。

4. 右ペインのリストから、「Manage Data」を選択します。

5. 「Advanced」タブをクリックします。

注意注意注意注意 : 複数のアドレスがサポートされていますが、接続時フェイルオー
バー機能とクライアント・ロード・バランス機能はサポートされていませ
ん。Oracle Connection Managerの SOURCE_ROUTEパラメータはサポー
トされています。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 複数のアドレス構成については、第 8章を参照してください。
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多数の接続要求の処理
6. 「Add」をクリックし、「Name」フィールドにリスナーの別名、「Type」フィールドに
A.SMDレコード・タイプ、「Value」フィールドに次のようなアドレスを入力します。

(address=(protocol=tcp)(host=sales-server)(port=2481))

7. 「File」->「Save Network Configuration」を選択します。

多数の接続要求の処理多数の接続要求の処理多数の接続要求の処理多数の接続要求の処理
多数の接続要求を処理することが予想される場合は、プロセスに対してキューを指定できま
す。 これにより、リスナーは多数の同時接続要求を動的に処理できます。

リスナーのキューサイズを指定するには、リスニング・アドレスの終端にある QUEUESIZE
パラメータに値を入力します。

listener=
  (address= 
     (protocol= tcp) 
     (host= sales-server) 
     (port= 1521)
     (queuesize=20))

静的サービス情報の構成静的サービス情報の構成静的サービス情報の構成静的サービス情報の構成 

クライアントからの Oracle8リリース 8.0や Oracle7データベースへの接続要求をリスナー
が受け入れるには、データベースに関する情報を使用して listener.oraファイルを構成
する必要があります。 また、外部プロシージャ（外部プロシージャ（外部プロシージャ（外部プロシージャ（external procedures））））や異種サービス異種サービス異種サービス異種サービス
（（（（Heterogeneous Services））））などのサービス、および Oracle Enterprise Managerなどの一部
の管理ツールでは、静的な構成も必要です。

Oracle8リリース 8.1では、リスナーによりデータベースおよびインスタンスに関する動的
情報が使用されます。この情報は、静的に構成された情報を使用する前にサービス登録を介
して受信されます。 

listener.oraファイルは、次のテーブルで説明されるサービス・パラメータで構成され
ます。 

注意注意注意注意 : 現在は、TCP/IPおよび DECnet上で動作するリスナーのキューサ
イズしか設定できません。デフォルトのキューサイズは、使用するシステ
ムによって異なります。 Solarisの場合、デフォルトのキューサイズは 5に
設定されています。また、Windows NT 4.0 Workstationのキューサイズ
は 5で、Windows NT 4.0 Serverのキューサイズは 50です。
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静的サービス情報の構成
リスナーを静的に構成するには、次の手順に従います。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

� UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから netasstを実行します。

� Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ナビゲータで、「Local」->「Listeners」を展開します。

3. リスナーを選択します。

listener.oraファイルのファイルのファイルのファイルの
パラメータパラメータパラメータパラメータ

Net8 Assistantのののの
フィールドフィールドフィールドフィールド 説明説明説明説明

SID_NAME 「SID」 Oracleシステム識別子（システム識別子（システム識別子（システム識別子（Oracle System Identifier: SID）））） 
はインスタンスを識別します。 SID値は、初期化パラメー
タ・ファイルの INSTANCE_NAMEパラメータから取得
できます。 

注意注意注意注意 :  UNIXおよびWindows NTでは、この設定が必要
です。

GLOBAL_DBNAME 「Global Database Name」 グローバル・データベース名（グローバル・データベース名（グローバル・データベース名（グローバル・データベース名（global database name））））
は、データベース名およびデータベース・ドメイン名から
構成されます。 GLOBAL_DBNAME値は、初期化パラ
メータ・ファイルの SERVICE_NAMESパラメータまたは
DB_NAMEおよび DB_DOMAINパラメータから取得で
きます。

ORACLE_HOME 「Oracle Home Directory」 「Oracle Home Directory」フィールドは、指定している
データベースの Oracleホームの場所を識別します。 

注意注意注意注意 :  UNIXでは、この設定が必要です。

重要重要重要重要 : Oracle Parallel Server環境のように、接続時フェイルオーバー接続時フェイルオーバー接続時フェイルオーバー接続時フェイルオーバーま
たは透過的アプリケーション・フェイルオーバー（透過的アプリケーション・フェイルオーバー（透過的アプリケーション・フェイルオーバー（透過的アプリケーション・フェイルオーバー（Transparent 
Application Failover:TAF））））を使用している場合には、GLOBAL_
DBNAMEパラメータを設定しないでください。 静的に構成されたグロー
バル・データベース名により、この機能は使用禁止とされます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 外部プロシージャおよび異種サービスのリスナーを静的に構成する方
法については、第 8章を参照してください。

� Oracle Enterprise Managerについては、『Oracle Enterprise Manager
構成ガイド』を参照してください。
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静的サービス情報の構成
4. 右ペインのリストから、「Database Services」を選択します。

5. 「Add Database」をクリックします。 新規のデータベース・タブが表示されます。

6. グローバル・データベース名、Oracleホーム・ディレクトリ、インスタンスの Oracle
システム識別子（SID）を適切なフィールドに入力します。

7. 「File」->「Save Network Configuration」を選択します。

sales.us.acme.comと呼ばれるデータベースに対して静的に構成された listener.ora
ファイルの例を次に示します。

sid_list_listener=
(sid_list=
 (sid_desc=
  (global_dbname=sales.us.acme.com)
  (sid_name=sales)
  (oracle_home=/u01/app/oracle/8.1.6)))
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事前生成済専用サーバーの構成
事前生成済専用サーバーの構成事前生成済専用サーバーの構成事前生成済専用サーバーの構成事前生成済専用サーバーの構成
事前生成済専用サーバー事前生成済専用サーバー事前生成済専用サーバー事前生成済専用サーバーとは接続要求を受信する前の起動時にリスナーによって起動される
専用サーバーです。 所定のマシンでマルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（multi-threaded server: 
MTS））））を使用していない場合、サーバーでの接続確立に要する時間を短縮できます。 また、
他の接続で使用されたサーバーを切断および再作成せずにサーバー・プロセスを再利用する
ことによって、割当て済のメモリーおよびシステム・リソースを有効に利用します。 

listener.oraファイルは、次のテーブルで説明される事前生成済専用サーバー・パラ
メータで構成されます。

注意注意注意注意 : オラクル社では、パフォーマンスおよびスケーラビリティに関する
問題を解決する際に、事前生成済専用サーバーではなくMTSを使用する
ことをお薦めします。

注意注意注意注意 : 事前生成済専用サーバーは、Windows NTでは利用できません。

listener.oraファイルのファイルのファイルのファイルの
パラメータパラメータパラメータパラメータ

Net8 Assistantのののの
フィールドフィールドフィールドフィールド

説明説明説明説明

PRESPAWN_MAX 「Maximum Prespawned 
Servers」

リスナーによって事前生成される専用サーバー
の最大数を指定します。この数値は、最小でも
各プロトコル用のプール・サイズの合計と同じ
くする必要があります。事前生成済専用サー
バーが常に新しい接続に使用できるように、こ
の値を大きな値に設定します。

PROTOCOL 「TCP/IP」、「SPX」、
「Named Pipes」、「IPC」

リスナーによって事前生成済専用サーバーの対
象となるプロトコルです。 

POOL_SIZE 「Number」 リスナーによって指定のプロトコルに関してメ
ンテナンスされる、未使用の、事前生成済専用
サーバーの数。0（ゼロ）より大きく、
PRESPAWN_MAX値以下の値を選択します。こ
の値は、任意の時点で予測される平均接続数の
近似値にしてください。
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事前生成済専用サーバーの構成
Oracle8iリリース 8.1では、リスナーによりクライアント要求が、listener.ora ファイル
の静的情報ではなくサービス登録（service registration）を介して PMONから受信する情報
に基づいて処理されます。  特定のサービス名またはインスタンス名の動的情報が使用不能の
場合、リスナーでは静的情報が参照されます。 このため、事前生成済専用サーバーを使用す
るには、追加構成が必要です。

一部のクライアントでは、事前生成済専用サーバーを使用し、他のクライアントでは、リス
ナーに動的に登録されたサービス・ハンドラ（専用サーバー（専用サーバー（専用サーバー（専用サーバー（dedicated server）））） または
MTS ディスパッチャ（ディスパッチャ（ディスパッチャ（ディスパッチャ（dispatcher）））））を使用するように構成できます。 事前生成済専用サー
バーを使用するクライアントには、特別な構成は必要ありません。 クライアントでは、
listener.oraファイルの GLOBAL_DBNAMEまたは SID_NAMEパラメータ値に合致す
る SERVICE_NAMEまたは SIDパラメータ値を含む接続記述子が使用される必要がありま
す。

動的に登録されたサービス・ハンドラが使用されるクライアントでは、listener.ora
ファイルで指定された GLOBAL_DBNAMEパラメータ値とは異なる SERVICE_NAMEパラ
メータ値を含む接続記述子が使用される必要があります。  このサービス名は、SERVICE_
NAMESパラメータによって初期化パラメータ・ファイルに構成される必要があります。
いったんデータベースが起動されると、サービス名がリスナーに動的に登録され、クライア
ントはデータベースに接続できます。

リリース 8.1より古いクライアント環境では、初期化パラメータ・ファイルの INSTANCE_
NAMEパラメータに対して類似の変更が必要です。 これは listener.oraファイルで指定
された SID_NAMEパラメータ値とは異なる値に設定される必要があります。  INSTANCE_
NAMEパラメータ値は、SERVICE_NAMESパラメータ値およびサービス・ハンドラ情報を
ともないリスナーに動的に登録されます。 このように INSTANCE_NAMEパラメータ値が
listener.oraファイルの SID_NAMEパラメータ値とは異なるため、SIDを含む（SID_
NAMEに合致する）接続記述子を使用するクライアントは、事前生成済専用サーバーにリ
ダイレクトされます。

TIMEOUT 「Timeout」 非活動状態にある事前生成済専用サーバー・プ
ロセスが次回の接続のために待機する時間（分
単位）。 値には、0（ゼロ）より大きい値を指定し
ます。（値 0では、非活動状態のシャドウ・プロ
セスが無限に続くため、マシンのリソースが無
駄になります。） 短いタイムアウト値を設定して
ください。タイムアウトは、事前生成済専用
サーバー・プロセスが接続と切断を実行した後
でのみアクティブ化されます。つまり、初回の
接続のために待機している事前生成済専用サー
バーでは、タイムアウトは発生しません。

listener.oraファイルのファイルのファイルのファイルの
パラメータパラメータパラメータパラメータ

Net8 Assistantのののの
フィールドフィールドフィールドフィールド

説明説明説明説明
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事前生成済専用サーバーの構成
構成作業については、次の項で説明します。

� 事前生成済専用サーバーによる listener.oraファイルの構成

� 事前生成済専用サーバーを使用しないクライアント構成の変更

事前生成済専用サーバーによる事前生成済専用サーバーによる事前生成済専用サーバーによる事前生成済専用サーバーによる listener.oraファイルの構成ファイルの構成ファイルの構成ファイルの構成
事前生成済専用サーバーを listener.oraファイルで構成するには、次の作業を実行しま
す。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

� UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから netasstを実行します。

� Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ナビゲータで、「Local」->「Listeners」を展開します。

3. リスナーを選択します。

4. 右ペインのリストから、「Database Services」を選択します。

5. 「Use Prespawned Dedicated Servers」を選択し、「Configure Prespawned Servers」を
クリックします。 

「Configure Prespawned Servers」ダイアログ・ボックスが表示されます。

6. 各プロトコルの起動専用サーバー数を指定します。

7. 「File」->「Save Network Configuration」を選択します。
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事前生成済専用サーバーの構成
事前生成済専用サーバーで構成された listener.oraファイルの例を次に示します。

sid_list_listener=
(sid_list=
 (sid_desc=
  (global_dbname=sales.us.acme.com)
  (sid_name=sales)
  (oracle_home=/u01/app/oracle/product/8.1.6)
  (prespawn_max=25)
  (prespawn_list=
   (prespawn_desc=
    (protocol=tcp)
    (pool_size=4)
    (timeout=5)))))

事前生成済専用サーバーを使用しないクライアント構成の変更事前生成済専用サーバーを使用しないクライアント構成の変更事前生成済専用サーバーを使用しないクライアント構成の変更事前生成済専用サーバーを使用しないクライアント構成の変更
接続記述子に SERVICE_NAMEを使用するクライアントが存在する場合、初期化パラメー
タ・ファイルにある SERVICE_NAMESパラメータの値を別の値と置換し、新しいサービス
名に接続します。 たとえば、初期化パラメータ・ファイルに service_
names=sales.us.acme.comが含まれる場合、sales.us.acme.comを
sales2.us.acme.comと変更します。その後、次で示すように sales2.us.acme.comに
接続される接続記述子を作成します。

sales= 
(description= 
  (address=(protocol=tcp)(host=sales-server)(port=1521))
  (connect_data=
    (service_name=sales2.us.acme.com))

接続記述子に SIDを使用するクライアントが存在する場合、初期化パラメータ・ファイルに
ある INSTANCE_NAMEパラメータの値を別の値と置換し、新しいインスタンスに接続し
ます。 たとえば、初期化パラメータ・ファイルに instance_name=salesが含まれる場合、
salesを sales2と変更します。 その後、次で示すように sales2に接続される接続記述子
を作成します。

sales= 
(description= 
  (address=(protocol=tcp)(host=sales-server)(port=1521))
  (connect_data=
    (sid=sales2))
7-16 Oracle8i Net8管理者ガイド



Net8
8

Net8の拡張機能の拡張機能の拡張機能の拡張機能

この章では、拡張機能を使用可能にする方法を説明します。 内容は次のとおりです。

� 拡張ネットワーク・アドレスおよび接続データ情報の構成

� 透過的アプリケーション・フェイルオーバーの構成

� 名前解決のクライアント属性の構成 

� プロファイルの詳細情報の構成

� 優先 Oracle Namesサーバーの構成

� Oracle Connection Manager機能の構成

� 非 Oracleデータベース・サービスへの接続の構成
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拡張ネットワーク・アドレスおよび接続データ情報の構成
拡張ネットワーク・アドレスおよび接続データ情報の構成拡張ネットワーク・アドレスおよび接続データ情報の構成拡張ネットワーク・アドレスおよび接続データ情報の構成拡張ネットワーク・アドレスおよび接続データ情報の構成
この項では、拡張接続記述子に関する次のトピックを取り上げます。

� リスナー・プロトコル・アドレスのリスト作成

� アドレス・リスト・パラメータの構成

� 拡張接続データ・パラメータの構成

リスナー・プロトコル・アドレスのリスト作成リスナー・プロトコル・アドレスのリスト作成リスナー・プロトコル・アドレスのリスト作成リスナー・プロトコル・アドレスのリスト作成
データベース・サービスは、複数のネットワーク・ルートまたはリスナー・アドレスからア
クセスできます。 次の例では、sales1-serverまたは sales2-serverのいずれかのリス
ナーを使用して、sales.us.acme.comに接続します。 

sales.us.acme.com=
 (description=
  (address_list=
    (address=(protocol=tcp)(host=sales1-server)(port=1521))
    (address=(protocol=tcp)(host=sales2-server)(port=1521)))
  (connect_data=
    (service_name=sales.us.acme.com)))

ネットワーク・プロトコル・アドレスを既存のネット・サービス名またはデータベース・
サービスに追加するには、次の手順に従います。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

� UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから netasstを実行します。

� Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ナビゲータで、「Directory」または「Local」->「Service Naming」を展開します。

3. ネット・サービス名またはデータベース・サービスのいずれかを選択します。

右ペインには、現行の宛先サービスおよびアドレス・リストが表示されます。

4. 「Address Configuration」ボックスの「+」ボタンをクリックします。

新規のアドレス・タブが表示されます。
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拡張ネットワーク・アドレスおよび接続データ情報の構成
5. プロトコルを選択し、必要なアドレス情報を入力します。 

6. 左矢印ボタンと右矢印ボタンを使用して、プロトコル・アドレスをアドレス・リスト内
の適切な場所に配置します。 複数のアドレス・オプションが構成されていない場合、リ
スト先頭のアドレスに対して通信が行われます。 

7. 「Apply」をクリックします。

アドレス・リスト・パラメータの構成アドレス・リスト・パラメータの構成アドレス・リスト・パラメータの構成アドレス・リスト・パラメータの構成
データベース・サービスに複数のリスナー・プロトコル・アドレスからアクセスできる場合
は、アドレスの使用順序を指定する必要があります。 たとえば、アドレスをランダムに選択
することも、連続的に接続を試行することもできます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : プロトコル・アドレス・パラメータの詳細は、付録 Bを参照
してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : アドレス・リスト・オプションについては、8-3ページの「ア
ドレス・リスト・パラメータの構成」を参照してください。
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拡張ネットワーク・アドレスおよび接続データ情報の構成
1つのネット・サービス名またはデータベース・サービスに複数のプロトコル・アドレスが
構成されている場合は、次のオプションを構成できます。

これらのパラメータの実装は、使用するネーミング・メソッドによって異なります。 接続時
フェイルオーバーまたはクライアント・ロード・バランスを構成するツールを次の表に示し
ます。 ソース・ルーティングには別の構成が必要となりますが、この項では取り上げません。 

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

SOURCE_ROUTE
（ソース・ルーティン
グ）

ONに設定すると、Net8は各アドレスを表示順序どおりに使用して、
接続先に到達するまで試行を続けます。 接続先に到達するまでに複数
のアドレス終点を通る必要がある場合は、このパラメータが必要で
す。 この機能は通常、Oracle Connection Managerの機能を使用可能
にするために使用します。

FAILOVER（接続時フェ
イルオーバー）

ONに設定した場合、最初のリスナーへの接続に失敗すると Net8は
別のリスナーにフェイルオーバーします。 接続を試行する回数は、リ
スト内のアドレス数で決まります。 OFFに設定すると、接続を試行す
るアドレスは 1つのみです。

複数のアドレス・リスト（ADDRESS_LIST）、接続記述子
（DESCRIPTION）および複数の接続記述子（DESCRIPTION_LIST）
がある場合、接続時フェイルオーバーはデフォルトでオンになってい
ます。 

重要重要重要重要 :  listener.oraファイルの SID_LIST_listener_nameセクショ
ンには GLOBAL_DBNAMEパラメータを設定しないでください。グ
ローバル・データベース名が静的に構成されると、接続時フェイル
オーバーは使用できなくなります。

LOAD_BALANCE
（クライアント・ロード・
バランス）

ONに設定すると、リスナー・アドレスのリストを順不同に選択し
て、複数のリスナーに対する負荷のバランスをとります。 OFFに設定
すると、接続が成功するまでアドレスを順番に試行します。 

複数の接続記述子（DESCRIPTION_LIST）がある場合、クライアン
ト・ロード・バランスはデフォルトで ONになっています。

注意注意注意注意 : 接続時フェイルオーバーとクライアント・ロード・バランスのパラメータを
利用できるのは、リリース 8.1構成のみです。 ソース・ルーティングは、リリース
8.1以前の構成およびリリース 8.0構成の両方に利用できます。

クライアント・ロード・バランスや接続時フェイルオーバーをソース・ルーティン
グと併用することはできません。 接続時フェイルオーバーとクライアント・ロー
ド・バランスではリストから 1つのアドレスを選択しますが、ソース・ルーティン
グではリスト内の各アドレスに順に接続します。
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拡張ネットワーク・アドレスおよび接続データ情報の構成
接続時フェイルオーバーまたはクライアント・ロード・バランスを構成するには、次の手順
に従います。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

� UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから netasstを実行します。

� Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ナビゲータで、「Directory」または「Local」->「Service Naming」を展開します。

3. ネット・サービス名またはデータベース・サービスのいずれかを選択します。

右ペインには、現行の宛先サービスおよびアドレス・リストが表示されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ソース・ルーティングのクライアントの構成の詳細は、8-33
ページの「Oracle Connection Managerを使用する場合のクライアントの
構成」を参照してください。

ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッド 複数のアドレス・オプションを構成するツール複数のアドレス・オプションを構成するツール複数のアドレス・オプションを構成するツール複数のアドレス・オプションを構成するツール

ローカル・ネーミング Oracle Net8 Assistantを使用して、tnsnames.oraファイルに格納
されるネット・サービス名について接続時フェイルオーバーおよび
クライアント・ロード・バランスを行うように構成できます。

下記の手順を参照してください。

ディレクトリ・ネー
ミング

Oracle Net8 Assistantを使用して、ディレクトリに格納されるネッ
ト・サービス名およびデータベース・サービスについて接続時フェ
イルオーバーおよびクライアント・ロード・バランスを行うように
構成できます。

下記の手順を参照してください。

Oracle Names 次のツールを使用して、Oracle Namesサーバーに格納されるネッ
ト・サービス名について接続時フェイルオーバーおよびクライアン
ト・ロード・バランスを行うように構成できます。

� NAMESCTL REGISTER

� Oracle Net8 Assistant

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  6-59ページの「作業 6: Oracle Names サーバーへのデー
タベースの登録」を参照してください。
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拡張ネットワーク・アドレスおよび接続データ情報の構成
4. 「Address Configuration」ボックスの「Advanced」ボタンをクリックします。

「Address List Options」ダイアログ・ボックスが表示されます。

次の表は、オプションについて説明しています。
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拡張ネットワーク・アドレスおよび接続データ情報の構成
5. アドレス・リスト・オプションの 1つを選択して「OK」をクリックします。

6. 右ペインで「Apply」をクリックします。

次の例は、「Try each address, randomly, until one succeeds」オプションを使用してクライ
アント・ロード・バランスを指定した場合の tnsnames.oraファイルを表します。

sales.us.acme.com=
 (description=
  (address_list=
  (load_balance=on)
   (address=(protocol=tcp)(host=sales1-server)(port=1521)) 
   (address=(protocol=tcp)(host=sales2-server)(port=1521)))
  (connect_data=
    (service_name=sales.us.acme.com))) 

次の例は、「Try each address, in order, until one succeeds」オプションを使用して接続時
フェイルオーバーを指定した場合の tnsnames.oraファイルを表します。

sales.us.acme.com=
 (description=

Oracle Net8 Assistantのオプションのオプションのオプションのオプション パラメータパラメータパラメータパラメータ

「Try each address, in order, until one succeeds」 FAILOVER=ON（リリース 8.1クライア
ントの場合）

SOURCE_ROUTE=OFF（リリース 8.1以
前のクライアントの場合）

「Try each address, randomly, until one 
succeeds」

注意注意注意注意 :このオプションは、「Use Options 
Compatible with Net8 8.0 Clients」が選択され
ている場合は、使用できません。

LOAD_BALANCE=ON

FAILOVER=ON

「Try one address, selected at random」

注意注意注意注意 :このオプションは、「Use Options 
Compatible with Net8 8.0 Clients」が選択され
ている場合は、使用できません。

LOAD_BALANCE=ON

「Use each address in order until destination 
reached」

SOURCE_ROUTE=ON

「Use only the first address」

注意注意注意注意 :このオプションは、「Use Options 
Compatible with Net8 8.0 Clients」が選択され
ている場合は、使用できません。

LOAD_BALANCE=OFF

FAILOVER=OFF

SOURCE_ROUTE=OFF
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拡張ネットワーク・アドレスおよび接続データ情報の構成
  (address_list=
   (load_balance=off)
   (failover=on)
   (address=(protocol=tcp)(host=sales1-server)(port=1521)) 
   (address=(protocol=tcp)(host=sales2-server)(port=1521)))
  (connect_data=(service_name=sales.us.acme.com)))

拡張接続データ・パラメータの構成拡張接続データ・パラメータの構成拡張接続データ・パラメータの構成拡張接続データ・パラメータの構成
接続記述子の接続データ部分には接続先データベース・サービスを定義します。 次の例では、
SERVICE_NAMEに sales.us.acme.comというサービスが定義されています。

sales.us.acme.com=
 (description=
    (address=(protocol=tcp)(host=sales-server)(port=1521))
  (connect_data=
    (service_name=sales.us.acme.com)))

サービス名の他にも、オプションで次の接続データ情報のパラメータを構成できます。

tnsnames.oraファイルファイルファイルファイル
のパラメータのパラメータのパラメータのパラメータ

Oracle Net8 
Assistantのフィーのフィーのフィーのフィー
ルドルドルドルド /オプションオプションオプションオプション

説明説明説明説明

INSTANCE_NAME 「Instance Name」 アクセスするデータベース・インスタンスを識別します。

インスタンス名は、初期化パラメータ・ファイル（初期化パラメータ・ファイル（初期化パラメータ・ファイル（初期化パラメータ・ファイル（initialization 
parameter file））））の INSTANCE_NAMEパラメータから取得できま
す。 

注意注意注意注意 :「Use Oracle8i Release 8.0 Compatible Identification」が選択
されている場合は、使用できません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  6-2ページの「接続記述子の理解」を参照してくださ
い。

SDU 「Session Data Unit 
Size」

ネットワークを介して送信されるデータ・パケットの転送レートを
最適化する場合、セッション・データ・ユニット（SDU）サイズを
指定すると、パフォーマンスを変更できます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  5-7ページの「データ転送の最適化を目的としたセッ
ション・データ・ユニット（SDU）サイズの調整」を参照してくだ
さい。

 HS 「Use for 
Heterogeneous 
Services」

Oracle8iサーバーで非 Oracleシステムにアクセスする場合は、こ
のオプションをオンにします。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  8-43ページの「Oracle異種サービスを使用する場合の
Net8の構成」を参照してください。
8-8 Oracle8i Net8管理者ガイド



拡張ネットワーク・アドレスおよび接続データ情報の構成
これらのパラメータの設定方法は、使用するネーミング・メソッドによって異なります。 構
成するツールを次の表に示します。

ネット・サービス名またはデータベース・サービスの拡張 CONNECT_DATAパラメータを
構成するには、次の手順に従います。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

� UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから netasstを実行します。

 RDB_DATABASE 「Oracle Rdb 
Database」

Oracle Rdbデータベースのファイル名を指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  8-46ページの「Oracle Rdbデータベースを使用する場
合の Net8の構成」を参照してください。

TYPE_OF_SERVICE 「Type of Service」 Oracle Rdbデータベースで使用するサービスの種類を指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  8-46ページの「Oracle Rdbデータベースを使用する場
合の Net8の構成」を参照してください。

 GLOBAL_NAME 「Global Database 
Name」

Oracle Rdbデータベースを識別します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  8-46ページの「Oracle Rdbデータベースを使用する場
合の Net8の構成」を参照してください。

ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッド 複数のアドレス・オプションを構成するツール複数のアドレス・オプションを構成するツール複数のアドレス・オプションを構成するツール複数のアドレス・オプションを構成するツール

ローカル・ネーミング Oracle Net8 Assistantを使用して、tnsnames.oraファイルに格納さ
れるネット・サービス名について拡張接続データ情報を構成できます。

下記の手順を参照してください。

ディレクトリ・ネーミング Oracle Net8 Assistantを使用して、ディレクトリに格納されるネッ
ト・サービス名およびデータベース・サービスについて拡張接続
データ情報を構成できます。

下記の手順を参照してください。

Oracle Names 次のツールを使用して、Oracle Namesサーバーに格納されるネッ
ト・サービス名およびデータベース・サービスについて拡張接続
データ情報を構成できます。

� NAMESCTL REGISTER

� Oracle Net8 Assistant

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  6-59ページの「作業 6: Oracle Names サーバーへのデー
タベースの登録」を参照してください。

tnsnames.oraファイルファイルファイルファイル
のパラメータのパラメータのパラメータのパラメータ

Oracle Net8 
Assistantのフィーのフィーのフィーのフィー
ルドルドルドルド /オプションオプションオプションオプション

説明説明説明説明
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拡張ネットワーク・アドレスおよび接続データ情報の構成
� Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

� 「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ナビゲータで、「Directory」または「Local」->「Service Naming」を展開します。

3. ネット・サービス名またはデータベース・サービスのいずれかを選択します。

右ペインには、現行の宛先サービスおよびアドレス・リストが表示されます。

4. 「Service Identification」ボックスの「Advanced」ボタンをクリックします。

「Advanced Service Options」ダイアログ・ボックスが表示されます。
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透過的アプリケーション・フェイルオーバーの構成
5. 必要に応じてフィールドの入力やオプションの選択を行い、「OK」をクリックします。

6. 右ペインで「Apply」をクリックします。

透過的アプリケーション・フェイルオーバーの構成透過的アプリケーション・フェイルオーバーの構成透過的アプリケーション・フェイルオーバーの構成透過的アプリケーション・フェイルオーバーの構成
透過的アプリケーション・フェイルオーバー（TAF）を使用すると、一度確立した接続に障
害が発生した場合、Net8は別のリスナーにフェイルオーバーします。 これによりユーザー
は、最初の接続に障害が発生したことを意識せずに、新しい接続で作業を続行できます。 

TAFを使用する場合は、ネット・サービス名の構成において接続記述子の CONNECT_
DATA部分に FAILOVER_MODEパラメータを手動で設定する必要があります。 

この項では、次のトピックについて説明します。

� FAILOVER_MODEパラメータ

� TAF実装

� 検証

FAILOVER_MODEパラメータパラメータパラメータパラメータ
FAILOVER_MODEパラメータは、接続記述子の CONNECT_DATA部分に含まれている必
要があります。 FAILOVER_MODEには、次のパラメータが含まれています。 

tnsnames.oraファイルのファイルのファイルのファイルの
パラメータパラメータパラメータパラメータ

説明説明説明説明

BACKUP バックアップ接続として別のネット・サービス名を指定します。 
バックアップは、PRECONNECTを使用して事前に接続を確立する
場合に指定します。
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透過的アプリケーション・フェイルオーバーの構成
TAF実装実装実装実装

TYPE（必須）（必須）（必須）（必須） フェイルオーバーの種類を指定します。 デフォルトでは、Oracle 
Call Interface（OCI）アプリケーションに対して、3種類の Net8
フェイルオーバー機能を利用できます。 

� SESSION: セッションをフェイルオーバーします。すなわち、
ユーザーの接続が失われた場合に、新しいセッションをバック
アップへ自動的に作成します。 このフェイルオーバーでは、
SELECTはリカバリされません。

� SELECT: カーソルをオープンしているユーザーが、障害後も
カーソルをフェッチできるようにします。 ただしこのモードで
は、通常の SELECT操作を行うクライアント側にオーバーヘッ
ドが生じます。

� NONE: デフォルトです。フェイルオーバー機能を使用しませ
ん。 フェイルオーバーが実行されないように、明示的に指定す
ることもできます。

METHOD プライマリ・ノードからバックアップ・ノードにフェイルオーバー
される速さを決定します。

� BASIC: フェイルオーバー時に接続を確立します。 フェイルオー
バー時まで、バックアップ・サーバーはほとんど何もする必要
はありません。

� PRECONNECT: あらかじめ接続を確立しておきます。 フェイル
オーバーは高速に行われますが、バックアップ・インスタンス
はサポートされた各インスタンスからの接続すべてをサポート
できる必要があります。

RETRIES 接続を行う回数を指定します。 DELAYが指定されている場合、
RETRIESのデフォルトは、5回再試行するように設定されていま
す。

DELAY 次の接続試行まで待機する時間を秒で指定します。 RETRIESが指定
されると、DELAYはデフォルトで 1秒に設定されます。

注意注意注意注意 : Oracle Net8 Assistantでは、TAFパラメータはサポートされませ
ん。 これらのパラメータは、手動で追加する必要があります。

重要重要重要重要 : listener.oraの SID_LIST_listener_nameセクションには
GLOBAL_DBNAMEパラメータを設定しないでください。グローバル・
データベース名が静的に構成されると、TAFは使用できなくなります。

tnsnames.oraファイルのファイルのファイルのファイルの
パラメータパラメータパラメータパラメータ

説明説明説明説明
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透過的アプリケーション・フェイルオーバーの構成
TAFは、FAILOVER_MODEパラメータの設定次第で何通りにでも実装できます。 オラクル
社では、次の方法をお薦めします。

� 接続時フェイルオーバーおよびクライアント・ロード・バランスを行う TAFの実装

� 接続の再試行

� 接続の事前確立

接続時フェイルオーバーおよびクライアント・ロード・バランスを行う接続時フェイルオーバーおよびクライアント・ロード・バランスを行う接続時フェイルオーバーおよびクライアント・ロード・バランスを行う接続時フェイルオーバーおよびクライアント・ロード・バランスを行う
TAFの実装の実装の実装の実装
複数のアドレスについて接続時フェイルオーバーおよびクライアント・ロード・バランスを
行うように TAFを実装することができます。 次の例では、Net8は sales1-serverまたは
sales2-serverのいずれかのリスナー・アドレスにランダムに接続します。 接続後にイン
スタンスに障害が発生した場合は、他のノードのリスナーにフェイルオーバーし、実行中の
SELECT文があればその文を保持します。

sales.us.acme.com=
 (description=
  (load_balance=on) 
  (failover=on) 
  (address=
       (protocol=tcp)  
       (host=sales1-server)  
       (port=1521)) 
 (address=
       (protocol=tcp)  
       (host=sales2-server)  
       (port=1521)) 
  (connect_data=
     (service_name=sales.us.acme.com) 
     (failover_mode=
       (type=select) 
       (method=basic))))

接続の再試行接続の再試行接続の再試行接続の再試行
TAFでは、RETRIESおよび DELAYパラメータを使用して、最初の接続試行が失敗した場
合に自動的に接続を再試行することができます。 次の例では、Net8は sales1-serverの
リスナーへの接続を試行します。 この接続試行に失敗した場合は、15秒待機してから再び接
続を試行します。 接続試行数は最大 20回です。

sales.us.acme.com=
 (description=
  (address=
       (protocol=tcp)  
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透過的アプリケーション・フェイルオーバーの構成
       (host=sales1-server)  
       (port=1521)) 
  (connect_data=
     (service_name=sales.us.acme.com) 
     (failover_mode=
       (type=select) 
       (method=basic)
       (retries=20)
       (delay=15))))

接続の事前確立接続の事前確立接続の事前確立接続の事前確立
バックアップ接続は事前に確立することができます。 初期接続およびバックアップ接続は明
示的に指定する必要があります。 次の例では、Net8は sales1-serverのリスナーに接続
します。 接続後に sales1-serverに障害が発生した場合は、sales2-serverにフェイル
オーバーし、実行中の SELECT文があればその文を保持します。

sales.acme.com=
 (description=
  (address=
       (protocol=tcp)  
       (host=sales1-server)  
       (port=1521)) 
  (connect_data=
     (service_name=sales.us.acme.com) 
     (instance_name=sales1) 
     (failover_mode=
       (backup=sales2.acme.com) 
       (type=select) 
       (method=preconnect))))
sales2.acme.com=
 (description=
  (address=
       (protocol=tcp)  
       (host=sales2-server)  
       (port=1521)) 
  (connect_data=
     (service_name=sales.us.acme.com) 
     (instance_name=sales2)))

検証検証検証検証
V$SESSIONビューで FAILOVER_TYPE、FAILOVER_METHODおよび FAILED_OVER列
を問い合せれば、TAFが正しく構成されているかを確認できます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  V$SESSIONビューの詳細は、『Oracle8iリファレンス・マ
ニュアル』を参照してください。
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名前解決のクライアント属性の構成
名前解決のクライアント属性の構成名前解決のクライアント属性の構成名前解決のクライアント属性の構成名前解決のクライアント属性の構成
次に示す項では、使用可能なクライアント構成オプションについて説明します。

� クライアントのデフォルト・ドメインの構成

� ネーミング・メソッドの優先順位

� 接続要求のルーティング

クライアントのデフォルト・ドメインの構成クライアントのデフォルト・ドメインの構成クライアントのデフォルト・ドメインの構成クライアントのデフォルト・ドメインの構成
クライアントが特定ドメインの名前を要求することが多い環境では、NAMES.DEFAULT_
DOMAINパラメータを使用してクライアントの sqlnet.oraファイルにデフォルト・ドメ
インを設定します。 

デフォルト・ドメインが設定されると、そのドメインは接続文字列で指定された未修飾の
ネット・サービス名に自動的に追加され、tnsnames.oraファイルまたは Oracle Names
サーバーに格納されたネット・サービス名と比較されます。 

たとえば、クライアント tnsnames.oraファイルに sales.us.acme.comというネット・
サービス名がある場合は、接続文字列を次のように入力できます。

CONNECT scott/tiger@sales

この例では、salesは sales.us.acme.comとして検索されます。

CONNECT scott/tiger@sales.acme.comのように接続文字列にドメイン拡張子が含ま
れる場合は、ドメインは追加されません。 tnsnames.oraファイルまたは Oracle Names
サーバー内のネット・サービス名がドメインで修飾されておらず、このパラメータが設定さ
れている場合は、ネット・サービス名にドット（.）を付けて入力します。 たとえば、ドメイ
ンが us.acme.comに設定され、クライアント tnsnames.oraファイルに salesという
ネット・サービス名がある場合は、次のように接続文字列を入力します。

CONNECT scott/tiger@sales.

デフォルト・ドメインを指定するには、次の手順に従います。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

� UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから netasstを実行します。

� Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

注意注意注意注意 : デフォルト・ドメインは、インストール時にNet8 Configuration 
Assistantによってクライアントのネットワーク・ドメインに設定されま
す。
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名前解決のクライアント属性の構成
2. ナビゲータで、「Local」->「Profile」を展開します。

3. 右ペインのリストから「Naming」を選択します。

4. 「Oracle Names」タブをクリックします。

5. 「Default Domain」フィールドにドメインを入力します。

6. 「File」->「Save Network Configuration」を選択します。

sqlnet.oraファイルには、次のようなエントリが追加されます。

names.default_domain=com

ネーミング・メソッドの優先順位ネーミング・メソッドの優先順位ネーミング・メソッドの優先順位ネーミング・メソッドの優先順位
ネーミング・メソッドを構成した後は、第 6章に説明されているように、優先順位を設定す
る必要があります。 ネット・サービス名の解決には、まずリストの最初のネーミング・メ
ソッドが使用されます。 この方法でネット・サービス名が解決できない場合、リストの 2番
目の方法が使用されます。

ネーミング・メソッドの順位を指定するには、次の手順に従います。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。
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名前解決のクライアント属性の構成
� UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから netasstを実行します。

� Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ナビゲータで、「Local」->「Profile」を展開します。

3. 右ペインのリストから「Naming」を選択します。

4. 「Methods」タブをクリックします。

使用可能なネーミング・メソッドを次の表に示します。

ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッド 説明説明説明説明

TNSNAMES ローカル・ネーミング

ネット・サービス名は、クライアントに配置された
tnsnames.oraファイルにより解決されます。

LDAP ディレクトリ・ネーミング

ネット・サービス名およびデータベース・サービス名はディレク
トリ・サーバーにより解決されます。
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名前解決のクライアント属性の構成
5. 「Available Methods」リストから目的のネーミング・メソッドを選択します。

6. 「Available Methods」リストからネーミング・メソッドを選択して、右矢印ボタンをク
リックします。 

ネーミング・メソッドが「Selected Methods」リストに移動します。

7. Net8によるネット・サービス名またはデータベース・サービス名の解決を行いたい順
にネーミング・メソッドを配置します。 「Selected Methods」リスト内でネーミング・
メソッドを選択し、「Promote」または「Demote」をクリックして選択項目をリスト内
で移動します。

8. 「File」->「Save Network Configuration」を選択します。

sqlnet.oraファイルの NAMES.DIRECTORY_PATHパラメータが次のように更新さ
れます。

names.directory_path=(onames, tnsnames)

接続要求のルーティング接続要求のルーティング接続要求のルーティング接続要求のルーティング
クライアントと、クライアントとして動作するサーバーは、接続要求をいつでも特定のプロ
セスに送るように構成できます。 次の表に示す sqlnet.oraファイル・パラメータは、接続
要求のルート設定に使用できます。

ONAMES Oracle Names

ネット・サービス名およびデータベース・サービス名は Oracle 
Namesサーバーにより集中的に解決されます。

HOSTNAME ホスト・ネーミング

ネット・サービス名は、ホストネーミング・メソッドにより解決
されます。 ホスト・ネーミングを使用するには、一定の条件を満た
す必要があります。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  6-68ページの「ホスト・ネーミング・メソッドの構成」
を参照してください。

CDS セル・ディレクトリ・サービス

このネーミング・メソッドは、Oracle Advanced Securityとともに
使用できます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照し
てください。

NDS Novellディレクトリ・サービス（NDS）

NIS ネットワーク情報サービス（NIS）

ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッド 説明説明説明説明
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名前解決のクライアント属性の構成
接続要求のルートを設定するには、次の手順に従います。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

� UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから netasstを実行します。

� Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ナビゲータで、「Local」->「Profile」を展開します。

3. 右ペインのリストから「General」を選択します。

4. 「Routing」タブをクリックします。

sqlnet.oraファイルのファイルのファイルのファイルの
パラメータパラメータパラメータパラメータ

Oracle Net8 Assistantのののの
オプションオプションオプションオプション

説明説明説明説明

USE_DEDICATED_SERVER 「Always Use Dedicated 
Server」

リスナーがこのクライアントから発生するすべ
てのネットワーク・セッションで専用サーバー
を使用するように設定します。 自動的に、接続記
述子 CONNECT_DATA部分に
（SERVER=DEDICATED）を追加します。 これに
より、マルチスレッド・サーバーマルチスレッド・サーバーマルチスレッド・サーバーマルチスレッド・サーバー
（（（（multi-threaded server: MTS））））が構成されてい
る場合でも、このクライアントからの接続には
専用サーバーが使用されます。 

USE_CMAN 「Prefer Connection Manager 
Routing」

可能な限り Oracle Connection Managerを使用
するようにクライアントに対して指示します。 
Oracle Connection Managerのアドレスが不明な
場合は、利用できるリスナー・アドレスを介し
て接続のルートが設定されます。

注意注意注意注意 :  Oracle Namesで Oracle Connection 
Managerを使用している場合は、クライアント
と Oracle Namesサーバーの両方で、このオプ
ションを設定する必要があります。

注意注意注意注意 : Oracle Net8 Assistantには「Use IPC Address for Client」が表示
されますが、リリース 8.1ではこのオプションに対応するパラメータ
AUTOMATIC_IPCが使用禁止になっているため、この機能は使用できま
せん。
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プロファイルの詳細情報の構成
5. 接続要求のルートを設定するいずれかのオプションをクリックします。

6. 「File」->「Save Network Configuration」を選択します。

プロファイルの詳細情報の構成プロファイルの詳細情報の構成プロファイルの詳細情報の構成プロファイルの詳細情報の構成
sqlnet.oraファイルには次の拡張パラメータを構成できます。
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プロファイルの詳細情報の構成
sqlnet.oraファイルのファイルのファイルのファイルの
パラメータパラメータパラメータパラメータ

Oracle Net8 Assistantのののの
フィールドフィールドフィールドフィールド /オプションオプションオプションオプション

説明説明説明説明

SQLNET.EXPIRE_TIME 「TNS Time Out Value」 このオプションを使用できるのはサーバーのみで
す。

デッド接続タイムアウト値を設定してください。 
Net8では、クライアント /サーバーの接続がまだ
アクティブであるかどうかを確認するために、プ
ローブを定期的に送信します。 これは、クライアン
トの異常終了により、接続が無限にオープンされ
たままの状態かどうかを確認します。 プローブが
デッド接続またはすでに使用されていない接続を
検出すると、エラーを返し、それによってサー
バー・プロセスが終了します。

デッド接続検出機能を使用する上での制約は、次
のとおりです。

� デッド接続検出は、Bequeath接続では許可さ
れていません。

� プローブ・パケットはごく小さいものですが、
ネットワーク・パフォーマンスを低下させる
おそれのある余分な通信量を生成します。 

� 使用しているオペレーティング・システムに
よっては、接続プローブ・イベントを他の発
生イベントと区別するために、サーバーで追
加の処理を行う必要がある場合があります。 こ
のために、ネットワーク・パフォーマンスが
低下する場合もあります。

SQLNET.CLIENT_
REGISTRATION

「Client Registration ID」 クライアント・マシンの一意な識別子を設定しま
す。 この識別子は接続要求とともにリスナーに渡さ
れます。 識別子として、最大 128文字の任意の文字
を使用できます。

BEQUEATH_DETACH 「Turn Off UNIX Signal 
Handling」

クライアント・アプリケーションは bequeathプロ
トコルを介して内部にサーバー・プロセスを子プ
ロセスとして生成するため、クライアント・アプ
リケーションは終了したときにその子プロセスを
クリーン・アップする必要があります。 サーバー・
プロセスが接続の責任を完遂すると、それは消滅
プロセスになります。 シグナル・ハンドラは、これ
らの消滅プロセスをクリーン・アップする必要が
あります。 このパラメータを設定してシグナル・ハ
ンドラを使用禁止にすることにより、消滅プロセ
スを UNIX initプロセスに渡すようにクライアン
ト・プロファイルを構成できます。
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プロファイルの詳細情報の構成
クライアントの拡張機能を設定するには、次の手順に従います。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

� UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから netasstを実行します。

� Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ナビゲータで、「Local」->「Profile」を展開します。

3. 右ペインのリストから「General」を選択します。

4. 「Advanced」タブを選択します。

DISABLE_OOB 「Disable Out-of-Band 
Break」

選択解除するか OFFにすると、基底のプロトコル
で提供される緊急データを使用してブレーク・
メッセージを送受信することができます。

選択するか ONにすると、基底のプロトコルで提
供される緊急データによるブレーク・メッセージ
の送受信は使用できなくなります。 一度使用可能に
すると、この機能は対象クライアントが使用する
すべてのプロトコルに適用されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 使用プロトコルが緊急データ要求をサ
ポートしているかを確認するには、Oracleオペレー
ティング・システム・マニュアルを参照してくださ
い。 この機能をサポートするプロトコルの例として
TCP/IPがあります。

sqlnet.oraファイルのファイルのファイルのファイルの
パラメータパラメータパラメータパラメータ

Oracle Net8 Assistantのののの
フィールドフィールドフィールドフィールド /オプションオプションオプションオプション

説明説明説明説明
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5. 設定するオプションに値を入力します。

6. 「File」->「Save Network Configuration」を選択します。

優先優先優先優先 Oracle Namesサーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成
Oracle Namesをネーミング・メソッドとして使用している場合は、優先優先優先優先 Oracle Names
サーバー（サーバー（サーバー（サーバー（Preferred Oracle Names Server））））の名前とアドレスを指定できます。 Net8は、応
答を受信するまで、解決要求をそれぞれの優先 Oracle Namesサーバーに発信します。

優先 Oracle Namesサーバーは、Oracle Net8 Assistantの「Discover Oracle Names Servers」
コマンドまたは NAMESCTL制御ユーティリティの「REORDER_NS 」コマンドのかわりに
使用できます。 これらのコマンドは、ネットワークの中で使用可能な Oracle Namesサー
バーのリストを作成し、それらを応答時間の速い順に並べます。 これに対して優先 Oracle 
Namesサーバーは、検出プロセスで検索された他の Oracle Namesサーバーよりも優先され
ます。 最初に Oracle Namesサーバーが検出されると、優先 Oracle Namesサーバーを削除し
ても構いません。
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優先 Oracle Namesサーバーを指定するには、次の手順に従います。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

� UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから netasstを実行します。

� Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ナビゲータで、「Local」->「Profile」を展開します。

3. 右ペインのリストから「Preferred Oracle Names Servers」を選択します。

4. 「New」をクリックします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� Oracle Namesサーバー・リストの作成方法は、4-18ページの「Oracle 
Namesのバージョン間の相違」を参照してください。

� Oracle Namesサーバー検出に関する詳細は、6-55ページの「作業 4: 
Oracle Names サーバーを使用するためのクライアントとデータベー
ス・サーバーの構成」を参照してください。
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5. プロトコルを選択し、そのアドレスで構成する Oracle Namesサーバーに必要なプロト
コル・アドレス情報を入力します。

6. リストに Oracle Namesサーバーを追加するたびにステップ 4と 5を繰り返します。

7. 「File」->「Save Network Configuration」を選択します。

sqlnet.oraファイルの NAMES.PREFERRED_SERVERSパラメータが次のように更新
されます。

names.preferred_servers=
  (address=(protocol=tcp) (host=namesrv1)(port=1575))

Oracle Connection Manager機能の構成機能の構成機能の構成機能の構成
次に示す項では、Oracle Connection Manager機能の構成方法について説明します。

� 接続集中化機能の使用

� 複数プロトコル・サポートの使用

� Net8アクセス制御の使用

� Oracle Connection Managerを使用する場合のクライアントの構成

接続集中化機能の使用接続集中化機能の使用接続集中化機能の使用接続集中化機能の使用
Oracle Connection Managerでは、マルチスレッド・サーバー接続先への単一トランスポー
ト接続を通じて複数の論理クライアント・ネットワーク・セッションを多重化または集中化
する機能が利用できます。 Oracle Connection Managerの接続集中化機能を通じて、この機
能が実現されます。

接続集中化を構成するには、次の作業を行います。

作業 1: Oracle Connection Managerの構成

作業 2: サーバーの構成

作業 3: クライアントの構成

関連項目関連項目関連項目関連項目 : プロトコル・パラメータ設定の詳細は、付録 Bを参照してく
ださい。

注意注意注意注意 : 優先 Oracle Namesサーバーは、names.oraファイルで
NAMES.ADDRESSESパラメータを使用して設定したOracle Namesリス
ニング・プロトコル・アドレスと一致している必要があります。
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作業作業作業作業 1:  Oracle Connection Managerの構成の構成の構成の構成
Oracle Connection Managerは、次のデフォルト・リスニング・アドレスでクライアント接
続要求を受け入れます。

cman=(address=(protocol=tcp)(host=anyhost)(port=1630))

また、Oracle Connection Managerは、次のリスニング・アドレスでローカルおよびリモー
トの管理コマンドをリスニングします。 

cman_admin=(address=(protocol=tcp)(host=anyhost)(port=1830))

デフォルト・アドレスを使用しない場合は、cman.oraファイルに次のように指定します。

cman=(address=(プロトコル・アドレス情報))
cman_admin=(address=(プロトコル・アドレス情報))

cman.oraファイルは UNIXでは $ORACLE_HOME/network/adminに、Windows NTで
は ORACLE_HOME¥network¥adminに置きます。 

作業作業作業作業 2:  サーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成

接続先サーバーがマルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（multi-threaded server: MTS）））） として構成さ
れ、多重化オプションがオンになっていることを確認します。 MTSおよび多重化をオンにす
るには、Oracle Database Configuration Assistantを使用するか、あるいは初期化パラメー初期化パラメー初期化パラメー初期化パラメー
タ・ファイル（タ・ファイル（タ・ファイル（タ・ファイル（initialization parameter file））））でMTS_DISPATCHERSパラメータに
PROTOCOLおよびMULIPLEX属性を設定します。 たとえば、次のように指定します。

mts_dispatchers="(protocol=tcp) (multiplex=on)"

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� cman.oraファイルの詳細は、C-65ページの「Oracle Connection 
Managerパラメータ（cman.ora）」を参照してください。

� 付録 B（アドレス情報に必要なプロトコル構文に関する詳細）を参照して
ください。

注意注意注意注意 : Oracle Net8 Assistantでは cman.oraファイルの構成をサポート
していないので、変更は手動で行う必要があります。

属性属性属性属性 説明説明説明説明

PROTOCOL（PROまたは
PROT）

ディスパッチャでリスニング終点を生成するために使用されるネッ
トワーク・プロトコル（上の例では TCP）。 
8-26 Oracle8i Net8管理者ガイド



Oracle Connection Manager機能の構成
作業作業作業作業 3:  クライアントの構成クライアントの構成クライアントの構成クライアントの構成

クライアント・サポートを実現するには 2つのアドレスを作成します。このうち最初のアド
レスは Oracle Connection Manager、2番目はリスナーのアドレスです。 次の表に示すよう
に、構成はネーミング・メソッドによって異なります。

MULTIPLEX（MULまた
はMULT）

接続集中化を使用可能にするために使用されます。

1、ON、YES、TRUEまたは BOTHが指定されると、受信と送信の
両方のネットワーク接続で接続集中化が使用可能です。

INが指定されると、クライアントから受信するネットワーク接続
で接続集中化が使用可能です。

OUTが指定されると、送信するネットワーク接続で接続集中化が
使用可能です。

0、NO、OFFまたは FALSEが指定されると、受信と送信の両方の
ネットワーク接続で接続集中化が使用禁止です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : MTSの構成方法の詳細は、第 9章を参照してください。

ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッド 手順手順手順手順

ローカル・ネーミングおよ
びディレクトリ・ネーミン
グ

アドレス・リストを作成します。リストの最初のアドレスは Oracle 
Connection Manager、2番目はリスナーのアドレスです。 最初にク
ライアントが Oracle Connection Managerに接続し、次に Oracle 
Connection Managerがリスナーに接続するようにするには、
SOURCE_ROUTEパラメータを設定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  Oracle Connection Managerおよびリスナーのアドレス
の構成方法は、8-33ページの「Oracle Connection Managerを使用
する場合のクライアントの構成」を参照してください。

Oracle Names Oracle Namesサーバーではリスナーおよび Oracle Connection 
Managerのアドレスは自動的に更新されます。 

Oracle Namesサーバーを使用するクライアントから Oracle 
Connection Managerに要求を送信するには、各 Oracle Namesサー
バーが存在するマシンおよびクライアント上の sqlnet.oraファ
イルに USE_CMAN=TRUEパラメータを設定します。 このパラメー
タを設定するには、8-18ページの「接続要求のルーティング」にあ
る手順に従います。

属性属性属性属性 説明説明説明説明
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Oracle Connection Manager機能の構成
例 8-1に、通常の tnsnames.oraファイルと、Oracle Connection Managerを使用するため
のエントリ（Oracle Connection Managerのエントリは太字部分）が追加された
tnsnames.oraファイルの比較を示します。

例例例例 8-1  Oracle Connection Managerを使用する場合と使用しない場合のを使用する場合と使用しない場合のを使用する場合と使用しない場合のを使用する場合と使用しない場合の tnsnames.oraファイルファイルファイルファイル

複数プロトコル・サポートの使用複数プロトコル・サポートの使用複数プロトコル・サポートの使用複数プロトコル・サポートの使用

Oracle Connection Managerには、異なるネットワーク・プロトコルを持つクライアントと
サーバーが相互に通信できるようにする複数プロトコルのサポートがあります。 Oracle 
Connection Managerでは、Oracleでサポートされるあらゆるプロトコルでリスニングでき
ます。 

sales=
   (description=
      (address=
         (protocol=tcp) 
         (host=sales-pc) 
         (port=1521))
      (connect_data=
             (service_name=sales,com))) 

sales=
   (description=
      (source_route=yes) 
      (address=
         (protocol=tcp) 
         (host=cman-pc)
         (port=1630))
      (address=
         (protocol=tcp) 
         (host=sales-pc) 
         (port=1521))
      (connect_data=
         (service_name=sales.com))) 

tnsnames.oraファイルの要素ファイルの要素ファイルの要素ファイルの要素 説明説明説明説明

source_route=yes Oracle Connection Managerから接続先データベースまで
のアドレスのソース・ルートを作成します。

(address=
   (protocol=tcp) 
   (host=cman-pc)
   (port=1630))

最初のアドレスは Oracle Connection Managerまでのアド
レスです。 ここから、リスナーを介してデータベース・
サービスに接続します。

注意注意注意注意 : 接続パスで複数の Oracle Connection Managerが使用されている
場合は、Oracle Connection Managerを通じて接続するためにクライアン
トが Oracle Namesを使用することはできません。
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Oracle Connection Manager機能の構成
複数プロトコル・サポートを使用しない場合、SPXを使用するクライアントは、TCP/IPを
使用するサーバーに接続できません。 Oracle Connection Managerが TCP/IP用に構成され
ていれば、クライアントは SPXを使用して Oracle Connection Managerに接続でき、Oracle 
Connection Managerは TCP/IPを使用するサーバーに接続できます。

複数プロトコル・サポートを構成するには、次の作業を行います。

作業 1: Oracle Connection Managerの構成

作業 2: クライアントの構成

作業作業作業作業 1:  Oracle Connection Managerの構成の構成の構成の構成
Oracle Connection Managerは、次のデフォルト・リスニング・アドレスでクライアント接
続要求を受け入れます。

cman=(address=(protocol=tcp)(host=anyhost)(port=1630))

さらに、次のリスニング・アドレスでローカルおよびリモートの管理コマンドをリスニング
します。 

cman_admin=(address=(protocol=tcp)(host=anyhost)(port=1830))

デフォルト・アドレスを使用しない場合は、cman.oraファイルに次のように指定します。 

cman=(address=(プロトコル・アドレス情報))
cman_admin=(address=(プロトコル・アドレス情報))

cman.oraファイルは UNIXでは $ORACLE_HOME/network/adminに、Windows NTで
は ORACLE_HOME¥network¥adminに置きます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� cman.oraファイルの詳細は、C-65ページの「Oracle Connection 
Managerパラメータ（cman.ora）」を参照してください。

� 付録 B（アドレス情報に必要なプロトコル構文に関する詳細）を参照して
ください。

注意注意注意注意 : Oracle Net8 Assistantでは cman.oraファイルの構成をサポート
していないので、変更は手動で行う必要があります。
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Oracle Connection Manager機能の構成
作業作業作業作業 2:  クライアントの構成クライアントの構成クライアントの構成クライアントの構成

クライアント・サポートを実現するには 2つのアドレスを作成します。このうち最初のアド
レスは Oracle Connection Manager、2番目はリスナーのアドレスです。 次の表に示すよう
に、構成はネーミング・メソッドによって異なります。

例 8-2は、SPXを使用するクライアントが Oracle Connection Managerに接続し、Oracle 
Connection Managerが TCP/IPを使用してデータベース・サーバーに接続することを示し
ています。 

例例例例 8-2  複数プロトコル・サポートを使用するように構成された複数プロトコル・サポートを使用するように構成された複数プロトコル・サポートを使用するように構成された複数プロトコル・サポートを使用するように構成された CMANパラメータパラメータパラメータパラメータ

cman=
   (description=
      (source_route=yes) 

      (address=
            (protocol=spx) 
            (service=cman))
      (address=
            (protocol=tcp) 
            (host=sales-pc) 
            (port=1521))
      (connect_data=
            (service_name=sales.com)))

ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッド 手順手順手順手順

ローカル・ネーミングおよ
びディレクトリ・ネーミン
グ

アドレス・リストを作成します。リストの最初のアドレスは Oracle 
Connection Manager、2番目はリスナーのアドレスです。 最初にク
ライアントが Oracle Connection Managerに接続し、次に Oracle 
Connection Managerがリスナーに接続するようにするには、
SOURCE_ROUTEパラメータを設定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  Oracle Connection Managerおよびリスナーのアドレス
の構成方法は、8-33ページの「Oracle Connection Managerを使用
する場合のクライアントの構成」を参照してください。

Oracle Names Oracle Namesサーバーではリスナーおよび Oracle Connection 
Managerのアドレスは自動的に更新されます。 

Oracle Namesサーバーを使用するクライアントから Oracle 
Connection Managerに要求を送信するには、各 Oracle Namesサー
バーが存在するマシンおよびクライアント上の sqlnet.oraファ
イルに USE_CMAN=TRUEパラメータを設定します。 このパラメー
タを設定するには、8-18ページの「接続要求のルーティング」にあ
る手順に従います。
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Net8アクセス制御の使用アクセス制御の使用アクセス制御の使用アクセス制御の使用
Oracle Connection Managerには、TCP/IP環境で指定されたサーバーへのクライアント・
アクセスを制御するときに使用できる機能も含まれています。 サーバーへの特定のクライア
ント・アクセスを可能にするか、または制限するフィルタリング・ルールを設定できます。

この機能を使用するかどうかは、接続集中化および複数プロトコル・サポート機能でフィル
タリングを行うかどうかに依存します。

ネットワーク上にリリース 8.1のサービスが存在する場合、リリース 8.1の Oracle 
Connection Managerがなければこの機能は利用できません。

Net8アクセス制御を構成するには、次の作業を行います。

作業 1: Oracle Connection Managerの構成

作業 2: クライアントの構成

作業作業作業作業 1:  Oracle Connection Managerの構成の構成の構成の構成
Oracle Connection Managerを構成する手順は、次のとおりです。

1. cman.oraファイルがない場合は手動で作成します。 Oracle Net8 Assistantでは、この
ファイルの構成をサポートしていません。

cman.oraファイルは UNIXでは $ORACLE_HOME/network/adminに、Windows NT
では ORACLE_HOME¥network¥adminに置きます。 

2. クライアント接続でデフォルトのリスニング・ポート 1630を使用しない場合、次のエ
ントリを追加します。

cman=(address=(protocol=tcp)(host=anyhost)(port=port))

tnsnames.oraファイルの要素ファイルの要素ファイルの要素ファイルの要素 説明説明説明説明

source_route=yes Oracle Connection Managerから接続先データベースまで
のアドレスのソース・ルートを作成します。

(address=
   (protocol=spx) 
   (service=cman))

最初のアドレスは、SPXを使用するクライアントから
Oracle Connection Managerまでです。 ここから、Oracle 
Connection Managerは TCP/IPを使用するデータベー
ス・サービスにリスナーを通じて接続します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� cman.oraファイルの詳細は、C-65ページの「Oracle Connection 
Managerパラメータ（cman.ora）」を参照してください。

� アドレス情報に必要なプロトコル構文の詳細は、付録 Bを参照してく
ださい。
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3. 管理コマンドでデフォルトのリスニング・ポート 1830を使用しない場合、次のエント
リを追加します。

cman=(address=(protocol=tcp)(host=anyhost)(port=port))

4. CMAN_RULESパラメータを追加して次のパラメータを指定します。

cman_rules=
 (rule_list=
   (rule=
     (src=shost) 
     (dst=dhost) 
     (srv=service) 
     (act=accept | reject)))

RULE_LIST内で、複数の RULEを定義することもできます。 最初に適合した RULEの
アクション（ACT）が要求に適用されます。 CMAN_RULESが未定義の場合は、すべて
の接続が許可されます。 

次の例は、クライアント・マシン client1-pcのサービス sales.us.acme.comに対
する制限、およびクライアント 144.25.23.45のサービス db1へのアクセスの許可を
示します。

cman_rules=
 (rule_list=
    (rule=(src=client1-pc)(dst=sales-pc)(srv=sales.us.acme.com)(act=reject)) 
    (rule=(src=144.25.23.45)(dst=144.25.187.200)(srv=db1)(act=accept)))

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

SRC ソースのホスト名または IPアドレス（クライアント）

DST 接続先のホスト名または IPアドレス（サーバー）

SRV リリース 8.1データベースのサービス名（初期化パラメータ・初期化パラメータ・初期化パラメータ・初期化パラメータ・
ファイル（ファイル（ファイル（ファイル（initialization parameter file））））の SERVICE_NAMES
パラメータから取得）、またはリリース 8.1以前のデータベー
スの SID値（ORACLE_SID環境変数またはレジストリ値から
取得）

ACT 上の 3つのパラメータに基づく受信要求の受け入れまたは拒否 
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作業作業作業作業 2:  クライアントの構成クライアントの構成クライアントの構成クライアントの構成

クライアント・サポートを実現するには 2つのアドレスを作成します。このうち最初のアド
レスは Oracle Connection Manager、2番目はリスナーのアドレスです。 次の表に示すよう
に、構成はネーミング・メソッドによって異なります。

Oracle Connection Managerを使用する場合のクライアントの構成を使用する場合のクライアントの構成を使用する場合のクライアントの構成を使用する場合のクライアントの構成 

Oracle Connection Managerを介してクライアント接続要求をデータベース・サーバーに集
中させる場合、クライアントの構成でそのルートを設定する必要があります。 これを実現す
るには、Oracle Connection Managerおよびリスナーのプロトコル・アドレスを
tnsnames.oraファイル、ディレクトリまたは Oracle Namesサーバーに設定します。 次の
点に注意してください。

� Oracle Namesサーバーを使用する場合、Oracle Namesサーバー内のアドレスに Oracle 
Connection Managerのアドレスを挿入することで、Oracle Connection Managerにより
アドレスが自動的に更新されます。 Oracle Namesサーバーから Oracle Connection 

ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッド 手順手順手順手順

ローカル・ネーミングおよ
びディレクトリ・ネーミン
グ

アドレス・リストを作成します。リストの最初のアドレスは Oracle 
Connection Manager、2番目はリスナーのアドレスです。 最初にク
ライアントが Oracle Connection Managerに接続し、次に Oracle 
Connection Managerがリスナーに接続するようにするには、
SOURCE_ROUTEパラメータを設定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  Oracle Connection Managerおよびリスナーのアドレス
の構成方法は、8-33ページの「Oracle Connection Managerを使用
する場合のクライアントの構成」を参照してください。

Oracle Names Oracle Namesサーバーではリスナーおよび Oracle Connection 
Managerのアドレスは自動的に更新されます。 

Oracle Namesサーバーを使用するクライアントから Oracle 
Connection Managerに要求を送信するには、各 Oracle Namesサー
バーが存在するマシンおよびクライアント上の sqlnet.oraファ
イルに USE_CMAN=TRUEパラメータを設定します。 このパラメー
タを設定するには、8-18ページの「接続要求のルーティング」にあ
る手順に従います。

注意注意注意注意 : 接続パスで複数の Oracle Connection Managerが使用されている
場合は、Oracle Connection Managerを通じて接続するためにクライアン
トが Oracle Namesを使用することはできません。
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Managerに要求を送信するには、Oracle Namesサーバーが存在するマシン上の
sqlnet.oraファイルに USE_CMAN=TRUEを設定します。 このパラメータを設定す
るには、8-18ページの「接続要求のルーティング」にある手順に従います。

� tnsnames.oraファイルまたはディレクトリを使用する場合は、プロトコル・アドレス
と SOURCE_ROUTEパラメータを設定する必要があります。 Oracle Connection 
Manager用にローカルまたはディレクトリ・ネーミング・メソッドを構成するには、次
の作業を行います。

作業 1: Oracle Connection Managerアドレスの構成

作業 2: リスナー・アドレスの構成

作業作業作業作業 1:  Oracle Connection Managerアドレスの構成アドレスの構成アドレスの構成アドレスの構成
Oracle Connection Managerアドレスを構成するには、次の手順に従います。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

� UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから netasstを実行します。

� Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ナビゲータで、「Directory」または「Local」を展開します。 次に「Service Naming」を
選択します。

3. ツールバーの「+」ボタンをクリックするか、「Edit」メニューの「Create」を選択しま
す。

「Net Service Name Wizard」が起動します。

4. 「Net Service Name」フィールドに名前を入力し、「Next」をクリックします。
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5. Oracle Connection Managerがリスニングに使用するプロトコルを選択し、「Next」をク
リックします。 デフォルトのプロトコルは TCP/IPです。

6. Oracle Connection Managerのネットワーク・プロトコル情報を入力し、「Next」をク
リックします。 TCP/IPを使用する場合のデフォルト・ポートは 1630です。

7. リリースを選択し、宛先サービスを入力して「Next」をクリックします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : プロトコル・パラメータ設定の詳細は、付録 Bを参照してく
ださい。
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宛先サービスが Oracle リリース 8.1の場合は、「（Oracle8i）」をクリックし、「Service 
Name」フィールドにサービス名を入力します。 宛先サービスが Oracleリリース 8.0ま
たはバージョン 7のデータベースの場合は、「（Oracle8 or Previous）」をクリックし、
「Database SID」フィールドに Oracleシステム識別子（SID）を入力します。 

8. 「Next」をクリックします。

9. 「Finish」をクリックして構成を保存し、Net Service Name Wizardを終了します。

新規のネット・サービス名と Oracle Connection Managerアドレスが「Service 
Naming」フォルダに追加されます。

作業作業作業作業 2:  リスナー・アドレスの構成リスナー・アドレスの構成リスナー・アドレスの構成リスナー・アドレスの構成
Oracle Connection Managerアドレスを指定ののち、次に、Oracle Connection Managerが
サーバーと接続できるようにリスナーのアドレスを作成します。 

リスナー・アドレスを構成するには、次の手順に従います。

1. 8-34ページの「作業 1: Oracle Connection Managerアドレスの構成」で作成したネッ
ト・サービス名をクリックします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : サービス名文字列の設定に関する詳細は、6-2ページの「接続
記述子の理解」を参照してください。

注意注意注意注意 : この時点では接続のテストはできないので、「Test」はクリックし
ないでください。
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「Address 1」タブには Oracle Connection Managerアドレスが表示されることに注意し
てください。

2. 「+」をクリックします。

新規のアドレス・タブが表示されます。

3. プロトコルを選択し、リスナーのプロトコル情報を入力します。 TCP/IPを使用してい
る場合、デフォルト・ポート番号は 1521です。
Net8の拡張機能 8-37



Oracle Connection Manager機能の構成
4. 「Address Configuration」ボックスの「Advanced」ボタンをクリックします。

「Address List Options」ダイアログ・ボックスが表示されます。

5. 「Use each address in order until destination reached」を選択して、「OK」をクリックし
ます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : プロトコル・パラメータ設定の詳細は、付録 Bを参照してく
ださい。
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このオプションを選択すると、SOURCE_ROUTE=ONが設定されます。 これにより、ク
ライアントは最初のアドレス（Oracle Connection Manager）に接続し、最初のアドレ
スから 2番目のアドレス（リスナー）に接続します。 

6. 右ペインで「Apply」をクリックします。

非非非非 Oracleデータベース・サービスへの接続の構成データベース・サービスへの接続の構成データベース・サービスへの接続の構成データベース・サービスへの接続の構成
次に示す項では、非 Oracleデータベース・サービスへの接続の構成方法について説明します。

� 外部プロシージャを使用する場合の Net8の構成

� Oracle異種サービスを使用する場合のNet8の構成

� Oracle Rdbデータベースを使用する場合の Net8の構成

外部プロシージャを使用する場合の外部プロシージャを使用する場合の外部プロシージャを使用する場合の外部プロシージャを使用する場合の Net8の構成の構成の構成の構成 
外部プロシージャとは、PL/SQLコードからコールできる、第三世代言語（3GL）で記述さ
れた関数またはプロシージャです。 

外部プロシージャ・コールをリスニングするようにリスナーを構成できます。 PL/SQLまた
は SQLアプリケーションが外部プロシージャをコールすると、リスナーは extprocという
ネットワーク・セッション固有のプロセスを起動します。 リスナー・サービスを介して、
PL/SQLから extprocに次の情報が渡されます。

� 共有ライブラリ名

� 外部プロシージャ名

� パラメータ（必要な場合）

次に、extprocにより共有ライブラリがロードされ、外部プロシージャがコールされます。

注意注意注意注意 : 同一アドレス・リスト内での Oracle Connection Managerソース・ルー
ティング機能には、クライアント・ロード・バランスや接続時フェイルオーバーを
サポートするオプションはありません。 SOURCE_ROUTEを設定すると、最初のア
ドレスはクライアントの Oracle Connection Managerへの接続で使用され、2番目
のアドレスは Oracle Connection Managerのリスナーへの接続で使用されます。 
SOURCE_ROUTEが設定されている場合、クライアント・ロード・バランスと接続
時フェイルオーバーは使用禁止です。

複数アドレス・リストのソース・ルーティングの場合は、クライアント・ロード・
バランスや接続時フェイルオーバーを行うように手動で構成できます。 C-35ページ
の「例」を参照してください。
Net8の拡張機能 8-39
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デフォルトでは、サーバー・インストール時に Net8 Configuration Assistantによって外部
プロシージャへの接続が構成されます。 接続情報が存在しない場合は、listener.oraファ
イルと tnsnames.oraファイルを編集します。これらのファイルは、UNIXでは
$ORACLE_HOME/network/admin、Windowsプラットフォームでは ORACLE_
HOME¥network¥adminにあります。編集方法は次のとおりです。

1. listener.oraファイルに TCP/IPまたは IPCのリスニング・アドレスを構成します。 
次に示す手順は、IPCアドレスの作成方法を説明しています。

a. Oracle Net8 Assistantを起動します。

-UNIXの場合は、$ORACLE_HOME/binから netasstを実行します。

-Windows NTの場合は、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

b. ナビゲータで、「Local」->「Listeners」を展開します。

c. リスナーを選択します。

d. 右ペインのリストから「Listening Locations」を選択します。

e. 「Add Address」をクリックします。 新規のアドレス・タブが表示されます。
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f. 「Protocol」リストから「IPC」を選択し、「KEY」に値を入力します。 オラクル社で
は、KEY値として extprocをお薦めします。 

2. extprocに関するサービス情報として、次のパラメータを listener.oraファイルに
追加します。

SID_NAME、ORACLE_HOMEおよび PROGRAMパラメータを構成するには、次の手
順に従います。

a. 右ペインのリストから「Other Services」を選択します。 

b. 「Add Service」をクリックします。 新規の「Service」タブが表示されます。

注意注意注意注意 : 使用しているマシンに Oracleホームやリスナーが複数ある場合
は、各リスナーに一意の KEYを指定してください。 オラクル社では、第 1
リスナーは extproc1、第 2リスナーは extproc2とすることをお薦め
します。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : リスナー・プロトコル・アドレスの構成に関する詳細は、7-5
ページの「リスナー・プロトコル・アドレスの構成」を参照してくださ
い。

listener.ora ファイルのファイルのファイルのファイルの
パラメータパラメータパラメータパラメータ

Oracle Net8 Assistant
のフィールドのフィールドのフィールドのフィールド

説明説明説明説明

SID_NAME 「SID」 非 Oracleデータベースの Oracleシステム識別
子（SID）を指定します。

ORACLE_HOME Oracleホーム・ディレク
トリ

extprocプログラムの Oracleホームの場所を
指定します。

PROGRAM 「Program Name」 extproc実行可能プログラムの名前を指定し
ます。
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c. 「Program Name」フィールドに extproc、「SID」フィールドに SID
（plsextprocなど）、「Oracle Home」フィールドに extproc実行可能プログラム
がある Oracleホームをそれぞれ入力します。

d. 「File」->「Save Network Configuration」を選択します。 

listener.oraファイルの外部プロシージャは次のように更新されます。

listener=
  (address=
     (protocol=ipc)
     (key=extproc))
sid_list_listener
  (sid_list=
    (sid_desc=                 
     (sid_name=plsextproc)
     (oracle_home=/u1/app/oracle/8.1.6)
     (program=extproc))) 

3. listener.oraファイルに構成された情報と同じネット・サービス名をサーバーの
tnsnames.oraファイルに作成します。

4. ステップ 2で示した listener.oraファイルに基づいて、tnsnames.oraファイルに
次のエントリを構成します。
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extproc_connection_data=            
 (description=                     
   (address=(protocol=ipc)(key=extproc))                      
   (connect_data=
    (sid=plsextproc))) 

Oracle異種サービスを使用する場合の異種サービスを使用する場合の異種サービスを使用する場合の異種サービスを使用する場合の Net8の構成の構成の構成の構成
異種サービスは、Oracleサーバー内に統合されたコンポーネントで、Oracleサーバーから非
Oracleシステムにアクセスする汎用的なテクノロジを提供するものです。 異種サービスを使
用すると、次のことが可能になります。 

� Oracle SQLを使用して、Oracleサーバーに存在するデータと同じように、非 Oracleシ
ステムに格納されているデータに透過的にアクセスすること 

� Oracleプロシージャ・コールを使用して、Oracle分散環境から非 Oracleシステム、サー
ビスまたはアプリケーション・プログラミング・インタフェース（API）に透過的にア
クセスすること 

異種サービスは Oracleサーバーで汎用的なテクノロジを提供しますが、特定の非 Oracleシ
ステムにアクセスするには異種サービス・エージェントが必要です。

非 Oracleシステムへの接続を開始する際、Oracleサーバーはゲートウェイ上のリスナーを
介してエージェント・プロセスを起動します。 Oracleサーバーがエージェントに接続できる
ようにするには、次の手順を実行します。

1. ゲートウェイ上のリスナーが、Oracleサーバーから受信した要求をリスニングし、異種
サービス・エージェントを起動するように構成します。このために、listener.ora
ファイルに次のパラメータを構成します。

SID、ORACLE_HOMEおよび PROGRAMパラメータを構成するには、次の手順に従
います。

a. Oracle Net8 Assistantを起動します。

- UNIXの場合は、$ORACLE_HOME/binから netasstを実行します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ネット・サービス名の作成方法の詳細は、6-4ページの「ロー
カル・ネーミング・メソッドの構成」を参照してください。

listener.ora ファイルのファイルのファイルのファイルの
パラメータパラメータパラメータパラメータ

Oracle Net8 Assistant
のフィールドのフィールドのフィールドのフィールド

説明説明説明説明

SID_NAME 「SID」 Oracleシステム識別子（SID）を指定します。

ORACLE_HOME 「Oracle Home」 実行可能エージェントの Oracleホームの場所
を指定します。

PROGRAM 「Program Name」 実行可能エージェントの名前を指定します。
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- Windows NTの場合は、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - 
HOME_NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択しま
す。

b. ナビゲータで、「Local」->「Listeners」を展開します。

c. リスナーを選択します。

d. 右ペインのリストから「Other Services」を選択します。

e. 「Add Service」をクリックします。 新規の「Service」タブが表示されます。

f. ゲートウェイの作成を実行するプログラム名を「Program Names」フィールドに、
実行可能エージェントが存在する Oracleホームを「Oracle Home」フィールドに、
非 Oracleシステムの SIDまたはサービス名を「SID」フィールドにそれぞれ入力し
ます。

g. 「File」->「Save Network Configuration」を選択します。

listener.oraファイルの異種サービスに関する情報は次のように更新されます。

sid_list_listener=
 (sid_list=
  (sid_desc=
   (sid_name=salesdb)
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   (oracle_home=/home/oracle/megabase/8.1.6)
   (program=tg4mb80)))

2. Oracleデータベースが存在するマシンで、ゲートウェイ上のリスナーに接続するネッ
ト・サービス名を設定します。 接続で異種サービスを利用できるように、接続記述子に
も HS=OK句を設定する必要があります。

a. Oracle Net8 Assistantを起動します。

-UNIXの場合は、$ORACLE_HOME/binから netasstを実行します。

-Windows NTの場合は、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - 
HOME_NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択しま
す。

b. Oracleサーバーから非 Oracleシステムへの接続に使用するネット・サービス名を
作成します。 

c. ナビゲータで、「Local」->「Service Naming」を展開します。 

d. ネット・サービス名を選択します。

e. 「Service Identification」グループ・ボックスの「Advanced」をクリックします。

「Advanced Service Options」ダイアログ・ボックスが表示されます。

f. 「Use for Heterogeneous Services」をクリックし、「OK」をクリックします。

g. 「File」->「Save Network Configuration」を選択します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle8i分散システム』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 6-6ページページページページのののの「作業「作業「作業「作業 1: ネット・サービス名の構成」ネット・サービス名の構成」ネット・サービス名の構成」ネット・サービス名の構成」（ローカ（ローカ（ローカ（ローカ
ル・ネーミングのネット・サービス名作成方法）ル・ネーミングのネット・サービス名作成方法）ル・ネーミングのネット・サービス名作成方法）ル・ネーミングのネット・サービス名作成方法）を参照してください。を参照してください。を参照してください。を参照してください。
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tnsnames.oraファイルでは、異種サービス用に構成された新規ネット・サービ
ス名が次のように更新されます。

megabase6_sales=
 (description=
  (address=(protocol=tcp)(host=dlsun206)(port=1521))
  (connect_data=
    (service_name=sales6)
    (hs=ok)))

Oracle Rdbデータベースを使用する場合のデータベースを使用する場合のデータベースを使用する場合のデータベースを使用する場合の Net8の構成の構成の構成の構成
Oracle Rdbは、Digitalの 64ビット・プラットフォームで使用されるデータベースです。 
Net8を使用する場合、Oracle Rdbサーバーはクライアントにとって Oracle8iデータベース
と同じように見えます。 Oracle Rdbには独自のリスナーがあるので、クライアントは
Oracle7との通信と同じように Oracle Rdbと通信できます。 

Oracle Rdbへの接続を開始するには、次の表に示すパラメータを使用して、Oracle Rdb
データベースに接続するネット・サービス名を設定します。

Oracle Rdbデータベースを使用するようにクライアントを構成するには、Oracle Net8 
Assistantを使用します。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

tnsnames.oraファイルのファイルのファイルのファイルの
パラメータパラメータパラメータパラメータ

Oracle Net8 Assistant
のフィールドのフィールドのフィールドのフィールド

説明説明説明説明

RDB_DATABASE 「Rdb Database」 Oracle Rdbデータベースのファイル名を指定
します。 このパラメータは CONNECT_DATA
セクションに記述します。

TYPE_OF_SERVICE 「Type of Service」 Oracle Rdbデータベースで使用するサービス
の種類を指定します。 このサービスは Rdbイン
タフェース・ツールで使用されます。 この機能
は、アプリケーションが Oracle Rdbと Oracle
データベースの両方をサポートし、アプリケー
ションを任意に選択する（負荷のバランスをと
る）場合にのみ使用します。 このパラメータは
DESCRIPTIONセクションに記述します。

GLOBAL_NAME 「Global Database Name」 Oracle Rdbデータベースを識別します。省略
可能な機能です。 このパラメータは
CONNECT_DATAセクションに記述します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Rdbのマニュアルを参照してください。
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非 Oracleデータベース・サービスへの接続の構成
� UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから netasstを実行します。

� Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. Oracle8iサーバーから非 Oracleシステムへの接続に使用するネット・サービス名を作成
します。 

3. ナビゲータで、「Directory」または「Local」->「Service Naming」を展開します。 

4. ネット・サービス名を選択します。

5. 「Service Identification」グループ・ボックスの「Advanced」をクリックします。

「Advanced Service Options」ダイアログ・ボックスが表示されます。

6. 「Rdb Database」フィールドに Oracle Rdbデータベースのファイル名を入力します。

7. オプションの「Global Database Name」フィールドにグローバル・データベース名を入
力し、必要な場合は「Type of Service」フィールドにサービスの種類を指定して、「OK」
をクリックします。

8. 「File」->「Save Network Configuration」を選択します。

tnsnames.oraファイルでは、Oracle Rdbデータベースのために構成された新規ネッ
ト・サービス名が次のように更新されます。 

alpha5=
  (description=
    (address=...)
    (connect_data=
      (service_name=generic)
      (rbd_database=[.mf]mf_personnel.rdb)

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 6-6ページの「作業 1: ネット・サービス名の構成」（ローカ
ル・ネーミングのネット・サービス名作成方法）を参照してください。
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非 Oracleデータベース・サービスへの接続の構成
     (global_name=alpha5)))

次の例では、TYPE_OF_SERVICEを使用して、Oracle Rdbデータベース・サービスや
Oracleデータベース・サービスのロード・バランスをとるように構成されています。

alpha5=
 (description_list=
  (description=
    (address=...)
    (connect_data=
     (service_name=generic)
     (rbd_database=[.mf]mf_personnel.rdb)
     (global_name=alpha5)))
 (description=
   (address=...)
    (connect_data=
     (service_name=sales.com))
    (type_of_service=oracle8_database))

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Rdbのマニュアルを参照してください。
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マルチスレッド・サーバ
9

マルチスレッド・サーバーの構成マルチスレッド・サーバーの構成マルチスレッド・サーバーの構成マルチスレッド・サーバーの構成

この章では、マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（multi-threaded server: MTS））））の構成方法につい
て説明します。 内容は次のとおりです。

� 概要

� MTS_DISPATCHERSパラメータを使用したMTSの構成

� 接続プーリングの使用

� リソースの割当て

� クライアントでのMTSの使用

� クライアントでのMTSの変更

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

MTS構成の詳細は、『Oracle8i管理者ガイド』を参照してください。

MTSパラメータのチューニング方法の詳細は、『Oracle8iパフォーマンス
のための設計およびチューニング』を参照してください。
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概要
概要概要概要概要
専用サーバー・アーキテクチャを使用する注文入力システムを考えます。 顧客の注文を店員
がデータベースに入力します。 トランザクションの大部分の間、店員は電話で顧客と話し、
店員のユーザー処理専用のサーバー・プロセスはアイドル状態です。 サーバー・プロセスは
トランザクションの大部分の間は不要です。サーバー・プロセスがシステム・リソースを保
持しているので、注文を入力している店員以外がシステムを使用しても速く動きません。 

MTSアーキテクチャでは、接続のたびに専用サーバー・プロセスを使用する必要はありませ
ん（図 9-1を参照してください）。 ディスパッチャは、受信した複数のネットワーク・セッ
ション要求を共有サーバー・プロセス・プールに送信します。 共有サーバー・プロセス・
プールの中でアイドル状態にある共有サーバー・プロセスは、共通キューから要求を取り出
します。 つまり、少数の共有サーバーで多数の専用サーバーと同じ量の処理を実行できます。 
また、各ユーザーに必要なメモリー量も比較的小さいので、より少ないメモリーとプロセス
管理で、より多くのユーザーをサポートできます。 

MTSの利点は、システムのオーバーヘッドを減らし、使用するリソース量を削減しながら、
サポートするユーザーの数を増加させられることです。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-6ページの「マルチスレッド・サーバー・モデル」を参照し
てください。
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MTS_DISPATCHERSパラメータを使用した MTSの構成
図図図図 9-1  MTSアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ

MTS_DISPATCHERSパラメータを使用したパラメータを使用したパラメータを使用したパラメータを使用した MTSの構成の構成の構成の構成
MTS構成を使用可能にするには、初期化パラメータ・ファイル（初期化パラメータ・ファイル（初期化パラメータ・ファイル（初期化パラメータ・ファイル（initialization parameter 
file））））にMTS_DISPATCHERSパラメータを設定します。 

このパラメータを設定した後、MTS構成を使用可能にするためにインスタンスを再起動しま
す。 

MTS_DISPATCHERSは次の書式で設定します。

mts_dispatchers="(atttribute=value)"

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-6ページの「マルチスレッド・サーバー・モデル」を参照し
てください。

注意注意注意注意 : Oracle Database Configuration Assistantを使用してこのパラメー
タを構成します。

ディスパッチャ 1

ディスパッチャ 2

クライアント 3

クライアント 2

クライアント 1 仮想�
サーキット�

共有�
サーバー・�
プロセス�

共有�
サーバー・�
プロセス�

共有�
サーバー・�
プロセス�

クライアント� ネットワーク� Database Server マシン�
マルチスレッド・サーバーの構成 9-3



MTS_DISPATCHERSパラメータを使用した MTSの構成
MTSを使用可能にするには、ADDRESS（ADDまたは ADDR）、DESCRIPTION（DESまた
は DESC）、PROTOCOL（PROまたは PROT）のいずれかの属性を設定する必要がありま
す。 

属性 CONNECTIONS（CONまたは CONN）、DISPATCHERS（DISまたは DISP）、
LISTENER（LISまたは LIST）、MULTIPLEX（MULまたはMULT）、POOL、SERVICE
（SERまたは SERV）、SESSIONS（SESまたは SESS）および TICKSはオプションです。 

属性属性属性属性 説明説明説明説明

ADDRESS（ADDまたは
ADDR）

ディスパッチャのリスニング対象の終点となるネットワーク・プロ
トコル・アドレスを指定します。 

DESCRIPTION（DESまた
は DESC） 

ディスパッチャのリスニング対象の終点となるネットワーク設定を
指定します。この指定にはネットワーク・プロトコル・アドレスも
含まれます。 構文は次のとおりです。

(description=(address=...))

PROTOCOL（PROまたは
PROT）

ディスパッチャがリスニング終点を生成するときに使用するネット
ワーク・プロトコルを指定します。 たとえば、次のように指定しま
す。

(protocol=tcp)

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  プロトコル・アドレス構文の詳細は、付録 Bを参照して
ください。

属性属性属性属性 説明説明説明説明

CONNECTIONS（CON
または CONN）

各ディスパッチャで許容されるネットワーク接続の最大数を指定し
ます。

デフォルト値は、オペレーティング・システム固有です。 たとえば、
Sun SolarisおよびWindows NTのデフォルト値は 1024です。

DISPATCHERS（DISまた
は DISP）

最初に起動するディスパッチャ数を指定します。 デフォルトは 1で
す。
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MTS_DISPATCHERSパラメータを使用した MTSの構成
LISTENER（LISまたは
LIST）

PMONプロセス（プロセス（プロセス（プロセス（PMON process））））によってディスパッチャ情報
が登録されるリスナーの別名を指定します。 別名には、ネーミン
グ・メソッドで解決される名前を設定してください。 

この属性は、次の場合にのみ指定する必要があります。

� リスナーが非デフォルト・アドレス（TCP/IP、ポート 1521以
外）を使用するローカル・リスナーです。

� リスナーが他のノードに存在します。

デフォルト以外のローカル・リスナーは、LOCAL_LISTENERパラ
メータで指定することもできます。

重要重要重要重要 : リスナー別名は、サーバーの tnsnames.oraファイルや
Oracle Names サーバーなどのネーミング・メソッドで解決される
名前にしてください。 

たとえば、リスナー別名が listener_salesで、ポート 1521に 2
つのリスニング終点があり、選択されたネーミング・メソッドが
ローカル・ネーミング・メソッドの場合、tnsnames.oraファイ
ルのエントリは次のようになります。

listener_sales= 
(description= 
   (address=(protocol=tcp)(host=sales1-server)(port= 1521))
   (address=(protocol=tcp)(host=sales2-server)(port= 1521)))

MULTIPLEX（MULまた
はMULT）

Oracle Connection Managerの接続集中化（接続集中化（接続集中化（接続集中化（connection 
concentration））））機能を使用可能にします。

1、ON、YES、TRUEまたは BOTHが指定されると、受信と送信の
両方のネットワーク接続で接続集中化が使用可能です。

INが指定されると、クライアントから受信するネットワーク接続
で接続集中化が使用可能です。

OUTが指定されると、送信するネットワーク接続で接続集中化が
使用可能です。

0、NO、OFFまたは FALSEが指定されると、受信と送信の両方の
ネットワーク接続で接続集中化が使用禁止です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  8-25ページの「接続集中化機能の使用」を参照してく
ださい。

属性属性属性属性 説明説明説明説明
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MTS_DISPATCHERSパラメータを使用した MTSの構成
POOL 接続プーリング（接続プーリング（接続プーリング（接続プーリング（connection pooling））））を使用可能にします。

数値が指定されると、受信と送信の両方のネットワーク接続に対し
て接続プーリングが使用可能になります。 指定された数値は、受信
および送信ネットワーク接続のタイムアウト・ティック数です。

ON、YES、TRUEまたは BOTHが指定されると、受信と送信の両
方のネットワーク接続に対して接続プーリングが使用可能になりま
す。 受信および送信ネットワーク接続のタイムアウトにはデフォル
トの 10ティックが使用されます。

INが指定されると、接続プーリングは受信ネットワーク接続に対
して使用可能になります。受信ネットワーク接続のタイムアウトに
はデフォルトの 10ティックが使用されます。 （IN=20）のように、
INにタイムアウト・ティック値を割り当てることもできます。 指定
したタイムアウトの数値が 0または 1の場合は、デフォルト値の 10
ティックが使用されます。 

OUTが指定されると、接続プーリングは送信ネットワーク接続に
対して使用可能になります。送信ネットワーク接続のタイムアウト
にはデフォルトの 10ティックが使用されます。 （OUT=20）のよう
に、OUTにタイムアウト・ティック値を割り当てることもできま
す。 指定したタイムアウトの数値が 0または 1の場合は、デフォル
ト値の 10ティックが使用されます。 

NO、OFFまたは FALSEが指定されると、受信と送信の両方のネッ
トワーク接続に対して接続プーリングは使用禁止になります。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  9-8ページの「接続プーリングの使用」を参照してくだ
さい。

SERVICE（SERまたは
SERV）

ディスパッチャがリスナーに登録するサービス名を指定します。 値
が指定されない場合は、SERVICE_NAMESパラメータで指定され
たサービス名が使用されます。 

SESSIONS（SESまたは
SESS）

各ディスパッチャで許容されるネットワーク・セッションの最大
数。 

デフォルト値は、オペレーティング・システム固有です。 ほとんど
のオペレーティング・システムのデフォルトは 16Kです。

TICKS ネットワーク・ティックの秒数。 設定された値に POOLタイムアウ
ト値を乗算すれば、接続プール・タイムアウト時間が得られます。 

デフォルトは 15秒です。 高速ネットワークの場合の推奨ティック・
サイズは 1秒です。 低速ネットワークの場合の推奨ティック・サイ
ズは 3～ 4秒です。 

属性属性属性属性 説明説明説明説明
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MTS_DISPATCHERSパラメータを使用した MTSの構成
ディスパッチャの初期数の設定ディスパッチャの初期数の設定ディスパッチャの初期数の設定ディスパッチャの初期数の設定
インスタンス起動時に起動されるディスパッチャの数は、DISPATCHERS属性で制御されま
す。

各インスタンスに適切なディスパッチャ数は、データベースに期待するパフォーマンス、プ
ロセス（オペレーティング・システムに依存）ごとの接続数に関するホストのオペレーティ
ング・システムの制限、およびネットワーク・プロトコルごとに必要な接続数によって異な
ります。

ディスパッチャの初期数の計算ディスパッチャの初期数の計算ディスパッチャの初期数の計算ディスパッチャの初期数の計算
オペレーティング・システムでプロセスごとに可能な接続数がわかれば、次の式を使用し
て、インスタンスの起動時に作成するディスパッチャの初期数をネットワーク・プロトコル
ごとに計算します。 

number                 maximum number of concurrent sessions
of           = CEIL   (—————————————————————————————————————)
dispatchers                connections per dispatcher

CEILは、数値を次に高位の整数にまるめる処理を表します。

例として、次のようなシステムを考えます。

� TCP/IP経由では同時に 4000ユーザーが接続し、プロセス当たり 1,000の接続がサポー
トされます。

� SPX経由では同時に 3000ユーザーが接続し、プロセス当たり 1,000の接続がサポートさ
れます。

この場合、TCP/IPの DISPATCHERS属性には 4以上のディスパッチャ、SPXの
DISPATCHERS属性には 3以上のディスパッチャを設定する必要があります。

mts_dispatchers="(protocol=tcp)(dispatchers=4)(connections=1000)"
mts_dispatchers="(protocol=spx)(dispatchers=3)(connections=1000)"

パフォーマンスによっては、ディスパッチャ数を調整する必要があります。

注意注意注意注意 : 共有サーバーとは異なり、ディスパッチャ数は動的に変更しませ
ん。 ディスパッチャ数は、ALTER SYSTEMコマンドを使用して明示的に
変更する必要があります。 この方法では、MTS_MAX_DISPATCHERSパ
ラメータで指定された上限の範囲内でディスパッチャ数を変更できます。 
これらのパラメータの詳細は、『Oracle8iパフォーマンスのための設計お
よびチューニング』を参照してください。
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接続プーリングの使用
ディスパッチャ・アドレスの設定ディスパッチャ・アドレスの設定ディスパッチャ・アドレスの設定ディスパッチャ・アドレスの設定

例例例例 1  ディスパッチャに使用する IPアドレスは、次のように設定します。

mts_dispatchers="(address=(protocol=tcp)(host=144.25.16.201))
(dispatchers=2)"

これにより、HOST=144.25.16.201でリスニングするディスパッチャが 2つ起動します。 Net8
では、ディスパッチャの TCP/IPポートは動的に選択されます。

例例例例 2  ディスパッチャの正確な位置を設定するには、次のように PORTを追加します。

mts_dispatchers="(address=(protocol=tcp)
(host=144.25.16.201)(port=5000))(dispatchers=1)"
mts_dispatchers="(address=(protocol=tcp)
(host=144.25.16.201)(port=5001))(dispatchers=1)"

接続プーリングの使用接続プーリングの使用接続プーリングの使用接続プーリングの使用 

接続プーリングは、ディスパッチャへの物理ネットワーク接続数を削減することのできるリ
ソース利用機能です。 これは、クライアント・プロセス間で接続を共有またはプールするこ
とにより実現されます。
接続プーリングを構成するには、初期化パラメータ・ファイルのMTS_DISPATCHERSパラ
メータに POOL属性および次に示すオプション属性を設定します。

� CONNECTIONS（CONまたは CONN）

� SESSIONS（SESまたは SESS）

� TICKS

9-7ページの「ディスパッチャの初期数の計算」の例で、接続プーリングを使用すればディ
スパッチャ当たりの接続数を 1,000、TCP/IPのセッション数を 4,000、SPXのセッション数
を 3,000にすることができます。 これにより、プロトコル当たりの構成が 1ディスパッチャ
に削減されます。設定は次のとおりです。

mts_dispatchers="(protocol=tcp)(dispatchers=1)(pool=on)(tick=1) 
(connections=1000)(sessions=4000)"

mts_dispatchers="(protocol=spx)(dispatchers=1)(pool=on)(tick=1) (connections=2000)"

注意注意注意注意 : 初期化ファイルには複数のMTS_DISPATCHERSを指定できます
が、1箇所にまとめて記述する必要があります。 
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クライアントでの MTSの変更
リソースの割当てリソースの割当てリソースの割当てリソースの割当て
Oracle8iデータベースは複数のサービス名で表すことができます。 このため、MTSディス
パッチャ・プールを特定のサービスを要求するクライアントに排他的に割り当てることがで
きます。 これによりミッション・クリティカル要求に対してはより多くのリソースが割り当
てられ、実質的にその要求の優先順位が高くなります。 

たとえば、次の初期化パラメータ・ファイルの例では 2つのディスパッチャがあります。 最
初のディスパッチャは、sales.us.acme.comを要求するクライアントの要求を処理しま
す。 もう一方のディスパッチャは、adminsales.us.acme.comを要求するクライアントの
要求のみ処理します。

service_names=sales.us.acme.com
instance_name=sales
mts_dispatchers="(protocol=tcp)" 
mts_dispatchers="(protocol=tcp)(service=adminsales.us.acme.com)" 

クライアントでのクライアントでのクライアントでのクライアントでの MTSの使用の使用の使用の使用
MTSが構成され、ディスパッチャが未登録の状態でクライアント接続要求が来た場合、その
要求は専用サーバーで処理できます（listener.oraファイルに構成します）。 特定のクラ
イアントが常にディスパッチャを使用するようにする場合は、接続記述子の接続データ部分
に（SERVER=SHARED）を構成します。 たとえば、次のように指定します。 

sales= 
(description= 
  (address=(protocol=tcp)(host=sales-server)(port= 1521))
  (connect_data=
     (service_name=sales.us.acme.com)
     (server=shared)))

ディスパッチャが使用不可能な場合、クライアント接続要求は拒否されます。

クライアントでのクライアントでのクライアントでのクライアントでの MTSの変更の変更の変更の変更
データベースがMTSとして構成されていて、特定のクライアントに専用サーバーが必要な
場合、そのクライアントについて専用サーバーを使用するように構成することができます。
それには次の方法があります。

� ネット・サービス名の接続記述子で、CONNECT_DATAセクションに
（SERVER=DEDICATED）を入れます。 たとえば、次のように指定します。 

sales= 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  SERVERパラメータの設定方法は、8-8ページの「拡張接続
データ・パラメータの構成」を参照してください。
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クライアントでの MTSの変更
(description= 
  (address=(protocol=tcp)(host=sales-server)(port= 1521))
  (connect_data=
     (service_name=sales.us.acme.com)
     (server=dedicated)))

� クライアント・プロファイル（sqlnet.oraファイル）に USE_DEDICATED_
SERVER=ONと指定します。 これにより、クライアントが使用する接続記述子の
CONNECT_DATAセクションに（SERVER=DEDICATED）が追加されます。 たとえ
ば、次のように指定します。

use_dedicated_server=on

注意注意注意注意 : USE_DEDICATED_SERVERが ONに設定されると、既存の
（SERVER=value）エントリは（SERVER=DEDICATED）に上書きされま
す。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� SERVERパラメータの設定方法は、8-8ページの「拡張接続データ・
パラメータの構成」を参照してください。

� USE_DEDICATED_SERVERパラメータの設定方法は、8-18ページの
「接続要求のルーティング」を参照してください。
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プログラマのためのプログラマのためのプログラマのためのプログラマのための Net8拡張機能拡張機能拡張機能拡張機能

Net8には、Net8 OPENと呼ばれるアプリケーション・プログラム・インタフェース（API）
があり、このインタフェースでプログラマはデータベース・アプリケーションとデータベー
ス以外のアプリケーションの両方を開発できます。 また Net8には、UNIXクライアント・プ
ログラミングにおいてシグナル・ハンドラとアラーム・プログラミング、bequeathプロトコ
ル・サポートおよび子プロセスの終了など、プログラマにとっていくつかの利点がありま
す。 内容は次のとおりです。

� Net8 OPEN

� UNIXクライアント・プログラミング
張機能 10-1
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Net8 OPEN
Net8には、Net8 OPENと呼ばれるアプリケーション・プログラム・インタフェース（API）
があり、このインタフェースでプログラマは次のことを行うことができます。

� 環境内ですでに採用されている Net8ネットワークを使用するデータベース・アプリ
ケーションとデータベース以外のアプリケーションの両方の開発

� ネットワーク・インタフェースへのコールを変更することなく１つのマシン上で開発さ
れたアプリケーションの他のマシンでの実行

Net8 OPENは、すべての業界標準ネットワーク・プロトコルに対して単一の共通インタ
フェースをアプリケーションに提供します。

Net8 OPENと他の製品との関係を図 10-1に示します。

図図図図 10-1  Net8 OPEN

Net8 OPENを使用して、次に示す様々な問題を解決できます。

� 3層接続（クライアント /エージェント /サーバー）

アプリケーションを使用してエージェントと通信します。ここで エージェントは、たと
えば Oracleまたは Oracle以外のデータ・ソースへ同時接続するアプリケーション・
サーバーです。

� 分散アプリケーション

データベースまたは他のミドルウェアを必要とせずに、既存の Oracleネットワーク上
で実行できる分散アプリケーションを構築します。 

� 機能拡張されたクライアント 

非 SQL情報を SQLアプリケーションと統合します。 たとえば、プロセス制御アプリ
ケーションによるセンサーなどの非 SQLアプリケーションとの交信が可能です。

プログラム�

Net8 OPEN

Net8

プログラム�

Net8 OPEN

Net8

通信�

接続�
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Net8 OPEN
Net8 OPEN APIファンクション・コールファンクション・コールファンクション・コールファンクション・コール
リモート・プロシージャ・コール・インタフェースとは異なり、Net8 OPENはデータを送
受信する基本的なアプリケーションを開発するためのバイト・ストリーム指向の APIを備え
ています。 Net8 OPENで開発されたアプリケーションでは、ネットワークを介して送信され
た値は、受信側で正しく解釈されることを保証する必要があります。

Net8 OPEN APIは 5つのファンクション・コールから構成されます。

� TNSOPEN

� TNSCLOSE

� TNSSEND

� TNSRECV

� TNSCONTROL

TNSOPEN

説明 : Net8 OPEN APIの接続ハンドルを初期化します。 このファンク
ションは、ユーザーが行う最初の Net8 OPENコールにしてくだ
さい。 tnsopen()では接続は確立されないことに注意してくださ
い。接続は、必要に応じて送信または受信コールによって確立さ
れます。

構文 : int tnsopen(handlep, name)
void **handlep;
const char *name;

クライアント・プログラム（接続を初期化します）を記述する場
合、nameには tnsnames.oraファイルと同じ形式のネット・
サービス名を指定します。

サーバー・プログラムを記述する場合、nameは NULLにします。 
これによりサーバー・プログラムは、最初の tnsrecv()コール
でデータを受信すると、自動的に接続をピックアップします。

パラメータ : handlep (IN/OUT): Net8接続ハンドルを受信するためのアドレ
ス

name (IN): ネット・サービス名

前提条件 : handlepパラメータは、NULLにしないでください。

戻り値 : 正常終了の場合、ゼロ値が戻ります。 エラーが発生した場合、正
の Net8 APIエラー番号が戻されます。
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TNSCLOSE

説明 : 接続を停止します。 ユーザーは、接続をクローズし、ハンドルを
正常に解放するためにこのファンクションをコールする必要があ
ります。

構文 : int tnsclose(handlep)
void **handlep;

パラメータ : handlep(IN/OUT): Net8接続ハンドルへのポインタのアドレス

前提条件 : handlepパラメータは、NULLにしないでください。

戻り値 : 正常終了の場合、ゼロ値が戻り、*handlepに NULLが設定されま
す。 エラーが発生した場合、正の Net8 APIエラー番号が戻されま
す。

TNSSEND

説明 : Net8接続ハンドルにデータを送信します。

クライアント側で初めて tnssend()をコールすると、ハンドル
にデータが送信される前に接続が確立されます。 クライアント・
アプリケーションは、サーバーとの接続を確立するために、
tnsopen()に続くコールとして tnssend()をコールする必要が
あります。 クライアント・アプリケーションが tnsrecv()を最
初にコールしたり、サーバー・プログラムが tnssend()を最初
にコールすることは正しくありません。

したがって、tnssend()コールにより接続確立に関するエラー
が戻る場合もあります。 たとえば、不正な TNSアドレスを指定し
た場合、最初に発生するのは tnsopen()のエラーではなく、
tnssend()コールのエラーです。

構文 : int tnssend(handle, data, length)
void *handle;
const void *data;
size_t *length;

パラメータ : handle(IN/OUT) - tnsopen()によって戻される Net8接続ハンド
ルへのポインタ

data(IN): 送信されるデータへのポインタ

length(IN/OUT): 送信予定のデータの長さ（バイト単位）と実
際に書き込まれたバイト数に対するポインタ

前提条件 : パラメータは、NULLにしないでください。
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戻り値 : 正常終了の場合、ゼロ値と、実際に書き込まれたバイト数が
lengthパラメータによって指示された値として戻ります。 エラー
が発生した場合、正の Net8 APIエラー番号が戻されます。

TNSRECV

説明 : Net8接続ハンドルからデータを受信します。

サーバー側での tnsrecv()に対する最初のコールで、ハンドル
からデータを受信する前に接続が確立されます。 サーバーは、ク
ライアントからの接続を受諾するために、tnsopen()に続く最
初のコールとして tnsrecv()をコールする必要があります。 

着信する接続は Net8リスナー（tnslsnr）によって受諾され、必
要に応じてサーバー・プログラムのコピーが自動的に起動され、
それに新しい接続が渡されます。 このような処理を行うには、
ネットワーク・リスナーにサーバー・プログラムの場所を設定す
る必要があります。

構文 : int tnsrecv(handle, data, length)
void *handle;
void *data;
size_t *length;

パラメータ : handle(IN/OUT): tnsopen()によって戻される Net8接続ハンド
ルへのポインタ

data(IN/OUT): データを受信するバッファへのポインタ

length(IN/OUT): データを受信する予定のバッファの長さと実
際に受信したバイト数に対するポインタ

前提条件 : すべてのパラメータは、NULLにしないでください。

戻り値 : 正常終了の場合、ゼロ値が戻り、実際に受信したバイト数が
lengthパラメータによって指示された値として戻ります。 エラー
が発生した場合、正の Net8 APIエラー番号が戻されます。

TNSCONTROL

説明 : 接続をブロック・モードまたは非ブロック・モードに設定します。

構文 : int tnscontrol(handle, cmd)
void *handle;
int *cmd;

TNSSEND
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Net8 OPENアプリケーション・プログラム・インタフェースのインストーアプリケーション・プログラム・インタフェースのインストーアプリケーション・プログラム・インタフェースのインストーアプリケーション・プログラム・インタフェースのインストー
ル先ル先ル先ル先

アプリケーション・プログラム・インタフェースは、標準の Net8インストレーションの一
部として用意されています。 そのインタフェースを使用するには、次のものを用意する必要
があります。

� TNSAPI.H

� APIインタフェースとエラーが記述されているヘッダー・ファイルです。 このファイル
は、UNIXでは $ORACLE_HOME/network/public、Windows NTでは ORACLE_
HOME¥network¥tnsapi¥includeにあります。

� Net8 OPENライブラリ

他の Oracleネットワーク・ライブラリと同じ場所に置かれます。名前には TNSAPIが
含まれます。 なお、ライブラリの名前は、プラットフォームごとに異なります。 UNIX
の場合は $ORACLE_HOME/network/libディレクトリにあり、名前は LIBTNSAPI.A
です。Windowsプラットフォームの場合は ORACLE_HOME/network/tnsapi/libに
あり、ファイル名は TNSAPI.DLLおよび TNSAPI.LIBです。

� サンプルMakeファイル

ネットワーク・ディレクトリ内にプラットフォーム用として、このファイルが用意され
ています。 これらのファイルを使用して、アプリケーションを構築するための適切なリ
ンク行を判断できます。

パラメータ : handle(IN): tnsopen()によって戻される Net8接続ハンドルへの
ポインタ

cmd(IN): 接続に適用されるオプション。現在サポートされてい
る値を次に示します。

� TNSAPINONBLOCKING 

接続を非ブロック・モードに設定します。

� TNSAPIBLOCKING

接続をブロック・モードに設定します。

前提条件 : handleは NULLではなく、cmdはサポートされているコマンド
にしてください。

戻り値 : オプションが問題なく設定された場合はゼロ値が戻ります。

TNSCONTROL
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独自のアプリケーションの開発独自のアプリケーションの開発独自のアプリケーションの開発独自のアプリケーションの開発
Net8 OPENファンクションを参照するモジュールには、次に示すように、TNSAPI.Hが含
まれる必要があります。

#include <tnsapi.h>

Makeファイル（またはその他の作成コマンドの場所）には、TNSAPI.Hを検出できるよう
にインクルード・パスを正しく設定します。 インストレーションで用意されるサンプル
Makeファイルを参照してください。

Net8 OPENアプリケーションを使用するためのシステムの構築アプリケーションを使用するためのシステムの構築アプリケーションを使用するためのシステムの構築アプリケーションを使用するためのシステムの構築
Net8 OPENアプリケーションを認識するようにNet8を構成するには、次の手順に従いま
す。

1. サーバー・プログラムの場所を listener.oraファイルに追加します。これによりリ
スナーは、接続要求を受信したときにこのサーバーを起動します。 

これを行うには、Oracleデータベースと同じようなサービスのシステム識別子（SID）
名を選択します。 データベースと同じ SIDは選択しないでください。

たとえば、"chat"プログラムを構成する場合は、SID "chatsid"です。 プログラムを
Oracleサーバーの実行可能プログラムと同じディレクトリに配置します。このディレク
トリは通常、UNIXでは $ORACLE_HOME/bin、Windows NTでは ORACLE_HOME¥bin
です。 

次のように、リスナー構成ファイルに次のエントリを設定します。

sid_list_listener = 
      (sid_list =

    (sid_desc =
(sid_name = chatsid) /*SID名*/
(oracle_home = /usr/oracle) /*$ORACLE_HOMEのbin ディレクトリ*/
(program = chatsvr))) /*サーバー・プログラム名*/

リスナーが新しいサービスを認識するように、再起動する必要があります。

2. アプリケーション・サーバーのアドレスを tnsnames.oraファイルに追加します。

たとえば、リスナーが次のアドレスでリスニングしているとします。

(description=(address=(protocol=tcp)(host=unixhost)(port=1521)))

先ほど作成したサービスを chatという名前にするとします。この場合、
tnsnames.oraファイルに次のエントリを追加します。

chat=
(description=
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(address=(protocol=tcp)(host=unixhost)(port=1521))
(connect_data=(service_name=chat)))

3. Oracleサーバーの実行可能プログラムと同じディレクトリ内に、サービスの実行可能プ
ログラムを配置します。 UNIXプラットフォームの場合、実行可能ファイルは
listener.ora ファイルで指定した $ORACLE_HOME/binディレクトリに置きます。
この例では、プログラム chatsvrの場所は /usr/oracle/bin/chatsvrとなります。

オペレーティング・システムによっては、プログラムの実行許可があるかどうかも確認
する必要があります。

サンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラム
Net8 OPENには、2つのサンプル・アプリケーションが用意されています。

� finger

これは、サーバーに接続し、ログインしているユーザーの情報を取り出すユーティリ
ティです。このユーティリティには、分散アプリケーションの構築に関する基本的な手
順を示す 1対のプログラムが含まれています。 このクライアント・プログラムは、
SolarisとWindows NTの両方で実行されます。サーバーは UNIX固有です。

� tftp 

このサンプル・クライアント・プログラムとサンプル・サーバー・プログラムは、
UNIXにインプリメントされており、tftpプロトコルを使用する単純なファイル転送を
支援します。

Net8 OPEN APIエラーエラーエラーエラー
この項では、前述のファンクション・コールに失敗したときに戻される可能性があるエラー
番号の一覧を示します。 送信または受信コールが行われた時点で接続が確立されていなかっ
た場合は、これらのコールから接続関連エラーが戻る可能性があることに注意してくださ
い。

20002 - SDFAIL_TNSAPIE - The underlying "send" command failed in tnssend().
20003 - RECVFAIL_TNSAPIE - The underlying "receive" command failed in tnsrecv().
20004 - INVSVROP_TNSAPIE - Operation is invalid as the server.
20005 - INVCLIOP_TNSAPIE - Operation is invalid as the client.
20006 - HDLUNINI_TNSAPIE - The connection should be initialized by calling 
tnsopen().
20007 - INHFAIL_TNSAPIE - Server failed in inheriting the connection from the 
listener.
20008 - ACPTFAIL_TNSAPIE - Server failed in accepting the connection request from 
the client.
20009 - NULHDL_TNSAPIE - A null handle was passed into the call, which is not 
allowed.
20010 - INVOP_TNSAPIE - An invalid operation called was passed into the call.
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20011 - MALFAIL_TNSAPIE - A malloc failed in TNS API call.
20012 - NLINIFAIL_TNSAPIE - Failed in NL initialization.
20013 - NMTOOLONG_TNSAPIE - Service name is too long.
20014 - CONFAIL_TNSAPIE - Client connect request failed.
20015 - LSNFAIL_TNSAPIE - Server failed to listen for connect request.
20016 - ANSFAIL_TNSAPIE - Server failed to answer connect request.
20017 - NMRESFAIL_TNSAPIE - Failed to resolve service name.
20018 - WOULDBLOCK_TNSAPIE - Operation would block.
20019 - CTLFAIL_TNSAPIE - Control call failed.
20020 - TNSAPIE_ERROR - TNS error occurred.
20021 - INVCTL_TNSAPIE - Invalid operation request in control call.

UNIXクライアント・プログラミングクライアント・プログラミングクライアント・プログラミングクライアント・プログラミング
UNIXのイベント・プログラミングでは、UNIXシグナルを使用する必要があります。 イベ
ントが発生すると、シグナルによってプロセスに通知されます。 プロセスは、生成された特
定のシグナルに関連するコードを実行します。 UNIXでは、特定のシグナル・コールのため
の 1つのプロセスが 1つ以上のシグナル・ハンドラまたはアラームを設定することは許され
ていません。 プロセスが SIGCHLD（子プロセスのステータス変更に関するシグナル）のよ
うなシグナルに対して次のシグナル・ハンドラまたはアラーム要求を設定した場合、UNIX
は SIGCHLDに対する直前の要求を無効化し、それを失います。

作成したアプリケーションからこのような要求が出された場合、シグナル処理またはアラー
ムのためにシステムが特定の要求を消失し、応答がなくなる可能性があります。 要求された
シグナルによっては、シグナル・ハンドラ上の問題のためにシステムは消滅したプロセスを
正常にクリーン・アップしない可能性があります。

Net8には、Oracleがこれらの要求を使用するとともにシグナル・ハンドラとアラームを使
用できるようにする 2つの解決策が用意されています。

� シグナル・ハンドラとアラームのプログラミング

� Bequeath

シグナル・ハンドラとアラームのプログラミングシグナル・ハンドラとアラームのプログラミングシグナル・ハンドラとアラームのプログラミングシグナル・ハンドラとアラームのプログラミング
Net8には、各シグナルに対するすべてのシグナル・ハンドラ要求またはアラーム要求の
テーブルを維持するオペレーティング・システム依存（OSD）コールがあります。 シグナ
ル・ハンドラまたはアラームを使用するすべてのプログラムは、この Oracle OSDコールを
使用する必要があります。OSDコールには、特定のコールに対して複数のシグナル・ハンド
ラまたはアラームを設定することが許されない UNIX環境のプログラマのための解決策が用
意されています。 シグナル・ハンドラまたはアラームを使用するすべてのプログラムは、
Oracle OSDコールを使用する必要があります。 ただし、これは、現在内部でしか使用できま
せん。

それまでは、データベース接続を行う前に、クライアントのすべてのシグナル・ハンドラを
設定すると、OSDコールはシグナルに対して設定された最後のシグナル・ハンドラを記憶
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し、それをシグナル・ハンドラ・テーブルに追加します。 なお、これを行うと、シグナル・
ハンドラを使用禁止にできなくなります。

Oracle OSDシグナル処理規則シグナル処理規則シグナル処理規則シグナル処理規則
すべての SIGCHLDコールに対してテーブル駆動型共有 OSDシグナル・ハンドラを使用す
る場合は、次の規則に従う必要があります。

� 子プロセス IDを認識して、正しいプロセスをクリーン・アップできるようにします。

� 適切な子プロセス IDに対して、wait()ではなく、waitpid()コールを使用します。

� waitpid()コールを非ブロック化に設定します。

Bequeath
この項の対象者は、子プロセスのステータスの変化を SIGCHLDコールによって把握する部
分に UNIXシグナル・ハンドラを使用し、アプリケーションのネットワーク部分に Net8を
使用する UNIXアプリケーション・プログラマです。

クライアント・アプリケーションは、同じマシン上の Oracleデータベースと交信するよう
に命令されると、bequeathプロトコルを使用して接続を確立します。 bequeathプロトコル
は、クライアントがリスナーを使用せずにデータベースと接続できるようにします。 
bequeathプロトコルは、クライアント・アプリケーションごとにサーバー・プロセスを内部
的に起動します。 ある意味で、bequeathプロトコルはリモート・リスナーが接続に対して行
う同じ操作をローカルで実行します。

子プロセスの終了子プロセスの終了子プロセスの終了子プロセスの終了
クライアント・アプリケーションは bequeathプロトコルを介して内部にサーバー・プロセ
スを子プロセスとして生成するため、クライアント・アプリケーションは子プロセスが終了
したときにそのプロセスをクリーン・アップする必要があります。 サーバー・プロセスが接
続の責任を完遂すると、それは消滅プロセスになります。 シグナル・ハンドラは、これらの
消滅プロセスをクリーン・アップする必要があります。 別の方法として、シグナル・ハンド
ラを使用禁止にすることにより、このプロセスを UNIX initプロセスに渡すようにクライア
ントの sqlnet.oraファイルを構成できます。

BEQUEATH_DETACHパラメータを sqlnet.oraファイルに構成します。

bequeath_detach=yes

このパラメータを選択すると、すべての子プロセスは UNIX initプロセス（pid = 1）に渡さ
れます。 initプロセスは、消滅した子プロセスを自動的にチェックして終了します。

bequeathは、シグナル・ハンドラの使用を自動的に選択して子プロセスのステータスの変化
を捕捉します。 作成したアプリケーションでシグナル・ハンドラを使用していない場合、こ
のデフォルトによる影響はありません。
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第第第第 III部部部部

Net8テストおよびトラブルシューティングテストおよびトラブルシューティングテストおよびトラブルシューティングテストおよびトラブルシューティング

第 III部では、Net8接続の確立方法および問題を識別し診断する方法について説明します。 
第 III部には、次の章があります。

� 第 11章「接続の確立とネットワークのテスト」

� 第 12章「トラブルシューティング」





接続の確立とネットワークの
11

接続の確立とネットワークのテスト接続の確立とネットワークのテスト接続の確立とネットワークのテスト接続の確立とネットワークのテスト

ネットワークの構成が終了すると、接続を確立して各コンポーネントをテストし、ネット
ワークが正しく機能しているかどうかを確認する必要があります。 Net8には、Oracle 
Names サーバー、リスナー、Oracle Connection Managerを容易に起動し、テストおよび制
御できる各種のツールがあります。

この章では、制御ユーティリティを使用し、接続を確立してネットワーク・コンポーネント
をテストする手順を説明します。 内容は次のとおりです。

� データベースへの接続

� ネットワークのテスト
テスト 11-1



データベースへの接続
データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続
データベースに接続するには、ネットワーク・コンポーネントを起動し、ネット・サービス
名を指定した接続文字列を入力する必要があります。たとえば次のように入力します。 

CONNECT username/password@connect_identifier

この項の内容は、次のとおりです。

� Net8制御ユーティリティの使用

� 接続文字列の入力

� 接続識別子の構文特性

� 接続の開始

Net8制御ユーティリティの使用制御ユーティリティの使用制御ユーティリティの使用制御ユーティリティの使用
Net8には、各ネットワーク・コンポーネントを容易に起動、テスト、制御できる次のユー
ティリティがあります。

� Oracle Names制御ユーティリティ（NAMESCTL）

� リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）

� Connection Manager制御ユーティリティ（CMCTL）

Oracle Names制御ユーティリティ（制御ユーティリティ（制御ユーティリティ（制御ユーティリティ（NAMESCTL）の使用）の使用）の使用）の使用
Oracle Names制御ユーティリティ（NAMESCTL）は、Oracle Names サーバーを起動およ
び制御するためにオペレーティング・システム・プロンプトから実行するツールです。

Oracle Names制御ユーティリティの一般的な書式は、次のとおりです。 

NAMESCTL command 

プログラム・プロンプトで、NAMESCTLコマンドを発行することもできます。 コマンドラ
インで NAMESCTLを入力すると、プログラムがオープンします。 次に、プログラム・プロ
ンプトから必要なコマンドを入力します。 たとえば、次のコマンドは、Oracle Names サー
バーを起動します。

NAMESCTL> start 

リスナー制御ユーティリティ（リスナー制御ユーティリティ（リスナー制御ユーティリティ（リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）の使用）の使用）の使用）の使用
リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）は、リスナーを起動および制御するためにオペ
レーティング・システム・プロンプトから実行するツールです。 リスナー制御ユーティリ
ティの一般的な書式は、次のとおりです。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 付録 A「制御ユーティリティ」を参照してください。
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LSNRCTL command [listener_name] [args]

プログラム・プロンプトからリスナー制御コマンドを発行することもできます。 コマンドラ
インに LSNRCTLと入力すると、プログラムがオープンします。 次に、プログラム・プロン
プトから必要なコマンドを入力します。 たとえば、次のコマンドは、接続が開始されてから
リスナーが有効な接続要求を待つ時間（秒単位）を決定します。

LSNRCTL> set connect_timeout 20

Connection Manager制御ユーティリティ（制御ユーティリティ（制御ユーティリティ（制御ユーティリティ（CMCTL）の使用）の使用）の使用）の使用
Connection Manager制御ユーティリティ（CMCTL）は、Oracle Connection Managerを起
動し、制御するためにオペレーティング・システム・プロンプトから実行するツールです。 
Connection Manager制御ユーティリティの一般的な書式は、次のとおりです。 

CMCTL command 

プログラム・プロンプトで、CMCTLコマンドを発行することもできます。 コマンドライン
に CMCTLと入力すると、プログラムがオープンします。 次に、プログラム・プロンプトか
ら必要なコマンドを入力します。 たとえば、次のコマンドは Oracle Connection Managerを
起動します。

CMCTL> start 

Net8コンポーネント起動の概要コンポーネント起動の概要コンポーネント起動の概要コンポーネント起動の概要
クライアント・ワークステーションとその他のサーバーは、Oracleサーバーにログインする
ときにネット・サービス名を使用してリスナーに接続します。 

すべてのネットワーク・コンポーネントをインストールし、構成した後は、それを起動して
ネットワークを機能させる必要があります。 起動に必要な手順は、次のとおりです。 

作業 1: Oracle Names サーバーの起動

作業 2: Oracle Namesクライアント・キャッシュの開始

作業 3: リスナーの起動

作業 4: データベースの起動

作業 5: Oracle Connection Managerの起動

注意注意注意注意 : Oracle Names サーバーがデータベースを使用してネットワーク情
報を格納する場合は、最初にデータベースを起動し、次にリスナーを起動
する必要があります。
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データベースへの接続
作業作業作業作業 1:  Oracle Names サーバーの起動サーバーの起動サーバーの起動サーバーの起動
Oracle Names サーバー・ソフトウェアをインストールし構成しているマシンで、Oracle 
Net8 AssistantかNAMESCTL制御ユーティリティを使用して、Oracle Names サーバーを起
動します。

Windows NTの場合、Oracle Names サーバーはコントロール パネルから起動することもで
きます。

1. 「コントロール パネル」ウィンドウの「サービス」アイコンをダブルクリックします。

2. 「OracleHOME_NAMENamesonames_server」サービスを選択します。

3. 「開始」をクリックしてサービスを開始します。

4. 「サービス」ウィンドウの「閉じる」をクリックします。

作業作業作業作業 2:  Oracle Namesクライアント・キャッシュの開始クライアント・キャッシュの開始クライアント・キャッシュの開始クライアント・キャッシュの開始
クライアントが Oracle Names サーバー内のアドレス情報を何度も検索しなくてすむように、
クライアントに情報のキャッシュを作成します。 この情報は ckpcch.oraファイルに格納さ
れます。このファイルのデフォルトの場所は、UNIXでは $ORACLE_
HOME/network/names、Windowsプラットフォームでは ORACLE_
HOME¥network¥namesです。

クライアント・キャッシュを作成するには、次の手順に従います。

NAMESCTL制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作 Oracle Net8 Assistantによる操作による操作による操作による操作

コマンドラインから、次のように入力します。

NAMESCTL

NAMESCTL> start

NAMESCTLの STARTUPコマンドにより
Oracle Names サーバーがメモリーにロードさ
れ、実行開始の指示が出されます。 Oracle 
Names サーバーは、起動時に構成とデータを
ロードします。

1. Net8 Assistantを起動します。

-UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binで
netasstを実行します。

-Windows NTの場合、「スタート」ボタン
->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->
「Net8 Assistant」を選択します。

2. ナビゲータで、「Oracle Names Server」
フォルダを展開します。

3. Oracle Names サーバーを選択します。

4. 右ペインのリスト・ボックスから「Manage 
Server」を選択します。

5. 「Control」タブをクリックします。

6. 「Server Operations」フィールドの「Start」
ラジオ・ボタンをクリックします。

7. 「適用」をクリックします。
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1. 6-55ページの「作業 4: Oracle Names サーバーを使用するためのクライアントとデータ
ベース・サーバーの構成」の説明に従って、Oracle Names サーバーの検出が実行され
たことを確認します。 検出中に収集された情報は、クライアントのキャッシュで使用さ
れます。

2. クライアント上にクライアント・キャッシュを作成して起動します。

NAMESCTL
NAMESCTL> start_client_cache

Windows NTの場合、クライアント・キャッシュはコントロール パネルから起動すること
もできます。

1. 「コントロール パネル」ウィンドウの「サービス」アイコンをダブルクリックします。

2. 「OracleHOME_NAMEClientCache」サービスを選択します。

3. 「開始」をクリックしてサービスを開始します。

4. 「サービス」ウィンドウの「閉じる」をクリックします。

作業作業作業作業 3:  リスナーの起動リスナーの起動リスナーの起動リスナーの起動
Net8がサーバー上の接続を受け付ける場合、サーバーで LSNRCTL制御ユーティリティを
使用して、リスナーを起動する必要があります。

 1. コマンドラインから、次のように入力します。

LSNRCTL
LSNRCTL> status [listener_name]

listener_nameは、listener.oraファイルに定義されたリスナー名を表します。 
LISTENERという名前のデフォルトのリスナーを使用している場合は、リスナーを識別
する必要はありません。

STATUSコマンドでリスナーが実行されていることが示された場合は手順 2に進みま
す。 リスナーが実行されていない場合、手順 3に進みます。

リスナーが実行されていない場合でも、リスナーを停止して再起動することをお薦めし
ます。 リスナーを停止するには、次のように入力します。

LSNRCTL> set password password
LSNRCTL> stop [listener_name]

SET PASSWORDが必要となるのは、listener.oraファイルにパスワードが設定さ
れている場合のみです。 デフォルトのパスワードは、ORACLEです。

2. リスナーを起動します。 次のように入力します。

LSNRCTL> start [listener_name]
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データベースへの接続
LSNRCTLは、リスナーが正常に起動されたことを示すステータス・メッセージを表示
します。 そのリスナーで期待されるすべてのサービスがステータス・メッセージ内の
サービス・サマリーの中に記述されていることを確認します。

3. LSNRCTLユーティリティを終了します。 次のように入力します。

LSNRCTL> exit

Windows NTの場合、リスナーはコントロール パネルから起動することもできます。

1. 「コントロール パネル」ウィンドウの「サービス」アイコンをダブルクリックします。

2. 「OracleHOME_NAMETNSListener」サービス（デフォルト・リスナー名 LISTENERを使
用している場合のサービス名）、または「OracleHOME_NAMETNSListenerlsnr」（lsnr
は非デフォルト・リスナー名）を選択します。 

3. 「開始」をクリックしてサービスを開始します。

4. 「サービス」ウィンドウの「閉じる」をクリックします。

作業作業作業作業 4:  データベースの起動データベースの起動データベースの起動データベースの起動
SQL*Plusなどのツールを使用して、データベースを起動します。

1. 次のように入力して、データベースに接続せずに SQL*Plusを起動します。 

sqlplus /nolog

2. SYSDBAとして Oracleに接続します。 

SQL> connect username/password as sysdba

3. STARTUPコマンドを入力するときに、データベース名とパラメータ・ファイルのフ
ル・パスを指定します。 

SQL> startup database_name pfile=file

PFILEオプションを指定しない場合は、標準の初期化ファイルの場所が使用されます。
この場所は、UNIXプラットフォームでは $ORACLE_BASE/admin/db_
name/pfile/sid、Windows NTでは ORACLE_BASE¥admin¥db_name¥pfile¥sid
になります。データベース名を指定しない場合は、初期化ファイルに指定された DB_
NAMEパラメータの値が使用されます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  データベースの起動に関する詳細は、『Oracle8i管理者ガイ
ド』を参照してください。
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作業作業作業作業 5:  Oracle Connection Managerの起動の起動の起動の起動
Oracle Connection Managerをインストールし構成している場合、CMCTL制御ユーティリ
ティを使用して Oracle Connection Managerを起動します。 

1. コマンドラインから、次のように入力します。

CMCTL
CMCTL> start cman

CMCTLは、Oracle Connection Managerが正常に起動されたことを示すステータス・
メッセージを表示します。

2. CMCTLユーティリティを終了します。 次のように入力します。

CMCTL> exit

Windows NTの場合、Connection Managerはコントロール パネルからも起動できます。

1. 「コントロール パネル」ウィンドウの「サービス」アイコンをダブルクリックします。

2. Oracle Namesを使用している場合、使用可能な Oracle Names サーバーについての情報
を取得するために「OracleHOME_NAMECMAdmin」を選択し、「開始」をクリックし
ます。 Oracle Namesを使用していない場合、このサービスは起動しないでください。

サービスが起動します。

3. Oracle Connection Managerを起動するために「OracleHOME_NAMECMan」を選択
し、「開始」をクリックします。

サービスが起動します。

4. 「サービス」ウィンドウの「閉じる」をクリックします。

接続文字列の入力接続文字列の入力接続文字列の入力接続文字列の入力
ネットワーク・コンポーネントを起動すると、11-2ページ の「データベースへの接続」に
従ってネットワーク経由の接続を確立できます。 接続の確立方法は、第 6章「ネーミング・
メソッドの構成」で構成したネーミング・メソッドと、接続に使用するツールによって異な
ります。 

接続文字列は基本的に次のような形式になります。

CONNECT username/password@connect_identifier

接続識別子の構文特性接続識別子の構文特性接続識別子の構文特性接続識別子の構文特性
接続識別子に空白が含まれる場合は、引用符（' '）または二重引用符（" "）で囲む必要があ
ります。 次の例では、空白を含む接続識別子が引用符で囲まれています。
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データベースへの接続
CONNECT scott/tiger@'(description=(address=(protocol=tcp)(host=sales-server) 
(port=1521))(connect_data=(service_name=sales.us.acme.com)))'
CONNECT scott/tiger@'cn=sales, cn=OracleContext, dc=us, dc=acme, dc=com'

接続識別子の中で二重引用符（"）が使用されている場合は、引用符（'）で囲みます。 たとえ
ば、次のように指定します。

CONNECT scott/tiger@'sales@Good"Fast"Food.com' 

接続識別子の中で引用符（'）が使用されている場合は、二重引用符（"）で囲みます。 たとえ
ば、次のように指定します。

CONNECT scott/tiger@"cn=sales, cn=OracleContext, ou=Mary's Dept, o=acme" 

接続の開始接続の開始接続の開始接続の開始
Oracle Serverへの接続を開始する方法は多数あります。 一般的に使用される方法を次に示す
項で説明します。

� クライアントをテストするためのオペレーティング・システムからの接続

� クライアントをテストするためのツール・ログオン画面からの接続

� クライアントをテストするための 3GLからの接続

� Toolsの特殊コマンドによる接続

具体的な使用方法は、それぞれの方法によって多少の違いがあります。 ここでは、前述した
一般的な方法について簡単に説明します。 特定ツールで使用される方法については、その
ツールのユーザーズ・ガイドを参照してください。 

クライアントをテストするためのオペレーティング・システムからの接続クライアントをテストするためのオペレーティング・システムからの接続クライアントをテストするためのオペレーティング・システムからの接続クライアントをテストするためのオペレーティング・システムからの接続
コマンドラインからアプリケーションをデータベース・サーバーに接続させるための一般的
な書式を次に示します。 

tool username/password@net_service_name

sqlplus system/password@sales

ログオン時にパスワードを表示しないようにするには、コマンドラインでパスワード・パラ
メータを入力しないでおきます。 たとえば、次のように指定します。

sqlplus system@sales

パスワードの入力を求めるメッセージが表示されますが、画面上にパスワードは表示されま
せん。 
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ほとんどの Oracle Toolsは、オペレーティング・システムのコマンドラインを使用して接続
できますが、他の方法でも接続できます。

クライアントをテストするためのツール・ログオン画面からの接続クライアントをテストするためのツール・ログオン画面からの接続クライアントをテストするためのツール・ログオン画面からの接続クライアントをテストするためのツール・ログオン画面からの接続
一部のツールには、ログオンの代替形式としてログオン画面が用意されています。 ユーザー
がデータベース・サーバーにログオンするには、ツール・ログオン画面のユーザー名フィー
ルドにユーザー名とネット・サービス名（username@net_service_name）の両方を指定し、パ
スワード・フィールドに通常どおりにパスワードを入力します。 

クライアントをテストするためのクライアントをテストするためのクライアントをテストするためのクライアントをテストするための 3GLからの接続からの接続からの接続からの接続
3GLで作成されたアプリケーションでは、プログラムは次の構文でサーバーへの接続を確立
する必要があります。 

exec sql connect :username identified by :password 

この接続要求における :usernameおよび :passwordは 3GL変数です。これらの変数は、静的
あるいはユーザーからの入力によってプログラム内部に設定されます。 データベース・サー
バーに接続するとき、:username変数の値は次のような書式になります。 

username@net_service_name 

:password変数には、接続先データベース・アカウントのパスワードが入ります。 

Toolsの特殊コマンドによる接続の特殊コマンドによる接続の特殊コマンドによる接続の特殊コマンドによる接続
一部の Oracle Toolsには、そのツールが起動された後、ツールから離れずに代替ユーザー名
を使用してデータベースに接続できるコマンドがあります。 SQL*Plusでは、次の構文で
CONNECTコマンドを使用できます。 

SQL> CONNECT username/password@net_service_name 

たとえば、次のように指定します。 

SQL> CONNECT scott/tiger@serverx 

これは、オペレーティング・システムのプロンプトではなくツールのプロンプトに応答して
入力するという点以外は、オペレーティング・システムのコマンドラインを使用する方法と
同じです。 

他の Oracle Toolsでは、この説明とは異なる独自の機能やインタフェースに固有の方法が使
用されます。 たとえば、Oracle CDE Toolsでは、ログオン・ボタンとユーザー名およびパス
ワード、リモート・データベース IDフィールドがあるポップアップ・ウィンドウが使用さ
れます。 
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ネットワークのテストネットワークのテストネットワークのテストネットワークのテスト
ネットワークをテストする望ましい順序は、次のとおりです。 

1. 各 Oracle Names サーバー（ネットワーク・レイアウトに含まれている場合）を起動し、
テストします。

2. リスナーを個別に起動し、テストします。

3. 各 Oracle Connection Manager（ネットワーク・レイアウトに含まれている場合）を起
動し、テストします。

4. Serverでループバック・テストを行います。

5. クライアントで接続できるかどうかテストします。

この項の内容は、次のとおりです。

� Oracle Names サーバーのテスト

� Oracle Net8 Assistantまたは NAMESCTLユーティリティによるネットワーク・オブ
ジェクトのテスト

� リスナーのテスト

� Oracle Connection Managerのテスト

� サーバーでの構成のテスト

� クライアントからのネットワーク接続のテスト

Oracle Names サーバーのテストサーバーのテストサーバーのテストサーバーのテスト
Oracle Names サーバーをテストするには、NAMESCTL PINGコマンドを使用します。 例と
して、us.acmeドメインの Oracle Names サーバー labradorを PINGでテストする 2つ
の方法を示します。

NAMESCTLプロンプトから、次のように入力します。

NAMESCTL> ping labrador.us.acme

同じ PINGコマンドで複数の Oracle Names サーバーをテストすることもできます。 たとえ
ば、次のように指定します。

NAMESCTL> ping huey.uk.acme duey.uk.acme louie.uk.acme

Oracle Names サーバーに接触するためにかかる時間が出力され、肯定応答が戻ります。 
PINGが失敗した場合は、Oracle Names サーバーが起動していることを確認するか、構成し
た Oracle Names サーバー・アドレスを再確認します。 
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Oracle Net8 Assistantまたはまたはまたはまたは NAMESCTLユーティリティによるネットワーユーティリティによるネットワーユーティリティによるネットワーユーティリティによるネットワー
ク・オブジェクトのテストク・オブジェクトのテストク・オブジェクトのテストク・オブジェクトのテスト

Oracle Names サーバーに格納された情報は、QUERYコマンドで登録を確認するように問い
合せることができます。

QUERYコマンドを使用するには、Oracle Net8 Assistantか NAMESCTL制御ユーティリ
ティのどちらかを使用します。
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Oracle Net8 Assistantによる操作による操作による操作による操作 NAMESCTL制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

- UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binで netasst
を実行します。

- Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プ
ログラム」->「Oracle - HOME_NAME」->
「Network Administration」->「Net8 Assistant」を
選択します。

2. 「Oracle Names サーバー」フォルダをダブルクリッ
クします。

3. Oracle Names サーバーを選択します。 

4. ドロップダウン・リスト・ボックスから「Manage 
Data」を選択します。

5. 「Advanced」タブをクリックします。

6. 「Query」を選択します。

7. 「Name」フィールドに、問い合せるオブジェクトの
名前を入力します。

8. 必要に応じて、「Name」フィールドにオブジェクト
のタイプを入力します。

- A.SMD: ネット・サービス名のデータベース・
ネットワーク定義など、ネットワーク・アドレス

- CNAME.SMD: 別名

- DL.RDBMS.OMD: グローバル・データベース・リ
ンク

- DLCR.RDBMS.OMD: リンク修飾子

- NS.SMD: Oracle Names サーバーのアドレス。 
Oracle Names サーバー間で通信する際に使用する
システム・データ。

- V1ADD.NPO.OMD: SQL*Netバージョン 1の接続
文字列

9. 「Execute」を選択します。

10. 「File」メニューから「Save Network 
Configuration」を選択します。

11. 「File」メニューから「Exit」を選択し、Net8 
Assistantアプリケーションを終了します。

Oracle Names サーバーが管理領域に配置されている場
合、Oracle Names サーバーに別名を作成して登録しま
す。

全データを表示するには、次のように入力します。

NAMESCTL
NAMESCTL> query name *

取り出す情報のタイプも指定できます。 一般的なオブ
ジェクトのタイプは次のとおりです。

- A.SMD: ネット・サービス名のデータベース・ネット
ワーク定義など、ネットワーク・アドレス

- CNAME.SMD: 別名

- DL.RDBMS.OMD: グローバル・データベース・リンク

- DLCR.RDBMS.OMD: リンク修飾子

- NS.SMD: Oracle Names サーバーのアドレス。 Oracle 
Names サーバー間で通信する際に使用するシステム・
データ。

- V1ADD.NPO.OMD: SQL*Netバージョン 1の接続文字
列

ネット・サービス名のデータベース・アドレスを表示す
るには、次のように入力します。

NAMESCTL
NAMESCTL> query name a.smd

次の例は、ネット・サービス名 salesへの問合せです。

NAMESCTL
NAMESCTL> query sales a.smd

QUERYコマンドは、トランザクションに要した時間と
ネットワーク・オブジェクトに関する情報を戻します。
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リスナーのテストリスナーのテストリスナーのテストリスナーのテスト
リスナーをテストするには、そのリスナーによって制御されるアクティブ・データベースに
対してクライアントから接続を開始します。テストの手順は 11-13ページの「サーバーでの
構成のテスト」で説明します。

Oracle Connection Managerのテストのテストのテストのテスト
Oracle Connection Managerをテストするには、ソース・ルート・アドレスが作成されたア
クティブなデータベースに対して、クライアントから接続を開始します。

サーバーでの構成のテストサーバーでの構成のテストサーバーでの構成のテストサーバーでの構成のテスト
ネットワークを構成し終えると、サーバーでループバック・テスト（ループバック・テスト（ループバック・テスト（ループバック・テスト（loopback test））））を実行
して、構成をテストします。 

ループバック・テストでは、Net8を使用してサーバーからプロセス間通信（IPC）を利用せ
ずにサーバー自体に戻ります。 ループバックが正常に終了すると、Net8がサーバー側で機能
していることが確認できます。

ループバック・テストを実行するには、Net8 Assistantを使用します。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

� UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから netasstを実行します。

� Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ナビゲータで、「Directory」または「Local」->「Service Naming」を展開します。

3. ネット・サービス名またはデータベース・サービスを選択します。

4. 「Command」->「Test Net Service」を選択します。 

このテストでは、データベースとリスナーが実行されている必要があります。 リスナー
が実行されていない場合は、11-2ページの「Net8制御ユーティリティの使用」を参照
してコンポーネントを起動してください。

テストが正常に終了すると、「Connect Test」ダイアログ・ボックスに次のメッセージが
表示されます。
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テストが正常終了しなかった場合は、次の処置を行ってください。

� データベースとリスナーが実行されていることを確認し、「Test」をクリックしま
す。

� 「Change Login」をクリックして接続に使用するユーザー名とパスワードを変更し、
「Test」をクリックします。

5. 「Close」をクリックして「Connect Test」ダイアログ・ボックスを閉じます。

クライアントからのネットワーク接続のテストクライアントからのネットワーク接続のテストクライアントからのネットワーク接続のテストクライアントからのネットワーク接続のテスト
ネットワーク内でいくつかの異なるクライアントをテストするには、11-7ページの「接続文
字列の入力」にある手順に従って、それらの各クライアントからサーバーに接続を開始しま
す。

また、Net8にはネットワーク接続を容易に評価するために、次のツールがあります。

� TNSPINGユーティリティ

� TRCROUTEユーティリティ

� Oracle Net8 Assistant

TNSPINGユーティリティユーティリティユーティリティユーティリティ
TNSPINGは、Net8ネットワーク上のサービス（Oracleデータベースまたは Oracle Names 
サーバー、その他の Oracleサービスなど）に正常に到達できるかどうかを判断するための
ユーティリティです。
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TNSPINGを使用してクライアントからサーバーに（または、あるサーバーから別のサー
バーに）正常に接続できた場合は、Net8サービスに到達するために必要な往復時間（ミリ
秒単位）の概算が表示されます。

接続に失敗した場合は、発生したエラーを記述するメッセージが表示されます。 これによっ
て、データベース接続に対するオーバーヘッドなしで発生中のネットワーク・エラーを参照
できます。

TNSPINGの使用の使用の使用の使用  次のような手順で、TNSPINGユーティリティを呼び出します。

tnsping net_service_name [count]

� net service name: tnsnames.oraファイル、または NISや DCEの CDSなどのネーム・
サービスに存在する名前にしてください。

� count（オプション）: プログラムがサーバーへの到達を試行する回数を指定します。 

指定されたサービス名がデータベース名の場合、TNSPINGは、該当するリスナーへの接触
を試行します。 データベース自体が実行されているかどうかは、事実上判別されません。 
データベースへの接続を行うには、SQL*Plusを使用します。

この後、TNSPINGの例をいくつか示します。 

データベースへの到達データベースへの到達データベースへの到達データベースへの到達  spotdbというネット・サービス名を使用してデータベースに接続す
るには、次のように入力します。

tnsping spotdb

これによって、次のメッセージが出力されます。

TNS Ping Utility for SunOS: 
Copyright (c) Oracle Corporation 1998.  All rights reserved.
Attempting to contact 
(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=spot)(PORT=1521)) 
OK (50msec)

TNSPINGを 10回試行して、stprdデータベースに接続できるかどうかを判断するには、
次のコマンドを使用します。 

tnsping stprd 10

注意注意注意注意 : プラットフォームによってインタフェースが異なる場合がありま
すが、プログラムは同じ引数を受け入れられます。 TNSPINGを実行する
と、正しいインタフェース要件が表示されます。
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このコマンドによって、次のメッセージが出力されます。 

TNS Ping Utility for SunOS: 
Copyright (c) Oracle Corporation 1998. All rights reserved. 
Attempting to contact (ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=spot)(PORT=1521))
OK (290 msec)
OK (100 msec)
OK (70 msec)
OK (70 msec)
OK (60 msec)
OK (70 msec)
OK (70 msec)
OK (80 msec)
OK (180 msec
OK (340 msec)

無効なネット・サービス名無効なネット・サービス名無効なネット・サービス名無効なネット・サービス名  無効なネット・サービス名への接続を試行する TNSPINGの例
を次に示します。 

tnsping bad_db

この試行では、次のメッセージが出力されます。 

TNS Ping Utility for SunOS:
Copyright (c) Oracle Corporation 1998.  All rights reserved.
TNS-03505: Failed to resolve name

リスナーのない有効なネット・サービス名リスナーのない有効なネット・サービス名リスナーのない有効なネット・サービス名リスナーのない有効なネット・サービス名  次に、名前は有効であるが、アドレスに変換す
るためのリスナーが配置されていない（たとえば、リスナーが起動されていない）場合の
TNSPINGの使用例を示します。 

tnsping testing

次のメッセージが戻ります。 

TNS Ping Utility for SunOS:
Copyright (c) Oracle Corporation 1998.  All rights reserved.
Attempting to contact (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=spot)(PORT=1521))
TNS-12541: TNS:no listener 

Oracle Names サーバーへの到達サーバーへの到達サーバーへの到達サーバーへの到達  Oracle Names サーバーに到達できるかどうかをチェックす
るには、次のように Net8アドレスを使用してコマンドを入力します。 

tnsping (address=(protocol=tcp)(host=fido)(port=1575))

次のようなメッセージがユーザーに戻されます。 
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TNS Ping Utility for SunOS: 
Copyright (c) Oracle Corporation 1998. All rights reserved. 
Attempting to contact (ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=fido)(PORT=1575))
OK (70 msec) 

TRCROUTEユーティリティユーティリティユーティリティユーティリティ
管理者は、Trace Route ユーティリティ（TRCROUTE）を使用して、クライアントからサー
バーへのパスまたはルートを知ることができます。 TRCROUTEは、問題に遭遇すると、1つ
のエラーではなくエラー・スタックをクライアントに戻します。 これらの追加エラー・メッ
セージによって、トラブルシューティングが簡単になります。

TRCROUTEは、特殊な種類の接続パケットとして送信される点で TNSPINGとは異なりま
す。 接続先に向かって移動するとき、TRCROUTE接続パケットは、経由するすべてのノー
ドの TNSアドレスを収集します。 エラーが発生した場合、TRCROUTEは、エラーの発生場
所を示すエラー情報を収集します。 Trace Route Utilityは、収集した情報をクライアント画
面に表示します。 TRCROUTEの出力は、ファイルにリダイレクトして印刷することもでき
ます。

要件要件要件要件  Trace Routeは、Net8と SQL*Netバージョン 2.3以降でのみ動作します。 クライアント
からサーバーへのルートに沿ったすべてのノードは、SQL*Netバージョン 2.3以降を使用す
る必要があります。 パス上に 2.3より前のノードがある場合は、次のエラーが表示されます。

TNS-03603: SQL*Netの2.3以前のバージョンのノードに直面しました。

TRCROUTEは、パス上のどのノードに問題があるかを示します。 

パフォーマンスへの影響パフォーマンスへの影響パフォーマンスへの影響パフォーマンスへの影響  Trace Route Utilityは、最小限のリソースを使用します。 これは、
特殊な接続パケットの接続データから情報を収集します。標準的な接続パケットには作用し
ません。 

TRCROUTEは、サーバーに作用しません。 TRCROUTE接続パケットの受信と処理はリス
ナーが行います。 これは、拒絶パケットの中に情報を入れることでクライアントに情報を戻
します。 サーバーは、新しいプロセスを起動したり、ダミー接続を処理する必要はありませ
ん。

TRCROUTEの使用の使用の使用の使用  TRCROUTEを呼び出すには、コマンドラインから次のように入力しま
す。

trcroute net_service_name

次に、トレース・ルートの出力例を 2つ示します。

例 11-1は、Trace Routeパケットがクライアントからリスナーに正常に送信されたことを示
します。
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例例例例 11-1  正常な正常な正常な正常な Trace Route

%trcroute tcp_direct
Trace Route Utility for Solaris:
Copyright (c) Oracle Corporation 1998.  All rights reserved.

Route of TRCROUTE:------------------
Node: Client            Time and address of entry into node:
-------------------------------------------------------------
01-DEC-98 13:26:36 ADDRESS= PROTOCOL=TCP  Host=shining-sun  Port=1581
Node: Server            Time and address of entry into node:
-------------------------------------------------------------
01-DEC-98 13:27:20 ADDRESS= PROTOCOL=TCP  Host=setting-sun  Port=1521

例 11-2は、リスナーが起動していないため、Trace Routeパケットがそのリスナーへの到達
に失敗したことを示します。

例例例例 11-2  エラーの発生したエラーの発生したエラーの発生したエラーの発生した Trace Route

% trcroute tcp_direct
Trace Route Utility for SVR4:
Copyright (c) Oracle Corporation 1998.  All rights reserved.

Route of TRCROUTE:------------------
Node: Client            Time and address of entry into node:
-------------------------------------------------------------
01-DEC-98 11:12:34 ADDRESS= PROTOCOL=TCP  Host=shining-sun  Port=1581
TNS-12224: TNS:リスナーがありません。
TNS-12541: TNS:リスナーがありません。
TNS-12560: TNS:プロトコル・アダプタ・エラー
TNS-03601: ルート情報の収集に失敗しました。

Oracle Net8 Assistant
クライアント・マシンの接続性を検証するには、Net8 Assistantを使用します。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

� UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから netasstを実行します。

� Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ナビゲータで、「Directory」または「Local」->「Service Naming」を展開します。

3. ネット・サービス名またはデータベース・サービスを選択します。

4. 「Command」->「Test Net Service」を選択します。 
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このテストでは、データベースとリスナーが実行されている必要があります。 リスナー
が実行されていない場合は、11-2ページの「Net8制御ユーティリティの使用」を参照
してコンポーネントを起動してください。

テストが正常に終了すると、「Connect Test」ダイアログ・ボックスに次のメッセージが
表示されます。

テストが正常終了しなかった場合は、次の処置を行ってください。

� データベースとリスナーが実行されていることを確認し、「Test」をクリックしま
す。

� 「Change Login」をクリックして接続に使用するユーザー名とパスワードを変更し、
「Test」をクリックします。

5. 「Close」をクリックして「Connect Test」ダイアログ・ボックスを閉じます。
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トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング

Net8には、ログ・ファイルとトレース・ファイルを使用してネットワーク上の問題点を理
解して解決する方法があります。 これらのファイルは、エラーが発生すると、ネットワー
ク・コンポーネント間の対話を追跡し記録します。 この情報を評価すると、非常に複雑な
ネットワーク上の問題点でも容易に診断してトラブルシューティングできます。

この章では、一般的なネットワーク・エラーとそれらのエラーを解決する手順について説明
します。 また、さらに複雑なネットワーク上の問題点を診断してトラブルシューティングす
るためにエラー情報をロギングしてトレースする方法についても説明します。 内容は次のと
おりです。

� Net8の診断

� 一般的なエラー・メッセージの解決

� フィールドからのトラブルシューティングのヒント

� ログ・ファイルとトレース・ファイルを使用したネットワーク上の問題点のトラブル
シューティング

� エラー情報のロギング

� エラー情報のトレース

� オラクル社カスタマ・サポート・センターへの連絡
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Net8の診断
Net8の診断の診断の診断の診断
Net8のインストールと構成を終了し、基本的な peer-to-peer（単一プロトコル・ネットワー
ク）接続を確立しようとして ORA ERRORが戻された場合は、この項を参考にして問題の
原因を診断してください。 

基底にあるエラーが Net8によりエラー番号やエラー・メッセージで報告されますが、これ
らは実際の問題を指しているとは限りません。 この項は、Net8の正常に機能する部分と機能
していない部分を切り分けるのに役立ちます。 また、エラーが次のどの項目に属するかを判
断するのに役立ちます。 

� Oracleソフトウェア

� オペレーティング・システム・レイヤー

� その他のネットワーク・レイヤー

ほとんどの場合、各種ネットワーク・レイヤーを順にテストすることで問題を発見できま
す。

サーバーの診断サーバーの診断サーバーの診断サーバーの診断
チェック項目は次のとおりです。 （この項の指示に従うにはサーバー管理者の助けが必要に
なることもあります）。

� 他のシステム（ワークステーション /サーバー）は Net8を使用してサーバーに接続でき
ます。

� サーバー、データベースまたはリスナーの構成は、しばらくの間変更されていません。

上の質問に 1つでも当てはまる場合は、この項をスキップして 12-3ページの「クライアント
の診断」に進んでください。

不明な場合、またはいずれにも当てはまらない場合、このまま続けてください。 

サーバー上の Net8を診断するには次の作業を行います。

� 作業 1: データベースの実行状態の確認

� 作業 2: ループバック・テストの実行

作業作業作業作業 1:  データベースの実行状態の確認データベースの実行状態の確認データベースの実行状態の確認データベースの実行状態の確認
データベースが稼働していることを確認するには、次の手順を実行します。

有効なユーザー名とパスワードを使用してデータベースにログインし、接続します。 たとえ
ば、次のように指定します。   

sqlplus system/manager 

データベースに接続していることを確認するメッセージが表示されます。 次のエラーが表示
される場合は、データベース管理者に連絡してください。
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Net8の診断
� ORA-01017: ユーザー名 /パスワードが無効です。ログオンは拒否されました。

� ORA-01034: ORACLEは使用できません。

作業作業作業作業 2:  ループバック・テストの実行ループバック・テストの実行ループバック・テストの実行ループバック・テストの実行
サーバーからデータベースへのループバック・テスト（ループバック・テスト（ループバック・テスト（ループバック・テスト（loopback test））））を実行するには、次
の手順に従います。

1. listener.ora、tnsnames.oraおよび sqlnet.oraの各ファイルが、UNIXでは
$ORACLE_HOME/network/admin、Windows NTでは ORACLE_
HOME¥network¥adminにあることを確認します。 

構成ファイルの検索順序は次のとおりです。

a. アプリケーションが実行される現行の作業ディレクトリ

b. TNS_ADMIN環境変数

Windows NTで TNS_ADMINが環境変数として定義されていない場合は、レジス
トリに設定されている可能性があります。

c. TNS_ADMINが定義されていない場合、UNIXでは $ORACLE_
HOME/network/admin、Windowsプラットフォームでは ORACLE_
HOME¥network¥admin

2. ループバック・テストを実行するには、11-13ページの「サーバーでの構成のテスト」
にある手順に従います。

� ループバック・テストでエラーが発生する場合、次の手順に進みます。 

� ループバック・テストが正常に終了する場合は、「クライアントの診断」に進みま
す。

3. 発生したエラーに関する詳細情報は、データベースの問題および解決データベースの問題および解決データベースの問題および解決データベースの問題および解決を行うWebサイ
ト http://support.oracle.comを確認するか、オラクル社カスタマ・サポート・
センターに連絡してください。 

クライアントの診断クライアントの診断クライアントの診断クライアントの診断
この時点で、次の最低 1項目が確認されているので、Net8サーバー側のリスナーは正常に
機能していることになります。 

� ネットワークが機能していることを示すサーバーでのループバック・テストが正常終了
した

� 他のマシンは Net8を使用して同じデータベースに接続している 

� このマシンに変更を加える（新たな製品のインストールやネットワーク構成の変更な
ど）前は、このワークステーションからの接続が機能していた

クライアントの診断を行うには、次の手順に従います。
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Net8の診断
1. サーバーにインストールされているのと同じ Oracleプロトコルがインストールされて
いることを確認します。 

UNIXの場合、adaptersプログラムを実行することで、このことを確認できます。 
$ORACLE_HOME/binで adaptersを実行します。

次のような出力が表示されます。

Installed Net8 Tranport Protocols are:

    IPC
    TCP/IP
    BEQueath
    SSL
    RAW
...

2. 基底にあるネットワーク・トランスポートの基本的な接続性を確認します。 Net8テクノ
ロジを使用して正常に接続できるかどうかは、基底のネットワークに依存します。 

3. Net8クライアントと適切なプロトコルの両方が存在することを確認するために、すべ
ての Net8ソフトウェアがインストールされていることを確認します。 

4. クライアント・マシンで、tnsnames.oraおよび sqlnet.oraファイルが UNIXでは
$ORACLE_HOME/network/admin、Windowsプラットフォームでは ORACLE_
HOME¥network¥adminにあることを確認します。 

プロトコルプロトコルプロトコルプロトコル 確認方法確認方法確認方法確認方法

TCP/IP ワークステーションから、リスナーやデータベースが配置されて
いるサーバーに対して、ファイル転送やターミナル・エミュレー
ション・ユーティリティ（FTP、TELNETおよび PING）を使用
します。 

SPX � データベースを実行しているマシンに Netwareログインを実
行する 

� ネットワーク上のドライブをマップできること、または Print 
Serversや File Serversなどのその他の Novellサービスを使
用できることを確認する 

� SPXネットワーク上のNovell ServerやNovell File Serverから
DISPLAY SERVERSコマンドを発行して、リスナー・サービ
スがブロードキャストを実行していることを確認する

Named Pipes � マイクロソフト・ネットワーク上のその他のコンピュータや
サーバーを確認する 

� マイクロソフト・ネットワーク内のドライブを共有できるこ
とを確認する 
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一般的なエラー・メッセージの解決
sqlnet.oraおよび tnsnames.oraの検索順序は次のとおりです。

a. アプリケーションが実行される現行の作業ディレクトリ

b. TNS_ADMIN環境変数

Windows NTで TNS_ADMIN環境変数が変数として定義されていない場合は、レ
ジストリに設定されている可能性があります。

c. TNS_ADMINが定義されていない場合、UNIXでは $ORACLE_
HOME/network/admin、Windowsプラットフォームでは ORACLE_
HOME¥network¥admin

選択した Oracleデータベースに Net8を使用して接続している他の稼働中のクライアン
ト・マシンがある場合は、既存のファイルのバックアップをとって、稼働中のマシンの
tnsnames.oraファイルと sqlnet.ora ファイルを稼働していないクライアント・
ワークステーションにコピーします。 これにより、ファイルにエラーが含まれている可
能性が排除されます。

5. 11-14ページの「クライアントからのネットワーク接続のテスト」に従って、Net8レイ
ヤーをテストします。

6. それでも接続がうまくいかない場合、次の作業を行います。

� 12-12ページの項「ログ・ファイルとトレース・ファイルを使用したネットワーク
上の問題点のトラブルシューティング」に従って、トレースを使用します。

� データベースの問題および解決データベースの問題および解決データベースの問題および解決データベースの問題および解決を行うWebサイト
http://support.oracle.comで、発生したエラーに関する診断情報を確認しま
す。

� オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡します。 

一般的なエラー・メッセージの解決一般的なエラー・メッセージの解決一般的なエラー・メッセージの解決一般的なエラー・メッセージの解決
ネットワーク通信が複雑であるため、様々な理由で各種ソースからネットワーク・エラーが
発生する場合があります。 エラーが発生した場合、SQL*Plusや SQL*Formsなどのアプリ
ケーション（Net8からのネットワーク・サービスに依存しています）には、通常、エラー・
メッセージが発生します。

次のリストは、最も一般的なネットワーク・エラー・メッセージです。

注意注意注意注意 : TNSPINGは使用しないでください。 TNSPINGは TCP/IP PING
ユーティリティと同様に機能し、ソケットの作成やオープンは行われず、
リスナーとも接続しません。 これで確認できるのは、リスナーがサーバー
側に存在することのみです。
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一般的なエラー・メッセージの解決
� ORA-12154: TNS:サービス名を解決できませんでした。

� ORA-12198: TNS:接続先へのパスが見つかりませんでした。

� ORA-12203: TNS:接続先に接続できません。

� ORA-12224: TNS:リスナーがありません。

� ORA-12533: TNS: ADDRESSパラメータが不正です。

� ORA-12545: 接続に失敗しました。ターゲット・ホストまたはオブジェクトが存在し
ません。

� ORA-12560: TNS:プロトコル・アダプタ・エラー

� ORA-03113: 通信チャネルでファイルの終わりが検出されました。

� ORA-03121: インタフェース・ドライバが接続されていないため関数は実行されませ
ん。

次の表は、各ネットワーク・エラーと、それらのエラーをトラブルシューティングする手順を示したものです。

エラー番号エラー番号エラー番号エラー番号 : メッセージメッセージメッセージメッセージ 説明説明説明説明 /トラブルシューティングの手順トラブルシューティングの手順トラブルシューティングの手順トラブルシューティングの手順

ORA-12154: TNS:サービ
ス名を解決できませんでし
た。

原因原因原因原因 :  Net8が tnsnames.ora構成ファイルに指定されたネット・サービス名を検出
できません。

処置処置処置処置 : 

1. tnsnames.oraファイルが存在することを確認します。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 構成ファイルの場所に関する情報は、12-3ページの「クライアントの
診断」の手順 4（12-4ページ）を参照してください。

2. tnsnames.oraファイルのコピーが存在しないことを確認します。

3. 接続文字列で指定したネット・サービス名が tnsnames.oraファイルの接続記
述子にマップされていることを確認します。 

4. sqlnet.oraファイルのコピーが存在しないことを確認します。

5. ドメイン名を使用している場合は、sqlnet.oraファイルに
NAMES.DEFAULT_DOMAINパラメータがあることを確認します。 このパラ
メータが存在しない場合は、接続文字列にドメイン名を指定する必要があります。

ドメイン名を使用しておらず、このパラメータが存在する場合は、このパラメー
タを削除するか、またはコメントにして使用禁止にします。

6. ログイン・ダイアログ・ボックスから接続する場合は、接続するネット・サービ
ス名の前に @記号を付けていないことを確認します。

7. クライアントのトレースをオンにして、操作を再度実行します。 
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一般的なエラー・メッセージの解決
ORA-12198: TNS:接続先
へのパスが見つかりません
でした。

ORA-12203: TNS:接続先
に接続できません。

原因原因原因原因 :  クライアントが目的のデータベースを見つけられません。

処置処置処置処置 : 

1. 到達するネット・サービス名を正しく入力したかどうかを確認します。

2. tnsnames.oraファイルの接続記述子に指定したネット・サービス名
ADDRESSSパラメータが正しいかどうかを確認します。

3. tnsnames.oraファイルが正しいディレクトリに格納されていることを確認しま
す。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 構成ファイルの場所に関する情報は、12-3ページの「クライアントの
診断」の手順 4（12-4ページ）を参照してください。

4. リモート・ノード上のリスナーが起動し、動作していることを確認します。 次の
ように入力します。

lsnrctl

lsnrctl> status listener_name

listener_nameは、listener.oraファイルに定義されたリスナー名を表します。 
LISTENERという名前のデフォルトのリスナーを使用している場合は、リスナー
を識別する必要はありません。

リスナーが実行中でないことが出力により示される場合、次のコマンドでリス
ナーを起動します。

lsnrctl> start listener_name

5. ログイン・ボックスから接続する場合は、接続するネット・サービス名の前に @
記号を付けていないことを確認します。

エラー番号エラー番号エラー番号エラー番号 : メッセージメッセージメッセージメッセージ 説明説明説明説明 /トラブルシューティングの手順トラブルシューティングの手順トラブルシューティングの手順トラブルシューティングの手順
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一般的なエラー・メッセージの解決
ORA-12203: TNS:接続先
に接続できません。

ORA-12203エラーは総合的なエラーで、2次的なエラーを含んでいる場合があります。 
このため、2次的な ORAメッセージがあるかを最新の sqlnet.logファイルで確認し
ます。 このログ・ファイルを解析して 2次的なエラーがないことが判明した場合、次
のいずれかが問題の原因である可能性があります。

原因原因原因原因 :  選択したネットワーク・プロトコルには適切でない Oracleプロトコルがインス
トールされています。 プロトコル・サポート・ドライバが欠落している場合、通常は
sqlnet.logまたはクライアント・トレース・ファイルに次のエラーが作成されま
す。 

� ORA-12203

� ORA-12538

� ORA-00508

処置処置処置処置 :  適切な Oracleプロトコルがインストールされていることを確認します。 UNIX
の場合、adaptersプログラムを実行することで、このことを確認できます。 
$ORACLE_HOME/binで adaptersを実行します。

次のように出力されます。

Installed Net8 Tranport Protocols are:

    IPC
    TCP/IP
    BEQueath
    SSL
    RAW
...

ORA-12203続き 原因原因原因原因 :  接続文字列に無効なネット・サービス名が指定されています。 

処置処置処置処置 : 接続文字列に指定されたネット・サービス名が tnsnames.oraファイルに存在
すること、およびそのネット・サービス名の ADDRESS情報が有効であることを確認
します。 チェック項目は次のとおりです。

�  HOST名や SERVICE名は正しいこと 

�  指定した PORTは正しいこと 

エラー番号エラー番号エラー番号エラー番号 : メッセージメッセージメッセージメッセージ 説明説明説明説明 /トラブルシューティングの手順トラブルシューティングの手順トラブルシューティングの手順トラブルシューティングの手順
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一般的なエラー・メッセージの解決
ORA-12203続き 原因原因原因原因 :  Net8は tnsnames.oraファイルに指定された接続記述子を検索できません。   

処置処置処置処置 : データベースが稼働していることを確認してから、次の作業を行います。   

1. リスナーが実行中であることを確認します。 次のように入力します。

lsnrctl

lsnrctl> status listener_name

listener_nameは、listener.oraファイルに定義されたリスナー名を表します。 
LISTENERという名前のデフォルトのリスナーを使用している場合は、リスナー
を識別する必要はありません。

リスナーが実行中でないことが出力により示される場合、次のコマンドでリス
ナーを起動します。

lsnrctl> start listener_name

2. tnsnames.oraファイルが正しい場所にあることを確認します。 構成ファイルの
場所に関する情報は、12-3ページの「クライアントの診断」の手順 4（12-4ペー
ジ）を参照してください。

ORA-12203続き 原因原因原因原因 :  接続先システムのリスナーがリスニングしていません。 

処置処置処置処置 :リモート・システムのリスナーが稼動中であることを確認します。 次のように入
力します。

lsnrctl
lsnrctl> status listener_name

listener_nameは、listener.oraファイルに定義されたリスナー名を表します。 
LISTENERという名前のデフォルトのリスナーを使用している場合は、リスナーを識
別する必要はありません。

リスナーが実行中でないことが出力により示される場合、次のコマンドでリスナーを
起動します。

lsnrctl> start listener_name

ORA-12203続き 原因原因原因原因 :  基底のネットワーク・トランスポートに問題があります。 

処置処置処置処置 :使用するネットワーク・プロトコルに供給されているユーティリティで、プロ
トコル自体が機能していることを確認します。 たとえば、TCP/IPの場合、リモート・
システムに対して PINGを実行します。 

ORA-12203続き 原因原因原因原因 :  tnsnames.oraファイルが適切なディレクトリに配置されていません。 

処置処置処置処置 : tnsnames.oraファイルが正しい場所にあることを確認します。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 構成ファイルの場所に関する情報は、12-3ページの「クライアントの診断」
の手順 4（12-4ページ）を参照してください。

エラー番号エラー番号エラー番号エラー番号 : メッセージメッセージメッセージメッセージ 説明説明説明説明 /トラブルシューティングの手順トラブルシューティングの手順トラブルシューティングの手順トラブルシューティングの手順
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一般的なエラー・メッセージの解決
ORA-12203続き 原因原因原因原因 :  TCP/IPアドレスの（HOST=server_name）パラメータまたは SPXの
（SERVICE=tns_application）パラメータがクライアント・マシンとサーバー・マシンと
で一致していません。

処置処置処置処置 :これらのパラメータの値がサーバーとクライアントで同じであることを確認し
ます。 

TCP/IPセットアップの場合は、サーバーの listener.oraファイルの HOSTパラ
メータとクライアントの tnsnames.oraファイルのHOSTパラメータが、同じ名前
か、各システムで同一の IPアドレスに変換される名前を示していることを確認しま
す。 これは特に、サーバーが複数の IPアドレスを持ち、それぞれがサーバー上の各種
ネットワーク・インタフェースに割り当てられている場合に重要です。 

SPXセットアップの場合、名前がサーバー・マシンとクライアント・マシンで同じで
ある必要があります。 

ORA-12224: TNS:リス
ナーがありません。

原因原因原因原因 :  リスナーが実行されていないため、接続要求を完了できません。

処置処置処置処置 : 

1. 指定した接続先アドレスが、リスナーで使用されているアドレスの 1つと一致し
ていることを確認します。

2. このエラーが、バージョンの互換性に起因する問題でないかどうかを確認します。

ORA-12533: TNS: 
ADDRESSパラメータが不正
です。

原因原因原因原因 :  tnsnames.oraファイルにおいて、指定された接続記述子の ADDRESSセク
ションにあるプロトコル固有パラメータが正しくありません。

処置処置処置処置 :  正しいプロトコル構文の詳細は、B-2ページの「プロトコルのパラメータ」を
参照してください。

ORA-12545: 接続に失敗し
ました。ターゲット・ホス
トまたはオブジェクトが存
在しません。

原因原因原因原因 :  リモート・ノード上のリスナーに接続できません。

処置処置処置処置 : 

1. tnsnames.oraファイルおよび listener.oraファイル内の ADDRESSが正し
いかどうかを確認します。

2. リモート・ノード上のリスナーが起動されたことを確認します。 次のように入力
します。

lsnrctl

lsnrctl> status listener_name

listener_nameは、listener.oraファイルに定義されたリスナー名を表します。 
LISTENERという名前のデフォルトのリスナーを使用している場合は、リスナー
を識別する必要はありません。

リスナーが実行中でないことが出力により示される場合、次のコマンドでリス
ナーを起動します。

lsnrctl> start listener_name

エラー番号エラー番号エラー番号エラー番号 : メッセージメッセージメッセージメッセージ 説明説明説明説明 /トラブルシューティングの手順トラブルシューティングの手順トラブルシューティングの手順トラブルシューティングの手順
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フィールドからのトラブルシューティングのヒント
フィールドからのトラブルシューティングのヒントフィールドからのトラブルシューティングのヒントフィールドからのトラブルシューティングのヒントフィールドからのトラブルシューティングのヒント
ネットワークの問題の診断に困ったときは、次のヒントが参考になることがあります。 

� 構成中はサーバー・マシン名ではなくノードやネットワーク・アドレスを使用する構成中はサーバー・マシン名ではなくノードやネットワーク・アドレスを使用する構成中はサーバー・マシン名ではなくノードやネットワーク・アドレスを使用する構成中はサーバー・マシン名ではなくノードやネットワーク・アドレスを使用する - こ
れにより内部的な検索の問題が除去され、接続がやや高速になります。 

TCP/IP - TCP/IPアドレスのホスト名ではなく、198.32.3.5のようなインターネット・
アドレスを使用します。 たとえば、tnsnames.oraファイルの（HOST =server_name）
行を（HOST=198.32.3.5）のようにインターネット・アドレスに変更します。

� SPX接続の問題を考慮する接続の問題を考慮する接続の問題を考慮する接続の問題を考慮する - リモート・リスナーでの接続を要求するワークステーショ
ンは、まず NetWare IPXネットワークでの SPXサービスのロケーションを認識する必
要があります。 

クライアント・ワークステーションは、SPXサービスの検索要求を発行します。 サービ
スが見つからない場合、ワークステーションにエラーが戻されます。

� ループバック・テストを実行するループバック・テストを実行するループバック・テストを実行するループバック・テストを実行する - 11-13ページの「サーバーでの構成のテスト」に従っ
て、サーバーでループバック・テストを実行します。 テストが正常に終了する場合は、

ORA-12560: TNS:プロト
コル・アダプタ・エラー

原因原因原因原因 :  リスナーが、ユーザーをデータベース・サーバーに接続するプロセスの起動に
失敗した。

処置処置処置処置 : 

1. トレースをオンにして、操作を再度実行します。

2. 問題を診断するために、トレース・ファイルの内容を検証します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  12-28ページの「エラー情報のトレース」を参照してください。

ORA-03113: 通信チャネル
でファイルの終わりが検出
されました。

原因原因原因原因 :  通信チャネル上で、予測しなかったファイルの終わりが処理された。 これは、
通信リンクが少なくとも一時的にダウンした可能性があることを示す場合があります。
また、サーバーがダウンしていることを示す場合もあります。

処置処置処置処置 :  サーバーのログとトレースをチェックしてください。

ORA-03121: インタフェー
ス・ドライバが接続されて
いないため関数は実行され
ません。

原因原因原因原因 : 接続文字列で使用される SQL*Netバージョン 1の接頭辞に誤りがあります。 

処置処置処置処置 : 接続文字列では次の接頭辞は使用しないでください。

� T:

� X:

� P:

原因原因原因原因 : ローカル Oracleデータベースがインストールされていないクライアント・マシ
ンでユーザー名とパスワードのみが指定された。

処置処置処置処置 : 接続文字列を指定します。

エラー番号エラー番号エラー番号エラー番号 : メッセージメッセージメッセージメッセージ 説明説明説明説明 /トラブルシューティングの手順トラブルシューティングの手順トラブルシューティングの手順トラブルシューティングの手順
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ログ・ファイルとトレース・ファイルを使用したネットワーク上の問題点のトラブルシューティング
FTPを使用して tnsnames.oraファイルと sqlnet.oraファイルをクライアントに転
送します。   

� 作業マシンとサーバーの間をチェックする作業マシンとサーバーの間をチェックする作業マシンとサーバーの間をチェックする作業マシンとサーバーの間をチェックする - ワイド・エリア・ネットワーク（WAN）
の場合、すべての中間システムが正常に機能していることを確認します。 すべてのマシ
ンが正常である場合、タイミングに問題がある可能性があります。

� タイミングに問題がないかどうかを確認するタイミングに問題がないかどうかを確認するタイミングに問題がないかどうかを確認するタイミングに問題がないかどうかを確認する - タイミングの問題は、クライアント・ロ
グ・ファイルの ORA-12203、ORA-12535または ORA-12547のエラーに関係します。 

この問題を解決するには、名前ではなく正確なアドレスを使用して接続のスピード・
アップを図り、listener.oraファイルの CONNECT_TIMEOUT_listener_nameパラ
メータの値を増やします。 このパラメータのデフォルト値は 10秒です。 

� どのどのどのどの Oracleアプリケーションでエラーが発生しているかを判断するアプリケーションでエラーが発生しているかを判断するアプリケーションでエラーが発生しているかを判断するアプリケーションでエラーが発生しているかを判断する - SQL*Plusは機能
していても、CASEツールが機能していない可能性があります。 データ量に問題がある
ことが判明した場合、基本的な接続を使用してサイズの大きい（5MB）ファイルを転送
してみます。 

トラブルシューティング時のチェックリストトラブルシューティング時のチェックリストトラブルシューティング時のチェックリストトラブルシューティング時のチェックリスト
問題を診断する際に、次の項目をチェックしてください。

� すべてのマシンに問題があるのか、すべてのマシンに問題があるのか、すべてのマシンに問題があるのか、すべてのマシンに問題があるのか、1台のマシンのみか台のマシンのみか台のマシンのみか台のマシンのみか

同じソフトウェア（Oracleおよびサードパーティ製品）をインストールしていても、機
能するマシンと機能しないマシンがある場合、距離が近ければ、ネットワーク・ケーブ
ルを取り替えて問題が進展するかどうかを確認します。 状況に変化があった場合、問題
はクライアント /サーバー接続に関するもので、PCに限定的なものではないことを示
しています。 

� クライアントとサーバー間のリンクの種類（クライアントとサーバー間のリンクの種類（クライアントとサーバー間のリンクの種類（クライアントとサーバー間のリンクの種類（X.25、、、、ISDN、トークン・リングまたは専、トークン・リングまたは専、トークン・リングまたは専、トークン・リングまたは専
用線など）は何か用線など）は何か用線など）は何か用線など）は何か

Sniffersや LAN Analyzersは、断続的な接続エラーやタイムアウトおよび再送信パケッ
トの検出を行うのに便利です。 また、会話のどちら側が応答を待っているのかを知るこ
ともできます。 

� Oracleのアプリケーションは機能しても、サードパーティ・アプリケーションにエラーのアプリケーションは機能しても、サードパーティ・アプリケーションにエラーのアプリケーションは機能しても、サードパーティ・アプリケーションにエラーのアプリケーションは機能しても、サードパーティ・アプリケーションにエラー
が発生するかが発生するかが発生するかが発生するか 

ログ・ファイルとトレース・ファイルを使用したネットワークログ・ファイルとトレース・ファイルを使用したネットワークログ・ファイルとトレース・ファイルを使用したネットワークログ・ファイルとトレース・ファイルを使用したネットワーク
上の問題点のトラブルシューティング上の問題点のトラブルシューティング上の問題点のトラブルシューティング上の問題点のトラブルシューティング

Net8は、問題が発生するたびに、問題点の原因の内容について詳細を提供します。 この情報
は、ログ・ファイルとトレース・ファイル内に作成、格納されます。 エラー情報のロギング
とトレースのプロセスにより、ネットワーク上の問題点を容易に診断し解決できます。
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エラー情報のロギング
サーバーとリスナーの場合、ログ・ファイルのデフォルトの場所は、UNIXでは $ORACLE_
HOME/network/log、Windowsプラットフォームでは ORACLE_HOME¥network¥log、ト
レース・ファイルのデフォルトの場所は、UNIXでは $ORACLE_HOME/network/trace、
Windowsプラットフォームでは ORACLE_HOME¥network¥traceです。 クライアントの場
合、ログ・ファイルとトレース・ファイルのデフォルトの場所は、現行の作業ディレクトリ
です。

エラー情報のロギングエラー情報のロギングエラー情報のロギングエラー情報のロギング
Oracleネットワーク製品で発生するすべてのエラーは、ネットワーク管理者やデータベース
管理者が評価できるように、ログ・ファイルに追加記録されます。 ログ・ファイルは、画面
に表示されるエラー・メッセージで障害を識別できない場合に、管理者用の追加情報として
使用できます。 エラー・スタックとしてのログ・ファイルは、各種レイヤーでのソフトウェ
アの状態を示します。

すべてのエラーが記録されることを保証するためにはクライアントまたはネーム・サーバー
に対するロギングを使用禁止にすることはできません。 さらに、ログ・ファイルを置換した
り消去できるのは管理者のみです。 リスナーのログ・ファイルには、すべてのクライアント
接続要求に関する監査証跡と大半のリスナー制御コマンドが含まれています。

この項の内容は、次のとおりです。

� エラー・スタック

� ログ・ファイル名

� ログ・パラメータの理解と設定

� 制御ユーティリティ実行時のログ設定

� ログ・ファイルの使用

� リスナーのログ監査証跡情報

� Oracle Connection Managerログの理解

エラー・スタックエラー・スタックエラー・スタックエラー・スタック
ログ・ファイルには、エラー・スタックに含まれている情報があります。 エラー・スタック
とは、ネットワーク・エラーの結果として Oracle通信スタック内に各レイヤーごとに作成
される情報です。

図 12-1は、エラー・スタックに表示される可能性のある Oracleネットワーク製品間の関係
を示したものです。
トラブルシューティング 12-13



エラー情報のロギング
図図図図 12-1  ネットワーク製品とエラー・スタック・コンポーネントネットワーク製品とエラー・スタック・コンポーネントネットワーク製品とエラー・スタック・コンポーネントネットワーク製品とエラー・スタック・コンポーネント

図 12-1のレイヤーは次のとおりです。

ネットワークによって、これらすべてのコンポーネントが含まれている場合と、含まれてい
ない場合があります。

エラー例エラー例エラー例エラー例
たとえば、クライアント・アプリケーションのユーザーが Net8と TCP/IPを使用してデー
タベース・サーバーとの接続を確立しようとする場合は、次のように入力します。 

sqlplus scott/tiger@hrserver.com 

SQL*Plusバナーが画面に表示され、次のエラーが表示されます。 

NI Net8インタフェース・レイヤー

NR ネットワーク・ルーティング

NN ネットワーク・ネーミング（Oracle Names）

NS ネットワーク・セッション（一次および二次層）

NA ネットワーク認証（NA）とネットワーク暗号化（NAE）など、固
有のサービス

NT ネットワーク・トランスポート（一次、二次およびオペレーティン
グ・システム層）

NNNR

NANS(2)

NI

NS (一次)

NT(2)

NT (一次)

ネットワーク・プロトコル�

NT OS

Net8 インタフェース (NI)

TNS

ネットワーク・プロトコル�

Oracle プロトコル�
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エラー情報のロギング
ORA-12203: TNS:接続先に接続できません。

このメッセージは、データベースに連絡できなかったために、サーバーへの接続に失敗した
ことを示します。 アプリケーションでは 1行のエラー・メッセージしか表示されませんが、
ネットワーク層によってログ・ファイルの中に情報量の多いエラー・スタックが記録されま
す。 クライアント側では、sqlnet.logと呼ばれるログ・ファイルに次のような
ORA-12203エラーに対応するエラー・スタックが含まれています。

例例例例 12-1  一般的なエラー・スタック一般的なエラー・スタック一般的なエラー・スタック一般的なエラー・スタック

***********************************************************

Fatal OSN connect error 12203, connecting to:
 (DESCRIPTION=(CONNECT_DATA=(SID=trace)(CID=(PROGRAM=)
   (HOST=lala)(USER=sviavant)))(ADDRESS_LIST=(ADDRESS=
   (PROTOCOL=ipc)(KEY=trace))(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)
   (HOST=lala)(PORT=1521))))

VERSION INFORMATION:
TNS for SunOS:
Oracle Bequeath NT Protocol Adapter for SunOS:
Unix Domain Socket IPC NT Protocol Adaptor for SunOS: 
TCP/IP NT Protocol Adapter for SunOS:
  Tracing to file: /home/sviavant/trace_admin.trc
  Tns error struct:
    nr err code: 12203
    TNS-12203: TNS:接続先に接続できません。
    ns main err code: 12541
    TNS-12541: TNS:リスナーがありません。
    ns secondary err code: 12560
    nt main err code: 511
    TNS-00511: リスナーがありません。
    nt secondary err code: 61
    nt OS err code: 0

ログ・ファイル名ログ・ファイル名ログ・ファイル名ログ・ファイル名
各 Net8コンポーネントは、独自のログ・ファイルを作成します。 次の表は、デフォルトの
ファイル名とそれに含まれている情報の説明を示したものです。
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エラー情報のロギング
ログ・パラメータの理解と設定ログ・パラメータの理解と設定ログ・パラメータの理解と設定ログ・パラメータの理解と設定
ロギングされる情報の種類と量、ファイルが格納されている位置など、ロギングを制御する
パラメータは、次のように各ネットワーク・コンポーネントの構成ファイル内に設定されま
す。

この項の内容は、次のとおりです。

� sqlnet.oraパラメータ

� listener.oraファイルのパラメータ

� names.oraファイルのパラメータ

� cman.oraファイルのパラメータ

� 構成ファイルのログ・パラメータ設定

ログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイル エラー情報の内容エラー情報の内容エラー情報の内容エラー情報の内容

sqlnet.log クライアントまたはサーバー、あるいはその両方

listener.log リスナー

names.log Oracle Names サーバー

cman_pid.log（UNIXの場合）

cmanpid.log（Windows NTの場
合）

Oracle Connection Manager CMGWゲートウェイ・プロ
セス

cmadm_pid.log（UNIXの場合）

cmadmpid.log（Windows NTの
場合）

Oracle Connection Manager CMADMIN管理プロセス

ネットワーク・コンポーネントネットワーク・コンポーネントネットワーク・コンポーネントネットワーク・コンポーネント パラメータを設定する構成ファイルパラメータを設定する構成ファイルパラメータを設定する構成ファイルパラメータを設定する構成ファイル

クライアント sqlnet.ora

サーバー sqlnet.ora

リスナー listener.ora

Oracle Names サーバー names.ora 

Oracle Connection Managerプロセ
ス

cman.ora

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 付録 C「構成パラメータ」を参照してください。
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エラー情報のロギング
sqlnet.oraパラメータパラメータパラメータパラメータ
sqlnet.oraファイルに設定できるパラメータは次のとおりです。

listener.oraファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータ
listener.oraファイルに設定できるログ・パラメータは次のとおりです。

names.oraファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータ
names.oraファイルに設定できるログ・パラメータは次のとおりです。

sqlnet.oraファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータ Oracle Net8 Assistant
のフィールドのフィールドのフィールドのフィールド

説明説明説明説明

LOG_DIRECTORY_CLIENT 「Client Information: Log 
Directory」

クライアント・ログ・ファイルの作成先となる
ディレクトリを設定します。 デフォルトのクラ
イアント・ディレクトリは、現行の作業ディレ
クトリです。 

LOG_FILE_CLIENT 「Client Information: Log 
File」

クライアントのトレース・ファイルの名前を設
定します。 デフォルトのログ・ファイル名は
sqlnet.logです。

LOG_DIRECTORY_SERVER 「Server Information: 
Log Directory」

サーバー・ログ・ファイルの作成先となるディ
レクトリを設定します。 デフォルトのサー
バー・ディレクトリは、UNIXでは $ORACLE_
HOME/network/log、Windows NTでは
ORACLE_HOME¥network¥logです。

LOG_FILE_SERVER 該当せず サーバーのログ・ファイルの名前を設定しま
す。 デフォルトのログ・ファイル名は
sqlnet.logです。

listener.ora ファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータ Oracle Net8 
Assistantのののの
フィールドフィールドフィールドフィールド

説明説明説明説明

LOG_DIRECTORY_listener_name

LOG_FILE_listener_name

「Log File」 リスナー・イベントで自動的に生成され
るファイルの作成先となるディレクトリ
とログ・ファイルを設定します。 デフォ
ルトのディレクトリは、UNIXでは
$ORACLE_HOME/network/log、
Windows NTでは ORACLE_
HOME¥network¥logです。デフォルト
のファイル名は listener.logです。
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エラー情報のロギング
cman.oraファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータ
cman.oraファイルに設定できるログ・パラメータは次のとおりです。

構成ファイルのログ・パラメータ設定構成ファイルのログ・パラメータ設定構成ファイルのログ・パラメータ設定構成ファイルのログ・パラメータ設定
sqlnet.oraファイル、listener.oraファイルおよび names.oraファイルのロギング・
パラメータは Oracle Net8 Assistantで設定できます。cman.oraファイルのロギング・パラ
メータは手動で設定する必要があります。

ロギング・パラメータを設定するには、次の手順に従います。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

names.oraファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータ Oracle Net8 Assistant
のオプションのオプションのオプションのオプション

説明説明説明説明

NAMES.LOG_DIRECTORY 「Log Directory」 ログ・ファイルの作成先となるディレクトリを
設定します。 デフォルトのディレクトリは、
UNIXでは $ORACLE_HOME/network/log、
Windows NTでは ORACLE_
HOME¥network¥logです。

NAMES.LOG_FILE 「Log File」 クライアントのトレース・ファイルの名前を設
定します。 デフォルトのログ・ファイル名は
names.logです。

cman.ora ファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータ 説明説明説明説明

LOG_LEVEL ロギングのレベルを設定します。 次の 5つのレベルがサポー
トされています。

� レベル 0 - ロギングなし

� レベル 1 - 基本的なレポートの作成

� レベル 2 - RULE_LIST一致検索レポートの作成

� レベル 3 - リレー・ブロッキング・レポートの作成

� レベル 4 - リレー I/Oカウント・レポートの作成

CMGWゲートウェイ・プロセスにより作成されるログ・
ファイル名は、UNIXでは cman_pid.log、Windows NTで
は cmanpid.logです。 CMADMIN管理プロセスにより作成
されるログ・ファイル名は、UNIXでは cmadm_pid.log、
Windows NTでは cmadmpid.logです。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : C-65ページの「Oracle Connection Managerパラメータ
（cman.ora）」を参照してください。
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� UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binで netasstを実行します。

� Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ログ・パラメータを指定します。

3. 「File」->「Save Network Configuration」を選択します。

Net8 Assistantアプリケーションが終了します。

制御ユーティリティ実行時のログ設定制御ユーティリティ実行時のログ設定制御ユーティリティ実行時のログ設定制御ユーティリティ実行時のログ設定
ロギングは、制御ユーティリティの実行中に設定できます。 制御ユーティリティを使用して
ロギングを設定しても、*.oraファイルにパラメータは設定されません。設定は、制御ユー
ティリティの現在のセッションでのみ有効です。

� リスナーの場合は、LSNRCTL制御ユーティリティから SET LOG_FILEや SET LOG_
DIRECTORYコマンドを実行します。実行方法は A-2ページの「リスナー制御ユーティ
リティ（LSNRCTL）」を参照してください。

� Oracle Connection Managerの場合は、CMCTL制御ユーティリティから SET LOG_
LEVELを実行します。実行方法は A-77ページの 「Oracle Connection Manager制御
ユーティリティ（CMCTL）」を参照してください。

ログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイル ロギング・パラメータの設定方法ロギング・パラメータの設定方法ロギング・パラメータの設定方法ロギング・パラメータの設定方法

sqlnet.log 1. ナビゲータで、「Local」->「Profile」を展開します。

2. 右ペインのリストから「General」を選択します。

3. 「Logging」タブをクリックします。

4. 設定を指定します。

listener.log 1. ナビゲータで、「Local」->「Listeners」を展開します。

2. リスナーを選択します。

3. 右ペインのリストから「General」を選択します。

4. 「Logging and Tracing」タブをクリックします。

5. 設定を指定します。

names.log 1. ナビゲータで、「Oracle Names サーバー s」を展開します。

2. Oracle Names サーバーを選択します。

3. 右ペインのリストから「Configure Server」を選択します。

4. 「Adv.」タブをクリックします。

5. ログ・ディレクトリとファイル名を指定します。
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� Oracle Names サーバーの場合は、NAMESCTL制御ユーティリティから SET LOG_
FILE_NAMEコマンドを実行します。実行方法は、A-25ページの「Oracle Names制御
ユーティリティ（NAMESCTL）」を参照してください。あるいは次のように Oracle 
Net8 Assistantから設定します。

a. Oracle Net8 Assistantを起動します。

-UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binで netasstを実行します。

-Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

b. ナビゲータで、「Oracle Names Servers」フォルダを展開します。

c. Oracle Names サーバーを選択します。

d. 右ペインのリストから「Manage Server」を選択します。

e. 「Logging」タブをクリックします。

f. ログ・ディレクトリとファイル名を指定します。

 g. 「File」->「Save Network Configuration」を選択します。

ログ・ファイルの使用ログ・ファイルの使用ログ・ファイルの使用ログ・ファイルの使用
ログ・ファイルを使用してネットワーク・エラーを診断するには、次の手順に従います。 

1. アプリケーションから受信した最新のエラー番号でログ・ファイルを探します。 ほとん
どの場合、これがログ・ファイルの最後のエントリです。

2. ファイルの一番下から順にたどり、エラー・レポートで 0以外の最初のエントリを探し
ます。 通常は、これが実際の原因です。

3. そのエラーが希望の情報を示していない場合は、正しいエラー情報が見つかるまでス
タック内の次のエラーを見直します。

4. それでもエラーの原因が明らかにならない場合は、トレースをオンにし、エラー・メッ
セージが発生した文を再度実行します。

リスナー・ログ・ファイルの理解リスナー・ログ・ファイルの理解リスナー・ログ・ファイルの理解リスナー・ログ・ファイルの理解
この項では、リスナー・ログ・ファイルに記録される情報について説明します。内容は次の
とおりです。

� リスナーのログ監査証跡情報

� サービス登録イベント情報

� Direct Hand-Off情報
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リスナーのログ監査証跡情報リスナーのログ監査証跡情報リスナーのログ監査証跡情報リスナーのログ監査証跡情報
リスナー・ログ・ファイルには、ネットワーク利用度の統計を収集および分析できる監査証
跡情報と、次の内容を示す情報があります。

� クライアントの接続要求

� LSNRCTL制御ユーティリティが発行した start、stop、status、reload、serviceの各コマ
ンド

リスナーのログ監査証跡の書式リスナーのログ監査証跡の書式リスナーのログ監査証跡の書式リスナーのログ監査証跡の書式  監査証跡のテキストは次のフィールドで構成されます。 

Timestamp * Connect Data * [Protocol Info] * Event * [SID | Service] * Return Code

監査証跡のプロパティは次のとおりです。

� 各フィールドはアスタリスク（*）で区切られます。

� プロトコル・アドレス情報および SIDまたはサービス名情報は、接続が試行された場合
のみ記録されます。

� 成功した接続またはコマンドには、コード 0が戻ります。

� 失敗した場合は、エラー・メッセージにマップされるコードが生成されます。

STOP要求に関する一般的なログ・ファイル出力を例 12-2に示します。

例例例例 12-2  正常な正常な正常な正常な Reload要求に対するリスナー・ログ・イベント要求に対するリスナー・ログ・イベント要求に対するリスナー・ログ・イベント要求に対するリスナー・ログ・イベント

14-SEP-1999 00:29:54 *
(CONNECT_
DATA=(CID=(PROGRAM=)(HOST=dlsun1013)(USER=jdoe))(COMMAND=stop)(ARGUMENTS=64)(SERVICE
=LISTENER)(VERSION=135290880))
* reload * 0
接続要求に関する一般的なログ・ファイル出力を例 12-3に示します。

例例例例 12-3  正常な接続要求に対するリスナー・ログ・イベント正常な接続要求に対するリスナー・ログ・イベント正常な接続要求に対するリスナー・ログ・イベント正常な接続要求に対するリスナー・ログ・イベント

10-AUG-1999 15:28:58 * 
(CONNECT_DATA=(service_name=sales.us.acme.com)(CID=(PROGRAM=)(HOST=dlsun1013)
(USER=jdoe))) 
* (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=144.25.185.246)(PORT=41349)) * establish 
* sales.us.acme.com * 0 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 一般的なNet8エラーの詳細は、12-5ページの「一般的なエ
ラー・メッセージの解決」、すべてのエラー・メッセージを網羅したリス
トは、『Oracle8i エラー・メッセージ』を参照してください。
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監査証跡情報の使用監査証跡情報の使用監査証跡情報の使用監査証跡情報の使用  監査証跡情報を表に保存した後、それをレポート形式に書式設定する
ことで、傾向とユーザー・アクティビティを検証できます。 データを表にインポートするに
は、SQL*Loaderなどのインポート・ユーティリティを使用します。

サービス登録イベント情報サービス登録イベント情報サービス登録イベント情報サービス登録イベント情報
リスナーではサービス登録イベントが記録されます。 サービス登録を行うと、インスタンス
のバックグラウンド・プロセス PMONからリスナーに次の情報が供給されます。

� データベースの各稼動インスタンスのサービス名

� データベースのインスタンス名

� 使用可能なサービス・ハンドラ（ディスパッチャまたは専用サーバー）

� ディスパッチャ、インスタンスおよびノードのロード情報

listener.logファイルに記録されるサービス登録関連イベントは次のとおりです。

サービス登録情報の書式サービス登録情報の書式サービス登録情報の書式サービス登録情報の書式  サービス登録イベントは次のフィールドで構成されます。 

Timestamp * Event *  Instance Name * Return Code

サービス登録フィールドのプロパティは次のとおりです。

� 各フィールドはアスタリスク（*）で区切られます。

� 通常は、1つのインスタンスのイベントが複数回連続して記録されます。

� 正常に登録されると、コード 0が戻ります。これは、クライアントがインスタンスに接
続できたことを示します。

� 失敗した場合は、エラー・メッセージに対応するコードが生成されます。

イベントイベントイベントイベント 説明説明説明説明

SERVICE_REGISTER リスナーがインスタンスの登録情報を受信した。

SERVICE_UPDATE リスナーが特定インスタンスについて更新された登録情報
（ディスパッチャやインスタンスのロード情報など）を受信し
た。

SERVICE_DIED リスナーから PMONへの接続が切断された。 インスタンスの登
録情報はすべて廃棄されます。 PMONによって再度登録される
まで、クライアントはそのインスタンスには接続できません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 一般的なNet8エラーの詳細は、12-5ページの「一般的なエ
ラー・メッセージの解決」、すべてのエラー・メッセージを網羅したリス
トは、『Oracle8i エラー・メッセージ』を参照してください。
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例 12-4は、サービス登録イベントが記録されたログ・ファイルを示します。 リスナーは正常
な SERVICE_REGISTERイベントの後はクライアント要求を受信できますが、SERVICE_
DIEDイベントの後はクライアント要求を受信できない点に注意してください。

例例例例 12-4  サービス登録イベントが記録されたリスナー・ログサービス登録イベントが記録されたリスナー・ログサービス登録イベントが記録されたリスナー・ログサービス登録イベントが記録されたリスナー・ログ

------------------------------- 
10-AUG-1999 15:28:43 * service_register * sales * 0 
10-AUG-1999 15:28:43 * service_register * sales * 0 
10-AUG-1999 15:28:58 * 
(CONNECT_DATA=(service_name=sales.us.acme.com)(CID=(PROGRAM=)(HOST=dlsun1013)
(USER=jdoe))) 
* (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=144.25.185.246)(PORT=41349)) * establish 
* sales.us.acme.com * 0 
10-AUG-1999 15:38:44 * service_update * sales * 0 
10-AUG-1999 15:38:44 * service_update * sales * 0 
10-AUG-1999 15:48:45 * service_update * sales * 0 
10-AUG-1999 15:48:45 * service_update * sales * 0 
10-AUG-1999 15:50:57 * 
(CONNECT_DATA=(service_name=sales.us.acme.com)(CID=(PROGRAM=)(HOST=dlsun1013)(U
SER=jdoe))) 
* (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=144.25.185.246)(PORT=41365)) * establish 
* sales.us.acme.com * 0 
10-AUG-1999 15:51:26 * service_died * sales * 12537 
10-AUG-1999 15:51:26 * service_died * sales * 12537 
10-AUG-1999 15:52:06 * 
(CONNECT_DATA=(service_name=sales.us.acme.com)(CID=(PROGRAM=)(HOST=dlsun1013)(U
SER=jdoe))) 
* (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=144.25.185.246)(PORT=41406)) * establish 
* sales.us.acme.com * 12514 
TNS-12514: TNS:listener could not resolve SERVICE_NAME given in connect 
descriptor  
--------------------------------

Direct Hand-Off情報情報情報情報
リスナーでは、MTSディスパッチャへの Direct Hand-Offイベントが記録されます。 このイ
ベントは次のフィールドで構成されます。 

Timestamp * Presentation * Handoff  * Error Code

Direct Hand-Offフィールドのプロパティは次のとおりです。

� 各フィールドはアスタリスク（*）で区切られます。

� 成功した接続またはコマンドには、コード 0が戻ります。

� 失敗した場合は、エラー・メッセージに対応するコードが生成されます。
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ログ・ファイルの Direct Hand-Offイベントの例を例 12-5に示します。

例例例例 12-5  Direct Hand-Offのリスナー・ログ・イベントのリスナー・ログ・イベントのリスナー・ログ・イベントのリスナー・ログ・イベント

21-MAY-1999 10:54:55 * oracle.aurora.net.SALESHttp2 * handoff * 0

Oracle Connection Managerログの理解ログの理解ログの理解ログの理解
Oracle Connection Managerの CMGWゲートウェイ・プロセスにより作成されるログ・
ファイル名は、UNIXでは cman_pid.log、Windows NTでは cmanpid.logです。 
CMADMIN管理プロセスにより作成されるログ・ファイル名は、cmadm_pid.logです。
このログ・ファイルの場所は、UNIXでは $ORACLE_HOME/network/log、Windows NT
では ORACLE_HOME¥network¥logです。 

例例例例 12-6  cman_pid.log

(TIMESTAMP=30-OCT-98 18:03:10)(EVENT=10)(VERSION=8.1.6.0.0)
(TIMESTAMP=30-OCT-98 18:03:10)(EVENT=36)(rule_list= 
(rule=(src=spcstn)(dst=x)(srv=x)(act=accept)))
(TIMESTAMP=30-OCT-98 18:03:10)(EVENT=32)(PARAMETER_LIST=(MAXIMUM_RELAYS=1024)(RELAY_
STATISTICS=no)(AUTHENTICATION_LEVEL=0)(LOG_LEVEL=1)(SHOW_TNS_INFO=no)(ANSWER_
TIMEOUT=0)(MAXIMUM_CONNECT_DATA=1024)(USE_ASYNC_CALL=yes)(TRACING=no)(TRACE_
DIRECTORY=default)(MAX_FREELIST_BUFFERS=0))
(TIMESTAMP=30-OCT-98 18:03:10)(EVENT=34)(ADDRESS_LIST= 
(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=)(PORT=1610)(QUEUESIZE=32)))
(TIMESTAMP=30-OCT-98 18:03:12)(EVENT=38)(COMMAND=2)
(TIMESTAMP=30-OCT-98 
18:03:27)(EVENT=26)(RLYNO=0)(SRC=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=spcstn.us.oracle.com)(
PORT=34758)))(DST=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=144.25.187.89)(PORT=1581)))
(TIMESTAMP=30-OCT-98 18:03:43)(EVENT=28)(RLYNO=0)(SINCE=30-OCT-98 
18:03:27)(STATISTICS=(IN=(BYTES=0)(PACKETS=0)(DCDS=0)(OUT=(BYTES=0)(PACKETS=0)(DCDS=
0)))

例例例例 12-7  cmadm_pid.log

(TIMESTAMP=30-OCT-98 18:03:09)(EVENT=Sent Admin Status to UI)
(TIMESTAMP=30-OCT-98 18:03:10)(EVENT=CMan Registration)

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 一般的なNet8エラーの詳細は、12-5ページの「一般的なエ
ラー・メッセージの解決」、すべてのエラー・メッセージを網羅したリス
トは、『Oracle8i エラー・メッセージ』を参照してください。
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cman_pid.logのイベント・コードのイベント・コードのイベント・コードのイベント・コード
UNIXの cman_pid.log、およびWindows NTの cmanpid.logでは、イベントはイベン
ト・コード番号でレポートされます。 レポートされるイベント・コードは、cman.oraファ
イルの LOG_LEVELパラメータ、または CMCTLの SET LOG_LEVELコマンドで設定され
たログ・レベルによって異なります。 この項では、各イベント・コードの意味を説明します。

ログ・レベルログ・レベルログ・レベルログ・レベル 1のイベントのイベントのイベントのイベント

コードコードコードコード 説明説明説明説明

10 ゲートウェイの起動中

12 ゲートウェイのシャットダウン中

14 TNSアドレスでリスニングを実行中

18 応答エラー

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  12-26ページの「イベント・コード 18の原因」
を参照してください。

20 受信コールを拒否

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  12-26ページの「イベント・コード 20の原因」
を参照してください。

26 リレーは現在オープンしている

28 リレーが現在クローズしている

30 統計情報レポート

32 <parameter_list>

34 <address_list>

36 <rule_list> 

38 CMCTLコマンド

40 ゲートウェイがビジーのため、CMCTLコマンドを拒否

42 デッド接続を検出

44 リレーのタイムアウト

11 <address_list>の引数に誤りがある

13 <parameter_list>の引数に誤りがある

15 <rule_list>の引数に誤りがある

23 CMCTLレコードの不良

25 コマンドライン引数が長すぎる
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イベント・コードイベント・コードイベント・コードイベント・コード 18の原因の原因の原因の原因  応答エラーには次の原因が考えられます。

イベント・コードイベント・コードイベント・コードイベント・コード 20の原因の原因の原因の原因  受信コールが拒否されるのは次の場合です。

27 メモリーの割当てエラー

29 TNSエラー

31 CMCTL要求の処理中に TNSエラーが発生

コードコードコードコード 説明説明説明説明

1 タイムアウト

2 接続データ・バッファの容量不足

3 TNSによる拒否

4 TNSパケットのチェックサム・エラー

コードコードコードコード 説明説明説明説明

1 ゲートウェイのシャットダウン中

1 ゲートウェイはオフライン

3 受信コールに接続データが含まれていない

4 受信コールの接続データに誤りがある

5 すべてのリレーが使用中

6 リレー・バッファを取得できない

7 TNSの致命的エラー

8 ASOサービスが使用不可

9 規則でのフィルタリングによる拒否

10 送信コール・エラー

11 Net8/TNSによる拒否

12 リスナーが動作していない

13 リスナーに到達できていない

コードコードコードコード 説明説明説明説明
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エラー情報のロギング
ログ・レベルログ・レベルログ・レベルログ・レベル 2のイベントのイベントのイベントのイベント

ログ・レベルログ・レベルログ・レベルログ・レベル 3のイベントのイベントのイベントのイベント

イベント・コードイベント・コードイベント・コードイベント・コード 204の原因の原因の原因の原因  

14 ホスト名検索エラー

15 プロトコル・アダプタ（およびプロトコル・スタック）が
ロードされていない

16 SOURCE_ROUTEが設定されていない

17 規則または接続文字列データ不良のため拒否

コードコードコードコード 説明説明説明説明

102 受信コールへの応答

104 送信コールの作成

105 受信コールの受入れ

106 規則合致レポート

コードコードコードコード 説明説明説明説明

202 コールがブロックされます（非同期 TNSサポート
されていません）

204 リレーのブロック

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  「イベント・コード 204の原因」を参
照してください。

206 バッファに残余データが含まれている

コードコードコードコード 説明説明説明説明

1 書込み側の準備を待機中

2 書込み側の未処理分消去を待機中

3 受信時にWOULDBLOCKエラー発生

4 送信時にWOULDBLOCKまたは PARTIALエ
ラー発生

コードコードコードコード 説明説明説明説明
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ログ・レベルログ・レベルログ・レベルログ・レベル 4のイベントのイベントのイベントのイベント

 エラー情報のトレースエラー情報のトレースエラー情報のトレースエラー情報のトレース
トレース機能は、実行されたネットワーク・イベントが記述される一連の詳細文を生成しま
す。 操作をトレースすると、ログ・ファイルにある情報より多くの Net8コンポーネントの
内部操作に関する情報が得られます。この情報は、ファイル出力されエラーの原因となった
イベントを確認できます。

この項の内容は、次のとおりです。

� トレース・ファイルの名前

� トレース・パラメータの理解と設定

� 制御ユーティリティ実行時のトレース設定

� Net8トレースの評価

� Trace Assistantを使用したトレース・ファイルの検査

トレース・ファイルの名前トレース・ファイルの名前トレース・ファイルの名前トレース・ファイルの名前
各 Net8コンポーネントは、独自のトレース・ファイルを作成します。 次の表は、デフォル
トのファイル名とそれに含まれている情報の説明を示したものです。

5 WOULDBLOCKまたは PARTIAL送信エラー再発
生

コードコードコードコード 説明説明説明説明

302 このバイト数を読み取る

304 このバイト数を書き込む

306 再試行時にこのバイト数を書き込む

注意注意注意注意 : トレース機能は大量のディスク容量を消費するため、システムのトレース機能は大量のディスク容量を消費するため、システムのトレース機能は大量のディスク容量を消費するため、システムのトレース機能は大量のディスク容量を消費するため、システムの
パフォーマンスに大きな影響を与える可能性があります。パフォーマンスに大きな影響を与える可能性があります。パフォーマンスに大きな影響を与える可能性があります。パフォーマンスに大きな影響を与える可能性があります。 したがって、必したがって、必したがって、必したがって、必
要なときにのみトレースを行うようにしてください。要なときにのみトレースを行うようにしてください。要なときにのみトレースを行うようにしてください。要なときにのみトレースを行うようにしてください。

コードコードコードコード 説明説明説明説明
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トレース・パラメータの理解と設定トレース・パラメータの理解と設定トレース・パラメータの理解と設定トレース・パラメータの理解と設定
ロギングされる情報の種類と量、ファイルが格納されている位置など、トレース機能を制御
するパラメータは、次のように各ネットワーク・コンポーネントの構成ファイル内に設定さ
れます。

この項の内容は、次のとおりです。

� sqlnet.oraファイルのパラメータ

� listener.oraファイルのパラメータ

� names.oraファイルのパラメータ

� cman.oraファイルのパラメータ

� 構成ファイルのトレース・パラメータ設定

トレース・ファイルトレース・ファイルトレース・ファイルトレース・ファイル エラー情報の内容エラー情報の内容エラー情報の内容エラー情報の内容

sqlnet.trc クライアント

svr_pid.trc サーバー

listener.trc リスナー

names.trc Oracle Names サーバー

cman_pid.trc（UNIXの場合）

cmanpid.trc（Windows NTの場
合）

Oracle Connection Manager CMGWゲートウェイ・プ
ロセス

cmadm_pid.trc（UNIXの場合）

cmadmpid.trc（Windows NTの場
合）

Oracle Connection Manager CMADMIN管理プロセス

トレース対象のネットワーク・トレース対象のネットワーク・トレース対象のネットワーク・トレース対象のネットワーク・
コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント

パラメータを設定する構成ファイルパラメータを設定する構成ファイルパラメータを設定する構成ファイルパラメータを設定する構成ファイル

クライアント sqlnet.ora

サーバー sqlnet.ora

リスナー listener.ora

Oracle Names サーバー names.ora 

Oracle Connection Manager
プロセス

cman.ora
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sqlnet.oraファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータ
sqlnet.oraファイルに設定できるパラメータは次のとおりです。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : これらのパラメータの詳細は、付録 Cを参照してください。

sqlnet.oraファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータ Oracle Net8 Assistant
のフィールドのフィールドのフィールドのフィールド

説明説明説明説明

TRACE_LEVEL_CLIENT 「Client Information: 
Trace Level」

トレース機能によりクライアントで記録される
詳細レベルを示す。 トレース・レベルは、0か
ら 16までの数値（0はトレースなし、16は最
大限のトレースを表す）か、OFF、ADMIN、
USERまたは SUPPORTの値で指定します。 

� OFF（0と同じ）はトレースを実行しませ
ん。

� USER（4と同じ）はユーザーによるエ
ラー条件を特定するためのトレースを実行
します。

� ADMIN（6と同じ）はインストレーショ
ン固有の問題を特定するためのトレースを
実行します。

� SUPPORT（16と同じ）はサポートに対し
てトラブルシューティングのためのトレー
ス情報を提供します。

TRACE_DIRECTORY_CLIENT 「Client Information: 
Trace Directory」

クライアント・トレース・ファイルの作成先と
なるディレクトリを設定します。 デフォルトの
クライアント・ディレクトリは、UNIXでは
$ORACLE_HOME/network/trace、Windows 
NTでは ORACLE_HOME¥network¥traceで
す。 

TRACE_FILE_CLIENT 「Client Information: 
Trace File」

クライアントのトレース・ファイルの名前を設
定します。 デフォルトのトレース・ファイル名
は sqlnet.trcです。
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sqlnet.oraには、次に示す TNSPINGユーティリティのオプション・トレース・パラメー
タを手動で追加することもできます。 TNSPINGでは、Net8ネットワーク上のサービス
（データベース、Oracle Names サーバーまたはその他の TNSサービスなど）が正常に到達
できるかどうかを判定します。 

TRACE_UNIQUE_CLIENT 「Client Information: 
Unique Trace File 
Name」

クライアント・トレース・ファイルごとに一意
のトレース・ファイル名を作成するかどうかを
決定します。 値を ONに設定すると、複数のト
レース・ファイルが共存できるように、各ト
レース・ファイルの名前にプロセス識別子が付
加されます。 値を OFFに設定すると、クライア
ントで新しいトレース・ファイルが作成される
ときに、既存のファイルが上書きされます。 

このパラメータで作成される一意のトレース・
ファイル名は、sqlnetpid.trcです。

TRACE_LEVEL_SERVER 「Server Information: 
Trace Level」

トレース機能によりサーバーで記録される詳細
レベルを示す。 トレース・レベルは、0から 16
までの数値（0はトレースなし、16は最大限の
トレースを表す）か、OFF、ADMIN、USER
または SUPPORTの値で指定します。 

� OFF（0と同じ）はトレースを実行しませ
ん。

� USER（4と同じ）はユーザーによるエ
ラー条件を特定するためのトレースを実行
します。

� ADMIN（6と同じ）はインストレーショ
ン固有の問題を特定するためのトレースを
実行します。

� SUPPORT（16と同じ）はサポートに対し
てトラブルシューティングのためのトレー
ス情報を提供します。

TRACE_DIRECTORY_SERVER 「Server Information: 
Trace Directory」

サーバー・トレース・ファイルの作成先となる
ディレクトリを設定します。 デフォルトのサー
バー・ディレクトリは、UNIXでは $ORACLE_
HOME/network/trace、Windows NTでは
ORACLE_HOME¥network¥traceです。 

TRACE_FILE_SERVER 「Server Information: 
Trace File」

クライアントのトレース・ファイルの名前を設
定します。 デフォルトのトレース・ファイル名
は svr_pid.trcです。

sqlnet.oraファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータ Oracle Net8 Assistant
のフィールドのフィールドのフィールドのフィールド

説明説明説明説明
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listener.oraファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータ
listener.oraファイルに設定できるトレース・パラメータは次のとおりです。

sqlnet.oraファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータ 説明説明説明説明

TNSPING.TRACE_LEVEL トレース機能により TNSPINGユーティリティで記録される
詳細レベルを示す。 トレース・レベルは、0から 16までの数
値（0はトレースなし、16は最大限のトレースを表す）か、
OFF、ADMIN、USERまたは SUPPORTの値で指定します。 

� OFF（0と同じ）はトレースを実行しません。

� USER（4と同じ）はユーザーによるエラー条件を特定す
るためのトレースを実行します。

� ADMIN（6と同じ）はインストレーション固有の問題を
特定するためのトレースを実行します。

� SUPPORT（16と同じ）はサポートに対してトラブル
シューティングのためのトレース情報を提供します。

TNSPING.TRACE_DIRECTORY TNSPINGトレース・ファイルの作成先となるディレクトリ
を設定します。 デフォルトのディレクトリは、UNIXでは
$ORACLE_HOME/network/trace、Windows NTでは
ORACLE_HOME¥network¥traceです。

listener.oraファイルのパラファイルのパラファイルのパラファイルのパラ
メータメータメータメータ

Oracle Net8 
Assistantのののの
フィールドフィールドフィールドフィールド

説明説明説明説明

TRACE_LEVEL_listener_
name

「Trace Level」 トレース機能によりリスナーで記録される詳細
レベルを示す。 トレース・レベルは、0から 16
までの数値（0はトレースなし、16は最大限の
トレースを表す）か、OFF、ADMIN、USERま
たは SUPPORTの値で指定します。

� OFF（0と同じ）はトレースを実行しませ
ん。 

� USER（4と同じ）はユーザーによるエラー
条件を特定するためのトレースを実行しま
す。

� ADMIN（6と同じ）はインストレーション
固有の問題を特定するためのトレースを実
行します。

� SUPPORT（16と同じ）はサポートに対し
てトラブルシューティングのためのトレー
ス情報を提供します。
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names.oraファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータ
names.oraファイルに設定できるトレース・パラメータは次のとおりです。

TRACE_DIRECTORY_
listener_name

TRACE_FILE_listener_
name

「Trace File」 トレース・ファイルの作成先となるディレクト
リとファイルを設定します。 デフォルトのディ
レクトリは、UNIXでは $ORACLE_
HOME/network/trace、Windows NTでは
ORACLE_HOME¥network¥traceです。デフォ
ルトのファイル名は listener.trcです。

names.oraファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータ Oracle Net8 Assistant
のオプションのオプションのオプションのオプション

説明説明説明説明

NAMES.TRACE_DIRECTORY 「Trace Directory」 トレース・ファイルの作成先となるディレクト
リを設定します。 デフォルトのディレクトリ
は、UNIXでは $ORACLE_
HOME/network/trace、Windows NTでは
ORACLE_HOME¥network¥traceです。

NAMES.TRACE_FILE 「Trace File」 トレース・ファイルの名前を設定します。 デ
フォルトのトレース・ファイル名は
names.trcです。

NAMES.TRACE_LEVEL 該当せず トレース機能により Oracle Names サーバーで
記録される詳細レベルを示す。 トレース・レベ
ルは、0から 16までの数値（0はトレースな
し、16は最大限のトレースを表す）か、OFF、
ADMIN、USERまたは SUPPORTの値で指定
します。 

� OFF（0と同じ）はトレースを実行しませ
ん。

� USER（4と同じ）はユーザーによるエ
ラー条件を特定するためのトレースを実行
します。

� ADMIN（6と同じ）はインストレーショ
ン固有の問題を特定するためのトレースを
実行します。

� SUPPORT（16と同じ）はサポートに対し
てトラブルシューティングのためのトレー
ス情報を提供します。

listener.oraファイルのパラファイルのパラファイルのパラファイルのパラ
メータメータメータメータ

Oracle Net8 
Assistantのののの
フィールドフィールドフィールドフィールド

説明説明説明説明
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cman.oraファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータ
cman.oraファイルに設定できるトレース・パラメータは次のとおりです。

構成ファイルのトレース・パラメータ設定構成ファイルのトレース・パラメータ設定構成ファイルのトレース・パラメータ設定構成ファイルのトレース・パラメータ設定
sqlnet.ora、listener.oraおよび names.oraのトレース・パラメータは Oracle Net8 
Assistantで設定できます。cman.oraのトレース・パラメータは手動で設定する必要があ
ります。

ロギング・パラメータを設定するには、次の手順に従います。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

NAMES.TRACE_UNIQUE 「Make Trace File 
Unique」

値を ONに設定すると、複数のトレース・ファ
イルが共存できるように、トレース・セッショ
ンごとに一意なファイル名が作成されます。 生
成されるトレース・ファイルの名前には、プロ
セス識別子が付加されます。

このパラメータで作成される一意のトレース・
ファイル名は、namespid.trcです。

cman.ora ファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータ 説明説明説明説明

TRACING Oracle Connection Managerでのトレースを使用可能にする
かどうかを決定します。

YESを設定すると、Oracle Connection Managerでのトレー
スを使用可能にします。 CMGWゲートウェイ・プロセスによ
り作成されるトレース・ファイル名は、UNIXでは cman_
pid.trc、Windows NTでは cmanpid.trcです。 
CMADMIN管理プロセスにより作成されるトレース・ファ
イル名は、UNIXでは cmadm_pid.trc、Windows NTでは
cmadmpid.trcです。

TRACE_DIRECTORY トレース・ファイルの作成先となるディレクトリを設定しま
す。 

デフォルトのディレクトリは、UNIXでは $ORACLE_
HOME/network/trace、Windows NTでは ORACLE_
HOME¥network¥traceです。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : C-65ページの「Oracle Connection Managerパラメータ
（cman.ora）」を参照してください。

names.oraファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータ Oracle Net8 Assistant
のオプションのオプションのオプションのオプション

説明説明説明説明
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� UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binから netasstを実行します。

� Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. トレース・パラメータを指定します。

3. 「File」->「Save Network Configuration」を選択します。

制御ユーティリティ実行時のトレース設定制御ユーティリティ実行時のトレース設定制御ユーティリティ実行時のトレース設定制御ユーティリティ実行時のトレース設定
トレースは、制御ユーティリティの実行中に設定できます。 制御ユーティリティを使用して
トレースを設定しても、*.oraファイルにパラメータは設定されません。設定は、制御ユー
ティリティの現在のセッションでのみ有効です。

� リスナーの場合、LSNRCTL制御ユーティリティから SET TRC_FILEや SET TRC_
DIRECTORY、SET TRC_LEVELコマンドを実行します。実行方法は A-2ページの「リ
スナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）」を参照してください。

� Oracle Names サーバーの場合は、NAMESCTL制御ユーティリティから SET TRACE_
FILE_NAMEや SET TRACE_LEVELコマンドを実行します。実行方法は A-25ページの

トレース・ファイルトレース・ファイルトレース・ファイルトレース・ファイル トレース・パラメータの設定方法トレース・パラメータの設定方法トレース・パラメータの設定方法トレース・パラメータの設定方法

sqlnet.trc(クライアン
ト用 )

svr_pid.trc(サーバー
用 )

1. ナビゲータで、「Local」->「Profile」を展開します。

2. 右ペインのリストから「General」を選択します。

3. 「Tracing」タブをクリックします。

4. 設定を指定します。

listener.trc 1. ナビゲータで、「Local」->「Listeners」を展開します。

2. リスナーを選択します。

3. 右ペインのリストから「General」を選択します。

4. 「Logging and Tracing」タブをクリックします。

5. 設定を指定します。

names.trc 1. ナビゲータで、「Oracle Names Servers」フォルダを展開し
ます。

2. Oracle Names サーバーを選択します。

3. 右ペインのリストから「Configure Server」を選択します。

4. 「Adv.」タブをクリックします。

5. トレース・ディレクトリとファイル名を指定します。
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「Oracle Names制御ユーティリティ（NAMESCTL）」を参照してください。あるいは次
のように Oracle Net8 Assistantから設定します。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

-UNIXの場合、$ORACLE_HOME/binで netasstを実行します。

-Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ナビゲータで、「Oracle Names サーバー s」を展開します。

3. Oracle Names サーバーを選択します。

4. 右ペインのリストから「Manage Server」を選択します。

5. 「Logging」タブをクリックします。

6. トレース・レベル、ディレクトリおよびファイル名を指定します。

 7. 「File」->「Save Network Configuration」を選択します。

Net8トレースの評価トレースの評価トレースの評価トレースの評価
手動で、または Trace Assistant Toolを使用して、トレース・ファイルを評価すると、次の
ことが理解でき、ネットワークの診断やトラブルシューティングが容易に行うことができま
す。

� ネットワーク・ノード間のパケットの流れ

� Net8のどのコンポーネントが障害に陥っているか

� 関連するエラー・コード

ネットワーク・ノード間のデータ・パケットの流れの理解ネットワーク・ノード間のデータ・パケットの流れの理解ネットワーク・ノード間のデータ・パケットの流れの理解ネットワーク・ノード間のデータ・パケットの流れの理解
Net8は、データ・パケットを送受信することにより、その機能を実行します。 SUPPORTの
トレース・レベルを指定すると、トレース・ファイル内の Net8パケットの実際の内容を参
照できます。 送受信したパケット・タイプの順序により、接続を確立した方法を確認できま
す。

データ・パケット形式の理解データ・パケット形式の理解データ・パケット形式の理解データ・パケット形式の理解  トレース・ファイルの各行は、後ろにメッセージが続くプロ
シージャで始まります。 各プロシージャの後には、実際のデータを示す 16進データの行があ

注意注意注意注意 : Oracle Connection Managerの場合、トレースの設定は
Connection Manager構成ファイルからのみ行うことができます。詳細は
C-65ページの「Oracle Connection Managerパラメータ（cman.ora）」を
参照してください。
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ります。 パケットの内部をフローする実際のデータは、16進データの右側に表示される場合
があります。

次の表は、Net8パケット・キーワードの一覧と、それらのキーワードが表すパケット・タ
イプを示したものです。

たとえば、次の行はネットワークを通じて NSPTCNパケットを送る nsconと呼ばれるプロ
シージャを記述しています。

nscon: sending NSPTCN packet

各パケットには、パケット・タイプを示すキーワードがあります。 すべてのパケット・タイ
プは、接頭辞 NSPから始まります。 特定のパケット情報についてトレース・ファイルを検討
する場合、このことを覚えておくと便利です。

例 12-8は、一般的なパケット情報を示したものです。

例例例例 12-8  パケット情報パケット情報パケット情報パケット情報

nscon: entry
nscon: doing connect handshake...
nscon: sending NSPTCN packet
nspsend: entry
nspsend: plen=187, type=1
nspsend: 187 bytes to transport
nspsend:packet dump

キーワードキーワードキーワードキーワード パケット・パケット・パケット・パケット・
タイプタイプタイプタイプ

NSPTCN Connect

NSPTAC Accept

NSPTRF Refuse

NSPTRS Resend

NSPDA データ

NSPCNL Control

NSPTMK Marker

注意注意注意注意 : Oracleネットワーク製品または EBCDICデータを通じて暗号化を
使用している場合、このデータは表示されません。 
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nspsend:00 BB 00 00 01 00 00 00  |........|
nspsend:01 33 01 2C 0C 01 08 00  |.3.,....|
nspsend:7F FF 7F 08 00 00 00 01  |........|
nspsend:00 99 00 22 00 00 08 00  |..."....|
nspsend:01 01 28 44 45 53 43 52  |..(DESCR|
nspsend:49 50 54 49 4F 4E 3D 28  |IPTION=(|
nspsend:43 4F 4E 4E 45 43 54 5F  |CONNECT_|
nspsend:44 41 54 41 3D 28 53 49  |DATA=(SI|
nspsend:44 3D 61 70 33 34 37 64  |D=ap347d|
nspsend:62 31 29 28 43 49 44 3D  |b1)(CID=|
nspsend:28 50 52 4F 47 52 41 4D  |(PROGRAM|
nspsend:3D 29 28 48 4F 53 54 3D  |=)(HOST=|
nspsend:61 70 32 30 37 73 75 6E  |ap207sun|
nspsend:29 28 55 53 45 52 3D 6D  |)(USER=m|
nspsend:77 61 72 72 65 6E 29 29  |warren))|
nspsend:29 28 41 44 44 52 45 53  |)(ADDRES|
nspsend:53 5F 4C 49 53 54 3D 28  |S_LIST=(|
nspsend:41 44 44 52 45 53 53 3D  |ADDRESS=|
nspsend:28 50 52 4F 54 4F 43 4F  |(PROTOCO|
nspsend:4C 3D 74 63 70 29 28 48  |L=tcp)(H|
nspsend:4F 53 54 3D 61 70 33 34  |OST=ap34|
nspsend:37 73 75 6E 29 28 50 4F  |7sun)(PO|
nspsend:52 54 3D 31 35 32 31 29  |RT=1521)|
nspsend:29 29 29 00 00 00 00 00  |))).....|
nspsend: normal exit
nscon: exit (0)

関連エラー出力の理解関連エラー出力の理解関連エラー出力の理解関連エラー出力の理解
Net8で接続に問題が生じるたびに、<ERROR> または <FATAL>の接頭辞を持つトレース・
ファイルにエラー・コードが記録されます。 例 12-9は、一般的なトレース・ファイルのエ
ラー出力を示したものです。

例例例例 12-9  トレース・ファイルのエラー出力トレース・ファイルのエラー出力トレース・ファイルのエラー出力トレース・ファイルのエラー出力

nspsend: entry
nspsend: plen=244, type=6
ntpwr: entry
ntpwr: exit
-<ERROR>- nspsend: transport write error
nspsend: error exit
nserror: entry
-<ERROR>- nserror: nsres: id=0, op=65, ns=12541, ns2=12560; nt[0]=511, 
nt[1]=61,nt[2]=0
-<ERROR>- nsopen: unable to open transport
nricdt: Call failed...
nricdt: exit
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-<ERROR>- osnqper:  error from nricall
-<ERROR>- osnqper:  nr err code: 12203
-<ERROR>- osnqper:  ns main err code: 12541
-<ERROR>- osnqper:  ns (2)  err code: 12560
-<ERROR>- osnqper:  nt main err code: 511
-<ERROR>- osnqper:  nt (2)  err code: 61
-<ERROR>- osnqper:  nt OS   err code: 0
osnqme: entry
osnqme:  reporting nr (1) error: (12203) as rdbms err (12203)
osnqme: exit
-<ERROR>- onstns: Couldn’t connect, returning 12203
nricall: Exiting NRICALL with following termination result -1
nricall: exit
osnqme: entry
osnqme:  reporting nr (1) error: (12203) as rdbms err (12203)
osnqme: exit
-<ERROR>- onstns: Couldn’t connect, returning 12203
-<ERROR>- osnqper:  error from nricall

エラー・コードを評価する最も能率的な方法は、記録されている最新の NSエラー・コード
を評価することです。 これは、セッション・レイヤーが接続を制御しているためです。 最も
重要なエラー・メッセージは、ファイルの最後部にあるメッセージです。 それらは最新のエ
ラーであり、接続上の問題の原因を示しています。

特定のリターン・コードについての詳細は、Oracle UNIXエラー・ツール oerrを使用して
ください。 コマンドライン・プロンプトで次のように入力し、oerrツールを使用して Net8
リターン・コードに関するさらに詳細な情報を検索してください。

oerr tns error_number

Trace Assistantを使用したトレース・ファイルの検査を使用したトレース・ファイルの検査を使用したトレース・ファイルの検査を使用したトレース・ファイルの検査
Net8には、既存のトレース・ファイル・テキスト行をさらに読みやすいパラグラフに変換
して、トレース・ファイルの情報を理解しやすくする Trace Assistantというツールがありま
す。 Trace Assistantは、レベル 16（SUPPORT）の SQL*NetまたはNet8トレース・ファイ
ルにのみ対応します。

Trace Assistantを実行するには、コマンドライン・プロンプトで次のように入力します。

trcasst [options] filename

オプションの詳細は次のとおりです。
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例 12-10は、Trace Assistantがどのようにトレース・ファイル情報をさらに読みやすい形式
に変換するかを示したものです。

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

-o 接続性と Two Task Common（TTC）情報を表示します。 -oに続
いて、次のオプションを使用できます。

� c（サマリー接続情報）

� d（詳細接続情報）

� u（サマリー TTC情報）

� t（詳細 TTC情報）

� q（サマリー TTC情報を拡張する SQLコマンドを表示しま
す）

-p オラクル社の内部使用オプション。

-s 統計情報を表示します。

-e エラー情報の表示を可能にします。-eに続いて、次のエラー・レ
ベルを指定できます。 

� 0またはなし（nserror機能からダンプされた NSエラー番
号を変換し、他のエラーすべてをリストします）

� 1（nserror機能から NSエラー変換のみを表示します）

� 2（エラー番号を変換しないで表示します）

オプションが指定されない場合のデフォルトは、-odt -e -s（エラー・レベル 0で、詳細接続情報およ
び詳細 Two-Task Common情報、統計情報を表示）です。 
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ただし、トレース・ファイル内に nserror機能からログに記録されなかった他のエラーが
存在する場合もあります。

例例例例 12-10  Trace Assistantの一般的な変換結果の一般的な変換結果の一般的な変換結果の一般的な変換結果

トレース・ファイルトレース・ファイルトレース・ファイルトレース・ファイル オプションオプションオプションオプション -e0またはまたはまたはまたは -e1を指定したを指定したを指定したを指定した Trace Assistantによる変による変による変による変
換結果換結果換結果換結果

nsc2addr: normal exit
nsopen: entry
nsmal: 404 bytes at 
0x10d5a48
nsopen: opening 
transport...
-<ERROR>- ntus2err: sd=13, 
op=1, resnt[0]=511, 
resnt[1]=2, resnt[2]=0
-<ERROR>- nserror: nsres: 
id=0, op=65, ns=12541, 
ns2=12560; nt[0]=511, 
nt[1]=2, nt[2]=0
-<ERROR>- nsopen: unable 
to open transport

Error found. Error Stack follows: 
id: 00000
Operation code: 00065
NS Error 1: 12541
NS Error 2: 12560
NT Generic Error: 00511
Protocol Error: 00146
OS Error: 00000

NS & NT Errors Translation 
12541, 00000, "TNS:no listener"
// *Cause: The connection request could not be completed because the 
listener
// is not running.
// *Action: Ensure that the supplied destination address matches one of
// the addresses used by the listener - compare the tnsnames.ora entry 
with
// the appropriate listener.ora file (or tnsnav.ora if the connection 
is to
// go by way of an Interchange). Start the listener on the remote machine.
/
12560, 00000, "TNS:protocol adapter error"
// *Cause: A generic protocol adapter error occurred.
// *Action: Check addresses used for proper protocol specification. Before
// reporting this error, look at the error stack and check for lower level
// transport errors. For further details, turn on tracing and re-execute the
// operation. Turn off tracing when the operation is complete.
/
00511, 00000, "No listener"
// *Cause: The connect request could not be completed because no 
application
// is listening on the address specified, or the application is unable to
// service the connect request in a sufficiently timely manner.
// *Action: Ensure that the supplied destination address matches one of
// the addresses used by the listener - compare the tnsnames.ora entry 
with
// appropriate listener.ora file.
// Start the listener on the remote machine.
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Net8パケットでネットワークを横断する情報の理解パケットでネットワークを横断する情報の理解パケットでネットワークを横断する情報の理解パケットでネットワークを横断する情報の理解
Trace Assistantでは、Net8と Two-Task Common（（（（TTC）））） 通信レイヤーの両方からのデー
タ・パケットを表示できます。 Trace Assistantには、これらのパケットを表示するための 2
つのオプションがあります。 

� サマリー接続性（-ocオプションを使用）

� 詳細接続性（-odオプションを使用）

Net8パケットの例パケットの例パケットの例パケットの例
次の例は、様々なトランザクションで各種パケットが Net8レイヤーとの間で送受信される
とき、Trace Assistantがどのようにそれらのパケットを表示するかを示したものです。

� bequeath接続

� リダイレクト接続

� データ・パケット

送信パケットまたは受信パケットには接頭辞 --->  Send nnn bytesまたは <---  Received nnn 
bytesがあることに注意してください。この接頭辞は、このノードが nnnバイトからなる特
定タイプのパケットを送信または受信していることを表します。 これらの接頭辞によって、
ノードがクライアントまたはサーバーのどちらであるかが判断できます。 接続要求は常にク
ライアントによって送信され、サーバー（またはリスナー）によって受信されます。

例例例例 12-11  bequeath 接続で送られたサマリー・データ・パケット接続で送られたサマリー・データ・パケット接続で送られたサマリー・データ・パケット接続で送られたサマリー・データ・パケット

trcasst -oc <filename>を使用する場合を使用する場合を使用する場合を使用する場合

この例には 2つのパケットが示されています。 最初のパケットは、クライアントからリスナーに
送信される接続パケットです。 2番目のパケットは、サーバーから戻される受諾パケットです。

--->  Send     192 bytes - Connect packet
        Connect data length: 142
(description=(address=(protocol=tcp)(host=dlsun)(port=1521))(connect_
data=(sid=db1)(cid=(program=)(host=dlsun)(user=use1))))
<---  received 24 bytes - accept packet
        Accept data length: 0
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例例例例 12-12  bequeath 接続で送られた詳細データ・パケット接続で送られた詳細データ・パケット接続で送られた詳細データ・パケット接続で送られた詳細データ・パケット

trcasst -od <filename> を使用する場合を使用する場合を使用する場合を使用する場合

この例は、接続交渉中に接続データとともに送信されたすべての詳細を示しています。

--->  Send     50 bytes - Connect packet
Current NS version number is: 309.
Lowest NS version number can accommodate is: 300.
Global options for the connection:
        can receive attention
        no attention processing
        Don't care
        Maximum SDU size: 2048
        Maximum TDU size: 5120
        NT protocol characteristics:
                Test for more data
                Spawner is running
                Hang on to Listener connection
                Full duplex I/O
                Urgent data support
                Generate SIGURG signal
                Handoff connection to another
        Line turnaround value: 0
        Connect data length: 234
        Connect data offset: 50
        Connect data maximum size: 2048
                Native Services wanted
                Native Services wanted
Cross facility item 1: 0
        Cross facility item 2: 0
        Connection id: Ox0000000000000000
        Packet data is in the following data packet
--->  Send     244 bytes - Data packet
(DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=beq)(PROGRAM=/private/oracle/bin/oracle)(ARGV0=oracle)(A
RGS='(DESCRIPTION=(LOCAL=YES) (ADDRESS=(PROTOCOL=beq))))(DETACH=NO))(CONNECT_
DATA=(CID=(PROGRAM=)(HOST=dlsun)(USER=use1))))
<---  Received 24 bytes - Accept packet
        Accepted NS version number is: 307.
Global options for the connection:
        no attention processing
        Don't care
        Accepted maximum SDU size: 2048
        Accepted maximum TDU size: 4096
        Connect data length: 0
                Native Services wanted
                Native Services wanted
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Two Task Commonパケットの例パケットの例パケットの例パケットの例
TTCは、データベースに送信されるカーソルのオープン、行の選択、行の更新などの要求を
処理します。 すべての要求は、サーバーによって応答されます。 ログオンを要求した場合は、
その要求を完了させたデータベースから応答が戻ります。 例 12-15から 12-47ページの例
12-17までは、可能な情報のタイプを示したものです。

TTCのサマリー情報は、各行に 1つのパケットでなく 2つのパケットを表示するという点
で、他の表示とは異なります。 このように表示されるのは、TTCが動作するときの要求 /応
答のペアリング・プロセスを反映するためです。

例例例例 12-13  リダイレクト接続で送られたサマリー・データ・パケットリダイレクト接続で送られたサマリー・データ・パケットリダイレクト接続で送られたサマリー・データ・パケットリダイレクト接続で送られたサマリー・データ・パケット

trcasst -oc <filename>を使用する場合を使用する場合を使用する場合を使用する場合

--->  Send     187 bytes - Connect packet
        Connect data length: 153
(DESCRIPTION=(CONNECT_
DATA=(SID=ap347db1)(CID=(PROGRAM=)(HOST=apsun)(USER=use2)))(ADDRESS_
LIST=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=apsun)(PORT=1521))))
<---  Received 8 bytes - Resend packet
--->  Send     187 bytes - Connect packet
        Connect data length: 153
(DESCRIPTION=(CONNECT_DATA=(SID=apdb1)(CID=(PROGRAM=)(HOST=apsun)(USER=use2)))(ADDRESS_
LIST=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=apsun)(PORT=1521))))
<---  Received 24 bytes - Accept packet
        Accept data length: 0

例例例例 12-14  データ・パケットデータ・パケットデータ・パケットデータ・パケット

trcasst -oc <filename>またはまたはまたはまたは -od <filename>を使用する場合を使用する場合を使用する場合を使用する場合

接続が確立された後、他のノードに送信されるデータが Two-Task Common層から Net8に与え
らます。 サマリー・ビューと詳細ビューはともに、同じサマリー情報を生成します。

--->  Send     30 bytes - Data packet
<---  Received 201 bytes - Data packet
--->  Send     439 bytes - Data packet
<---  Received 400 bytes - Data packet

例例例例 12-15  Two-Task Commonのサマリー情報のサマリー情報のサマリー情報のサマリー情報

trcasst -ou <filename> を使用する場合を使用する場合を使用する場合を使用する場合

(O3LOGA) 1st half of challenge-response logon 80 78

(O3LOGON) 2nd half of challenge-response logon 97 59 

(OOPEN) # 1 21 16
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各行では、最初に表示される項目が実際に作成される要求です。 2番目の項目は、それがト
ランザクションに関連する場合はカーソル番号です。 3番目の項目は、フラグ・リストまた
は応答中の SQLコマンドです。 フラグは、要求に次の特性があることを示します。

!PL/SQL = PL/SQL要求ではない

COM = コミット

IOV = I/Oベクター取得

DEFN = 定義

EXEC = 実行

FETCH = フェッチ

CAN = 取消し

DESCSEL = selectの詳解

DESCBND = バインドの詳解

BND = バインド

PARSE = 解析

EXACT = 強制

右端には、送受信されたバイト数が表示されます。

(OPARSEX) # 1 245  59

(OCLOSE) # 1 17 11

(OVERSION) 29 16

(OOPEN) # 2 21 16

(OALL7) # 2 Parse Can Defn=2 Exec Fetch "SELECT A.V 268 100

(OOPEN) # 3 21 16

(OALL7) # 3 Parse Exec=1 "SELECT USER FROM SYS.DUAL 152 70

(OALL7) # 3 Defn=1 Fetc 117 88

(OCLOSE) # 3 17 11

例例例例 12-15  Two-Task Commonのサマリー情報のサマリー情報のサマリー情報のサマリー情報

trcasst -ou <filename> を使用する場合を使用する場合を使用する場合を使用する場合
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3行目の OOPENは、出力がどのように要求 /応答ペアを表示するかを示す最初の例です。 
OOPENは後ろに #1を付けて表示されますが、それはクライアントからカーソルのオープ
ン要求が送信され、サーバーがオープンしたカーソルの番号である 1で応答していることを
示します。 要求 /応答のペアは 1行に配置されるため、このオプションと他の接続オプショ
ンを組み合せて使用しないでください。

例例例例 12-16  Two-Task Commonのサマリー情報のサマリー情報のサマリー情報のサマリー情報

trcasst -ot <filename>を使用する場合を使用する場合を使用する場合を使用する場合

start of user function (TTIFUN)
        1st half of challenge-response logon (O3LOGA)
          Username: applsys
          Terminal: ttyp5
          Machine: ap207sun
          System User: mwarren
          Process: 24459
          Program: aiap45@ap207sun (TNS interface)
return opi parameter (TTIRPA)
        OPI parameter: 3309B1A977A62A3C
start of user function (TTIFUN)
        2nd half of challenge-response logon (O3LOGON)
          Username: applsys
          Terminal: ttyp5
          Machine: ap207sun
          System User: mwarren
          Process: 24459
          Program: aiap45@ap207sun (TNS interface)
ORACLE function complete (TTIOER)
start of user function (TTIFUN)
        Open a cursor
return opi parameter (TTIRPA)
        Cursor #: 1
start of user function (TTIFUN)
        Parse and Execute (OPARSEX) Cursor # 1 
alter session set nls_language= 'AMERICAN' nls_territory= 'AMERICA' nls_currency= 
'$' nls_iso_currency= 'AMERICA' nls_numeric_characters= '.,' nls_date_format= 
'DD-MON-YY' nls_date_language= 'AMERICAN' nls_sort= 'BINARY'
ORACLE function complete (TTIOER)
start of user function (TTIFUN)
        Close cursor (OCLOSE) Cursor # 1 
V6 Oracle func complete (TTISTA)
        Succeeded
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適切な統計に収集されたデータの分析適切な統計に収集されたデータの分析適切な統計に収集されたデータの分析適切な統計に収集されたデータの分析
収集される統計の種類は、ネットワーク・パートナ間で送受信されたコール（TTC）、パ
ケットおよびバイトの数に関するものです。 次の例は、代表的なトレース・ファイルの統計
を示したものです。

例例例例 12-17  サマリーサマリーサマリーサマリー Two-Taskの最上部にある詳細の最上部にある詳細の最上部にある詳細の最上部にある詳細 SQL情報情報情報情報

trcasst -ouq <filename>を使用するを使用するを使用するを使用する

(O3LOGA) 1st half of challenge-response logon 180 78

(O3LOGON) 2nd half of challenge-response logon 197 59 

(OOPEN) # 1 21 16

(OPARSEX) # 1 alter session set nls_language= 'AMERICAN' nls_
territory= 'AMERICA' nls_currency= '$' nls_iso_
currency= 'AMERICA' nls_numeric_characters= '.,' nls_
date_format= 'DD-MON-YY' nls_date_language= 
'AMERICAN' nls_sort= 'BINARY'

245  59

(OCLOSE) # 1 17 11

(O71SESOPN) (get session ID) 47 18    

(OOPEN) # 1 21 16   

(OVERSION) Oracle7 Server Release 8.1.3.0.0 - Production Release 
with the distributed and parallel query optionsPL/SQL 
Release 2.1.4.0.0 - Production

29 157

(O71SESOPN) (get session ID) 47 18

詳細 Two-Taskオプションに自動的に与えられる詳細 SQL情報を表示するには、サマリー Two-Task
コマンドに qを追加します。

例例例例 12-18  一般的なトレース・ファイルの統計一般的なトレース・ファイルの統計一般的なトレース・ファイルの統計一般的なトレース・ファイルの統計

trcasst -s <filename>を使用するを使用するを使用するを使用する

======================================================================
     Trace File Statistics: 
    ----------------------------------------------------------------------
     Net8:
          Total Calls:       466 sent,       491 received,       423 upi
          Total Bytes:    119214 sent,     86614 received
        Average Bytes:       255 sent,       176 received
        Maximum Bytes:      2048 sent,      2048 received 
     GRAND TOTAL PACKETS  sent:    466     received:    491
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エラー情報のトレース
トレース・ファイルの例トレース・ファイルの例トレース・ファイルの例トレース・ファイルの例
次の例は、デコードされた完全なトレース・ファイルを示したものです。 この例は、Oracle
クライアント・ツールの SQL*Plusで行った次の要求に対して作成されました。

connect scott/tiger@june

画面にはメッセージ「ORA-12154: TNS:サービス名を解決できませんでした。」が表示さ
れました。

例例例例 12-19  トレース・ファイルの例トレース・ファイルの例トレース・ファイルの例トレース・ファイルの例

説明説明説明説明 トレース・ファイルの情報トレース・ファイルの情報トレース・ファイルの情報トレース・ファイルの情報

Trace Configuration 
Informationセクション内の
トレース・ファイルのト
レース・レベルと位置に注
意してください。

-- TRACE CONFIGURATION INFORMATION FOLLOWS ---
New trace stream is "C:¥ORANT¥network¥trace¥net8.trc"
New trace level is 16
--- TRACE CONFIGURATION INFORMATION ENDS ---

Oracle Namesコンポーネン
トはネット・サービス名
june.comを検出できませ
ん。 クライアントがネット・
サービス名 juneに拡張子
comを追加している点に注
意してください。

nnfotran: tnsname.ora entry for name "june.com" not found
nnftqnm: Error querying june.com of attribute A.SMD errcode 
406
nnfgrwsp: Query unsuccessful, skipping to next adapter

クライアントは、ネット・
サービス名アドレスを解決
するために Oracle Names 
サーバー oranamesrvr0に
アクセスしようとしていま
す。

nnfgrwsp: Switching to ONAMES adapter
nnfgrwsp: Original name: june
nnfgrwsp: Qualified name: june.com
nngsget_get_stream: looking for "(DESCRIPTION=(CONNECT_
DATA=(RPC=ON))(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=oranamesrvr0)(PORT
=1575)))"
nngsget_get_stream: cache miss, opening new stream
nngsnad_new_stream_addr: "(DESCRIP TION=(CONNECT_
DATA=(RPC=ON))(ADDRESS=(PROTOCOL
=tcp)(HOST=oranamesrvr0)(PORT=1575)))"
nngsget_get_stream: no caller address will be sent to callee
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エラー情報のトレース
ネットワーク・ルーティン
グ（NR）は、
oranamesrvr0へのルー
ティングを行います。

nricall: entry
nric2a: entry
nric2a: Getting local community information
nriglp: entry
nriglp: Looking for local addresses setup by nrigla
nriglp: No addresses in the preferred address list
nriglp: exit
nric2a: TNSNAV.ORA is not present. No local communities 
entry.
nrigla: entry
nrigla: Getting local address information
nrigla: Simple address...
nrigla: No community component so just use straight address
nrigla: exit
nridst: entry
nridst: Resolving address to use to call destination or next 
hop
nridst: Found destination address
nridst: Local address
nridst: Local destination community found
nridst: exit
nric2a: This is a local community access
nric2a: exit
nricall: Got routable address information

nricall: Making call with following address information: 
(DESCRIPTION=(CONNECT_
DATA=(RPC=ON))(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=oranamesrvr0)(PORT
=1575)))
nricdt: entry
nricdt: Calling with outgoing connect data 
(DESCRIPTION=(CONNECT_
DATA=(RPC=ON))(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=oranamesrvr0)(PORT
=1575)))

ネットワーク・セッション
（NS）は、oranamesrvr0
へのセッションを設定しま
す。

nscall: entry
nscall: connecting...
nsc2addr: entry
nsc2addr: (DESCRIPTION=(CONNECT_
DATA=(RPC=ON))(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=oranamesrvr0)(PORT
=1575)))

例例例例 12-19  トレース・ファイルの例トレース・ファイルの例トレース・ファイルの例トレース・ファイルの例

説明説明説明説明 トレース・ファイルの情報トレース・ファイルの情報トレース・ファイルの情報トレース・ファイルの情報
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エラー情報のトレース
ネットワーク・トランス
ポート（NT）は、トランス
ポート・セッションを設定
します。

nttbnd2addr: entry
nttbnd2addr: port resolved to 1575
nttbnd2addr: looking up IP addr for host: oranamesrvr0
nttbnd2addr: exitnsopen: entry
nsmal: entry
nsmal: 330 bytes at 0x30d76e74
nsmal: normal exit
nsopen: opening transport...
nttcon: entry
nttcon: toc = 1
nttcnp: entry
nttcnp: creating a socket.
nttcnp: exit
nttcni: entry
nttcni: trying to connect to socket 1.
ntt2err: entry

ネットワーク・トランス
ポート（NT）は、Oracle 
Names サーバーが稼動して
いないのでエラー「no 
listener」を戻します。

-<ERROR>- ntt2err: soc 1 error - operation=1, ntresnt[0]=511, 
ntresnt[1]=61 ntresnt[2]=0
ntt2err: exit
nttcni: exit
nttcon: exit
nserror: entry

エラーは、次のレイヤー
（NS）に伝えられます。

  -<ERROR>- nserror: nsres: id=0, op=65, ns=12541, ns2=12560; 
nt[0]=511, nt[1]=61,nt[2]=0
-<ERROR>- nsopen: unable to open transport
nsmfr: entry
nsmfr: 330 bytes at 0x30d76e74
nsmfr: normal exit
nsopen: error exit
nscall: error exit
nricdt: Call failed...
nricfg: entry
nricfg: exit
nricdt: Call made to destination
nricdt: exit

nricall: Failed to copy originating community name value 
binding
nricall: Exiting NRICALL with following termination result -1
nricall: exit
nngsfad_free_stream_addr: "(DESCRIPTION=(CONNECT_
DATA=(RPC=ON))(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=oranamesrvr0)(PORT
=1575)))"
-<ERROR>- nngsget_get_stream: open failure, error stack 
follows

例例例例 12-19  トレース・ファイルの例トレース・ファイルの例トレース・ファイルの例トレース・ファイルの例

説明説明説明説明 トレース・ファイルの情報トレース・ファイルの情報トレース・ファイルの情報トレース・ファイルの情報
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エラー情報のトレース
トレース・ファイル例のサマリートレース・ファイル例のサマリートレース・ファイル例のサマリートレース・ファイル例のサマリー
このトレース・ファイルは、エラー「ORA-12154: TNS: サービス名を解決できませんで
した。」が発生したときに、Net8で何が起こったかについてのサマリーを示します。 この例
では、クライアントはネット・サービス名 juneへの接続に失敗しました。 これは、
sqlnet.oraファイルに NAMES.DEFAULT_DOMAIN = COMパラメータが設定されてい
るためです。 このパラメータは、ネット・サービス名 juneなど、要求されたすべてのネッ
ト・サービス名に拡張子 comを追加します。 ところがこのネット・サービス名は、クライア
ントの tnsnames.oraファイルにも Oracle Names サーバーにも定義されていません。 この
問題を解決するには、次のいずれかを行います。

� sqlnet.oraファイルを編集して、NAMES.DEFAULT_DOMAIN 構成パラメータを削
除します。

エラーは、次のレイヤー
（TNS）に伝えられます。

TNS-12224: TNS:リスナーがありません。
TNS-12541: TNS:リスナーがありません。
TNS-12560: TNS:プロトコル・アダプタ・エラー
TNS-00511: リスナーがありません。
nnfgrwsp: Query unsuccessful, skipping to next adapter

Oracle Names サーバーが使
用できないので、アドレス
は Oracle Names サーバー
上で見つかりません。

nnfun2a: address for name "june" not found
nngsfad_free_stream_addr: "(DESCRIPTION = (CONNECT_DATA= 
(RPC=ON)) (ADDRESS=(PROTOCL=tcp) (HOST=oranamesrvr0) 
(PORT=1575)))"
nngtdei_deinit_msg: free message pool block
nngtfms_free_msg: message ID -10429
nngtfms_free_msg: message was a request
nngtfms_free_msg: message free, type 100
nngtfoa_free_objarr: free message object array
nngtfmt_free_msg_type: type-specific message free, type 100
nngtfoa_free_objarr: free message object array
nngtfms_free_msg: message ID 0
nngtfms_free_msg: message was a response
nngtfms_free_msg: message free, type 0
nngsdei_deinit_streams: deinit
nngscls_close_stream: UID 11 not established, ignored
nngscls_close_stream: UID 0 not established, ignored
osnqrn: Return code from nnfsn2a is 409

エラーがユーザーに戻され
ます。

-<ERROR>- onstns: Couldn’t connect, returning 12154
onstns: exit
osnqtg: Count in the OSN global area is now 0
rigbd: entry
nrigbd: exit
osnqtg: Count in the NL global area is now 0

例例例例 12-19  トレース・ファイルの例トレース・ファイルの例トレース・ファイルの例トレース・ファイルの例

説明説明説明説明 トレース・ファイルの情報トレース・ファイルの情報トレース・ファイルの情報トレース・ファイルの情報
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オラクル社カスタマ・サポート・センターへの連絡
� 要求する接続先を juneではなく june.comとします。

オラクル社カスタマ・サポート・センターへの連絡オラクル社カスタマ・サポート・センターへの連絡オラクル社カスタマ・サポート・センターへの連絡オラクル社カスタマ・サポート・センターへの連絡
この章を読んでも問題が解決できない場合、またはオラクル社カスタマ・サポート・セン
ターに連絡してエラーを報告するように指示された場合は、次の情報を手元にご用意くださ
い。

� アプリケーションが稼働しているハードウェアとオペレーティング・システムのリリー
ス番号

� 現在の問題に関係するすべての Oracleネットワーク製品の 5桁のリリース番号

� 使用しているサードパーティ・ベンダーとバージョン

� 複数のエラー・コードやメッセージが表示された場合は、正確なコード番号およびメッ
セージ・テキスト、それらの表示順序

� クライアントとサーバー間に存在するリンクの種類

� 機能する部分の説明

� 正確なエラー・メッセージ（ある場合）

� トレースを実行した場合は Net8トレース、実行してない場合はログ・ファイル
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第第第第 IV部部部部

リファレンスリファレンスリファレンスリファレンス

第Ⅳ部は、このガイドの参照資料です。 次の付録があります。

� 付録 A「制御ユーティリティ」

� 付録 B「プロトコル・アドレス」

� 付録 C「構成パラメータ」

� 付録 D「Net8の LDAPスキーマ」





制御ユーティリ
A

制御ユーティリティ制御ユーティリティ制御ユーティリティ制御ユーティリティ

Net8 には、リスナー、Oracle Names および Oracle Connection Manager を制御するユー
ティリティがあります。 この付録では、前提条件、パスワード、構文または引数の規則、使
用上の注意、それらを適用するときに役に立つ例など、各ユーティリティで使用できるコマ
ンドを示します。

この付録では、次の 3つの制御ユーティリティについて説明します。

� リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）

� Oracle Names制御ユーティリティ（NAMESCTL）

� Oracle Connection Manager制御ユーティリティ（CMCTL）
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動作モード
動作モード動作モード動作モード動作モード
制御ユーティリティは、ランタイム・セッションの間動作します。 ユーティリティは、次の
3つのモードで実行できます。

� インタプリタ・モード － 制御ユーティリティがコマンドラインからロードされます。 
ロードされると、次のプロンプトが表示されます。

LSNRCTL>

� コマンドライン・モード － 完全なコマンドをプログラムに対するパラメータとして指
定して制御ユーティリティを実行すると、ほとんどのコマンドをオペレーティング・シ
ステムのコマンドラインから実行することもできます。 この場合は、制御ユーティリ
ティがコマンドをロードおよび実行してから、オペレーティング・システム・プロンプ
トに戻ります。 たとえば、次のコマンドを使用します。 

NAMESCTL start
NAMESCTL status sales.com

� バッチ・コマンド・モード － 複数のコマンドを標準テキスト・ファイル内で組み合せ
て、それらを一連のコマンドとして実行できます。 コマンドをバッチ・モードで実行す
る場合は、次のフォーマットを使用します。

control_utility @file_name

� REMまたは #を使用して、バッチ・スクリプト内でコメントを示すことができます。他
のすべての行はコマンドと見なされます。 バッチ実行中は、コマンドの確認は不要です。 

リスナー制御ユーティリティ（リスナー制御ユーティリティ（リスナー制御ユーティリティ（リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL））））
リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）を使用して、リスナーを管理することができま
す。 LSNRCTLの一般構文は、次のとおりです。 

LSNRCTL command [listener_name]

listener_nameは、listener.oraファイルで定義されているリスナーの名前です。
LISTENERという名前のデフォルト・リスナーを使用している場合は、リスナーを識別する
必要はありません。

LSNRCTLは、TNS_ADMIN環境変数によって定義されたディレクトリ内で
listener.oraファイルを検索します。または UNIXの場合は $ORACLE_
HOME/network/admin、Windows NTの場合は ORACLE_HOME¥network¥adminのディ
レクトリが検索されます。 LSNRCTLは、LISTENERという名前のリスナーを検索します。 
LISTENERという名前のリスナーのエントリが見つからない場合、特に指定されていない限
り、LSNRCTLはコマンドの適用対象をデフォルトのリスナーとみなします。つまり、ポー
ト 1521の TCP/IP、およびキー PNPKEYの IPCをリスニングしている LISTENERという名
前のリスナーです。
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リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）
LSNRCTLには、次に示すタイプのコマンドが含まれています。

� 操作コマンド（START、STOPなど）

� 修飾子コマンド（SET commandなど）

� 情報コマンド（STATUS、SHOW commandなど）

� コマンド・ユーティリティ操作コマンド（EXIT、QUIT、HELPなど）

これらのコマンドを使用すると、1つまたは複数のリスナーで基本的な管理機能を実行でき
ます。 また、リスナーのパラメータ設定も表示および変更できます。

SETおよびおよびおよびおよび SHOWコマンドコマンドコマンドコマンド
SETコマンドを使用して、リスナーのパラメータ値や、LSNRCTL制御ユーティリティ・
セッション中の LSNRCTL環境を変更できます。 その後、SAVE_CONFIGコマンドを使用し
て、これらの値や設定を保存できます。 SHOWコマンドは、現行の構成の設定値を表示する
ために使用します。

セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ
PASSWORDS_listener_nameパラメータが listener.oraファイル内で設定されている場合
や、新規の暗号化パスワードを作成するために CHANGE_PASSWORDコマンドが使用され
た場合は、LSNRCTL制御ユーティリティはリスナーの停止などの重要な操作に対して、
SET PASSWORDコマンドを必要とします。

LSNRCTLコマンドコマンドコマンドコマンド
次のコマンドが、LSNRCTLで使用できます。

CHANGE_PASSWORD

目的 : listener.oraファイル内の PASSWORDS_listener_nameパラ
メータで設定された、リスナーの暗号化パスワードを動的に変更で
きます。

このコマンドは、listener.ora ファイル内の PASSWORDS_
listener_nameパラメータによってすでに確定された非暗号化パス
ワードは変更しません。 このコマンドは、新しいパスワードの確
定、または、listener.oraファイル内で暗号化されているパス
ワードの変更のみを行います。 

前提条件 : なし
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リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）
パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

LSNRCTL change_password [listener_name]

LSNRCTLユーティリティからは、次のように入力します。

LSNRCTL> change_password [listener_name]

引数 : リスナー名（デフォルト名 LISTENERを使用しない場合）

使用上の注意 : 古いパスワードと新しいパスワードの入力を促すプロンプトが表示
されます。 次に、新しいパスワードを再入力すると、古いパスワー
ドが変更されます。 操作中は、古いパスワードも新しいパスワード
も表示されません。

例 : LSNRCTL> change_password
Old password:
New password:
Reenter new password:
Connecting to (ADDRESS=(PROTOCOL=ipc)(KEY=iris))
Password changed for LISTENER
The command completed successfully

DBSNMP_START

目的 : 同じノードで稼働している Oracleデータベースの SNMPサブエー
ジェントを起動します。

前提条件 : コマンドはローカルに実行する必要があります。

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

LSNRCTL dbsnmp_start

LSNRCTLユーティリティからは、次のように入力します。

LSNRCTL> dbsnmp_start

引数 : なし

使用上の注意 : なし

例 : LSNRCTL> dbsnmp_start

CHANGE_PASSWORD
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リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）
DBSNMP_STATUS

目的 : Oracleデータベースの SNMPサブエージェントが稼働しているか
どうかを確認します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

LSNRCTL dbsnmp_status

LSNRCTLユーティリティからは、次のように入力します。

LSNRCTL> dbsnmp_status

引数 : なし

使用上の注意 : Oracleデータベースが存在するノード上で実行する必要がありま
す。

例 : LSNRCTL> dbsnmp_status

DBSNMP_STOP

目的 : 同じノードで稼働している Oracleデータベースの SNMPサブエー
ジェントを停止します。

前提条件 : ローカルに実行する必要があります。

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

LSNRCTL dbsnmp_stop

LSNRCTLユーティリティからは、次のように入力します。

LSNRCTL> dbsnmp_stop

引数 : なし

使用上の注意 : なし

例 : LSNRCTL> dbsnmp_stop

EXIT

目的 : LSNRCTLを終了して、オペレーティング・システム・プロンプト
に戻ります。
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リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）
前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : LSNRCTLユーティリティからは、次のように入力します。

LSNRCTL> exit

引数 : なし

使用上の注意 : このコマンドは QUITコマンドと同じです。

例 : LSNRCTL> exit

HELP

目的 : 使用可能な LSNRCTLコマンドの一覧を表示します。 HELPコマンド
のうちの 1つに応答して、LSNRCTLはコマンドの使用方法について
のヘルプを表示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

LSNRCTL help 
LSNRCTL help [command]

LSNRCTLユーティリティからは、次のように入力します。

LSNRCTL help 
LSNRCTL> help [command]

引数 : HELPコマンド。 次の出力例にコマンドが示されています。

EXIT
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リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）
例 : LSNRCTL> help
The following operations are available 
An asterisk (*) denotes a modifier or extended command: 
change_password 
dbsnmp_start 
dbsnmp_stop         
dbsnmp_status
exit 
quit
reload 
services 
set* 
show*
spawn 
start                          
status 
stop 
trace          
version 

QUIT

目的 : LSNRCTLを終了して、オペレーティング・システム・プロンプトに
戻ります。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : LSNRCTLユーティリティからは、次のように入力します。

LSNRCTL> quit

引数 : なし

使用上の注意 : このコマンドは EXITコマンドと同じです。

例 : LSNRCTL> quit

RELOAD

目的 : リスナー・アドレス以外のすべてをシャットダウンし、
listener.oraファイルを再度読み込みます。このコマンドを使用
すると、リスナーを実際に停止せずに、サービスを追加、変更できま
す。

HELP
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前提条件 : このコマンドは有効なノードには作用しません。 この場合は、リス
ナーを停止して再起動する必要があります。

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

LSNRCTL reload [listener_name]

LSNRCTLユーティリティからは、次のように入力します。

LSNRCTL> reload [listener_name]

引数 : リスナー名（デフォルト名 LISTENERを使用しない場合）

例 : LSNRCTL> reload

SAVE_CONFIG

目的 : リスナーのトレース・レベル、トレース・ファイル、トレース・ディ
レクトリ、ロギング、および接続タイムアウトなどの現行の構成状態
を、listener.oraファイルと比較します。変更はすべて、形式、
コメントおよび大文字と小文字をできるだけ維持したまま、
listener.oraに保存されます。 listener.oraファイルの変更前
に、listener.bakという名前でバックアップ・ファイルが作成さ
れます。

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

LSNRCTL save_config [listener_name]

LSNRCTLユーティリティからは、次のように入力します。

LSNRCTL> save_config [listener_name]

引数 : リスナー名（デフォルト名 LISTENERを使用しない場合）

使用上の注意 : 管理者がオンラインで変更した構成箇所をリスナー構成ファイルに保
存する場合は、このコマンドを使用します。 このコマンドは特に、変
更された暗号化パスワードの保存に役立ちます。

例 : LSNRCTL> save_config listener

RELOAD
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SERVICES

目的 : リスナーがクライアントからの接続要求を転送する宛先のサービス・
ハンドラ（ディスパッチャ、専用サーバーおよび事前生成済専用サー
バー）についての詳細情報を表示します。この情報には、確立された
接続数や拒否された接続数などが含まれます。

前提条件 : なし

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

LSNRCTL services [listener_name]

LSNRCTLユーティリティからは、次のように入力します。

LSNRCTL> services [listener_name]

引数 : リスナー名（デフォルト名 LISTENERを使用しない場合）

使用上の注意 : SET DISPLAYMODEコマンドは、出力の書式や詳細レベルを変更し
ます。
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例 : 下の例は、NORMALモードでの SERVICESの出力です。 この出力が
示す内容は、次のとおりです。

� ORCLという名前のインスタンスは、 s1と s2の 2つのサービスに
属し、合計で 3つのサービス・ハンドラを持っています。

� 下の出力の Relevant handlers: 1によって指定されている
ように、サービス s1は、1つのディスパッチャによってのみ処
理されます（また、このディスパッチャは、サービス s1を要求
するクライアントのみを処理します）。

� 下の出力の Relevant handlers: 2によって指定されている
ように、サービス s2は、1つのディスパッチャおよび 1つの専
用サーバーによって処理されます。

LSNRCTL> set displaymode normal
LSNRCTL> services
Connecting to 
(DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=ipc)(KEY=net)(QUEUESIZE=32))) 
Services Summary... 
Service "s1"            has 1 instances. 
    Instance "ORCL" 
      Status: READY  Total handlers: 3  Relevant handlers: 1 
        D000 established:0 refused:0 current:0 max:1022 
state:ready 
        
(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=dlsun1013.us.oracle.com)(PORT=1582)
) 
            Session: NS 
Service "s2"            has 1 instances. 
    Instance "ORCL" 
      Status: READY  Total handlers: 3  Relevant handlers: 2 
        D0001 established:0 refused:0 current:0 max:1022 
state:ready 
        
(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=dlsun1013.us.oracle.com)(PORT=53101
)) 
            Session: NS 
        DEDICATED established:0 refused:0 current:0 max:1 
state:ready 
            Session: NS 
The command completed successfully

SERVICES
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SET

目的 : 現行の LSNRCTLセッション用に設定できる使用可能な構成コマンド
のリストを表示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

LSNRCTL set
LSNRCTL set [command]

LSNRCTLユーティリティからは、次のように入力します。

LSNRCTL> set 
LSNRCTL set [command]

引数 : SETコマンド。 次の出力例にコマンドが示されています。

例 : LSNRCTL> set
The following operations are available with set.
An asterick (*) denotes a modifier or extended command.
connect_timeout
current_listener 
displaymode
log_file
log_directory
log_status
password 
raw_mode
save_config_on_stop 
startup_waittime 
trc_file
trc_directory
trc_level 
use_plugandplay

SET CONNECT_TIMEOUT

目的 : 接続が開始されてからリスナーが有効な接続要求を待つ時間を秒で指
定します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要
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構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

LSNRCTL set connect_timeout {time}

LSNRCTLユーティリティからは、次のように入力します。

LSNRCTL> set connect_timeout {time}

引数 : 秒数

使用上の注意 : なし

例 : LSNRCTL> set connect_timeout 20
Connecting to (ADDRESS=(PROTOCOL=ipc)(KEY=iris))
LISTENER parameter "connect_timeout" set to 20
The command completed successfully

SET CURRENT_LISTENER

目的 : パラメータを設定または表示するリスナーの名前を設定できます。

パスワード : 不要

構文 : LSNRCTLユーティリティからは、次のように入力します。

LSNRCTL> set current_listener [listener_name]

引数 : リスナー名（デフォルト名 LISTENERを使用しない場合）

使用上の注意 : SET CURRENT_LISTENERが設定されると、LSNRCTLコマンドは設
定したリスナーに対して実行されます。 したがって、リスナーの名前
を指定する必要はなくなります。

例 : LSNRCTL> set current_listener [listener_name]

SET DISPLAYMODE

目的 : LSNRCTL SERVICESおよび LSNRCTL STATUSコマンドについて表
示する書式、詳細レベルを変更します。

パスワード : 不要

構文 : LSNRCTLユーティリティからは、次のように入力します。

LSNRCTL> set displaymode [argument]

SET CONNECT_TIMEOUT
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引数 : COMPAT（デフォルト） - 旧バージョンのリスナーと互換性のある出
力を表示します。

NORMAL - 書式化された記述的な出力形式で表示します。 オラクル社
では、この方法をお薦めします。

VERBOSE - 書式化された記述的な出力形式で、リスナーから受信し
たすべてのデータを表示します。

RAW - リスナーから受信したすべてのデータを書式化せずに表示し
ます。 この出力は、オラクル社カスタマ・サポート・センターから指
示があった場合にのみ使用してください。

例 : LSNRCTL> set displaymode normal

SET LOG_DIRECTORY

目的 : リスナー・ログ・ファイルが書き込まれるディレクトリを設定しま
す。 デフォルトでは、ログ・ファイルは、UNIXの場合 $ORACLE_
HOME/network/log、Windows NTの場合 ORACLE_
HOME/network/logに書き込まれます。

前提条件 : なし

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

LSNRCTL set log_directory {directory}

LSNRCTLユーティリティからは、次のように入力します。

LSNRCTL> set log_directory {directory}

引数 : ディレクトリ・パス

例 : LSNRCTL> set log_directory /usr/oracle/admin 
Connecting to (ADDRESS=(PROTOCOL=ipc)(KEY=iris))LISTENER 
parameter "log_directory" set to /usr/oracle/admin
The command completed successfully

SET DISPLAYMODE
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SET LOG_FILE

目的 : リスナー・ログ・ファイルの名前を設定します。 デフォルトのログ・
ファイル名は listener.logです。

前提条件 : なし

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

LSNRCTL set log_file {file_name}

LSNRCTLユーティリティからは、次のように入力します。

LSNRCTL> set log_file {file_name}

引数 : ファイル名

例 : LSNRCTL> set log_file list.log
Connecting to (ADDRESS=(PROTOCOL=ipc)(KEY=iris))LISTENER 
parameter "log_file" set to list.log
The command completed successfully

SET LOG_STATUS

目的 : リスナーのロギングをオンまたはオフにします。

前提条件 : なし

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

LSNRCTL set log_status [argument]

LSNRCTLユーティリティからは、次のように入力します。

LSNRCTL> set log_status [argument]

引数 : ON | OFF（デフォルト）

例 : LSNRCTL> set log_status on
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SET PASSWORD

目的 : SAVE_CONFIGや STOPなどの特権的な LSNRCTLユーティリティ・
コマンドを実行するためのパスワードを設定します。

入力するパスワードは、listener.oraファイルの PASSWORDS_
listener_nameパラメータまたは LSNRCTLユーティリティの
CHANGE_PASSWORDコマンドの 1つのセットと一致している必要
があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

LSNRCTL set password

LSNRCTLユーティリティからは、次のように入力します。

LSNRCTL> set password

非暗号化パスワードの構文は次のとおりです。

set password password

引数 : パスワード

使用上の注意 : シェルの起動時またはセッション中のいつでも、このコマンドを入力
できます （リスナーを停止する前に、SET PASSWORDコマンドを入
力する必要があります）。 

パスワードをより安全に入力するには、対話モードを使用します。 

例 : LSNRCTL> set password
enter listener password: password

SET SAVE_CONFIG_ON_STOP

目的 : LSNRCTLセッションの終了後、LSNRCTL SETコマンドによって行
われた変更を listener.oraファイルに保存するかどうかを指定し
ます。

LSNRCTLセッションが終了する直前にすべての値が保存されます。
形式、コメント、大文字と小文字は、可能な限り維持されます。 すべ
てのパラメータをすぐに保存する場合は、SAVE_CONFIGコマンド
を使用します。

変更はすべて、形式、コメントおよび大文字と小文字をできるだけ維
持したまま、listener.oraファイルに保存されます。 
listener.oraファイルの変更前に、listener.bakという名前で
バックアップ・ファイルが作成されます。

パスワード : 不要
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構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

LSNRCTL set save_config_on_stop  [argument]

LSNRCTLユーティリティからは、次のように入力します。

LSNRCTL> set save_config_on_stop  [argument]

引数 : ON | OFF（デフォルト）

例 : LSNRCTL> set save_config_on_stop on

SET STARTUP_WAITTIME

目的 : リスナーが STARTコマンドに応答するまで休止する時間を指定しま
す。

前提条件 : なし

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

LSNRCTL set startup_waittime [time]

LSNRCTLユーティリティからは、次のように入力します。

LSNRCTL> set startup_waittime [time]

引数 : 秒数

例 : LSNRCTL> set startup_waittime 10
Connecting to (ADDRESS=(PROTOCOL=ipc)(KEY=iris))LISTENER 
parameter "startup_waittime" set to 10
The command completed successfully

SET TRC_DIRECTORY

目的 : リスナー・トレース・ファイルが書き込まれるディレクトリを設定し
ます。 デフォルトでは、トレース・ファイルは、UNIXの場合
$ORACLE_HOME/network/trace、Windows NTの場合 ORACLE_
HOME/network/traceに書き込まれます。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

SET SAVE_CONFIG_ON_STOP
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構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

LSNRCTL set trc_directory {directory}

LSNRCTLユーティリティからは、次のように入力します。

LSNRCTL> set trc_directory {directory}

引数 : ディレクトリ・パス

例 : LSNRCTL> set trc_directory /usr/oracle/admin
Connecting to (ADDRESS=(PROTOCOL=ipc)(KEY=iris))
LISTENER parameter "trc_directory" set to /usr/oracle/admin
The command completed successfully

SET TRC_FILE

目的 : リスナー・トレース・ファイルの名前を設定します。 デフォルトのト
レース・ファイル名は listener.trcです。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

LSNRCTL set trc_file {file_name}

LSNRCTLユーティリティからは、次のように入力します。

LSNRCTL> set trc_file {file_name}

引数 : ファイル名

例 : LSNRCTL> set trc_file list.trc
Connecting to (ADDRESS=(PROTOCOL=ipc)(KEY=iris))
LISTENER parameter "trc_file" set to list.trc
The command completed successfully

SET TRC_LEVEL

目的 : リスナーのトレース・レベルを設定します。

前提条件 : なし

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

SET TRC_DIRECTORY
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構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

LSNRCTL set trc_level {level}

LSNRCTLユーティリティからは、次のように入力します。

LSNRCTL> set trc_level {level}

引数 : トレース・レベル : 

� OFF - トレース出力しない

� USER - ユーザー・トレース情報

� ADMIN - 管理トレース情報

� SUPPORT - オラクル社カスタマ・サポート・センター用のト
レース情報

使用上の注意 : このコマンドは TRACEと同様に機能します。

例 : LSNRCTL> set trc_level admin

SET USE_PLUGANDPLAY

目的 : リスナーに、データベース情報を Oracle Names サーバーに登録する
よう指示します。

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

LSNRCTL set use_plugandplay [argument]

LSNRCTLユーティリティからは、次のように入力します。

LSNRCTL> set use_plugandplay [argument]

引数 : ON | OFF（デフォルト）

例 : LSNRCTL> set use_plugandplay on

SET TRC_LEVEL
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SHOW

目的 : 現行の LSNRCTLセッションについて表示できる、使用可能なコマン
ドのリストを表示します。 LSNRCTLは SHOWコマンドのうちの 1つ
に対して、そのパラメータに対するリスナーの現行の設定を表示しま
す。 

SET PASSWORDを除くすべての SETコマンドには、同等の SHOW
コマンドがあります。 

前提条件 : なし

パスワード : SHOW SAVE_CONFIG_ON_STOPおよび SHOW USE_
PLUGANDPLAYについては必要。

パスワードが設定されている場合、これらのコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

LSNRCTL show 
LSNRCTL show [listener_name] [command]

LSNRCTLユーティリティからは、次のように入力します。

LSNRCTL> show

LSNRCTL> show [listener_name] [command]

引数 : � リスナー名（デフォルト名 LISTENERを使用しない場合）

� SHOWコマンド。 次の出力例にコマンドが示されています。

例 : LSNRCTL> show
The following properties are available with SHOW:
An asterisk (*) denotes a modifier or extended command:
connect_timeout
current_listener 
displaymode
log_file
log_directory
log_status
password 
raw_mode
save_config_on_stop 
startup_waittime 
trc_file
trc_directory
trc_level 
use_plugandplay
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SPAWN

目的 : リスナーが稼働しているマシンに格納されていて、listener.ora
ファイルに別名でリストされているプログラムを起動します。

前提条件 : なし

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

LSNRCTL spawn [listener_name] alias (arguments=arg1,arg2,)

LSNRCTLユーティリティからは、次のように入力します。

LSNRCTL> spawn [listener_name] alias (arguments=arg1,arg2,)

引数 : � リスナー名（デフォルト名 LISTENERを使用しない場合）

� listener.oraファイルにリストされているプログラムの別名。

� 作成するプログラムに送られる引数

例 : LSNRCTL> spawn nstest_alias (ARGUMENTS='')

START

目的 : 指定したリスナーを起動します。

前提条件 : リスナーが稼動していないようにしてください。

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

LSNRCTL start [listener_name] 

LSNRCTLユーティリティからは、次のように入力します。

LSNRCTL> start [listener_name] 

引数 : リスナー名（デフォルト名 LISTENERを使用しない場合）
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使用上の注意 : listener.oraファイル内で LISTENER以外の名前で構成されてい
るリスナーを起動するには、そのリスナーの名前を指定します。 

たとえば、リスナー名が TCP_LSNRの場合は、次のように入力しま
す。 

LSNRCTL start tcp_lsnr 

または、LSNRCTLユーティリティ・プロンプトから、次のように入
力します。

LSNRCTL> start tcp_lsnr

例 : LSNRCTL> start
Starting /private/dsteiner/sales/bin/tnslsnr: please wait...

TNSLSNR for Solaris: Version 8.1.6.0.0
System parameter file is 
/private/dsteiner/sales/network/admin/listener.ora
Log messages written to 
/private/dsteiner/sales/network/log/listener.log
Trace information written to 
/private/dsteiner/sales/network/trace/listener.trc
Listening on: 
(DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=dlsun1770)(PORT=1521))
(PROTOCOL_STACK=(PRESENTATION=TTC)(SESSION=NS)))

Connecting to 
(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=dlsun1770)(PORT=1521))
STATUS of the LISTENER
------------------------
Alias                     LISTENER
Version                   TNSLSNR for Solaris: Version 8.1.6.0.0 
Start Date                08-JUL-99 15:50:10
Uptime                    0 days 0 hr. 0 min. 0 sec
Trace Level               user
Security                  OFF
SNMP                      OFF
Listener Parameter File   
/private/dsteiner/sales/network/admin/listener.ora
Listener Log File         
/private/dsteiner/sales/network/log/listener.log
Listener Trace File       
/private/dsteiner/sales/network/trace/listener.trc
Services Summary...
  PLSExtProc            has 1 service handler(s)
The command completed successfully

START
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STATUS 

目的 : リスナーについての次の基本的なステータス情報を表示します。

� リスナーのバージョン

� 開始時刻と終了時刻

� トレース・レベル

� ロギング・オプションとトレース・オプションの現行の設定

� 使用している listener.ora

� listener.oraファイルでパスワードが暗号化されているか

� ネットワーク・リスナーが、SNMPベースのネットワーク管理
システムからの問合せに応答できるかどうか

� このリスナーに登録されているデータベース・サービスのリス
ト

� このリスナーがリスニングしているアドレス

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

LSNRCTL status [listener_name]

LSNRCTLユーティリティからは、次のように入力します。

LSNRCTL> status [listener_name] 

引数 : リスナー名（デフォルト名 LISTENERを使用しない場合）

使用上の注意 : SET DISPLAYMODEコマンドは、出力の書式や詳細レベルを変更し
ます。
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例 : 下の例は、NORMALモードでの STATUSの出力です。 出力には、次
の内容が含まれます。

� リスニングのエンドポイントのサマリー

� LSNRCTL SERVICESの出力を簡略化したサービス・サマリー

LSNRCTL> set displaymode normal
LSNRCTL> status
Connecting to 
(DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=ipc)(KEY=net)(QUEUESIZE=32))) 
STATUS of the LISTENER 
------------------------ 
Alias                     LISTENER 
Version                   TNSLSNR for Solaris: Version 
8.1.6.0.0 - 
Development 
Start Date                08-SEP-1999 10:52:32 
Uptime                    0 days 0 hr. 0 min. 54 sec 
Trace Level               support 
Security                  OFF 
SNMP                      OFF 
Listener Parameter File   /listener.ora 
Listener Log File         /vobs/oracle/network/log/listener.log 
Listener Trace File       
/vobs/oracle/network/trace/listener.trc 
Listening Endpoints Summary... 
  (DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=ipc)(KEY=net))) 
  
(DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=dlsun1013.us.oracle.c
om)(PORT=1521))) 
    
(DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=dlsun1013.us.oracle.c
om)(PORT=5522
))(PRESENTATION=GIOP)) 
  
(DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=dlsun1013.us.oracle.c
om)(PORT=5523
))(PRESENTATION=oracle.aurora.net.Echo)) 
  
(DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=dlsun1013.us.oracle.c
om)(PORT=8080
))(PRESENTATION=oracle.aurora.net.BabyHttp2)) 
Services Summary... 
Service "s1"            has 1 instances. 
    Instance "ORCL" 
      Status: READY  Total handlers: 3  Relevant handlers: 1 
Service "s2"            has 1 instances. 
    Instance "ORCL" 
      Status: READY  Total handlers: 3  Relevant handlers: 2 
The command completed successfully 

STATUS 
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STOP

目的 : 指定されたリスナーを停止します。

前提条件 : リスナーが稼働している必要があります。

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

LSNRCTL stop [listener_name] 

LSNRCTLユーティリティからは、次のように入力します。

LSNRCTL> stop [listener_name] 

引数 : リスナー名（デフォルト名 LISTENERを使用しない場合）

使用上の注意 : リスナーを停止するときは注意してください。 プラットフォームとプ
ロトコルによっては、リスナーを停止すると、現在稼動している
Net8接続がすべてシャットダウンされます。 接続が継続される場合も
ありますが、実行中のプロセスをクローズするまでは、リスナーを再
起動できません。 リスナーの停止前に、すべてのネットワーク・ユー
ザーに警告メッセージを送信することをお薦めします。 

例 : LSNRCTL> stop

TRACE

目的 : リスナーのトレース機能をオンにします。

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

LSNRCTL trace level [listener_name] 

LSNRCTLユーティリティからは、次のように入力します。

LSNRCTL> trace level [listener_name] 
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Oracle Names制御ユーティリティ（制御ユーティリティ（制御ユーティリティ（制御ユーティリティ（NAMESCTL））））
Oracle Names制御ユーティリティ（NAMESCTL）は、Oracle Names サーバーを操作、制
御するためにオペレーティング・システム・プロンプトから実行するツールです。 
NAMESCTLの一般構文は、次のとおりです。 

NAMESCTL command 

このユーティリティには、次に示すタイプのコマンドが含まれています。

� 操作コマンド（START、STOP、RESTARTなど）

� 修飾子コマンド（SET propertyなど）

引数 : トレース・レベル : 

� OFF - トレース出力しない

� USER - ユーザー・トレース情報

� ADMIN - 管理トレース情報

� SUPPORT - オラクル社カスタマ・サポート・センター用のト
レース情報

リスナー名（デフォルト名 LISTENERを使用しない場合）

使用上の注意 : このコマンドは SET TRC_LEVELと同様に機能します。

例 : LSNRCTL> trace admin listener

VERSION

目的 : 現行の LSNRCTLのバージョンを表示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

LSNRCTL version [listener_name] 

LSNRCTLユーティリティからは、次のように入力します。

LSNRCTL> version [listener_name] 

引数 : リスナー名（デフォルト名 LISTENERを使用しない場合）

例 : LSNRCTL> version listener1

TRACE
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� 情報コマンド（STATUS、SHOW property、PINGなど）

� コマンド・ユーティリティ操作コマンド（EXIT、QUIT、HELPなど）

このコマンドを使用して 1つ以上の Oracle Names サーバーで、基本的な管理機能を実行で
きます。 また、パラメータ設定の表示および変更もできます。

SETおよびおよびおよびおよび SHOWコマンドコマンドコマンドコマンド
SETコマンドを使用して、Oracle Names サーバーのパラメータ値や、NAMESCTL制御
ユーティリティ・セッション中の NAMESCTL環境を変更できます。 その後、SET SAVE_
CONFIG_ON_STOPコマンドまたは SET SAVE_CONFIG_INTERVALコマンドを使用して、
これらの値や設定を保存できます。 SHOWコマンドは、現行の構成の設定値を表示するため
に使用します。

セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ
names.oraファイルに NAMES.PASSWORDパラメータが設定されている場合、
NAMESCTL制御ユーティリティは Oracle Names サーバーの停止などの重要な操作に対し
て、SET PASSWORDコマンドを必要とします。

NAMESCTL.SERVER_PASSWORDパラメータが NAMESCTLを実行しているノードの
sqlnet.oraファイルに設定されている場合は、保護された操作を実行するたびに SET 
PASSWORDコマンドを要求されることはありません。

Oracle Names サーバーのパスワードをクライアントの sqlnet.oraファイル内で明示的に
指定することでセキュリティの問題が懸念される場合は、NAMESCTL.SERVER_
PASSWORDパラメータを指定せずに必ず次のコマンドを使用してください。

NAMESCTL> set password

パスワードがネットワーク上に送信される場合、sqlnet.oraファイルで
NAMESCTL.INTERNAL_ENCRYPT_PASSWORDが FALSEに設定されていない限り、パス
ワードは names.oraファイルでの設定にかかわらず暗号化されます。このパラメータが
FALSEに設定されている場合は、パスワードは暗号化されません。

NAMESCTLの分散処理の分散処理の分散処理の分散処理
Oracle Names制御ユーティリティは、ネットワーク内の他の Oracle Names サーバーに対し
ても動作します。 1人の管理者がリージョン内のすべての Oracle Names サーバーを管理する
場合や、特定の Oracle Names サーバーの可用性をチェックする場合は、NAMESCTLユー
ティリティのこの機能が非常に役立ちます。 

大半のコマンドは、コマンドを実行する対象の Oracle Names サーバーを指定するために、
最後の引数に Oracle Names サーバーの名前が入ります。 サーバーの名前を指定しないと、
SETで設定してある Oracle Names サーバーにコマンドが適用されます。 たとえば、次のよ
うに指定します。
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show system_queries dolphin.acme

このコマンドにより、Oracle Names サーバーの dolphin.acmeに対するシステム問合せ、
およびそれらの問合せが次にいつ行われるかが表示されます。 個々の Oracle Names サー
バーに対して一連のコマンドを実行する前に、次のように入力してください。

NAMESCTL> set server onames_server

NAMESCTLの確認モードの確認モードの確認モードの確認モード
一部の NAMESCTLコマンドは、実行する前に確認が必要です。 コマンドを発行すると、次
のプロンプトが表示されます。 

confirm:[yes or no]

コマンドを実行するときは「yes」と入力し、コマンドを取り消すときは「no」と入力しま
す。 

sqlnet.oraファイルのパラメータ NAMESCTL.NOCONFIRMを TRUEに設定すると、確
認モードをオフにできます。

NAMESCTLコマンドコマンドコマンドコマンド

次のコマンドは、Oracle Names制御ユーティリティ（NAMESCTL）で使用できます。

DELEGATE_DOMAIN

目的 : 現行の管理リージョンのサブリージョンの先頭としてドメイン
を定義します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システム・プロンプトからは、次のように
入力します。

NAMESCTL delegate_domain {domain}{names_server} 
{(address=...)}

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

delegate_domain {domain}{names_server}{(address=...)}
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引数 : {domain} - ドメイン名を指定します。

{onames_server} - Oracle Names サーバーの名前を指定します。

{(address=...)} - Oracle Names サーバーのプロトコル・アドレス
を指定します。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  プロトコル・アドレスの定義に関する詳細は、付録 B
を参照してください。

使用上の注意 : このコマンドを使用して、名前空間を動的に細分化することが
できます。 

ドメインがリージョンから委任されていない場合は、そのリー
ジョン内の Oracle Names サーバーがすべてのサブドメインに対
する権限を持ちます。 ドメインを委任するには、まず新しいリー
ジョンを作成する必要があります。 

いったんドメインが委任されると、カレント・リージョンにあ
る Oracle Names サーバーはそれ以降のすべての処理を、別の
Oracle Names サーバーによって管理されるドメインのあるサブ
リージョンに渡します。

例 : NAMESCTL> delegate_domain webwidgets.acme.com 
ns1.webwidgets.acme.com (address=(protocol=tcp) 
(host=fred.webwidgets.acme.com)(port=1575))

DOMAIN_HINT

目的 : リモート・リージョンからデータを要求するためのドメイン・
ヒントを指定できます。 ドメイン・ヒントには、リモート・ドメ
インの名前、およびそのドメイン内の Oracle Names サーバーの
アドレスが少なくとも 1つ含まれます。 ドメイン・ヒントによ
り、Oracle Names サーバーは要求を特定のアドレスに送信で
き、ネットワーク通信量を軽減することができます。

ドメイン・ヒントがない場合、Oracle Names サーバーは既知の
すべてのリモート Oracle Names サーバーに要求を転送し、次
に、リモート Oracle Names サーバーがそのリージョン内のルー
ト Oracle Names サーバーに要求を転送します。 その後、ルート
Oracle Names サーバーは、要求が参照しているドメインの情報
を持つ Oracle Names サーバーに要求を転送します。 

前提条件 : なし

パスワード : 不要

DELEGATE_DOMAIN
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構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL domain_hint {domain} {names_server} 
{(address=...)}

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

domain_hint {domain} {names_server} {(address=...)}

引数 : {domain} - ドメイン名を指定します。

{onames_server} - Oracle Names サーバーの名前を指定します。

{(address=...)} - Oracle Names サーバーのプロトコル・アドレス
を指定します。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  プロトコル・アドレスの定義に関する詳細は、付録 B
を参照してください。

使用上の注意 : ルート・リージョンでないリージョンに対しては、このコマン
ドを使用して少なくともルート・リージョンを定義しないと、
他のリージョン内のオブジェクトを探すことができません。 ロー
カル Oracle Names サーバーが他の特定のリージョンに直接アク
セスできるように、追加のヒントを提供することができます。

例 : NAMESCTL> domain_hint acme.com ns0.acme.com 
(address=(protocol=tcp) (host=top.acme.com)(port=1575))

DUMP_LDAP

目的 : ドメインまたはリージョン内のすべての正当データを問い合せた
り、そのデータを LDAP準拠のディレクトリ・サービスまたは
後でディレクトリにロードできるように LDAP Data 
Interchange Format（（（（LDIF））））ファイルにエクスポートします。

前提条件 : ディレクトリには、すでに Oracleコンテキストおよび Oracleス
キーマがある必要があります。

パスワード : ディレクトリに対してパスワードが必要な場合があります。

DOMAIN_HINT
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構文 : LDIFファイルにデータをエクスポートする場合ファイルにデータをエクスポートする場合ファイルにデータをエクスポートする場合ファイルにデータをエクスポートする場合

NAMESCTL> dump_ldap [source] [destination] 
[options] {-f filename}

ディレクトリにデータをエクスポートする場合ディレクトリにデータをエクスポートする場合ディレクトリにデータをエクスポートする場合ディレクトリにデータをエクスポートする場合

NAMESCTL> dump_ldap [source] [destination] 
[options] {-h host} {-p port} {-D user_dn} {-w 
password}

引数 : [source]= {domain} [-R]

{domain} - 移行するドメインのオブジェクトを指定します。 デ
フォルトのドメインはルートです。 クライアントが接続している
サーバーがそのドメインの正当なものでない場合、そのドメイン
に対して権威のあるサーバーに処理が転送されます。 

[-R] - 指定されたドメインの認可されたサブドメインもすべて移
行することを指定します。 

DUMP_LDAP
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[destination] - DIT内の、オブジェクトが格納されるディレクトリ
の DNを指定します。

DNは次のいずれかの方法で指定できます。

� すべてのツリー・レベルを含む完全な DN。 たとえば、
(dn:cn=OracleContext,dc=com,dc=acme)は、
acme.comの下の cn=OracleContext にオブジェクトを
エクスポートすることを指定します。

� RDNにワイルドカードを使用することにより、ツリー階層
の目的の深さに対応するテンプレート。 たとえば、
(dn:o,ou,dc)と指定すると、Organization（o）、
OrganizationUnit（ou）、ドメイン・コンポーネント（dc）
を含む DIT構造にマップします。 

注意注意注意注意 : ディレクトリの DITに cn=OracleContext RDNが
含まれている場合は、RDNテンプレートを使用するときに
-xオプションを使用してください。 これにより、データベー
ス・サービスとネット・サービス名が cn=OracleContext
の下にマップされます。 

ソース指定で -R（再帰）変数を指定すると、宛先の DNをディ
レクトリの DITにマップする方法が決定されます。

� ソースに -Rを指定しない場合は、指定されたソース・ドメ
インが、宛先の DNに指定された DITに直接マップされま
す。

� -R変数を指定した場合は、指定されたドメインで始まるす
べてのサブドメインのデータがエクスポートされます。 すべ
てのサブドメインは、指定された宛先の RDNにマップされ
ます。 宛先の DNの RDNにワイルドカードが使用された場
合（値なしで指定されている場合）は、各サブドメインは
そのサブドメインと同じ名前の RDNタイプにマップされま
す。

注意注意注意注意 : DITで各サブドメインに cn=OracleContext RDN
が含まれている場合は、-xオプションを使用してください。 
これにより、データベース・サービスとネット・サービス
の名前は、各サブドメインで cn=OracleContextの下に
マップされます。

注意注意注意注意 : DNが指定されていない場合は、ドメインは DIT内のドメ
イン・コンポーネント（dc）にマップされます。 

DUMP_LDAP
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[options] - データのエクスポート方法を指定する引数を指定しま
す。

-a - すべてのオブジェクトを DITに追加することを指定します。 
オブジェクトがすでに DITに存在する場合、エラーが発生しま
す。 このオプションが指定されていない場合、既存のオブジェク
トは修正されますが、追加されません。

-c - エラー時にもエクスポートを続行することを指定します。

-n - 実際にはエクスポートを実行しません。 テスト・ランを実行
するために、この変数を使用します。

-q - 結果非表示モードで操作を実行します。

-x - 宛先の DNに cn=OracleContextを追加します。

au {-f filename} - 移行したいオブジェクトを LDIFファイルにダンプ
することを指定します。後で、LDIFファイルからディレクトリ
にロードできます。 デフォルトのファイル名は、onames.ldif
です。

次の変数は、ディレクトリ・サーバーの位置を指定します。

[-h host] - ディレクトリ・サーバーのホスト名を指定します。

[-p port] - ディレクトリがリスニングのために構成されている
ポート番号を指定します。 デフォルトの TCP/IPポート番号は
389です。

次の変数は、認証資格証明を指定します。

[-D user_dn] - DNの形式で追加および変更権限が与えられている
ディレクトリ管理者を指定します。 たとえば、
c=us,o=acme,ou=admin,cn=scottは、Scottという名前の
管理者用の DNです。

[-w password] -ディレクトリ管理者のパスワードを指定します。

使用上の注意 : 関連項目関連項目関連項目関連項目 :  6-31ページの「Oracle Names サーバーからのネット
ワーク・オブジェクトのエクスポート」を参照してください。

例 : LDIFファイルにデータをエクスポートする場合ファイルにデータをエクスポートする場合ファイルにデータをエクスポートする場合ファイルにデータをエクスポートする場合

NAMESCTL> dump_ldap sj.us.sczi.com - R 
(dn:cn=OracleContext,ou=sj,dc=us,dc=sczi,dc=com) -f 
test.ldif

直接ディレクトリにデータをエクスポートする場合直接ディレクトリにデータをエクスポートする場合直接ディレクトリにデータをエクスポートする場合直接ディレクトリにデータをエクスポートする場合
NAMESCTL> dump_ldap sj.us.sczi.com - R 
(dn:cn=OracleContext,ou=sj,dc=us,dc=sczi,dc=com) -a -h 
dlsun1598 -p 389 -D cn=orcladmin -w welcome

DUMP_LDAP
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DUMP_TNSNAMES

目的 : ローカル・リージョンで定義されているすべてのアドレスの名
前とアドレスを、tnsnames.oraファイルに書き出します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL dump_tnsnames

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

dump_tnsnames

引数 : なし

使用上の注意 : ローカル・リージョンで定義されているすべてのアドレスの名
前とアドレスを、tnsnames.oraに書き出します（アドレス型
レコード（A.SMD）すべて）。 

このコマンドは、tnsnames.oraファイルを作成するか、一部
を書き換えます。既存の tnsnames.oraにある、Oracle 
Names サーバーで定義されていないエントリは、そのまま残り
ます。 Oracle Names サーバーにも定義されている
tnsnames.oraファイルのエントリは、すべて上書きされま
す。 Oracle Names サーバーで定義されていて、tnsnames.ora
で定義されていないエントリは追加されます。 

例 : NAMESCTL> dump_tnsnames

EXIT

目的 : NAMESCTLユーティリティを終了します。

前提条件 : NAMESCTLユーティリティがロードされている必要があります。

パスワード : 不要

構文 : NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。 EXIT

引数 : なし

使用上の注意 : EXITコマンドは、Oracle Names サーバーには適用されません。 

NAMESCTLユーティリティのみに適用されます。

このコマンドは QUITコマンドと同じです。
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例 : namsctl> exit
NAMESCTL finished. 

FLUSH

目的 : ローカル・キャッシュ・チェックポイント・ファイルからすべてのリ
モート・リージョン情報を消去するように Oracle Names サーバーに
指示します。ローカル・キャッシュ・チェックポイント・ファイルの
デフォルトのファイル名は ckpcch.oraです。

前提条件 : 複数のリージョンで構成されている環境のみに適用されます （データ
を集中管理する環境には、未権限データがありません）。 

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システム・プロンプトからは、次のように入力し
ます。

NAMESCTL flush [onames_server] [onames_server]*

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

flush [onames_server] [onames_server]*

引数 : Oracle Names サーバー名を空白で区切って指定します。 引数を指定し
ない場合は、現行の Oracle Names サーバーのキャッシュからのみ外
部名が削除されます。

使用上の注意 : FLUSHは、キャッシュに格納されている外部データすべてを消去し
ます。 通常は、次の場合に外部データをキャッシュから削除します。

� ネットワーク内で大量のデータを変更して、通常の TTLエイジン
グ・メカニズムの所要時間が長すぎる場合。

� キャッシュに格納されている外部データの名前を変換するとき
に、識別不能なエラーが発生した場合。 キャッシュからすべての
外部データを削除すると、次にそのデータが要求されたときに、
再び検索されます。 

名前は現行の Oracle Names サーバーから削除されます。 現行の
Oracle Names サーバーは、デフォルトの優先 Oracle Names サー
バー、または SET SERVERコマンドで設定した Oracle Names サー
バーです。

例 : NAMESCTL> flush
Confirm [yes or no]: yes

EXIT
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FLUSH_NAME

目的 : ローカル・キャッシュ・チェックポイント・ファイルから特定のリー
ジョンの情報を消去するように Oracle Names サーバーに指示します。
ローカル・キャッシュ・チェックポイント・ファイルのデフォルトの
ファイル名は、ckpcch.oraです。

前提条件 : このパラメータは、複数のリージョンで構成されている環境のみに適
用されます。 （データを集中管理する環境には、未権限データがあり
ません）。

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システム・プロンプトからは、次のように入力し
ます。

NAMESCTL flush_name {domain}

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

flush_name {domain}

引数 : シングル・ドメイン名

使用上の注意 : FLUSH_NAMEは、Oracle Names サーバーのリージョンの外部から
キャッシュに書き込まれたデータ（つまり、未権限データ）のみを削
除します。 通常は、ソース・データが変更された可能性を示唆するよ
うに名前が異常に動作する場合に、外部データを削除します。

名前は現行の Oracle Names サーバーから削除されます。 現行の
Oracle Names サーバーは、デフォルトの優先 Oracle Names サー
バー、または SET SERVERコマンドで設定した Oracle Names サー
バーです。

例 : NAMESCTL> flush_name mountain.acme.com

HELP

目的 : 使用可能な NAMESCTLコマンドの一覧を表示します。 HELPコマン
ドのうちの 1つに応答して、NAMESCTLはコマンドの使用方法につ
いてのヘルプを表示します。 

前提条件 : なし

パスワード : 不要
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構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL help 
NAMESCTL help [command]

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL help 
NAMESCTL> help [command]

引数 : Helpコマンド。 次の出力例にコマンドが示されています。

例 : NAMESCTL> help
The following operations are available:
An asterisk (*) denotes a modifier or extended command:
exit
flush
flush_name
log_stats
ping
query
quitreload
repeat*
reset_stats
restart 
set*
show
shutdown
start
startup
status
stop 
version

LIST_DELEGATED

目的 : ルート・リージョンまたは指定したドメインの、委任されたす
べてのドメインをリストします。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

HELP
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構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL list_delegated [domain]

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> list_delegated [domain]

引数 : ドメイン名

使用上の注意 : このコマンドは、Oracle Namesから LDAP準拠のディレクトリ
にエクスポートする前に、現行のドメイン構造を理解するのに
役立ちます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  6-31ページの「Oracle Names サーバーからのネット
ワーク・オブジェクトのエクスポート」を参照してください。

例 : NAMESCTL> list_delegated
europe.acme.com
asia.acme.com
africa.acme.com

LIST_DOMAINS

目的 : ルート・リージョンのすべてのドメイン、または指定されたド
メインのサブドメインをリストします。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL _list_domain [domain]

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL _list_domain [domain]

引数 : ドメイン名

使用上の注意 : このコマンドは、Oracle Namesから LDAP準拠のディレクトリ
にエクスポートする前に、現行のドメイン構造を理解するのに
役立ちます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  6-31ページの「Oracle Names サーバーからのネット
ワーク・オブジェクトのエクスポート」を参照してください。

LIST_DELEGATED
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例 : NAMESCTL> list_domains
com
sczi.com
us.sczi.com
sj.us.sczi.com

LIST_OBJECTS

目的 : ルート・リージョンまたは指定したドメインのすべてのネット
ワーク・オブジェクトをリストします。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL list_objects [-R] [domain]

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> list_objects [-R] [domain]

引数 : [-R] - 指定したドメインの権限のあるすべてのサブドメインをリ
ストすることを指定します。 

[domain] - ドメイン名を指定します。

使用上の注意 : このコマンドは、Oracle Namesから LDAP準拠のディレクトリ
にエクスポートする前に、現行のドメイン構造を理解するのに
役立ちます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  6-31ページの「Oracle Names サーバーからのネット
ワーク・オブジェクトのエクスポート」を参照してください

例 : NAMESCTL> list_objects
partsdb.widgets.acme.com
toolsdb.widgets.acme.com
partsdb.components.widgets.acme.com
sparepartsdb.gadgets.widgets.acme.com

LOAD_TNSNAMES

目的 : 1つまたは複数の tnsnames.oraファイルで定義されているすべて
のネット・サービス名とアドレスを、Oracle Names サーバーにロー
ドします。

LIST_DOMAINS
A-38 Oracle8i Net8管理者ガイド



Oracle Names制御ユーティリティ（NAMESCTL）
前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システム・プロンプトからは、次のように入力し
ます。

NAMESCTL load_tnsnames {tnsnames.ora} [tnsnames.ora]

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

load_tnsnames {tnsnames.ora} [tnsnames.ora] 

引数 : 1つまたは複数の tnsnames.oraファイル

使用上の注意 : 通常、このコマンドは tnsnames.oraファイルを使用した後、サイ
トが Oracle Namesの使用を開始するときに 1度実行します。各リー
ジョンでこのコマンドを 1度実行してください。 この操作中に定義さ
れた名前は永続的に定義され、1つの Oracle Names サーバーから
リージョン内のすべてのサーバーに伝達されます。

例 : NAMESCTL>load_tnsnames network/admin/tnsnames.ora
Name:                  koala.lab.npd.us.oracle.com 
Response status:       normal, successful completion 
Name:                  devdd.rdbms.us.oracle.com 
Response status:       normal, successful completion 
Name:                  envyd.lab.npd.us.oracle.com 
Response status:       normal, successful completion 
Name:                  stealth.npd.us.oracle.com 
Response status:       normal, successful completion 
Name:                  null.us.oracle.com 
Response status:       normal, successful completion 
Name:                  slime.lab.npd.us.oracle.com 
Response status:       normal, successful completion 
Name:                  felix.hp.us.oracle.com 
Response status:       normal, successful completion 
Name:                  dtnet1.dec.oracle.com 
Response status:       normal, successful completion 
Name:                  devds.rdbms.us.oracle.com 
Response status:       normal, successful completion 

LOG_STATS

目的 : 現行の統計を、その Oracle Names サーバーの構成済ログ・ファイル
に記録します。 デフォルトのログ・ファイル名は、names.logです。

前提条件 : なし

LOAD_TNSNAMES
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パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システム・プロンプトからは、次のように入力し
ます。

NAMESCTL log_stats [onames_server] [onames_server]*

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

log_stats [onames_server] [onames_server]*

引数 : Oracle Names サーバー名を空白で区切って指定します。 引数を指定し
ないと、現行の Oracle Names サーバーの統計のみがリセットされま
す。 

使用上の注意 : STATUSコマンドの結果または他の動作から、データをログに記録す
る必要があると判断した場合は、統計を記録します。 LOG_STATSは、
現行のログ統計の間隔には影響しません。

例 : NAMESCTL> log_stats
Statistics counters logged.

PASSWORD

目的 : STOP、RESTART、RELOADなどの特権的な NAMESCTLユーティ
リティ・コマンドを実行するための暗号化パスワードを設定します。 

前提条件 : NAMESCTLユーティリティがロードされている必要があります。

パスワード : 該当せず

構文 : NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

password [password]

引数 : names.oraファイル内の NAMES.PASSWORDパラメータで暗号化
されている値と一致するテキスト文字列。

LOG_STATS
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使用上の注意 : このコマンドは、names.ora ファイル内のNAMES.PASSWORDパ
ラメータによってすでに確定されたパスワードは変更しません。 
NAMESCTL変数のみが設定されます。 この変数の値がコマンド要求
時に NAMESCTLから Oracle Names サーバーに送信され、Oracle 
Names サーバー上で構成されている値と比較されます。 これらの値が
一致している場合は、パスワードを必要とする操作が許可されます。

特権操作、つまり Oracle Names サーバーの機能を変更する操作のみ
が、このコマンドの影響を受けます。 SHOWや STATUSなどは特権
操作と見なされないので、パスワードは不要です。

PASSWORDコマンドの引数としてパスワードを指定します。引数を
指定しないと、パスワードの入力を促すプロンプトが表示されます。 
入力したパスワードは画面に表示されません。 

パスワードがネットワークで送信されるときは、パスワードがどのよ
うに設定されていても、必ず暗号化されます。

例 : NAMESCTL> password open_sesame
NAMESCTL> password
Enter name server password: 

PING

目的 : 現行の Oracle Names サーバーまたは指定した Oracle Names サー
バーに接続し、要求 /応答時間を表示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システム・プロンプトからは、次のように入力し
ます。

NAMESCTL ping [onames_server] [onames_server]*

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

ping [onames_server] [onames_server]*

引数 : Oracle Names サーバー名を空白で区切って指定します。 引数を指定し
ないと、現行の Oracle Names サーバーのみが pingされます。 

使用上の注意 : pingは、Oracle Names サーバーが機能しているかどうかを確認して
から、NAMESCTLユーザーの場所から Oracle Names サーバーまで
の通常の応答時間を表示します。 

例 : NAMESCTL> ping nserver.com
Round trip time is 0.04 seconds

PASSWORD
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QUERY

目的 : Oracle Names サーバーに格納されているネットワーク・オブジェク
トの内容を取り出します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システム・プロンプトからは、次のように入力し
ます。

NAMESCTL query object_name [オブジェクト型] [修飾子]

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

query object_name [オブジェクト型] [修飾子]

一般的なオブジェクト型一般的なオブジェクト型一般的なオブジェクト型一般的なオブジェクト型 :

� A.SMD - データベース・サービス定義またはネット・サービス名
にあるネットワーク・アドレス。

� CNAME.SMD - 別名（標準名 (canonical name)という場合もあり
ます）。

� DL.RDBMS.OMD - グローバル・データベース・リンク。

� DLCR.RDBMS.OMD - グローバル・データベース・リンク修飾
子。

� NS.SMD - Oracle Names サーバー・アドレス。 Oracle Names 
サーバー間で通信する際に使用するシステム・データ。

� V1ADD.NPO.OMD - SQL*Netバージョン 1の接続文字列。

有効な修飾子有効な修飾子有効な修飾子有効な修飾子 :

� AUTHORITY - データがローカル・キャッシュに格納されていて
も、問合せをデータのソース（データがローカルとみなされる管
理リージョン内）で変換します。 データがソースで変更された疑
いがある場合に、この修飾子を使用します。

� NOFORWARD - データを問い合せますが、要求は送りません。 
データがローカル・データでないときに NOFORWARDを指定
すると、問合せが変換されません。

� TRACE - 応答へのパスのトレースを実現します。 要求の転送先
Oracle Names サーバーを調べる場合に役立ちます。

引数 : ネットワーク・オブジェクト名は必須
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使用上の注意 : QUERYを使用して、定義済のデータを見つけられるかどうか、およ
びその内容が正しいかどうかをテストすることができます。

QUERYコマンドは、常に、デフォルトまたは SET SERVERコマンド
で指定した、現行の Oracle Names サーバー上で動作します。 

名前のみをパラメータに指定して QUERYコマンドを使用する場合、
Oracle Names サーバーはその名前を持つデータの個数と操作の実行
時間を知らせてきます。

QUERYコマンドの引数として名前と型を指定すると、特定の名前が
検索されて、ユーザーに戻されます。 

QUERYコマンドでは、複数の引数を指定できます。 たとえば、次の
ように指定します。

query sales.com a.smd authority trace

例 : NAMESCTL> query bones.dem.medicine a.smd
Total response time:0.04 seconds
Response status:normal, successful completion
Authoritative answer:yes
Number of answers:1
Canonical name:bones.dem.medicine
TTL: 1 day
Alias translations:
    from:bones.dem.medicine
    to: bones.dem.medicine
Answers:
    data type is "a.smd"
        Syntax is ADDR:...(DESCRIPTION=(ADDRESS=
(PROTOCOL=TCP)(Host=bones-pc)
(Port=1521))(CONNECT_DATA=(SERVICE_NAME=bones.dem.medicine)))

QUIT

目的 : NAMESCTLユーティリティを終了します。

前提条件 : NAMESCTLユーティリティがロードされている必要があります。

パスワード : 不要

構文 : NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

QUIT

引数 : なし

QUERY
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使用上の注意 : QUITコマンドは、Oracle Names サーバーには適用されず、 
NAMESCTLユーティリティのみに適用されます。

QUITコマンドは EXITコマンドと同様に機能します。

例 : NAMESCTL> quit
nl-00851: NAMESCTL が終了しました。

REGISTER

目的 : Oracle Names サーバーにネットワーク・オブジェクトを登録します。

パスワード : 不要

構文 : NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

register object_name [-t サービスの種類] 
[-d [(description=](address=(プロトコル・アドレス情報))[)]] [-h 
onames_server]
[-l listener_name]

サービスの種類サービスの種類サービスの種類サービスの種類 :

� ORACLE_DATABASE

� ORACLE_LISTENER

� ORACLE_NAMESERVER

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  プロトコル・アドレスとパラメータの詳細は、付録 Bを参
照してください。

引数 : オブジェクト名は必須です。 サービスおよびアドレス・データ、ホス
トを指定しなくても、登録プロセスを実行できます。 ただし、登録し
たオブジェクトを使用するには、これらのデータが必要です。 つまり、
アドレスを指定しないで登録したオブジェクト名は使用できません。 

使用上の注意 : REGISTERは、サービスおよびサービスのタイプ、ホスト名、アドレ
スを手動で登録するためのコマンドです。 サービスのタイプとデータ
を有効な文字列で指定できますが、一般的な登録では、サービスの種
類として databaseまたは listenerを指定し、データとして TNSアド
レスを指定します。 

オブジェクトの登録は、リージョン内の他のすべての予約済 Oracle 
Names サーバーに伝えられます。

例 : NAMESCTL> register parts -t oracle_database -d (DESCRIPTION= 
(ADDRESS= (PROTOCOL=TCP)(HOST=nineva)(PORT=1575)) (CONNECT_
DATA=(SERVICE_NAME=db3)))

QUIT
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RELOAD

目的 : Oracle Names サーバーの管理リージョン内でデータが変更されたか
どうかをただちにチェックします。 変更されたデータがある場合、
Oracle Names サーバーはすべてのデータベース・サービス名、ネッ
ト・サービス名、グローバル・データベース・リンク、および別名を
再ロードします。

前提条件 : なし

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システム・プロンプトからは、次のように入力し
ます。

NAMESCTL reload [onames_server] [onames_server]*

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

reload [onames_server] [onames_server]*

引数 : Oracle Names サーバー名を空白で区切って指定します。 引数を指定し
ないと、現行の Oracle Names サーバーのみが再ロードされます。

使用上の注意 : すべての Oracle Names サーバーは、names.oraファイルの
NAMES.ADMIN_REGION構成パラメータで指定されているデータ
ベースから、データを直接ロードします。 

複数のリージョンで構成されている環境では、RELOADは現行の管
理リージョンのデータのみに適用されます。 キャッシュ内の外部デー
タはすべて変更されません。

例 : NAMESCTL> reload
Server reloaded.

REORDER_NS

目的 : ローカル Oracle Names サーバーとそのアドレスがリストされたファ
イルを作成します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要
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構文 : オペレーティング・システム・プロンプトからは、次のように入力し
ます。

NAMESCTL reorder_ns [(description=](address=(プロトコル・アドレス
情報))[)] 

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

reorder_ns [(description=](address=(プロトコル・アドレス情報))[)] 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  プロトコル・アドレスとパラメータの詳細は、付録 Bを参
照してください。

引数 : オプションの Oracle Names サーバー・アドレスが、接続するための
最初のサーバーとして使用されます。

使用上の注意 : このコマンドは、クライアントが名前を調べるために Oracle Names 
サーバーに接続できるように、Oracle Names サーバーの名前とアド
レスが定義されたファイルを生成します。

REORDER_NSコマンドは、次のタスクを実行します。

1. Oracle Names サーバーを検索します。sqlnet.oraで優先
Oracle Names サーバー・パラメータを探します。続いて、予約
済のサーバーを呼び出すか、ポート 1575の TCP/IPを使用して
ローカル Oracle Names サーバーを検索します。

2. ローカル・リージョン内のすべての Oracle Names サーバーに対
して問合せを送ります。

3. これらのサーバーのそれぞれに PINGを送ります。

4. サーバーのリストを応答時間の短い順にソートします。

5. Oracle Names サーバー・リストにソートした名前とアドレスの
リストを書き込みます。

例 : NAMESCTL> reorder_ns (address= 
(protocol=tcp)(host=nineva)(port=1575))

REPEAT

目的 : QUERY、REGISTER、TIMED_QUERYまたは UNREGISTERを複数
回実行して、平均戻り速度を計算します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

REORDER_NS
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構文 : オペレーティング・システム・プロンプトからは、次のように入力し
ます。

NAMESCTL repeat number query type

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

repeat number query type 

引数 : number - 整数 

type - オブジェクト・タイプ。QUERYコマンドでの指定と同様。

使用上の注意 : REPEATコマンドは、要求の平均応答時間を知るのに役立ちます。

実行回数として、あまり大きな数を指定しないでください。実行を繰
り返している間、NAMESCTLユーティリティは他の作業を実行でき
ません。

例 : NAMESCTL> repeat 10 query manatee a.smd
Number of requests: 10
Average response time: 0.01 seconds
Minimum response time: 0.01 seconds
Maximum response time:0.04 seconds
Total response time:0.14 seconds
Response status:normal, successful completion
Authoritative answer:yes
Number of answers: 1
TTL: 1 day
Answers:
    data type is "a.smd"
        Syntax is ADDR:(DESCRIPTION=(ADDRESS=
(PROTOCOL=TCP)(Host=salmon)
(Port=1522))(CONNECT_DATA=(SID=otter)))

RESET_STATS

目的 : Oracle Names サーバーの統計を Oracle Names サーバーの起動時の
元の値にリセットします。

前提条件 : なし

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

REPEAT
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構文 : オペレーティング・システム・プロンプトからは、次のように入力し
ます。

NAMESCTL reset_stats [onames_server] [onames_server]*

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

reset_stats [onames_server] [onames_server]*

引数 : Oracle Names サーバー名を空白で区切って指定します。 引数を指定し
ないと、現行の Oracle Names サーバーの統計のみがリセットされま
す。

使用上の注意 : 統計がただちにリセットされることを除けば、RESET_STATSは、
RESET_STATS_INTERVAL（NAMES.ORAパラメータ）が終了する
のを待つのと同じことです。

例 : NAMESCTL> reset_stats
Confirm [yes or no]: yes
Server statistics reset.

RESTART

目的 : Oracle Names サーバーを起動時の元の状態にリセットします。

前提条件 : なし

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システム・プロンプトからは、次のように入力し
ます。

NAMESCTL restart [onames_server] [onames_server]*

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

restart [onames_server] [onames_server]*

引数 : Oracle Names サーバー名を空白で区切って指定します。 引数を指定し
ないと、現行の Oracle Names サーバーのみが再起動されます。

使用上の注意 : Oracle Names サーバーがすでに稼働しているという点を除いて、
RESTARTは STARTUPと同じです。 

データが再ロードされ、統計がリセットされ、すべての外部データが
削除されます。 有効な外部キャッシュ・データ（つまり、TTLが 0よ
り大きいデータ）が、チェックポイント・ファイルから取り出されま
す（TTLの値は、0より大きく設定する必要があります）。 

RESET_STATS
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例 : NAMESCTL> restart
Confirm [yes or no]: yes
Server restarted.

SET

目的 : 現行の NAMESCTLセッションに対して設定できる使用可能な構成コ
マンドのリストを表示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL set
NAMESCTL set [command]

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> set 
NAMESCTL set [command]

引数 : SETコマンド。 次の出力例にコマンドが示されています。

例 : NAMESCTL> set
The following operations are available after set
An asterisk (*) denotes a modifier or extended command:
cache_checkpoint_interval
default_domain
forwarding_available
log_file_name
log_stats_interval
NAMESCTL_trace_level
password
requests_enabled
reset_stats_interval
save_config_interval
save_config_on_stop
server
trace_file_name
trace_level

RESTART
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SET CACHE_CHECKPOINT_INTERVAL

目的 : リモート・リージョンについて収集したすべての情報を、ローカル・
キャッシュ・ファイルに保存する頻度を設定します。デフォルトの
ローカル・キャッシュ・ファイルは、ckpcch.oraです。

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL set cache_checkpoint_interval time

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

set cache_checkpoint_interval time

引数 : timeは秒単位です。

たとえば、CACHE_CHECKPOINT_INTERVALを 36時間に設定す
る場合は、次のように入力します。

set cache_checkpoint_interval 129600

使用上の注意 : 最小値 : 10秒

最大値 : 259200（3日）

デフォルト : 0（キャッシュ頻度なし）

例 : NAMESCTL> set cache_checkpoint_interval 10

SET DEFAULT_DOMAIN

目的 : NAMESCTLクライアントが最も頻繁に名前解決要求を検索するドメ
インを設定したり、sqlnet.oraファイルの NAMES.DEFAULT_
DOMAINで指定されたドメインを変更します。

前提条件 : NAMESCTLユーティリティがロードされている必要があります。

パスワード : 不要

構文 : NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

set default_domain domain_name

引数 : ドメイン名
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使用上の注意 : デフォルト・ドメインを設定すると、すべての未修飾のネット・サー
ビス名やサービス名にデフォルト・ドメインが付加されます。 たとえ
ば、デフォルト・ドメインを us.acmeに設定している場合、グロー
バル名 sales.us.acme は、次のようにして問い合せることができ
ます。 

NAMESCTL> query sales

例 : NAMESCTL> set default_domain us.acme.com
Default domain is now "US.ACME.COM"

SET FORWARDING_AVAILABLE

目的 : リモート Oracle Names サーバーへのクライアント名前要求の転送機
能をオンまたはオフにします。

前提条件 : Oracle Names サーバーが稼働している必要があります。

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL set forwarding_available on|off|yes|no

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

set forwarding_available off

引数 : ON | OFF | YES | NO

デフォルト値 : OFF

SET DEFAULT_DOMAIN
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使用上の注意 : この設定が適用されるのは、ローカル・クライアントを持たず、リ
モート Oracle Names サーバーからの要求のみを処理する Oracle 
Names サーバーのみです。 通常は、クライアントまたはサービスをも
たないルート・リージョン内の Oracle Names サーバーのみに適用さ
れます。 このような Oracle Names サーバーがリージョン間の要求処
理でボトルネックの原因となる場合は、転送機能をオフにすると、そ
の Oracle Names サーバーの作業負荷を半減できます。 転送機能がオ
フに設定された Oracle Names サーバーは、要求を転送して応答を戻
すかわりに、要求に応答できる Oracle Names サーバーのアドレスを
要求側に知らせます。 この場合、作業負荷の全体量は減少せずに、転
送機能のない Oracle Names サーバーから要求側の Oracle Names 
サーバーに作業負荷が移動するのみです。 

警告警告警告警告 :  SET FORWARDING_AVAILABLEをオフに設定すると、その
Oracle Names サーバーに直接依存しているすべてのクライアントは
リモート名を変換できません。 クライアントは、Oracle Names サー
バーのように要求をリダイレクトできません。 NAMES.PREFERRED_
SERVERS構成パラメータに他の Oracle Names サーバーがリストさ
れていても、クライアントの要求は失敗します。 

例 : NAMESCTL> set forwarding_available off 
Request processing is now disabled. 

SET LOG_FILE_NAME

目的 : Oracle Names サーバーのログ・ファイル名を設定します。 デフォルト
のログ・ファイル名は、names.logです。

前提条件 : なし

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL set log_file_name file_name

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

set log_file_name file_name

引数 : ログ・ファイルのファイル名

使用上の注意 : LOG_FILE_NAMEは、すべてのロギング・メッセージの宛先を変更
します。 

SET FORWARDING_AVAILABLE
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例 : NAMESCTL> set log_file_name namesvr1

SET LOG_STATS_INTERVAL

目的 : 統計をログ・ファイルに記録する頻度を変更します。デフォルトのロ
グ・ファイル名は、names.logです。

前提条件 : なし

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL set log_stats_interval time

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> set log_stats_interval time

引数 : timeは、秒数、または [<n> DAY[S]] [<hh>:<mi>:<ss>]で指定します。

たとえば、LOG_STATS_INTERVALを 36時間に設定する場合は、次
の両方の設定が可能です。

set log_stats_interval 129600
set log_stats_interval 1 day 12:00:00

日数と時間 :分 :秒を組み合せて指定するか、日数を指定しないで時
間のみを指定できます。

制限 : 最小値 : 10秒

最大値 : 制限なし

特殊値 : 0（リセットされないことを意味します）

デフォルト値 : 0（記録しません）

使用上の注意 : LOG_STATS_INTERVALの初期値は、 Oracle Names サーバーのロー
ド時に、sqlnet.oraファイルの NAMES.LOG_STATS_INTERVAL
パラメータに構成されている値に基づいて設定されます。 デフォルト
値は 0（記録しません）です。 SET LOG_STATS_INTERVALは、サー
バーの稼働中にこの値をオーバーライドするためのコマンドです。

例 : NAMESCTL> set log_stats_interval 7200
Statistic counter logging interval is now 2 hours

SET LOG_FILE_NAME
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SET NAMESCTL_TRACE_LEVEL

目的 : NAMESCTLユーティリティのトレース・レベルを指定します。

前提条件 : なし

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL set NAMESCTL_trace_level level

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> set NAMESCTL_trace_level level

引数 : OFF - トレースを実行しません。

USER - ユーザーによるエラー条件を判別するためのトレースを実行
します。

ADMIN - インストール固有の問題を判別するためのトレースを実行
します。

SUPPORT - サポートに必要なレベルのトレースを実行します。

使用上の注意 : トレースは、NAMESCTLユーティリティの処理で発生する予測不能
な障害または識別不能な障害を診断するのに役立ちます。 トレースは、
通常の NAMESCTL処理で行われる一連のイベントをオペレーティン
グ・システム・ファイルに書き込んで、管理者が検査できるようにし
ます。

トレース出力は、OFF（なし）、USER（基本的情報）または ADMIN
という 3段階のレベルで指定します。 

引数を指定しないと、クライアントの sqlnet.oraファイル内の値
にリセットされます。デフォルトの設定は、OFFです。

例 : NAMESCTL> set NAMESCTL_trace_level admin
Controller's local trace level changed from 0 to 4

SET PASSWORD

目的 : STOP、RESTART、RELOADなどの特権的な NAMESCTLユーティ
リティ・コマンドを実行するためのパスワードを設定します。 

入力するパスワードは、names.oraファイル内の
NAMES.PASSWORDパラメータの 1つのセットと一致している必要
があります。
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前提条件 : NAMESCTLユーティリティがロードされている必要があります。

パスワード : 該当せず

構文 : NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> set password [password]

引数 : 現行の Oracle Names サーバーのパラメータ NAMES.PASSWORDに
格納されている値と一致するテキスト文字列

使用上の注意 : SET PASSWORDでは、Oracle Names サーバーのパスワードは変更
されません。 この変数の値が、NAMESCTLコマンドで Oracle Names 
サーバーに送信され、Oracle Names サーバー上で構成されている値
と比較されます。 これらの値が一致している場合は、パスワードを必
要とする操作が許可されます。

特権操作、つまり Oracle Names サーバーの機能を変更する操作のみ
が、このコマンドの影響を受けます。 SHOWや STATUSなどは特権
操作と見なされないので、パスワードは不要です。

SET PASSWORDコマンドの引数としてパスワードを指定します。引
数を指定しないと、パスワードの入力を促すプロンプトが表示されま
す。 入力したパスワードは画面に表示されません。 

パスワードがネットワークで送信されるときは、パスワードがどのよ
うに設定されていても、必ず暗号化されます。

例 : NAMESCTL> set password open_sesame
NAMESCTL> set password
enter name server password: 

SET REQUESTS_ENABLED

目的 : 現行の Oracle Names サーバーが要求に応答するかどうかを決定しま
す。

前提条件 : なし

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL set requests_enabled on|off

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> set requests_enabled on|off

SET PASSWORD
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引数 : ON | OFF

使用上の注意 : このプロパティを OFFに設定すると、名前解決を要求するすべての
クライアントが拒否されます。 Oracle Names サーバーが予期せず動い
ているときは、この設定を使用してネーム・サーバーを診断できま
す。

例 : NAMESCTL> set requests_enabled off
Confirm [yes or no]: yes
General request processing is now disabled

SET RESET_STATS_INTERVAL

目的 : 統計がゼロまたはカレント・サーバーの初期値にリセットされる間隔
を変更します。

前提条件 : なし

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL set reset_stats_interval time

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> set reset_stats_interval time

引数 : timeは、秒数または [n DAY[S]] [hh:mi:ss]の形式で指定します。

たとえば、RESET_STATS_INTERVALを 72時間に増やすには、次の
両方の設定が可能です。

set reset_stats_interval 259200
set reset_stats_interval 3 days

制限 : 最小値 : 10秒

最大値 : 制限なし

デフォルト値 : 0（リセットしません）

使用上の注意 : RESET_STATS_INTERVALの初期値は、Oracle Names サーバーを
ロードするときの NAMES.RESET_STATS_INTERVALパラメータに
基づいて設定されます。 SET RESET_STATS_INTERVALは、Oracle 
Names サーバーの稼働中にこの値を上書きするためのコマンドです。 

例 : NAMESCTL> set reset_stats_interval 1 day
Statistic counter reset interval is now 24 hours

SET REQUESTS_ENABLED
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SET SAVE_CONFIG_INTERVAL

目的 : NAMESCTL SETコマンドで行った変更が、一定間隔で names.ora
に保存されます。

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL set save_config_interval time

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

set save_config_interval time

引数 : timeは秒単位です。

例 : NAMESCTL> set save_config_interval 10

SET SAVE_CONFIG_ON_STOP

目的 : NAMESCTLセッション終了後、NAMESCTL SETコマンドによって
行われた変更を names.oraファイルに保存するかどうかを指定しま
す。

NAMESCTLセッションが終了する直前にすべての値が保存されま
す。形式、コメント、大文字と小文字は、可能な限り維持されます。 

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL set save_config_on_stop on|off

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> set save_config_on_stop on|off

引数 : ON | OFF

例 : NAMESCTL> set save_config_on_stop on

SET SERVER

目的 : Oracle Names サーバーの名前を設定します。
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前提条件 : NAMESCTLユーティリティがロードされている必要があります。

パスワード : 不要

構文 : NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> set server [onames_server]
[(description=](address=(プロトコル・アドレス情報))[)] 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  プロトコル・アドレスとパラメータの詳細は、付録 Bを参
照してください。

引数 : 有効な Oracle Names サーバーまたは有効な Oracle Names サー
バー・アドレス

引数を指定しない場合、sqlnet.oraファイルの
NAMES.PREFERRED_SERVERSパラメータによって設定されている
値を使用します。

使用上の注意 : SET SERVERを使用すると、NAMESCTLユーティリティの実行中
に、Oracle Names サーバーを切り替えることができます。 修飾子とし
て指定できるのは、現行の Oracle Names サーバーのメモリーに定義
されている名前、または任意の Oracle Names サーバーの TNSアドレ
スです。

指定した Oracle Names サーバー名は、通常の名前検索で変換されま
す。 現行の Oracle Names サーバーがアドレスを知っているか取り出
せる場合のみ、別の Oracle Namesネーム・サーバーを設定できます。 
現行の Oracle Names サーバーが設定されていない場合は、アドレス
を入力しないとこのコマンドを実行できません。 

例 : NAMESCTL> set server server1.us.acme

SET TRACE_FILE_NAME

目的 : Oracle Names サーバーのトレース・ファイル名を設定します。 デフォ
ルトのトレース・ファイル名は names.trcです。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL set trace_file_name file_name

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> set trace_file_name file_name

引数 : ファイル名

SET SERVER
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例 : NAMESCTL> set trace_file_name namesvr1

SET TRACE_LEVEL

目的 : Oracle Names サーバーのトレースのレベルを設定します。

前提条件 : なし

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL set trace_level level

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> set trace_level level

引数 : トレース・レベル :

� OFF - トレース出力しない

� USER - ユーザー・トレース情報

� ADMIN - 管理トレース情報

� SUPPORT - オラクル社カスタマ・サポート・センター用のト
レース情報

使用上の注意 : トレースは、現行の Oracle Names サーバーの処理で発生する予測不
能な障害、または識別不能な障害を診断するのに役立ちます。 トレー
スは、通常の Oracle Names サーバー処理で行われる一連のイベント
をオペレーティング・システム・ファイルに書き込んで、管理者が検
査できるようにします。

TRACE_LEVELを設定すると、トレースがただちに開始されます。 ト
レース・レベルを OFFにリセットするまで、すべての操作がトレー
スされます。

トレース・ファイルは非常に大きくなります。 問題を診断した後は、
トレース・レベルを必ずオフにしてください。 

例 : NAMESCTL> set trace_level admin
Trace level is now 6. 

SET TRACE_FILE_NAME
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SHOW

目的 : 現行の NAMESCTLセッションについて表示できる、使用可能なコマ
ンドのリストを表示します。 NAMESCTLは SHOWコマンドのうち
の 1つに応答して、そのパラメータの現行の設定を表示します。 

SET PASSWORDを除くすべての SETコマンドには、同等の SHOW
コマンドがあります。 

前提条件 : なし

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL show 
NAMESCTL show [command]

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> show

NAMESCTL> show [command]

引数 : NAMESCTL> show
The following operations are available after show

アスタリスク（*）は、修飾子コマンドまたは拡張コマンドを示しま
す。

cache_checkpoint_interval
default_domain
forwarding_available
log_file_name
log_stats_interval
NAMESCTL_trace_level
requests_enabled
reset_stats_interval
save_config_interval
save_config_on_stop
server
status
system_queries
trace_file_name
trace_level
version

例 : CMCTL> show trace_level
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SHOW CACHE_CHECKPOINT_INTERVAL

目的 : Oracle Names サーバーのキャッシュがキャッシュ・チェックポイン
ト・ファイルに書き込まれる頻度を表示します。デフォルトのキャッ
シュ・チェックポイント・ファイルは、ckpcch.oraです。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL show cache_checkpoint_interval

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> show cache_checkpoint_interval

引数 : なし

使用上の注意 : CACHE_CHECKPOINT_INTERVALの初期値は、names.oraファ
イルの NAMES.CACHE_CHECKPOINT_INTERVALの値で設定され
ます。デフォルト値は 0で、キャッシュ・チェックポイントは機能し
ません。 キャッシュ・チェックポイント・ファイルに書き込まれる
データには、ネット・サービスの名前とアドレス、およびクライアン
トにかわって Oracle Names サーバーが外部リージョンに問合せを転
送して取得した Oracle Names サーバー・アドレスなどがあります。

例 : NAMESCTL> show cache_checkpoint_interval
Cache checkpoint interval is currently 8 minutes 20 seconds

SHOW DEFAULT_DOMAIN

目的 : SET DEFAULT_DOMAINまたは sqlnet.oraファイルの
NAMES.DEFAULT_DOMAINによって設定されたドメインを表示し
ます。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL show default_domain

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> show default_domain

引数 : なし
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使用上の注意 : デフォルト・ドメインを設定すると、すべての未修飾のネット・サー
ビス名やサービス名にデフォルト・ドメインが付加されます。 たとえ
ば、デフォルト・ドメインを us.acmeに設定している場合、グロー
バル名 sales.us.acmeは、次のようにして問い合せることができ
ます。 

NAMESCTL> query sales

例 : NAMESCTL> show default_domain
Current default domain is "com"

SHOW FORWARDING_AVAILABLE

目的 : Oracle Names サーバーがリモート Oracle Names サーバーにクライ
アント要求を転送するかどうかを表示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL show forwarding_available

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> show forwarding_available

引数 : Oracle Names サーバー名を空白で区切って指定します。 名前を指定し
ないと、現行のネーム・サーバーの設定が表示されます。

使用上の注意 : デフォルトでは、すべての Oracle Names サーバーがリモート Oracle 
Names サーバーに要求を転送します。 転送が使用禁止になっている場
合、リモート Oracle Names サーバーへの要求は、要求された名前に
対して権限を持つリージョン内の Oracle Names サーバーにリダイレ
クトされます。

転送を使用禁止にすると、特定の Oracle Names サーバーのロードを
軽減できますが、リモート Oracle Names サーバーにクライアントを
送信することができなくなります。 

転送機能をオンまたはオフにするには、SET FORWARDING_
AVAILABLEコマンドを使用します。

例 : NAMESCTL> show forwarding_available
Request forwarding is currently enabled

SHOW DEFAULT_DOMAIN
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SHOW LOG_FILE_NAME

目的 : Oracle Names サーバーがロギング情報を書き込むファイルの名前を
表示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL show log_file_name

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> show log_file_name

引数 : なし

使用上の注意 : ログ・ファイル名の初期値は、names.oraファイルの
NAMES.LOG_FILEの値で設定されます。デフォルトのファイル名は
names.logです。

例 : NAMESCTL> show log_file_name
Log file name is currently 
/private/ora23/network/names.log

SHOW LOG_STATS_INTERVAL

目的 : 統計がログ・ファイルに記録される頻度を表示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL show [onames_server] [onames_server]*
log_stats_interval

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> show [onames_server] [onames_server]*
log_stats_interval

引数 : Oracle Names サーバー名を空白で区切って指定します。 名前を指定し
ないと、現行のネーム・サーバーの設定が表示されます。

使用上の注意 : LOG_STATS_INTERVALの初期値は、names.oraファイルの
NAMES.LOG_STATS_INTERVALの値に設定されます。デフォルト
値は 0で、ロギングは実行されません。

例 : NAMESCTL> show log_stats_interval
Statistic counter logging is currently disabled
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SHOW NAMESCTL_TRACE_LEVEL

目的 : NAMESCTLユーティリティのトレース・レベルを表示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL show NAMESCTL_trace_level

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> show NAMESCTL_trace_level

引数 : なし

使用上の注意 : トレースは、NAMESCTLユーティリティの処理で発生する予測不能
な障害または識別不能な障害を診断するのに役立ちます。 トレースは、
通常の NAMESCTL処理で行われる一連のイベントをオペレーティン
グ・システム・ファイルに書き込んで、管理者が検査できるようにし
ます。

トレース出力は、OFF（なし）、USER（基本的情報）または ADMIN
（最大量の情報）という 3段階のレベルで指定します。 

例 : NAMESCTL> show NAMESCTL_trace_level
Controller's trace level is currently 0

SHOW REQUESTS_ENABLED

目的 : Oracle Names サーバーが要求に応答しているかどうかを表示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL show [onames_server] [onames_server]*
requests_enabled

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> show [onames_server] [onames_server]*
requests_enabled

引数 : Oracle Names サーバー名を空白で区切って指定します。 名前を指定し
ないと、現行のネーム・サーバーの設定が表示されます。

使用上の注意 : 要求が使用禁止の場合、Oracle Names サーバーへのすべての要求が
拒否されます。 
A-64 Oracle8i Net8管理者ガイド



Oracle Names制御ユーティリティ（NAMESCTL）
例 : NAMESCTL> show requests_enabled
General request processing is currently enabled

SHOW RESETS_STATS_INTERVAL

目的 : 統計をログ・ファイルにダンプする間隔を表示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL show reset_stats_interval

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> show reset_stats_interval

使用上の注意 : RESET_STATS_INTERVALの初期値は、NAMES.RESET_STATS_
INTERVALの値に設定されます。 デフォルト値は 0（リセットしませ
ん）です。 この場合は、Oracle Names サーバーが稼働している全時間
の統計が蓄積されます。 たとえば、統計が毎日リセットされる場合、
統計はサーバーが動作していた総時間ではなく当日の合計を表しま
す。

例 : NAMESCTL> show reset_stats_interval
Statistic counter reset interval is currently 5 minutes

SHOW SAVE_CONFIG_INTERVAL

目的 : names.oraファイルに保存するために、SETコマンドでスケジュー
ルされている間隔を秒数で表示します。

前提条件 : このコマンドは、SET SAVE_CONFIG_INTERVALコマンドが設定さ
れた場合のみ、間隔を表示します。

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL show save_config_interval

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

show save_config_interval

例 : NAMESCTL> set save_config_interval 10

SHOW REQUESTS_ENABLED
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SHOW SAVE_CONFIG_ON_STOP

目的 : names.oraファイルに変更を保存するために、NAMESCTL SETコ
マンドがスケジュールされているかどうかを示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL show save_config_on_stop

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> show save_config_on_stop

引数 : なし

例 : NAMESCTL> show save_config_on_stop

SHOW SERVER

目的 : 現行の Oracle Names サーバー名を表示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL show server

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> show server

引数 : なし

使用上の注意 : SHOW SERVERは、コマンドが適用される現行の Oracle Names サー
バーを表示します。

例 : NAMESCTL> show server
currently managing name server "NameServer.us.oracle.com
Version banner is "Oracle Names for SunOS: Version 8.1.6.0.0" 

SHOW STATUS

目的 : Oracle Names サーバーの一般的なステータス情報を表示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要
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構文 オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL show status [onames_server] [onames_server]*

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> show status [onames_server] [onames_server]*

引数 : Oracle Names サーバー名を空白で区切って指定します。 名前を指定し
ないと、現行のネーム・サーバーの設定が表示されます。

使用上の注意 : Oracle Names サーバーの現在の状態を表示します。

このコマンドは STATUSコマンドと同じです。

例 : NAMESCTL> show status
Version Banner is "Oracle Names for SunOS: Version 8.1.6.0.0" 
Server has been running for:1 day 2 hours 3 minutes 35.16 
seconds....

SHOW SYSTEM_QUERIES

目的 : すべてのシステム問合せの次のオカレンスを表示します。

前提条件 : このコマンドは分散構成のみに適用されます。 1つの管理リージョン
のみで構成されている環境では、システム問合せが実行されません。 

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL show system_queries

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> show system_queries

引数 : なし

使用上の注意 : システム問合せは、Oracle Names サーバー間の情報を最新の状態に
保つために、ときどき実行されます。 

システム問合せとしてリストされているアクティビティを変更できる
アクションは特にありません。 システム問合せを表示することによっ
て、管理者はシステムの変更がいつ発生するかを理解でき、
RESTARTを実行するかどうかを判断できます。 

SHOW STATUS
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例 : NAMESCTL> show system_queries
System query index number:1
Query ID:49824
Query next issued in:2 hours 55 min 3.84 seconds
Query state:2
Name:""
Desired data type:ns.smd

SHOW TRACE_FILE_NAME

目的 : 現行の Oracle Names サーバーの、トレース・ファイル名とパスを表
示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL show trace_file_name

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> show trace_file_name

引数 : なし

使用上の注意 : トレース・ファイル名は、初期値として names.oraファイル内の
NAMES.TRACE_FILEの値が設定されます。デフォルト値は、
names.trcです。このファイルは有効なファイル名を持ち、Oracle 
Names サーバーがデータを書き込めるファイルである必要がありま
す。 

例 : NAMESCTL> show trace_file_name
Trace file name is currently 
/private/ora23/network/names.trc

SHOW TRACE_LEVEL

目的 : 現行の Oracle Names サーバーをトレースする、トレース・レベルを
表示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

SHOW SYSTEM_QUERIES
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構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL show trace_level

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> show trace_level

引数 : なし

使用上の注意 : トレースは、現行の Oracle Names サーバーの処理で発生する予測不
能な障害、または識別不能な障害を診断するのに役立ちます。 トレー
スは、通常の Oracle Names サーバー処理で行われる一連のイベント
をオペレーティング・システム・ファイルに書き込んで、管理者が検
査できるようにします。

トレース出力は、OFF（なし）、USER（基本的情報）または ADMIN
（最大量の情報）という 3段階のレベルで指定します。 

例 : NAMESCTL> show trace_level
Trace level is currently 0

SHOW VERSION

目的 : Oracle Names サーバーのカレント・バージョンと名前を表示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL show version [onames_server] [onames_server]*

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> show version [onames_server] [onames_server]*

引数 : Oracle Names サーバー名を空白で区切って指定します。 名前を指定し
ないと、現行のネーム・サーバーの設定が表示されます。

使用上の注意 : このコマンドで、サーバーの名前とバージョンを確認します。 
NAMESCTLをサーバーに接続するたびに、このコマンドが使用可能
になります。

例 : NAMESCTL> show version
Currently managing Oracle Names Server "NameServer.com"
Version banner is "Oracle Names for SunOS: Version 8.1.6.0.0"

SHOW TRACE_LEVEL
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SHUTDOWN

目的 : 1つ以上の Oracle Names サーバーを停止します。

前提条件 : Oracle Names サーバーが起動している必要があります。

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL shutdown [onames_server] [onames_server]*

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> shutdown [onames_server] [onames_server]*

引数 : Oracle Names サーバー名を空白で区切って指定します。 引数を指定し
ないと、現行の Oracle Names サーバーのみが停止します。

使用上の注意 : SHUTDOWNは、現行の Oracle Names サーバーを停止して、メモ
リーからプログラムを削除します。Oracle Names サーバーを停止す
る必要があるのは、アップグレードやマシン保守などの運用上の理由
がある場合のみです。 Oracle Names サーバーを停止および起動すると
きは、ネットワーク内の任意の場所から実行できる RESTARTコマン
ドを使用するようお薦めします。 SHUTDOWNと STARTを個々に実
行する場合は、Oracle Names サーバー・マシン上で実行する必要が
あります。 

このコマンドは STOPコマンドと同じです。

例 : NAMESCTL> shutdown
Confirm [yes or no] yes
Server shut down.

START

目的 : Oracle Namesサービス・プログラムをロードして、システム・デー
タとローカル管理リージョン・データのロードを開始します。

前提条件 : Oracle Names サーバーが停止している必要があります。

パスワード : 不要
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構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL start  

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> start

引数 : なし

使用上の注意 : STARTは、Oracle Names サーバーを初めてメモリーにロードすると
きに使用するコマンドです。 Oracle Names サーバーは起動時に、操作
パラメータ設定のための構成ファイルを読み込み、管理リージョンの
データをすべてロードします。 

Oracle Names サーバー起動時のセキュリティは、Oracle Namesがイ
ンストールされているオペレーティング・システムによって保証され
ます。 Oracle Names サーバーはローカル・セッションから起動する必
要があるので、ネットワーク・セキュリティが損なわれることはあり
ません。 

このコマンドは STARTUPコマンドと同じです。

START
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例 : NAMESCTL> start
Starting "/private/dsteiner/sales/bin/names"...server 
successfully started

Currently managing name server "namesrv1.us.oracle.com"
Version banner is "Oracle Names for Solaris: Version 8.1.6.0.0"

Server name:                              namesrv1.us.oracle.com
Server has been running for:              0.16 seconds
Request processing enabled:               yes
Request forwarding enabled:               yes
Requests received:                        0
Requests forwarded:                       0
Foreign data items cached:                0
Region data next checked for reload in:   not set
Region data reload check failures:        0
Cache next checkpointed in:               not set
Cache checkpoint interval:                not set
Cache checkpoint file name:               
/private/dsteiner/sales/network/names/ckpcch.ora
Statistic counters next reset in:         not set
Statistic counter reset interval:         not set
Statistic counters next logged in:        not set
Statistic counter logging interval:       not set
Trace level:                              0
Trace file name:                          
/private/dsteiner/sales/network/trace/names_10841.trc
Log file name:                            
/private/dsteiner/sales/network/log/names.log
System parameter file name:               
/private/dsteiner/sales/network/admin/names.ora
Command-line parameter file name:         ""
Administrative region name:               ""
Administrative region description:        ""
ApplTable Index:                          0
Contact                                   ""
Operational Status                        0
Save Config on Stop                       yes

START_CLIENT_CACHE

目的 : クライアント・キャッシュ・デーモン・プロセスを起動します。

START
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前提条件 : クライアント・キャッシュ・デーモン・プロセスが停止している必要
があります。

クライアント・キャッシュ・デーモン・プロセスを実行する前に、
Oracle Names サーバー・リストが必要です。

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL start_client_cache 

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> start_client_cache

引数 : なし

使用上の注意 : 起動すると、クライアント・キャッシュ・デーモン・プロセスは、
Oracle Names サーバーから受信したすべての情報を格納し、検索を
高速に行うことができるようにします。

例 : NAMESCTL> start_client_cache

STARTUP

目的 : Oracle Namesサービス・プログラムをロードして、システム・デー
タとローカル管理リージョン・データのロードを開始します。

前提条件 : Oracle Names サーバーが停止している必要があります。

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL startup 

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> startup 

引数 : なし

使用上の注意 : このコマンドは STARTコマンドと同じです。

例 : STARTの例を参照してください。

START_CLIENT_CACHE
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STATUS

目的 : 1つ以上の Oracle Names サーバーの統計と内部設定の多くを表示し
ます。

前提条件 : Oracle Names サーバーが起動している必要があります。

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL status [onames_server] [onames_server]*

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> status [onames_server] [onames_server]*

引数 : Oracle Names サーバー名を空白で区切って指定します。 引数を指定し
ないと、現行の Oracle Names サーバーの状態のみが表示されます。 

使用上の注意 : STATUSは、Oracle Names サーバー稼働中のアクティビティ、およ
び一時点における Oracle Names サーバーの状態を表示します。

例 : NAMESCTL> status
Version banner is "Oracle Names for SunOS: 
8.1.6.0.0"
Server name:NSERVER.com
Server has been running for:1 day 20 hours ........

STOP

目的 : 1つ以上の Oracle Names サーバーを停止します。

前提条件 : Oracle Names サーバーが起動している必要があります。

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL stop  [onames_server] [onames_server]*

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> stop  [onames_server] [onames_server]*

引数 : Oracle Names サーバー名を空白で区切って指定します。 引数を指定し
ないと、現行の Oracle Names サーバーのみが停止します。
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使用上の注意 : STOPは、現行の Oracle Names サーバーを停止して、メモリーから
プログラムを削除します。Oracle Names サーバーを停止する必要が
あるのは、アップグレードやマシン保守などの運用上の理由がある場
合のみです。 Oracle Names サーバーを停止および起動するときは、
ネットワーク内の任意の場所から実行できる RESTARTコマンドを使
用するようお薦めします。 STOPと STARTを個々に実行する場合は、
Oracle Names サーバー・マシン上で実行する必要があります。 

このコマンドは SHUTDOWNコマンドと同じです。 

例 : NAMESCTL> stop
Confirm [yes or no]: yes
Server shut down

TIMED_QUERY

目的 : Oracle Names サーバーのキャッシュにあるすべてのデータを表示し
ます。

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL timed_query

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> timed_query [time] 

引数 : 秒数

使用上の注意 : TIMED_QUERYは、引数 timeで表される時刻以降のデータをすべて
返します。 time引数で、所定の時刻以降に登録されたすべてのオブ
ジェクトが戻されます。 time引数を使用するには、起動後に登録され
たすべての情報を最初の TIMED_QUERYでダンプします。 このダン
プが終了すると、最新ダンプ情報の終了時点を示す最終タイムスタン
プが表示されます。 その時点以降に記録されたすべてのデータを表示
するには、time引数で最終タイムスタンプ番号を指定します。

UNREGISTER

目的 : ネットワーク・オブジェクトを Oracle Names サーバーから削除しま
す。

STOP
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前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL unregister object_name  [-d
[(description=](address=(protocol_address_information))[)]] [-h 
hostname] [-l listener_name]

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> unregister object_name [-d
[(description=](address=(protocol_address_information))[)]] [-l 
listener_name]

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  プロトコル・アドレスとパラメータの詳細は、付録 Bを参
照してください。

引数 : オブジェクト名（必須）および登録されているアドレスまたはリス
ナー名、ホスト名

使用上の注意 : 登録されているサービスを手動で登録解除するためのコマンドです。 
そのオブジェクトの定義が、リージョン内の Oracle Names サーバー
から削除されます。 オブジェクトが、アドレスまたはリスナー名、ホ
スト名で登録されている場合は、アドレスまたはリスナー名、ホスト
名をコマンドラインで指定しないと、オブジェクトを登録解除できま
せん。

例 : NAMESCTL> unregister parts -t oracle_database -d 
(description= (address= (protocol=tcp)(host=nineva)(port=1575)) 
(connect_data=(service_name=db3)))

VERSION

目的 : Oracle Names サーバーのカレント・バージョンと名前を表示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

NAMESCTL version

NAMESCTLユーティリティからは、次のように入力します。

NAMESCTL> version

UNREGISTER
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Oracle Connection Manager制御ユーティリティ（制御ユーティリティ（制御ユーティリティ（制御ユーティリティ（CMCTL））））
Oracle Connection Manager制御ユーティリティ（CMCTL）は、Oracle Connection 
Managerを起動し、制御するためにオペレーティング・システム・プロンプトから実行する
ツールです。 CMCTLの一般構文は、次のとおりです。 

CMCTL command [process_type]

process_typeはコマンドを実行するプロセスの名前です。 これらを次に示します。

� cman - CMGW（Oracle Connection Managerゲートウェイ・プロセス）および
CMADMIN（Oracle Connection Manager管理プロセス）の両方（オラクル社では、
cmanをお薦めします）

� cm - CMGWプロセス

たとえば、ゲートウェイ・プロセスと管理プロセスの両方を起動する場合は、次のように入
力します。

オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

CMCTL start cman

CMCTLプログラムからは、次のように入力します。

CMCTL> start cman

引数 : Oracle Names サーバー名を空白で区切って指定します。 名前を指定し
ないと、現行のネーム・サーバーの設定が表示されます。

使用上の注意 : このコマンドで、サーバーの名前とバージョンを確認します。 
NAMESCTLをサーバーに接続するたびに、このコマンドが使用可能
になります。

例 : NAMESCTL> version
Currently managing Oracle Names Server "NameServer.com"
Version banner is "Oracle Names for SunOS: Version 8.1.6.0.0"

注意注意注意注意 : cmは、リソースを予約するためのみに使用してください。 CMGW
プロセスは、CMADMINプロセスなしで Oracle Connection Managerの
基本機能をすべて実行します。

CMCTLでは、CMADMINプロセス用に admプロセス・タイプもサポー
トされます。 このプロセス・タイプは使用しないでください。

VERSION
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CMCTLユーティリティには、次のタイプのコマンドがあります。

� 操作コマンド（START、STOP、SHUTDOWNなど）

� 修飾子コマンド（SETコマンドなど）

� 情報コマンド（STATUS、STATS、SHOWコマンドなど）

� コマンド・ユーティリティ操作コマンド（EXIT、QUIT、HELPなど）

SETおよびおよびおよびおよび SHOWコマンドコマンドコマンドコマンド
SETコマンドを使用して、Oracle Connection Managerのパラメータ値や、CMCTL制御
ユーティリティ・セッション中の CMCTL環境を変更できます。 これらの設定は、現行の
CMCTLセッションに対してのみ有効です。 パラメータ設定を cman.oraファイルに保存す
ることはできません。

SHOWコマンドは、現行の構成の設定値を表示するために使用します。

Shutdownコマンドコマンドコマンドコマンド
Oracle Connection Managerをシャットダウンするときは、STOPや STOPNOWコマンドよ
りも SHUTDOWNコマンドを使用することをお薦めします。 SHUTDOWNには、STOPお
よび STOPNOWのすべての機能が含まれています。

CMCTLコマンドコマンドコマンドコマンド
次のコマンドは、CMCTLで使用できます。

ACCEPT_CONNECTIONS

目的 : Oracle Connection Managerへの新しい接続を使用可能または使用禁
止にします。

前提条件 : Oracle Connection Managerが動作している必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

CMCTL accept_connections [argument]

CMCTLユーティリティからは、次のように入力します。

CMCTL> accept_connections [argument]

引数 : ON（デフォルト） - Oracle Connection Managerへの新しい接続を可
能にします。

OFF - Oracle Connection Managerへの新しい接続を拒否します。

使用上の注意 : OFFに設定されても、既存の接続には影響しません。
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例 : CMCTL> accept_connections off
Profile of the CMAN
-----------------------------------------
Current state             offline

CLOSE_RELAY

目的 : 接続をリレー番号によってシャットダウンできます。

注意注意注意注意 :  接続のリレー番号を取得するには、SHOW RELAYコマンドを
使用してください。

前提条件 : Oracle Connection Managerが動作している必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

CMCTL close_relay [argument]

CMCTLユーティリティからは、次のように入力します。

CMCTL> close_relay [argument]

引数 : relay_num - ただちに終了させる接続のリレー番号を指定します。

ALL - すべての接続をただちに終了します。

使用上の注意 : このコマンドは注意して使用してください。 SHOW RELAYコマンド
が実行されてからこのコマンドが実行されるまでの間に、同じリレー
が別の接続により再度使用される可能性があります。

例 : CMCTL> close_relay 0
Relay is not active

CMCTL> close_relay 0
The command completed successfully

EXIT

目的 : CMCTLユーティリティ・プログラムを終了します。

前提条件 : なし

構文 : CMCTLユーティリティからは、次のように入力します。

CMCTL> exit

使用上の注意 : このコマンドは QUITコマンドと同じです。

ACCEPT_CONNECTIONS
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HELP

目的 : 使用可能な CMCTLコマンドの一覧を表示します。 HELPコマンドの
うちの 1つに応答して、CMCTLはコマンドの使用方法についてのヘ
ルプを表示します。 

前提条件 : なし

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

CMCTL help 

CMCTL help [command]

CMCTLユーティリティからは、次のように入力します。

CMCTL> help

CMCTL> help [command]

引数 : HELPコマンド。 次の出力例にコマンドが示されています。

例 : CMCTL> help
The following operations are available 
An asterisk (*) denotes a modifier or extended command: 
accept_connections     
close_relay 
exit 
quit   
set*   
show*             
shutdown               
start                 
stats                  
status                 
stop                   
stopnow                
version                

QUIT

目的 : CMCTLを終了し、オペレーティング・システム・プロンプトに戻り
ます。

前提条件 : なし

構文 : CMCTLユーティリティからは、次のように入力します。

CMCTL> quit

使用上の注意 : このコマンドは EXITコマンドと同じです。
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SET

目的 : 現行の CMCTLセッションに対して設定できる使用可能な構成コマン
ドのリストを表示します。

前提条件 : なし

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

CMCTL set 
CMCTL set [command]

CMCTLユーティリティからは、次のように入力します。

CMCTL set 
CMCTL> set [command]

引数 : SETコマンド。 次の出力例にコマンドが示されています。

例 : CMCTL> set 
The following operations are available 
An asterisk (*) denotes a modifier or extended command: 
authentication_level
displaymode
log_level
relay_statistics

SET AUTHENTICATION_LEVEL

目的 : Oracle Connection Managerのセキュリティのレベルを設定します。

前提条件 : Oracle Connection Managerが動作している必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

CMCTL set authentication_level level

CMCTLユーティリティからは、次のように入力します。

CMCTL> set authentication_level level

引数 : 認証レベル :

0（デフォルト） - クライアント接続に対する認証は不要です。

1 - クライアント認証を行うための Secure Network Service（SNS）を
実行していない接続を拒否します。

注意注意注意注意 :  SNSは Oracle Advanced Securityに組み込まれています。
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例 : CMCTL> authentication_level 0
Profile of the CMAN
-----------------------------------------
AUTHENTICATION_LEVEL   = 0

SET DISPLAYMODE

目的 : CMCTL START、 CMCTL STATS、CMCTL STATUS、CMCTL STOP、
CMCTL VERSIONコマンドの出力を変更します。

前提条件 : なし

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

CMCTL set displaymode [argument]

CMCTLユーティリティからは、次のように入力します。

CMCTL> set displaymode [argument]

引数 : COMPAT（デフォルト） - 旧バージョンの Oracle Connection 
Managerと互換性のある出力を表示します。

VERBOSE（推奨値） - 書式化された詳細な出力を表示します。 

例 : CMCTL> set displaymode compat
Current display mode is COMPATible

SET LOG_LEVEL

目的 : Oracle Connection Managerのログ・レベルを設定します。

前提条件 : Oracle Connection Managerが動作している必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

CMCTL set log_level [level]

CMCTLユーティリティからは、次のように入力します。

CMCTL> set log_level [level]

SET AUTHENTICATION_LEVEL
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引数 : 0～ 4:

� レベル 0（デフォルト） - ロギングなし

� レベル 1 - 基本的なレポートの作成

� レベル 2 - RULE_LIST一致検索レポートの作成

� レベル 3 - リレー・ブロック・レポートの作成

� レベル 4 - リレー I/Oカウント・レポートの作成

例 : CMCTL> set log_level 0

Profile of the CMAN
-----------------------------------------
LOG_LEVEL              = 0

SET RELAY_STATISTICS

目的 : Oracle Connection Managerの接続の I/Oに関する統計収集機能をオ
ンまたはオフにします。

リレーが終了し、このコマンドが ONに設定されている場合、UNIX
では cman_pid.logファイルの LOG_RECORDに、Windows NT
では cmanpid.logファイルの LOG_RECORDに次の統計が記録さ
れます。

� INバイト数

� OUTバイト数

� INパケット数

� OUTパケット数

前提条件 : Oracle Connection Managerが動作している必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

CMCTL set relay_statistics [argument]

CMCTLユーティリティからは、次のように入力します。

CMCTL> set relay_statistics [argument]

引数 : ON

OFF（デフォルト）

SET LOG_LEVEL
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例 : CMCTL> set relay_statistics off

Profile of the CMAN
-----------------------------------------
RELAY_STATISTICS       = no

SHOW

目的 : 現行の CMCTLセッションについて表示できる、使用可能なコマンド
のリストを表示します。 CMCTLは SHOWコマンドのうちの 1つに応
答して、そのパラメータの現行の設定を表示します。 

前提条件 : なし

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

CMCTL show 
CMCTL show [command]

CMCTLユーティリティからは、次のように入力します。

CMCTL> show

CMCTL> show [command]

引数 : SHOWコマンド。 次の出力例にコマンドが示されています。

例 : CMCTL> show 
The following operations are available 
An asterisk (*) denotes a modifier or extended command: 
address
ALL
displaymode
profile
relay
rules

SHOW ADDRESS

目的 : Oracle Connection Managerのリスニング用プロトコル・アドレスの
リストを表示します。

前提条件 : なし

SET RELAY_STATISTICS
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構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

CMCTL show address

CMCTLユーティリティからは、次のように入力します。

CMCTL> show address

引数 : なし

使用上の注意 : アドレスは、cman.oraファイルの CMANパラメータで設定されま
す。

例 : CMCTL> show address

Address List
-----------------------------------------
(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=dlsun1594)(PORT=1630)(QUEUESIZE=32)
)
(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=dlsun1594)(PORT=1631)(QUEUESIZE=32)
)

SHOW ALL

目的 : SHOW ADDRESS、SHOW PROFILEおよび SHOW RULESコマンド
の出力を表示します。

前提条件 : なし

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

CMCTL show all

CMCTLユーティリティからは、次のように入力します。

CMCTL> show all

引数 : なし

SHOW ADDRESS
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例 : CMCTL> show all
Address List
-----------------------------------------
(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=dlsun1594)(PORT=1630)(QUEUESIZE=32)
)
(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=dlsun1594)(PORT=1631)(QUEUESIZE=32)
)

Profile of the CMAN
-----------------------------------------
MAXIMUM_RELAYS         = 2048
RELAY_STATISTICS       = yes
AUTHENTICATION_LEVEL   = 0
LOG_LEVEL              = 4
ANSWER_TIMEOUT         = 0
MAXIMUM_CONNECT_DATA   = 1024
USE_ASYNC_CALL         = yes
TRACING                = yes
TRACE_DIRECTORY        = default
MAX_FREELIST_BUFFERS   = 0
REMOTE_ADMIN           = no

Rule List
-----------------------------------------
(rule=(src=144.25.185.60)(dst=x)(srv=x)(act=accept))
(rule=(src=sguan-pc)(dst=x)(srv=x)(act=accept))

SHOW DISPLAYMODE

目的 : CMCTL START、CMCTL STATS、CMCTL STATUS、CMCTL 
STOP、CMCTL VERSIONコマンド用に使用されている現行の表示
モードを示します。

COMPAT（デフォルト） - 旧バージョンの Oracle Connection 
Managerと互換性のある出力を表示します。

VERBOSE - 書式化された詳細な出力を表示します。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

CMCTL show displaymode

CMCTLユーティリティからは、次のように入力します。

CMCTL> show displaymode

例 : CMCTL> show displaymode
Current display mode is VERBose

SHOW ALL
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SHOW PROFILE

目的 : Oracle Connection Managerの現行のパラメータ設定をリストします。 
表示される情報は、cman.oraファイルの CMAN_PROFILEパラ
メータ、および CMCTL SETコマンドによって行われたすべての変更
に基づくものです。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

CMCTL show profile

CMCTLユーティリティからは、次のように入力します。

CMCTL> show profile

例 : CMCTL> show profile
Profile of the CMAN
-----------------------------------------
MAXIMUM_RELAYS         = 2048
RELAY_STATISTICS       = yes
AUTHENTICATION_LEVEL   = 0
LOG_LEVEL              = 4
SHOW_TNS_INFO          = yes
ANSWER_TIMEOUT         = 0
MAXIMUM_CONNECT_DATA   = 1024
USE_ASYNC_CALL         = yes
TRACING                = yes
TRACE_DIRECTORY        = default
MAX_FREELIST_BUFFERS   = 0
REMOTE_ADMIN           = no

SHOW RELAY

目的 : Oracle Connection Managerの指定されたリレー（接続）またはすべ
てのアクティブなリレーの現在のステータスを表示します。

前提条件 : Oracle Connection Managerが動作している必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

CMCTL show relay {argument}

CMCTLユーティリティからは、次のように入力します。

CMCTL> show relay {argument}

引数 : relay_num - 特定のリレーについてのステータス情報を表示します。

ACTIVE - アクティブなリレーのリストを表示します。
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使用上の注意 : アクティブなリレーを表示する場合は、リレー番号しか表示されませ
ん。 特定のリレー番号を表示する場合は、次の情報が表示されます。

� リレー番号

� ソース・アドレス（クライアント側エンドポイント）

� 接続先アドレス（サーバー側エンドポイント）

� INバイト数

� INパケット数

� IN DCDプローブ数

� OUTバイト数

� OUTパケット数

� OUT DCDプローブ数

例 : CMCTL> show relay active

Active Relays
-----------------------------------------
0000 0001
CMCTL> show relay 0

Relay Information
-----------------------------------------
Relay number              0
Start-up time             22-JUL-1999 19:47:17
Src                       
(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=144.25.185.60)(PORT=35279))
Dest                      
(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=144.25.185.60)(PORT=1521))
Number of IN bytes        438
Number of IN packets      7
Number of IN DCD probes   0
Number of OUT bytes       364
Number of OUT packets     7
Number of OUT DCD probes  0

SHOW RULES

目的 : Oracle Connection Managerによって使用されている現行の Net8ア
クセス・ルールをリスト表示します。

SHOW RELAY
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前提条件 : Oracle Connection Managerが動作している必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

CMCTL show rules

CMCTLユーティリティからは、次のように入力します。

CMCTL> show rules

引数 : なし

使用上の注意 : ルールは、cman.oraファイル内の CMAN_RULESパラメータに
よって設定されます。

例 : CMCTL> show rules

Rule List
-----------------------------------------
(rule=(src=144.25.185.60)(dst=x)(srv=x)(act=accept))
(rule=(src=sguan-pc)(dst=x)(srv=x)(act=accept))

SHUTDOWN

目的 : Oracle Connection Managerプロセスをシャットダウンします。

前提条件 : なし

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

CMCTL shutdown [argument] [cman]

CMCTLユーティリティからは、次のように入力します。

CMCTL> shutdown [argument] [cman]

引数 : NORMAL（デフォルト） - 新しい接続は許可されず、すべての既存の
接続が終了した後に Oracle Connection Managerが終了します。

ABORT - オープンしている接続をすべて終了させ、Oracle 
Connection Managerをただちにシャットダウンします。

cman - CMGWおよび CMADMINの両方のプロセスを終了します。 
NORMALの場合も ABORTの場合も、この引数が使用されます。 し
たがって、これは明示的に指定する必要はありません。

SHOW RULES
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例 : CMCTL> shutdown

The command completed successfully

CMCTL> shutdown abort

The command completed successfully

START

目的 : Oracle Connection Managerを起動します。

前提条件 : 同じリスニング・アドレスを使用している Oracle Connection 
Managerが動作していない。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

CMCTL start [process_type]

CMCTLユーティリティからは、次のように入力します。

CMCTL> start [process_type]

引数 : cman（デフォルト） - CMGWおよび CMADMINの両方のプロセスを
起動します。

cm - CMGWプロセスを起動します。

使用上の注意 : SET DISPLAYMODEコマンドは、出力の書式や詳細レベルを変更し
ます。

SHUTDOWN
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例 : COMPATモード :

CMCTL> start cman
ADMIN Status:
(STATUS=(VERSION=8.1.6.0.0)(STARTED=22-JUL-1999 
19:34:15)(STATE=RUNNING))
CMAN Status:
(STATUS=(VERSION=8.1.6.0.0)(STARTED=22-JUL-1999 
19:34:17)(STATE=running))

VERBOSEモード :

CMCTL> start cman

Starting /vobs/oracle/bin/cmadmin: please wait...
STATUS of the cman_admin
-----------------------------------------
ADMIN Version             8.1.6.0.0
Start-up time             22-JUL-1999 19:40:00
Current state             RUNNING

Starting /vobs/oracle/bin/cmgw: please wait...
STATUS of the cman
-----------------------------------------
CMAN  Version             8.1.6.0.0
Start-up time             22-JUL-1999 19:40:02
Current state             running

STATS 

目的 : Oracle Connection Managerの統計情報を表示します。

前提条件 : Oracle Connection Managerが動作している必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

CMCTL stats [process_type]

CMCTLユーティリティからは、次のように入力します。

CMCTL> stats [process_type]

引数 : cman（デフォルト） - CMGWおよび CMADMINプロセスの統計を
表示します。

cm - CMGWプロセスの統計を表示します。

START
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使用上の注意 : 次の統計が表示されます。

� TOTAL_RELAYS（COMPAT） | 処理された接続の合計数
（VERBOSE）

Oracle Connection Managerが、起動後に確立した接続の総数

� ACTIVE_RELAYS（COMPAT） | 現在アクティブなリレーの数
（VERBOSE）

現在アクティブな接続の数

� MOST_RELAYS（COMPAT） | ピーク時のアクティブなリレー
数（VERBOSE）

Oracle Connection Managerの起動後に、同時に確立された接続
の最大数

� OUT_OF_RELAY（COMPAT） | max_relaysを超えたために拒
否された接続の合計数（VERBOSE）

Oracle Connection Managerの起動後に、リレーの範囲外により
拒否された接続要求の総数 

� TOTAL_REFUSED（COMPAT） | 拒否された接続の合計数
（VERBOSE）

Oracle Connection Managerの起動後に、拒否された接続要求の
総数

使用上の注意 : SET DISPLAYMODEコマンドは、出力の書式や詳細レベルを変更し
ます。

例 : COMPATモード :

CMCTL> stats
CMAN Status:
(STATISTICS=(TOTAL_RELAYS=0)(ACTIVE_RELAYS=0)(MOST_
RELAYS=0)(OUT_OF_RELAY=0)(TOTAL_REFUSED=0))

VERBOSEモード :

CMCTL> stats

STATISTICS of CMAN
-----------------------------------------
Total number of connections handled               0
Number of currently active relays                 0
Peak active relays                                0
Total refusals due to max_relays exceeded         0
Total number of connections refused               0

STATS 
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STATUS 

目的 : バージョン、開始時刻、現在の統計などの基本的な統計情報を表示し
ます。

前提条件 : なし

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

CMCTL> status [process_type]

CMCTLユーティリティからは、次のように入力します。

CMCTL> status [process_type]

引数 : cman（デフォルト） - CMGWと CMADMINの両方のプロセスのス
テータス情報を表示します。

cm - CMGWプロセスのステータス情報を表示します。

使用上の注意 : SET DISPLAYMODEコマンドは、出力の書式や詳細レベルを変更し
ます。

例 : COMPATモード :

CMCTL> status
CMAN Status:
(STATUS=(VERSION=8.1.6.0.0)(STARTED=22-JUL-1999 
19:34:17)(STATE=running))
ADMIN Status:
(STATUS=(VERSION=8.1.6.0.0)(STARTED=22-JUL-1999 
19:34:15)(STATE=RUNNING))

VERBOSEモード :

CMCTL> status
STATUS of the cman
-----------------------------------------
CMAN  Version             8.1.6.0.0
Start-up time             22-JUL-1999 19:40:02
Current state             running

STATUS of the cman_admin
-----------------------------------------
ADMIN Version             8.1.6.0.0
Start-up time             22-JUL-1999 19:40:00
Current state             RUNNING
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STOP

目的 : オープンしている接続がある場合は停止の確認を要求してから、
Oracle Connection Managerをただちにシャットダウンします。

前提条件 : Oracle Connection Managerが動作している必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

CMCTL stop [process_type]

CMCTLユーティリティからは、次のように入力します。

CMCTL> stop [process_type]

引数 : cman（デフォルト） - CMGWおよび CMADMINの両方のプロセスを
停止します。

cm - CMGWおよび CMADMINの両方のプロセスを停止します。

使用上の注意 : このコマンドよりも SHUTDOWNコマンドを使用することをお薦め
します。

接続がアクティブな状態のままで停止コマンドを発行すると、停止の
確認を求められます。

STOPNOW

目的 : オープンしている接続を警告なしですべて終了し、Oracle Connection 
Managerをただちに終了させます。

前提条件 : Oracle Connection Managerが動作している必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

CMCTL stopnow

CMCTLユーティリティからは、次のように入力します。

CMCTL> stopnow

引数 : cman（デフォルト） - CMGWおよび CMADMINの両方のプロセスを
停止します。

cm - CMGWおよび CMADMINの両方のプロセスを停止します。

使用上の注意 : このコマンドよりも、SHUTDOWNコマンドを使用することをお薦
めします。

例 : CMCTL> stopnow
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VERSION

目的 : CMCTLユーティリティのカレント・バージョンと名前を表示しま
す。

前提条件 : なし

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

CMCTL version

CMCTLユーティリティからは、次のように入力します。

CMCTL> version

使用上の注意 : SET DISPLAYMODEコマンドは、出力の書式を変更します。

例 : COMPATモード :

CMCTL> version
CMCTL Version             8.1.6.0.0

VERBOSEモード :

CMCTL> version
CMCTL Version             8.1.6.0.0
CMAN  Version             8.1.6.0.0
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プロトコル・アド
B

プロトコル・アドレスプロトコル・アドレスプロトコル・アドレスプロトコル・アドレス

ネットワーク・オブジェクトは、プロトコル・アドレスによって識別されます。接続が作成
されると、要求の受信者（リスナー、Oracle Namesサーバー、Oracle Connection Manager
など）とクライアントは同じプロトコルを使用して構成されます。 

クライアントは、このアドレスを使用して特定のネットワーク・オブジェクトがある場所に
接続要求を送信します。一方、受信者はこのアドレス上でリスニングし、クライアントの情
報が自分の持っているアドレス情報に一致するかどうかに基づいて接続を許可します。 

この付録の内容は次のとおりです。

� ADDRESSと ADDRESS_LIST

� プロトコルのパラメータ

� お薦めするポート番号

� ポート番号の制限
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ADDRESSと ADDRESS_LIST
ADDRESSとととと ADDRESS_LIST
プロトコル・アドレスは、ADDRESSおよび ADDRESS_LISTの 2つの要素で構成されます。

プロトコルのパラメータプロトコルのパラメータプロトコルのパラメータプロトコルのパラメータ
リスナー、Oracle Namesサーバーおよび Oracle Connection Managerは、プロトコル・ア
ドレスによって識別されます。次の表は、サポートしている Oracleプロトコルで使用され
るパラメータについて説明しています。

ADDRESS

目的 : プロトコル・アドレスを定義します。このパラメータは、
ADDRESS_LISTまたは DESCRIPTIONの中に埋め込むことがで
きます。 DESCRIPTIONは、通常、tnsnames.oraまたは
listener.oraファイルでのみ使用されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  B-2ページの「プロトコルのパラメータ」に説明され
ているように、各プロトコルにはアドレスに必要な特定のパラ
メータがあります。

例 : (address=
 (protocol=tcp)
 (host=sales-pc)
 (port=1521))

ADDRESS_LIST

目的 : 共通の特性を共有するアドレスのリストを定義します。 

例 :  (address_list=
  (load_balance=on)
  (address=
   (protocol=tcp)
   (host=sales-pc)
   (port=1521))
  (address=
   (protocol=tcp)
   (host=hr-pc)
   (port=1521)))
 (address_list=
  (address=
   (protocol=tcp)
   (host=finance-pc)
   (port=1521)))
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プロトコルのパラメータ
プロトコルプロトコルプロトコルプロトコル パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

すべて PROTOCOL TNSベースのアプリケーションが存在する
ネットワークのタイプを示す。

Bequeath PROGRAM Oracle8iの実行可能ファイルを識別します。

Bequeath ARGV0 サービス名を識別します。

Bequeath ARGS 接続のソース（ローカル・クライアント）を
識別します。

IPC KEY サーバーの識別方法を示す。オラクル社では、
サービス名の使用をお薦めしています。

Named Pipes SERVER 使用している Oracle8iサーバー・コンピュー
タの名前を示す。 

Named Pipes PIPE サーバーへの接続に使用するパイプ名を示す
（Named Pipesでサーバーに指定したものと
同じ PIPEキーワード）。これには任意の名前
を付けることができます。

LU6.2 LU_NAME Oracle8iサーバーを識別します。完全に修飾
された名前にする必要があります。

LU6.2 LLUまたは LOCAL_LU ローカルの LU別名を識別します。このパラ
メータは、LLU_NAMEと一緒に使用できま
せん。

LU6.2 LLU_NAMEまたは
LOCAL_LU_NAME

ローカルの LU名を示す。完全に修飾された
名前にする必要があります。このパラメータ
は、LLUと一緒に使用できません。

LU6.2 MODEまたはMDN LU6.2ネットワークのログ・モード・エント
リを識別します。この値は、通常 ORAPLU62
です。

LU6.2 PLUまたは PARTNER_
LU_NAME

Oracle8iサーバーを識別します。完全に修飾
された名前にする必要があります。このパラ
メータは、LLUと一緒に使用できません。

LU6.2 PLU_LAまたは
PARTNER_LU_LOCAL_
ALIAS

Oracle8i serverのパートナ LU別名を識別し
ます。このパラメータは、PLUと一緒に使用
できません。

LU6.2 TP_NAMEまたは TPN ホスト・マシンのトランザクション・プログ
ラム名を識別します。このパラメータは、
MVSホストへの接続では必要ありません。

SPX SERVICE ネットワーク上にある TNSベースのアプリ
ケーションの名前を定義します。
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お薦めするポート番号
お薦めするポート番号お薦めするポート番号お薦めするポート番号お薦めするポート番号
オラクル社は、次のポート番号の使用をお薦めします。

ポート番号の制限ポート番号の制限ポート番号の制限ポート番号の制限
オラクル社では、1から 65535までのポート番号を許可しています。ただし、1024未満の
ポート番号は、多くのオペレーティング・システムで、特権的な処理で使用するために予約
されています。 

リスナーが 1024未満のポート番号を使用するように構成されている場合、LSNRCTLユー
ティリティを使用してリスナーを起動することができません。 LSNRCTLは、それ自身が
ルートとして実行している場合でも、ルート（UNIXシステム上で）としてリスナーを起動
できません。ただし、常にルートとしてリスナーの実行可能ファイル（tnslsnr）を実行で

TCP/IPと SSL付き
TCP/IP

HOST マシンのホスト名を識別します。

TCP/IPと SSL付き
TCP/IP

PORT マシンの IPアドレスを識別します。

ポートポートポートポート 説明説明説明説明

1521 クライアントからリスナーへの接続用のデフォルトのリスニング・
ポート。将来のリリースでは、このポート番号が公式に登録された
ポート番号である TCP/IPの 2483と SSL付き TCP/IPの 2484に変
更される可能性があります。

2481 クライアントから Oracle8i JServerオプションへの TCP/IP接続で
お薦めする、公式に登録されたリスニング・ポート

2482 クライアントから Oracle8i JServerへの SSL付き TCP/IP接続でお
薦めする、公式に登録されたリスニング・ポート

2484 クライアントからリスナーへの SSL付き TCP/IP接続でお薦めす
る、公式に登録されたリスニング・ポート

1575 クライアントから Oracle Namesサーバーへの TCP/IP接続または
SSL付き TCP/IP接続用の、デフォルトの公式に登録されたリスニ
ング・ポート

1630 クライアントから Oracle Connection Managerへの接続用の、デ
フォルトの、公式に登録されたリスニング・ポート

1830 Oracle Connection Managerへの管理コマンド用の、デフォルトの、
公式に登録されたリスニング・ポート

プロトコルプロトコルプロトコルプロトコル パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
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きます。 このファイルを実行するには、オペレーティング・システム・プロンプトで、コマ
ンド tnslsnr listener_nameを入力します。 リスナーの起動後は、LSNRCTLユーティリ
ティが（リスナーの停止も含め）リスナーを管理します。
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構成パラメ
C

構成パラメータ構成パラメータ構成パラメータ構成パラメータ

この付録には、Net8構成パラメータの全リストが記載されています。 内容は次のとおりで
す。

� 構成ファイルの構文規則

� プロファイル・パラメータ（sqlnet.ora）

� ローカル・ネーミング・パラメータ（tnsnames.ora）

� リスナー・パラメータ（listener.ora）

� Oracle Namesパラメータ（names.ora）

� Oracle Connection Managerパラメータ（cman.ora）

� プロトコル固有のパラメータ（protocol.ora）

� ディレクトリ・サーバー・アクセス・パラメータ（ldap.ora）

� リリース 8.1での構成ファイルの変更点
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構成ファイルの構文規則
構成ファイルの構文規則構成ファイルの構文規則構成ファイルの構文規則構成ファイルの構文規則
Net8ネットワークの構成ファイルは、キーワードと値が対となるパラメータの集まりです。 
キーワードと値の対をカッコで囲みます。

parameter=(keyword=value)

一部のキーワードは、他のキーワードと値の対をそのキーワードの値とします。

(keyword=
    (keyword=value)
    (keyword=value))

たとえば、ローカル名構成ファイル（tnsnames.ora）のアドレス部に、次の行を含めるこ
とができます。

(address=
    (protocol=tcp)
    (host=max)
    (port=1521))

どのキーワードが、他のキーワードと値の対の親または所有者であるかをインデントで反映
するように構成ファイルを設定します。 インデントの使用は義務付けられていませんが、こ
のフォーマットによって読みやすく理解しやすいファイルになります。 

このようにファイルをインデントしない場合でも、行を折り返すときは空白を 1つ以上入れ
ないと、折り返し行が新しいパラメータとして解釈されてしまいます。 次のレイアウトは受
け入れられます。

(address=(protocol=tcp)
  (host=max)(port=1521))

次のレイアウトは受け入れられません。

(address=(protocol=tcp)
(host=max)(port=1521))

構成ファイルの構文規則の詳細構成ファイルの構文規則の詳細構成ファイルの構文規則の詳細構成ファイルの構文規則の詳細
次の規則が構成ファイルの構文に適用されます。

� キーワードと値の対を 1つ以上含むパラメータで始まる構成ファイルのキーワードは、
一番左の列にしてください。 キーワードの前に 1つ以上の空白がある場合は、前の行の
継続行として解釈されます。 

� すべての文字は、ネットワーク・キャラクタ・セットに属している必要があります（次
の項を参照してください）。 
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構成ファイルの構文規則
� キーワードでは大 /小文字は区別されません。 値は、オペレーティング・システムおよ
びプロトコルによって、大 /小文字を区別する場合と区別しない場合があります。 

� キーワードと値の対の中で、"="の前後の空白はオプションです。

� キーワードの階層がある場合、キーワードの後ろには必ず他のキーワードが続きます。 
階層のどのレベルでも、キーワードを任意の順序で入力できます。 たとえば、次の構文
はどちらも有効です。

(address=
   (protocol=tcp)
   (host=martha)
   (port=1521))

(address=
   (protocol=tcp)
   (port=1521)
   (host=martha))

� キーワードに空白を含めることはできません。 値に空白を含めるときは、二重引用符
（"）または単一引用符（'）で囲む必要があります。

� 接続記述子の最大長は 4KBです。

� コメントを入力するときは、行の先頭でシャープ記号（#）を使用します。 シャープ記号
の後から行の終わりまでが、コメントとみなされます。 

� キーワードと値の対で等号の前または後に 1つの語または連結語を入力する場合は、
カッコは不要です。 

ネットワーク・キャラクタ・セットネットワーク・キャラクタ・セットネットワーク・キャラクタ・セットネットワーク・キャラクタ・セット
キーワードと値の対で使用できるネットワーク・キャラクタ・セットには、次の文字があり
ます。 接続記述子は 1バイト文字にしてください。

A-Z、a-z

0-9

( ) < > / \ 

, . : ; ' "=- _ 

$ + * # & ! % ? @ 

このキャラクタ・セットの中では、次の記号が予約済です。 

(  )=\ " ' # 
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キーワードまたは値を引用符で囲まない場合は、予約記号をキーワードまたは値の一部とし
てではなくデリミタとして使用します。 単一引用符または二重引用符を使用して、予約記号
を含む値を囲むことができます。 引用符で囲んだ値の中に引用符を含めるには、別のタイプ
の引用符を使用します。 バックスラッシュ（\）をエスケープ文字として使用します。

予約記号の使用例として、アドレス内の数値 DECnetオブジェクトがあります。 OBJECTを
ABCや #123などの名前にすることができます。これらは次の形式で入力します。

（OBJECT=ABC）

または

（OBJECT=\#123）

符号 "#"は予約されている記号なので、文字の前にバックスラッシュを付ける必要がありま
す。

次の文字は、接続記述子の中では使用できますが、キーワードまたは値の中では使用できま
せん。

<space> <tab> <CR> <newline>

キャラクタ・セットキャラクタ・セットキャラクタ・セットキャラクタ・セット
リスナー名、ネット・サービス名および Oracle Namesサーバーは、次のキャラクタ・セッ
トに制限されています。

[a...z] [A...Z] [0...9] _

最初の文字は、アルファベットの文字にしてください。 一般的に、最大 64文字が受け付けら
れます。 データベース・サービス名はデータベース管理者が定義したグローバル・データ
ベース名と一致する必要があります。グローバル・データベース名は、データベース名（最
初は 8文字に制限されています）とデータベース・ドメインで構成されています。 サービス
名とグローバル・データベース名は、大 /小文字を区別しません。

プロファイル・パラメータ（プロファイル・パラメータ（プロファイル・パラメータ（プロファイル・パラメータ（sqlnet.ora））））
プロファイルでは、次のパラメータを使用できます。 

sqlnet.oraファイルは、UNIXプラットフォームの $ORACLE_HOME/network/admin、
Windowsプラットフォームの ORACLE_HOME¥network¥adminにあるか、あるいは TNS_
ADMIN環境変数またはレジストリ値によって指定されたディレクトリにあります。 

BEQUEATH_DETACH

目的 : UNIXシステムでシグナル処理のオンとオフを切り換えます。

デフォルト : NOで、シグナル処理をオンにします。
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値 : � YES - シグナル処理をオフにします

� NO - シグナル処理をオンにします

例 : bequeath_detach=yes

DAEMON.TRACE_DIRECTORY

目的 : Oracle Enterprise Managerのデーモン・トレース・ファイルの
ディレクトリを指定します。

デフォルト : UNIXプラットフォームでは $ORACLE_HOME/network/trace、
Windowsプラットフォームでは ORACLE_
HOME¥network¥trace

例 : daemon.trace_directory=/oracle/traces

DAEMON.TRACE_LEVEL

目的 : Oracle Enterprise Managerデーモンのトレースをオフにするか、
特定のレベルでオンにします。

デフォルト : OFF

値 : � OFF - トレース出力しません

� USER - ユーザー・トレース情報

� ADMIN - 管理トレース情報

� SUPPORT - オラクル社カスタマ・サポート・センター用の
トレース情報

例 : daemon.trace_level=user

DAEMON.TRACE_MASK

目的 : Oracle Enterprise Managerデーモンのトレース・エントリのみを
トレース・ファイルに記録することを指定します。

例 : daemon.trace_mask=(106)

BEQUEATH_DETACH
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DISABLE_OOB

目的 : オフにすると、基底プロトコルによって指定された緊急データを
使用して "ブレーク "メッセージを Net8で送受信できます。

オンにすると、基底プロトコルによって指定された緊急データを
使用している "ブレーク "メッセージを Net8で送受信できなくな
ります。 これは、1度使用可能にすると、このクライアントが使用
するすべてのプロトコルに適用されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  使用しているプロトコルが緊急データ依頼をサポート
するようにするかどうかを知るには、Oracleオペレーティング・
システム固有のマニュアルを参照してください。 TCP/IPは、この
機能をサポートするプロトコルの一例です。 

デフォルト : OFF

例 : disable_oob=oN

LOG_DIRECTORY_CLIENT

目的 : クライアント・ログ・ファイルの作成先となるディレクトリを指
定します。

デフォルト : 実行可能ファイルの起動元のカレント・ディレクトリ。

例 : log_directory_client=/oracle/network/log

LOG_DIRECTORY_SERVER

目的 : サーバー・ログ・ファイルの作成先となるディレクトリを指定し
ます。

デフォルト : 実行可能ファイルの起動元のカレント・ディレクトリ。

例 : log_directory_server=/oracle/network/log
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LOG_FILE_CLIENT

目的 : クライアントのログ・ファイルの名前を指定します。

デフォルト : sqlnet.log

例 : log_file_client=client

LOG_FILE_SERVER

目的 : サーバーのログ・ファイルの名前を指定します。

デフォルト : sqlnet.log

例 : log_file_server=svr.log

NAMES.DCE.PREFIX

目的 : 名前参照の検索に使用する DCEセル名（接頭辞）を指定します。

デフォルト : /.:/subsys/oracle/names

例 : names.dce.prefix=/.:/subsys/oracle/names

NAMES.DEFAULT_DOMAIN

目的 : クライアントが最も頻繁に名前解決要求を検索するドメインを設
定します。 このパラメータを設定すると、デフォルトのドメイン
名が未修飾のネット・サービス名またはサービス名に自動的に付
けられます。 

たとえば、デフォルトのドメインを us.acme.comに設定した場
合、接続文字列 CONNECT scott/tiger@salesは
sales.us.acme.comであるとして検索されます。接続文字列に
ドメイン拡張子（CONNECT scott/tiger@sales.acme.com
など）が含まれている場合は、ドメインは追加されません。

デフォルト : NULL

例 : names.default_domain=com
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NAMES.DIRECTORY_PATH

目的 : クライアントの名前解決参照に使用するネーミング・メソッドの
順番を指定します。

デフォルト : TNSNAMES, ONAMES, HOSTNAME

値 : � TNSNAMES

� ONAMES

� HOSTNAME

� DCE

� LDAP

� NIS

� NOVELL

例 : names.directory_path=(tnsnames, onames)

NAMES.INITIAL_RETRY_TIMEOUT

目的 : クライアントが優先サーバー・リスト内の次のサーバーに対する
要求を送り直すまでに、Oracle Namesサーバーからの応答を待つ
時間を決定します。

デフォルト : 15 

最小値 : 1

最大値 : 600

例 : names.initial_retry_timeout=20

NAMES.MAX_OPEN_CONNECTIONS

目的 : Oracle Namesクライアントが一度にオープン可能な接続数を決定
します。

デフォルト : 10

最小値 : 3

最大値 : 64

例 : names.max_open_connections=3
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NAMES.MESSAGE_POOL_START_SIZE

目的 : 転送されるメッセージ要求に使用するメッセージの初期数を、ク
ライアントのメッセージ・プールに対して指定します。

デフォルト : 10

最小値 : 3

最大値 : 256

例 : names.message_pool_start_size=10

NAMES.NIS.META_MAP

目的 : NIS属性を NISマップ名にマップするときに使用するマップマップマップマップ
（（（（map））））ファイルを指定します。

デフォルト : sqlnet.maps

例 : names.nis.meta_map=sqlnet.maps

NAMES.NDS.NAME.CONTEXT

目的 : データベース・オブジェクトが置かれている NDSツリーのネー
ミング・コンテキストを指定します。

デフォルト : なし

例 : cn=Payroll.o=Oracle

NAMES.PREFERRED_SERVERS

目的 : クライアント名の要求に使用する Oracle Namesサーバーの名前、
アドレスおよび順序を指定します。

デフォルト : なし

例 : names.preferred_servers= (address_list=
  (address=(protocol=ipc)(key=n23))
  (address=(protocol=tcp)(host-nineva)(key=1575))
  (address=(protocol=tcp)(host=cicada)(key=1575)))
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NAMES.REQUEST_RETRIES

目的 : 操作が失敗になる前に、優先 Oracle Name サーバー・リスト内の
各 Oracle Nameサーバーをクライアントが試行する回数を指定し
ます。

デフォルト : 1

最小値 : 1

最大値 : 5

例 : names.request_retries=5

NAMESCTL.INTERNAL_ENCRYPT_PASSWORD

目的 : TRUEに設定すると、NAMESCTLはパスワードを暗号化して
Oracle Namesサーバーに送ります。

FALSEに設定すると、NAMESCTLはパスワードを暗号化せずに
Oracle Namesサーバーに送ります。 これによって、非暗号化され
たパスワードを NAMES.PASSWORDパラメータを使用する
names.oraファイルに設定できます。 

デフォルト : TRUE

値 : TRUE | FALSE

例 : namesctl.internal_encrypt_password=true

NAMESCTL.INTERNAL_USE

目的 TRUEに設定すると、文書化されていない内部コマンドを
NAMESCTLで使用できます。 内部コマンドを識別できるように、
すべての内部コマンドの先頭にアンダースコアが付いています。
C-10 Oracle8i Net8管理者ガイド



プロファイル・パラメータ（sqlnet.ora）
NAMESCTL.NO_INITIAL_SERVER

目的 : TRUEに設定すると、NAMESCTLはデフォルトの Oracle Names
サーバーに接続できないときにエラー・メッセージを表示しませ
ん。

デフォルト : FALSE

値 : TRUE | FALSE

例 : namesctl.no_initial_server=true

NAMESCTL.NOCONFIRM

目的 : NAMESCTLユーティリティの実行中に確認をともなう重要なコ
マンド（STOP、RELOAD、RESTART）をプロンプトするかどう
かを指定します。

デフォルト : OFF

値 : ON | OFF

例 : namesctl.noconfirm=on

NAMESCTL.SERVER_PASSWORD

目的 : names.oraファイルの NAMES.PASSWORDパラメータで設定
した構成済のパスワードに一致する値を指定します。 これにより、
NAMESCTLユーティリティで STOP、RESTART、RELOADなど
の保護オプションを実行するたびに、SET PASSWORDコマンド
でパスワードを入力する必要がなくなります。

例 : namesctl.server_password=secret

NAMESCTL.TRACE_LEVEL

目的 : NAMESCTLプログラムのトレース・レベルを指定します。

デフォルト : OFF

値 : OFF、USER、ADMIN、SUPPORT

例 : namesctl.trace_level=admin
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NAMESCTL.TRACE_FILE

目的 : NAMESCTLのトレース出力を書き込むファイルを指定します。

デフォルト : namesctl_pid.trc

例 : namesctl.trace_file=nmsctl

NAMESCTL.TRACE_DIRECTORY

目的 : NAMESCTLユーティリティのトレース出力を書き込むディレク
トリを指定します。

デフォルト : UNIXでは $ORACLE_HOME/network/trace、Windows NTで
は ORACLE_HOME¥network¥trace

例 : namesctl.trace_directory=/oracle/trace

NAMESCTL.TRACE_UNIQUE

目的 : 作成したトレース・ファイルの名前にプロセス識別子を付加して、
各トレース・ファイルが共存できるようにするかどうかを指定し
ます。

デフォルト : ON

値 : ON | OFF

例 : namesctl.trace_unique=on

OSS.SOURCE.MY_WALLET

目的 : Walletの場所を指定します。 Walletは、SSLで処理される証明書、
キーおよびトラスト・ポイントです。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照し
てください。

デフォルト : なし

例 : oss.source.my_wallet=  
   (source=
      (method=file)
      (method_data=  
        (directory=/home/smalladi/oss)))
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SQLNET.AUTHENTICATION_SERVICES

目的 : 1つ以上の認証サービスを使用可能にします。 認証がインストール
されている場合は、このパラメータを NONEまたは認証方式の 1
つに設定することをお薦めします。

デフォルト : なし

値 : Net8で使用可能な認証で使用可能な認証で使用可能な認証で使用可能な認証 :

NONE - 使用できる認証方式はありません。 有効なユーザー名とパ
スワードをデータベースへのアクセスに使用できます。

ALL - すべての認証方式を使用可能にします

BEQ - Bequeathプロトコルを使用します

NDS - NDS認証を使用します

NTS - Windows NTのシステム固有な認証（Windows NT native 
authentication）を使用します

Oracle Advanced Security で使用可能な認証で使用可能な認証で使用可能な認証で使用可能な認証 : 

KERBEROS5 - Kerberos認証を使用します

SECURID - SecurID認証を使用します

CYBERSAFE - Cybersafe認証を使用します

IDENTIX - Identix認証を使用します

RADIUS - RADIUS認証を使用します

DCEGSSAPI - DCE GSSAPI認証を使用します

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照
してください。

例 : sqlnet.authentication_services=(beq, kerberos5, cybersafe)

SQLNET.AUTHENTICATION_KERBEROS5_SERVICE

目的 : Kerberosサービス・チケットを得るために使用するサービス名を
定義します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照
してください。

デフォルト : なし

例 : sqlnet.authentication_kerberos5_service= oracle
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SQLNET.AUTHENTICATION_GSSAPI_SERVICE

目的 : CyberSAFEサービスのプリンシパルを定義します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照
してください。

SQLNET.CLIENT_REGISTRATION

目的 : クライアント・マシンの一意な識別子を設定します。 この識別子
は接続要求とともにリスナーに渡され、監査証跡に含められます。 
識別子として、最大 128文字の任意の英数字を使用できます。

デフォルト : なし

例 : sqlnet.client_registration=1432

SQLNET.CRYPTO_CHECKSUM_CLIENT

目的 : クライアントのチェックサム動作を指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照
してください。

デフォルト : ACCEPTED

値 : � ACCEPTED - もう一方が希望する場合にセキュリティ・サー
バーを有効にします。 

� REJECTED - もう一方が希望していても、セキュリティ・
サーバーを有効にしません。 

� REQUESTED - もう一方が許可する場合にセキュリティ・
サーバーを有効にします。

� REQUIRED - セキュリティ・サーバーを有効にしないと接続
が実行されません。 

例 : sqlnet.crypto_checksum_client=accepted
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SQLNET.CRYPTO_CHECKSUM_SERVER

目的 : サーバーのチェックサム動作を指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照
してください。

デフォルト : ACCEPTED

値 : � ACCEPTED - もう一方が希望する場合にセキュリティ・サー
バーを有効にします。 

� REJECTED - もう一方が希望していても、セキュリティ・
サーバーを有効にしません。 

� REQUESTED - もう一方が許可する場合にセキュリティ・
サーバーを有効にします。

� REQUIRED - セキュリティ・サーバーを有効にしないと接続
が実行されません。 

例 : sqlnet.crypto_checksum_server=accepted

SQLNET.CRYPTO_CHECKSUM_TYPE_CLIENT

目的 : このクライアントが使用できる暗号チェックサム・アルゴリズム
のリストを指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照し
てください。

デフォルト : MD5

値 : MD5 - RSAデータ・セキュリティのMD5アルゴリズム

例 : sqlnet.crypto_checksum_types_client=(md5)

SQLNET.CRYPTO_CHECKSUM_TYPE_SERVER

目的 : このサーバーが使用できる暗号チェックサム・アルゴリズムのリ
ストを指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照し
てください。

デフォルト : MD5

値 : MD5 - RSAデータ・セキュリティのMD5アルゴリズム

例 : sqlnet.crypto_checksum_types_server=(md5)
構成パラメータ C-15



プロファイル・パラメータ（sqlnet.ora）
SQLNET.CRYPTO_SEED

目的 : 暗号キーを生成するときに使用する文字を指定します。 文字がラ
ンダムなほど、キーの安全性が向上します。 10～ 70文字のランダ
ムな文字列を指定します。 暗号化またはチェックサムをオンにす
るときは、このパラメータを指定する必要があります。 暗号化は、
クライアントに SQLNET.ENCRYPTION_CLIENTパラメータが指
定され、サーバーに SQLNET.ENCRYPTION_SERVERパラメー
タが指定された場合に有効になります。チェックサムは、クライ
アントに SQLNET.CRYPTO_CHECKSUM_CLIENTパラメータが
指定され、サーバーに SQLNET.CRYPTO_CHECKSUM_SERVER
パラメータが指定された場合に有効になります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照し
てください。

デフォルト : qwertyuiopasdfghjkl;zxcvbnm,.s1

例 : sqlnet.crypto_seed="qwertyuiopasdfghjkl;zxcvbnm,.s1"

SQLNET.ENCRYPTION_CLIENT

目的 : クライアントの暗号化を有効にします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照し
てください。

デフォルト : ACCEPTED

値 : � ACCEPTED - もう一方が希望する場合にセキュリティ・サー
バーをオンにします。 

� REJECTED - もう一方が希望していても、セキュリティ・
サーバーをオンにしません。 

� REQUESTED - もう一方が許可する場合にセキュリティ・
サーバーをオンにします。

� REQUIRED - セキュリティ・サーバーをオンにしないと接続
が実行されません。 

例 : sqlnet.encryption_client=accepted

SQLNET.ENCRYPTION_SERVER

目的 : クライアントの暗号化を有効にします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照
してください。
C-16 Oracle8i Net8管理者ガイド



プロファイル・パラメータ（sqlnet.ora）
デフォルト : ACCEPTED

値 : � ACCEPTED - もう一方が希望する場合にセキュリティ・サー
バーを有効にします。 

� REJECTED - もう一方が希望していても、セキュリティ・
サーバーを有効にしません。 

� REQUESTED - もう一方が許可する場合にセキュリティ・
サーバーを有効にします。

� REQUIRED - セキュリティ・サーバーを有効にしないと接続
が実行されません。 

例 : sqlnet.encryption_server=accepted

SQLNET.ENCRYPTION_TYPES_CLIENT

目的 : このクライアントが使用可能な暗号化アルゴリズムのリストを指
定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照し
てください。

デフォルト : アルゴリズムが指定されていないときは、すべてのアルゴリズム
が使用可能です。

値 : 次の値を 1つ以上指定できます。

RC4_40 - RSA RC4（40ビットのキー・サイズ）

RC4_56 - RSA RC4（56ビットのキー・サイズ）

RC4_128 - RSA RC4（128ビットのキー・サイズ）

DES - 標準 DES（56ビットのキー・サイズ）

DES40 - DES40（40ビットのキー・サイズ）

例 : sqlnet.encryption_types_client=(rc4_40)

SQLNET.ENCRYPTION_TYPES_SERVER

目的 : このクライアントがサーバーとして機能するときに使用可能な暗
号化アルゴリズムのリストを指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照
してください。

SQLNET.ENCRYPTION_SERVER
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デフォルト : アルゴリズムが指定されていないときは、すべてのアルゴリズム
が使用可能です。

値 : RC4_40 - RSA RC4（40ビットのキー・サイズ）

RC4_56 - RSA RC4（56ビットのキー・サイズ）

RC4_128 - RSA RC4（128ビットのキー・サイズ）

DES - 標準 DES（56ビットのキー・サイズ）

DES40 - DES40（40ビットのキー・サイズ）

例 : sqlnet.encryption_types_server=(rc4_40, des, ...)

SQLNET.EXPIRE_TIME

目的 : セッションが有効であるかどうかを確認するためのプローブを送
る時間間隔を決定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照
してください。

デフォルト : なし

最小値 : 0分

推奨値 : 10分

例 : sqlnet.expire_time=10

SQLNET.IDENTIX_FINGERPRINT_DATABASE

目的 : 認証指紋データベースのサービス名または別名を指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照
してください。

デフォルト : なし

例 : sqlnet.identix_fingerprint_database=fingrdb

SQLNET.IDENTIX_FINGERPRINT_DATABASE_USER

目的 : 指紋データベースに予約済ユーザー名を指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照
してください。

SQLNET.ENCRYPTION_TYPES_SERVER
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デフォルト : なし

例 : sqlnet.identix_fingerprint_database_user=manager

SQLNET.IDENTIX_FINGERPRINT_DATABASE_PASSWORD

目的 : 指紋データベースに予約済パスワードを指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照
してください。

デフォルト : なし

例 : sqlnet.identix_fingerprint_database_password=password

SQLNET.IDENTIX_FINGERPRINT_METHOD

目的 : 指紋データベースのメソッド名を指定します。 メソッド名は
ORACLEにしてください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照
してください。

デフォルト : なし

例 : sqlnet.identix_fingerprint_method=oracle

SQLNET.KERBEROS5_CC_NAME

目的 : Kerberos資格証明キャッシュ・ファイルの完全パス名を指定しま
す。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照
してください。

デフォルト : UNIXでは /usr/tmp/krbcache、Windowsでは
c:¥tmp¥krbcache

例 : sqlnet.kerberos5_cc_name= /usr/tmp/krbcache

SQLNET.IDENTIX_FINGERPRINT_DATABASE_USER
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SQLNET.KERBEROS5_CLOCKSKEW

目的 : Kerberos資格証明が無効になるまでの秒数を指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照
してください。

デフォルト : 300

例 : sqlnet.kerberos5_clockskew=1200

SQLNET.KERBEROS5_CONF

目的 : Kerberos構成ファイルの完全パス名を指定します。この構成ファ
イルは、デフォルト KDCの領域が入っていて、領域を KDCホス
トにマップします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照
してください。

デフォルト : UNIXでは /krb5/krb.conf、Windowsでは
c:¥krb5¥krb.conf

例 : sqlnet.kerberos5_conf=/krb5/krb.conf

SQLNET.KERBEROS5_KEYTAB

目的 : Kerberosプリンシパル /シークレット・キー・マッピング・ファ
イルの完全パス名を指定します。このファイルを使用して、キー
を抽出し、着信認証情報を解読します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照
してください。

デフォルト : UNIXでは /etc/v5srvtab、Windowsでは c:¥krb5¥v5srvtab

例 : sqlnet.kerberos5_keytab=/etc/v5srvtab

SQLNET.KERBEROS5_REALMS

目的 : Kerberos領域変換ファイルの完全パス名を指定します。このファ
イルを使用して、ホスト名またはドメイン名から領域にマップし
ます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照
してください。
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デフォルト : UNIXでは /krb5/krb.realms、Windowsでは
c:¥krb5¥krb.realms

例 : sqlnet.kerberos5_realms= /krb5/krb.realms

SQLNET.RADIUS_ALTERNATE

目的 : プライマリ・サーバーを利用できないときに使用する、代替用の
RADIUSサーバーを指定します。 サーバーの IPアドレスまたはホ
スト名を指定できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照
してください。

デフォルト : なし

例 : sqlnet.radius_alternate=radius2

SQLNET.RADIUS_ALTERNATE_PORT

目的 : 代替用の RADIUSサーバーのリスニング・ポートを指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照
してください。

デフォルト : 1645

例 : sqlnet.radius_alternate_port= 1667

SQLNET.RADIUS_ALTERNATE_RETRIES

目的 : 代替 RADIUSサーバーに Oracle Serverがメッセージを再送する
回数を指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照
してください。

デフォルト : 3

例 : sqlnet.radius_alternate_retries=4

SQLNET.KERBEROS5_REALMS
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SQLNET.RADIUS_AUTHENTICATION

目的 : プライマリ RADIUSサーバーの場所を、ホスト名または IPアド
レスで指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照
してください。

デフォルト : ローカル・ホスト

例 : sqlnet.radius_authenetication= officeacct

SQLNET.RADIUS_AUTHENTICATION_INTERFACE

目的 : ユーザーとの対話に使用するユーザー・インタフェースを含むク
ラスを指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照
してください。

デフォルト : DefaultRadiusInterface

例 : sqlnet.radius_authenetication_interface= 

SQLNET.RADIUS_AUTHENTICATION_PORT

目的 : プライマリ RADIUSサーバーのリスニング・ポートを指定しま
す。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照し
てください。

デフォルト : 1645

例 : sqlnet.radius_authenetication_port= 1667

SQLNET.RADIUS_AUTHENTICATION_RETRIES

目的 : プライマリ RADIUSサーバーに Oracle  Serverがメッセージを再
送する回数を指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照し
てください。

デフォルト : 3

例 : sqlnet.radius_authenetication_retries=4
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SQLNET.RADIUS_AUTHENTICATION_TIMEOUT

目的 : プライマリ RADIUSサーバーからの応答を Oracle Serverが待機
する秒数を指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照し
てください。

デフォルト : 5秒

例 : sqlnet.radius_authenetication_timeout= 10

SQLNET.RADIUS_CHALLENGE_RESPONSE

目的 : チャレンジ・レスポンスのオンとオフを切り替えます。

デフォルト : OFF

値 : ON | OFF

例 : sqlnet.radius_challenge_response=ON

SQLNET.RADIUS_SECRET

目的 : RADIUSシークレット・キーの場所を指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照し
てください。

デフォルト : UNIXでは $ORACLE_HOME/network/security/radius.key、
Windows NTでは ORACLE_
HOME¥network¥security¥radius.key

例 : sqlnet.radius_secret= oracle/bin/admin/radiuskey

SQLNET.RADIUS_SEND_ACCOUNTING

目的 : アカウンティングを ONまたは OFFにします。 有効にした場合、
パケットはリスニング・ポート +1のアクティブな RADIUSサー
バーに送信されます。 デフォルトのポートは 1646です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照し
てください。

デフォルト : OFF

値 : ON | OFF
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例 : sqlnet.radius_send_accounting=ON

SSL_CLIENT_AUTHENTICATION

目的 : サーバーに加えて、クライアントを SSLを使用して認証するかど
うかを指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照し
てください。

デフォルト : TRUE

値 : TRUE | FALSE

SSL_CIPHER_SUITES

目的 : SSLで使用する暗号化とデータ整合性の組合せを制御します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照し
てください。

デフォルト : なし

値 : Cipher Suitesの詳細は、『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイ
ド』を参照してください。

例 : ssl_cipher_suite=(ssl_rsa_with_rc4_138_md5)

SSL_VERSION

目的 : SSL接続のバージョンを合せます。

クライアントとサーバーは、互換性のあるバージョンを使用する
必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照し
てください。

デフォルト : UNDETERMINED

値 : UNDETERMINED | 2.0 | 3.0

例 : ssl_version=2.0

SQLNET.RADIUS_SEND_ACCOUNTING
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TNSPING.TRACE_DIRECTORY

目的 : TNSPINGユーティリティ・トレース・ファイルの作成先となる
ディレクトリを指定します。

デフォルト : $ORACLE_HOME/network/trace

例 : tnsping.trace_directory=/oracle/traces

TNSPING.TRACE_LEVEL

目的 : 指定のレベルでの TNSPINGユーティリティのトレースのオン /
オフを切り替えます。

デフォルト : OFF

値 : � OFF - トレース出力しません

� USER - ユーザーによるエラー状況のトレース情報

� ADMIN - 管理トレース情報

� SUPPORT - オラクル社カスタマ・サポート・センター用のト
レース情報

例 : tnsping.trace_level=admin

TRACE_DIRECTORY_CLIENT

目的 : クライアント・トレース・ファイルの作成先となるディレクトリ
を指定します。

デフォルト : $ORACLE_HOME/network/trace

例 : trace_directory_client=/oracle/traces

TRACE_DIRECTORY_SERVER

目的 : サーバー・トレース・ファイルの作成先となるディレクトリを指
定します。

デフォルト : $ORACLE_HOME/network/trace

例 : trace_directory_server=/oracle/traces
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TRACE_FILE_CLIENT

目的 : クライアントのトレース・ファイル名を指定します。

デフォルト : sqlnet.trc

例 : trace_file_client=clientsqlnet.trc

TRACE_FILE_SERVER

目的 : サーバーのトレース・ファイル名を指定します。

デフォルト : svr_pid.trc

例 : trace_file_server=svrsqlnet.trc

TRACE_FILELEN_CLIENT

目的 : クライアント・トレース・ファイルのサイズをキロバイト（KB）
で指定します。 サイズに到達すると、トレース情報が次のファイ
ルに書き込まれます。 ファイル数は、TRACE_FILENO_listener_
nameパラメータで指定します。

例 : trace_filelen_client=100

TRACE_FILELEN_SERVER

目的 : サーバー・トレース・ファイルのサイズをキロバイト（KB）で指
定します。 サイズに到達すると、トレース情報が次のファイルに
書き込まれます。 ファイル数は、TRACE_FILENO_listener_name
パラメータで指定します。

例 : trace_filelen_server=100
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TRACE_FILENO_CLIENT

目的 : クライアントのトレースを行うトレース・ファイル数を指定しま
す。 このパラメータを TRACE_FILELEN_listener_nameパラメー
タといっしょに設定すると、トレース・ファイルは循環方式で使
用されます。 最初のファイルから書き込まれ、次に 2番目のファ
イルという順になります。 最後のファイルが書き込まれると、最
初のファイルから再使用されます。

トレース・ファイル名は、その順序番号で区別されます。 たとえ
ば、svr_pid.trcというトレース・ファイルが使用され、この
パラメータが 3に設定されている場合は、トレース・ファイルに
svr1_pid.trc, svr2_pid.trcおよび svr3_pid.trcという
名前が付けられます。

また、トレース・ファイル内のトレース・イベントの前に、ファ
イルの順序番号が書かれます。

デフォルト : なし

例 : trace_fileno_server=3

TRACE_FILENO_SERVER

目的 : サーバーのトレースを行うトレース・ファイル数を指定します。 
このパラメータを TRACE_FILELEN_listener_nameパラメータと
いっしょに設定すると、トレース・ファイルは循環方式で使用さ
れます。 最初のファイルから書き込まれ、次に 2番目のファイル
という順になります。 最後のファイルが書き込まれると、最初の
ファイルから再使用されます。

トレース・ファイル名は、その順序番号で区別されます。 たとえ
ば、svr_pid.trcというデフォルトのトレース・ファイルが使
用され、このパラメータが 3に設定されている場合は、トレー
ス・ファイルに svr1_pid.trc, svr2_pid.trcおよび svr3_
pid.trcという名前が付けられます。

また、トレース・ファイル内のトレース・イベントの前に、ファ
イルの順序番号が書かれます。

デフォルト : なし

例 : trace_fileno_server=3

TRACE_LEVEL_CLIENT

目的 : 指定のレベルでのクライアントのトレースのオンとオフを切り替
えます。
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デフォルト : OFF

値 : � OFF - トレース出力しません

� USER - ユーザー・トレース情報

� ADMIN - 管理トレース情報

� SUPPORT - オラクル社カスタマ・サポート・センター用ト
レース情報

例 : trace_level_client=user

TRACE_LEVEL_SERVER

目的 : 指定のレベルでのサーバーのトレースのオンとオフを切り替えま
す。

デフォルト : OFF

値 : � OFF - トレース出力しません

� USER - ユーザー・トレース情報

� ADMIN - 管理トレース情報

� SUPPORT - オラクル社カスタマ・サポート・センター用のト
レース情報

例 : trace_level_server=admin

TRACE_TIMESTAMP_CLIENT

目的 : タイムスタンプを dd-month-yyyy hh:mm:ssの形式で、
sqlnet.trcというデフォルト名のクライアント・トレース・
ファイルのトレース・イベントに追加します。

デフォルト : OFF

値 : ONまたは TRUE | OFFまたは FALSE

例 : trace_timestamp_server=true

TRACE_TIMESTAMP_SERVER

目的 : タイムスタンプを dd-month-yy hh:mm:ssの形式で、svr_pid.trc
というデフォルト名のサーバー・トレース・ファイルに追加しま
す。

TRACE_LEVEL_CLIENT
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デフォルト : OFF

値 : ONまたは TRUE | OFFまたは FALSE

例 : trace_timestamp_server=true

TRACE_UNIQUE_CLIENT

目的 : クライアント・トレース・ファイルごとに一意のトレース・ファ
イルを作成するかどうかを決定します。 値を ONに設定すると、
sqlnetpid.trcという名前の複数のトレース・ファイルが共存
できるように、各トレース・ファイルの名前にプロセス識別子が
付加されます。 値を OFFに設定すると、クライアントで新しいト
レース・ファイルが作成されるときに、既存のファイルが上書き
されます。 

デフォルト : ON

例 : trace_unique_client=on

TRACE_TIMESTAMP_SERVER
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USE_CMAN

目的 : TRUEに設定した場合は、クライアントに対して、最初のアドレ
スが Oracle Connection Managerの位置、2番目のアドレスがリ
スナーの位置になっているアドレス・リストが含まれている接続
記述子を使用するように指定されます。 この方法で、クライアン
トに Oracle Connection Managerへのルートが設定されます。

次の例には 2つのアドレス・リストが記載されています。 最初の
アドレス・リストによってクライアントに Oracle Connection 
Managerへのルートが設定され、2番目のアドレス・リストに
よってクライアントからリスナーへのルートが設定されます。 

sales=
 (description= 
   (load_balance=on) 
   (failover=on)
   (address_list= 
     (source_route=yes) 
     (address=(protocol=tcp)(host=host1)(port=1630)) 
     (address=(protocol=tcp)(host=host2)(port=1521)))
   (address_list= 
     (address=(protocol=tcp)(host=host3)(port=1521)))
   (connect_data=(service_name=sales.us.acme.com)))

USE_CMAN=TRUEを使用しない場合、クライアントにはアドレ
ス・リストの中から 1つがランダムに選択されます。ADDRESS_
LISTの選択に失敗した場合は、別のアドレス・リストにフェイル
オーバーします。 USE_CMAN=TRUEを使用する場合は、常にク
ライアントに最初のアドレス・リストが使用されます。

Oracle Connection Managerのアドレスが不明な場合は、利用で
きるリスナー・アドレスを介して接続のルートが設定されます。

注意注意注意注意 :  Oracle Namesで Oracle Connection Managerを使用してい
る場合は、クライアントと Oracle Namesサーバーの両方で、こ
のオプションを設定する必要があります。

デフォルト : FALSE

値 : TRUE | FALSE

例 : use_cman=true
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ローカル・ネーミング・パラメータ（ローカル・ネーミング・パラメータ（ローカル・ネーミング・パラメータ（ローカル・ネーミング・パラメータ（tnsnames.ora））））
ローカル・ネーミング・メソッドを使用すると、ネット・サービス名が tnsnames.ora
ファイルに追加されます。tnsnames.oraファイルは、UNIXプラットフォームの
$ORACLE_HOME/network/admin、Windowsプラットフォームの ORACLE_
HOME¥network¥adminに置かれているか、あるいは、TNS_ADMIN環境変数またはレジ
ストリ値によって指定されたディレクトリに置かれています。 

ネット・サービス名は、接続記述子に含まれているデータベース・ネットワーク・アドレス
にマップされた別名です。 接続記述子には、プロトコル・アドレスによるリスナーの場所や、
接続するデータベースのサービス名が含まれます。 他のサーバーのクライアントになるクラ
イアントとサーバーは、このネット・サービス名を使用してアプリケーションに接続しま
す。

一般構文一般構文一般構文一般構文
tnsnames.oraファイルの基本的な構文を、例 C-1に示します。 DESCRIPTIONには接続記
述子、ADDRESSにはリスナー・アドレス、そして CONNECT_DATAにはデータベース・
サービスの識別情報が含まれます。

例例例例 C-1  tnsnames.oraの一般構文の一般構文の一般構文の一般構文

net_service_name= 
 (description= 
   (address= (protocol_address_information))
   (connect_data= 
     (service_name=service_name))) 

USE_DEDICATED_SERVER

目的 : ONに設定した場合は、（SERVER=DEDICATED）が接続記述子
の接続データに自動的に追加されます。この方法では、MTSが構
成されている場合にも、このクライアントによる接続に専用サー
バーが使用されます。 

クライアントが使用する接続記述子の CONNECT_DATAセク
ションに（SERVER=DEDICATED）を追加します。 このパラメー
タは、SERVERパラメータの現行の値を上書きします。

デフォルト : OFF

値 : � ON - 専用サーバー・プロセスを生成します

� OFF - 既存のサーバー・プロセスに渡します

例 : use_dedicated_server=on
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複数の記述複数の記述複数の記述複数の記述
tnsnames.oraファイルには、1つ以上の接続記述子を持つネット・サービス名を登録でき
ます。 各接続記述子には、1つ以上のリスナー・アドレスを登録できます。例 C-2に、複数
のアドレスを持っている接続記述子を 2つ示します。 DESCRIPTION_LISTは、接続記述子
のリストを定義します。

例例例例 C-2  tnsnames.oraの複数の記述子の複数の記述子の複数の記述子の複数の記述子

net_service_name= 
 (description_list=
  (description= 
   (address= (protocol_address_information))
   (address= (protocol_address_information))
   (address= (protocol_address_information))
   (connect_data= 
     (service_name=service_name)))
  (description= 
   (address= (protocol_address_information))
   (address= (protocol_address_information))
   (address= (protocol_address_information))
   (connect_data= 
     (service_name=service_name))))

複数のアドレス・リスト複数のアドレス・リスト複数のアドレス・リスト複数のアドレス・リスト
tnsnames.oraは、それぞれに異なる複数のアドレス・リストを持っている接続記述子も
サポートします。 例 C-3は、2つのアドレス・リストを示したものです。 最初のアドレス・リ
ストでは、クライアント・ロード・バランスを指定し、接続時フェイルオーバーを使用しま
せん。これらの設定は、ADDRESS_LISTの ADDRESSに指定されたリスナーにしか適用さ
れません。 次のアドレス・リストでは、接続時フェイルオーバーを指定し、クライアント・
ロード・バランスを使用しません。これらの設定は、ADDRESS_LISTの ADDRESSに指定
されたリスナーにしか適用されません。 クライアントはまず、1番目または 2番目のアドレ
スをランダムに選び、次に 3番目と 4番目のアドレスを順に試します。

例例例例 C-3  tnsnames.oraの複数のアドレス・リストの複数のアドレス・リストの複数のアドレス・リストの複数のアドレス・リスト

net_service_name= 

注意注意注意注意 : Oracle Net8 Assistantは、ネット・サービス名の複数の接続記述子
はサポートしません。

注意注意注意注意 : Oracle Net8 Assistantは、接続記述子に 1つのアドレス・リストし
かサポートしていません。
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 (description= 
  (address_list= 
   (load_balance=on)
   (failover=off)
   (address= (protocol_address_information))
   (address= (protocol_address_information)))
  (address_list= 
   (load_balance=off)
   (failover=on)
   (address= (protocol_address_information))
   (address= (protocol_address_information)))
  (connect_data=
   (service_name=service_name)))

クライアント・ロード・バランスとクライアント・ロード・バランスとクライアント・ロード・バランスとクライアント・ロード・バランスと DESCRIPTION_LISTの変更された機能の変更された機能の変更された機能の変更された機能
リリース 8.1以前は、DESCRIPTION_LISTが複数のリスナーのクライアント・ロード・バ
ランスに使用されていました。 クライアント・ロード・バランスは、現在でも
DESCRIPTION_LISTではデフォルトで有効ですが、ADDRESS_LISTに明示的に指定するこ
とができ、一連の ADDRESSや DESCRIPTIONに関連付けることもできます。 例 C-4は、リ
リース 8.1以前とリリース 8.1の tnsnames.oraを、Oracle Parallel Server環境のクライア
ント・ロード・バランスを使用して比較したものです。

注意注意注意注意 : リリース 8.1以前のように、アドレス・リストが 1つしかない場合
は、リストを ADDRESS_LISTに埋め込む必要はありません。 
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例例例例 C-4  リリースリリースリリースリリース 8.1とそれ以前のリリースのクライアント・ロード・バランスとそれ以前のリリースのクライアント・ロード・バランスとそれ以前のリリースのクライアント・ロード・バランスとそれ以前のリリースのクライアント・ロード・バランス

 

リリースリリースリリースリリース 8.1以前のクライアント・ロード・バランス以前のクライアント・ロード・バランス以前のクライアント・ロード・バランス以前のクライアント・ロード・バランス

次の例には、op、op1および op2のネット・サービス名
を持っているリリース 8.0の tnsnames.oraファイルを
示します。 

opでは、2つのインスタンスのいずれかをクライアント
がランダムに選択できます。op1と op2では、クライア
ントは特定の Oracle Parallel Serverインスタンスに接続で
きます。 

op=
 (description_list=
  (description=
     (address=
       (protocol=tcp) 
       (host=opsnt1) 
       (port=1521))
      (connect_data=(sid=op1)))

   (description=
      (address=
        (protocol=tcp) 
        (host=opsnt2) 
        (port=1521))
       (connect_data=(sid=op2))))
op1=
  (description=
     (address=
       (protocol=tcp) 
       (host=opsnt1) 
       (port=1521))
     (connect_data=(sid=op1)))
op2=
  (description=
     (address=
       (protocol=tcp) 
       (host=opsnt1) 
       (port=1521))
     (connect_data=(sid=op2)))

リリースリリースリリースリリース 8.1でのクライアント・ロード・バランスでのクライアント・ロード・バランスでのクライアント・ロード・バランスでのクライアント・ロード・バランス

次の例には、op、op1および op2のネット・サービス名を
持っているリリース 8,1の tnsnames.oraファイルを示し
ます。 

opでは、クライアントは、データベース・サービス
op.comにランダムに接続でき、複数の DESCRIPTIONの
かわりに複数の ADDRESSを使用して 2つのインスタンス
のいずれかを選択できます。op1および op2では、クライ
アントは特定の Oracle Parallel Serverインスタンスに接続
できます。 

op=
 (description= 
     (load_balance=on)
     (address= 
       (protocol=tcp) 
       (host=opsnt1) 
       (port=1521))
     (address=
       (protocol=tcp) 
       (host=opsnt2) 
       (port=1521))
     (connect_data=
       (service_name=op.com)))
op1=
  (description=
     (address=
       (protocol=tcp) 
       (host=opsnt1) 
       (port=1521))
     (connect_data=
       (service_name=op)
       (instance_name=op1)))
op2=
  (description=
     (address=
       (protocol=tcp) 
       (host=opsnt2) 
       (port=1521))
     (connect_data=
       (service_name=op)
       (instance_name=op2)))
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例例例例
クライアントが Oracle Connection Managerを通してサービスに接続する場合、最初のアド
レス（またはアドレスのセット）は Oracle Connection Managerに接続するためのクライア
ント用のアドレスで、最後のアドレス（またはアドレスのセット）は、リスナーを使用して
サービスに接続する Oracle Connection Manager用のアドレスとなります。

Oracle Connection Manager用の SOURCE_ROUTEパラメータを YESに設定すると、クラ
イアントは接続する際にリストにあるすべてのアドレスを通ります。 

例 C-5は、複数の Oracle Connection Managerアドレスを使用する場合の例です。

例例例例 C-5  tnsnames.oraに指定する複数のに指定する複数のに指定する複数のに指定する複数の Oracle Connection Managerアドレスアドレスアドレスアドレス

sample1=
 (description= 
   (source_route=yes) 
   (address=(protocol=tcp)(host=host1)(port=1630))    # hop 1 
   (address_list=  
     (failover=on) 
     (load_balance=off)                                # hop 2 
     (address=(protocol=tcp)(host=host2a)(port=1630)) 
     (address=(protocol=tcp)(host=host2b)(port=1630)))
   (address=(protocol=tcp)(host=host3)(port=1521))    # hop 3
   (connect_data=(service_name=sales.us.acme.com)))

例 C-5では次のようになります。

1. クライアントは、最初の Oracle Connection Managerのアドレスに接続するように指示
されます。

(address=(protocol=tcp)(host=host1)(port=1630))

2. 最初の Oracle Connection Managerは、Oracle Connection Managerアドレスの 1つを
使用して、他の Oracle Connection Managerに接続します。 1番目のアドレスに失敗し
た場合、2番目のアドレスで接続を試みます。 この動作は、次の部分で指示されます。

(address_list=  
  (failover=on) 
  (load_balance=off)
  (address=(protocol=tcp)(host=host2a)(port=1630)) 
  (address=(protocol=tcp)(host=host2b)(port=1630)) 

3. 続いて Oracle Connection Managerは、次のリスナー・アドレスを使用してデータベー
ス・サービスに接続します。

(address=(protocol=tcp)(host=host3)(port=1521)) 
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例 C-6は、2つの Oracle Connection Managerと 2つのリスナー・アドレス間のクライアン
ト・ロード・バランスの例を示しています。

例例例例 C-6  tnsnames.oraにおけるクライアント・ロード・バランスにおけるクライアント・ロード・バランスにおけるクライアント・ロード・バランスにおけるクライアント・ロード・バランス

sample2=
 (description= 
   (load_balance=on) 
   (failover=on)
   (address_list= 
     (source_route=yes) 
     (address=(protocol=tcp)(host=host1)(port=1630)) 
     (address=(protocol=tcp)(host=host2)(port=1521)))
  (address_list= 
     (source_route=yes) 
     (address=(protocol=tcp)(host=host3)(port=1630)) 
     (address=(protocol=tcp)(host=host4)(port=1521)))
   (connect_data=(service_name=sales.us.acme.com)))

上の例では次の動作が行われます。

1. クライアントは、ADDRESS_LISTをランダムに選択し、選択した ADDRESS_LISTで失
敗した場合、他にフェイルオーバーするように指示されます。 この動作は、LOAD_
BALANCEおよび FAILOVERパラメータを ONにすることで指示されます。

2. ADDRESS_LISTが選択されると、クライアントはまず ADDRESS_LISTに指定された
ポート 1630を使用する Oracle Connection Managerのアドレスを使用して、Oracle 
Connection Managerに接続します。

3. 続いて Oracle Connection Managerは、ADDRESS_LISTに指定されたリスナー・アド
レスを使用して、データベース・サービスに接続します。

DESCRIPTIONSおよびおよびおよびおよび DESCRIPTION_LIST

DESCRIPTION

目的 : 接続記述子の開始を表します。データベース・リスニング・アド
レスの定義、接続するデータベースのサービス名が指定されます。 
このパラメータは、DESCRIPTION_LISTの下に埋め込むことがで
きます。

例 : net_service_name=
(description=
  (address=...)
  (connect_data=(service_name=sales.us.acme.com)))
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ADDRESSとととと ADDRESS_LIST

DESCRIPTION_LIST

目的 : 特定のネット・サービス名の接続記述子のリストを定義します。

例 : net_service_name= 
(description_list=
 (description=
  (address=...)
  (connect_data=(service_name=sales.acme.com)))
 (description=
  (address=...)
  (connect_data=(service_name=sales2.us.acme.com))))

ADDRESS

目的 : リスナー・プロトコル・アドレスを定義します。 このパラメータ
は、ADDRESS_LISTまたは DESCRIPTIONの下に埋め込むことが
できます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  各プロトコルで使用する適正なパラメータの説明は、付
録 Bを参照してください。

例 : net_service_name=
(description= 
 (address=(protocol=tcp)(host=sales-svr)(port=1521))
  (connect_data=(service_name=sales.us.acme.com))

ADDRESS_LIST

目的 : アドレスのリストを定義します。 アドレス・リストしか存在しない
場合、ADDRESS_LISTは必要ありません。 このパラメータは、
DESCRIPTIONまたは DESCRIPTION_LISTの下に埋め込むことが
できます。

例 : net_service_name=
 (description= 
  (address_list=
   (address=(protocol=tcp)(host=sales1-svr)(port=1521))
   (address=(protocol=tcp)(host=sales2-svr)(port=1521)))
  (address_list=
   (failover=on)
   (address=(protocol=tcp)(host=sales3-svr)(port=1521))
   (address=(protocol=tcp)(host=sales4-svr)(port=1521))
  (connect_data=(service_name=sales.us.acme.com)))
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リストのオプション・パラメータリストのオプション・パラメータリストのオプション・パラメータリストのオプション・パラメータ

FAILOVER

目的 : ONに設定した場合は、最初のリスナーへの接続に失敗した後で、
Net8は別のリスナーにフェイルオーバーします。 OFFに設定する
と、接続を試行するアドレスは 1つのみです。

このパラメータは、DESCRIPTION_LIST、DESCRIPTIONまたは
ADDRESS_LISTの下に埋め込むことができます。

重要重要重要重要 :  GLOBAL_DBNAMEパラメータは、listener.oraの
SID_LIST_listener_nameセクションには設定しないでください。静
的に構成されたグローバル・データベース名によって接続時フェイ
ルオーバーが使用できなくなります。

デフォルト : DESCRIPTION_LIST、DESCRIPTION、ADDRESS_LISTで ON

値 : ON | OFF | YES | NO | TRUE | FALSE

例 : net_service_name=
 (description= 
  (failover=on)
  (address=(protocol=tcp)(host=sales1-svr)(port=1521))
  (address=(protocol=tcp)(host=sales2-svr)(port=1521)))
  (connect_data=(service_name=sales.us.acme.com)))

LOAD_BALANCE

目的 : ONに設定した場合、アドレスのリストを順不同に選択して、各種
リスナーまたは Oracle Connection Managerのアドレスにおける
ロード・バランスをとるように Net8を設定します。 OFFに設定し
た場合、Net8は、接続が成功するまでアドレスを順番に試行する
ように設定されます。

このパラメータは、DESCRIPTION_LIST、DESCRIPTIONまたは
ADDRESS_LISTの下に埋め込むことができます。

デフォルト : DESCRIPTION_LISTで ON

値 : ON | OFF | YES | NO | TRUE | FALSE

例 : net_service_name=
 (description= 
  (load_balance=on)
  (address=(protocol=tcp)(host=sales1-svr)(port=1521))
  (address=(protocol=tcp)(host=sales2-svr)(port=1521)))
  (connect_data=(service_name=sales.us.acme.com))
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SDU

目的 : Net8に、ネットワークを介して送信されるデータ・パケットの転
送レートを、指定したセッション・データ・ユニット（SDU）サ
イズで最適化するように指示します。 このパラメータは、
DESCRIPTIONの下に埋め込む必要があります。

デフォルト : 2048 

値 : SDUサイズは、通常の伝送フレーム・サイズの倍数に設定する必
要があります。 イーサネットの通常のフレーム・サイズは 1500で
あるため、イーサネット・プロトコルでの最も効果的な SDUサイ
ズは 1500の倍数です。

例 : net_service_name= 
 (description=
  (sdu=3000)
  (address=...)
  (address=...)
  (connect_data=
    (server_name=sales.com))

SOURCE_ROUTE

目的 : このパラメータを ONまたは YESに設定すると、Net8は接続先に
到達するまで、各アドレスを順に使用します。 

このパラメータは Oracle Connection Managerで必要です。 Oracle 
Connection Managerでは、クライアントから Oracle Connection 
Managerへの初期の接続が必要です。また、Oracle Connection 
Managerからリスナーへの第 2の接続も必要です。 

このパラメータは、DESCRIPTION_LIST、DESCRIPTIONまたは
ADDRESS_LISTの下に埋め込むことができます。

デフォルト : OFF

値 : YES |NO |ON | OFF

例 : net_service_name=
 (description= 
  (source_route=on)
  (address=(protocol=tcp)(host=cman-pc)(port=1630))
  (address=(protocol=tcp)(host=sales1-svr)(port=1521)))
  (connect_data=(service_name=sales.us.acme.com))
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CONNECT_DATAセクションセクションセクションセクション

CONNECT_DATAには次のパラメータが許可されています。

� FAILOVER_MODE

� GLOBAL_NAME

� HS

� INSTANCE_NAME

� RDB_DATABASE

TYPE_OF_SERVICE

目的 : Oracle Rdbデータベースで使用するサービスの種類を指定しま
す。 このサービスは RDBインタフェース・ツールで使用されま
す。 この機能は、アプリケーションが Oracle Rdbと Oracleデータ
ベースの両方をサポートし、アプリケーションを任意に選択する
（ロード・バランスをとる）場合にのみ使用します。 このパラメー
タは、DESCRIPTIONの下に埋め込む必要があります。

例 : net_service_name=
 (description_list=
  (description=
   (address=...)
   (connect_data= 
    (service_name=generic)
    (rbd_database=[.mf]mf_personal.rdb)
    (global_name=alpha5))
    (type_of_service=rdb_database))
  (description=
   (address=(protocol=tcp)(host=sales1-svr)(port=1521))
   (connect_data=
    (service_name=sales.us.acme.com))
    (type_of_service=oracle8_database)))

CONNECT_DATA

目的 : 接続するデータベースを定義します。 このパラメータは、
DESCRIPTIONの下に埋め込む必要があります。

例 : net_service_name=
 (description= 
  (address=(protocol=tcp)(host=sales1-svr)(port=1521))
  (address=(protocol=tcp)(host=sales2-svr)(port=1521))
  (connect_data=(service_name=sales.us.acme.com)))
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� SERVER

� SERVICE_NAME

� SID

FAILOVER_MODE

目的 : Net8に、実行時に最初のリスナーで失敗した場合に、別のリス
ナーにフェイルオーバーするように指示します。 構成に応じて、
進行中のセッションや SELECT文は自動的にフェイルオーバーさ
れます。 このパラメータは、CONNECT_DATAの下に埋め込む必
要があります。

このタイプのフェイルオーバーは、透過的アプリケーション・
フェイルオーバー（Transparent Application Failover:TAF）と呼
ばれています。接続時フェイルオーバー FAILOVERパラメータと
混同しないようにしてください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  

� 概念的な情報は、2-19ページの「可用性を高めるための透過
的アプリケーション・フェイルオーバー」を参照してくださ
い。

� 詳細な完全構成情報は、8-11ページの「透過的アプリケー
ション・フェイルオーバーの構成」を参照してください。
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サブパラメータ FAILOVER_MODEは、次のサブパラメータをサポートしていま
す。

� BACKUP - サービス名によりフェイルオーバー・ノードを指
定します。 個別のネット・サービス名をフェイルオーバー・
ノードに作成する必要があります。

� TYPE - （必須）（必須）（必須）（必須）フェイルオーバーの種類を指定します。 デ
フォルトでは、Oracle Call Interface（OCI）アプリケーショ
ンに対して、3種類の Net8フェイルオーバー機能を利用でき
ます。 

SESSION: セッションをフェイルオーバーします。すなわち、
ユーザーの接続が失われた場合に、新しいセッションを自動
的に作成して、ユーザーをバックアップします。 このフェイ
ルオーバーでは、SELECTはリカバリされません。

SELECT: カーソルをオープンしているユーザーが、障害後も
カーソルをフェッチできるようにします。 ただしこのモード
では、通常の選択操作を行うクライアント側にオーバーヘッ
ドが生じます。

NONE: デフォルトです。フェイルオーバー機能を使用しま
せん。 フェイルオーバーが実行されないように、明示的に指
定することもできます。

� METHOD: プライマリ・ノードからバックアップ・ノードに
フェイルオーバーされる速さを決定します。 

BASIC: フェイルオーバー時に接続を確立します。 フェイル
オーバー時まで、バックアップ・サーバーはほとんど何もす
る必要はありません。

PRECONNECT: あらかじめ接続を確立しておきます。 フェイ
ルオーバーは高速に行われますが、バックアップ・インスタ
ンスはサポートされた各インスタンスからの接続すべてをサ
ポートできる必要があります。

� RETRIES: 接続を試みる回数を指定します。 DELAYが指定さ
れている場合、RETRIESのデフォルトは、5回再試行するよ
うに設定されています。

� DELAY: 次に接続を試みるまでの待機時間を秒数で指定しま
す。 RETRIESが指定されている場合の DELAYのデフォルト
設定は 1秒です。

例 : 実装例は、8-12ページの「TAF実装」を参照してください。

FAILOVER_MODE
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GLOBAL_NAME

目的 : Oracle Rdbデータベースを識別します。 このパラメータは、
CONNECT_DATAの下に埋め込む必要があります。

例 : net_service_name= 
 (description= 
   (address=...)
   (address=...)
   (connect_data=
    (service_name=generic)
    (rdb_database= [.mf]mf_personal.rdb)
    (global_name= alpha5)))

HS

目的 : Net8に、非 Oracleシステムに接続するように指示します。 このパ
ラメータは、CONNECT_DATAの下に埋め込む必要があります。

デフォルト : なし

値 : OK

例 : net_service_name= 
 (description=
   (address=...)
   (address=...)
   (connect_data=
    (sid=sales6)
    (hs=ok)))

INSTANCE_NAME

目的 : アクセスするデータベース・インスタンスを識別します。 インス
タンス名は、初期化パラメータ・ファイルの INSTANCE_NAME
パラメータから取得できます。

このパラメータは、CONNECT_DATAの下に埋め込む必要があ
ります。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  インスタンス名文字列の設定についての情報は、6-2
ページの「接続記述子の理解」を参照してください。
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例 : net_service_name= 
 (description=
   (address=...)
   (address=...)
   (connect_data=
    (service_name=sales.com)
    (instance_name=sales1)))

RDB_DATABASE

目的 : Oracle Rdbデータベースのファイル名を指定します。 このパラメー
タは、CONNECT_DATAの下に埋め込む必要があります。

例 : net_service_name= 
 (description= 
   (address=...)
   (address=...)
   (connect_data=
    (service_name=sales.com)
    (rdb_database= [.mf]mf_personal.rdb)))

SERVER

目的 : 特定タイプのサービス・ハンドラにクライアントを接続するよう
にリスナーを設定します。 このパラメータは、CONNECT_DATA
の下に埋め込む必要があります。 

値 : DEDICATED | SHARED

DEDICATEDは、このクライアントを専用サーバー・プロセスに
接続します。

SHAREDは、このクライアントを共有サーバーに接続します。

注意注意注意注意 :  このクライアントを共有サーバーに接続するには、MTSが
構成されている必要があります。

注意注意注意注意 : sqlnet.oraファイルの USE_DEDICATED_SERVERは、
このパラメータを上書きします。

例 : net_service_name= 
 (description=
   (address=...)
   (address=...)
   (connect_data=
    (server_name=sales.com)
    (server=dedicated)))

INSTANCE_NAME
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リスナー・パラメータ（リスナー・パラメータ（リスナー・パラメータ（リスナー・パラメータ（listener.ora））））
ネットワーク・リスナー構成ファイル（listener.ora）では、次の項目を使用できます。

� リスナー・アドレス・セクション

SERVICE_NAME

目的 : アクセスするリリース 8.1サービスを識別します。 このパラメータ
は、CONNECT_DATAの下に埋め込む必要があります。

SERVICE_NAMEは、一般にグローバル・データベース名に設定
されます。グローバル・データベース名は、データベース名
（DB_NAME）とドメイン名（DB_DOMAIN）から構成され、イ
ンストール中またはデータベースの作成中に入力します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  

� SERVICE_NAMEの使用の詳細は、2-27ページの「SIDでは
なくサービス名によるデータベースの識別」を参照してくだ
さい。

� インスタンス名を設定する方法は、6-2ページの「接続記述子
の理解」を参照してください。

例 : net_service_name= 
 (description=
   (address=...)
   (address=...)
   (connect_data=
    (service_name=sales.com)))

SID

目的 : Oracle8または Oracle7のデータベースのデータベース・インスタ
ンスを識別します。 データベースが Oracle8iの場合は、SIDでは
なく SERVICE_NAMEを使用してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  2-27ページの「SIDではなくサービス名によるデータ
ベースの識別」を参照してください。

このパラメータは、CONNECT_DATAの下に埋め込む必要があ
ります。 

例 : net_service_name= 
 (description=
   (address=...)
   (address=...)
   (connect_data=
    (sid=sales)))
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� SID_LIST_listener_name静的サービス・セクション

� 制御パラメータ

listener.oraファイルは、UNIXの $ORACLE_HOME/network/admin、Windows NT
の ORACLE_HOME¥network¥adminにあるか、あるいは TNS_ADMIN環境変数またはレジ
ストリ値によって指定されたディレクトリにあります。

リスナー・アドレス・セクションリスナー・アドレス・セクションリスナー・アドレス・セクションリスナー・アドレス・セクション
listener.oraファイルのリスナー・アドレス・セクションは、リスナー・プロトコル・
アドレスを定義します。 

DESCRIPTION

目的 : リスナー・プロトコル・アドレスを定義します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  構成に関する情報については、8-39ページの「非
Oracleデータベース・サービスへの接続の構成」を参照してくだ
さい。

例 : listener_name=
 (description=
  (address=(protocol=ipc)(key=extproc0))
  (address=(protocol=tcp)(host=sales-pc)(port=1521)))

ADDRESS

目的 : リスナー・プロトコル・アドレスを定義します。 このパラメータ
は、ADDRESS_LISTまたは DESCRIPTIONの下に埋め込むことが
できます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  各プロトコルで使用する適正なパラメータの説明は、
付録 Bを参照してください。

例 : listener_name=
 (description=
  (address=(protocol=ipc)(key=extproc0))
  (address=(protocol=tcp)(host=sales-pc)(port=1521)))

ADDRESS_LIST

目的 : リスナー・プロトコル・アドレスのリストを定義します。 アドレス
のリストが 1つのみの場合、このパラメータを使用する必要はあり
ません。 このパラメータは、DESCRIPTIONの下に埋め込むことが
できます。
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SID_LIST_listener_name静的サービス・セクション静的サービス・セクション静的サービス・セクション静的サービス・セクション
listener.oraの SID_LISTセクションを使用して、サービス情報をリスナーによって静的
に構成できます。 

Oracle8または Oracle7のデータベース、外部プロシージャおよび Oracle Enterprise 
Managerを含む一部の管理ツールとの下位互換性を維持するには、SID_LISTが必要です。

Oracle8iデータベース情報は、インスタンスの起動時にリスナーを使用して動的に登録され
ます。 したがって、Oracle8iデータベースを監視するために Oracle Enterprise Managerを使
用する場合以外は、この情報は必要ありません。

sid_list_listener_name=
  (sid_list= 
   (sid_desc=
    (global_dbname=global_database_name)
    (sid_name=sid)
    (oracle_home=oracle_home)
    (prespawn_max=99) 
    (prespawn_list= 
      (prespawn_desc= 
        (protocol=tcp)
        (pool_size=10)
        (timeout=2))
      (prespawn_desc=...)))
   (sid_desc=...))

SID_LISTには、次のパラメータが含まれます。

例 : listener_name=
 (description=
  (address_list=
   (address=(protocol=ipc)(key=extproc0))
   (address=(protocol=tcp)(host=sales-pc)(port=1521))))

GLOBAL_DBNAME

目的 : データベースのグローバル・データベース名を識別します。この
名前には、データベース名およびデータベース・ドメインが登録
されています。 GLOBAL_DBNAME値は、初期化パラメータ・
ファイルの SERVICE_NAMESパラメータから取得できます。 

このパラメータは、SID_DESCの下に埋め込む必要があり、
SERVICE_NAMESパラメータの値と一致させてください。

ADDRESS_LIST
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例 : sid_list_listener_name=
  (sid_list= 
   (sid_desc=
    (global_dbname=oracle.com)
    (sid_name=orcl)
    (oracle_home=/usr/oracle)))

ORACLE_HOME

目的 : サービスの Oracleホームの場所を識別します。 このパラメータは、
SID_DESCの下に埋め込む必要があります。

例 : sid_list_listener_name=
  (sid_list= 
   (sid_desc=
     (sid_name=extproc)
     (oracle_home=/usr/oracle)
     (program=extproc)))

PROGRAM

目的 : サービスの実行可能プログラム名を識別します。

例 : sid_list_listener_name=
  (sid_list= 
   (sid_desc=
     (sid_name=extproc)
     (oracle_home=oracle)
     (program=extproc)))

SID_NAME

目的 : インスタンスの Oracleシステム識別子（SID）を識別します。 SID
値は、初期化パラメータ・ファイルの INSTANCE_NAMEパラ
メータから取得できます。 

このパラメータは、SID_DESCの下に埋め込む必要があります。 

例 : sid_list_listener_name=
  (sid_list= 
   (sid_desc=
    (global_dbname=oracle.com)
    (sid_name=orcl)
    (oracle_home=/usr/oracle)))

GLOBAL_DBNAME
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SID_LIST

目的 : SIDの説明リストを識別します。

例 : sid_list_listener_name=
  (sid_list= 
   (sid_desc=...)
   (sid_desc=...))

SID_DESC

目的 : 指定のデータベース・インスタンスに関するサービス情報を提供
します。

このパラメータは、SID_LISTの下に埋め込むことができます。 

例 : sid_list_listener_name=
  (sid_list= 
   (sid_desc=...)
   (sid_desc=...)) 

PRESPAWN_MAX

目的 : リスナーによって作成される事前生成済専用サーバー・プロセス
の最大数を指定します。 この数値は、最小でも各プロトコル用の
プール・サイズの合計と同じくする必要があります。 事前に生成
される専用サーバー・プロセスが常に新しい接続に使用できるよ
うに、この値を大きな値に設定します。

このパラメータは、SID_LISTの下に埋め込む必要があります。 

注意注意注意注意 :  事前に生成される専用サーバーは、Windows NT上では構
成できません。

例 : sid_list_listener_name=
  (sid_list= 
   (sid_desc=
    (global_dbname=oracle.com)
    (sid_name=sid)
    (oracle_home=/usr/oracle)
    (prespawn_max=99)))

PRESPAWN_LIST

目的 : 事前生成済専用サーバー・プロセスのプロトコル説明のリストを
指定します。 このパラメータは、SID_DESCの下に埋め込む必要
があります。 
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例 : sid_list_listener_name=
  (sid_list= 
   (sid_desc=
    (global_dbname=oracle.com)
    (sid_name=sid)
    (oracle_home=/usr/oracle)
    (prespawn_max=99) 
    (prespawn_list= 
      (prespawn_desc= 
        (protocol=tcp)
        (pool_size=10)
        (timeout=2))
        (prespawn_desc=...)))

PRESPAWN_DESC

目的 : リスナーによって事前に生成される専用サーバー・プロセスのプ
ロトコル、および事前に生成される専用サーバーの特性を定義し
ます。 プロトコルにはそれぞれ固有の PRESPAWN_DESC説明が
必要です。 このパラメータは、PRESPAWN_LISTの下に埋め込む
必要があります。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  PROTOCOL、POOL_SIZEおよび TIMEOUTの説明
は、7-13ページの「事前生成済専用サーバーの構成」を参照して
ください。

例 : sid_list_listener_name=
  (sid_list= 
   (sid_desc=
    (global_dbname=oracle.com)
    (sid_name=sid)
    (oracle_home=/usr/oracle)
    (prespawn_max=99) 
    (prespawn_list= 
      (prespawn_desc= 
        (protocol=tcp)
        (pool_size=10)
        (timeout=2))
        (prespawn_desc=...))))

PRESPAWN_LIST
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制御パラメータ制御パラメータ制御パラメータ制御パラメータ
次のパラメータはリスナーの動作を制御します。

CONNECT_TIMEOUT_listener_name

目的 : 接続の開始後にリスナーが有効な接続要求を待つ時間を秒数で指
定します。

デフォルト : 10秒

例 : connect_timeout_listener=12

LOG_DIRECTORY_listener_name

目的 : リスナー・ログ・ファイルの作成先となるディレクトリを指定し
ます。

デフォルト : UNIXでは $ORACLE_HOME/network/log、Windows NTでは
ORACLE_HOME¥network¥log

例 : log_directory_listener=/oracle/network/admin/log

LOG_FILE_listener_name

目的 : リスナーのログ・ファイルの名前を指定します。

デフォルト : listener.log

例 : log_file_listener=list.log

LOGGING_listener_name

目的 : ロギングをオンまたはオフにします。

デフォルト : ON

値 : ON | OFF

例 : logging_listener=on
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OSS.SOURCE.MY_WALLET

目的 : Walletの場所を指定します。 Walletは、安全に接続できるように
する SSLで処理される証明書、キーおよびトラスト・ポイントで
す。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照し
てください。

デフォルト : なし

例 : oss.source.my_wallet=  
   (source=
      (method=file)
      (method_data=  
        (directory=/home/smalladi/oss)))

PASSWORDS_listener_name

目的 : リスナーに非暗号化パスワードを設定し、SAVE_CONFIGおよび
STOPなど、LSNRCTLユーティリティから使用される特定の特権
操作が安全に行われるようにします。 1つ以上のパスワードを設定
できます。 非暗号化パスワードは、LSNRCTLユーティリティの
CHANGE_PASSWORDコマンドで設定できます。

デフォルト : oracle

例 : passwords_listener=(oracle8)

SAVE_CONFIG_ON_STOP_listener_name

目的 : TRUEに設定すると、LSNCRCTL SETコマンドを使用して変更し
たパラメータはすべて、以前の listener.oraファイルの設定
を置き換えます。

デフォルト : FALSE

例 : save_config_on_stop_listener=true

SSL_CLIENT_AUTHENTICATION

目的 : SSLを使用してクライアントを認証するかどうかを指定します。

デフォルト : TRUE

値 : TRUE | FALSE
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使用上の注意 : データベースがクライアントを認証します。 したがって、この値
は FALSEに設定する必要があります。 このパラメータを TRUEに
設定すると、リスナーがクライアントを認証しようとしますが、
その結果障害が発生する可能性があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle8i Advanced Secutiry管理者ガイド』を参照
してください。

STARTUP_WAIT_TIME_listener_name

目的 : ネットワーク・リスナーが、最初の LSNRCTL STATUSコマンド
に応答するまでの待ち時間を秒数で設定します。

デフォルト : 0秒

例 : startup_wait_time_listener=5

TRACE_DIRECTORY_listener_name

目的 : リスナー・トレース・ファイルの作成先となるディレクトリを指
定します。

デフォルト : UNIXでは $ORACLE_HOME/network/trace、Windows NTで
は ORACLE_HOME¥network¥trace

例 : trace_directory_listener=/oracle/network/admin/trace

TRACE_FILE_listener_name

目的 : リスナーのトレース・ファイルの名前を指定します。

デフォルト : listener.trc

例 : trace_file_listener=list.trc

TRACE_FILELEN_listener_name

目的 : リスナー・トレース・ファイルのサイズをキロバイト（KB）で指
定します。 サイズに到達すると、トレース情報が次のファイルに
書き込まれます。 ファイル数は、TRACE_FILELEN_listener_name
パラメータで指定します。

SSL_CLIENT_AUTHENTICATION
構成パラメータ C-53



リスナー・パラメータ（listener.ora）
デフォルト : 無制限

例 : trace_filelen_listener=100

TRACE_FILENO_listener_name

目的 : リスナーのトレースを行うトレース・ファイル数を指定します。 
このパラメータを TRACE_FILENO_listener_nameパラメータと
いっしょに設定すると、トレース・ファイルは循環方式で使用さ
れます。 最初のファイルから書き込まれ、次に 2番目のファイル
という順になります。 最後のファイルが書き込まれると、最初の
ファイルから再使用されます。

トレース・ファイル名は、その順序番号で区別されます。 たとえ
ば、listener.trcのデフォルト・ファイルを使用し、このパラ
メータを 3に設定すると、トレース・ファイルの名前は
listener1.trc、listener2.trcおよび listener3.trcに
なります。

また、トレース・ファイル内のトレース・イベントの前にファイ
ルの順序番号が書かれます。

デフォルト : 1

例 : trace_fileno_listener=3

TRACE_LEVEL_listener_name

目的 : 指定したレベルでトレースをオン /オフに切り替えます。

デフォルト : OFF

値 : � OFF - トレース出力しません

� USER - ユーザー・トレース情報

� ADMIN - 管理トレース情報

� SUPPORT - オラクル社カスタマ・サポート・センター用のト
レース情報

例 : trace_level_listener=admin

TRACE_FILELEN_listener_name
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Oracle Namesパラメータ（パラメータ（パラメータ（パラメータ（names.ora））））
次のパラメータは、Oracle Names構成ファイル（names.ora）で使用できます。
names.oraは、UNIXでは $ORACLE_HOME/network/admin、Windows NTでは
ORACLE_HOME¥network¥adminにあります。

TRACE_TIMESTAMP_listener_name

目的 : タイムスタンプを dd-month-yyyy hh:mm:ssの形式で、リスナー・
トレース・ファイルのトレース・イベントに追加します。

デフォルト : OFF

値 : ONまたは TRUE | OFFまたは FALSE

例 : trace_timestamp_listener=true

USE_PLUG_AND_PLAY_listener_name

目的 : リスナーに、データベース情報を Oracle Namesサーバーに登録
するよう指示します。

デフォルト : OFF

値 : ON | OFF

例 : use_plug_and_play=on

NAMES.ADDRESSES

目的 : Oracle Namesサーバーが受信するプロトコル・アドレスのリスト
を作成します。 有効な ADDRESSまたは ADDRESS_LISTを指定し
ます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 

� アドレス構文の説明は、B-2ページの「ADDRESSと
ADDRESS_LIST」を参照してください。

� 各プロトコルで使用する適正なパラメータの説明は、B-2
ページの「プロトコルのパラメータ」を参照してください。

デフォルト : names.addresses= 
  (address=(protocol=tcp)(host=oranamesrvr0)(port=1575))
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NAMES.ADMIN_REGION

目的 : 管理リージョンのデータ・ソースを記述します。 このパラメータ
を設定すると、データベースが情報のリポジトリとして定義され
ます。 このパラメータを設定しなければ、Oracle Namesサーバー
間でデータのレプリケーションがキャッシュされます。 

デフォルト : NULL

例 : names.admin_region=
 (region=
  (description=
    (address=(protocol=tcp)
    (host=nineva)(port=1575)))
   (connect_data=
    (service_name=sales.us.acme.com)))
   (userid=system)
   (password=manager)
   (refresh=172800)
   (retry=2700)
   (expire-8700)
   (version=34619392))

NAMES.AUTHORITY_REQUIRED

目的 : システム問合せに権限応答が必要かどうかを指定します。

デフォルト : FALSE

例 : names.authority_required=true

NAMES.AUTO_REFRESH_EXPIRE

目的 : NAMES.DOMAIN.HINTSパラメータを使用して取得された別の
リージョンのデータベース・サーバー・アドレスを、Oracle 
Namesサーバーがキャッシュに入れておく時間を秒数で指定しま
す。 指定した時間が経過すると、Oracle Namesサーバーは別の
リージョンのデータベース・サーバーに問合せを発行してアドレ
スを更新します。

デフォルト : 600秒

指定可能な値 : 60～ 1209600秒

例 : names.auto_refresh_expire=1200000
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NAMES.AUTO_REFRESH_RETRY

目的 : ドメイン・ヒント・リスト上の Oracle Namesサーバーを Oracle 
Namesサーバーが再試行する間隔を秒数で指定します。

デフォルト : 180

最小値 : 60

最大値 : 3600

例 : names.auto_refresh_retry=180

NAMES.CACHE_CHECKPOINT_FILE

目的 : Oracle Namesサーバーがチェックポイント・ファイルを書き込む
ファイルの名前とパスを指定します。 

デフォルト : UNIXでは $ORACLE_HOME/network/names/ckpcch.ora、
Windows NTでは ORACLE_
HOME¥network¥names¥ckpcch.ora

例 : names.cache_checkpoint_
file=c:¥oracle¥network¥names¥cacheck.ora

NAMES.CACHE_CHECKPOINT_INTERVAL

目的 : Oracle Namesサーバーが、格納済データのチェックポイントを
チェックポイント・ファイルに書き込む間隔を秒数で指定します。 
各 Oracle Namesサーバーは、キャッシュに格納したデータを定
期的にファイルに書き込んで、起動時の障害に備えることができ
ます。

デフォルト : 0（キャッシュ頻度なし）

最小値 : 10秒

最大値 : 259200秒（3日）

例 : names.cache_checkpoint_interval=24

NAMES.CONFIG_CHECKPOINT_FILE

目的 : Oracle Namesサーバーの構成設定のチェックポイントに使用する
ファイルの名前とパスを指定します。
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デフォルト : UNIXでは $ORACLE_HOME/network/names/ckpcfg.or、
Windows NTでは ORACLE_
HOME¥network¥names¥ckpcfg.ora

例 : names.config_checkpoint_
file=c:¥oracle¥network¥names¥configck.ora

NAMES.CONNECT_TIMEOUT

目的 : Oracle Namesサーバーが、クライアントからの接続が完了するの
を待つ時間を秒数で制限します。

デフォルト : 3秒

最小値 : 1秒

最大値 : 600秒

例 : names.connect_timeout=8

NAMES.DEFAULT_FORWARDERS

目的 : 問合せを転送するときに使用する、その他の Oracle Namesサー
バーのアドレス・リストを指定します。

例 : names.default_forwarders= (forwarder_list=
  (forwarder=(name=rootserv1.com)(address=(protocol=tcp)
      (port=4200)(host=roothost))))

NAMES.DEFAULT_FORWARDERS_ONLY

目的 : TRUEに設定した場合は、デフォルトの送り先としてリストされ
ている Oracle Namesサーバーのみを対象に、Oracle Namesサー
バーが NAMES.DEFAULT_FORWARDERSパラメータを使用し
て問合せを送ります。

デフォルト : FALSE

使用上の注意 : FALSEに設定すると、デフォルトの送り先としてリストされてい
る Oracle Namesサーバーは、キャッシュ内で見つかる Oracle 
Namesサーバーより前にコールされます。

NAMES.CONFIG_CHECKPOINT_FILE
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NAMES.DOMAIN_HINTS

目的 : 1つ以上のリモート・リージョンのサーバー名およびアドレス、
ドメインをすべてリストします。 Oracle Namesサーバーが、その
他のリージョンにある Oracle Namesサーバーを認識できるよう
になります。 この中には、ルート・リージョンに存在しない
Oracle Namesサーバーも含めてすべての Oracle Namesサーバー
のルート・リージョンが含まれます。 最適化で必要になれば、そ
の他のリージョンを指定できます。

例 : names.domain_hints=
 (hint_desc=(hint_list=
   (hint=(name=rootserv1.com)
     (address=(protocol=tcp)(host=nineva)(port=4200))))

NAMES.DOMAINS

目的 : サーバーのローカル・リージョン内のドメインのリスト、および
これらのドメイン内のデータに対するデフォルト生存時間（TTL）
を指定します。 

例 : names.domains=
 (domain_list=
    (domain=(name=)(min_ttl=86400))
    (domain=(name=com)(min_ttl=8640)))

NAMES.FORWARDING_AVAILABLE

目的 : ONに設定すると、Oracle Namesサーバーはクライアント要求を
リモートの Oracle Namesサーバーに送ります。 OFFに設定する
と、ローカル・ドメインの外部のネットワークにアクセスできな
いクライアントが名前を解決できなくなります。

デフォルト : ON

値 : ON | OFF

例 : names.forwarding_available=off
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NAMES.FORWARDING_DESIRED

目的 : TRUEに設定した場合、Oracle Namesサーバーからクライアント
にリモートの Oracle Namesサーバーアドレスの場所の情報が提
供されます。 この方法で、クライアントは該当する Oracle Names
サーバーにリダイレクトされます。 FALSEに設定した場合は、
Oracle Namesサーバーがクライアントに代わってリモートの
Oracle Namesサーバーに接続します。

デフォルト : TRUE

値 : TRUE | FALSE

例 : names.forwarding_desired=true

NAMES.KEEP_DB_OPEN

目的 : リージョン・データベースへの TNS接続を、操作間でオープンし
たままにするかどうかを指定します。 このパラメータを FALSEに
設定すると、ロード、再ロードまたは再ロードチェックが終わる
たびに接続がクローズされます。

デフォルト : TRUE

値 : TRUE | FALSE

例 : names.keep_db_open=FALSE

NAMES.LOG_DIRECTORY

目的 : Oracle Namesサーバー操作イベントを書き込むログ・ファイルの
作成先となるディレクトリを指定します。

デフォルト : UNIXでは $ORACLE_HOME/network/log、Windows NTでは
ORACLE_HOME¥network¥log

例 : names.log_directory=c:¥oracle¥network¥names

NAMES.LOG_FILE

目的 : Oracle Namesサーバー操作イベントを書き込む出力ファイルの名
前を指定します。 ファイルの拡張子は常に .logです。 このパラ
メータの拡張子は入力しないでください。

デフォルト : NAMES
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例 : names.log_file=onames

NAMES.LOG_STATS_INTERVAL

目的 : ログ・ファイルに完全な統計をダンプする間隔を秒数で指定しま
す。

デフォルト : 0（0=OFF）

最小値 : 10秒

最大値 : なし

例 : names.log_stats_interval=12

NAMES.LOG_UNIQUE

目的 : このパラメータを TRUEに設定すると、ログ・ファイル名が一意
な名前になるので、既存のログ・ファイルは上書きされません。

デフォルト : FALSE

値 : TRUE | FALSE

例 : names.log_unique=true

NAMES.MAX_OPEN_CONNECTIONS

目的 : Oracle Namesサーバーが一度にオープンできる接続数を指定しま
す。 この値には、リスニング用の 1接続、クライアント用の 5接
続、ローカル管理リージョンで定義されている各リモート・ドメ
イン用の 1接続の合計値または 10のどちらか大きい方が生成され
ます。 

計算で求めた値を、ほとんどのインストレーションに適用できま
す。

デフォルト : 入力データに基づいて計算されます。

最小値 : 2

最大値 : 64

例 : names.max_open_connections=52

NAMES.LOG_FILE
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NAMES.MAX_REFORWARDS

目的 : サーバーが操作を転送する最大回数を指定します。

デフォルト : 2

最小値 : 1

最大値 : 15

例 : names.max_reforwards=2

NAMES.MESSAGE_POOL_START_SIZE

目的 : 転送されるメッセージの着信または発信に使用するメッセージの
初期数を、サーバーのメッセージ・プールに対して指定します。

デフォルト : 10

最小値 : 3

最大値 : 256

例 : names.message_pool_start_size=10

NAMES.NO_MODIFY_REQUESTS

目的 : TRUEに設定すると、サーバーはリージョン内のデータを変更す
る操作を拒否します。

デフォルト : FALSE

値 : TRUE | FALSE

例 : names.no_modify_requests=true

NAMES.NO_REGION_DATABASE

目的 : TRUEに設定すると、サーバーはリージョン・データベースを検
索しません。

デフォルト : FALSE

例 : names.no_region_database=true
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NAMES.PASSWORD

目的 : Oracle Namesサーバーに暗号化されたパスワードを設定し、
NAMESCTLユーティリティから使用される STOP、RESTARTお
よび RELOADなどの特定の特権操作が安全に実行されるように
します。

このパラメータを Oracle Net8 Assistantで設定すると、パスワー
ドが暗号化されます。 クリアテキスト・パスワードは手動で設定
できます。 パスワードがクリアテキストの場合は、 sqlnet.ora
ファイルに設定されている NAMESCTL.INTERNAL_ENCRYPT_
PASSWORDパラメータを FALSEに設定します。

デフォルト : なし

例 : names.password=625926683431aa55

NAMES.REGION_CHECKPOINT_FILE

目的 : リージョンのデータ（ローカル・リージョン内の Oracle Names
サーバーのドメイン・アドレス、データベース・アドレスなど）
にチェックポイントを使用するためのファイルの名前とパスを指
定します。

デフォルト : UNIXでは $ORACLE_HOME/network/names/ckpreg.ora、
Windows NTでは ORACLE_
HOME¥network¥names¥ckpreg.ora

例 : names.region_checkpoint_
file=c:¥oracle¥network¥names¥regionck.ora

NAMES.RESET_STATS_INTERVAL

目的 : Oracle Namesサーバーが収集した統計を蓄積する時間を秒数で指
定します。 頻度が指定されると、統計はゼロにリセットされます。 
デフォルト値の 0は、統計がリセットされないことを表します。 

デフォルト : 0（リセットしない）

最小値 : 10秒

最大値 : なし

例 : names.reset_stats_interval=15
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NAMES.SAVE_CONFIG_ON_STOP

目的 : TRUEに設定した場合、Oracle Namesサーバーは実行時の構成設
定を names.oraファイルに保存します。NAMESCTL SET操作
で変更されたパラメータはすべて、変更前の names.ora 設定を
上書きします。

デフォルト : FALSE

例 : names.save_config_on_stop=FALSE

NAMES.SERVER_NAME

目的 : 各 Oracle Namesサーバーを名前で一意に識別します。 特定の
Oracle Namesサーバーを参照するときは、必ずこの名前を使用し
ます。

デフォルト : ONAMES_onames_server

例 : names.server_name=namesrv1.us.oracle.com

NAMES.TRACE_DIRECTORY

目的 : Oracle Namesサーバートレース・セッションのトレース・ファイ
ルを書き込むディレクトリの名前を指定します。 

デフォルト : UNIXでは $ORACLE_HOME/network/trace、Windows NTで
は ORACLE_HOME¥network¥trace

例 : names.trace_directory=/oracle/network/admin/trace

NAMES.TRACE_FILE

目的 : Oracle Namesサーバートレース・セッションの出力ファイルの名
前を指定します。 このファイルの拡張子は常に .trcです。

デフォルト : NAMES

例 : names.trace_file=onames

NAMES.TRACE_FUNC

目的 : 関数名トレースを有効にします。

デフォルト : FALSE
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Oracle Connection Managerパラメータ（パラメータ（パラメータ（パラメータ（cman.ora））））
Oracle Connection Managerの構成ファイル cman.oraでは、次のパラメータが使用可能で
す。cman.oraファイルは、UNIXの $ORACLE_HOME/network/admin、Windows NTの
ORACLE_HOME¥network¥adminに置かれているか、あるいは、TNS_ADMIN環境変数ま
たはレジストリ値によって指定されたディレクトリに置かれています。

例 : names.trace_func=false

NAMES.TRACE_LEVEL

目的 : Oracle Namesサーバーのトレース・レベルを指定します。

デフォルト : OFF

値 : � OFF - トレース出力しません

� USER - ユーザー・トレース情報

� ADMIN - 管理トレース情報

� SUPPORT - オラクル社カスタマ・サポート・センター用のト
レース情報

例 : names.trace_level=admin

NAMES.TRACE_UNIQUE

目的 : 各トレース・ファイルに一意な名前を割り当て、複数のトレー
ス・ファイルが存在できるかどうかを指定します。 この値を ON
に設定すると、プロセス識別子が各トレース・ファイルの名前に
追加されます。

たとえば、デフォルトのトレース・ファイル名である
names.trcが使用される場合は、トレース・ファイル名
namespid.trcが作成されます。

デフォルト : ON

値 : ON | OFF

例 : names.trace_unique=on

NAMES.TRACE_FUNC
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CMAN

目的 : Oracle Connection Managerゲートウェイ・プロセス CMGWのリ
スニング・アドレスを指定します。

デフォルト : cman=(address=(protocol=tcp)(host=local_host)(port=1630))

構文 : cman=
  ([address_list= ]
    (address= ...)
   [(address= ...)]) 

CMAN_ADMIN

目的 : Oracle Connection Manager管理プロセス CMADMIN（Oracle 
Connection Manager管理プロセス）のリスニング・アドレスを指
定します。

デフォルト : cman_admin=(address=(protocol=tcp)(host=anyhost)(port=1830))

構文 : cman_admin=
 ([address_list= ]
    (address= ...)
   [(address= ...)])

CMAN_PROFILE

目的 : Oracle Connection Managerに関連するパラメータを設定します。
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デフォルト : � ANSWER_TIMEOUT=0

� AUTHENTICATION_LEVEL=0 

� LOG_LEVEL=0

� MAX_FREELIST_BUFFERS=0

� MAXIMUM_CONNECT_DATA=1024

� MAXIMUM_RELAYS=128

� RELAY_STATISTICS=NO

� REMOTE_ADMIN=NO

� SHOW_TNS_INFO=NO

� UNIXでは TRACE_DIRECTORY=$ORACLE_
HOME/network/trace、Windows NTでは TRACE_
DIRECTORY=ORACLE_HOME¥network¥trace

� TRACE_FILELEN=unlimited

� TRACE_FILENO=1

� TRACE_TIMESTAMP=NO

� TRACING=NO

� USE_ASYNC_CALL=YES

CMAN_PROFILE
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値 : � ANSWER_TIMEOUT=[0～ n]

� AUTHENTICATION_LEVEL=[0 | 1]

� LOG_LEVEL=[0～ 4]

� MAXIMUM_CONNECT_DATA=[257～ 4096]

� MAX_FREELIST_BUFFERS=[0～ 10240]

� MAXIMUM_RELAYS=[1～ 2048]

� RELAY_STATISTICS=[YES | TRUE | ON | 1 | NO | FALSE 
| OFF | 0]

� REMOTE_ADMIN=[YES | TRUE | ON | 1 | NO | FALSE | 
OFF | 0]

� SHOW_TNS_INFO=[YES | TRUE | ON | 1 | NO | FALSE | 
OFF | 0]

� TRACE_DIRECTORY=ディレクトリ

� TRACE_FILELEN=KBで表されたファイル・サイズ

� TRACE_FILENO=数値

� TRACE_TIMESTAMP=[YES | TRUE | ON | 1 | NO | FALSE 
| OFF | 0]

� TRACING=[YES | TRUE | ON | 1 | NO | FALSE | OFF | 0]

� USE_ASYNC_CALL=[YES | TRUE | ON | 1 | NO | FALSE 
| OFF | 0]

例 : cman_profile=
   (parameter_list= 
      (maximum_relays=512)
      (log_level=1)
      (relay_statistics=yes)
      (remote_admin=yes)
      (show_tns_info=yes) 
      (use_async_call=yes)             
      (authentication_level=0)
      (tracing=yes)
      (trace_timestamp=yes)
      (trace_filelen=100)
      (trace_fileno=2))

CMAN_PROFILE
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CMAN_PROFILE属性属性属性属性 説明説明説明説明

ANSWER_TIMEOUT Oracle Connection Managerが、着信接続要求に関連するプロトコ
ル・ハンドシェークをタイムアウトする秒数を決定します。

設定範囲は 0～ nです。

AUTHENTICATION_
LEVEL

Oracle Connection Managerが施行できる次のセキュリティのレベ
ルを設定します。

� 1の場合は、安全性の高いネットワーク・サービス（SNS）を
使用しない接続要求を拒否するように Oracle Connection 
Managerを設定します。 SNSは、Oracle Advanced Security
の一部です。 

� 0（デフォルト）の場合、クライアントとサーバーの間の SNS
をチェックしないように Oracle Connection Managerを設定
します。

LOG_LEVEL Oracle Connection Managerで実行されるロギングのレベルを決定
します。

� デフォルトは 0で、ロギングを実行しません。

� 範囲は 0～ 4です。

レベル 1 - 基本的なレポートの作成

レベル 2 - RULE_LIST一致検索レポートの作成

レベル 3 - リレー・ブロッキング・レポートの作成

レベル 4 - リレー I/Oカウント・レポートの作成

CMGWゲートウェイ・プロセスはログ・ファイル cman_
pid.logを作成し、CMADMIN管理プロセスは、ログ・ファイ
ル cmadm_pid.logを作成します。この 2つのログ・ファイルは、
UNIXでは $ORACLE_HOME/network/log、Windows NTでは
ORACLE_HOME¥network¥logに配置されます。

MAX_FREELIST_BUFFERS リレーがクローズした後に、TNSがオペレーティング・システム
に返さずに将来の再使用のためにフリーリストに維持するバッ
ファの最大値を決定します。

設定範囲は 0～ 10240です。

MAXIMUM_CONNECT_
DATA

着信接続要求の接続データ文字列の長さを制限します。

設定範囲は 257～ 4096です。

MAXIMUM_RELAYS Oracle Connection Managerがサポートする、同時接続の最大数を
決定します。

設定範囲は 1～ 2048です。
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RELAY_STATISTICS I/O統計を記録するかどうかを決定します。

YESの場合は、リレー I/Oアクティビティに関する次の統計を維
持するように Oracle Connection Managerを設定します。 

� INバイト数

� OUTバイト数

� INパケット数

� OUTパケット数

この情報は、cman_pid.logファイルに格納されます。

NOの場合、I/O統計は記録されません。

REMOTE_ADMIN Oracle Connection Managerへのリモート・アクセスを許可するか
どうかを決定します。

YESの場合、リモート CMCTLセッションから Oracle Connection 
Managerへのアクセスが許可されます。

NOの場合、ローカル Oracle Connection Managerへのアクセスの
みが許可されます。 その結果、リモート CMCTLセッションを実行
しているユーザーは Oracle Connection Managerにアクセスでき
なくなります。 

SHOW_TNS_INFO TNS情報を記録するかどうかを決定します。

YESの場合、TNS情報を cman_pid.logファイルに格納するよ
うに Oracle Connection Managerを設定します。

NOの場合、TNSイベントはログ・ファイルに挿入されません。

TRACING Oracle Connection Managerでトレーシングを使用できるようにす
るかどうかを決定します。

YESを設定すると、Oracle Connection Managerでのトレースを使
用可能にします。 CMGWプロセスはトレース・ファイル cman_
pid.trcを作成し、CMADMIN管理プロセスはトレース・ファ
イル cmadm_pid.trcを作成します。

TRACE_DIRECTORY トレース・ディレクトリを指定します。 TRACE_FILELENパラ
メータまたは TRACE_TIMESTAMPパラメータの使用を計画して
いる場合は、このパラメータをデフォルト以外の場所に設定して
ください。

CMAN_PROFILE属性属性属性属性 説明説明説明説明
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TRACE_FILELEN トレース・ファイルのサイズをキロバイト（KB）で指定します。 
サイズに到達すると、トレース情報が次のファイルに書き込まれ
ます。 ファイル数は、TRACE_FILENOパラメータで指定します。 

注意注意注意注意 : このパラメータには、TRACE_DIRECTORYパラメータに
よって指定されているデフォルト以外のトレース・ディレクトリ
が必要です。

TRACE_FILENO トレースを行うトレース・ファイル数を指定します。 このパラメー
タを TRACE_FILELENパラメータといっしょに設定すると、ト
レース・ファイルは循環方式で使用されます。 最初のファイルから
書き込まれ、次に 2番目のファイルという順になります。 最後の
ファイルが書き込まれると、最初のファイルから再使用されます。

トレース・ファイル名は、その順序番号で区別されます。 たとえ
ば、このパラメータを 3に設定した場合、CMGWゲートウェイ・
トレース・ファイルの名前は cman1_pid.trc、cman2_pid.trc
および cman3_pid.trc になり、CMADMIN管理トレース・
ファイルの名前は cmadm1_pid.trc、cmadm2_pid.trcおよび
cmadm3_pid.trcになります。

また、トレース・ファイル内のトレース・イベントの前に、ファ
イルの順序番号が書かれます。

TRACE_TIMESTAMP タイムスタンプを dd-month-yyyy hh:mm:ssの形式で、トレース・
ファイルのトレース・イベントに追加します。

注意注意注意注意 : このパラメータには、TRACE_DIRECTORYパラメータに
よって指定されているデフォルト以外のトレース・ディレクトリ
が必要です。

USE_ASYNC_CALL Oracle Connection Managerが Net8接続の確立フェーズの応答ま
たはコールを実行しているときに、非同期ファンクションを使用
するかどうかを決定します。

YESの場合、すべての非同期ファンクションを使用するように
Oracle Connectionが設定されます。

NOの場合、非同期ファンクションを使用しないように Oracle 
Connectionが設定されます。

注意注意注意注意 : Oracle Connection Managerはバンド外ブレーク
（out-of-bound break)をサポートするので、サーバーにバンド外ブ
レークを送ります。 

CMAN_PROFILE属性属性属性属性 説明説明説明説明
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Oracle Connection Managerパラメータ（cman.ora）
CMAN_RULES

目的 : Oracle Connection Managerのネットワーク・アクセス制御にフィ
ルタ規則を設定します。

規則が指定されない場合はすべての接続が受け入れられます。 この
機能は、接続集中化および複数プロトコル・サポート機能でフィル
タを使用するかどうかに従って使用します。

構文 : cman_rules=
 (rule_list=
   (rule=
    (src=host)
    (dst=host)
    (srv= service_name|sid)
    (act=accept|reject))
    [(rule= ...)])

値 : � SRC - セッション要求のソース・ホスト名または IPアドレス
（ドット表記法）

� DST - 接続先サーバーのホスト名または IPアドレス（ドット
表記法）

� SRV - データベース・サーバー SID

� ACT - 前の特性を持つ着信要求の受入れまたは拒否

使用上の注意 : ホスト名のワイルド・カード文字は、'x'です。 IPアドレス
（d.d.d.d）の場合は、この dにワイルド・カード 'x'を付けること
ができます。

クライアントの接続文字列に SIDと SERVICE_NAMEの両方が含
まれている場合、クライアントがアクセスを行うには、要求された
名前の両方がそれぞれ規則で許可される必要があります。

例 : cman_rules=
 (rule_list=
   (rule=
    (src=client1-pc)
    (dst=sales-pc)
    (srv= sales.acme.com)
    (act=reject))
   (rule=
    (src=src=144.25.23.45)
    (dst=144.25.187.200)
    (srv= db1)
    (act=accept)))
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プロトコル固有のパラメータ（protocol.ora）
プロトコル固有のパラメータ（プロトコル固有のパラメータ（プロトコル固有のパラメータ（プロトコル固有のパラメータ（protocol.ora））））
一部のプロトコルには、プラットフォーム固有のパラメータが存在します。 これらは、
protocol.oraファイルに格納されます。protocol.oraファイルは、UNIXプラット
フォームの $ORACLE_HOME/network/admin、Windows NTプラットフォームの
ORACLE_HOME¥network¥adminに置かれているか、あるいは TNS_ADMIN環境変数また
はレジストリ値によって指定されたディレクトリに置かれています。

一部の共通パラメータのリストを次に示します。 使用しているオペレーティング・システム
とプラットフォームの全パラメータ・リストは、使用しているオペレーティング・システム
対応のマニュアルを参照してください。 

protocol.EXCLUDED_NODES

目的 : データベースへのアクセスを制限するクライアントを指定します。

構文 : protocol.excluded_nodes= (hostname | ip_address, hostname | 
ip_address,...)

例 : tcp.excluded_nodes= (hr.com, 144.25.5.25)

protocol.INVITED_NODES

目的 : データベースへのアクセスを許可するクライアントを指定します。 
protocol.EXCLUDED_NODESパラメータとこのリストの両方があ
る場合は、このリストが優先されます。

構文 : protocol.invited_nodes= (hostname | ip_address, hostname | 
ip_address,...)

例 : tcp.invited_nodes= (sales.com, 144.185.5.73)

protocol.VALIDNODE_CHECKING

目的 : protocol.INVITED_NODESと protocol.EXCLUDED_NODESをチェッ
クして、アクセスを許可または拒否するクライアントを決定します。

デフォルト : NO

値 : YES | NO

例 : tcp.validnode_checking=yes
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ディレクトリ・サーバー・アクセス・パラメータ（ldap.ora）
ディレクトリ・サーバー・アクセス・パラメータ（ディレクトリ・サーバー・アクセス・パラメータ（ディレクトリ・サーバー・アクセス・パラメータ（ディレクトリ・サーバー・アクセス・パラメータ（ldap.ora））））
次のパラメータは、クライアントおよびサーバー上の Net8 Configuration Assistantによっ
て、ldap.oraファイルに設定されています。

これらのパラメータまたはその設定は変更しないでください。 ldap.oraファイルは、
UNIXプラットフォームの $ORACLE_HOME/network/admin、Windows NTプラット
フォームの ORACLE_HOME¥network¥adminに置かれているか、あるいは TNS_ADMIN環
境変数またはレジストリ値によって指定されたディレクトリに置かれています。

TCP.NODELAY

目的 : TCP/IPプロトコル・スタック内でのバッファ・フラッシングで
遅延なしを指定します。

デフォルト : NO

値 : YES | NO

例 : tcp.nodelay=yes

DIRECTORY_SERVERS

目的 : 主 LDAPディレクトリ・サービスと代替 LDAPディレクトリ・サービス
のリストをそのホスト、ポート番号といっしょに登録します。

値 : host:port[:sslport] 

例 : directory_servers=dlsun1778:389, raffles:400:636

DIRECTORY_SERVER_TYPE

目的 : 使用されている LDAPディレクトリ・サーバーのタイプを登録します。

値 : OID | AD | NDS 

OID - Oracleインターネット・ディレクトリ

AD - Microsoftのアクティブ・ディレクトリ

NDS - Novellディレクトリ・サービス

例 : directory_type=oid

DEFAULT_ADMIN_CONTEXT

目的 : 管理コンテキスト（administrative context）を指定します。
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リリース 8.1での構成ファイルの変更点
リリースリリースリリースリリース 8.1での構成ファイルの変更点での構成ファイルの変更点での構成ファイルの変更点での構成ファイルの変更点
この項では、次のトピックについて説明します。

� リリース 8.1で廃止されたパラメータ

� 構成ファイルで使用される構文の変更点

� tnsnames.oraの変更点

� cman.oraの変更点

リリースリリースリリースリリース 8.1で廃止されたパラメータで廃止されたパラメータで廃止されたパラメータで廃止されたパラメータ
次の表は、リリース 8.1で廃止されたパラメータについて説明しています。

値 : 有効 DN

例 : networkobj_context="o=OracleSoftware,c=US"

パラメータパラメータパラメータパラメータ 該当するファイル該当するファイル該当するファイル該当するファイル 説明説明説明説明

AUTOMATIC_IPC sqlnet.ora セッションに強制的に IPCアドレスを使用させるた
めに使用したパラメータです。 パフォーマンス上の
問題から、このパラメータは破棄されました。 
AUTOMATIC_IPCのかわりに、IPCアドレスを構成
する必要があります。

NAMES.USE_PLUG_AND_PLAY names.ora このパラメータは、動的検出オプションを有効または無
効にするために使用されていました。 Oracle Names
サーバーを検出する別の方法が用意されています。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  6-43ページの「Oracle Namesメソッドの
構成」を参照してください。

NAMES.DOMAIN_CHECKPOINT 
FILE

names.ora チェックポイント・ドメイン・データ（リージョン
内に存在するすべてのデータベース・アドレスとそ
の他のデータ）に使用されていたファイルの名前。

この情報に関するチェックポイント・ファイルを作
成するには、NAMES.REGION_CHECKPOINT_
FILEパラメータを使用する必要があります。

NAMES.TOPOLOGY_
CHECKPOINT_FILE

names.ora チェックポイント・トポロジー・データ（ローカ
ル・リージョン内に存在するサーバーのドメイン・
アドレス）に使用されていたファイルの名前。

この情報に関するチェックポイント・ファイルを作
成するには、NAMES.REGION_CHECKPOINT_
FILEパラメータを使用する必要があります。

DEFAULT_ADMIN_CONTEXT
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リリース 8.1での構成ファイルの変更点
構成ファイルで使用される構文の変更点構成ファイルで使用される構文の変更点構成ファイルで使用される構文の変更点構成ファイルで使用される構文の変更点
次の表は、Net8のリリース 8.0と 8.1の構文における相違点を説明しています。

影響のある要素影響のある要素影響のある要素影響のある要素 Net8リリースリリースリリースリリース 8.0 Net8リリースリリースリリースリリース 8.1

tnsnames.oraファイ
ル内で、システム識別子
（SID）ではなく、サービ
ス名とインスタンス名を
指定して接続

次に示すように、データベースの SIDは
tnsnames.oraの CONNECT_DATAセク
ションで指定する必要があります。

service_name= 
 (description=  
  (address_list= 
   (address=...)
   (address=...))
  (connect_data=(sid=sales))

データベースに複数のインスタンスにまたがるサー
ビスを含めることができるようになったため、 SID
のかわりにサービス名を指定するか、またはオプ
ションでインスタンス名を指定します。 

次のエントリによって、クライアントは
sales.comというサービスに接続できるよう
になります。

net_service_name= 
 (description= 
  (address=...)
  (address=...)
  (connect_data=
    (service_name=sales.com))) 

次のエントリによって、クライアントは
op.comサービスの一部である op1インスタン
スに接続できるようになります。

net_service_name= 
 (description= 
  (address=...)
  (address=...)
  (connect_data=
    (service_name=op.com)
    (instance_name=op1)))

SERVICE_NAMEには、グローバル・データ
ベース名、データベース名とドメイン名で構成
された名前の値が存在し、INSTANCE_NAME
には、インストール中またはデータベースの作
成中に入力された SIDの値があります。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  

� 2-27ページの「SIDではなくサービス名に
よるデータベースの識別」を参照してくだ
さい。

� 6-2ページの「接続記述子の理解」を参照
してください。
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リリース 8.1での構成ファイルの変更点
tnsnames.oraファイ
ルの DESCRIPTION_
LISTと ADDRESS_LIST
を使用したクライアン
ト・ロード・バランス

複数の接続記述子からネット・サービス名
へのマッピングと、複数リスナーに対する
クライアント・ロード・バランスでは、
DESCRIPTION_LISTが使用されていまし
た。 

クライアント・ロード・バランスをとるに
は、ユーザーが各リスナーに対して接続記
述子を個別に定義する必要がありました。

このリリースでも、クライアント・ロード・バ
ランスは DESCRIPTION_LISTに対してデフォ
ルトでオンに設定されていますが、新たに用意
された LOAD_BALANCEパラメータを 1つの
ADDRESS_LISTに対して使用するか、または
ADDRESSセットやセットの DESCRIPTION
に LOAD_BALANCEパラメータを関連付けて
明示的に指定することもできます。 次のエント
リによって、クライアント・ロード・バランス
はアドレス・リストに関連付けられ、すべての
リスナーの ADDRESSに適用されます。

net_service_name= 
 (description= 
  (load_balance=on)
  (address=...)
  (address=...)
  (connect_data= 
    (service_name=sales.com)))

クライアント・ロード・バランスはどのバー
ジョンのクライアントでも機能しますが、
Oracle8iリリース 8.1サーバーが必要です。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  

� 8-3ページの「アドレス・リスト・パラ
メータの構成」を参照してください。

� C-33ページの「クライアント・ロード・
バランスと DESCRIPTION_LISTの変更さ
れた機能」を参照してください。

影響のある要素影響のある要素影響のある要素影響のある要素 Net8リリースリリースリリースリリース 8.0 Net8リリースリリースリリースリリース 8.1
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リリース 8.1での構成ファイルの変更点
tnsnames.ora ファイ
ルの ADDRESS_LISTに
よる接続時フェイルオー
バー

接続時フェイルオーバーは ADDRESS_LIST
に含意されており、最初のリスナーでクラ
イアント接続が失敗すると別のリスナーに
フェイルオーバーします。 Net8と SQL*Net
は、接続に成功するまですべてのリスナー・
アドレスを試行します。

フェイルオーバーは、ADDRESS_LIST、
DESCRIPTION_LISTおよび DESCRIPTION
セットに対してデフォルトでサポートされてい
ます。 また、フェイルオーバーは、新たに用意
された FAILOVERパラメータを ADDRESS
セットに対して使用することにより明示的に指
定することもできます。 次のエントリによっ
て、接続時フェイルオーバーはアドレス・リス
トに関連付けられ、すべてのリスナーの
ADDRESSに適用されます。

net_service_name= 
 (description= 
  (failover=on)
  (address=...)
  (address=...)
  (connect_data= 
    (service_name=sales.com))) 

接続時フェイルオーバーはどのバージョンのク
ライアントでも機能しますが、Oracle8iリリー
ス 8.1サーバーが必要です。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  

� 8-3ページの「アドレス・リスト・パラ
メータの構成」を参照してください。

� C-31ページの「ローカル・ネーミング・
パラメータ（tnsnames.ora）」を参照して
ください。

影響のある要素影響のある要素影響のある要素影響のある要素 Net8リリースリリースリリースリリース 8.0 Net8リリースリリースリリースリリース 8.1
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リリース 8.1での構成ファイルの変更点
tnsnames.oraファイ
ルに SOURCE_
ROUTE=ONを設定し、
Oracle Connection 
Managerを媒介とする
ルーティング接続

Oracle Connection Managerを介して宛先
サービスまでのアドレスのソース・ルート
を作成する SOURCE_ROUTEパラメータ
は、ADDRESS_LISTの外側に記述する必要
がありました。

service_name= 
(description= 
 (source_route=on)
 (address_list= 
  (address=...)
  (address=...))
 (connect_data=
  (sid=sales)))

SOURCE_ROUTEを ADDRESS_LISTの外側に
記述する必要はなくなりました。 かわりに、次
に示すように ADDRESSリストに関連付けて記
述します。

net_service_name= 
 (description= 
  (source_route=on) 
  (address=...)
  (address=...)
  (connect_data= 
    (service_name=sales.com)))

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  

� 8-33ページの「Oracle Connection 
Managerを使用する場合のクライアント
の構成」を参照してください。

� C-31ページの「ローカル・ネーミング・
パラメータ（tnsnames.ora）」を参照して
ください。

tnsnames.oraファイ
ルと listener.ora
ファイルの ADDRESS_
LIST内にあるネストさ
れたアドレス

アドレス・リストが 1つしかない場合でも、
次に示すように ADDRESS_LISTを使用する
必要がありました。

service_name= 
(description= 
 (address_list= 
  (address=...)
  (address=...))
 (connect_data=(sid=sales))

アドレス・リストが 1つしかない場合、次に示
すように Net8のアドレス・リストを
ADDRESS_LISTに埋め込む必要はありません。

net_service_name= 
 (description= 
  (address=...)
  (address=...)
   (connect_data=
     (service_name=sales.com)))

ネストされたアドレスはどのバージョンのクラ
イアントでも機能しますが、Oracle8iデータ
ベースが必要です。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  

� 6-4ページの「ローカル・ネーミング・メ
ソッドの構成」を参照してください。

� C-31ページの「ローカル・ネーミング・
パラメータ（tnsnames.ora）」を参照して
ください。

影響のある要素影響のある要素影響のある要素影響のある要素 Net8リリースリリースリリースリリース 8.0 Net8リリースリリースリリースリリース 8.1
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リリース 8.1での構成ファイルの変更点
listener.oraファイ
ルの SID_LIST_listener_
name情報

listener.oraでは、リスナーからサービ
スの提供を受けているデータベースの SID
の定義が必要でした。 データベースの SID
は、listener.oraファイルの SID_LIST
セクションに指定する必要がありました。
たとえば、次のように指定していました。

sid_list_listener=(sid_list=
(sid_desc=
 (global_dbname=sales.com)
 (sid_name=db1)
 (oracle_home=/usr/bin/oracle)))

データベースのインスタンスとマルチスレッ
ド・サーバー・ディスパッチャは自動的にリス
ナーに登録されますので、次の場合を除いて
データベース情報を明示的に定義する必要はあ
りません。

� Oracle8 または Oracle7のデータベースに
接続する場合

� この情報を必要とする Oracle Enterprise 
Managerのような管理ツールを使用する
場合

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  7-10ページの「静的サービス情報の
構成」を参照してください。

cman.oraファイルの
CMADMINプロセスの
アドレス

Oracle Connection Managerゲートウェイ・
プロセスの CMGWのみがアドレスを必要
としていました。 管理プロセスの
CMADMINは、内部 IPCアドレスを使用し
ます。

cman=(address=(protocol=tcp)(host=cman
-pc)(port=1630))

CMADMINと CMGWの両方にプロトコル・
アドレスが必要になりました。

この新しいアドレスは、次に示すように
CMAN_ADMINパラメータを使用して記述し
ます。

cman=(address=(protocol=tcp)
(host=cman-pc)(port=1630))
cman_admin=(address=
(protocol=tcp)(host=cman-pc)
(port=1830))

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  

� 概念的な情報は、4-5ページの「Oracle 
Connection Managerプロセス」を参照し
てください。

� 構成に関する情報については、8-25ページ
の「接続集中化機能の使用」を参照して
ください。

影響のある要素影響のある要素影響のある要素影響のある要素 Net8リリースリリースリリースリリース 8.0 Net8リリースリリースリリースリリース 8.1
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リリース 8.1での構成ファイルの変更点
tnsnames.oraの変更点の変更点の変更点の変更点
次の表は、Net8リリース 8.1で tnsnames.oraファイルに追加された新しいパラメータを
説明しています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

FAILOVER ONに設定すると、最初のリスナーへの接続に失敗すると Net8は別のリスナー
にフェイルオーバーします。 このパラメータによって、次に示すようにアドレス
の試行回数が決まります。

net_service_name= 
 (description= 
   (failover=on)
   (address=...)
   (address=...)
   (connect_data=
    (service_name=service_name)))

OFFに設定すると、Net 8はアドレスを１回試行します。

デフォルトでは、このパラメータは ADDRESS_LIST、DESCRIPTION_LISTお
よび DESCRIPTIONセットに対して ONになっています。

注意注意注意注意 : アクティブなセッションでのフェイルオーバーは、透過的アプリケーショ
ン・フェイルオーバー・パラメータを使用して構成できます。詳細は、8-11
ページの「透過的アプリケーション・フェイルオーバーの構成」を参照してくだ
さい。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  

� 8-3ページの「アドレス・リスト・パラメータの構成」を参照してくださ
い。

� C-31ページの「ローカル・ネーミング・パラメータ（tnsnames.ora）」を参
照してください。
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リリース 8.1での構成ファイルの変更点
INSTANCE_NAME SERVICE_NAMEパラメータの他に、INSTANCE_NAMEパラメータを使用し
てアクセス先のデータベース・インスタンスを識別することもできます。 
INSTANCE_NAMEは、接続先の特定インスタンスを識別することが重要な意
味を持つ Oracle Parallel Serverデータベースのみに必要です。 次の例に、op1と
op2の複数のインスタンスにまたがったサービス op.us.acme.comの説明を示
します。 エンド・ユーザーは、どちらのインスタンスからでも
op.us.acme.comサービスに接続できます。

net_service_name=
  (description=
     (address=...)
     (connect_data=
       (service_name=op.us.acme.com)
       (instance_name=op1)))
net_service_name=
  (description=
     (address=...)
     (connect_data=
       (service_name=op.us.acme.com)
       (instance_name=op2)))

INSTANCE_NAMEは、一般にインストール中またはデータベースの作成中に
入力する SIDです。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  インスタンス名文字列の詳細は、6-2ページの「接続記述子の理解」
を参照してください。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
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リリース 8.1での構成ファイルの変更点
cman.oraの変更点の変更点の変更点の変更点 

次の表は、Net8リリース 8.1で cman.oraファイルに追加された新しいパラメータを説明
しています。

LOAD_BALANCE ONに設定すると、リスナー・アドレスのリストを順不同に選択して、複数のリ
スナーに対するロード・バランスをとります。次に例を示します。

net_service_name=
 (description= 
  (load_balance=on)
  (address=...)
  (address=...)
  (connect_data= 
    (service_name=sales.us.acme.com))) 

OFFに設定すると、接続が成功するまでアドレスを順番に試行します。 

このパラメータは、デフォルトで DESCRIPTION_LISTに対して ONになってい
ます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  

� 8-3ページの「アドレス・リスト・パラメータの構成」を参照してくださ
い。

� C-31ページの「ローカル・ネーミング・パラメータ（tnsnames.ora）」を参
照してください。

SERVICE_NAME 接続する Oracle8iデータベースを識別します。次に例を示します。

net_service_name=
 (description= 
  (address=...)
  (address=...)
  (connect_data=
   (service_name=sales.com)))

SERVICE_NAMEは、一般にグローバル・データベース名です。グローバル・
データベース名は、データベース名とドメイン名から構成され、インストール中
またはデータベースの作成中に入力します。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  サービス名文字列の詳細は、6-2ページの「接続記述子の理解」を参
照してください。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
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リリース 8.1での構成ファイルの変更点
パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

CMAN_ADMIN 次に示すように、管理プロセスである CMADMINプロセスのアドレスを識別し
ます。

cman_admin=
 (address=
  (protocol=tcp)
  (host= cman-pc)
  (port=1650))

Oracle Connection Manager制御ユーティリティの CMCTLが実行されていると
きに、CMADMINプロトコル・アドレスを探してそのコマンドを実行します。

デフォルトの TCP/IPアドレスであるポート 1830を使用している場合、
CMAN_ADMINを明示的に指定する必要はありません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  

� 8-25ページの「接続集中化機能の使用」を参照してください。

� A-77ページの「Oracle Connection Manager制御ユーティリティ
（CMCTL）」を参照してください。

REMOTE_ADMIN Oracle Connection Managerへのリモート・アクセスを許可するかどうかを決定
します。 

cman_profile=
   (parameter_list= 
      (remote_admin=yes))

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  A-77ページの「Oracle Connection Manager制御ユーティリティ
（CMCTL）」を参照してください。
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Net8の LDAPスキ
D

Net8のののの LDAPスキーマスキーマスキーマスキーマ

この付録では、Net8オブジェクトのディレクトリに定義されている Oracleスキーマスキーマスキーマスキーマのオブ
ジェクト・クラスと属性について説明します。 今後の機能に予定されているかまたは別の
Oracle製品に使用されているオブジェクト・クラスおよび属性については言及しません。

この付録は次の項で構成されています。

� 構造化オブジェクト・クラス

� 属性
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構造化オブジェクト・クラス
構造化オブジェクト・クラス構造化オブジェクト・クラス構造化オブジェクト・クラス構造化オブジェクト・クラス
Oracleスキーマは、Net8の検索用に次の構造化オブジェクト・クラスをサポートしていま
す。

� orclDBServer

� orclNetService

� orclNetDescription

� orclNetDescriptionList

� orclNetAddress

� orclNetAddressList

orclDBServer

説明説明説明説明
データベース・サービスのエントリの属性を定義します。

属性属性属性属性
orclNetDescName

orclVersion

orclNetService

説明説明説明説明
ネット・サービス名エントリの属性を定義します。

属性属性属性属性
orclNetDescName

orclVersion

orclNetDescription

説明説明説明説明
リスナー・プロトコル・アドレスおよびサーバーへの接続情報が含まれている接続記述子を
指定します。
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構造化オブジェクト・クラス
属性属性属性属性
� orclNetAddrList

� orclNetInstanceName

� orclNetConnParamList

� orclNetFailover

� orclNetLoadBalance

� orclNetProtocolStack

� orclNetSdu

� orclNetServiceName

� orclNetSourceRoute

� orclSid

� orclVersion

orclNetDescriptionList

説明説明説明説明
接続記述子のリストを指定します。

属性属性属性属性
� orclNetDescList

� orclVersion

orclNetAddress

説明説明説明説明
リスナー・プロトコル・アドレスを指定します。

属性属性属性属性
� orclNetAddressString

� orclNetProtocol

� orclVersion
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属性
orclNetAddressList

説明説明説明説明
アドレスのリストを指定します。

属性属性属性属性
� orclNetAddrList

� orclNetFailover

� orclNetLoadBalance

� orclNetSourceRoute

� orclVersion

属性属性属性属性
次の表に、オブジェクト・クラスに使用される属性のリストを示します。 このリストは変更
される場合があります。

属性属性属性属性 説明説明説明説明

orclNetAddrList 1つ以上のリスナー・プロトコル・アドレスを識別します。

orclNetAddressString リスナー・プロトコル・アドレスを定義します。

orclNetConnParamList 将来の接続データ・パラメータのプレース・ホルダー

orclNetDescList 1つ以上の接続記述子を識別します。

orclNetDescName 接続記述子または接続記述子のリストを識別します。

orclNetFailover 接続時フェイルオーバーをアドレス・リストに対してオンにします。

orclNetInstanceName アクセスするインスタンス名を指定します。

orclNetLoadBalance クライアント・ロード・バランスをアドレス・リストに対してオンにします。

orclNetProtocol orclAddressString属性で使用されたプロトコルを識別します。

orclNetProtocolStack Oracle8i Jserverへの接続に関するプレゼンテーション・レイヤーとセッショ
ン・レイヤーの情報を識別します。

orclNetSdu セッション・データ・ユニット（SDU）のサイズを指定します。

orclNetServiceName Oracle8iデータベース・サービス名を CONNECT_DATA部分に指定します。 

orclNetSourceRoute 目的に到達するまで各アドレスを順に使用するように Net8を設定します。
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属性
orclSid Oracle8または Oracle7の Oracleシステム識別子（SID）を接続記述子の
CONNECT_DATA部分に指定します。

orclVersion エントリの作成に使用されたソフトウェアのバージョンを指定します。

属性属性属性属性 説明説明説明説明
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用語集用語集用語集用語集

A
ACL

「アクセス制御リスト（アクセス制御リスト（アクセス制御リスト（アクセス制御リスト（Access Control List: ACL））））」を参照してください。

API

「Net8 Open」を参照してください。

ASCIIキャラクタ・セット（キャラクタ・セット（キャラクタ・セット（キャラクタ・セット（ASCII character set））））

American Standard Code for Information Interchangeキャラクタ・セットの略。デジタル・
データを使用して英数字情報を表現するための規則。IBMおよび IBM互換コンピュータを
除く大半のコンピュータで使用している照合順番。

B
Bequeathプロトコルプロトコルプロトコルプロトコル

リスナーとサーバーが同じノード上に存在する場合、リスナーは、接続要求の受信時に専用
サーバーを作成または起動できる。専用サーバーは 1つのネットワーク・セッションのみに
コミットされ、そのネットワーク・セッションを実行している間存在する。リスナーが専用
サーバー・プロセスを作成し、そのプロセスにネットワーク・セッションの制御を渡す、ま
たは bequeathするときに発生するイベントの順序。

C
CDS

Cellディレクトリ・サービス。「セル・ディレクトリ・サービス（セル・ディレクトリ・サービス（セル・ディレクトリ・サービス（セル・ディレクトリ・サービス（Cell Directory Services: 
CDS））））」を参照してください。
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cman.oraファイルファイルファイルファイル

着信要求のプロトコル・アドレス、および管理コマンド Oracle Connection Managerのパラ
メータ、Net8アクセス制御（アクセス制御（アクセス制御（アクセス制御（Net8 access control））））の規則を指定する構成ファイル。

connect_data

宛先データベースのサービス名（サービス名（サービス名（サービス名（service name））））または Oracleシステム識別子（システム識別子（システム識別子（システム識別子（Oracle 
System Identifier: SID））））を定義する接続記述子（接続記述子（接続記述子（接続記述子（connect descriptor））））の一部。次の例では、
SERVICE_NAMEに sales.us.acme.comというサービスが定義されている。

  (description= 
  (address= (protocol=tcp)(host=sales-pc)(port=1521)
  (connect_data= 
     (service_name=sales.us.acme.com)))

D
DNS

ドメイン名システム。「ドメイン名システム（ドメイン名システム（ドメイン名システム（ドメイン名システム（Domain Name System: DNS））））」を参照してく
ださい。

G
General Inter-Orb Protocol（（（（GIOP））））

Javaオプション接続で使用し、メッセージ機能を提供するプレゼンテーション・レイヤープレゼンテーション・レイヤープレゼンテーション・レイヤープレゼンテーション・レイヤー
（（（（presentation layer））））・タイプの 1つ。

I
Inter-Orb Protocol（（（（IIOP））））

Oracle8i JServerへ接続するための TCP/IPまたは SSL付き TCP/IP上での General 
Inter-Orb Protocol（（（（GIOP））））の実装。

IIOPクライアント（クライアント（クライアント（クライアント（IIOP Clients））））

General Inter-Orb Protocol（（（（GIOP））））を使用して Javaオプションへアクセスするクライア
ント。次のようなクライアントを指す。 

� Enterprise JavaBean（EJB）

� CORBA Servers

� Javaストアド・プロシージャ
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IPアドレス（アドレス（アドレス（アドレス（IP address））））

ネットワーク上のノードを識別するために使用する。ネットワーク上の各マシンには、ネッ
トワーク IDと一意なホスト IDから構成される一意な IPアドレスが割り当てられる。この
アドレスは、通常、各オクテットの 10進値をピリオドで区切った値によって、小数点付き
10進数表記で表現される（例 : 144.45.9.22）。

IPC

「プロセス間通信（プロセス間通信（プロセス間通信（プロセス間通信（Interprocess Communication））））」を参照してください。

J
Java Database Connectivity（（（（JDBC）ドライバ（）ドライバ（）ドライバ（）ドライバ（Java DataBase Connectivity Drivers））））

Javaプログラマに Oracleデータベースへのアクセスを提供する JDBCドライバ。 

L
LDAP

Lightweight Directory Access Protocol。業界標準のディレクトリ・サーバー（ディレクトリ・サーバー（ディレクトリ・サーバー（ディレクトリ・サーバー（directory 
server））））をサポートしている設計規則の枠組み。 

LDAP Data Interchange Format（（（（LDIF））））

LDAPコマンドライン・ユーティリティの入力ファイルの形式設定に関する一連の規格。 

ldap.oraファイルファイルファイルファイル

Net8 Configuration Assistantによって作成されるファイル。次のディレクトリ・アクセス情
報が格納されている。 

� ディレクトリのタイプ

� ディレクトリの場所

� クライアントまたはサーバーが、データベース・サービスへ接続するための接続識別子
を検索または構成するために使用するデフォルトの管理コンテキスト。

ldap.oraファイルは、UNIXプラットフォームの $ORACLE_HOME/network/adminおよ
びWindowsプラットフォームの ORACLE_HOME¥network¥adminに置かれている。

listener.oraファイルファイルファイルファイル

リスナーの構成ファイルで、次の内容を識別する。

� リスナーの名前

� 接続要求を受付けるプロトコル・アドレス。
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� リスニング対象サービス。

listener.oraファイルは、通常、UNIXプラットフォームの $ORACLE_
HOME/network/adminおよびWindows NTの ORACLE_HOME¥network¥adminに置かれ
ている。

Oracleリリース 8.1のデータベースでは、サービス登録（サービス登録（サービス登録（サービス登録（service registration））））により、
データベースの識別を必要としない。ただし、Oracle Enterprise Managerの使用を計画する
場合、Oracleリリース 8.1データベースには静的サービス構成が必要である。

LU6.2プロトコル（プロトコル（プロトコル（プロトコル（LU6.2 protocol））））

Logical Unit Type 6.20PC上の Oracleアプリケーションを Oracleデータベースと通信できる
ようにするプロトコル。この通信は、System Network Architecture（SNA）ネットワークを
介して、Advanced Program-to-Program Communication（APPC）アーキテクチャをサポー
トするホスト・システム上の Oracleデータベースとの間で行われる。

M
Microsoftのののの Active Directory

Windows 2000 Serverに収録されている LDAP準拠ディレクトリ・サービスの 1つ。ネット
ワーク上のオブジェクトに関する情報を格納し、ユーザーおよびネットワーク管理者がこの
情報を利用できるようにする。Active Directoryにより、ユーザーは、ネットワーク上のリ
ソースにシングル・ログオン・プロセスでアクセスできるようになる。 

Active Directoryは、クライアントがアクセス可能なサービス情報を格納するディレクトリ・
ネーミング・メソッドとして構成できる。 

MTS

「マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（multi-threaded server: MTS））））」を参照してください。

N
names.oraファイルファイルファイルファイル

Oracle Namesサーバーサーバーサーバーサーバーのパラメータ設定が格納されている構成ファイル。 

Named Pipesプロトコルプロトコルプロトコルプロトコル

クライアント /サーバー（分散アプリケーション）間でプロセス間通信を提供する高水準の
インタフェースの 1つ。Named Pipesを使用するネットワーク上でクライアント /サーバー
対話が可能。 
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NDS認証認証認証認証

認証方式（認証方式（認証方式（認証方式（authentication method）））） の 1つ。これにより、単一の NDSディレクトリ・ツ
リーの下にある複数サーバーおよび複数データベース・ネットワークに対して、クライアン
トのシングル・ログイン・アクセスが可能になる。

NDS

「Novell ディレクトリ・サービス（ディレクトリ・サービス（ディレクトリ・サービス（ディレクトリ・サービス（Novell Directory Services: NDS））））」を参照してくださ
い。

Net8

ネットワーク上でクライアント /サーバー通信とサーバー /サーバー通信の両方を可能にす
る Oracleのリモート・データ・アクセス・ソフトウェア。Net8は分散処理と分散データ
ベース機能をサポートする。Net8は多数の通信プロトコルで動作し、それらを相互に接続
する。Net8は SQL*Netバージョン 2との後方互換性を有する。

Net8アクセス制御（アクセス制御（アクセス制御（アクセス制御（Net8 access control））））

指定したサーバーに対するアクセスを、クライアントに許可または禁止するためのルールを
設定する Oracle Connection Managerの機能。ファイアウォール・サポートとも呼ばれる。

Net8 Configuration Assistant

インストール後に次の基本ネットワーク・コンポーネントを構成するためのツール。 

� リスナー名およびプロトコル・アドレス

� クライアントが接続識別子（接続識別子（接続識別子（接続識別子（connect identifier））））の解決に使用するネーミング・メソッ
ド

� tnsnames.oraファイル内のネット・サービス名 

� ディレクトリ・サーバー・アクセス

Net8 Open

Net8へのアプリケーション・プログラム・インタフェース（API）。これによって、プログ
ラマは開発環境にすでに展開されている Net8ネットワークを使用しながら、データベー
ス・アプリケーションとデータベース以外のアプリケーションの両方を開発できる。Net8 
Openは、すべての業界標準ネットワーク・プロトコルに対して単一の共通インタフェース
をアプリケーションに提供する。

Network Information Service（（（（NIS））））

Sun Microsystems社の Yellow Pages（yp）クライアント /サーバー・プロトコル。ユー
ザー名やホスト名などのシステム構成データをネットワーク上のコンピュータ間で配布する
ためのプロトコルである。 

NI

ネットワーク・インタフェース。
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NIS

ネットワーク情報サービス「Network Information Service（（（（NIS））））」を参照してください。

NN

ネットワーク・ネーミング（Oracle Names）。

Novell ディレクトリ・サービス（ディレクトリ・サービス（ディレクトリ・サービス（ディレクトリ・サービス（Novell Directory Services: NDS））））

ネットワーク・リソースに関する情報を格納する分散コンピューティング基盤の 1つ。NDS
により、ユーザーの物理的位置や必要なリソースの位置に関係なく、容易なネットワーク・
アクセスが実現できる。

NDSを使用すると、ネットワーク・ファイル・システム内の任意のネットワーク・リソー
スを表すオブジェクトによって、ネットワーク管理を簡易化できる。 

NPI

「ネットワーク・プログラム・インタフェース（ネットワーク・プログラム・インタフェース（ネットワーク・プログラム・インタフェース（ネットワーク・プログラム・インタフェース（Network Program Interface: NPI））））」を参照
してください。

NR

ネットワーク・ルーティング。

NS

ネットワーク・セッション。「ネットワーク・セッション（ネットワーク・セッション（ネットワーク・セッション（ネットワーク・セッション（Network Session: NS））））」を参照
してください。

NT

ネットワーク・トランスポート。「トランスポート（トランスポート（トランスポート（トランスポート（transport））））」を参照してください。

O
OCI

Oracleコール・インタフェース。「Oracleコール・インタフェース（コール・インタフェース（コール・インタフェース（コール・インタフェース（Oracle Call Interface : 
OCI））））」を参照してください。

OPI

「Oracleプログラム・インタフェース（プログラム・インタフェース（プログラム・インタフェース（プログラム・インタフェース（Oracle Program Interface: OPI））））」を参照してくださ
い。

Open Systems Interconnection（（（（OSI））））

異機種間コンピュータ・ネットワーク・アーキテクチャの国際標準の枠組みとして、ISOに
よって開発されたネットワーク・アーキテクチャ・モデル。 
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OSIアーキテクチャは、次の 7レイヤーに分割される。最下位から順に、1物理レイヤー、2
データ・リンク・レイヤー、3ネットワーク・レイヤー、4トランスポート・レイヤー、5
セッション・レイヤー、6プレゼンテーション・レイヤー、7アプリケーション・レイヤー
となる。各レイヤーは、その直下のレイヤーを使用し、上位レイヤーにサービスを提供す
る。 

Oracle Advanced Security

企業のネットワークを保護して、インターネットに安全に拡張するためのセキュリティ機能
の統合パッケージを提供する製品。Oracle Advanced Securityは、ネットワーク暗号化と認
証ソリューション、シングル・サインオン・サービスおよびセキュリティ・プロトコルの単
一の統合源を提供する。業界標準を統合することにより、ネットワークに対する他に例のな
いセキュリティが得られる。

Oracle Connection Manager

クライアント接続要求をその次のホップに送るか、または直接データベース・サーバーに送
る際の経路となるルーター。Connection Managerを通じて接続要求を送るクライアントは、
Connection Managerで構成される接続集中化または Net8アクセス制御、複数プロトコル・
サポートの機能を利用できる。

Oracle Connection Manager制御ユーティリティ（制御ユーティリティ（制御ユーティリティ（制御ユーティリティ（Oracle Connection Manager Control 
Utility: CMCTL））））

Net8に含まれているユーティリティ。Oracle Connection Managerの起動、停止および状態
の取得などの様々な機能を制御する。

Oracle Internet Directory

Oracleリリース 8.1データベース上のアプリケーションとしてインプリメントされている
ディレクトリ・サービス。分散ユーザーおよびネットワーク・リソースについての情報を検
索できる。これは、インターネット標準のオープン・ディレクトリ・アクセス・プロトコル
である Lightweight Directory Access Protocol（LDAP）バージョン 3に、Oracle8i Serverの
持つパフォーマンス、スケーラビリティ、堅牢性および可用性の高さを兼ね備えたものであ
る。 

Oracle Database Configuration Assistant

データベースの作成、削除、変更を可能にするツール。

Oracle Names

Oracle Namesサーバーの 1システムで構成されるディレクトリ・サービスで、ネットワー
ク上の各 Net8サービスに対して名前からアドレスへの変換処理を提供する。

Oracle Namesサーバーサーバーサーバーサーバー

クライアントが長いアドレスではなく単純な名前で接続を要求できるように、Oracle Names
を使用してサービスのネットワーク・アドレスを単純な名前と一緒に格納するサーバー。
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Oracle Names制御ユーティリティ（制御ユーティリティ（制御ユーティリティ（制御ユーティリティ（Oracle Names Control Utility: NAMESCTL））））

Oracle Namesに収録されているユーティリティの 1つ。Oracle Namesサーバーの起動、停
止、状態の取得など、Oracle Namesサーバーの様々な機能を制御する。 

Oracle Net8 Assistant

グラフィカル・ユーザー・インタフェース・ツールの 1つ。構成機能にコンポーネント制御
機能を組み合せることによって、Net8の構成および管理のための統合環境を提供する。ク
ライアントとサーバーのどちらでも使用できる。

Oracle Net8 Assistantを使用すると、次のネットワーク・コンポーネントを構成できる。

� ネーミング : 接続識別子（接続識別子（接続識別子（接続識別子（connect identifier））））を定義し、それを接続記述子（接続記述子（接続記述子（接続記述子（connect 
descriptor））））にマップしてネットワーク位置およびサービスの識別情報を識別する。
Oracle Net8 Assistantでは、ローカルの tnsnames.oraファイル、集中化された
LDAP準拠ディレクトリ・サービスまたは Oracle Namesサーバーでの接続記述子の構
成がサポートされる。

� ネーミング・メソッド : 接続識別子を接続記述子に解決する様々な方法を構成する。

� リスナー : リスナーの作成および構成を行って、クライアント接続を受け取る。

Oracle Rdb

Digital社の 64ビット・プラットフォーム用データベース。Oracle Rdbには独自のリスナー
があるため、クライアントは Oracle7と通信するのと同じように Oracle Rdbと通信できる。 

ORACLE_HOME

ディレクトリベースのオペレーティング・システムで、Oracleディレクトリ階層内の最高位
ディレクトリに付けられた代替名。 

Oracle8i JServer

Javaストアド・プロシージャ、JDBC、SQLJ、Common Object Request Broker Architecture
（CORBA）、Oracle8iデータベースの Enterprise JavaBeans（EJB）をサポートする。

Oracleコール・インタフェース（コール・インタフェース（コール・インタフェース（コール・インタフェース（Oracle Call Interface : OCI））））

アプリケーション・プログラミング・インタフェース（API）の 1つ。これにより、第三世
代言語に固有の手順やファンクション・コールを使用して、Oracleデータベース・サーバー
にアクセスし、SQL文実行のすべての段階を制御するアプリケーションを作成できる。OCI
では、C、C++、COBOL、FORTRANなど、多数の第三世代言語のデータ型、呼出し規則、
構文、意味をサポートしている。 

Oracle コンテキストコンテキストコンテキストコンテキスト

すべての Oracleソフトウェア関連情報がその下位に保存される cn=OracleContextの
RDN。ディレクトリ・ネーミング（ディレクトリ・ネーミング（ディレクトリ・ネーミング（ディレクトリ・ネーミング（directory naming））））およびエンタープライズ・ユーザーエンタープライズ・ユーザーエンタープライズ・ユーザーエンタープライズ・ユーザー
（（（（enterprise user）））） セキュリティのエントリなどがある。
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1つのディレクトリには、1つ以上の Oracleコンテキストが存在できる。Oracleコンテキス
トは、ディレクトリ・ネーミング・コンテキスト（ディレクトリ・ネーミング・コンテキスト（ディレクトリ・ネーミング・コンテキスト（ディレクトリ・ネーミング・コンテキスト（directory naming context））））と関連付け
られている場合がある。

Oracleシステム識別子（システム識別子（システム識別子（システム識別子（Oracle System Identifier: SID））））

リリース 8.1以前の Oracleデータベースが動作しているときに、その特定のインスタンスを
識別する名前。どのようなデータベースの場合も、データベースを参照しているインスタン
スが少なくとも 1つは存在する。

8.1より古いリリースでは、SIDはデータベースの識別に使用されている。SIDは、
tnsnames.oraファイルファイルファイルファイルにおける接続記述子の部分および listener.oraファイルファイルファイルファイルにおけるリス
ナー定義の部分に含まれていた。 

Oracleスキーマ（スキーマ（スキーマ（スキーマ（Oracle schema: LDAPに関連する場合）に関連する場合）に関連する場合）に関連する場合）

ディレクトリ・サーバー（ディレクトリ・サーバー（ディレクトリ・サーバー（ディレクトリ・サーバー（directory server））））に格納できる内容を決める一連の規則。Oracle
には、Net8エントリなど、Oracleエントリの多くのタイプに適用する独自のスキーマが存
在する。Net8エントリの Oracleスキーマには、そのエントリに登録される場合がある属性
がある。 

Oracleプログラム・インタフェース（プログラム・インタフェース（プログラム・インタフェース（プログラム・インタフェース（Oracle Program Interface: OPI））））

OCIによって送信された各メッセージに対する応答を受け持つネットワーキング・レイ
ヤー。たとえば、OCIが 25行のデータのフェッチを要求すると、OPIはフェッチした 25行
のデータを OCIに戻す。

Oracleプロトコル（プロトコル（プロトコル（プロトコル（Oracle Protocol））））

ネットワーク上でのデータ転送方法を定義する一連の規則。TCP/IPや SPXなど、いくつか
の業界標準トランスポート・プロトコルがある。

OSI

Open System Interconnection。「Open Systems Interconnection（（（（OSI））））」を参照してくださ
い。

P
PMONプロセス（プロセス（プロセス（プロセス（PMON process））））

ユーザー・プロセスが異常終了したときにプロセス・リカバリを実行するプロセス・モニ
ター・データベース・プロセス。PMONの役割は、キャッシュのクリーン・アップおよび
プロセスが使用していたリソースの解放である。PMONは、ディスパッチャやサーバー・
プロセスが異常終了すると、そのチェックおよび再起動も実行する。PMONは、サービスサービスサービスサービス
登録（登録（登録（登録（service registration））））の一部として、リスナーにインスタンス情報を登録する。
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R
RDBMS

リレーショナル・データベース管理システム。

RDN

「相対識別名（相対識別名（相対識別名（相対識別名（Relative Distinguished Name: RDN））））」を参照してください。

RPC

リモート・プロシージャ・コール。

S
Secure Sockets Layer（（（（SSL））））

ネットワーク接続のセキュリティ確保のために Netscape Communications Corporationに
よって設計された業界標準プロトコル。SSLでは、公開鍵の構造基盤（PKI）によって認証、
暗号化およびデータ整合性が提供される。

SID

Oracleシステム識別子。「Oracleシステム識別子（システム識別子（システム識別子（システム識別子（Oracle System Identifier: SID））））」を参照
してください。

SID_LIST_listener_name

リスナーでサービスされるデータベースの Oracleシステム識別子（システム識別子（システム識別子（システム識別子（Oracle System 
Identifier: SID））））を定義する、listener.oraファイルファイルファイルファイルのセクション。現在は、リリース 8.1イ
ンスタンス情報が自動的にリスナーに登録されるため、このセクションはバージョン 7.xお
よびバージョン 8.0の Oracleデータベースのみで有効。静的な構成は、外部プロシージャや
異機種間サービスなどのその他のサービス、および Oracle Enterprise Managerなどの一部
の管理ツールでも必要である。

SPXプロトコルプロトコルプロトコルプロトコル

Sequenced Packet Exchangeプロトコル。多くの主要ネットワーク管理システム（特に
Novell Advanced NetWare）に適合し、パフォーマンスの高いことで知られるプロトコル。

SQL*Net

Net8の前身。Oracleサーバーと協力して、Oracle RDBMSまたは Oracle Tools
（SQL*Formsなど）を走らせる複数のコンピュータが、ネットワークを介してデータを交換
できるようにする Oracle製品。SQL*Netは分散処理と分散データベース機能をサポートす
る。SQL*Netは多くの通信プロトコルで動作し、それらを相互に接続する。 
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sqlnet.oraファイルファイルファイルファイル

クライアントまたはサーバーの構成ファイルで、次の内容を指定する。 

� 非修飾サービス名またはネット・サービス名に付加されるクライアント・ドメイン

� 名前の解決時にクライアントが使用するネーミング・メソッドの順序

� 使用する機能のロギングおよびトレース

� 接続のルート

� 優先 Oracle Namesサーバー

� 外部ネーミング・パラメータ

� Oracle Advanced Securityパラメータ

sqlnet.oraファイルは、通常、UNIXプラットフォームの $ORACLE_
HOME/network/adminおよびWindowsプラットフォームの ORACLE_
HOME¥network¥adminに置かれている。

SSL

Secure Sockets Layer。「Secure Sockets Layer（（（（SSL））））」を参照してください。 

SSLプロトコル付きプロトコル付きプロトコル付きプロトコル付き TCP/IP（（（（TCP/IP with SSL protocol））））

Secure Sockets Layer付き TCP/IP。クライアント上の Oracleアプリケーションに対して、
リモートの Oracleデータベースとの通信を、TCP/IPおよび SSLを介して可能にするプロト
コル（TCP/IPおよび SSLを使用したネットワーク通信をサポートするホスト・システム上
で Oracleデータベースが動作している場合）。 

System Global Area（（（（SGA））））

データを格納し、Oracleインスタンス（インスタンス（インスタンス（インスタンス（instance））））の情報を制御する共有メモリー構造のグ
ループ。

T
TCP/IPプロトコル（プロトコル（プロトコル（プロトコル（TCP/IP protocol））））

Transmission Control Protocol/Internet Protocol。事実上標準のイーサネット・プロトコル。
ネットワークを介したクライアント /サーバー対話に使用する。 

Thin JDBCドライバ（ドライバ（ドライバ（ドライバ（Thin JDBC Driver））））

Thin JDBCドライバは、Oracleの Type 4ドライバで、Javaアプレットおよび Javaアプリ
ケーションの開発者用に設計されている。JDBCドライバは、Javaソケットを通して Oracle
データベース・サーバーに直接接続を確立する。データベースへのアクセスは、Net8と
Two-Task Common（（（（TTC））））の実装に支援される。 
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TNS

「Transparent Network Substrate（（（（TNS））））」を参照してください。

tnsnames.oraファイルファイルファイルファイル

接続記述子（接続記述子（接続記述子（接続記述子（connect descriptor））））にマップされたネット・サービス名（ネット・サービス名（ネット・サービス名（ネット・サービス名（net service name））））
が登録されている構成ファイル。このファイルの使用先は、ローカル・ネーミングローカル・ネーミングローカル・ネーミングローカル・ネーミング・メソッ
ドである。tnsnames.oraファイルは、通常、UNIXプラットフォームの $ORACLE_
HOME/network/adminおよびWindowsプラットフォームの ORACLE_
HOME¥network¥adminに置かれている。

Transparent Network Substrate（（（（TNS））））

Net8、Oracle Connection Managerおよび Oracle Namesに組み込まれた、標準のネット
ワーク・トランスポート・プロトコルで機能する基本的なテクノロジ。

TTC

Two-Task Common。「Two-Task Common（（（（TTC））））」を参照してください。

Two-Task Common（（（（TTC））））

TTCは、クライアントとサーバーの異なるキャラクタ・セットや形式に対して、キャラク
タ・セットとデータ型の変換を提供するために、標準的な Net8接続で使用されるプレゼンプレゼンプレゼンプレゼン
テーション・レイヤー（テーション・レイヤー（テーション・レイヤー（テーション・レイヤー（presentation layer））））。

U
UPI

ユーザー・プログラム・インタフェース。

W
Windows NTのシステム固有な認証（のシステム固有な認証（のシステム固有な認証（のシステム固有な認証（Windows NT native authentication））））

認証方式（認証方式（認証方式（認証方式（authentication method））））の 1つ。これにより、Windows NTサーバーおよびそ
のサーバー上で動作しているデータベースに対して、クライアントのシングル・ログイン・
アクセスが可能になる。

ああああ
アクセス制御（アクセス制御（アクセス制御（アクセス制御（access control））））

「Net8アクセス制御（アクセス制御（アクセス制御（アクセス制御（Net8 access control））））」を参照してください。
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アクセス制御リスト（アクセス制御リスト（アクセス制御リスト（アクセス制御リスト（Access Control List: ACL））））

ユーザーが定義するアクセス指示のグループ。この指示は、特定のクライアントまたはクラ
イアントのグループ（あるいはその両方）について、特定のデータに対するアクセス・レベ
ルを許可する。

アドレス（アドレス（アドレス（アドレス（address））））

リスナー・アドレス、Oracle Connection Manager、Oracle Namesサーバーなどのネット
ワーク・オブジェクトを、一意に識別するためのネットワーク上の場所。アドレスには特定
のフォーマットがあり、一意である必要がある。 

異種サービス（異種サービス（異種サービス（異種サービス（Heterogeneous Services））））

Oracleサーバーから非 Oracleサーバーをアクセスするための基本的な技術を提供する、統
合されたコンポーネント。異機種間サービスを使用すると、次のことが可能となる。 

� Oracle SQLを使用して、Oracleサーバーに存在するデータと同じように、Oracle以外の
システムに格納されているデータに透過的にアクセスすること 

� Oracleプロシージャ・コールを使用して、Oracle分散環境から Oracle以外のシステム、
サービスまたはアプリケーション・プログラミング・インタフェース（API）に透過的
にアクセスすること 

位置の透過性（位置の透過性（位置の透過性（位置の透過性（location transparency））））

データ表の置かれている位置が不明の場合でも、アプリケーションがそのデータ表にアクセ
スできるようにする分散データベースの特性。すべてのデータ・テーブルは 1台のデータ
ベース内にあるものと見なされ、システムは表名に基づいてデータの実際の位置を判別す
る。ユーザーは 1つの文で複数のノード上のデータを参照できる。システムは、必要に応じ
て、SQL文（の一部）を自動的かつ透過的にリモート・ノードに経路指定して実行する。
ユーザーまたはアプリケーションに影響を与えないで、データをノード間で移動できる。

委任管理（委任管理（委任管理（委任管理（delegated administration））））

ルート管理リージョン（ルート管理リージョン（ルート管理リージョン（ルート管理リージョン（root administrative region））））の下にある 1つ以上の管理リージョン
にネットワーク管理を委任する Net8ネットワーク。分散管理または非集中管理とも呼ばれ
る。「集中管理（集中管理（集中管理（集中管理（central administration））））」と対比。

委任管理リージョン（委任管理リージョン（委任管理リージョン（委任管理リージョン（delegated administrative region））））

階層的にルート管理リージョン（ルート管理リージョン（ルート管理リージョン（ルート管理リージョン（root administrative region））））の下にあるリージョン。ルー
ト管理リージョン以外のすべてのリージョン。

インスタンス（インスタンス（インスタンス（インスタンス（instance））））

データベースを参照している稼動中の Oracle8iソフトウェアのインスタンス。データベース
をデータベース・サーバー（コンピュータの種類には無関係）上で起動すると、Oracleは、
System Global Area（（（（SGA））））と呼ばれるメモリー領域を割り当てて、1つ以上の Oracleプ
ロセスを起動する。この SGAと Oracleプロセスの組合せをインスタンスと呼ぶ。インスタ
ンスのメモリーおよびプロセスは、関連のデータベースのデータを効果的に管理して、デー
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タベース・ユーザーにサービスを提供する。パラレル・サーバー・データベースでは、任意
のインスタンスに接続できる。

エラー・メッセージ（エラー・メッセージ（エラー・メッセージ（エラー・メッセージ（error message））））

プログラムまたはコマンドの実行を妨げる問題または状態を知らせるコンピュータ・プログ
ラムのメッセージ。

エンタープライズ・ユーザー（エンタープライズ・ユーザー（エンタープライズ・ユーザー（エンタープライズ・ユーザー（enterprise user））））

各エンタープライズ・ユーザーは、エンタープライズ全体にわたる一意な IDを持つ。エン
タープライズ・ユーザーは、スキーマを介して個々のデータベースに接続する。エンタープ
ライズ・ユーザーには、データベースに対する各自のアクセス権限を決定するエンタープラ
イズ・ロールが割り当てられる。

エンタープライズ・ロール（エンタープライズ・ロール（エンタープライズ・ロール（エンタープライズ・ロール（enterprise role））））

エンタープライズ・ロールは、通常のデータベース・ロールと類似している。ただし、認可
の範囲が複数のデータベースに及ぶ点が異なる。エンタープライズ・ロールは、特定のデー
タベースでの権限を定義するロールのカテゴリである。エンタープライズ・ロールは、特定
のデータベースのデータベース管理者によって作成される。エンタープライズ・ロールの許
可または取消しは、1人以上のエンタープライズ・ユーザーに対して可能である。これらの
ロールの許可または取消しに関する情報も、ディレクトリに格納される。データベース管理
者は、グローバル・ロールを作成できるだけでなく、データベース・スキーマに対してロー
ルまたは権限を許可することもできる。スキーマの共有者は、全員、エンタープライズ・
ロール以外に、これらのローカル・ロールおよびローカル権限を取得する。

各エンタープライズ・ユーザーは、エンタープライズ全体にわたる一意な IDを持つ。エン
タープライズ・ユーザーは、スキーマを介して個々のデータベースに接続する。エンタープ
ライズ・ユーザーには、データベースに対する各自のアクセス権限を決定するエンタープラ
イズ・ロールが割り当てられる。

エントリ（エントリ（エントリ（エントリ（entry））））

ディレクトリの構成要素。ここには、ディレクトリ・ユーザーが参照するためのオブジェク
トの情報が格納されている。 

オブジェクト・クラス（オブジェクト・クラス（オブジェクト・クラス（オブジェクト・クラス（object class））））

名前の付いた属性グループ。エントリに属性を割り当てるには、これらの属性を保持するオ
ブジェクト・クラスをそのエントリに割り当てる。 

同じオブジェクト・クラスにあるすべてのオブジェクトは、同じ属性を共有する。 
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かかかか
階層ネーミング・モデル（階層ネーミング・モデル（階層ネーミング・モデル（階層ネーミング・モデル（hierarchical naming model））））

階層的に関連付けられた複数のドメインに名前を分割する Oracle Namesの基盤構造。
Oracle Namesの場合、階層ネーミング・モデルは、集中管理または委任管理で使用できる。 

外部ドメイン（外部ドメイン（外部ドメイン（外部ドメイン（foreign domains））））

所定の管理リージョン内で管理されないドメイン。外部ドメインとリージョンの関係は相対
的なもので、絶対的な意味の外部ドメインは存在しない。ネットワーク管理者は、一般的に
ネーム・サーバーのキャッシュ・パフォーマンスを最適化するために特定のリージョンに対
する外部ドメインを定義する。 

外部ネーミング（外部ネーミング（外部ネーミング（外部ネーミング（external naming））））

NISや NDSなどの、サポートされているサードパーティー製のネーミング・サービスを使
用する、ネット・サービス名（ネット・サービス名（ネット・サービス名（ネット・サービス名（net service name））））変換。

外部プロシージャ（外部プロシージャ（外部プロシージャ（外部プロシージャ（external procedures））））

PL/SQLコードから呼び出せる、第三世代言語（3GL）で記述されたファンクションまたは
プロシージャ。外部プロシージャとして、Cのみがサポートされている。

仮想サーキット（仮想サーキット（仮想サーキット（仮想サーキット（virtual circuit））））

ディスパッチャ（ディスパッチャ（ディスパッチャ（ディスパッチャ（dispatcher））））が使用する共有メモリーの 1つで、クライアント・データ
ベースの接続要求および応答を目的とする。ディスパッチャは、要求が到着すると、仮想
サーキットを共通キューに置く。アイドル状態の共有サーバーは、共通キューから仮想サー
キットを取り出して要求を処理し、共通キューから別の仮想サーキットを取り出そうとする
前に、取り出した仮想サーキットを放棄する。 

管理コンテキスト（管理コンテキスト（管理コンテキスト（管理コンテキスト（administrative context））））

Oracle コンテキストコンテキストコンテキストコンテキストがその下に存在するディレクトリ・エントリ。管理コンテキストは、
ディレクトリ・ネーミング・コンテキスト（ディレクトリ・ネーミング・コンテキスト（ディレクトリ・ネーミング・コンテキスト（ディレクトリ・ネーミング・コンテキスト（directory naming context））））の場合がある。ク
ライアントは、ディレクトリ・アクセス構成時に、ディレクトリ構成ファイル（ldap.ora）
内の管理コンテキストで構成される。管理コンテキストによって、クライアントによる予想
アクセス対象エントリの所属先ディレクトリにある Oracleコンテキストの位置が指定され
る。

管理リージョン（管理リージョン（管理リージョン（管理リージョン（administrative region））））

Net8ネットワーク・コンポーネントを管理するための構造エンティティ。各管理リージョ
ンには次の要素が含まれる。

� 1つ以上のドメイン

� 1つ以上の Oracle Namesサーバー

� 1つ以上のデータベースおよびリスナー
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キーワード値ペア（キーワード値ペア（キーワード値ペア（キーワード値ペア（keyword-value pair））））

接続記述子および多くの構成ファイルで標準的な情報単位として使用する、キーワードと値
の組合せ。キーワードと値の対はネストすることができる。つまり、キーワードは別のキー
ワードと値の対を値として持つことができる。

キャッシュ（キャッシュ（キャッシュ（キャッシュ（cache））））

前にアクセスされたデータが再び要求されたときに、その要求を素早く処理できるように
データを格納しておくメモリー。

均一ネーミング・モデル（均一ネーミング・モデル（均一ネーミング・モデル（均一ネーミング・モデル（flat naming model））））

1つのドメインのみが存在する Oracle Names基盤構造。このドメイン内では、すべての名
前が一意である必要がある。 

クライアント（クライアント（クライアント（クライアント（client））））

別のアプリケーションまたはコンピュータのサービス、データ、処理を要求するユーザー、
ソフトウェア・アプリケーションまたはコンピュータ。2タスク環境では、クライアントは
ユーザー・プロセスとなる。ネットワーク環境では、クライアントはローカル・ユーザー・
プロセスで、サーバーはローカルまたはリモートとなる。

クライアントクライアントクライアントクライアント /サーバー・アーキテクチャ（サーバー・アーキテクチャ（サーバー・アーキテクチャ（サーバー・アーキテクチャ（client-server architecture））））

2台の CPU間で処理を分割するソフトウェア・アーキテクチャ。1台の CPUは、トランザ
クションでサービスを要求して受け取るクライアントとして機能し、もう 1台はトランザク
ションでサービスを提供するサーバーとして機能する。

クライアント・プロファイル（クライアント・プロファイル（クライアント・プロファイル（クライアント・プロファイル（client profile））））

クライアントのプロパティ。ネーミング・メソッド（ネーミング・メソッド（ネーミング・メソッド（ネーミング・メソッド（naming method））））の優先順位、クライ
アントとサーバーのロギング（ロギング（ロギング（ロギング（logging））））およびトレース（トレース（トレース（トレース（tracing））））、名前の要求元となるド
メイン、Oracle Namesおよび Oracle Advanced Securityに対するその他のクライアント・
オプションなどがある。

クライアント・ロード・バランス（クライアント・ロード・バランス（クライアント・ロード・バランス（クライアント・ロード・バランス（client load balancing））））

ロード・バランス。複数のリスナーが 1つのデータベースをサービスする場合、クライアン
トは接続要求を送るリスナーをランダムに選択できる。このランダム化によって、すべての
リスナーが着信接続要求の処理負担を共有できる。

グローバル・データベース名（グローバル・データベース名（グローバル・データベース名（グローバル・データベース名（global database name））））

あるデータベースを他のデータベースから一意に識別するためのデータベースの完全な名
前。グローバル・データベース名の形式は、database_name.database_domain。たとえば、
sales.us.acme.com。

データベース名の salesは、単純な名前を表し、データベース・ドメインの
.us.acme.comは、データベースが配置されているデータベース・ドメインを表し、グ
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ローバル・データベース名を一意に識別する。可能であれば、データベース・ドメインに
ネットワーク・ドメインを反映させることをお薦めする。

グローバル・データベース名は、データベースのデフォルト・サービス名で、初期化パラ初期化パラ初期化パラ初期化パラ
メータ・ファイル（メータ・ファイル（メータ・ファイル（メータ・ファイル（initialization parameter file））））ファイルの SERVICE_NAMESパラメー
タで指定される。 

グローバル・データベース・リンク（グローバル・データベース・リンク（グローバル・データベース・リンク（グローバル・データベース・リンク（global database link））））

ネットワーク内の各データベースを他のすべてのデータベースとリンクするデータベース・
リンク。このリンクによって、ネットワーク内のどのデータベースを使用するユーザーも、
SQL文またはオブジェクト定義でグローバル・オブジェクト名を指定することができる。
Oracle Namesサーバーサーバーサーバーサーバーには、グローバル・データベース・リンクを格納できる。 

構成ファイル構成ファイル構成ファイル構成ファイル

ネットワークのコンポーネントを識別および特徴付けるためのファイル。ネットワーク・コ
ンポーネントをネーミングし、コンポーネント間の関係を識別する。

ささささ
サービス登録（サービス登録（サービス登録（サービス登録（service registration））））

PMONプロセス（プロセス（プロセス（プロセス（PMON process））））がリスナーに自動的に情報を登録する機能。この情報
はリスナーに登録されるため、listener.oraファイルをこの静的情報で構成する必要は
ない。

サービス登録では、次の情報がリスナーに登録される。

サービス登録によってリスナーに登録される情報を、次に示す。

� データベースの各稼動インスタンスのサービス名

� データベースのインスタンス名

� 各インスタンスで使用可能なサービス・ハンドラ（ディスパッチャおよび専用サー
バー）

これにより、リスナーは、クライアントの要求を適切に送ることができる。

� ディスパッチャ、インスタンスおよびノードのロード情報

このロード情報により、リスナーは、クライアント接続の要求を最適に処理できるディ
スパッチャを判別できる。すべてのディスパッチャがブロックされている場合、リス
ナーは、この接続に対する専用サーバーを生成できる。

サービス・ハンドラ（サービス・ハンドラ（サービス・ハンドラ（サービス・ハンドラ（service handler））））

サービス・ハンドラは、マルチスレッド・サーバー・ディスパッチャ（ディスパッチャ（ディスパッチャ（ディスパッチャ（dispatcher））））、専用専用専用専用
サーバー（サーバー（サーバー（サーバー（dedicated server））））、事前生成済専用サーバー（事前生成済専用サーバー（事前生成済専用サーバー（事前生成済専用サーバー（prespawned dedicated server））））の
いずれかとなる。
用語集用語集用語集用語集 -17



サービス名（サービス名（サービス名（サービス名（service name））））

データベースの論理表現。データベースをクライアントに提供する方法。データベースは複
数のサービスとして提供できる。また、サービスは複数のデータベース・インスタンスとし
てインプリメントできる。サービス名は、インストール中またはデータベースの作成中に入
力されたグローバル・データベース名（グローバル・データベース名（グローバル・データベース名（グローバル・データベース名（global database name））））、すなわちデータベース名
とドメイン名からなる名前を表す文字列となる。グローバル・データベース名が不明な場合
は、初期化パラメータ・ファイルにある SERVICE_NAMESパラメータの値からそのデータ
ベース名を確認できる。 

サービス名は、接続記述子（接続記述子（接続記述子（接続記述子（connect descriptor））））の connect_data部分に組み込まれている。

サービス・レプリケーション（サービス・レプリケーション（サービス・レプリケーション（サービス・レプリケーション（service replication））））

ネットワーク上でディレクトリ・システムを完全にレプリケートするプロセス。新しいサー
ビスは 1つのネーム・サーバーのみに登録する必要がある。新しく登録されたサービスは、
サービス・レプリケーション・プロセスによって、ネットワーク上のすべてのアクティブ・
ネーム・サーバーに自動的にレプリケートされる。

識別名（識別名（識別名（識別名（Distinguished Name: DN））））

ディレクトリ・サーバー（ディレクトリ・サーバー（ディレクトリ・サーバー（ディレクトリ・サーバー（directory server））））内のエントリの名前。DNによって、LDAP
ディレクトリ階層内でのエントリの位置が指定される。この方法は、ディレクトリ・パスに
よってファイルの位置が正確に指定されるのと類似している。

システムまたはトポロジー・データ（システムまたはトポロジー・データ（システムまたはトポロジー・データ（システムまたはトポロジー・データ（system or topology data））））

Oracle Namesサーバーが通常の機能を制御したり、他の Oracle Namesサーバーと通信する
際に使用するデータ。交換およびルート・リージョンの Oracle Namesサーバー、委任リー
ジョンの Oracle Namesサーバーなどを含む。 

事前生成済専用サーバー（事前生成済専用サーバー（事前生成済専用サーバー（事前生成済専用サーバー（prespawned dedicated server））））

事前生成済専用サーバー・プロセスは、着信接続要求前に Net8リスナーで事前に開始され
る。あるマシンでマルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（multi-threaded server: MTS））））を使用してい
ないか、サポートしていない場合は、事前生成済専用サーバー・プロセスによってサーバー
上での接続確立時間を短縮できる。また、他の接続のサーバー・プロセスを再利用すること
によって、割当て済のメモリー・システム・リソースを有効に利用する。 

集中管理（集中管理（集中管理（集中管理（central administration））））

ネットワーク管理が、ネットワーク全体に対して 1つの管理リージョン（管理リージョン（管理リージョン（管理リージョン（administrative 
region））））で構成されている Oracle Namesネットワーク。集中管理では、すべてのネーム・
サーバーがネットワーク内の他のネーム・サーバーおよびすべてのサービスを認識する。
「委任管理（委任管理（委任管理（委任管理（delegated administration））））」と対比。

初期化パラメータ・ファイル（初期化パラメータ・ファイル（初期化パラメータ・ファイル（初期化パラメータ・ファイル（initialization parameter file））））

データベースとインスタンスを初期化する情報を含むファイル。 
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セッション・レイヤー（セッション・レイヤー（セッション・レイヤー（セッション・レイヤー（session layer））））

セッション・レイヤーは、プレゼンテーション・レイヤー（プレゼンテーション・レイヤー（プレゼンテーション・レイヤー（プレゼンテーション・レイヤー（presentation layer））））のエンティ
ティで必要なサービスを提供する。エンティティでは、対話を構成および同期することがで
き、データ交換の管理が有効となる。このレイヤーは、クライアントとサーバー間でネット
ワーク・セッションを確立、管理および終了する。セッション・レイヤーの例には、ネットネットネットネット
ワーク・セッション（ワーク・セッション（ワーク・セッション（ワーク・セッション（Network Session: NS））））がある。

セル・ディレクトリ・サービス（セル・ディレクトリ・サービス（セル・ディレクトリ・サービス（セル・ディレクトリ・サービス（Cell Directory Services: CDS））））

外部ネーミング方式の 1つ。ユーザーは各種の Oracleツールおよびアプリケーションから
存在を意識しないで使用でき、これによって分散コンピューティング環境（DCE）での
Oracle8iデータベースにアクセスできる。 

接続（接続（接続（接続（connection））））

ネットワーク上の 2つのプロセス間で行われる対話。接続は、宛先（サーバー）との接続を
要求する起動側（クライアント）によって開始される。

接続記述子（接続記述子（接続記述子（接続記述子（connect descriptor））））

ネットワーク接続の宛先を示す特殊なフォーマットの記述子。接続記述子には、宛先サービ
スおよびネットワーク・ルートの情報が登録されている。

宛先サービスを表示するには、Oracleリリース 8.1のデータベースに対応するそのサービスサービスサービスサービス
名（名（名（名（service name））））または Oracleリリース 8.0またはバージョン 7バージョンのデータベー
スに対応するその Oracleシステム識別子（システム識別子（システム識別子（システム識別子（Oracle System Identifier: SID））））を使用する。
ネットワーク・ルートを利用すると、最低でも、ネットワーク・アドレスによってリスナー
の位置が明確になる。 

接続先（接続先（接続先（接続先（destination））））

接続の終点であるクライアント。接続の起動側は、データまたはサービスを接続先に要求す
る。

接続識別子（接続識別子（接続識別子（接続識別子（connect identifier））））

接続記述子（接続記述子（接続記述子（接続記述子（connect descriptor））））に解決されるネット・サービス名（ネット・サービス名（ネット・サービス名（ネット・サービス名（net service name））））ま
たはサービス名（サービス名（サービス名（サービス名（service name））））。ユーザーは、ユーザー名およびパスワードを、接続識別
子とともに、接続先サービスの接続文字列に渡すことによって接続要求を開始する。例を次
に示す。

CONNECT username/password@connect_identifier 

接続集中化（接続集中化（接続集中化（接続集中化（connection concentration））））

Oracle Connection Managerの機能で、サーバーのリソースを節約するために、クライアン
トから送られる複数の接続要求を統合して、サーバーと単一接続を確立する。
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接続時フェイルオーバー接続時フェイルオーバー接続時フェイルオーバー接続時フェイルオーバー

最初のリスナーが応答しない場合、クライアントの接続要求は他のリスナーに転送される。
リスナーは接続の前にインスタンスが起動されているかどうかを確認するため、接続時フェ
イルオーバーはサービス登録（サービス登録（サービス登録（サービス登録（service registration））））によって有効になる。

接続時ロード・バランス化（接続時ロード・バランス化（接続時ロード・バランス化（接続時ロード・バランス化（connection load balancing））））

同じサービスに対する様々なインスタンスやディスパッチャ間のアクティブな接続を、均等
に分散する。これにより、リスナーはディスパッチャごとの接続数およびインスタンスが起
動しているノードのロード量に基づいて、ルーティングを決定できる。

接続プーリング（接続プーリング（接続プーリング（接続プーリング（connection pooling））））

マルチスレッド・サーバーに対する物理ネットワーク接続数を最大にすることのできる、リ
ソース利用およびユーザー拡張機能。

接続文字列（接続文字列（接続文字列（接続文字列（connect string））））

ユーザー名、パスワードおよびネット・サービス名（ネット・サービス名（ネット・サービス名（ネット・サービス名（net service name））））など、ユーザーが
接続するサービスに渡す情報。例を次に示す。

CONNECT username/password@net_service_name

接続要求（接続要求（接続要求（接続要求（connection request））））

起動側が接続の開始を要求する際にリスナーに送信する通知。

専用サーバー（専用サーバー（専用サーバー（専用サーバー（dedicated server））））

各ユーザー・プロセスに対して専用のサーバー・プロセスを必要とするサーバー。クライア
ントごとに 1つのサーバー・プロセスが存在する。Net8は、既存のサーバー・プロセスの
アドレスをクライアントに送り返す。続いて、クライアントは指定されたサーバー・アドレ
スに接続要求を再送する。「マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（multi-threaded server: MTS））））」と
対比。 

相対識別名（相対識別名（相対識別名（相対識別名（Relative Distinguished Name: RDN））））

ローカルで、最も細分化されたレベルのエントリ名。この名前には、この名前以外に、この
エントリを一意にアドレス指定する機能を持つ修飾エントリ名は存在しない。
cn=sales,dc=us,dc=acme,dc=comという例では、cn=salesが RDNである。 

属性（属性（属性（属性（attribute））））

エントリのいくつかの側面を説明する情報の一つ。1つのエントリは 1組の属性から構成さ
れ、それぞれがオブジェクト・クラス（オブジェクト・クラス（オブジェクト・クラス（オブジェクト・クラス（object class））））に所属する。さらに、各属性にはタイ
プと値がある。タイプは属性の情報の種類を説明するものであり、値には実際のデータが格
納されている。 
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たたたた
多重化（多重化（多重化（多重化（multiplexing））））

オペレーティング・システムのリソースを節約するために、複数のセッションを結合して 1
つのトランスポート接続で転送すること。「接続集中化（接続集中化（接続集中化（接続集中化（connection concentration））））」も参
照してください。

データ・パケット（データ・パケット（データ・パケット（データ・パケット（data packet））））

「パケット（パケット（パケット（パケット（packet））））」を参照してください。

データベース管理者（データベース管理者（データベース管理者（データベース管理者（database administrator: DBA））））

（1）Oracle Serverまたはデータベース・アプリケーションを操作および管理する人。（2）
DBA権限を所有し、データベース管理操作を実行できる Oracleユーザー名。通常、この 2
つは同じ人物を表す。多くのサイトでは複数の DBAが配置される。

データベース・リンクデータベース・リンクデータベース・リンクデータベース・リンク

リモート・データベース、およびそのデータベースに至る通信パス、オプションでユーザー
名とパスワードを識別するために、ローカル・データベースまたはネットワーク定義に格納
されているネットワーク・オブジェクト。定義されると、リモート・データベースへのアク
セスにはデータベース・リンクが使用される。

あるデータベース・リンクから別のデータベースへのパブリックまたはプライベート・デー
タベース・リンクは、DBAまたはユーザーによってローカル・データベース上に作成され
る。

グローバル・データベース・リンクは、Oracle Namesでネットワーク内の各データベース
から他のすべてのデータベースに自動的に作成される。グローバル・データベース・リンク
はネットワーク定義に格納される。

「グローバル・データベース・リンク（グローバル・データベース・リンク（グローバル・データベース・リンク（グローバル・データベース・リンク（global database link））））」、「プライベート・データベープライベート・データベープライベート・データベープライベート・データベー
ス・リンク（ス・リンク（ス・リンク（ス・リンク（private database link））））」および「パブリック・データベース・リンク（パブリック・データベース・リンク（パブリック・データベース・リンク（パブリック・データベース・リンク（public 
database link））））」も参照してください。 

ディスパッチャ（ディスパッチャ（ディスパッチャ（ディスパッチャ（dispatcher））））

専用サーバー・プロセスをクライアントごとに必要とせずに、多数のクライアントが同じ
サーバーに接続できるようにするプロセス。ディスパッチャは、複数の着信ネットワーク・
セッション要求を処理して、共有サーバー・プロセスに送る。「マルチスレッド・サーバーマルチスレッド・サーバーマルチスレッド・サーバーマルチスレッド・サーバー
（（（（multi-threaded server: MTS））））」も参照してください。

ディレクトリ・サーバー（ディレクトリ・サーバー（ディレクトリ・サーバー（ディレクトリ・サーバー（directory server））））

Lightweight Directory Access Protocol（LDAP）でアクセスする LDAP準拠のディレクト
リ・サーバー。ディレクトリは、データベース・ネットワーク・コンポーネント、ユー
ザー・ポリシーおよび企業ポリシーの優先順位、ユーザー認証およびセキュリティ情報の集
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中的な格納および検索を実現できるため、クライアント側およびサーバー側に局在化してい
るファイルを置き換えることができる。 

ディレクトリ情報ツリー（ディレクトリ情報ツリー（ディレクトリ情報ツリー（ディレクトリ情報ツリー（Directory Information Tree: DIT））））

木の形に似た階層構造で、対象のエントリの識別名（識別名（識別名（識別名（Distinguished Name: DN））））の「ディディディディ
レクトリ・サーバー（レクトリ・サーバー（レクトリ・サーバー（レクトリ・サーバー（directory server））））」に格納されている。 

ディレクトリ・ネーミング（ディレクトリ・ネーミング（ディレクトリ・ネーミング（ディレクトリ・ネーミング（directory naming））））

中央ディレクトリ・サーバーに格納されているデータベース・サービスまたはネット・サー
ビス名を接続記述子に解決するネーミング・メソッド（ネーミング・メソッド（ネーミング・メソッド（ネーミング・メソッド（naming method））））。 

ディレクトリによって、データベース・サービスおよびネット・サービス名の集中管理が実
現でき、サービスの追加または再配置に伴う作業負荷が軽減できる。ネット・サービス名は
別名サービスに構成可能だが、ディレクトリはネット・サービス名を使用せず直接データ
ベース・サービスを参照できる。構成をさらに簡易化するため、データベース・サービス
は、インストール時にエントリとして自動的にディレクトリに追加される。 

ディレクトリ・ネーミング・コンテキスト（ディレクトリ・ネーミング・コンテキスト（ディレクトリ・ネーミング・コンテキスト（ディレクトリ・ネーミング・コンテキスト（directory naming context））））

ディレクトリ・サーバー内で重要となるサブツリー。これは、通常、いくつかの組織サブツ
リーの最上位に位置する。ディレクトリの中には、固定のコンテキストのみが可能なものが
ある。また、別のディレクトリでは、ディレクトリ管理者による構成の対象をゼロから多数
までとすることが可能である。

デフォルト・ドメイン（デフォルト・ドメイン（デフォルト・ドメイン（デフォルト・ドメイン（default domain））））

大半のクライアント要求が行われるドメイン（ドメイン（ドメイン（ドメイン（domain））））。クライアントが常駐しているドメ
イン、またはクライアントがネットワーク・サービスを頻繁に要求するドメイン。デフォル
ト・ドメインは、未修飾ネットワーク名の要求に追加すべきドメインを決定するクライアン
ト構成パラメータでもある。名前の要求に文字 "."が入っていない場合は、未修飾の要求。

透過的アプリケーション・フェイルオーバー（透過的アプリケーション・フェイルオーバー（透過的アプリケーション・フェイルオーバー（透過的アプリケーション・フェイルオーバー（Transparent Application Failover:TAF））））

Oracle Parallel Serverや Oracle Fail Safeなど、可用性の高い環境を目的としたランタイム・
フェイルオーバー。これは、アプリケーションとサービス間接続のフェイルオーバーおよび
再確立を参照する。これを利用すると、クライアント・アプリケーションは、接続が失敗し
た場合データベースに自動的に再接続できる。また、オプションで進行中の SELECT文を再
開できる。この再接続は、Oracle Call Interface（OCI）ライブラリの内部から自動的に行わ
れる。

ドメイン（ドメイン（ドメイン（ドメイン（domain））））

ドメイン名システム（ドメイン名システム（ドメイン名システム（ドメイン名システム（Domain Name System: DNS））））名前空間内の任意のツリーまたはサブ
ツリー。ドメインが最もよく使用されるのは、所属するホストの名前が共通の接尾辞、つま
りドメイン名を共有しているコンピュータのグループを参照するときである。 
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ドメイン名システム（ドメイン名システム（ドメイン名システム（ドメイン名システム（Domain Name System: DNS））））

ドメイン名システム（DNS）は、コンピュータやネットワーク・サービスのネーミング・シ
ステムであり、ドメイン（ドメイン（ドメイン（ドメイン（domain））））の階層に編成されている。DNSは、ユーザー・フレン
ドリな名前でコンピュータを検索するために TCP/IPネットワークで使用される。DNSは、
ユーザー・フレンドリな名前をコンピュータが理解できる IPアドレス（アドレス（アドレス（アドレス（IP address））））に解決
する。

ドメスティック・ドメイン（ドメスティック・ドメイン（ドメスティック・ドメイン（ドメスティック・ドメイン（domestic domains））））

所定の管理リージョン内で管理されるドメイン群。ドメスティック・ドメインとリージョン
の関係は相対的なもので、絶対的な意味のドメスティック・ドメインは存在しない。ローカ
ル・ドメインとも呼ばれる。 

トランスポート（トランスポート（トランスポート（トランスポート（transport））））

データ・フロー制御およびエラー・リカバリ・メソッドによってエンド・エンド間の信頼性
を維持するネットワーキング・レイヤー。Net8では、Oracleプロトコル（プロトコル（プロトコル（プロトコル（Oracle Protocol））））
をトランスポート・レイヤーに使用する。

トレース（トレース（トレース（トレース（tracing））））

操作に関する詳細情報を出力ファイルに書き込む機能。トレース機能によって、操作が実行
されるときのイベントを示す詳細な文が生成される。管理者はトレース機能を使用して、異
常な状態を診断する。通常、トレース機能はオンになっていない。 

「ロギング（ロギング（ロギング（ロギング（logging））））」も参照してください。

なななな
認証方式（認証方式（認証方式（認証方式（authentication method））））

分散環境におけるユーザー、クライアントおよびサーバーの認証に高い信頼性を与えるセ
キュリティ方式。ネットワーク認証方式を利用すると、ユーザーはシングル・サインオンの
恩恵を受けることもできる。次に示す認証方式のサポートは、Oracle Advanced Securityの
インストールの有無に左右される。 

� CyberSafe

� SecurID

� RADIUS

� Identix

� Kerberos

� SSL

� Windows NTのシステム固有な認証（のシステム固有な認証（のシステム固有な認証（のシステム固有な認証（Windows NT native authentication））））
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ネーミング・メソッド（ネーミング・メソッド（ネーミング・メソッド（ネーミング・メソッド（naming method））））

データベース・サービスに対する接続試行時に、クライアント・アプリケーションが接続識接続識接続識接続識
別子（別子（別子（別子（connect identifier））））を接続記述子（接続記述子（接続記述子（接続記述子（connect descriptor））））に解決するために使用する
方法。Net8によって提供されるネーミング・メソッドは次の 5種類。

� ローカル・ネーミング

� ディレクトリ・ネーミング（directory naming）

� ホスト・ネーミング（host naming）

� Oracle Names

� 外部ネーミング（external naming）

ネーミング・モデル（ネーミング・モデル（ネーミング・モデル（ネーミング・モデル（naming model））））

名前を割り当てることができる一連のドメインと構造。 

均一ネーミング・モデルでは単一のドメイン。 

階層ネーミング・モデルでは、最高位のドメインがルート・ドメインで、その他のドメイン
はすべて階層的に関連付けられる。 

ネット・サービス名（ネット・サービス名（ネット・サービス名（ネット・サービス名（net service name））））

接続記述子（接続記述子（接続記述子（接続記述子（connect descriptor））））に解決されるサービスの単純な名前。ユーザーは、ユー
ザー名およびパスワードを、ネット・サービス名とともに、接続先サービスの接続文字列に
渡すことによって接続要求を開始する。例を次に示す。

CONNECT username/password@net_service_name

ネット・サービス名は、必要に応じて、次のような様々な場所に格納できる。

� 各クライアントのローカル構成ファイル tnsnames.ora

� ディレクトリ・サーバー

� Oracle Namesサーバー

� 外部ネーミング・サービス。たとえば、NDS、NISまたは CDS

ネットワーク（ネットワーク（ネットワーク（ネットワーク（network））））

ハードウェアとソフトウェアによってリンクされ、データまたは周辺装置（あるいは、その
両方）を共有できる複数のコンピュータで構成されているグループ。

ネットワーク・インタフェース（ネットワーク・インタフェース（ネットワーク・インタフェース（ネットワーク・インタフェース（Network Interface: NI））））

Oracleのクライアント、サーバーまたは外部プロセスがNet8の機能にアクセスするための
汎用インタフェースを提供するネットワーク・レイヤー。接続のブレーク要求とリセット要
求を処理する。
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ネットワーク・オブジェクト（ネットワーク・オブジェクト（ネットワーク・オブジェクト（ネットワーク・オブジェクト（network object））））

ネットワーク上でアドレスを直接指定できるサービス。リスナーや Oracle Namesサーバー
など。

ネットワーク管理者（ネットワーク管理者（ネットワーク管理者（ネットワーク管理者（network administrator））））

ネットワーク・コンポーネントのインストール、構成、テストといったネットワーク管理作
業を実行する人。ネットワーク管理者は、構成ファイル、接続記述子、サービス名、別名、
パブリック・データベース・リンク、グローバル・データベース・リンクなどを管理する。 

ネットワーク・キャラクタ・セット（ネットワーク・キャラクタ・セット（ネットワーク・キャラクタ・セット（ネットワーク・キャラクタ・セット（network character set））））

Oracleの定義では、キーワードと値の対（つまり、接続記述子と構成ファイル）で値として
使用できる文字のセット。文字セットには、大 /小文字の英数字およびいくつかの特殊文字
が含まれる。

ネットワーク・サービス（ネットワーク・サービス（ネットワーク・サービス（ネットワーク・サービス（network service））））

Oracle Application Networkでは、サービス利用者に対していくつかのタスクが実行され
る。たとえば、ネーム・サーバーは名前解決サービスをクライアントに提供する。

ネットワーク・セッション（ネットワーク・セッション（ネットワーク・セッション（ネットワーク・セッション（Network Session: NS））））

クライアント・アプリケーションとサーバー間で接続を確立および維持するために、標準的
な Net8接続で使用されるセッション・レイヤー（セッション・レイヤー（セッション・レイヤー（セッション・レイヤー（session layer））））。

ネットワーク・プログラム・インタフェース（ネットワーク・プログラム・インタフェース（ネットワーク・プログラム・インタフェース（ネットワーク・プログラム・インタフェース（Network Program Interface: NPI））））

サーバー /サーバー間対話用インタフェースの 1つ。OCIがクライアントに対して行うすべ
ての機能を実行して、調整サーバーが追加サーバーに SQL要求を作成できるようにする。

ネットワーク・プロトコル（ネットワーク・プロトコル（ネットワーク・プロトコル（ネットワーク・プロトコル（network protocol））））

「Oracleプロトコル（プロトコル（プロトコル（プロトコル（Oracle Protocol））））」を参照してください。

ネットワーク・リスナー（ネットワーク・リスナー（ネットワーク・リスナー（ネットワーク・リスナー（network listener））））

「リスナー（リスナー（リスナー（リスナー（listener））））」を参照してください。

ノード（ノード（ノード（ノード（node））））

ネットワークの一部を構成するコンピュータまたは端末。

はははは
パケット（パケット（パケット（パケット（packet））））

接続またはデータ転送が要求されるたびに、ネットワーク上で送信される情報のブロック。
パケットに収容される情報は、接続、受取り、リダイレクト、データなど、パケットの種類
によって異なる。パケット情報はトラブルシューティングに役立つことがある。
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パスワード（パスワード（パスワード（パスワード（password））））

データ・セキュリティに使用し、所有者のみが認識できる文字列（単語または句）。オペ
レーティング・システムまたはソフトウェア・アプリケーション（Oracleデータベースな
ど）と接続する場合に、オペレーティング・システム・ログイン IDまたは Oracleユーザー
名、アカウント名などと一緒にパスワードを入力する。ユーザー名または IDは公開されて
いるが、秘密のパスワードによって、ユーザー名の所有者のみがその名前を使用したり、そ
のデータにアクセスすることができる。 

パブリック・データベース・リンク（パブリック・データベース・リンク（パブリック・データベース・リンク（パブリック・データベース・リンク（public database link））））

DBAが作成するすべてのユーザーがアクセスできるローカル・データベース上のデータ
ベース・リンク。 

「データベース・リンクデータベース・リンクデータベース・リンクデータベース・リンク」、「グローバル・データベース・リンク（グローバル・データベース・リンク（グローバル・データベース・リンク（グローバル・データベース・リンク（global database link））））」お
よび「プライベート・データベース・リンク（プライベート・データベース・リンク（プライベート・データベース・リンク（プライベート・データベース・リンク（private database link））））」も参照してくださ
い。 

パラメータ（パラメータ（パラメータ（パラメータ（parameter））））

プログラム、コマンドまたは関数に渡す情報。ファイル指定、キーワード、定数値などがあ
る。 

非集中管理（非集中管理（非集中管理（非集中管理（decentral administration））））

「委任管理（委任管理（委任管理（委任管理（delegated administration））））」を参照してください。 

ファイアウォール・サポート（ファイアウォール・サポート（ファイアウォール・サポート（ファイアウォール・サポート（firewall support））））

「Net8アクセス制御（アクセス制御（アクセス制御（アクセス制御（Net8 access control））））」を参照してください。

フェイルオーバー（フェイルオーバー（フェイルオーバー（フェイルオーバー（failover））））

「接続時フェイルオーバー接続時フェイルオーバー接続時フェイルオーバー接続時フェイルオーバー」を参照してください。

複数プロトコル・サポート（複数プロトコル・サポート（複数プロトコル・サポート（複数プロトコル・サポート（multi-protocol support））））

異なるネットワーク・プロトコルを持つクライアントとサーバーが相互に通信できるように
する、Oracle Connection Managerの機能。この機能は、Oracle Multi-Protocol Interchange
として SQL*Netバージョン 2ですでに実現している機能の置換え。

プライベート・データベース・リンク（プライベート・データベース・リンク（プライベート・データベース・リンク（プライベート・データベース・リンク（private database link））））

あるユーザーが専用に使用するデータベース・リンク。

「データベース・リンクデータベース・リンクデータベース・リンクデータベース・リンク」、「グローバル・データベース・リンク（グローバル・データベース・リンク（グローバル・データベース・リンク（グローバル・データベース・リンク（global database link））））」お
よび「パブリック・データベース・リンク（パブリック・データベース・リンク（パブリック・データベース・リンク（パブリック・データベース・リンク（public database link））））」も参照してください。 
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プレゼンテーション・レイヤー（プレゼンテーション・レイヤー（プレゼンテーション・レイヤー（プレゼンテーション・レイヤー（presentation layer））））

通信中にアプリケーション・レイヤー・エンティティが通信または参照する情報の表現を管
理する。セッション・レイヤーの例は、Two-Task Common（（（（TTC））））と General Inter-Orb 
Protocol（（（（GIOP））））。

プロセス間通信（プロセス間通信（プロセス間通信（プロセス間通信（Interprocess Communication））））

リスナーと同じノードに存在するクライアント・アプリケーションが、データベースと通信
するために使用するプロトコルの 1つ。 

プロトコル・アドレス（プロトコル・アドレス（プロトコル・アドレス（プロトコル・アドレス（protocol address））））

ネットワーク・オブジェクトのネットワーク・アドレスを識別するアドレス。 

接続が確立されると、要求の受信者（リスナー（リスナー（リスナー（リスナー（listener））））、 Oracle Namesサーバーサーバーサーバーサーバー、
Oracle Connection Managerなど）およびクライアントは同じプロトコル・アドレスで構成
される。クライアントは、このアドレスを使用して接続要求を特定のネットワーク・オブ
ジェクト位置に送信し、レシピエントはこのアドレスで要求のリスニングを行う。クライア
ントおよび接続レシピエントにとって、同じプロトコルをインストールするのと同様に、同
じアドレスを構成することが重要である。 

プロトコル・スタック（プロトコル・スタック（プロトコル・スタック（プロトコル・スタック（protocol stack））））

特定のプレゼンテーション・レイヤー（プレゼンテーション・レイヤー（プレゼンテーション・レイヤー（プレゼンテーション・レイヤー（presentation layer））））とセッション・レイヤーセッション・レイヤーセッション・レイヤーセッション・レイヤー
（（（（session layer））））の組合せを示す。

プロファイル（プロファイル（プロファイル（プロファイル（profile））））

クライアントまたはサーバー上での Net8機能の使用可能化および構成の優先順位を指定す
るパラメータの集合。プロファイルの格納および実装は、sqlnet.oraファイルを介して行
う。 

分散管理（分散管理（分散管理（分散管理（distributed administration））））

「委任管理（委任管理（委任管理（委任管理（delegated administration））））」を参照してください。 

分散処理（分散処理（分散処理（分散処理（distributed processing））））

フロントエンド処理とバックエンド処理を別々のコンピュータで行うこと。Net8は、リ
モート・データベースに透過的に接続することにより分散処理をサポートする。 

別名（別名（別名（別名（alias））））

既存のネットワーク・オブジェクトに対する代替名。別名は最初のネットワーク・オブジェ
クトと同じ名前に変換される。Oracle Namesサーバーには、定義済のネット・サービス名、
データベース・サーバーまたはデータベース・リンクの別名が格納される。 

ホスト・ネーミング（ホスト・ネーミング（ホスト・ネーミング（ホスト・ネーミング（host naming））））

ネット・サービス名（ネット・サービス名（ネット・サービス名（ネット・サービス名（net service name））））解決により、TCP/IP環境内のユーザーは既存の名
前解決サービスを通して、ネット・サービス名を変換できる。この名前解決サービスには、
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ドメイン名システム（ドメイン名システム（ドメイン名システム（ドメイン名システム（Domain Name System: DNS））））、Network Information Service（（（（NIS））））
または単に中央でメンテナンスされる /etc/hostsファイル・セットの場合がある。ホス
ト・ネーミングでは、サーバーのホスト名またはホスト名の別名を使用するのみで、ユー
ザーは Oracleサーバーに接続できる。この機能を利用するために、クライアントを構成す
る必要はない。この方法は、単純な TCP/IP環境にお薦めする。

まままま
マップ（マップ（マップ（マップ（map））））

Network Information Service（（（（NIS）））） ypservプログラムが名前要求を処理するために使用
するファイル。

マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（multi-threaded server: MTS））））

より多くのユーザーをサポートするために、多数のユーザー・プロセスがごくわずかなサー
バー・プロセスを共有できるように構成されたサーバー。MTSの構成により、多数のユー
ザー・プロセスがディスパッチャ（ディスパッチャ（ディスパッチャ（ディスパッチャ（dispatcher））））に接続する。ディスパッチャは、複数の着
信ネットワーク・セッション要求を共通キューに送る。複数のサーバー・プロセスの共有
プールの中で、あるアイドル状態の共有サーバー・プロセスが共通キューから要求を取り出
す。これは、サーバー・プロセスの小規模プールが大量のクライアントを処理できることを
意味する。「専用サーバー（専用サーバー（専用サーバー（専用サーバー（dedicated server））））」と対比。 

やややや
ユーザー名（ユーザー名（ユーザー名（ユーザー名（user name））））

ユーザーを Oracleサーバーおよび他のユーザーが識別するための名前。すべてのユーザー
名にパスワードが関連付けられており、Oracleデータベースに接続するときはユーザー名と
パスワードを両方入力する必要がある。

優先優先優先優先 Oracle Namesサーバーサーバーサーバーサーバー（（（（Preferred Oracle Names Server））））

名前を解決するときにクライアントが優先的に使用する Oracle Namesサーバー。通常は、
クライアントと物理的に最も近い Oracle Namesサーバー、または最も安価なネットワー
ク・リンクで利用できる Oracle Namesサーバー。 

予約済予約済予約済予約済 Oracle Namesサーバー（サーバー（サーバー（サーバー（well-known Oracle Namesサーバー）サーバー）サーバー）サーバー）

1つ以上の Oracle Namesサーバーのアドレスが、Oracle Namesサーバーとそのクライアン
トの両方にハードコード化される。予約済アドレスを持つ Oracle Namesサーバーにはその
アドレスでアクセスできるため、クライアントに構成ファイルでサーバーを検索するように
指示する必要がない。
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らららら
リージョン（リージョン（リージョン（リージョン（region））））

「管理リージョン（管理リージョン（管理リージョン（管理リージョン（administrative region））））」を参照してください。

リージョン・データベース（リージョン・データベース（リージョン・データベース（リージョン・データベース（region database））））

Oracle Names情報を格納する Oracleデータベースの表。

リスナー（リスナー（リスナー（リスナー（listener））））

着信クライアント接続要求をリスニングし、サーバーへの通信量を管理する、サーバー上の
個別のプロセス。 

クライアント（またはクライアントとして動作するサーバー）はネットワーク・セッション
をサーバーに要求し、リスナーが実際の要求を受け取る。クライアントの情報がリスナーの
情報と一致すると、リスナーはサーバーへの接続を認める。

リスナー制御ユーティリティ（リスナー制御ユーティリティ（リスナー制御ユーティリティ（リスナー制御ユーティリティ（Listener Control Utility: LSNRCTL））））

Net8に含まれているユーティリティ。リスナーの起動および停止、状態の取得などの様々
な機能を制御する。

リンク修飾子（リンク修飾子（リンク修飾子（リンク修飾子（link qualifier））））

グローバル・データベース・リンクに付加される修飾子で、データベースのユーザー名とパ
スワードからなる資格証明の代替設定を提供する。たとえば、empというリンク修飾子を
sales.us.acme.comのグローバル・データベース・リンクに付加できる。

ルート管理リージョン（ルート管理リージョン（ルート管理リージョン（ルート管理リージョン（root administrative region））））

分散環境内で最高位の管理リージョン。ルート管理リージョンはルート・ドメインを含む。 

ルート・ドメイン（ルート・ドメイン（ルート・ドメイン（ルート・ドメイン（root domain））））

階層ネーミング・モデル内で最高位のドメイン。

ループバック・テスト（ループバック・テスト（ループバック・テスト（ループバック・テスト（loopback test））））

サーバーからサーバー自体に戻す接続。ループバックが正常に終了すると、Net8がサー
バー側で機能していることが確認できる。

ローカル・ネーミングローカル・ネーミングローカル・ネーミングローカル・ネーミング

ネット・サービス名（ネット・サービス名（ネット・サービス名（ネット・サービス名（net service name））））変換。各クライアントの tnsnames.oraファイルファイルファイルファイルに
構成および格納されている情報を使用して、ネットワーク・アドレスを検索する。ローカ
ル・ネーミングは、あまり変更されることのない少数のサービスからなる単純な分散ネット
ワークに最適な方法である。 
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ロード・バランシング（ロード・バランシング（ロード・バランシング（ロード・バランシング（load balancing））））

クライアント接続を複数のリスナー、ディスパッチャ、インスタンスおよびノードに均等に
分散し、1つのコンポーネントに負荷がかかりすぎないようにする機能。

Net8は、クライアント・ロード・バランス（クライアント・ロード・バランス（クライアント・ロード・バランス（クライアント・ロード・バランス（client load balancing））））および接続時ロード・接続時ロード・接続時ロード・接続時ロード・
バランス化（バランス化（バランス化（バランス化（connection load balancing））））をサポートしている。

ロギング（ロギング（ロギング（ロギング（logging））））

エラーおよびサービス・アクティビティ、統計をログ・ファイルに書き込む機能。ログ・
ファイルは、画面に表示されるエラー・メッセージで障害を識別できない場合に、管理者用
の追加情報として使用できる。エラー・スタックとしてのログ・ファイルは、各種レイヤー
でのソフトウェアの状態を示す。

「トレース（トレース（トレース（トレース（tracing））））」も参照してください。
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記号記号記号記号
"記号
予約済、構成ファイル，C-3

#記号
予約済、構成ファイル，C-3

'記号
予約済、構成ファイル，C-3

()記号
予約済、構成ファイル，C-3

=記号
予約済、構成ファイル，C-3

/（スラッシュ）記号
予約済、構成ファイル，C-3

数字数字数字数字
1024ポート，B-5
1521ポート，6-47，7-6，B-4
使用していない場合，7-8

1575ポート，4-20，6-51，B-4，C-55
1630ポート，4-5，8-26，8-29，8-31，B-4
1646ポート，C-23
1830ポート，8-26，8-29，B-4，C-80
2481ポート，B-4
2482ポート，B-4
2483ポート，B-4

A
ACCEPT_CONNECTIONSコマンド，A-78
ACTIVE_RELAYS，A-92
ACTパラメータ，8-32，C-72
ADDRESS_LISTパラメータ，B-2，C-37，C-46
ADDRESS（ADDまたは ADDR）属性，9-4

ADDRESSパラメータ，B-2，C-37，C-46
Advanced Program-to-Program Communication
（APPC），4-3

ANSWER_TIMEOUTパラメータ，C-69
APPCアーキテクチャ，4-3
ARGSパラメータ，B-3
ARGV0パラメータ，B-3
A.SMDレコード，7-10，11-12，A-42
「Attempts Per Names Server」フィールド，6-58
AUTHENTICATION_LEVELパラメータ，C-69
AUTOMATIC_IPCパラメータ，8-19，C-75

B
BACKUPパラメータ，8-11，C-42
bequeath，2-17
イベント・プログラミング，10-10
説明，4-4

BEQUEATH_DETACHパラメータ，8-21，10-10，C-4
bequeathedセッション，2-17
Bequeathプロトコル

ARGSパラメータ，B-3
ARGV0パラメータ，B-3
PROGRAMパラメータ，B-3

C
CDS外部ネーミング，2-33，4-21，6-71，8-18
Cellディレクトリ・サービス外部ネーミング，2-33，

4-21，8-18
構成，6-71

CHANGE_PASSWORDコマンド，A-3
ckcfg.oraファイル，6-44
ckpcch.oraファイル，6-45，11-4
ckpreg.oraファイル，6-45
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「Client Registration ID」フィールド，8-21
client32net.cfgファイル，6-78
CLOSE_RELAYコマンド，A-79
cmadm_pid.logファイル，12-16，12-24
cmadm_pid.trcファイル，12-29
CMADMINプロセス，4-5
CMAN_ADMINパラメータ，C-66，C-80，C-84
cman_pid.logファイル，12-16，12-24
cman_pid.trcファイル，12-29
CMAN_PROFILEパラメータ，C-66
CMAN_RULESパラメータ，8-32，C-72
cman.oraファイル
構成パラメータのリファレンス，C-65，C-72
作成，8-26，8-29，8-31
パラメータ

ACT，C-72
ACTパラメータ，8-32
ANSWER_TIMEOUT，C-69
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CMAN_ADMIN，C-66，C-80，C-84
CMAN_PROFILE，C-66
CMAN_RULES，C-72
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DSTパラメータ，8-32
LOG_LEVEL，C-69
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MAXIMUM_CONNECT_DATA，C-69
MAXIMUM_RELAYS，C-69
RELAY_STATISTICS，C-70
REMOTE_ADMIN，C-70，C-84
SHOW_TNS_INFO，C-70
SRC，8-32，C-72
SRV，8-32，C-72
TRACE_DIRECTORY，C-70
TRACE_FILELEN，C-71
TRACE_TIMESTAMP，C-71
TRACING，C-70
USE_ASYNC_CALL，C-71

リリース 8.1、変更，C-83，C-84
CMANパラメータ，C-66
CMCTL STATSコマンド

ACTIVE_RELAYS，A-92
MOST_RELAYS，A-92
OUT_OF_RELAY，A-92
TOTAL_REFUSED，A-92
TOTAL_RELAYS，A-92

CMCTLユーティリティ
SETコマンド，A-78
機能と構文書式，A-77
コマンド

ACCEPT_CONNECTIONS，A-78
CLOSE_RELAY，A-79
EXIT，A-79
HELP，A-80
QUIT，A-80
SET，A-81
SET AUTHENTICATION_LEVEL，A-81
SET DISPLAYMODE，A-82
SET LOG_LEVEL，A-82
SET RELAY_STATISTICS，A-83
SHOW，A-78，A-84
SHOW ADDRESS，A-84
SHOW ALL，A-85
SHOW DISPLAYMODE，A-86
SHOW PROFILE，A-87
SHOW RELAY，A-87
SHOW RULES，A-88
SHUTDOWN，A-78，A-89
START，11-7，A-90
STATS，A-91
STATUS，A-93
STOP，A-94
STOPNOW，A-94
VERSION，A-95

コマンドのリファレンス，A-78～ A-95
シャットダウン、推奨方法，A-78
使用，11-3
説明，4-25
ネットワークのテスト，11-3

CMGWプロセス，4-5
CNAME.SMDレコード，11-12，A-42
cn属性，2-36
「Configure Prespawned Servers」ダイアログ・

ボックス，7-15
CONNECT_DATAパラメータ，C-40
CONNECT_TIMEOUT_listener_nameパラメータ，

C-51
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